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はじめに 

 
本書は、PRIMEQUEST 3000シリーズのシステムを運用・管理する際に必要なツール・ソフトウェアの利用方法、および保守（コンポーネ
ントの交換、異常通知）の方法について説明しています。本書は、システム管理者を対象に書かれています。なお、各種基準、規格への
適合状況や安全上のご注意などは、『PRIMEQUEST 3000シリーズ安全にご使用いただくために』（CA92344-1646）を参照してくださ
い。 

 

本書の構成 
本書の構成は以下のとおりです。 
第 1章 ネットワーク環境の設定と管理ツールの導入 

PRIMEQUEST 3000シリーズの外部ネットワーク環境の構成と管理ツールの導入について説明しています。 
第 2章 OSの導入 

『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「第 4章 OSおよび添付ソフトウェアのインストール」へのリンク
です。 

第 3章 コンポーネントの構成と交換（増設、削除） 
PRIMEQUEST 3000シリーズを構成するコンポーネントの構成と交換について説明しています。 

第 4章 Red Hat Enterprise Linux 7以降における活性保守 
Red Hat Enterprise Linux 7 における活性保守の手順について説明しています。 

第 5章 SUSE Linux Enterprise Server 12以降における活性保守 
SUSE Linux Enterprise Server 12以降における活性保守の手順について説明しています。 

第 6章 HDD/SSD/PCIe SSD SFFの交換 
HDD/SSDの活性交換について説明しています。 

第 7章 Windowsにおける PCI Express カードの活性保守 
Windowsにおける PCI Express カードのホットプラグ手順について説明しています。 

第 8章 バックアップ・リストア 
サーバのデータを元の状態に復旧するために必要な、バックアップ・リストアについて説明しています。 

第 9章 システムの起動・停止と電源制御 
PRIMEQUEST 3000シリーズの起動・停止および電源制御について説明しています。 

第 10章 構成、状態の確認（内容、方法、および手順） 
PRIMEQUEST 3000シリーズの構成や状態を確認する機能について、ファームウェアなどのツールごとに説明しています。 

第 11章 異常通知、保守（内容、方法、および手順） 
PRIMEQUEST 3000シリーズが提供する保守機能と、トラブルが発生した場合の対応について説明しています。 

付録 A PRIMEQUEST 3000シリーズが提供する機能一覧 
PRIMEQUEST 3000シリーズが提供する機能の一覧、および管理系ネットワーク仕様の一覧を説明しています。 

付録 B 物理実装位置、ポート番号 
コンポーネントの物理実装位置、および MMB・IOUEのポート番号について説明しています。 

付録 C 外部インターフェース一覧 
PRIMEQUEST 3000シリーズの外部インターフェースについて説明しています。 

付録 D I/Oの物理位置・BUS番号および PCI Expressスロット実装位置・スロット番号 
PRIMEQUEST 3000シリーズの内蔵 I/Oの物理位置と BUS番号、および PCI Expressスロット実装位置とスロット番号対応を示
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します。 
付録 E PRIMEQUEST 3000シリーズの筐体 

『PRIMEQUEST 3000シリーズ設置マニュアル』（CA92344-1654）の「第 1章  設置資料」へのリンクです。 
付録 F LEDによる状態の確認 

PRIMEQUEST 3000シリーズに搭載される LEDの種類と、LEDによる状態の確認について説明しています。 
付録 G コンポーネントの搭載条件 

PRIMEQUEST 3000シリーズの各コンポーネントの搭載条件について説明しています。 
付録 H PRIMEQUEST 3000シリーズが提供するMIBツリー体系 

PRIMEQUEST 3000シリーズが提供するMIBツリー体系について説明しています。 
付録 I  Windowsシャットダウンの設定 

Windowsのシャットダウンの設定方法、および設定する際の注意事項について説明しています。 
付録 J  Systemwalker Centric Manager連携 

Systemwalker Centric Manager連携について説明しています。 
付録 K ソフトウェアについて 

『PRIMEQUEST 3000シリーズ製品概説』（CA92344-1653）の「第 3章ソフトウェアの構成」へのリンクです。 
付録 L 障害連絡シート 

障害発生時に使用する障害連絡シートを掲載しています。 
付録M PCI Express カードの情報 

PCI Express カードの情報に関して記載しています。 
付録 N フロントパネルの取り外し方 

PCI Express カードの情報に関して記載しています。 
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製品の使用環境 

本製品は電子計算機室での使用を前提とした電子計算機です。なお、使用環境の詳細については、以下のマニュアルを参照してくださ
い。 
『PRIMEQUEST 3000シリーズ設置マニュアル』（CA92344-1654） 
 

安全上の注意事項 

警告表示 

このマニュアルでは、使用者や周囲の方の身体や財産に損害を与えないために以下の警告表示をしています。 
 

 

「警告」とは、正しく使用しない場合、死亡する、または重傷を負うことがあり得ることを示しています。 
 

 

「注意」とは、正しく使用しない場合、軽傷、または中程度の傷害を負うことがあり得ることと、当該製品自身またはその他の使
用者などの財産に、損害が生じる危険性があることを示しています。 

 

 

「重要」とは、効果的な使い方など、使用者にとって価値のある情報であることを示しています。 

本文中の警告表示の仕方 

警告レベルの記号の後ろに警告文が続きます。警告文は、通常の記述と区別するため、行端を変えています。さらに、通常の記述行
からは、前後 1行ずつ空けています。 

 

 
本製品および当社提供のオプション製品について、以下に示す作業は当社技術員が行います。お客様は絶対に作業
しないようお願いします。感電・負傷・発火のおそれがあります。 
- 各装置の新規設置と移設 
- 前面、後面と側面カバーの取外し 
- 内蔵オプション装置の取付け／取外し 
- 外部インターフェースケーブルの抜差し 
- メンテナンス（修理と定期的な診断と保守） 

 
また、重要な警告表示は「重要警告事項の一覧」としてまとめて記載しています。 

重要警告事項の一覧 

本マニュアルには、重要な警告事項は記載されていません。 
  



はじめに 
 

 

iv CA92344-1656-30 

警告ラベル 

当製品には以下のようにラベルが貼付してあります。以下のラベルは当製品の使用者を対象としています。 

 

 
ラベルは絶対にはがさないでください。 

 
 
 

警告ラベル位置(本体装置上面) 
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警告ラベル位置(PCIボックス) 
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製品取扱い上の注意事項 

本製品について 

本製品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用などの一般用途を想定して設計・製造されているものであり、原子力
核制御、航空機飛行制御、航空交通管制、大量輸送運行制御、生命維持、兵器発射制御など、極めて高度な安全性が要求さ
れ、仮に当該安全性が確保されない場合、直接生命・身体に対する重大な危険性を伴う用途（以下「ハイセイフティ用途」という）
に使用されるよう設計・製造されたものではございません。お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すこ
となく、本製品を使用しないでください。ハイセイフティ用途に使用される場合は、弊社の担当営業までご相談ください。 

添付品の保管について 

添付品はサーバの運用上必要になりますので、大切に保管してください。 

オプション製品の増設 

PRIMEQUEST 3000シリーズを安定してご使用いただくために、オプション製品の増設時には弊社指定のオプション製品をご使用くだ
さい。 
弊社指定以外のオプション製品をご使用いただく場合、PRIMEQUEST 3000シリーズの動作保証は一切いたしかねますので、ご注
意ください。 

本製品の輸出または提供について 

本製品を輸出又は提供する場合は、外国為替及び外国貿易法および米国輸出管理関連法規等の規制をご確認の上、必要な手
続きをおとりください。 

メンテナンス 

 
本製品および当社提供のオプション製品について、以下に示す作業は当社技術員が行います。お客様は絶対に作業
しないようお願いします。感電・負傷・発火のおそれがあります。 
- 各装置の新規設置と移設 
- 前面、後面と側面カバーの取外し 
- 内蔵オプション装置の取付け／取外し 
- 外部インターフェースケーブルの抜差し 
- メンテナンス（修理と定期的な診断と保守） 
 

 
製品および当社提供のオプション製品について、以下に示す作業は当社技術員が行います。お客様は絶対に作業し
ないようにお願いします。故障の原因となるおそれがあります。 
- お客様のお手元に届いたオプションアダプターなどの開梱 

本製品の改造／再生 

 
本製品に改造を加えたり、本製品の中古品を富士通に無断でオーバーホールなどによって再生したりして使用する場
合、使用者や周囲の方の身体や財産に予期しない損害が生じるおそれがあります。 
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ご不要になったときの廃棄・リサイクル 

法人、企業のお客様へ当社では、法人のお客様から排出される富士通製 ICT製品を回収・リサイクル（有償）し、資源の有効利
用に積極的に取り組んでいます。詳細は、当社ホームページ「ICT製品の処分・リサイクル方法、コンデンサ製品の PCB」
（https://www.fujitsu.com/jp/about/environment/recycleinfo/）をご覧ください。 

廃棄・譲渡時のハードディスク上のデータ消去に関するご注意 

本機器を使用していた状態のまま廃棄・譲渡すると、ハードディスク内のデータを第三者に読み取られ、予期しない用途に利用されるお
それがあります。機密情報や重要なデータの流出を防ぐためには、本機器を廃棄・譲渡する際に、ハードディスク上のすべてのデータを
消去することが必要となります。ところが、ハードディスク上のデータを消去するというのは、それほど容易なことではありません。ハードディス
クを初期化（フォーマット）したり、OS上からファイルを削除したりする操作をしただけでは、一見データが消去されたように見えますが、
ただ単に OS上でそれらのデータを呼び出す処理ができなくなっただけあり、悪意を持った第三者によってデータが復元されるおそれがあ
ります。従って、お客様の機密情報や重要なデータをハードディスク上に保存していた場合には、上に挙げるような操作をするだけでな
く、データ消去のサービスを利用するなどして、これらのデータを完全に消去し、復元されないようにすることをお勧めします。お客様が、廃
棄・譲渡等を行う際に、ハードディスク上の重要なデータが流出するというトラブルを回避するためには、ハードディスクに記録された全デ
ータを、お客様の責任において消去することが非常に重要となります。 
なお、ソフトウェア使用許諾（ライセンス）契約により、ソフトウェア（OSやアプリケーション・ソフトウェア）の第三者への譲渡が制限さ
れている場合、ハードディスク上のソフトウェアを削除することなくサーバなどを譲渡すると、契約違反となる可能性があるため、そうした観
点からも十分な確認を行う必要があります。 
弊社では、お客様の機密情報や重要なデータの漏洩を防止するため、お客様が本機器を廃棄・譲渡する際にハードディスク上のデー
タやソフトウェアを消去するサービスを提供しておりますので、是非ご利用ください。 
- データ消去サービス 

 

弊社の専門スタッフがお客様のもとにお伺いし、短時間で、磁気ディスクおよび磁気テープ媒体上のデータなどを消去するサービスです。 
詳しくは、データ消去サービス（https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/maintenance/lcm/service-phase4/h-
elimination/）をご覧ください。 

サポート&サービス 

■ SupportDeskについて（有償） 
システムの安定稼動に向け、製品サポートサービス「SupportDesk」のご契約をお勧めします。ご契約により、ハードウェア障害時
の当日訪問修理対応、定期点検、障害予兆／異常情報のリモート通報、電話によるハードウェア／ソフトウェアの問題解決支
援、お客様専用ホームページでの運用支援情報提供などのサービスが利用できます。詳しくは、SupportDesk紹介ページ「製
品サポート」（https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/index.html）を参照してください。 

■ 製品・サービスに関するお問い合わせ 
製品の使用方法や技術的なお問い合わせ、ご相談については、製品を購入されたさいの販売会社、または弊社担当営業員・
システムエンジニア（SE）にご連絡ください。PRIMEQUEST 3000シリーズに関するお問い合わせ先がご不明なときやお困りの
ときには、「富士通コンタクトライン」にご相談ください。 

■ 富士通コンタクトライン 
- 電話によるお問い合わせ 

電話：0120-933-200（通話料無料） 
ご利用時間：9:00～12:00および 13:00～17:30（土曜・日曜・祝日・当社指定の休業日を除く）富士通コンタクトラ
インでは、お問い合わせ内容の正確な把握、およびお客様サービス向上のため、お客様との会話を記録・録音させていた
だいておりますので、あらかじめご了承ください。 

- Webによるお問い合わせ 
Webによるお問い合わせも承っております。詳細については、富士通ホームページをご覧ください。 

https://www.fujitsu.com/jp/about/environment/recycleinfo/
https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/maintenance/lcm/service-phase4/h-elimination/
https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/maintenance/lcm/service-phase4/h-elimination/
https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/index.html
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https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/contact/  

■ 保証について 
保証期間中に故障が発生した場合には、保証書に記載の内容に基づき無償修理いたします。詳細については、保証書をご覧
ください。 

■ 修理ご依頼の前に 
本体装置に異常が発生した場合は、「11.2 トラブル対応」を参照して、内容をご確認ください。それでも解決できない異常につい
ては、修理相談窓口または担当営業員に連絡してください。 

ご連絡の際は、本体装置前面部右側にある貼付ラベルに記載の型名、および製造番号を確認し、お伝えください。また、事前
に『「11.2 トラブル対応」をご覧いただき、必要事項を確認してください。お客様が退避したシステム設定情報は、保守時に使用
します。 

 

マニュアルについて 

このマニュアルの取扱いについて 

このマニュアルには本製品を安全に使用していただくための重要な情報が記載されています。本製品を使用する前に、このマニュアルを
熟読し理解したうえで当製品を使用してください。また、このマニュアルは大切に保管してください。富士通は、使用者および周囲の方の
身体や財産に被害を及ぼすことなく安全に使っていただくために細心の注意を払っています。本製品を使用する際は、マニュアルの説明
に従ってください。 
本ドキュメントを輸出又は提供する場合は、外国為替及び外国貿易法および米国輸出管理関連法規等の規制をご確認の上、必
要な手続きをおとりください。 

  

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/contact/
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PRIMEQUEST 3000シリーズのマニュアル体系 

PRIMEQUEST 3000シリーズをご利用いただくためのマニュアルとして、以下のマニュアルが用意されています。 
マニュアルは以下のサイトから閲覧できます。 
日本語版マニュアル： 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/products/3000/catalog/ 
英語版マニュアル： 
https://support.ts.fujitsu.com/  
 

タイトル 説明 マニュアルコード 

PRIMEQUEST 3000シリーズ 
はじめにお読みください 

PRIMEQUEST 3000シリーズの開梱後、参照すべきマニュ
アルおよび重要な情報へのアクセス方法について説明していま
す。（製品添付マニュアル） 

CA92344-1645 

PRIMEQUEST 3000シリーズ 
安全にご使用いただくために 

PRIMEQUEST 3000シリーズを安全にご使用いただくための
重要な情報について説明しています。 

CA92344-1646 

PRIMEQUEST 3000シリーズ 
製品概説 

PRIMEQUEST 3000シリーズの機能や特長について説明し
ています。 

CA92344-1653 

SPARC M10システム/SPARC 
Enterprise/PRIMEQUEST 
共通設置計画マニュアル 

SPARC M10システム/SPARC Enterpriseおよび
PRIMEQUESTを設置するための、設置計画および設備計
画に必要な事項や考え方を説明しています。 

C120-H007 

PRIMEQUEST 3000シリーズ 
設置マニュアル 

PRIMEQUEST 3000シリーズを設置するための仕様や設置
場所の要件について説明しています。 

CA92344-1654 

PRIMEQUEST 3000シリーズ 
導入マニュアル 

導入のための準備や初期設定、ソフトウェアのインストールな
ど、PRIMEQUEST 3000シリーズのセットアップについて説明
しています。 

CA92344-1655 

PRIMEQUEST 3000シリーズ 
運用管理マニュアル 

システムを運用・管理する際に必要なツール・ソフトウェアの利
用方法、および保守（コンポーネントの交換、異常通知）の
方法について説明しています。 

CA92344-1656 

PRIMEQUEST 3000シリーズ 
運用管理ツールリファレンス(MMB) 

運用の際に必要なMMBの操作や設定方法について説明し
ています。 

CA92344-1657 

PRIMEQUEST 3000シリーズ 
運用管理ツールリファレンス(UEFI) 

運用の際に必要な操作や BIOS設定方法について説明して
います。 

CA92344-1658 

PRIMEQUEST 3000シリーズ 
運用管理ツールリファレンス(sadump, 
Dynamic Reconfiguration) 

運用の際に必要な sadumpや Dynamic Reconfiguration
の操作や設定方法について説明しています。 

CA92344-1659 

PRIMEQUEST 3000シリーズ 
メッセージリファレンス 

運用中にトラブルが発生したときのメッセージとその対処方法に
ついて説明しています。 

CA92344-1660 

PRIMEQUEST 3000シリーズ 
用語集・略語集 

PRIMEQUEST 3000シリーズに関する用語および略語につ
いて説明しています。 

CA92344-1661 

PRIMEQUEST 3000シリーズ 
REMCSサービス導入マニュアル 

REMCSサービスの導入と操作について説明しています。 CA92344-1662 

PRIMEQUEST 3000シリーズ 
iRMC S5 RESTful API 

REST APIについて説明しています。 CA92344-1673 

  

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/products/3000/catalog/
https://support.ts.fujitsu.com/
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関連するマニュアル 

PRIMEQUEST 3000シリーズに関連するマニュアルとして、以下のマニュアルが用意されています。関連するマニュアルは以下のサイト
から閲覧できます。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/products/3000/catalog/ 
 

タイトル 説明 

Linux ユーザーズマニュアル Red Hat社から公開されている RHEL向けマニュアルを補足するマニュアル
です。RHELシステムの設計、導入、運用、保守に関する技術情報および
参考となる考え方を提供します。 
本書では、Red Hat Enterprise Linux を総称して「Linux ユーザーズマニ
ュアル」と表記しています 

メモリダンプ機能運用管理マニュアル SLES環境でのメモリダンプ設定に関する設定について説明したマニュアルで
す。 
SupportDeskサービス契約のお客様に提供しています。 

ServerView Suite ServerView Operations 
Manager Quick Installation（Windows） 

Windows環境での ServerView Operations Managerのインストールと
起動方法について説明しています。 

ServerView Suite ServerView Operations 
Manager Quick Installation（Linux） 

Linux環境での ServerView Operations Managerのインストールと起動
方法について説明しています。 

ServerView Suite ServerView Installation 
Manager  

ServerView Installation Manager を使ったインストールについて説明して
います。 

ServerView Suite ServerView Operations 
Manager Server Management 

ServerView Operations Managerによるサーバ監視の概要と、
ServerView Operations Managerのユーザーインターフェースについて説
明しています。 

ServerView Suite ServerView RAID 
Management User Manual 

ServerView RAID Managerによる RAID管理について説明しています。 

ServerView Suite Basic Concepts ServerView Suiteの基本的な概念について説明しています 
ServerView Operations Manager 
Installation ServerView Agents for Linux 

ServerView Linuxエージェントのインストール、および ServerView Linux
エージェントのアップデートインストールについて記載しています。 

ServerView Operations Manager 
Installation ServerView Agents for 
Windows 

ServerView Windowsエージェントのインストール、および ServerView 
Windowsエージェントのアップデートインストールについて記載しています。 

ServerView RAID Manager VMware 
vSphere ESXi 8 インストールガイド 

VMware vSphere ESXi 8 サーバで、ServerView RAID Managerを使
用するためのインストールと設定について説明しています。 

ServerView RAID Manager VMware 
vSphere ESXi 7 インストールガイド 

VMware vSphere ESXi 7 サーバで、ServerView RAID Managerを使
用するためのインストールと設定について説明しています。 

ServerView RAID Manager VMware 
vSphere ESXi 6 インストールガイド 

VMware vSphere ESXi 6 サーバで、ServerView RAID Managerを使
用するためのインストールと設定について説明しています。 

Modular RAID コントローラー SASアレイコントローラ 
PRAID EP400i / EP420i (D3216) 
PRAID EP420e 
PRAID EP540i/EP580i 
を使用するための技術情報を提供します。PRIMERGYサイト
（https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primergy/
manual/) 

LSI MegaRAID SAS 12G Software 

LSI MegaRAID SAS 3.0 Device Driver 
Installation 

ServerView Suite ServerView embedded 
Lifecycle Management (eLCM) 1.2 for 
iRMC S5概要 

eLCMについて記載しています。 
（https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primergy/
manual/) 

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/products/3000/catalog/
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primergy/manual/
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primergy/manual/
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primergy/manual/
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primergy/manual/
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タイトル 説明 

Intel(R) Optane(TM) DC persistent 
memory（DCPMM）ユーザーズガイド 

Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryについて説明しています。 
（https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primeque
st/products/3000/catalog/) 

 

略称 

本書では、製品名を以下のように表記しています。 
 

正式名 略称 
Microsoft（R）Windows Server（R）2022 Standard Windows, Windows Server 2022 

Microsoft（R）Windows Server（R）2022 Datacenter 
Microsoft（R）Windows Server（R）2019 Standard Windows, Windows Server 2019 

Microsoft（R）Windows Server（R）2019 Datacenter 
Microsoft（R）Windows Server（R）2016 Standard Windows, Windows Server 2016 

Microsoft（R）Windows Server（R）2016 Datacenter 
Microsoft（R）Windows Server（R）2012 R2 Standard Windows, Windows Server 2012 R2 

Microsoft（R）Windows Server（R）2012 R2 Datacenter 
Red Hat（R）Enterprise Linux（R）9（for Intel64） Linux, RHEL9, RHEL9.x, RHEL 

Red Hat（R）Enterprise Linux（R）8（for Intel64） Linux, RHEL8, RHEL8.x, RHEL 

Red Hat（R）Enterprise Linux（R）7（for Intel64） Linux, RHEL7, RHEL7.x, RHEL 

VMware vSphere（R）8 VMware, vSphere 8.x, VMware 8, VMware 8.x 

VMware（R）ESXi（R）8 ESXi, ESXi 8, ESXi 8.x 

VMware vSphere（R）7 VMware, vSphere 7.x, VMware 7, VMware 7.x 

VMware（R）ESXi（R）7 ESXi, ESXi 7, ESXi 7.x 

VMware vSphere（R）6 VMware, vSphere 6.x, VMware 6, VMware 6.x 

VMware（R）ESXi（R）6 ESXi, ESXi 6, ESXi 6.x 

SUSE (R) Linux Enterprise Server 15 (for x86-64) Linux, SLES, SLES 15 

SUSE (R) Linux Enterprise Server 12 (for x86-64) Linux, SLES, SLES 12 

 

商標一覧 

- Microsoft、Windows、Windows Server、Hyper-V、BitLockerは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他
の国における登録商標または商標です。 

- Linuxは、Linus Torvalds氏の登録商標です。 
- Red Hatは米国およびそのほかの国において登録された Red Hat, Inc.の商標です。 
- SUSEおよび SUSE ロゴは、米国およびその他の国における SUSE LLCの商標または登録商標です。 
- Oracle と Javaは Oracle Corporationおよびその関連企業の登録商標です。 
- Intel、インテル、Intel ロゴ、Intel Inside、Intel Inside ロゴ、Intel Atom、Intel Atom Inside、Intel Core、Core Inside、 

Intel vPro、vPro Inside、Celeron、Celeron Inside、Itanium、Itanium Inside、Pentium、Pentium Inside、Xeon、
Xeon Phi、 Xeon Inside、Ultrabook は、アメリカ合衆国および/またはその他の国における Intel Corporation の商標で
す。 

- Ethernetは、富士ゼロックス社、および米国その他の国におけるゼロックス社の登録商標です。 
- VMwareおよび VMwareの製品名は、VMware, Inc.の米国および各国での商標または登録商標です。 
- Xenは米国およびその他の国における Citrix Systems, Inc.またはその子会社の登録商標または商標です。 
- その他、会社名と製品名はそれぞれ各社の商標、または登録商標です。 

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/products/3000/catalog/
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/products/3000/catalog/
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- 本資料に掲載されているシステム名、製品名などには、必ずしも商標表示（TM、（R））を付記しておりません。 
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表記上の規則 

本書では、以下のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しています。 
 
字体または記号 意味 記述例 

『 』 参照するマニュアルの書名を示します。 『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』
（CA92344-1655）を参照してください。 

「 」 参照する章、節、項を示します。 「1.4.1 [User List] 画面」を参照してください 
[ ] 画面名、画面のボタン名、タブ名、ドロップダウンメ

ニューを示すときに使います。 
[OK] ボタンをクリックしてください。 

CLI（コマンドラインインターフェース）の表記 

コマンドの記載形式は以下のとおりです。 

■ 入力形式 
コマンドの入力形式は以下のように記載しています。 
- 値を入力する変数は< > で囲んで記載 
- 省略可能な要素は[ ] で囲んで記載 
- 省略可能なキーワードの選択肢は、まとめて[ ] で囲み、|で区切り記載 
- 定義が必須なキーワードの選択肢は、まとめて{ } で囲み、|で区切り記載 

なお、コマンドの入力形式は枠内に記載しています。 

備考 

PDF形式のマニュアルでは、コマンド出力（例を含む）において、改行を表す記号（行末の）以外の箇所でも改行されている
箇所があります。 

表記に関する注意事項 

- 本マニュアルに関するご意見、ご要望または内容に不明瞭な部分がございましたら、下記ウェブサイトに具体的な内容を記入
のうえ送付してください。https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/contact/ 

- 本書は、予告なしに変更されることがあります。 
- 本書では、「マネジメントボード（Management Board）」および「MMB ファームウェア」を、「MMB」と表記しています。 
- 本書に掲載している画面は、実際の装置の画面と一部異なることがあります。 
- 本書の画面の IPアドレス、構成情報等は表示例であり、実際の運用では異なります。 

 
本書を無断で複製・転載しないようにお願いします。 

Copyright 2017 - 2025 Fsas Technologies Inc. 
  

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/contact/
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第1章 ネットワーク環境の設定と管理ツールの導入 

ここでは、PRIMEQUEST 3000シリーズの外部ネットワーク環境の構成と管理ツールの導入について説明します。 
PRIMEQUEST 3000シリーズで採用する管理ツールの概要については、『PRIMEQUEST 3000シリーズ製品概説』（CA92344-1653）
の「第 8章運用管理ツール」を参照してください。 

1.1  外部ネットワーク構成 
PRIMEQUEST 3000シリーズの外部ネットワーク構成を以下に示します。 

図 1.1外部ネットワーク構成 

 

 

番号 説明 
(1) Switching Hub冗長化 
(2) チーミング（GLSなど）による冗長化 
(3) Standby側は無効 
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外部ネットワークの一覧を以下に示します。なお、記号 A、B、C、Dは「図 1.1外部ネットワーク構成」と対応しています。 

表 1.1 外部ネットワーク名と主な機能 

記号 外部ネットワーク名 機能 
A Management LAN（管理 LAN） - MMB Web-UI/CLI操作 

- 運用管理サーバ 
- ビデオリダイレクション 
- PRIMECLUSTER連携 
- Systemwalker連携 
- ServerView連携 
- REMCS接続 

B Maintenance LAN（保守用 LAN） - FST（CE端末）接続 
- REMCS接続 

C Operation LAN（業務 LAN） 業務用 
D Cluster Interconnect（クラスタインタコネクト） クラスタ構成用ノード監視 

User Portに接続する LANケーブルと REMCS Portに接続する LANケーブルはそれぞれ別の HUBに接続するか、VLANで分けてくだ
さい。 
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以下に、PRIMEQUEST 3000シリーズの外部ネットワーク機能を示します。 

図 1.2 外部ネットワーク機能 
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1.2  外部ネットワークの構成方法（管理 LAN／保守用 LAN／業

務 LAN） 
PRIMEQUEST 3000シリーズでは、セキュリティと負荷分散のため、用途が異なる 3種類の外部ネットワークに接続します。3種類の外部
ネットワークは、以下のとおりです。 

- 管理 LAN 
- 保守用 LAN 
- 業務 LAN 

注意 

管理 LAN/業務 LAN/保守用 LANは必ず別のサブネットに接続してください。 
 
ここでは、PRIMEQUEST 3000シリーズ内の IPアドレスについて説明します。 
 

1.2.1  PRIMEQUEST 3000シリーズ内の IPアドレス 
PRIMEQUEST 3000シリーズ内の SB、IOUEおよびMMBの各ユニットはネットワークインターフェースを装備しており、各ポートに IPアド
レスを割り当てる必要があります。PRIMEQUEST 3000シリーズを設置する外部ネットワーク環境に合った IPアドレスを各ポートに設定し
てください。 
各ポートに設定する IPアドレスについて、以下に説明します。 

- 「表 1.2 PRIMEQUEST 3000シリーズ内の IPアドレス（MMBから設定する IPアドレス）」にMMBから設定する IPアドレス
を示します。 

- 「表 1.3 PRIMEQUEST 3000シリーズ内の IPアドレス（パーティション内の OSから設定）」に OSから設定する IPアドレスを
それぞれ示します。 

「表 1.2 PRIMEQUEST 3000シリーズ内の IPアドレス（MMBから設定する IPアドレス）」の IPアドレスは、MMB上に搭載されている
Network Interface Controller（NIC）に割り当てる IPアドレスです。これらの NICは、MMB上に搭載されているスイッチングハブを経由
してMMBの外部ネットワークポートまたは SB と接続されています。この IPアドレスは、MMB ファームウェアが使用します。 
標準構成ではMMBは 1台ですが、2台の MMBを二重化構成とした場合は 2台の MMBに共通の仮想 IPアドレスを割り当てます。こ
の仮想 IPアドレスのほかに、それぞれの MMBに物理 IPアドレスを 1つずつ割り当てます。 

表 1.2 PRIMEQUEST 3000シリーズ内の IPアドレス（MMBから設定する IPアドレス） 

名称 NIC 種類 IPアドレスの設定方法 説明 

■管理 LANの IPアドレス：MMB Virtual/Physical IP Address 
MMBが管理 LANに接続して通信するときに使用する IPアドレス。各MMBの User Portの NICに割り当てる物理 IPアドレスと、二重化したMMBに共通に割り当てる仮想 IPアド
レスとがあります。管理 LAN上の PCなどからは仮想 IPアドレスでアクセスします。仮想 IPは ActiveなMMBに引き継がれます。 
Virtual IP Address MMB (共通) 

（*1） 
仮想 IPアドレス MMB CLIから設定、 

または、 
MMB Web-UI から設定 

管理 LANに接続した PCがMMB（Active）と通信（Web、
telnetなど）する場合に、本 IPアドレスを使用します。PCからは、
MMB#0、MMB#1のどちらが Activeであるかを意識する必要はあり
ません。 

MMB#0 Physical IP Address MMB#0 
（*1） 

物理 IPアドレス MMB CLIから設定、 
または 
MMB Web-UI から設定 

管理 LANに接続した PCがMMB#0 と通信する場合に、本 IPア
ドレスを使用します。（*2） 

MMB#1 Physical IP Address MMB#1 
（*1） 

物理 IPアドレス MMB CLIから設定、 
または 
MMB Web-UI から設定 

管理 LANに接続した PCがMMB#1 と通信する場合に、本 IPア
ドレスを使用します。（*2） 

■保守用 LANの IPアドレス：Maintenance IP Address 
MMBが保守用 LANに接続して通信するときに使用する IPアドレス。 
Maintenance IP Address MMB (共通) 物理 IPアドレス 

（*3） 
MMB CLIから設定、 
または 

管理 LAN を使用しないで REMCSで通信する場合に、使用する
IP アドレス。CEポートに接続した保守用端末と通信する場合にも
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名称 NIC 種類 IPアドレスの設定方法 説明 

MMB Web-UI から設定 本 IPアドレスを使用します。 

■コンソールリダイレクションの IPアドレス：Console Redirection IP Address 
Console Redirection IP Address iRMC 物理 IPアドレス 

（*4） 
MMB Web-UIから設定 管理 LAN上の PCから各パーティションのコンソールリダイレクション機

能にアクセスするための IP アドレス。パーティションごとに 1 つ、管理
LAN上の IPアドレスを割り当てます。 

*1: この 3つは同一サブネットの IPアドレスを割り当てる必要があります。 
*2: サーバの管理者が、意識して個々の IPアドレスを指定して通信することはありません。 
*3: Active側の MMBだけ通信します。初期値は、192.168.1.1が設定されています。 
*4: iRMCが提供するコンソールリダイレクション機能にアクセスするための IPアドレス。MMBの管理 LANの User Portから、筐体内に閉

じた iRMC-MMB間の専用ネットワークを経由して iRMCにアクセスします。MMBは、NATにより、iRMCのローカル IPアドレスを管
理 LAN上の IPアドレスに変換します。管理 LAN上の PCからは、MMBを経由して iRMCのコンソールリダイレクション機能を使用
します。 

備考 

- 管理 LANおよび保守用 LANは、別々のサブネットを割り当てる必要があります。 
- コンソールリダイレクションで割り当てる IPアドレスは、管理 LAN と同一サブネットを割り当てる必要があります。 
- MMBは内部通信用に以下のサブネットを固定的に使用しています。 
- これらのサブネットは設定できません。 

127.1.1.0/24 
127.1.2.0/24 
127.1.3.0/24 
127.1.4.0/24 

表 1.3 PRIMEQUEST 3000シリーズ内の IPアドレス（パーティション内の OSから設定） 

LANポート IPアドレスの設定方法 説明 

IOUE内の 10GbEポート 各パーティション内の OSから設定 パーティションの構成および IOUEの構成数に依存します。 

IOUE または PCIボックスの PCI Express
スロットに搭載したネットワークカード 

各パーティション内の OSから設定 各ポートから筐体外のネットワークに接続します。 
当該パーティション内のポート数分の IPアドレスが必要です。 
（実際に使用するポートに IP アドレスを割り当てます。） 
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1.3  管理 LAN 
ここでは、PRIMEQUEST 3000シリーズ内の管理 LANの構成について説明します。 

1.3.1  管理 LANの概要 
MMBは、管理 LAN用に GbE LANポートを 2ポート（Userポート）備えています。 
パーティション側は、IOUE上の LANポートを管理 LAN用ポートとして使用できます。PRIMECLUSTER通信／運用管理サーバと
MMB Userポートは、外部スイッチを介して通信します。 

■管理 LANの IPアドレス（MMB） 

MMBは、PRIMEQUEST 3000シリーズを管理するためのインターフェースとして、MMBごとにそれぞれ 1つの物理 IPアドレスを持ちます。
さらに、システムで共有する仮想 IPアドレスを、主系となるMMBが持ちます。これらの IPアドレスは、MMB Web-UIまたは CLIから設定
できます。 

備考 

管理 LAN インターフェースには Virtual LAN（VLAN）インターフェースを使用します。個別の物理 LAN インターフェースは、MMBを個別
に認識させたい場合にだけ使用します。各 MMBの物理 LAN インターフェースは、MMBに存在する 2つの Userポートをインターフェース冗
長化機能で冗長化し、1つの LAN インターフェースを形成しています。 
VLAN インターフェースは、冗長化されている 2枚の MMB間で共有する仮想 IPアドレスです。VLAN インターフェースは、各 MMBの物理
LAN インターフェースポートを共有して使用し、Active側MMBで有効なチャネルとして扱われます。Active側が切り替わる場合は、それに
応じて VLANチャネルへの接続先も切り替わります。 
管理 LANの構成図を以下に示します。IPアドレスの例は、設定によって変わります。 

図 1.3管理 LANの構成図 

 
 

番号 説明 
（1） 物理 LAN IP（MMB #0）の例：10.20.30.101 
（2） 物理 LAN IP（MMB #1）の例：10.20.30.102 
（3） VLAN IPの例：10.20.30.100 
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各 Userポートが故障した場合は、インターフェース冗長化機能を有効に設定することによって同一MMB内で接続ポートを切り替えて、サ
ービスを継続します。また、Active となるMMB自体の障害が発生して VLANチャネルが使用できなくなった場合には、仮想 IPアドレスが
Active側 MMBから Standby側に引き継がれ、サービスを継続することができます。 
管理 LANを構築すると、以下のインターフェースが利用できます。 
 
システム管理者が利用できるインターフェース： 

- HTTP/HTTPSを利用したWeb UI インターフェース 
- telnet/SSHによる CLI インターフェース 
- ビデオリダイレクション機能によるパーティション操作およびコンソール操作 

システム管理ソフトウェアが利用できるインターフェース： 
- RMCP、および RMCP+インターフェース 

備考 

VLANチャネル以外の管理 LAN インターフェースには以下に示す制約があります。 

表 1.4管理 LANの制限事項 

チャネル名称 RMCP接続（UDP） Web-UI接続（http/https） CLI接続（telnet/ssh） 

VLANチャネル 可 可 可 

物理 LANチャネル（Active MMB） 可 不可 可 

物理 LANチャネル（Standby MMB） 制限付きで可(*1)(*2） 不可 制限付きで可(*3)(*4) 

*1：送信不可。4 Kbyteを超える受信不可。 
*2：Active MMBに転送されるため、性能が発揮されません。 
*3：下記コマンドだけ実行可能。 

- 設定コマンド 
set active_mmb 0 

- 参照コマンド 
show active_mmb 
show access_control 
show date 
show timezone 
show gateway 
show http 
show http_port 
show https 
show https_port 
show ssh 
show ssh_port 
show telnet 
show telnet_port 
show ip 
show network 
show exit_code 
ping 
who 
netck arptbl 
netck arping 
netck ifconfig 
netck stat 
show user_list 
help 
show snmp sys_location 
show snmp sys_contact 
show snmp community 
show snmp trap 
show maintenance_ip 

*4：Standby MMBへの SSH接続は未サポート 
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■ 管理 LANの IPアドレス（パーティション） 

パーティション側には、管理 LAN上の端末などから OS上で動作する SVS と通信を行うために管理 LANの IPアドレスを割り当てる必要
があります。IPアドレスは、IOUEまたは PCIボックスに実装したネットワークカードのどれかに割り当てます。SVOMで監視する場合は、管理
LANの IPアドレスの割当ては必須です。PRIMECLUSTER連携時には、SVSは管理 LAN を経由してMMBの Userポートと通信を
行い、クラスタノードの状態監視やノード切替え機能を提供します。 

1.3.2  管理 LANの構成方法 
管理 LANは、外部の端末からMMBにアクセスするためのネットワークです。 
管理 LANを構成するための設定を以下に示します。管理 LANに関する項目は Administrator権限のユーザーだけが設定できます。設
定画面について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「第 2章 MMBの
Web-UI (Webユーザーインターフェース) 操作」を参照してください。 

表 1.5管理 LANの構成要件 

表示／設定項目 内容説明 

Network Interface：MMBにアクセスする IPアドレスなどの設定 
Virtual IP Address 仮想 IPアドレス。MMBが二重化されている場合は、切り替わったMMBに引き継がれます。 

Host Name/IP Address/Subnet Mask/Gateway Address 
MMB#0 (MMB#1) IP Address MMB#0（MMB#1）の物理 IPアドレス。MMB#0（MMB#1）がシステムに実装されているときに設定可能。 

Enable/Disable設定 
Interface Name/IP Address/Subnet Mask/Gateway Address 

DNS（optional） オプション。DNSサーバを使用するときの DNSサーバの IPアドレスを指定します。初期値は Disable。 
Enable/Disable設定 
IP Address:DNS1/DNS2/DNS3 

Management LAN 管理 LANポートの二重化を設定します。初期値は Disable（User#0ポートだけ有効）。 
Enable/Disable設定 

Maintenance IP Address REMCS/CEポートを設定します。初期値は Disable。 
Enable/Disable設定 
Interface/IP Address/Subnet Mask/Gateway address/SMTP Address 

Management LAN Port Configuration：管理 LANポートの設定 
Speed/Duplex for MMB#0 (MMB#1) MMB#0（MMB#1）の LANポートの Speed/Duplex を設定します。 

Port：User Port、Maintenance Port、REMCS port 
設定値：Auto（default）、100 M/Full、100 M/Half、10 M/Full、10 M/Half MMBの Userポートは二重化されていま
す。各ポートで可能な設定はMMBのハードウェア構成に依存します。 

Network Protocols：ネットワークプロトコルの設定 

HTTP、HTTPS、telnet、SSH、SNMP 各プロトコルの有効化、ポート番号、Timeout時間を設定します。 

SNMP Configuration：SNMPに関する設定 
SNMP Community SNMPの System Informationおよび Community/Userを設定します。 

- System Information：SNMPの System Location、System Contactを設定します。 
また、[System] → [System Information] で設定された System Nameを表示します。 

- Community：最大 16個の Community/Userを設定できます。各 Community/User に対して、アクセスを許可する IP 
Address、SNMPバージョン、アクセス権限、認証を設定します。SNMP v3固有の設定項目は、SNMP v3 
Configuration のメニューで設定します。 

SNMP Trap SNMP トラップの送信先設定 
- 最大 16個のトラップ先を設定できます。各トラップ先の Community/User名、 トラップ先 IP Address、SNMPバージョン、
認証レベルを設定します。 

- [Test Trap] ボタン：現在設定しているトラップ先にテスト用トラップを送信します。 

SNMP v3 Configuration：SNMP v3 に固有の設定 
Engine ID Engine IDの設定 

- 各ユーザーに対して暗号化用ハッシュ関数、認証用パスフレーズ、暗号化用パスフレーズを入力します。 

SSL：SSLの設定 
Create CSR 秘密鍵の作成と署名要求（CSR：Certificate Signaling Request） 

- SSL certificate status：現在の SSL証明書のインストール状況を表示します。 
- Key Length：秘密鍵の鍵長。1024 bit/2048 bit 
- CSRに設定される所有者情報の入力 
- 国名／県名／都市名／組織名／所属名／サーバ名／E-Mailアドレス 
- [Create CSR] ボタン：確認のためのダイアログボックスを表示し、OKであれば新しい秘密鍵と署名要求を作成します。完了
後、ダイアログボックスを表示し、OKであれば秘密鍵を登録して[Export Key/CSR]画面へジャンプします。 キャンセルが指示
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表示／設定項目 内容説明 

された場合は作成した秘密鍵と CSR を破棄します。 
Export Key/CSR MMBの秘密鍵／CSR を取り出す（バックアップ）。 

- [Export Key] ボタン：秘密鍵を取り出します。 
- [Export CSR] ボタン：CSR を取り出します。 

Import Certificate 認証局から送付された署名済みの電子証明書を取り込みます。 
ファイルを指定して [Import] ボタンをクリックし、インポートを実行します。 

Create Selfsigned Certificate 自己署名した証明書を作成します。 
- SSL certificate status：自己署名証明書のインストール状況を表示します。 
- Term：自己署名証明書の有効期限を日数で指定します。 
- [Create CSR] 画面とそのほかの設定項目は共通。 
- [Create Selfsigned Certificate] ボタン：自己署名証明書を作成します。 

SSH：SSHの設定 
Create SSH Server Key SSHサーバの Private Keyを作成します。 

- SSH Server Key Status：SSHサーバ Keyのインストール状況を表示します。 
- [Create SSH Server Key] ボタン：Private Key を作成します。作成完了後、確認用ダイアログボックスを表示し、OKであ
れば作成した Key をインストールします。キャンセルであれば破棄します。 

Remote Server Management：リモートから RMCPでMMBを制御するためのユーザー設定 
 [Edit User] ボタンで選択したユーザーを編集します。初期状態ではすべてのユーザーが No Accessかつ Disableに設定されています。 
 [Edit User] 画面ではユーザー名、パスワード、権限、Status（Enable/Disable）の編集が可能。 
 権限を No Accessにするか Status を Disableに設定するとアクセスは不可となります。 

Access Control：ネットワークプロトコルに対するアクセスコントロール設定 

Add Filter/Edit Filter/Remove Filterボタン フィルターの追加、編集、または削除を実行します。 

Edit Filter画面 - Protocol：対象プロトコルを選択します。（HTTP/HTTPS/telnet/SSH/SNMP） 
- Access Control：Enable/Disableのどちらかを選択します。 

- Disable：すべての IPに対してアクセスが許可されます。 

- Enable：指定した IPだけアクセスが許可されます。 
- IP Address/Subnet Mask：Access Controlが Enableの場合だけ指定可能。ここで指定した IPだけアクセスが許可さ
れます。 

Alarm E-Mail：イベント発生時に E-Mailで通知するための設定 
Alarm E-Mail イベント発生時に E-Mail送信するかを選択します。（Enable/Disable） 
From 送信元アドレス 
To 送信先アドレス 
SMTP Server SMTPサーバの IPアドレスまたは FQDN 
Subject メールの件名 

Filterボタン Alarm E-Mailを送信するフィルターの設定を編集します。フィルター設定で対象とされているイベントが発生すると通知されます。
初期値はすべてが対象。 
- Severity：対象 Severity（Error/Warning/Info） 
- Partition：対象パーティション 
- Unit：対象ユニット 
- Source：対象ソース（CPU/DIMM/Chipset/電圧/温度/そのほか） 

Test E-Mailボタン 確認用のメールを送信します。 

ビデオリダイレクション／バーチャルメディアのネットワーク設定 

Partition - Console Redirection Setup メニュー ビデオリダイレクション／バーチャルメディア用のネットワークはMMBが中継し、iRMCの IPアドレスはユーザーからは見えません。
ユーザーは、MMBの管理 LAN経由でシステムにアクセスします。ここでは、ビデオリダイレクションのクライアント（Javaアプレッ
ト）がアクセスするための IPアドレスを指定するMMBは指定したアドレスと iRMC IPアドレス間で、アドレスを変換します。 

パーティション側の管理 LANの設定は OS上で行います。これは管理 LAN上の管理 PCなどから SVSにアクセスするために必要です。ま
た、PRIMECLUSTER連携ではクラスタノード監視、切替えのために SVSは管理 LANによりMMB と通信を行います。管理 LANに使
用する NICは IOUEまたは PCIボックスに実装したネットワークカードのどれかを割り当てます。管理 LANのサブネットはMMBのWeb-
UI/CLIで設定したMMBの仮想 IPアドレス、および物理 IPアドレスと同一にします。 

1.3.3  管理 LANの冗長構成 
MMBは、標準ではMMB#0だけ実装されますが、MMB#1を搭載することで二重化されます。MMBは、 MMB自身の異常を検出すると
Active MMBを切り替え、動作を継続します。切替え時にMMBの仮想 IPアドレスが Active側の MMBに引き継がれるため、管理者は
どちらの MMBが Activeであるかを意識する必要はありません。 
 
管理 LANからMMB User Portへアクセスする経路の異常は、MMB自身が異常を認識できないため、Active MMBの切替えによる復
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旧ができません。そのため、MMBには管理 LANの User Portが 2つ搭載されており、 二重化することで管理 LANの異常から復旧できま
す。初期値は、User Portの二重化設定は無効化されており、User Port#0だけが有効です。 
 
管理 LANの User Portの二重化設定を有効にすると、User Port#0 と User Port#1の 2つの NICが有効となります。2つの NICは
bonding機能によって外部からは 1つの仮想インターフェースに見えます（MMBごとに物理 IPアドレス、MACアドレスは 1つ）。MMBは
管理 LANの異常（装置外部スイッチとの接続、LANケーブル断線を含む）を監視し、異常を検出すると二重化された NICを切り替える
ことで、Web-UI操作などの監視業務を継続できます。MMBの物理 IPアドレス、MACアドレスは切替え前の値が保持されます。 
 
管理 LANの二重化設定は、MMB Web-UIの[Network Configuration] - [Network Interface] 画面で Maintenance LANの
Dualizationを Enableに設定します。設定方法の詳細については、『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』
（CA92344-1657）の「2.6.2   [Network Interface] メニュー」を参照してください。 
パーティション側管理 LANを冗長化する場合は、Linux Bonding ドライバ、GLS、または Intel PROSetによるチーミングなどで NICを二
重化します。 
 
MMBは二重化されていて、MMBの管理 LAN User Portが二重化されていない状態で管理 LANに異常が発生すると、MMBにアクセ
スできなくなります。MMB故障と認識されないことで Active MMBが自動的に切り替えられず、MMBの仮想 IPアドレスがアクセス可能な
MMB側に切り替わらないためです。この場合は、 手動で Active MMBを切り替える必要があります。以下に手順を示します。 

- MMB#0が Active、MMB#1が Standbyで、MMB#0側の User Portへの管理 LAN異常が発生し、MMB#0にアクセスでき
なくなった場合 

1. MMB#1の管理 LAN User Portの物理 IPアドレスに telnet/sshで接続します。 
2. MMB#1で以下のコマンドを実行し、Active MMBをMMB#1に切り替えます。 

> set active_mmb 1 

3. MMBの仮想 IPアドレスが MMB#1に切り替わり、仮想 IPアドレスでアクセス可能となります。 
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1.4  保守用 LAN／REMCS LAN 
MMBは以下の保守用途の LANポートを提供します。 

表 1.6保守用 LAN／REMCS LAN 

ポート 説明 備考 
CE LAN 保守作業時の FST（CE端末）接続用ポート 100Base-TX、RJ45 
REMCS LAN OSC との接続用（*1） 100Base-TX、RJ45 

(*1) 管理 LAN とは別に REMCS接続を行う場合 
 
MMB上の Switching Hubの port-based VLAN機能によって、CEポートと REMCSポート間の通信は遮断されています。MMBの保
守用 LAN、REMCS LANの概要を以下に示します。 

図 1.4 MMBの保守用 LAN、REMCS LAN 

 

保守用 LANは MMBのWeb-UIまたは CLIで設定します。保守用 LANのサブネットは管理 LAN、業務 LANなどのほかのサブネットと
は分離する必要があります。MMBが二重化されている場合、保守用 LANでは Active側の MMBだけアクセスできます。Standby側の
MMBの NICは無効化されています。 
 
備考 
各 MMBは保守時の CE端末接続用と REMCS通報用の LANポートをそれぞれ持ちます。 どちらのポートも Active側MMBでだけ有
効であり、Standby側の MMB上の各ポートとは通信しません。装置設置時、保守用 LAN、REMCS LANは担当保守員が設定しま
す。Maintenance IPの Gateway越えができるのは、Maintenance IPの設定項目にある SMTP Addressに指定した IPアドレスのみ
です。また REMCS Portに対しての疎通確認は SMTP Addressを設定したサーバからのみ確認可能です。指定外の IP Addressから
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の通信には応答しません。 

1.5  業務 LAN 
ここでは、PRIMEQUEST 3000シリーズ内の業務 LANの構成について説明します。 

1.5.1  業務 LANの概要 
業務 LANは、IOUEや PCIボックス上の PCI Expressスロットに LAN カードを搭載して、業務 LAN用のポートとして使用します。 

1.5.2  業務 LANの冗長 
ここでは、業務 LANの冗長について説明します。 

■RHELサーバ間伝送路の二重化（高速切替え方式） 

サーバ間伝送路の二重化について詳しくは、以下の URLから『PRIMECLUSTER Global Link Services 説明書 4.3（伝送路二重化
機能編）（Linux版）』（J2UZ-7781-01Z2（C））を参照してください。 
http://software.fujitsu.com/jp/manual/ 

■Windowsサーバ間伝送路の二重化 

サーバ間伝送路の二重化について詳しくは、以下の URLから『PRIMECLUSTER GLS for Windows ユーザーズガイド 4.3』（B1FN-
5851-03Z2(C)）を参照してください。 
http://software.fujitsu.com/jp/manual/ 

■同一ネットワーク上のサーバハブ／スイッチ間の二重化（仮想 NIC方式／NIC切替え方式） 

同一ネットワーク上のサーバハブ／スイッチ間の二重化について詳しくは以下の URLから『PRIMECLUSTER Global Link Services 説
明書 4.3（伝送路二重化機能編）（Linux版）』（J2UZ-7781-01Z2（C））を参照してください。 
http://software.fujitsu.com/jp/manual/ 

■Intel PROSetによるチーミング 

Intel PROSetを使用したチーミングを構成することができます。詳細については、Intel PROSetのヘルプを参照してください。 
注意 
Intel PROSet（R）を使用したチーミングに関して、留意事項があります。留意事項については、「G.7 NIC（ネットワークインターフェースカー
ド）」を参照してください。 

■OS標準機能による冗長化 

RHEL/SLESにおける bonding機能およびWindows Server 2012 R2/ 2016/ 2019/ 2022における NICチーミング機能を利用して、
LANを冗長化することができます。 

  

http://software.fujitsu.com/jp/manual/
http://software.fujitsu.com/jp/manual/
http://software.fujitsu.com/jp/manual/
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1.6  管理ツールの動作条件と利用方法 
ここでは、管理ツールの動作条件と利用方法について説明します。 

1.6.1  MMB 
MMB Web-UIの動作条件を以下に示します。 

■サポートするWebブラウザ 

Firefox 32以降(OS: Windowsまたは Linux) 
Google Chrome 80以降(OS: Windows) 
Microsoft Edge 44以降(OS: Windows) 
 
最新の情報については、以下の URLで公開している動作確認一覧を参照願います。 
PRIMEQUEST 3000シリーズ留意事項 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/products/3000/catalog/ 

■Web-UIの最大ログインユーザー数 

Web-UIの最大ログインユーザー数は 16ユーザーです。最大ユーザー数を超えてログインしようとした場合は、警告ダイアログボックスが表示
され、ログインは拒否されます。 
 
MMB Web-UIのログイン手順を以下に示します。 

1.Webブラウザで MMBの URLを指定して接続します。 
→[Login] 画面が表示されます。 

2.Username と Passwordを入力します。 
→[Web-UI] 画面（[System] - [System Status]）が表示されます。 

Web-UIの基本的な操作方法については、『PRIMEQUEST 3000運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）を参照してく
ださい。MMB Web-UIのログイン手順の詳細については、『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「3.3.4   
MMBへのログイン」を参照してください。 

■ MMBのユーザー権限 

MMBでは、ユーザーアカウントに対して操作権限レベルを設定します。 ユーザーアカウントの作成、削除、設定変更などは、Administrator
権限のユーザーだけが実行できます。 MMB Web-UIの各メニューのアカウント（操作）権限の詳細は、『PRIMEQUEST 3000シリーズ運
用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「第 1章  MMBのWeb-UI (Webユーザーインターフェース) 操作」を参照してく
ださい。 

■ MMBでの NTPクライアント機能の設定 

PRIMEQUEST 3000シリーズでは、MMBが NTP クライアントとなって、外部の NTPサーバと時刻の同期をとります。 
- 外部の NTPサーバと時刻の同期については、『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「6.2 

NTPの設定」を参照してください。 
- 各パーティション（OS）上の時刻同期の方法について詳しくは、OSのマニュアルを参照してください。 
- MMBによる管理について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ製品概説』（CA92344-1653）の「4.2 MMBによる管理」を

参照してください。 
- MMBの利用方法について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「3.3.4 MMBへのロ

グイン」を参照してください。 

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/products/3000/catalog/
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1.6.2  遠隔操作（iRMC） 

■ サポートするWebブラウザ 

Firefox 40以降(OS: Windowsまたは Linux) 
Google Chrome 80以降(OS: Windows) 
Microsoft Edge 44以降(OS: Windows) 
最新の情報については、以下の URLで公開している動作確認一覧を参照願います。 
PRIMEQUEST 3000シリーズ留意事項 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/products/3000/catalog/ 

■ 最大接続数 

遠隔操作（iRMC）機能の最大接続数を以下に示します。 

表 1.7遠隔操作機能の最大接続数 

項目 説明 

ビデオリダイレクション (Java/HTML5) 同時に 2ユーザーまで接続可能。ただし、操作は 1ユーザーだけ可能。 
ほかの 1ユーザーは参照だけ可能。 

バーチャルメディア (Java) CD/DVD、ハードディスクのドライブには、それぞれ最大 2つのデバイスを追加可能。 
ISO イメージを最大 2つ接続可能。 

バーチャルメディア (HTML5) ISO イメージを 1つ接続可能。 

 
以下に、iRMCの各機能を導入するための動作条件について説明します。 

■ 動作環境の設定 

ビデオリダイレクションおよびバーチャルメディア用の設定は、ユーザーのネットワーク環境に合わせる必要があります。MMBの[Console 
Redirection Setup] 画面で、IP Addressの設定、サブネットマスクの設定、ビデオリダイレクション、バーチャルメディアの有効／無効を設定
します。 MMBでの設定方法については、『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の
「1.3.3 [Console Redirection Setup] 画面」を参照してください。 

■ビデオリダイレクション (Javaの場合) 

ビデオリダイレクション機能を使うと、ユーザーは遠隔地からパーティション側の画面にアクセスすることができます。 
MMBの[Console Redirection] 画面からビデオリダイレクションを起動すると、ユーザーの端末には Java Appletが転送されます。Java 
Applet経由で LANに転送された VGAの出力が表示されます。また、ユーザーの端末に接続されているマウスとキーボードの入力は、LAN
経由でパーティション側に接続されます。 
 

■ 必要となる Java 

- PRIMEQUEST 3400S2 Lite/ 3400S2/ 3400E2/ 3400L2/ 3800E2/ 3800L2 
OpenJDKベースの Java (AdoptOpenJDKかつ IcedTea-Web) 

- PRIMEQUEST 3400S Lite/ 3400S/ 3400E/ 3400L/ 3800E/ 3800L 
OpenJDKベースの Java (AdoptOpenJDKかつ IcedTea-Web) 

Javaを使用したビデオリダイレクション機能の起動方法に関しては、以下の URLで公開している PRIMEQUEST 3000シリーズ留意
事項の「Video Redirection の起動手順と動作確認情報」を参照してください。 
ユーザー端末へ OpenJDKベースの Javaをインストール方法/起動方法/動作検証結果を記載しています。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/products/3000/catalog/ 

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/products/3000/catalog/
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/products/3000/catalog/
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注意 

「Video Redirection の起動手順と動作確認情報」を参照しても不具合が解決されない場合については、担当営業員・システムエン
ジニア（SE）に連絡します。 
 

 
ビデオリダイレクション機能の一覧を以下に示します。 

表 1.8 ビデオリダイレクション機能一覧 

ユーザー 
機能 

説明 備考 

画面 画面表示（ポーズ、リフレッシュ、ズームイン／ズームアウト、言
語選択、など）を操作できます。 

 

キーボード PCのキーボードから操作できます。 スペシャルキーは直接操作できません。 

バーチャルキー
ボード 

バーチャルキーボードを表示し、操作できます。  

マウス 端末側のマウスから操作できます。パーティション側 
のマウスポインタと端末側のマウスポインタが同時に動作しま
す。オプションで端末側のマウス表示を有効／無効にできま
す。マウスのポジションは Absoluteモードを使用します。デフォ
ルトのマウスモードは、Absoluteモード。 

使用中、パーティション側と端末側のマウスポイン
タ表示がずれてくることがあります。 この場合、
Mouse メニューで位置を合わせることができます。 

スペシャルキー
ボタン 

[Ctrl] 、[Alt] 、[Windows] のキー操作を送信します。[Lock]
キーでボタンを押した状態にできます。 

 

電源 サーバの再起動、電源オフ、オンが操作できます。  
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[ビデオリダイレクション (Java)] 画面の例を以下に示します。 

図 1.5 [ビデオリダイレクション (Javaの場合)] 画面 

 

 
[ビデオリダイレクション]画面のタイトル表示を以下に示します。 
モデル名+装置シリアル番号+パーティション番号 
例：PRIMEQUEST 3800Eで、装置シリアル番号が 123456789012、パーティション番号が 3の場合の[ビデオリダイレクション]画面のタ
イトル表示 
JViewer – PRIMEQUEST 3800E 123456789012 P#3 
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[ビデオリダイレクション] 画面で使用できるメニューを以下に示します。 

表 1.9 [ビデオリダイレクション] 画面（Menu Bar）のメニュー（Javaの場合） 

Menu Bar 説明 
Video  
 Pause Redirection [ビデオリダイレクション] 画面のポーズを実行します。 

Resume Redirection [ビデオリダイレクション] 画面のポーズを解除します。 
Refresh Video [ビデオリダイレクション] 画面をリフレッシュします。 
Turn ON Host Display Video操作をホストモニタで表示します。 
Turn OFF Host Display ビデオ操作をホストモニタで非表示にします。 
Low Bandwidth Mode [ビデオリダイレクション] 画面の bits per pixel（bpp）を設定します。 
 Normal Normalに設定します。 

8 bpp 8 bppに設定します。 
8 bpp B&W 8 bppモノクロに設定します。 
16 bpp 16 bppに設定します。 

Capture Screen [ビデオリダイレクション] 画面をキャプチャーします。 
（PC端末に jpeg形式で保存されます。） 

Full Screen [ビデオリダイレクション] 画面をフル画面モード（最大化）で表示する（このメニューは、クライアン
トとホストの解像度が同じ場合だけ有効）。 

Start Record [ビデオリダイレクション] 画面の録画をスタートします。（PC端末に avi形式で保存されます。） 
Stop Record [ビデオリダイレクション] 画面の録画をストップします。 
Settings [ビデオリダイレクション] 画面のビデオ録画を設定します。 

（録画時間、保存場所） 
Exit ビデオリダイレクションを終了します。 

Keyboard  
 Hold Right Ctrl Key 右[Ctrl] キーを押したままの状態に設定します。（右下の RCTRLボタンが赤くなります。） 

Hold Right Alt Key 右[Alt] キーを押したままの状態に設定します。（右下の RALTボタンが赤くなります。） 
Hold Left Ctrl Key 左[Ctrl] キーを押したままの状態に設定します。（右下の LCTRLボタンが赤くなります。） 
Hold Left Alt Key 左[Alt] キーを押したままの状態に設定します。（右下の LALTボタンが赤くなります。） 
Left Windows Key  
 Hold Down [Windows] キーを押したままの状態に設定します。 

Press and Release [Windows] キーを押します。 
Right Windows Key  
 Hold Down [Windows] キーを押したままの状態に設定します。 

Press and Release [Windows] キーを押します。 
Ctrl+Alt+Del [Ctrl] + [Alt] + [Del] キーを同時に押します。 
Context Menu Context Menu（ショートカットメニュー）を開きます。 
Hot Keys  
 Add Hot Keys Hot Keys（ショートカットキー）を設定します。 
Host Physical Keyboard (*2)  
 Auto Detect Auto Detect（自動検出）に設定します。 

English(United States) 米国式の英語に設定します。 
English(United Kingdom) 英国式の英語に設定します。 
French フランス語に設定します。 
French (Belgium) ベルギー式のフランス語に設定します。 
German(Germany) ドイツ語に設定します。 
German(Switzerland) スイス式のドイツ語に設定します。 
Japanese 日本語に設定します。 
Spanish スペイン語に設定します。 
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Menu Bar 説明 
Italian イタリア語に設定します。 
Danish デンマーク語に設定します。 
Finnish フィンランド語に設定します。 
Norwegian(Norway) ノルウェー語に設定します。 
Portuguese (Portugal) ポルトガル語に設定します。 
Swedish  スウェーデン語に設定します。 
Dutch(Netherland)  オランダ式のドイツ語に設定します。 
Dutch(Belgium)  ベルギー式のドイツ語に設定します。 
Turkish-F  トルコ語（-F）に設定します。 
Turkish-Q  トルコ語（-Q）に設定します。 

SoftKeyboard  
 English(United States) 米国式の英語を表示します。 

English(United Kingdom) イギリス式の英語を表示します。 
Spanish スペイン語を表示します。 
French フランス語を表示します。 
German(Germany) ドイツ語を表示します。 
Italian イタリア語を表示します。 
Danish デンマーク語を表示します。 
Finnish フィンランド語を表示します。 
German(Switzerland) スイス式のドイツ語を表示します。 
Norwegian(Norway) ノルウェー語を表示します。 
Portuguese (Portugal) ポルトガル語を表示します。 
Swedish  スウェーデン語を表示します。 
Hebrew  ヘブライ語を表示します。 
French(Belgium)  ベルギー式のフランス語を表示します。 
Dutch(Netherland)  オランダ式のドイツ語を表示します。 
Dutch(Belgium)  ベルギー式のドイツ語を表示します。 
Russian(Russia)  ロシア語を表示します。 
Japanese(QWERTY)  日本語（QWERTY）を表示します。 
Japanese(Hiragana)  日本語(Hiragana）を表示します。 
Japanese(Katakana)  日本語（Katakana）を表示します。 
Turkish-F  トルコ語（-F）を表示します。 
Turkish-Q  トルコ語（-Q）を表示します。 
Full Keyboard Support フルキーボードの設定をします。 

- チェックがある場合： 
Ctrlキーと Altキーはビデオリダイレクションのウィンドウ側ではなく、パーティションのホスト側に
渡されます。 

- チェックがない場合： 
Ctrlキーと Altキーはビデオリダイレクションのウィンドウ側に渡されます。 

Windows Host パーティションの OSがWindowsホストの場合にキーボードレイアウト設定をマッピングするための
オプションです。 

Linux Host パーティションの OSが Linuxホストの場合にキーボードレイアウト設定をマッピングするためのオプ
ションです。 

Mouse    
 ShowCursor カーソルを表示します。  

 MouseCalibration  キャリブレーション（位置補正）を実行します。  
 ShowHostCursor  ホストカーソルを表示します。 
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Menu Bar 説明 
 MouseMode  

 

 Absolutemousemode  マウスを Absoluteモードに設定します。（[ビデオリダイレクション]画面内と PC端末側のマウスポ
インタを直行座標で合わせるモード） 

Relativemousemode  マウスを Relativeモードに設定します。（[ビデオリダイレクション]画面内と PC端末側のマウスポ
インタを前ポジションからの差分計算で合わせるモード） 

Hidemousemode（*1）  マウスを Hideモードに設定します。（[ビデオリダイレクション]画面内と PC端末側のマウスポインタ
の同期が困難な場合に使用するモード） 

Options  
 

 Keyboard/MouseEncryption キーボード／マウスデータを暗号化します。  
WindowSize  

 

 ActualSize [ビデオリダイレクション]画面を通常サイズ（100%）に戻します。  
FittoClientResolution   クライアントの解像度に合わせます。  
FittoHostResolution   ホストの解像度に合わせます。  

GUILanguages  
 

 DE-Deutsch メニュー表示をドイツ語に設定します。  
EN-English  メニュー表示を英語に設定します。  

JA –日本語 メニュー表示を日本語に設定します。  
RequestFullPermission   FullVirtualConsoleaccess（フルアクセス権限）を要求します。Partialaccess（表示系のア

クセス権限）状態の場合のみ表示されます。  
Media  

 

 VirtualMediaWizard バーチャルメディアを設定します。  
ActiveUsers  

 

 :  ビデオリダイレクションを実行中のユーザーを表示します。  
Help  

 

 About JViewer バージョン情報を表示します。 
About JViewer を実行すると、バージョン情報を表示するダイアログボックスが表示されるまで数
分かかる場合があります。その間はビデオリダイレクションの操作が一切できなくなります。このような
場合、バージョン情報を表示するダイアログボックスが表示されるまでしばらく待つか、javaw.exe タ
スクの終了を実施してビデオリダイレクションをもう一度起動してください。 

Server Information サーバ情報を表示します。 

*1: LSI Web BIOS操作時はマウスカーソルをシンクロさせるため、Mouse Modeを Hide mouse modeに設定します。また、2画面
表示のディスプレイを使用している場合、Legacy モードで LSI Web BIOSを操作する際は、モニタ１のプライマリディスプレイを使
用します。モニタ 2のセカンダリディスプレイで、Hide mouse modeにすると、カーソルが動かなくなります。Hide mouse modeに
してもプライマリディスプレイの使用および UEFIモードの操作は問題なく行えます。 

*2: すべてのキーをマッピングできるわけではありません。機能しないキーがある場合は、SoftKeyboardを使用します。 

表 1.10 [ビデオリダイレクション] 画面（Tool Bar）のメニュー（Javaの場合） 

Tool bar 説明 
[Resume Redirection] [ビデオリダイレクション] 画面のポーズを解除します。 
[Pause Redirection] [ビデオリダイレクション] 画面のポーズを実行します。 
[Full Screen] [ビデオリダイレクション] 画面をフル画面モード（最大化）で表示する（このメニューは、クライアン

トとホストの解像度が同じ場合だけ有効）。 
[Hard disk/USB] バーチャルメディアを設定します。 
[CD/DVD] バーチャルメディアを設定します。 
[Cursor] カーソルを表示します。 
[Softkeyboard] ソフトウェアキーボードを表示します。 
[Video Record] [ビデオリダイレクション] 画面のビデオ録画を設定する（録画時間、保存場所）。 
[Hot Keys] Hot Keys（ショートカットキー）を設定します。 
[Zoom] [ビデオリダイレクション] 画面をズームイン／ズームアウトします。 
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Tool bar 説明 
[Active Users] ビデオリダイレクションを実施中のユーザーを表示します。 
[Host Display] ビデオ操作をホストモニタ（ローカルモニタ）で表示します。 
[Power] (*1) 電源をオン/オフします。 

(*1) 未サポートです。 

表 1.11 [ビデオリダイレクション] 画面（Status Bar）のメニュー（Javaの場合） 

Status bar 説明 
[LALT] 左[Alt] キーを押したままの状態に設定します。右下の[LALT] ボタンが赤く点灯します。 
[LCTRL] 左[Ctrl] キーを押したままの状態に設定します。右下の[LCTRL] ボタンが赤く点灯します。 
[RALT] 右[Alt] キーを押したままの状態に設定します。右下の[RALT] ボタンが赤く点灯します。 
[RCTRL] 右[Ctrl] キーを押したままの状態に設定します。右下の[RCTRL] ボタンが赤く点灯します。 
[Num] [Num Lock] キーを押したままの状態に設定します。右下の[Num] ボタンが赤く点灯します。 
[Caps] [Caps Lock] キーを押したままの状態に設定します。右下の[Caps] ボタンが赤く点灯します。 
[Scroll] [Scroll Lock] キーを押したままの状態に設定します。右下の[Scroll] ボタンが赤く点灯します。 

注意 

- サーバ側の画面の解像度が 800×600の場合、ビデオリダイレクションで表示する画面の一部が欠けたり、マウスカーソルの軌跡が
残ったりすることがあります（Linuxのインストール時）。 

- ビデオリダイレクション使用時にデジタル署名の有効期限が切れている旨の警告メッセージが表示されることがあります。この警告メ
ッセージが表示されても Java Applicationの動作には問題ありません。[実行] ボタンをクリックします。ビデオリダイレクションを接続す
るたびにこの警告メッセージが表示されるのを回避したい場合は、[この発行者からのコンテンツを常に信頼します] チェックボックスを
オンにし[実行] ボタンをクリックします。 

- 端末と PRIMEQUEST間のネットワーク通信異常によりセッションが切断され、[ビデオリダイレクション] 画面が無応答となる場合
があります。 
このような場合、画面を正常終了できません。[ビデオリダイレクション] 画面を強制終了したあと、再接続します。 

- ビデオリダイレクションを使用中に以下のような事象が発生することがあります。このような場合、ビデオリダイレクションを再接続しま
す。 
- ビデオリダイレクション画面が無応答となり操作不可となります。 
- ビデオリダイレクション画面の表示が黒い画面または No Signalのままとなります。 
- ビデオリダイレクションのエラーダイアログが出力され操作不可となります。 
- ビデオリダイレクションのウィンドウが勝手に切断されます。 

- ビデオリダイレクションのみの接続時、ディスプレイの最大解像度は 1024 x 768であるため、RHEL7/ RHEL8/ RHEL9使用時、
各種設定ウィンドウなどが部分的にしか表示できない場合があります。 
RHEL7/ RHEL8の場合、以下の手順により、ディスプレイの解像度を 1024 x 768より高い設定に変更します。 
RHEL9の場合、ディスプレイの解像度をより高い設定に変更する手順はありません。 
下記の手順では、1600 x 1200に変更する手順を例に示します。 
1. init 3 を実行し、Xwindowを停止します。 

# /sbin/init 3 

2. Xorg -configure コマンドを実行し、xorg.conf.newを生成します。 

# Xorg –configure 

3. cvt x yを実行し、モードラインを作成します。(x,yはピクセル数）例では 1600 x 1200に設定しています。 

# cvt 1600 1200 
# 1600x1200 59.87 Hz (CVT 1.92M3) hsync: 74.54 kHz; pclk: 161.00 MHz 
Modeline "1600x1200_60.00"  161.00  1600 1712 1880 2160  1200 1203 1207 1245 -hsync +vsync 
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4. xorg.conf.new を編集し、Section "Monitor"に ModeLine行を追加します。 

Section "Monitor" 
 Identifier   "Monitor0" 
 VendorName   "Monitor Vendor" 
 ModelName    "Monitor Model" 
 ModeLine     "1600x1200_60.00"  161.00  1600 1712 1880 2160  1200 1203 1207 1245 -hsync +vsync 

EndSection 

5. xorg.conf.newのファイル名を xorg.confに変更して、/etc/X11/xorg.confに置きます。 

6. パーティションを再起動します。パーティション再起動後、1600 x 1200の画面となります。 
また、ディスプレイのプロパティの解像度の選択肢に 1600x1200が追加されます。 
備考 
解像度を大きくするとビデオリダイレクションのレスポンスが遅延します。 

以下に、ビデオリダイレクション機能の接続手順について説明します。 

1. 1台目の PCから、ビデオリダイレクションで接続すると、Full Virtual Console Accessで接続します。 
2. 2台目の PCからビデオリダイレクションに接続した場合、2台目の PCには、Virtual Consoleアクセス許可を要求している旨のメッセー

ジが表示されます。 

図 1.6 Virtual Console アクセス許可の要求メッセージ（2台目の PC側の表示） 

 

3. 1台目の PCには、2台目の PCからの接続要求に対する接続権限を選択する画面が表示されます。以下から接続権限を選択しま
す。 

- Allow Virtual Console 
Full Virtual Console access（ビデオリダイレクションのすべての操作が可能）を許可します。 

- Allow only Video 
Only video (Partial access)（ビデオリダイレクションの表示系の操作が可能）を許可します。 

- Deny Access 
Access（ビデオリダイレクションへの接続）を拒否します。 

30秒のタイムアウト時間を過ぎた場合は[Allow Virtual Console] が選択されます。 

図 1.7 [Virtual Console Sharing Privileges] ポップアップ画面 

 

4. 1台目の PCで選択した結果が、ポップアップで表示されます。 

- 1台目の PC側の表示 
[Allow only Video] の場合を除き、選択結果に応じて、以下のように表示されます。 
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図 1.8 [Allow Virtual Console] の場合（1台目の PC側の表示） 

 

図 1.9 タイムアウトの場合（1台目の PC側の表示） 

 

- 2台目の PC側の表示 
1台目の PCでの選択結果が、2台目の PCに以下のように表示されます。 

図 1.10 [Allow Virtual Console] の場合（2台目の PC側の表示） 

 

図 1.11 [Allow only Video] の場合（2台目の PC側の表示） 

 

図 1.12 [Deny Access] の場合（2台目の PC側の表示） 

 

図 1.13 タイムアウトの場合（2台目の PC側の表示） 

 

- 3台目の PC側の表示 
3台目以降の PCでビデオリダイレクションを開こうとした場合、許容ビデオリダイレクションが最大数に達しているため、他のビデオリ
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ダイレクションを閉じてから再接続するように促すダイアログボックスが表示されます。 

図 1.14接続最大数に達している場合（2台目の PC側の表示） 

 

■ビデオリダイレクション (HTML5の場合) 

ビデオリダイレクション機能を使うと、ユーザーは遠隔地からパーティション側の画面にアクセスすることができます。 
ユーザーの端末に接続されているマウスとキーボードの入力は、LAN経由でパーティション側に接続されます。 
 

注意 

「Video Redirection の起動手順と動作確認情報」を参照しても不具合が解決されない場合については、担当営業員・システムエン
ジニア（SE）に連絡します。 

 
ビデオリダイレクション機能の一覧を以下に示します。 

表 1.12 ビデオリダイレクション機能一覧 

ユーザー 
機能 

説明 備考 

画面 画面表示（ポーズ、リフレッシュ、ズームイン／ズームアウト、言
語選択、など）を操作できます。 

 

キーボード PCのキーボードから操作できます。 スペシャルキーは直接操作できません。 

マウス 端末側のマウスから操作できます。パーティション側 
のマウスポインタと端末側のマウスポインタが同時に動作しま
す。オプションで端末側のマウス表示を有効／無効にできま
す。マウスのポジションは Absoluteモードを使用します。デフォ
ルトのマウスモードは、Absoluteモード。 

使用中、パーティション側と端末側のマウスポイン
タ表示がずれてくることがあります。 この場合、
Mouse メニューで位置を合わせることができます。 

スペシャルキー
ボタン 

[Ctrl] 、[Alt] 、[Windows] のキー操作を送信します。[Lock]
キーでボタンを押した状態にできます。 

 

電源 サーバの再起動、電源オフ、オンが操作できます。  
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[ビデオリダイレクション (HTML5)] 画面の例を以下に示します。 

図 1.15 [ビデオリダイレクション (HTML5の場合)] 画面 

 

[ビデオリダイレクション]画面のブラウザタブに表示されるタイトルを以下に示します。 
モデル名+装置シリアル番号+パーティション番号 
例：PRIMEQUEST 3800Eで、装置シリアル番号が 123456789012、パーティション番号が 3の場合の[ビデオリダイレクション]画面のタ
イトル表示 
PRIMEQUEST 3800E 123456789012 P#3 
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[ビデオリダイレクション] 画面で使用できるメニューを以下に示します。 

表 1.13 [ビデオリダイレクション（HTML5の場合）] 画面（Menu Bar）のメニュー 

Menu Bar 説明 
Video  
 Pause Redirection [ビデオリダイレクション] 画面のポーズを実行します。 

Resume Redirection [ビデオリダイレクション] 画面のポーズを解除します。 
Refresh Video [ビデオリダイレクション] 画面をリフレッシュします。 
Host Display [ビデオリダイレクション] 画面のディスプレイ表示を設定します。 
 Display ON ビデオ操作をホストモニタで表示します。 

Display OFF ビデオ操作をホストモニタで非表示にします。 
Capture Screen [ビデオリダイレクション] 画面をキャプチャーします。 

（PC端末に jpeg形式で保存されます。） 
Mouse  
 Show Client Cursor カーソルを表示します。 
Keyboard  
 English U.S 米国式の英語に設定します。 

German ドイツ語に設定します。 
Japanese 日本語に設定します。 

Send Keys  
 Hold Down 

 Right Ctrl Key 右[Ctrl] キーを押したままの状態に設定します。 
Right Alt Key 右[Alt] キーを押したままの状態に設定します。 
Left Ctrl Key 左[Ctrl] キーを押したままの状態に設定します。 
Left Alt Key 左[Alt] キーを押したままの状態に設定します。 
Left Windows Key [Windows] キーを押したままの状態に設定します。 
Right Windows Key [Windows] キーを押したままの状態に設定します。 

Press and Release  
 Ctrl + Alt + Delete [Ctrl] + [Alt] + [Del] キーを同時に押します。 

Left Windows Key [Windows] キーを押します。 
Right Windows Key [Windows] キーを押します。 
Context Menu Key メニューキーを押します。 
Print Screen Key PrintScreenキーを押します。 

Hot Keys  
 Add Hot Keys Hot Keys（ショートカットキー）を設定します。 
Video Record  
 Record Video モニタの表示を録画します。 

Stop Recording 録画を停止します。 
Record Settings 録画の設定を変更します。 

Active Users ビデオリダイレクションを実施中のユーザーを表示します。 
Help  

 

 About H5Viewer バージョン情報を表示します。 
Server Information サーバ情報を表示します。 

 

表 1.14 [ビデオリダイレクション（HTML5の場合）] 画面 (Status Bar）のメニュー 

Tool bar 説明 
[CD Image] ISO イメージファイルを参照するためのダイアログボックスが開きます。 
[Start Media] バーチャルメディアを開始します。 
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表 1.15 [ビデオリダイレクション（HTML5の場合）] 画面（特殊キー）のメニュー 

Status bar 説明 
[LWIN] [Windows]キーを押します。 
[RWIN] [Windows]キーを押します。 
[LALT] 左[Alt] キーを押します。 
[LCTRL] 左[Ctrl] キーを押します。 
[RALT] 右[Alt] キーを押します。 
[RCTRL] 右[Ctrl] キーを押します。 
[NUM] [Num Lock] キーの現在のステータスを表示します。 
[CAPS] [Caps Lock] キーの現在のステータスを表示します。 
[SCR] Scroll Lockキーの現在のステータスを表示する。 

注意 

- サーバ側の画面の解像度が 800×600の場合、ビデオリダイレクションで表示する画面の一部が欠けたり、マウスカーソルの軌跡が
残ったりすることがあります（Linuxのインストール時）。 

- ビデオリダイレクション使用時にデジタル署名の有効期限が切れている旨の警告メッセージが表示されることがあります。[実行] ボタ
ンをクリックします。ビデオリダイレクションを接続するたびにこの警告メッセージが表示されるのを回避したい場合は、[この発行者からの
コンテンツを常に信頼します] チェックボックスをオンにし[実行] ボタンをクリックします。 

- 端末と PRIMEQUEST間のネットワーク通信異常によりセッションが切断され、[ビデオリダイレクション] 画面が無応答となる場合
があります。 
このような場合、画面を正常終了できません。[ビデオリダイレクション] 画面を強制終了したあと、再接続します。 

- ビデオリダイレクションを使用中に以下のような事象が発生することがあります。このような場合、ビデオリダイレクションを再接続しま
す。 
- ビデオリダイレクション画面が無応答となり操作不可となります。 
- ビデオリダイレクション画面の表示が黒い画面または No Signalのままとなります。 
- ビデオリダイレクションのエラーダイアログが出力され操作不可となります。 
- ビデオリダイレクションのウィンドウが勝手に切断されます。 

- ビデオリダイレクションのみの接続時、ディスプレイの最大解像度は 1024 x 768であるため、RHEL7/ RHEL8/ RHEL9使用時、
各種設定ウィンドウなどが部分的にしか表示できない場合があります。 
RHEL8/ RHEL9の場合、以下の手順により、ディスプレイの解像度を 1024 x 768より高い設定に変更します。 
RHEL9の場合、ディスプレイの解像度をより高い設定に変更する手順はありません。 
下記の手順では、1600 x 1200に変更する手順を例に示します。 
1. init 3 を実行し、Xwindowを停止します。 

# /sbin/init 3 

2. Xorg -configure コマンドを実行し、xorg.conf.newを生成します。 

# Xorg –configure 

3. cvt x yを実行し、モードラインを作成します。(x,yはピクセル数）例では 1600 x 1200に設定しています。 

# cvt 1600 1200 
# 1600x1200 59.87 Hz (CVT 1.92M3) hsync: 74.54 kHz; pclk: 161.00 MHz 
Modeline "1600x1200_60.00"  161.00  1600 1712 1880 2160  1200 1203 1207 1245 -hsync +vsync 

4. xorg.conf.new を編集し、Section "Monitor"に ModeLine行を追加します。 

Section "Monitor" 
 Identifier   "Monitor0" 
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 VendorName   "Monitor Vendor" 
 ModelName    "Monitor Model" 
 ModeLine     "1600x1200_60.00"  161.00  1600 1712 1880 2160  1200 1203 1207 1245 -hsync +vsync 

EndSection 

5. xorg.conf.newのファイル名を xorg.confに変更して、/etc/X11/xorg.confに置きます。 

6. パーティションを再起動します。パーティション再起動後、1600 x 1200の画面となります。 
また、ディスプレイのプロパティの解像度の選択肢に 1600x1200が追加されます。 
備考 
解像度を大きくするとビデオリダイレクションのレスポンスが遅延します。 

以下に、ビデオリダイレクション機能の接続手順について説明します。 

1. 1台目の PCから、ビデオリダイレクションで接続すると、Full Virtual Console Accessで接続します。 
2. 2台目の PCからビデオリダイレクションに接続した場合、2台目の PCには、Virtual Consoleアクセス許可を要求している旨のメッセー

ジが表示されます。 

図 1.16 Virtual Console アクセス許可の要求メッセージ（2台目の PC側の表示） 

 

3. 1台目の PCには、2台目の PCからの接続要求に対する接続権限を選択する画面が表示されます。以下から接続権限を選択しま
す。 

- Allow Virtual Console 
Full Virtual Console access（ビデオリダイレクションのすべての操作が可能）を許可します。 

- Allow only Video 
Only video (Partial access)（ビデオリダイレクションの表示系の操作が可能）を許可します。 

- Deny Access 
Access（ビデオリダイレクションへの接続）を拒否します。 

30秒のタイムアウト時間を過ぎた場合は[Allow Virtual Console] が選択されます。 

図 1.17 [Virtual Console Sharing Privileges] ポップアップ画面 

 

4. 1台目の PCで選択した結果が、ポップアップで表示されます。 

- 1台目の PC側の表示 
[Allow only Video] の場合を除き、選択結果に応じて、以下のように表示されます。 

図 1.18 [Allow Virtual Console] の場合（1台目の PC側の表示） 
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図 1.19 タイムアウトの場合（1台目の PC側の表示） 

 

- 2台目の PC側の表示 
1台目の PCでの選択結果が、2台目の PCに以下のように表示されます。 

図 1.20 [Allow Virtual Console] の場合（2台目の PC側の表示） 

 

図 1.21 [Allow only Video] の場合（2台目の PC側の表示） 

 

図 1.22 [Deny Access] の場合（2台目の PC側の表示） 

 

図 1.23 タイムアウトの場合（2台目の PC側の表示） 

 

- 3台目の PC側の表示 
3台目以降の PCでビデオリダイレクションを開こうとした場合、許容ビデオリダイレクションが最大数に達しているため、他のビデオリ
ダイレクションを閉じてから再接続するように促すダイアログボックスが表示されます。 

図 1.24接続最大数に達している場合（2台目の PC側の表示） 
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■コンソールリダイレクション 

PRIMEQUEST 3000シリーズは、パーティションからのシリアル出力を LAN経由で出力するコンソールリダイレクションを提供します。コンソ
ールリダイレクションは、IPMI v2.0の SOL（Serial Over LAN）の仕様に準拠しています。 パーティション上の COMポートに対するコンソ
ール出力は、MMBのコマンドインターフェース（CLI）から console コマンドでパーティションを指定して実行することでリダイレクトします（日
本語表示は未対応）。端末からの入力は、パーティション上の COMポートへ通知されます。 

■コンソールリダイレクションの接続時間 

MMBの CLIから console コマンドにより実行されるコンソールリダイレクションは、一定時間操作がないと自動切断されます。自動切断時
間（timeout）の設定は console コマンドで指定することができます。console コマンドについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ
運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「3.2.4   console」を参照してください。 

注意 

自動切断時間（timeout）によりコンソールリダイレクションが切断された場合は、以下のメッセージが表示され、MMBの CLIに戻ります。 
「You have exceeded your idle time limit. Logging you off now.」 

■コンソールリダイレクションの接続方法 

1. MMBの CLIにログインし、接続先のパーティションを指定します。 
iRMCへの接続を確認するメッセージが表示されたら、「y」を入力します。 

図 1.25 パーティション#3の設定例（1） 

 

2. 「Do you really want to start the Console Redirection (yes/no)? 」のメッセージが表示されたら、「yes」と入力します。指定したパ
ーティションに接続されます。 

図 1.26 パーティション#3の接続例（2） 
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3. ほかのパーティションに接続する場合は、現在のコンソールリダイレクションを閉じた後、再度手順 1、2を実施します。コンソールリダイレク
ションを閉じるには、以下のどちらかの操作をします。 

- [ESC] キーを押してから[(] キーを押します。 
- [~] キーを押してから[.] キーを押します。 

■コンソールリダイレクションの強制切断 

注意 

コンソールリダイレクション機能は、同時に一人のユーザーしか接続できません。 

1. ほかのユーザーが使用中に新たなユーザーが接続しようとすると、「Console Redirection already in use」のメッセージとともに、以下の
画面が表示されます。 

図 1.27 コンソールリダイレクションの強制切断（1） 

 

2. コンソールリダイレクションをすでに使用しているユーザーが存在する場合、yes/noの選択で、コンソールリダイレクションを使用しているユ
ーザーを切断させることができます。 
yes を入力すると、現在のユーザーの代わりにコンソールリダイレクション画面に入ります。切断されたユーザーのターミナルソフトに以下の
画面が表示されます。 

図 1.28 コンソールリダイレクションの強制切断（2） 

 

強制切断されると MMBの CLIに復帰します。 
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■バーチャルメディア (Javaの場合) 

バーチャルメディア機能では、端末の CD/DVD メディア、HDD/USB メディアを、ストレージデバイスとしてパーティションと共有できます。ISO
イメージの場合は、端末の ISO イメージがパーティション側にエミュレートされるドライブとして見えます。 それぞれのメディアを 2つずつ、合計 4
つのデバイスまで同時に使用できます。 

注意 

- バーチャルメディアは同一ユーザー端末から複数パーティションに対して利用できません。 
- UAC（User Account Control）または UAP（User Account Protection）を"Disable" に設定します。またはブラウザを「管

理者として実行」から起動します。 
- 接続先のネットワークが Proxy経由の場合、接続できない場合があります。その場合は、ブラウザの設定で、Proxy経由にしない

設定にします。また、それでも接続できない場合は Javaのネットワーク設定で直接接続を使用する設定にします。 
- オペレーション端末で USB メモリをアクセスしている状態（エクスプローラーで USB メモリを開いている状態など）の場合は、バー

チャルメディアで接続可能なデバイスとして認識されません。 
- バーチャルメディア機能を使用する場合、端末で Stopエラーによるブルースクリーン表示になることがあります。ブルースクリーン表示

は、端末が以下の条件の場合に発生します。 
- OSが以下の場合 

- Windows 7 
- 2つの USBデバイスがバーチャルメディアとして使用される場合 

USBデバイス使用が 1つの場合には発生しません。 

例：一方が USBデバイス、他方が ISOイメージの場合。 
- 端末がWindows 7の場合は、USBデバイスは 1つだけ使用します。 
- Windows 7の場合は、「Microsoft 技術情報」も参照してください。  

[ビデオリダイレクション] 画面の[Media] メニューから[Virtual Media Wizard] を選択すると、リモート接続可能なデバイスが認識されて表示さ
れます。このとき、リモート接続可能なデバイスが CDや DVD ドライブの場合は、あらかじめドライブに媒体を入れておく必要があります。 

図 1.29 [Virtual Media (Javaの場合)]画面 

 

 [Virtual Media] 画面で使用できるボタンを以下に示します。 

表 1.16 [Virtual Media（Javaの場合）] （バーチャルメディア一覧）画面のボタン 

項目 説明 
[Browse] イメージファイルをバーチャルメディアの対象として追加します。 
[Connect]/ 
[Disconnect] 

選択したデバイスをサーバに接続、または接続を解除します。 
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注意 

- バーチャルメディアへの接続中に媒体を交換する場合は、新たな媒体をセットした後、一度[Disconnect] ボタンをクリックして、再
度[Connect] ボタンをクリックします。 

- [ビデオリダイレクション] 画面を閉じると、すべてのデバイスはサーバへの接続を解除されます。一覧からも削除されます。 
- バーチャルメディアで選択したメディアを接続する際、マウントが失敗する場合は一度[Disconnect] ボタンをクリックして、再度

[Connect] ボタンをクリックします。 
[Browse] ボタンをクリックすると、イメージファイル選択画面が表示されます。PC上のストレージからパーティションへ接続するイメージファイル
を選択できます。 

図 1.30 image ファイル選択画面 

 

image ファイル選択画面で使用できる項目を以下に示します。 

表 1.17 image ファイル選択画面の項目 

項目 説明 

参照 現在の検索箇所を表示します。 

ファイル名 デバイスのインデックス文字を入力します。（例：E:） 
ファイルタイプ ファイルタイプを指定します。 

開く 選択したデバイスを一覧に追加します。 

取消し この画面を閉じます。 

 
Virtual Mediaで使用可能なイメージの形式は以下の通りです。 

CD/DVD: nrg, iso 
HD/USB: img 
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ISO image ファイルを選択して[開く] ボタンをクリックすると、[Virtual Media] 画面に戻ります。[Virtual Media] 画面で[Connect CD/DVD] 
ボタンをクリックすると、バーチャルメディア対象の一覧に登録されます。 

図 1.31 [Virtual Media (Javaの場合)] （バーチャルメディア一覧）画面（登録） 

 

■バーチャルメディア (HTML5の場合) 

バーチャルメディア機能では、端末の ISO イメージがパーティション側にエミュレートされるドライブとして見えます。 

注意 

- バーチャルメディアは同一ユーザー端末から複数パーティションに対して利用できません。 
 [ビデオリダイレクション]画面の CD imageの[Browse file]をクリックすると、エクスプローラーが表示されます。PC上のストレージからパーティ
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ションへ接続するイメージファイルを選択できます。 

図 1.32 ビデオリダイレクション（HTML5の場合）の CD image画面 
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図 1.33 エクスプローラー画面 

 

 
Virtual Media (HTML5)で使用可能なイメージの形式は以下の通りです。 

CD/DVD: iso 
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ISO image ファイルを選択して[開く] ボタンをクリックすると、[ビデオリダイレクション] 画面に戻ります。[ビデオリダイレクション] 画面で[Start 
Media] ボタンをクリックすると、ISO image ファイルが接続されます。[Start Media]ボタンをクリックすると、ボタンの表示は[Stop Media]にな
ります。 

図 1.34 ビデオリダイレクション (HTML5の場合) 画面（ISO image接続時） 

 

■Reserved SB切替わり後の再接続 

パーティションの Home SBが変更された場合は、ビデオリダイレクションを再接続してください。 

1.6.3  ServerView Suite 

■Windowsの ServerView Suiteの環境設定 

Windowsの ServerView Suiteの環境設定詳細については、『ServerView Suite ServerView Installation Manager』を参照してくださ
い。 

■Linuxの ServerView Suiteの環境設定 

Linuxの ServerView Suiteの環境設定詳細については、『ServerView Suite ServerView Installation Manager』を参照してください。 

■サーバグループの作成と管理 

ユーザーごとにサーバグループを作成し管理するには、『ServerView Suite ServerView Operations Manager Server Management』を
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参照してください。 
その他、ServerView Suiteに関する情報は下記 URLを参照してください。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/products/3000/catalog/ 

 

1.6.4  eLCM (embedded Life Cycle Management) 
ここでは、eLCMのライセンスの登録方法や、eLCM関連画面の開き方を説明します。 
eLCM機能の使い方に関しては、『Fujitsu Software ServerView Suite ServerView embedded Lifecycle Management (eLCM) 
1.2 for iRMC S5概要』を参照してください。 
 

■機能概要 

eLCM (embedded Life Cycle Management)機能の概要に関しては、『PRIMEQUEST3000シリーズ製品概説』（CA92344-
1653）の「4.14 eLCM」を参照してください。 

備考 

eLCM機能は、有償オプションです。eLCM機能をお使いになるためには、eLCM ライセンスを購入する必要があります。 
 

■eLCMライセンスの登録 

eLCM機能をご使用になるために、ご購入いただいた eLCM ライセンスをMMBに登録する必要があります。 
eLCM ライセンスは、MMB Web-UIの eLCM Setup画面から登録します。 
 

1. MMB Web-UIにおいて、[Partition] - [eLCM Setup]画面を開きます。 

図 1.35 eLCM Setup画面 

 

2. ご購入いただいた eLCM ライセンスにおける、ライセンスキーを License key欄に入力します。 
3. Applyボタンを押します。 

 

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/products/3000/catalog/
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■eLCM管理画面 

■画面の開き方 

eLCMの管理画面は、MMB Web-UIの eLCM Redirection画面から開きます。 

1. MMB CLI コマンドの set irmc user コマンドで、iRMCアカウントとパスワードを設定します。 
set irmc user コマンドの詳細に関しては、「PRIMEQUEST 3000シリーズ Enterprise Modelツールリファレンス (MMB)」
(CA92344-1657)の「第 3章MMBの CLI（コマンドラインインターフェース）操作」を参照してください。 

2. MMB Web-UIにおいて、[Partition] - [Partition#x] - [eLCM Redirection]画面を開きます。 

図 1.36 eLCM Redirection画面 

 

3. eLCM Redirectionチェックボックスにチェックを入れます。 
4. Applyボタンを押します。 
5. ログイン画面が表示されます。 

図 1.37 eLCM関連管理画面へのログイン画面 

 

6. 手順 1.で作成した iRMCのユーザーとパスワードを入力します。 
7. Loginボタンを押します。 
8. eLCM関連の初期画面が表示されます。 
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図 1.38 eLCM関連の初期画面 

 

■画面の説明 

ここでは、eLCM関連の画面で表示される項目、設定される項目について説明します。 
各画面の詳細に関しては、『Fujitsu Software ServerView Suite ServerView embedded Lifecycle Management (eLCM) 
1.2 for iRMC S5概要』を参照してください。 
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- 初期画面 

図 1.39 初期画面 

 

 

表 1.18 初期画面の項目 

項目 説明 

Language メニュー 言語の設定を行います。 
以下の言語を選択できます。 
・ English 
・ German 
・ Japanese 

ユーザーメニュー ユーザー指定の設定を行います。 

Help メニュー ライセンスおよびバージョン情報を示します。 

Functionsエリア  

 Tools Tools -> Overview画面を開きます。 
Settings Settings -> Overview画面を開きます。 
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- Tools  -> Overview画面 

図 1.40 Tools -> Overview画面 

 

 

表 1.19 Tools -> Overview画面の項目 

項目 説明 

Language メニュー 言語の設定を行います。 
以下の言語を選択できます。 
・ English 
・ German 
・ Japanese 

ユーザーメニュー ユーザー指定の設定を行います。 

Help メニュー ライセンスおよびバージョン情報を示します。 

Functionsエリア  

 Update Tools -> Update画面を開きます。 
Deployment Tools -> Deployment画面を開きます。 
Custom Image Tools -> Custom Image画面を開きます。 
Virtual Media 未サポートの画面です。 
Certificates Tools -> Certificates画面を開きます。 
Reports Tools ->Reports画面を開きます。 
Backup and Restore 未サポートの画面です。 

Workingエリア  

 Update 未サポートの画面です。 
Deployment Tools -> Deployment画面を開きます。 
Custom Image Tools -> Custom Image画面を開きます。 
Virtual Media 未サポートの画面です。 
Certificates Tools -> Certificates画面を開きます。 
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項目 説明 
Reports Tools ->Reports画面を開きます。 
Backup and Restore 未サポートの画面です。 
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- Tools  -> Update画面 

図 1.41 Tools -> Update画面 

 

 

表 1.20 Tools -> Update画面の項目 

項目 説明 

Language メニュー 言語の設定を行います。 
以下の言語を選択できます。 
・ English 
・ German 
・ Japanese 

ユーザーメニュー ユーザー指定の設定を行います。 

Help メニュー ライセンスおよびバージョン情報を示します。 

Functionsエリア  

 Update Tools -> Update画面を開きます。 
Deployment Tools -> Deployment画面を開きます。 
Custom Image Tools -> Custom Image画面を開きます。 
Virtual Media 未サポートの画面です。 
Certificates Tools -> Certificates画面を開きます。 
Reports Tools ->Reports画面を開きます。 
Backup and Restore 未サポートの画面です。 

Workingエリア  

 Online Update  
 Last Check 最後にチェックを行った日付を表示します。 

Scheduling Type チェックを行うタイミングを設定できます。 
・ 即実行 
・ 毎日 
・ 毎週 
・ 毎月 
・ 毎年 
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項目 説明 

・ 1度だけ実行 
Schedule 設定したスケジュールが表示されます。 
Execute After Check アップデートチェック後、自動的にアップデートを行います。 
Schedule Task 設定に応じて、オンラインアップデートチェックが即座に実行されるか、スケジュー

ルされます。 
Available Updates 使用可能なアップデートのリストを表示します。 
Scheduling Type オンラインアップデートを行うタイミングを設定できます。 

・ 即実行 
・ 毎日 
・ 毎週 
・ 毎月 
・ 毎年 
・ 1度だけ実行 

Schedule 設定したスケジュールが表示されます。 
Schedule Task 設定に応じて、オンラインアップデートが即座に実行されるか、スケジュールされま

す。 
Offline Update  
 Last Prepare 最後に準備を行った日付を表示します。 

Scheduling Type チェックを行うタイミングを設定できます。 
Schedule 設定したスケジュールが表示されます。 
Execute After Check 準備完了後、自動的にアップデートを行います。 
Schedule Task 設定に応じて、オフラインアップデートの準備が即座に実行されるか、スケジュー

ルされます。 
Scheduling Type オフラインアップデートを行うタイミングを設定できます。 
Schedule 設定したスケジュールが表示されます。 
Schedule Task 設定に応じて、オフラインアップデートが即座に実行されるか、スケジュールされま

す。 
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- Tools  -> Deployment画面 

図 1.42 Tools -> Deployment画面 

 

 

表 1.21 Tools ->Deployment画面の項目 

項目 説明 

Language メニュー 言語の設定を行います。 
以下の言語を選択できます。 
・ English 
・ German 
・ Japanese 

ユーザーメニュー ユーザー指定の設定を行います。 

Help メニュー ライセンスおよびバージョン情報を示します。 

Functionsエリア  

 Update Tools -> Update画面を開きます。 
Deployment Tools -> Deployment画面を開きます。 
Custom Image Tools -> Custom Image画面を開きます。 
Virtual Media 未サポートの画面です。 
Certificates Tools -> Certificates画面を開きます。 
Reports Tools ->Reports画面を開きます。 
Backup and Restore 未サポートの画面です。 

Workingエリア  

 Update Service Platform  
 Operating System Category デプロイメントレポジトリで利用可能な OSをリストします。 

Operating System Types デプロイメントレポジトリで利用可能な OSをリストします。 
Update List サポートされている OS リストのアップデートを開始します。 
Image Version SVSサービスプラットフォームイメージファイルのバージョンを表示します。 
Stages アップデートの進捗をステージに分けて表示します。 

各ステージを通過するごとにチェックが付きます。 
Download Service Platform SVSプラットフォームイメージのダウンロードを開始します。 
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項目 説明 
Save Log ログファイルを格納する確認ダイアログを開きます。 

ログファイルがない場合、Save Logボタンは使用できません。 
Current Deployment Possibilities 
of Service Platform 

 

 Operating Systems OSのリストを表示します。Allの下のドロップダウンリストを開き、リスト内で OS
を指定することでフィルターをかけられます。 
Allの下のドロップダウンリストを開き、検索バーに入力することで OSを検索する
こともできます。 

Remove Image SD カードから完全に SVSプラットフォームを削除します。 
Deployment Process  
 Intended boot mode SVSプラットフォームの起動時に使用されるブートモードを決めます。ブートモー

ドをプロファイルで指定している場合、ブートモードは本設定の値に上書きされま
す。 
 ・PC compatible (legacy) 
  レガシーBIOS互換モードで起動します。 
 ・Extensible Firmware Interface Boot (EFI) 
  UEFIで起動します。 

Profile File XMLまたは、JSON形式のプロファイルファイルを選択するダイアログボックスを
開きます。 

Stages アップデートの進捗をステージに分けて表示します。 
各ステージを通過するごとにチェックが付きます。 

Start Deployment プロファイルファイルをアップロードし、プロファイル処理を開始します。 
Save log ログファイルを格納する確認ダイアログを開きます。 

ログファイルがない場合、Save Logボタンは使用できません。 
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- Tools  -> Custom Image画面 

図 1.43 Tools -> Custom image画面 

 

 

表 1.22 Tools -> Custom Image画面の項目 

項目 説明 

Language メニュー 言語の設定を行います。 
以下の言語を選択できます。 
・ English 
・ German 
・ Japanese 

ユーザーメニュー ユーザー指定の設定を行います。 

Help メニュー ライセンスおよびバージョン情報を示します。 

Functionsエリア  

 Update Tools -> Update画面を開きます。 
Deployment Tools -> Deployment画面を開きます。 
Custom Image Tools -> Custom Image画面を開きます。 
Virtual Media 未サポートの画面です。 
Certificates Tools -> Certificates画面を開きます。 
Reports Tools ->Reports画面を開きます。 
Backup and Restore 未サポートの画面です。 

Workingエリア  

 Download Custom Images  
 Custom Image URL ダウンロードする ISO イメージの URLを指定します。 

Image Description イメージのテキストです。 
Proxy Server プロキシサーバを使用するかを指定します。プロキシの設定は、Settings -

> Network Management画面の Proxy Serverにおいて行えます。表 
1.28を参照してください。 

Download Stages ダウンロードの進捗をステージに分けて表示します。 
各ステージを通過するごとにチェックが付きます。 
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項目 説明 
Download 選択したカスタムイメージのダウンロードを開始します。 
Save Log ログファイルを格納する確認ダイアログを開きます。 

ログファイルがない場合、Save Logボタンは使用できません。 
Available Custom Images  
 Activate 選択したカスタムイメージの実行を開始します。 

Delete Selected Image iRMCの SD カードから選択した ISO イメージを削除します。 
Deactivate Selected Image 選択したイメージをアンマウントします。 
Save Log ログファイルを格納する確認ダイアログを開きます。 

ログファイルがない場合、Save Logボタンは使用できません。 
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- Tools  -> Certificates画面 

図 1.44 Tools -> Certificates画面 

 

 

表 1.23 Tools -> Certificates画面の項目 

項目 説明 

Language メニュー 言語の設定を行います。 
以下の言語を選択できます。 
・ English 
・ German 
・ Japanese 

ユーザーメニュー ユーザー指定の設定を行います。 

Help メニュー ライセンスおよびバージョン情報を示します。 

Functionsエリア  

 Update Tools -> Update画面を開きます。 
Deployment Tools -> Deployment画面を開きます。 
Custom Image Tools -> Custom Image画面を開きます。 
Virtual Media 未サポートの画面です。 
Certificates Tools -> Certificates画面を開きます。 
Reports Tools ->Reports画面を開きます。 
Backup and Restore 未サポートの画面です。 

Workingエリア  

 Current SSL/TLS Certificate  
 Use Default  

Generate Generate certificate ダイアログを開きます。関連する値を入力して証明書を生成しま
す。設定できる項目に関しては、表 1.24を参照してください。 

Load from file Upload SSL/TLS certificate ダイアログを開きます。証明書用の暗号鍵を入力します。
設定できる項目に関しては、表 1.25を参照してください。 
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図 1.45 Generate certificate ダイアログ 

 

 

表 1.24 Generate certificate ダイアログの項目 

項目 説明 
Common Name (CN) ホスト名、IPアドレスを指定します。 
Organization (O) 会社名を指定します。 
Organization Unit (OU) 部署名を指定します。 
Country (C) 国の名前の 2文字コードを指定します。 
State or Province (ST) 都道府県を指定します。 
City or Locality (L) 市区町村を指定します。 
Email Address E メールアドレスを指定します。 
Valid For (days) 有効期限を指定します。 
Key Length (bits) 生成鍵の長さを指定します。 
Generate 指定したパラメータで証明書を生成します。 
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図 1.46 Upload SSL/TLS certificate ダイアログ 

 

 

表 1.25 Upload SSL/TLS certificate ダイアログの項目 

項目 説明 
SSLT/TLS public key  
 Select 公開鍵（DSA/RSA）のファイルを選択するダイアログボックスを開きます。 

Upload iRMCに公開鍵をロードします。 
Cancel ファイル名の表示を消去します。 

SSL/TLS private key  
 Select 秘密鍵（DSA/RSA）のファイルを選択するダイアログボックスを開きます。 

備考 

秘密鍵をアップロードすると、使用中のすべての HTTPS接続が閉じられ、HTTPSサーバが自
動的に再起動されます。再起動に 30秒程度かかります。 

Upload iRMCに公開鍵をロードします。 
Cancel ファイル名の表示を消去します。 

Reboot iRMC iRMCを再起動します。 
Close アップロードせずにダイアログを閉じます。 
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- Tools  -> Reports画面 

図 1.47 Tools -> Reports画面 

 

 

表 1.26 Tools -> Reports画面の項目 

項目 説明 

Language メニュー 言語の設定を行います。 
以下の言語を選択できます。 
・ English 
・ German 
・ Japanese 

ユーザーメニュー ユーザー指定の設定を行います。 

Help メニュー ライセンスおよびバージョン情報を示します。 

Functionsエリア  

 Update Tools -> Update画面を開きます。 
Deployment Tools -> Deployment画面を開きます。 
Custom Image Tools -> Custom Image画面を開きます。 
Virtual Media 未サポートの画面です。 
Certificates Tools -> Certificates画面を開きます。 
Reports Tools ->Reports画面を開きます。 
Backup and Restore 未サポートの画面です。 

Workingエリア  

 PrimeCollect  
 Generate archive  

 Generate アーカイブの作成を開始する。 
Save Log ログファイルを格納する確認ダイアログを開きます。 

ログファイルがない場合、Save Logボタンは使用できません。 
Generated archives  
 Set a referenced 現在選択しているアーカイブをリファレンスアーカイブに設定します。 

アーカイブが一つの場合は、自動的にリファレンスアーカイブとなります。 
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項目 説明 
Delete リストから選択したアーカイブを削除します。 
Save 選択したアーカイブを開いたり、保存したりするファイルブラウザのダイアログを開きます。 
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- Settings  -> Overview画面 

図 1.48 Settings -> Overview画面 

 

 

表 1.27 Settings -> Overview画面の項目 

項目 説明 

Language メニュー 言語の設定を行います。 
以下の言語を選択できます。 
・ English 
・ German 
・ Japanese 

ユーザーメニュー ユーザー指定の設定を行います。 

Help メニュー ライセンスおよびバージョン情報を示します。 

Functionsエリア  

 System 未サポートの画面です。 
Network Management Settings -> Network Management画面を開きます。 
Services Settings -> Services画面を開きます。 
User Management 未サポートの画面です。 
Server Management 未サポートの画面です。 
Power Management 未サポートの画面です。 
Logging 未サポートの画面です。 
Baseboard Management 
Controller 

未サポートの画面です。 

Workingエリア  

 System 未サポートの画面です。 
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項目 説明 
Network Management Settings -> Network Management画面を開きます。 
Services Settings -> Services画面を開きます。 
User Management 未サポートの画面です。 
Server Management 未サポートの画面です。 
Power Management 未サポートの画面です。 
Logging 未サポートの画面です。 
Baseboard Management 
Controller 

未サポートの画面です。 
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- Settings  -> Network Management画面 

図 1.49 Settings -> Network Management画面 

 

 

表 1.28 Settings -> Network Management画面の項目 

項目 説明 

Language メニュー 言語の設定を行います。 
以下の言語を選択できます。 
・ English 
・ German 
・ Japanese 

ユーザーメニュー ユーザー指定の設定を行います。 

Help メニュー ライセンスおよびバージョン情報を示します。 

Functionsエリア  

 System 未サポートの画面です。 
Network Management Settings -> Network Management画面を開きます。 
Services Settings -> Services画面を開きます。 
User Management 未サポートの画面です。 
Server Management 未サポートの画面です。 
Power Management 未サポートの画面です。 
Logging 未サポートの画面です。 
Baseboard Management 
Controller 

未サポートの画面です。 

Workingエリア  

 Proxy Server  
 Sever Address プロキシサーバの IPアドレスを指定します。 

  Server Port プロキシサーバのポートを指定します。 
User Name プロキシサーバの認証用のユーザー名を指定します。 
User Password プロキシサーバの認証用のパスワードを指定します。 
Confirm User 
Password 

パスワードの確認を入力します。 
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- Settings  -> Services画面 

図 1.50 Settings -> Services画面 

 

 

表 1.29 Settings -> Services画面の項目 

項目 説明 

Language メニュー 言語の設定を行います。 
以下の言語を選択できます。 
・ English 
・ German 
・ Japanese 

ユーザーメニュー ユーザー指定の設定を行います。 

Help メニュー ライセンスおよびバージョン情報を示します。 

Functionsエリア  

 System 未サポートの画面です。 
Network Management Settings -> Network Management画面を開きます。 
Services Settings -> Services画面を開きます。 
User Management 未サポートの画面です。 
Server Management 未サポートの画面です。 
Power Management 未サポートの画面です。 
Logging 未サポートの画面です。 
Baseboard Management 
Controller 

未サポートの画面です。 

Workingエリア  

 Update and Deployment  
 Update  

 Repository Location 使用しません。 
Proxy Server 使用しません。 
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項目 説明 
Default Repository 使用しません。 

Deployment  
 Repository Location eLCMアップデート用のアップデートリポジトリを指定します。 

Proxy Server プロキシサーバを使用するかを指定します。 
プロキシサーバの設定項目に関しては、表 1.28を参照してください。 

Default Repository リポジトリの URLをデフォルトにします。
（https://webdownloads.ts.fujitsu.com） 
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第2章 OSの導入 

パーティションに OSをインストールする方法について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「第 4
章 OSおよび添付ソフトウェアのインストール」を参照してください。 
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第3章 コンポーネントの構成と交換（増設、削除） 

ここでは、PRIMEQUEST 3000シリーズを構成するコンポーネントの構成と交換について説明します。 

3.1  パーティションの構成 
以下に物理パーティションおよび拡張パーティションの構成について説明します。 

- 3.1.1 物理パーティションの構成 
- 3.1.2 拡張パーティションの構成 

パーティションは MMB Web-UIで設定します。 
- 3.1.3 MMB Web-UIで実施するパーティションの設定手順 

3.1.1  物理パーティションの構成 
物理パーティションを構成し動作させるためには、1枚以上の使用可能な SB、1つ以上の使用可能な IOUEが必要です。 
構成作業の途中などで、上記を満たさない（例：SBが存在しない物理パーティション）状態になることがあり得ますが、そのような物理パ
ーティションに対して電源をオンし、動作させることはできません。また、DU_SAS、DU_PCIEA、DU_Mおよび PCIボックスは、物理パーテ
ィションに必ずしも必要ではありません。 物理パーティションの構成ルールを以下に示します。 

表 3.1パーティション構成ルール（コンポーネント） 

コンポーネント 必要数（全モデル共通） 
SB 1つ以上 
IOUE 1つ以上 
Memory Scale-up Board 必須ではありません。 
DU_SAS 必須ではありません。 
DU_PCIEA 必須ではありません。 
DU_M 必須ではありません。 

PCIボックス 必須ではありません。 

注意 

- DU_SAS#0、DU_PCIEA#0または DU_M#0を使用するには、IOUE#0が使用可能である必要があります。 
- DU_SAS#1、DU_PCIEA#1または DU_M#1を使用するには、IOUE#1が使用可能である必要があります。 
- DU_M#2を使用するには、IOUE#2が使用可能である必要があります。 
- DU_M#3を使用するには、IOUE#3が使用可能である必要があります。 

 
CPUおよび DIMMの搭載条件については、「付録 G コンポーネントの搭載条件」を参照してください。 

  



第 3章 コンポーネントの構成と交換（増設、削除） 
  

 

62 CA92344-1656-30 

 モデルごとのパーティショニング機能の概念図を以下に示します。 

■PRIMEQUEST 3400S2 Lite/ 3400S2/3400S Lite/ 3400S 

PRIMEQUEST 3400S2 Lite/ 3400S2/3400S Lite/ 3400Sは、最大 2パーティションの構成ができます。任意の SBおよび任意の
IOUEを、自由に組み合わせることができます。パーティション構成例を以下に示します。図中の点線のコンポーネントは、未実装を示してい
ます。 

図 3.1パーティショニング機能の概念図（PRIMEQUEST  
3400S2 Lite/ 3400S2/3400S Lite/3400S） 
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No. 構成例 説明 

（1） パーティション構成例（可能） 2パーティションに分割した例。 

（2） パーティション構成例（可能） SB#0、SB#1を Partition#0に組み込んだ例。 

（3） パーティション構成例（可能） SB2個、IOUE1個を組み合わせた例。 

（4） パーティション構成例（可能） SB1個、IOUE2個を組み合わせた例。 

（5） パーティション構成例（不可能） IOUEのないパーティション構成はできません。 
パーティションには 1個以上の SBおよび IOUEが必要。 

  



第 3章 コンポーネントの構成と交換（増設、削除） 
  

 

63 CA92344-1656-30 

■PRIMEQUEST 3400E2/ 3400L2/3400E/ 3400L 

PRIMEQUEST 3400E2/ 3400L2/3400E/ 3400Lは、最大 2パーティションの構成ができます。SB上に CPUを 2個搭載している場合
は、任意の SBまたはMemory Scale-up Boardおよび任意の IOUEを、自由に組み合わせることができます。SB上に CPUを 1個の
み搭載している場合は、任意の SBおよび IOUE#0, IOUE#1を、自由に組み合わせることができます。パーティション構成例を以下に示し
ます。図中の点線のコンポーネントは、未実装を示しています。 

注意 

- PRIMEQUEST 3400E/ 3400Lにおいて、CPUを 1個搭載した SBを使用するためには、統合ファームウェア版数を
PA18071以降にしてください。 

- PRIMEQUEST 3400E/ 3400Lにおいて、CPUを 1個搭載した SB と CPUを 2個搭載した SBは筐体内に混在できませ
ん。 

- Memory Scale-up Boardは、PRIMEQUEST 3400E/ 3400Lのみサポートです。 

図 3.2 パーティショニング機能の概念図 (PRIMEQUEST 3400E2/ 3400L2/3400E/3400L SB上に CPU を 2個搭載して
いる場合) 

MMB_Disk_UnitMMB_Disk_Unit

SB#0 SB#1

IOUE
#0

IOUE
#1

IOUE
#2

IOUE
#3

DU_SAS/
DU_PCIEA

#0

DU_SAS/
DU_PCIEA

#1

P#0

SB#0 SB#1

(1) (2)

P#0

P#1

IOUE
#0

IOUE
#1

IOUE
#2

IOUE
#3

DU_SAS/
DU_PCIEA

#0

DU_SAS/
DU_PCIEA

#1

P#0

DU_M
#0

DU_M
#1

DU_M
#2

DU_M
#3

DU_M
#0

DU_M
#1

DU_M
#2

DU_M
#3

MMB_Disk_Unit

SB#0 SB#1

IOUE
#0

IOUE
#1

IOUE
#2

IOUE
#3

DU_SAS/
DU_PCIEA

#0

DU_SAS/
DU_PCIEA

#1

(4)

DU_M
#0

DU_M
#1

DU_M
#2

DU_M
#3

P#0

MMB_Disk_Unit

SB#0 SB#1

IOUE
#0

IOUE
#1

IOUE
#2

IOUE
#3

DU_SAS/
DU_PCIEA

#0

DU_SAS/
DU_PCIEA

#1

(5)

DU_M
#0

DU_M
#1

DU_M
#2

DU_M
#3

P#1

P#2

MMB_Disk_Unit

SB#0 SB#1

(3)

IOUE
#0

IOUE
#1

IOUE
#2

IOUE
#3

DU_SAS/
DU_PCIEA

#0

DU_SAS/
DU_PCIEA

#1

P#0

DU_M
#0

DU_M
#1

DU_M
#2

DU_M
#3

SB#2
(Memory Scale-

up Board)

SB#3
(Memory Scale-

up Board)

SB#1

SB#2
(Memory Scale-

up Board)

: SB

: Memory Scale-up Board

SB#2
(Memory Scale-

up Board)

SB#3
(Memory Scale-

up Board)

  



第 3章 コンポーネントの構成と交換（増設、削除） 
  

 

64 CA92344-1656-30 

 
No 構成例 説明 
(1) パーティション構成例（可能） 2パーティションに分割した例。 

Partition#1はSB1個とIOUE2個を含みます。SBとIOUEの組み合わせは自由。 
(2) パーティション構成例（可能） SB2個とIOUE1個を組み合わせた例。 
(3) パーティション構成例（可能） SB2個とMemory Scale-up Board2個とIOUE2個を組み合わせた例 
(4) パーティション構成例（不可能） IOUE#0をパーティションに含めていない場合は、DU_SAS#0/DU_PCIEA#0を使用することはできません。 
(5) パーティション構成例（不可能） SBのみ、Memory Scale-up BoardのみおよびIOUEのみのパーティションはできません。 

図 3.3 パーティショニング機能の概念図 (PRIMEQUEST 3400E2/3400L2/3400E/3400L SB上に CPU を 1個搭載して
いる場合) 
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No 構成例 説明 
(1) パーティション構成例（可能） 2パーティションに分割した例。 

Partition#0とPartition#1はそれぞれSB1個とIOUE1個を含みます。 
(2) パーティション構成例（可能） SB2個とIOUE1個を組み合わせた例。 
(3) パーティション構成例（不可能） IOUE#2を使用することはできません。 
(4) パーティション構成例（不可能） SBのみ、および、IOUEのみのPartitionはできません。 
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■PRIMEQUEST 3800E2/ 3800L2 

PRIMEQUEST 3800E2/ 3800L2は、最大 4パーティションの構成ができます。 
SB上に CPUを 2個搭載している場合は、任意の SBおよび任意の IOUEを、自由に組み合わせることができます。SB上に CPUを 1
個のみ搭載している場合は、任意の 1枚の SBおよび IOUE#0, IOUE#1を、自由に組み合わせることができます。 

注意 

- CPUを 1個搭載した SBでパーティションを構成する場合、パーティションに含められる SBは 1枚のみです。 
- CPUを 1個搭載した SBで構成したパーティションは、筐体内に最大 2つまで構成可能です。 
- SB上に Gold 62xx CPUを搭載する場合、パーティションに含められる SBは最大 2枚です。 

2枚の SBでパーティションを構成する場合、SB#0 と SB#1、SB#2 と SB#3の組み合わせのみ可能です。 
PRIMEQUEST 3800E2/ 3800L2でサポートされる Gold 62xx CPUに関しては、『PRIMEQUEST 3000シリーズ製品概説』
（CA92344-1653）の「2.3.1 サポート CPU一覧」を参照してください。 

 

図 3.4パーティショニング機能の概念図（PRIMEQUEST 3800E2/ 3800L2 SB上に CPU を 2個搭載している場合） 

SB#2 SB#3SB#2 SB#3

                                      MMB_Disk_Unit                                      MMB_Disk_Unit

SB#0 SB#1 SB#2 SB#3

IOUE
#0

IOUE
#1

IOUE
#2

IOUE
#3

DU_SAS/
DU_PCIEA

#0

DU_SAS/
DU_PCIEA

#1

SB#0 SB#1 SB#2 SB#3

(1) (2)

IOUE
#0

IOUE
#1

IOUE
#2

IOUE
#3

DU_SAS/
DU_PCIEA

#0

DU_SAS/
DU_PCIEA

#1

P#0 P#1

DU_M
#0

DU_M
#1

DU_M
#2

DU_M
#3

DU_M
#0

DU_M
#1

DU_M
#2

DU_M
#3

P#1 P#2P#0

P#0

MMB_Disk_Unit

SB#0 SB#1

IOUE
#0

IOUE
#1

IOUE
#2

IOUE
#3

DU_SAS/
DU_PCIEA

#0

DU_SAS/
DU_PCIEA

#1

(3)

DU_M
#0

DU_M
#1

DU_M
#2

DU_M
#3

P#0 MMB_Disk_Unit

SB#0 SB#1

IOUE
#0

IOUE
#1

IOUE
#2

IOUE
#3

DU_SAS/
DU_PCIEA

#0

DU_SAS/
DU_PCIEA

#1

(4)

DU_M
#0

DU_M
#1

DU_M
#2

DU_M
#3

P#1

P#2

 
 
No. 構成例 説明 

（1） パーティション構成例（可能） 3パーティションに分割した例。Partition#1は SB1個と IOUE2個を含みます。 
Partition#2は、SB1個と IOUE1個を含みます。SB と IOUEの組み合わせは自由。 

（2） パーティション構成例（可能） SB2個、IOUE1個のパーティションを 2パーティション構成した例。 

（3） パーティション構成例（不可能） IOUE#0をパーティションに含めていない場合は、DU_SAS#0/DU_PCIEA#0を使用することはできません。 

（4） パーティション構成例（不可能） SBだけ、および IOUEだけのパーティションはできません。 
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図 3.5パーティショニング機能の概念図（PRIMEQUEST 3800E2/ 3800L2 SB上に CPU を 1個搭載している場合） 
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No. 構成例 説明 

（1） パーティション構成例（可能） 2パーティションに分割した例。 
Partition#0 と Partition#1はそれぞれ SB1個と IOUE1個を含みます。 

（2） パーティション構成例（不可能） CPU を 1個搭載した SB 2個のパーティションを構成することはできません。 

（3） パーティション構成例（不可能） 3パーティション以上に分割することはできません。 

（4） パーティション構成例（不可能） SBだけ、および IOUEだけのパーティションはできません。 
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■PRIMEQUEST 3800E/ 3800L 

3800E/ 3800Lは、最大 4パーティションの構成ができます。任意の SBおよび任意の IOUEを、 自由に組み合わせることができます。パー
ティション構成例を以下に示します。図中の点線のコンポーネントは、未実装を示しています。 

図 3.6パーティショニング機能の概念図（PRIMEQUEST 3800E2/ 3800L2/ 3800E/3800L） 
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No. 構成例 説明 

（1） パーティション構成例（可能） 3パーティションに分割した例。Partition#1は SB1個と IOUE2個を含みます。 
Partition#2は、SB1個と IOUE1個を含みます。SB と IOUEの組み合わせは自由。 

（2） パーティション構成例（可能） SB2個、IOUE1個のパーティションを 2パーティション構成した例。 

（3） パーティション構成例（不可能） IOUE#0をパーティションに含めていない場合は、DU_SAS#0/DU_PCIEA#0を使用することはできません。 

（4） パーティション構成例（不可能） SBだけ、および IOUEだけのパーティションはできません。 
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3.1.2  拡張パーティションの構成 
拡張パーティションには、ハードウェアリソースを以下の単位で割り当てます。 

- CPU コア 
- DIMM 

Memoryを 1GB単位で割当て可能です。 
- PCI Expressスロット 
- DU_PCIEAに搭載された PCIe SSD SFF 
- オンボードデバイス（VGA、USBポート、M.2、UFD） 

 
Extended Partitioningの構成設定は、対象とする拡張パーティションの電源がオフされた状態で実行します。Extended Partitioningの
最小構成、最大構成、リソースの割当て単位を以下に示します。 

表 3.2 Extended Partitioningの構成数と単位 

リソース種別 最小構成 最大構成 割当て単位 

CPU コア数 1 コア 分割元物理パーティションの全搭載 CPUの全コアから 1 コアを減らしたコア数 1 コア 

メモリ容量 1 GB - Address Range Mirrorが Disable時： 
分割元物理パーティションの全搭載メモリ容量から 2GB を減した容量 

- Address Range Mirrorが Enable時： 
分割元物理パーティションの全搭載メモリ容量から 4GB を減した容量 

1 GB 

DU_PCIEA なし DU_PCIEA内の全ディスク DU_PCIEA 

PCI Expressスロット なし 全 PCI Express スロット 1スロット 

オンボード VGA なし 1デバイス オンボード USB と同時
割り当て 

オンボード USB なし 4ポート 4ポート 
M.2 なし 1デバイス Home SBの M.2 
UFD なし 1デバイス Home SBの UFD 

 

注意 

UFD とオンボード USBは一緒に割り当てられます。UFD とオンボード USBを別々に割り当てることはできません。 
  



第 3章 コンポーネントの構成と交換（増設、削除） 
  

 

69 CA92344-1656-30 

モデルごとの Extended Partitioning機能の概念図を以下に示します。 

■ PRIMEQUEST 3400E2/ 3400L2/3400E/ 3400L 

PRIMEQUEST 3400E2/ 3400L2/3400E/ 3400Lは、最大 8つの拡張パーティションを構成することができます。パーティション構成例を
以下に示します。 以下の例では、1つの物理パーティションおよび 4つの拡張パーティションを構成しています。 

図 3.7 PRIMEQUEST 3400E2/ 3400L2/3400E/ 3400Lにおける Extended Partitioning を利用したパーティション構成
例 
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■ PRIMEQUEST 3800E2/ 3800L2/ 3800E/ 3800L 

PRIMEQUEST 3800E2/ 3800L2/ 3800E/ 3800Lは、最大 8つの拡張パーティションを構成することができます。拡張パーティション構成
例を以下に示します。 以下の例では、3つの物理パーティションおよび 8つの拡張パーティションを構成しています。 

備考 

物理パーティションおよび拡張パーティションの構成によっては PCIボックスが必要になります。例えば、3つの物理パーティションと 6つの拡張
パーティションを構成している場合に各拡張パーティションに PCI Expressスロットを 2つずつ割り当てる場合などには、PCIボックスが 1つ
必要となります。 

図 3.8 PRIMEQUEST 3800E2/ 3800L2/ 3800E/ 3800Lにおける Extended Partitioning を利用したパーティション構成
例 
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3.1.3  MMB Web-UIで実施するパーティションの設定手順 
MMB Web-UIで行うパーティションの設定手順については、『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）を参
照してください。 
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3.2  高可用性の構成 
ここでは、PRIMEQUEST 3000シリーズの、システムの高可用性を実現するための以下の機能について説明します。 

- 3.2.1 Extended Partitioning 
- 3.2.2 Extended Socket 
- 3.2.3 Dynamic Reconfiguration（DR） 
- 3.2.4 Reserved SB 
- 3.2.5 Memory Operation Mode 
- 3.2.6 Memory Mirror 
- 3.2.7 ハードウェア RAID 
- 3.2.8 ServerView RAID 
- 3.2.9 クラスタ構成 

3.2.1  Extended Partitioning 
PRIMEQUEST 3400E2/3400L2/3800E2/3800L2/3400E/3400L/3800E/3800Lは、Extended Partitioning機能をサポートします。 
Extended Partitioningは物理パーティションをファームウェアによって分割する機能です。CPU コア単位でのパーティションを実現できます。
サーバ集約のニーズに対して、低コスト、高信頼、セキュアな手段を提供します。 
Extended Partitioningによるハードウェア資源分割は、MMB WEB-UIで設定できます。 
Extended Partitioningにより分割されたパーティション(以下、拡張パーティションと表記します。)の構成については「3.1.2 拡張パーティショ
ンの構成」を参照してください。 
以下にモデル別の最大パーティション数を示します。 
 

表 3.3モデル別最大パーティション数 (PRIMEQUEST 3400S2 Lite/ 
3400S2/3400E2/3400L2/3800E2/3800L2/3400S Lite/3400S/3400E/3400L/3800E/3800L) 

PRIMEQUEST 3400S2 Lite/3400S2/ 
3400S Lite/3400S 

3400E2/3400L2/ 
3400E/3400L 

3800E2/3800L2/ 
3800E/3800L 

最大物理パーティション数 2 2 4 

最大拡張パーティション数 非サポート 8 8 

注意 

- Extended Partitioningの導入前には、使用するミドルウェア製品および使用するアプリケーションを稼動させた状態で、動作確
認を実施します。 

- 拡張パーティションでは、構成によって 1つの CPUソケットを複数の拡張パーティションで共有する場合があります。この場合、
CPUソケットを共有する他の拡張パーティションの負荷の影響を受けることによって処理能力が低下することや、CPUの Turbo
機能が正常に動作しないことがあります。また、CPU ソケット単位でコアを割り当てて CPUを共有させないようにした場合でも、
省電力機能や Turbo機能の動きが物理パーティションと異なる場合があります。MMB Web-UIに関して詳しくは、
『PRIMEQUEST3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）を参照してください。 

■ 管理機能 

Extended PartitioningはMMB Web-UIで管理します。以下にWeb-UIの機能を示します。 
- Extended Partitioningの状態表示機能 
- 拡張パーティションモードの設定 
- 拡張パーティションの電源管理 
- 拡張パーティションのリセット/NMI 
- 拡張パーティションの Activate、Deactivate 
- 拡張パーティションの構成変更 
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- スケジュール運転 

●Extended Partitioningの状態表示機能 

以下に拡張パーティション設定にかかわる画面の説明をします。 物理パーティションおよび拡張パーティションは、パーティション番号で区
別できます。 
 

表 3.4 モデル別パーティション番号 (PRIMEQUEST 3400S2 Lite/ 3400S2/3400E2/3400L2/3800E2/3800L2/3400S 
Lite/3400S/3400E/3400L/3800E/3800L) 

PRIMEQUEST 3400S Lite/3400S2/  
3400S Lite/3400S 

3400E2/3400L2/ 3400E/3400L 3800E2/3800L2/ 3800E/3800L 

物理パーティション番号 0、1 0、1、2、3 (*1) 0、1、2、3 

拡張パーティション番号 非サポート 4、5、6、7、8、9、10、11 4、5、6、7、8、9、10、11 

(*1) 構成できるパーティション数は最大で 2つまでです。 

MMB Web-UIについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の各章を
参照してください。 

- [Power Control] 画面 
[Power Control] 画面では、物理パーティションおよび拡張パーティションの状態表示および電源管理を設定できます。 

図 3.9 [Power Control] 画面の例（Extended Partitioning機能が有効の場合） 

 

図 3.9 [Power Control] 画面の例（Extended Partitioning機能が有効の場合）の例では、拡張パーティションであるパーティション
#4、#5、#6、#7、#8、#9が動作しています。物理パーティションの Extended Partitioningモードが Enableに設定されている場合
は、物理パーティションの電源操作はできません。パーティション#1、#2、#3は Extended Partitioningモードが Enableである物理パー
ティションであるため、画面上でグレーアウト表示されています。 
拡張パーティションの[P#]には、分割元の物理パーティション番号が表示されます。上図の例では、パーティション#4、#5、#6、#7、#8、
#9の[P#]は、それぞれ、'1'、'1'、'2'、'2'、'3'、'3'と表示されています。拡張パーティションであるパーティション#4、#5、#6、#7、#8、#9
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はそれぞれ、物理パーティションであるパーティション#1、#1、#2、#2、#3、#3の資源を使用しています。 
分割元の物理パーティションの Extended Partitioningモードが'Disable'の場合は、拡張パーティションの電源操作はできません。その
場合は、その拡張パーティションはグレーアウト表示されます。上図の例では、拡張パーティション#4、#5、#6、#7、#8、#9 それぞれの
分割元パーティション#1、#1、#2、#2、#3、#3は全て Extended Partitioningモードが'Enable'であるため、グレーアウトされていませ
ん。 
[Power Control]画面に関して詳しくは、『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）
の「2.4.1 [Power Control]画面」を参照してください。 
- [Partition Configuration] 画面 

[Partition Configuration] 画面では、物理パーティションに割り当てられたリソースとして、SB、IOUEおよび Extended 
Partitioningを表示します。 

図 3.10 [Partition Configuration] 画面の例（Extended Partitioning機能が有効の場合） 

 

[Partition Configuration]画面に関して詳しくは、『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』
（CA92344-1657）の「2.4.4 [Partition Configuration]画面」を参照してください。 
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- [SB] 画面 
[SB] 画面では、拡張パーティションに[Partition Name]、[CPU]、[Memory]などの SBの資源割り当てを設定します。 

図 3.11拡張パーティションの[SB] 画面の例 

 

「図 3.12拡張パーティションの[IOU] 画面の例」では拡張パーティション#5で使用できます。複数の SBがある場合には、サブメニュー
領域内の Partition #x Extended Partition Configuration配下に複数の SBが表示されます。 
拡張パーティションの[SB]画面に関して詳しくは、『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-
1657）の「2.4.5.1 [SB]画面」を参照してください。 
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- [IOUE] 画面 
[IOUE] 画面では、拡張パーティションを構成する IOUEを設定します。 

図 3.12拡張パーティションの[IOU] 画面の例 

 

複数の IOUEがある場合には、 サブメニュー領域内の Partition #x Extended Partition Configuration配下に[IOUE#x] が表示
されます。例えば、IOUE#1 と IOUE#2がある場合は、[IOUE#1]の下に[IOUE#2]が表示されます。 
拡張パーティションの[IOUE]画面に関して詳しくは、『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』
（CA92344-1657）の「2.4.5.2 [IOU]画面」を参照してください。 
- [PCI Box] 画面 

[PCI Box] 画面では、拡張パーティションを構成する PCIボックスを設定します。 

図 3.13拡張パーティションの[PCI Box] 画面の例 

 

PCNCが 1枚の場合は、表示される PCI Slot数は半分の 6つになります。「図 3.13拡張パーティションの[PCI Box] 画面の例」は
PCNCが 1枚搭載されています。そのため、PCI Slotが 6個表示されています。複数の PCIボックスがある場合には、サブメニュー領
域内の Partition #x Extended Partition Configuration配下に[PCI Box#x] が表示されます。例えば、PCI Box#1 と PCI Box#2
がある場合は、[PCI Box#1]の下に[PCI Box#2]が表示されます。 
拡張パーティションの[PCI Box]画面に関して詳しくは、『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』
（CA92344-1657）の「2.4.5.3 [PCI Box]画面」を参照してください。 
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- [IPv4 Console Redirection Setup] ／[IPv6 Console Redirection Setup] 画面 
[IPv4 Console Redirection Setup] ／[IPv6 Console Redirection Setup] 画面では、コンソールリダイレクションを設定しま
す。 

図 3.14 [IPv4 Console Redirection Setup] 画面の例 

 

図 3.15 [IPv6 Console Redirection Setup] 画面の例 

 

拡張パーティションの IPには、分割元の物理パーティション（「図 3.14」／「図 3.15」のパーティション#0、パーティション#1）で設定され
た IPが使用されます。拡張パーティション用の設定はありません。 
[IPv4 Console Redirection Setup]画面/[IPv6 Console Redirection Setup]画面に関して詳しくは、『PRIMEQUEST 3000シリ
ーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.4.3 [Console Redirection Setup]画面」を参照してください。 
 



第 3章 コンポーネントの構成と交換（増設、削除） 
  

 

78 CA92344-1656-30 

- [Mode] 画面(物理パーティション) 
Extended Partitioning機能は、物理パーティションの[Mode]画面から有効／無効を設定することができます。 
Extended Partitioning機能は、デフォルトでは無効となっています。 

図 3.16物理パーティションの[Mode] 画面の例 
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- [Mode] 画面(拡張パーティション) 
拡張パーティションの[Mode] 画面では、モードの設定を確認します。拡張パーティションの[Mode]画面では、モードの設定変更は
できません。 

図 3.17拡張パーティションの[Mode] 画面 

 

[Mode]画面に関して詳しくは、『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.4.9.4 

[Mode]画面」を参照してください。 

●Extended Partitioningの設定 

Extended Partitioning機能を有効にする場合は以下の手順を行います。 

1. [Partition] - [Mode] メニューから[Extended Partitioning Mode] を'Enable'に設定します。 
2. [Apply] ボタンをクリックします。 

確認ダイアログボックスが表示されます。 
3. [OK] ボタンをクリックします。 

備考 

[Extended Partitioning Mode] が'Enable'の場合、[Dynamic Reconfiguration]を'Enable'にすることはできません。 

 
Extended Partitioning機能を無効にする場合は以下の手順を行います。Extended Partitioningを無効にしたパーティションは、次
回起動時から物理パーティションとして動作します。 

1. [Partition] - [Mode] メニューから[Extended Partitioning Mode] を'Disable'に設定します。 
2. [Apply] ボタンをクリックします。 

確認ダイアログボックスが表示されます。 
3. [OK] ボタンをクリックします。 
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備考 

[Extended Partitioning Mode]を'Disable'にしても、拡張パーティション番号や資源の割当てなどの構成情報は保存されてい
ます。 

 
Extended Partitioningモードによって影響を受けるMMBの画面は以下のとおりです。 

表 3.5 Extended Partitioning モード変更による MMBのメニューへの影響 

メニュー Extended Partitioningモード設定による影響 参照 
Partition Power Control On: 物理パーティションの電源操作不可 

Off: 拡張パーティションの電源操作不可 
「図 3.9」 

Partition#n → Mode On: 物理パーティションは Extended Partitioning モード以外の設定変更不可 
（グレーアウト）  

Off: グレーアウト解除 

「図 3.16」 
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●Extended Partitioningの電源管理 

MMB Web-UIの[Partition] - [Power Control]画面に物理パーティションと拡張パーティションの電源のオン／オフの状態の一覧が表
示されます。ユーザーは一覧から物理パーティションまたは拡張パーティションを指定して、パーティションの電源をオン／オフします。 

- 物理パーティション上で最初の拡張パーティションの電源をオンする際は、物理パーティションの電源がオンされた後、拡張パー
ティションの電源がオンされます。 

- 物理パーティション上で最後の拡張パーティションの電源をオフする際は、拡張パーティションの電源がオフされた後、物理パー
ティションの電源がオフされます。 

 
Extended Partitioningモード時は、以下の電源操作ができます。 

- All Partition Power On 
- All Partition Power Off 
- Partition Power On 
- Partition Power Off 
- Partition Force Power Off 
- Power Cycle 
- Reset 
- NMI 
- sadump 

詳しくは「9.2 パーティションの電源オンとオフ」を参照してください。[System Power Control] 画面について詳しくは『PRIMEQUEST 
3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.3.8   [System Power Control] 画面」を参照してくださ
い。 

●拡張パーティションのリセット／NMI  

ユーザーが拡張パーティションを選択してリセット、または、NMIを発行する機能です。 拡張パーティションのリセット／NMIの操作方法
については『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）「2.4.1   [Power Control] 画面」
を参照してください。 

●拡張パーティションの Activate、Deactivate 

拡張パーティションはハードウェアリソースがない状態で、空のパーティションとしてモデルによって 8個あります。拡張パーティションに物理
パーティション内のリソースを割り当てることで、拡張パーティションを Activateすることができます。 物理パーティションから拡張パーティシ
ョンを解放すると、その拡張パーティションは Freeな状態になります。この操作を拡張パーティションの Deactivate と呼びます。 
以下に拡張パーティションの Activateおよび Deactivateにする方法を説明します。 

- 拡張パーティションを Activateにします。 

1. MMB Web-UI を使用して、物理パーティションに Freeの拡張パーティション番号を割り当てます。詳しくは
『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.4.4   [Partition 
Configuration] 画面」を参照してください。 

2. 引き続き、SB、IOUEおよび PCIボックスを設定して、拡張パーティションに必要なハードウェアリソースを割り当てます。
拡張パーティションが使用可能な状態になります。 詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス
(MMB)』（CA92344-1657）の「2.4.5 [Partition #x Extended Partitioning Configuration]メニュー」を参照してくだ
さい。 

- 拡張パーティションを Deactivateにします。 

1. 拡張パーティションの電源をオフします。 
2. MMB Web-UI を使用して、物理パーティションを選択し、Deactivateにする拡張パーティションを Freeにします。 詳しく

は『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.4.4   [Partition 
Configuration] 画面」を参照してください。 
Freeにした拡張パーティションに割り当てられていたハードウェアリソースは、Extended Partitioningの構成変更機能



第 3章 コンポーネントの構成と交換（増設、削除） 
  

 

82 CA92344-1656-30 

で、ほかの拡張パーティションに割り当てることができます。拡張パーティションを Freeにすると、当該パーティションの構成
情報は削除されます。 

Extended Partitioningの Activate/Deactivateには、以下の状態が存在します。 

表 3.6拡張パーティションの Activate/Deactivate 

Mode設定(*1) 番号割当て(*2) リソース割当て(*3) 状態 備考 
Enable あり あり Activate 拡張パーティション起動可 

なし Deactivate 拡張パーティション起動不可 

なし(Free) ― 拡張パーティションへのリソース割当て情報は自動的にクリアされます。 

Disable あり あり 拡張パーティションへのリソース割当て情報は保存されます。 

なし 

なし(Free) ― 拡張パーティションへのリソース割当て情報は自動的にクリアされます。 

*1: 詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.4.9 [Partition#x] メニュ
ー」の「■ [Mode] 画面」を参照してください。 

*2: 詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.4.4 [Partition 
Configuration] 画面」を参照してください。 

*3: 詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.4.5 [Partition #x 
Extended Partitioning Configuration]メニュー」を参照してください。 

●拡張パーティションの構成変更 

Extended Partitioningの構成変更機能では、拡張パーティションに割り当てるハードウェアリソースを変更します。対象となるハードウェ
アリソースは以下のとおりです。Extended Partitioningの構成変更機能は、対象とする拡張パーティションの電源をオフして実行しま
す。 
Extended Partitioningの最小構成、最大構成、リソースの割当て単位は「表 3.2 Extended Partitioningの構成数と単位」を参
照してください。 

●コンソールリダイレクション機能 

Extended Partitioningも物理パーティション同様にコンソールリダイレクション機能を提供します。 以下に切替え方法について説明しま
す。 

1. MMBのコマンドインタフェース(CLI)の console コマンドでコンソールリダイレクションする拡張パーティションを選択します。既にコンソ
ールリダイレクションを使用している拡張パーティションがある場合は、強制的にコンソールリダイレクション接続を切り替えるかどうかを
選択します。強制的にコンソールリダイレクション接続を切り替えると、切替えのタイミングによって、正常にシリアル出力が表示され
ない場合があります。なお、コンソールリダイレクション接続する前に拡張パーティションからシリアル出力したデータは、一定量保存さ
れます。そして、拡張パーティションにコンソールリダイレクション接続した際に出力されます。一定量を超えた出力データは古いデー
タから破棄されます。 

■ Extended Partitioning機能の留意事項／制限事項 

- 分割元の物理パーティションの構成は、1SB構成か、SB#0-1または SB#2-3の 2SB構成までです。2SB構成の場合は、
Reserved SBは設定できません。 

- DR と Extended Partitioningは排他で選択できます。Extended Partitioningモードが Enableの状態で DRを使用すること
はできません。物理パーティションとして動作しているパーティションでだけ DR機能を使用することができます。 

- Extended Partitioningのファームウェアが使用するため、拡張パーティションで使用できるメモリ容量は、物理パーティションのメモリ
容量よりもおおよそ 2 GB少なくなります。Memory Operation Modeをミラーモードに設定した場合は、おおよそ 4G少なくなりま
す。 

- Extended Partitioningのファームウェアは、拡張パーティションの性能に影響を与えず、共有部の管理を独立して行えるように、1
コアを占有します。そのため、拡張パーティションで使用できる CPU コア数は物理パーティションの CPU コア数よりも 1 コア少なくな
ります。 
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- 拡張パーティションでは以下の機能はサポートしません。 
- BitLocker ドライブ暗号化機能 
- TPM 
- Intel TXT 
- Intel TSX 
- Intel VT 
- Sub NUMA Clustering 
- VIOM 
- eLCM 

- Memory Scale-up Boardを含むパーティションでは、Extended Partitioningは使用できません。 
- Extended Partitioning動作中にファームウェアを更新できます。なお、更新を反映するには物理パーティションのリセットが必要で

す。 
- 一部の CPUの機能は物理パーティションの UEFIでだけ設定変更できます。詳細は、『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管

理ツールリファレンス(UEFI)』（CA92344-1658）の「第 2章 UEFIのメニュー操作」を参照してください。 
- Watchdog タイムアウト検出後の Extended Partitioning動作については以下から選択します。 

- Continue 
- Reset 
- NMI 
- Power Cycle（*1） 

*1: Extended Partitioningの「Power Cycle」はリセットと同じ動作をします。 
- メモリ設定は物理パーティションの設定が拡張パーティションにも適用されます。拡張パーティションには設定できません。 

- Memory Operation Mode 
- Memory Mirror RAS Mode 
- Patrol Scrub（UEFI メニューで設定） 

- Reserved SBを組み込んだ物理パーティションは、以前の拡張パーティションの構成情報を保持するが、ハードウェア資源は縮退
前の SB と異なる場合があります。 

- 拡張パーティションは CPU コア縮退／メモリ縮退および予備 CPU コア／予備メモリに対応します。 CPU コア／メモリにエラーが
あり、拡張パーティション起動時に縮退する場合、拡張パーティションは最初に予備 CPU コア／予備メモリ（*1）の使用を試
み、それでも割当てる資源が不足する場合に CPU コア縮退／メモリ縮退します。 

*1: 拡張パーティションに割り当てられていないフリー状態の CPU コア／メモリ 
- 予備 CPU コア／予備メモリが存在する場合： 
故障した CPU コア／メモリの代わりに、予備 CPU コア／予備メモリを使用して、拡張パーティションを初期化します。 

- 予備 CPU コア／予備メモリが存在しない場合、または予備 CPU コア／予備メモリで不足する場合、割当てる CPU コア
／メモリを減らして拡張パーティションを初期化します。複数の拡張パーティションが同時に立ち上がる場合の、CPU コア／メ
モリ割当ての優先順位は、パーティション番号の小さい順になります。割当て可能な CPU コア／メモリがない場合、
Extended Partitioning ファームウェアが構成エラーを検出します。拡張パーティションは起動しません。 

- Extended Partitioningの sadumpは、Extended Partitioning-BIOS階層と OS階層のダンプ機能を提供します。Extended 
Partitioning ファームウェア階層のダンプはできません。 

- 拡張パーティションが占有するデバイスに比べ、拡張パーティション間で共有するデバイスへのアクセスには時間がかかります。そのた
め、アプリケーションのデバイスアクセスパターンに依存して、性能が変化します。 

- OS起動時に、以下のようなメッセージが記録されることがあるが、システム運用に問題はありません。 
「Jul 5 23:05:32 localhost kernel: TSC: HPET/PMTIMER calibration failed.」 

- 拡張パーティション番号の割り当てを物理パーティションから外した場合、当該拡張パーティションへの資源割り当ては解除される
が、BIOSの設定は保存されています。そのため、再度同一物理パーティションに当該拡張パーティション番号を割り当てると、保
存されている BIOS設定が復元されます。ただし、拡張パーティションでは分割元の物理パーティションの BIOS設定を一部引き
継ぐため、BIOS設定の異なる物理パーティションに拡張パーティション番号の割り当てを移動した場合は、以前の拡張パーティシ
ョンとは異なった BIOS設定となります。物理パーティションの設定を引き継ぐ BIOS設定項目に関しては、『PRIMEQUEST 
3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(UEFI)』（CA92344-1658）の「第 2章 UEFIのメニュー操作」を参照してください。 

- 拡張パーティションでは、iRMCの IPMI インターフェースを複数の拡張パーティションで共有するため、IPMIの性能が物理パーティ
ションと比べて低下する場合があります。 
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- 拡張パーティション上にクラスタ構成を組む場合、同じ物理パーティション上に構築した拡張パーティション間でのクラスタは避けるこ
と。 

- 拡張パーティションの BIOS メニューで Emulex LAN カードの Personality設定あるいは、QLogic LAN カードの Partition 
Mode/Port Mode設定を変更した場合、拡張パーティションの再起動では設定が反映されません。更新を反映させるために物
理パーティションの Resetを実施するか、物理パーティション上で該当の設定変更を行うこと。 

- 拡張パーティションではMMB Web-UIから SSDの寿命監視はできません。SV Agentsおよび SV RAIDをインストールし、SV 
RAIDの機能を使用します。 

- RAIDソフトウェアライセンスのアクティベーション処理を ServerViewRAID Managerから行う際は、アクティベーションキー入力後
に物理パーティションの電源を OFF/ON します。 

- OS起動時に、以下のようなメッセージが記録されることがありますが、システム運用に問題はありません。「skx_uncore: probe of 
XXXX:YY:ZZ.W failed with error -22」 (XXXX,YY,Z,W:16進数) 

- 拡張パーティションでは、Legacy モードでの OS起動をサポートしていません。 
- 拡張パーティションでは Linux OS上の KVM、Xenを使用できません。 
- 拡張パーティションは x2APIC Mode Disableで動作します。 
- OSの lspci コマンドで、拡張パーティションに割り当てていない PCI Expressスロットが表示されることがあります。この時、スロット

は表示されますが、割り当てていないスロットは空きスロットとして見えます。 
- ハードウェア RAID を割り当てた拡張パーティションのリブートを行うと、OS の起動時に「Adapter PRAID EPxxxx (1): 

Controller encountered a fatal error and was reset」とエラーが Linux の起動ログ(/var/log/messages)に登録されますが、
他の RAID 関連のエラーメッセージを伴わない場合は動作上の問題はありません。 

- PRIMEQUEST 3400S2 Lite/3400S2/3400E2/3400L2/3800E2/3800L2において、物理パーティション内に Intel(R) 
Optane(TM) DC persistent memoryを搭載している場合、Extended Partitioningは使用できません。 

■ Extended Partitioningへの OSインストール 

拡張パーティションへの OS インストールは、PXEブートによるネットワークインストールで行えます。 iRMCの USBポートを割り当てた
Extended Partitioningには、バーチャルメディア経由でも OS インストールできます。 
PRIMEQUEST 3000シリーズでは SVIMを使用した OS インストールを推奨します。PRIMEQUEST 3000 シリーズには DVD ドライブは
搭載されていません。SVIMを使用した OS インストールには以下のように Remote と Localの 2つのオプションがあります。 

- Remote インストール 
ビデオリダイレクションとバーチャルメディアを使用して OS インストールを行います。ビデオリダイレクションとバーチャルメディアは 1つの
物理パーティション上では VGA/USBが割り当てられた 
拡張パーティションでしか使用できません。詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』
（CA92344-1657）の「2.4.5   [Partition #x Extended Partitioning Configuration]メニュー」を参照してください。ある拡張
パーティションで OS インストール後、同じ物理パーティション上の別拡張パーティションでも OSをインストールする場合、当該拡張
パーティションの電源をオフしてからパーティション構成（VGA/USBの割当て）の変更が必要です。 

- Local インストール 
拡張パーティションに物理ポート（VGA、USB、・・・）を割り当てて、KVMを使用して Localで OS インストールを行います。OS
インストールの際は、従来の PRIMEQUESTシリーズと同様に一時的にオンボードの VGA/USBポートを使用できますが、1つの
物理パーティション上では VGAポートを 1つの拡張パーティション、USBポートを 1つの拡張パーティションにだけ割当てできます。
そのため、オンボードの VGA/USBポートだけを使用して同じ物理パーティション上の複数の拡張パーティションに OSをインストー
ルするには、拡張パーティションの電源をオフしてからパーティション構成の変更が必要です。 

 
Remote インストールおよび Local インストールの比較を以下に示します。 

表 3.7 OS インストールオプション比較 

オプション 特徴 備考 

Remote インストール - リモート作業が可能 - 同一物理パーティション上の複数拡張パーティションに OS インス
トールする場合には、当該拡張パーティションの電源オフと構成変
更が必要。 
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オプション 特徴 備考 

Local インストール -  - ローカル作業が必要。 
- 同一物理パーティション上の複数拡張パーティションに OS インス
トールする場合には、当該拡張パーティションの電源オフと構成変
更が必要。 
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■ Extended Partitioningの保守作業 

Extended Partitioning有効時に SB/IOUE/DU/PCIボックスの保守交換を行う場合は、当該 SB/IOUE/DU/PCIボックスの属する物理
パーティション上の全拡張パーティションの電源オフが必要です。 
Extended Partitioning有効時に IOUE/DUの PCI Expressスロットの保守交換を行う場合は、IOUE/DUの属する物理パーティション
上の全拡張パーティションの電源オフが必要です。 
Extended Partitioning有効時に PCIボックスの PCI Expressスロットの保守交換を行う場合は、当該拡張パーティションの電源をオフし
てから行うか、OSの PHP機能を使用して行います。 
 
Extended Partitioning有効時における IOUE/ DU_SAS/ DU_PCIEA/ DU_Mの PCI Expressスロット保守の可否、PCIボックスの
PCI Expressスロット保守の可否について以下の表に示します。 

表 3.8 IOUE/ DU_SAS/ DU_PCIEA/ DU_Mの PCI Expressスロットの保守 

拡張パーティション 分割元の物理パーティション 保守 

PCI Expressスロット割当て 電源状態 電源状態 

未 ― オフ 可能 

オン 不可 

済 オフ オフ 可能 

オン オン 不可 

オフ 不可 

表 3.9 PCIボックスの PCI Express スロットの保守 

拡張パーティション 分割元の物理パーティション 保守 

PCI Expressスロット割当て 電源状態 電源状態 

未 ― オフ 可能 

オン 可能 

済 オフ オフ 可能 

オン オン 可能 (*1) 

オフ 可能 

(*1) PHPに対応しているカードのみ。 
 

PCIボックスのファイバーチャネルカードのファームウェアを更新する場合は当該カードの交換有無に関わらず、「活性保守交換後にファー
ムウェア版数を合わせる作業で必要となるモジュール」も合わせて更新する必要があります。以下の URLから、該当のファイバーチャネ
ルカードに対応する活性保守交換後の Firmwareアップデート手順書とモジュールを入手し、インストールしてください。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html 

 
詳しくは「3.3 コンポーネントの交換」を参照してください。 

  

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html
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3.2.2  Extended Socket 
Extended Socket は、物理 NIC等の物理的なネットワークハードウェアデバイスを追加することなく、同一物理パーティション上に構築され
た拡張パーティション間で最大 40Gbpsの高速通信を可能にする機能です。ファームウェア内の仮想ネットワークスイッチにより、各拡張パー
ティションは Extended Socket ドライバを通して通信を行います。Extended Socket ドライバは各 EPの OS上にインストールされ、OSか
らは追加のネットワークデバイスとして見えます。 

図 3.18 Extended Socketの概要 

 

■ Extended Socketの有効/無効 

Extended Socketは、MMB Web-UIの拡張パーティションの[Mode]画面から有効/無効を設定することができます。 
[Mode]画面について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.4.9.4 
[Mode]画面」を参照してください。 

■ Zoning機能 

Zoning 機能とは、ある拡張パーティションが許可された拡張パーティションとのみ Extended Socketによる高速通信を可能とする機能で
す。 
Extended Socketでは、Zone と呼ばれる通信グループを各拡張パーティションに設定します。同じ Zoneに属する拡張パーティション間で
のみ通信可能です。 
以下に、モデル別の Zoneの最大数を示します。 

表 3.10 モデル別の最大 Zone数(PRIMEQUEST 3400S2 Lite/3400S2/3400E2/3400L2/3800E2/3800L2/ 3400S 
Lite/3400S/3400E/3400L/3800E/3800L) 

 PRIMEQUEST 
3400S2 Lite/3400S2 

3400S Lite/3400S 

PRIMEQUEST 
3400E2/3400L2/ 

3400E/3400L 

PRIMEQUEST 
3800E2/3800L2/ 

3800E/3800L 
最大 Zone数 Extended Socket はサポー

トしません。 

8 8 

注意 

- Zoneを割り当てていない拡張パーティションは他の拡張パーティションと Extended Socketによる通信はできません。 
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- 1つの拡張パーティションに設定できる Zoneは 1つです。 
- ある拡張パーティションに対して、異なる物理パーティション上の拡張パーティションが属している Zoneを設定することはできませ

ん。 
- 拡張パーティションの電源がオンされている場合に、当該拡張パーティションの Zone設定を変更する際は、以下の手順を行いま

す。 
1. OS上で Extended Socket ドライバをアンロードします。 

「■ Extended Socket ドライバのロード/アンロード」に記載されている手順で Extended Socket ドライバをアンロードしま
す。 

2. MMB Web-UIで Zoneの設定を変更します。 
3. OS上で Extended Socket ドライバをロードします。 

「■ Extended Socket ドライバのロード/アンロード」に記載されている手順で Extended Socket ドライバをロードします。 
4. OSのアプリケーションを再開します。 

 
Zoneの設定は、MMB Web-UIの[Extended Socket Configuration]画面から行えます。 
[Extended Socket Configuration]画面について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』
（CA92344-1657）の「2.4.6 [Extended Socket Configuration]画面」を参照してください。 

■ VLAN機能 

Extended Socketでは、Zone内で Tag-VLAN機能をサポートします。 

■ OS上から Extended Socketを確認する方法 

OS上では、Extended Socketは、通常、”es0”というネットワークインターフェースとして見えます。 
Extended Socket以外で既に”es0”が存在している場合は、”es1”のように番号がインクリメントされます。この場合、どれが Extended 
Socketに割り当てられているインターフェースかは、以下のようにハードウェアアドレスから確認します。 
1. Extended Socketのハードウェアアドレスを確認します。 

Extended Socketのハードウェアアドレスは各モデルの拡張パーティション番号ごとに決まっています。モデル毎の拡張パーティション番
号に対する Extended Socketのハードウェアアドレスを以下に示します。 

拡張パーティション番号 
ハードウェアアドレス 

3400E2/3400L2/ 
3400E/3400L 

3800E2/3800L2/ 
3800E/3800L 

#4 02:00:00:00:00:00 02:00:00:00:00:00 

#5 02:00:00:00:00:01 02:00:00:00:00:01 

#6 02:00:00:00:00:02 02:00:00:00:00:02 

#7 02:00:00:00:00:03 02:00:00:00:00:03 

#8 02:00:00:00:00:04 02:00:00:00:00:04 

#9 02:00:00:00:00:05 02:00:00:00:00:05 

#10 02:00:00:00:00:06 02:00:00:00:00:06 

#11 02:00:00:00:00:07 02:00:00:00:00:07 

 
2. 上記のハードウェアアドレスを持つインターフェース名を確認します。 

例 1は、PRIMEQUEST 3400Eで拡張パーティション#4で、”es0”のインターフェース名が Extended Socket以外で使用されてい
て、”es1”が使用されていない場合の例です。 

(例 1) 

# grep –il “02:00:00:00:00:02” /sys/class/net/*/address 
/sys/class/net/es1/address 

例 2は、PRIMEQUEST 3800Eで拡張パーティション#4で、”es0”のインターフェース名が Extended Socket以外で使用されてい
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て、”es1”が使用されていない場合の例です。 

(例 2) 

# grep –il “02:00:00:00:00:00” /sys/class/net/*/address 
/sys/class/net/es1/address 

 

■ Extended Socket ドライバのロード/アンロード 

● Extended Socket ドライバのロード 
以下のコマンドを実行します。 

# /sbin/modprobe fjes 

● Extended Socket ドライバのアンロード 
1. Extended Socketのネットワークインターフェース名を確認します。 

「■ OS上から Extended Socketを確認する方法」における方法で、Extended Socketのインターフェース名を確認します。 

2. Extended Socketのネットワークインターフェースを停止します。 
（例）Extended Socketのインターフェース名が”es0”の場合 

# /sbin/ifconfig es0 down 

3. Extended Socket ドライバをアンロードします。 

# /sbin/modprobe -r fjes 

■ Extended Socket機能の留意事項／制限事項 

- Extended Socket 有効時、Memory Operation Modeは、Normal&Lockstep Disabledに設定します。Normal & 
Lockstep Disabled以外を設定した場合、Extended Socketによる拡張パーティション間の通信性能が落ちる可能性がありま
す。 

- Hyper Threadingを無効にした状態で Extended Socketを使用すると Extended Socketによる拡張パーティション間の通信
性能が落ちる可能性があります。これを回避するためには、CPUの Cステートと Pステートを C0、P0で固定します。 
Cステートを C0に固定するためには、OS上で以下の手順を行います。 
1. /etc/default/grubを以下のように修正します。 

GRUB_CMDLINE_LINUXの行に"intel_idle.max_cstate=0 processor.max_cstate=0 idle=poll"を追加します。 
2. 以下のコマンドを実行します。 

RHEL7/ RHEL8の場合 

# grub2-mkconfig -o /boot/efi/EFI/redhat/grub.cfg 

RHEL9の場合 

- RHEL9.2以前 

# grub2-mkconfig -o /boot/grub2/grub.cfg 

- RHEL9.3以降 

# grub2-mkconfig -o /boot/grub2/grub.cfg --update-bls-cmdline 

Pステートを P0に固定するためには、OS上で以下の手順を行います。 
1. スーパーユーザーになります。 

$ su - 

2. 以下のコマンドを実行します。 
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# cpupower frequency-set –g performance 

- Extended Socketを経由して kdumpを他のホストに出力することはできません。 
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3.2.3  Dynamic Reconfiguration（DR） 
ここでは、DRによる活性保守について説明します。 
活性保守の操作方法について詳しくは「第 4章 Red Hat Enterprise Linux 7以降における活性保守」または「第 5章 SUSE Linux 
Enterprise Server 12以降における活性保守」を参照してください。 

備考 

- Dynamic Reconfiguration機能は、PRIMEQUEST 3400E/3400L/3800E/3800Lにおいて対応しています。 
- Dynamic Reconfiguration機能は、PRIMEQUEST 3400E2/3400L2/3800E2/3800L2においては未対応です。 

■ 機能概要 

DR機能は、パーティションのシステムを停止することなく、CPU、メモリ、I/Oなどのハードウェアリソースの追加および削除を行うための機能で
す。追加および削除を行う単位は、パーティション構成要素である SB、IOUE（PCIボックスを含む）です。以下に、構成要素別に DR機
能について説明します。 

- SB活性保守（SB活性増設／SB活性削除） 
パーティションのシステムを停止することなく、CPU、メモリのリソースを SB単位で追加する機能です。以下の機能を提供します。 
- 運用中のシステムに対する CPUおよびメモリ資源の増強を可能にします。 
- 故障の予兆を検出した SBの活性保守を可能にします。 
- パーティション間での SB資源の再配分を、負荷に応じて行います。 

図 3.19 SB活性増設 

 

番号 説明 

（1） SBの動的追加（オペレータ操作） 

図 3.20 SB活性削除（故障 SBの切離し） 

 

番号 説明 

（1） 障害予兆 

（2） SBの動的切離し（オペレータ操作） 
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番号 説明 

（3） 交換 

- IOUE活性保守（IOUE活性増設／IOUE活性削除） 
OSを再起動することなく、IOUEのシステムへの組込み（IOUE活性増設）および切離し（IOUE活性削除） ができる機能
です。PCIボックス単体のホットプラグはできません。PCIボックス上の PCI Express カード単体のホットプラグはできます。 
以下の機能を提供します。 
- 運用中のシステムに対する I/O資源の増強（特に PCI Expressスロットの追加を必要とする資源増強）を可能にします。 
- 故障 IOUEまたはその予兆を検出した IOUEの活性交換を可能にします。 
- パーティション間での IOUE資源の再配分を、負荷に応じて行います。 

図 3.21 IOUE活性増設 

 

番号 説明 

（1） IOUEの動的追加（オペレータ操作） 

図 3.22 IOUE活性削除（故障 IOUEの切離し） 

 
 

番号 説明 

（1） 障害予兆 

（2） IOUEの動的切離し（オペレータ操作） 

（3） 交換 
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■ DRの適用ルール 

DRは UEFIで設定します。 以下に DRの適用条件を示します。 

表 3.11適用条件 

項目 設定／条件 
SB 1枚以上 
CPU Xeon Platinum 
メモリ（*1） Home SB 2 GB +（論理 CPU数 x 100 MB）+（システム全体のメモリ容量 x 

0.03）+ hugetlbのメモリ容量 

Home SB以外 特になし 
Memory Scale-up Board 当該パーティションに含まれていないこと 

Extended Partitioning機能 無効 

DR機能 有効 

TPM機能 無効 

*1: SB活性増設の場合、追加する SBは FreeSBまたは、対象パーティションの Reserved SBであること。 

 
DR機能の対象および対応 OSを以下に示します。 

表 3.12 DR対応一覧 

OS種 コンポーネント 
SB (CPU(*1), DIMM(*1)) IOUE(*2) PCIボックス(*3) 

活性増設 活性削除 活性交換 活性増設 活性削除 活性交換 活性増設 活性削除 活性交換 

VMware ESXi 6以降 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

Windows Server 2012 R2 以降 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

RHEL 7.3およびマイナー改版(*4) サポート サポート サポート サポート サポート サポート ― ― ― 

RHEL 8以降およびマイナー改版 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

SUSE Linux Enterprise Server 12 SP2およ
びマイナー改版(*5) 

サポート サポート サポート サポート サポート サポート ― ― ― 

SUSE Linux Enterprise Server 15以降および
マイナー改版 

― ― ― ― ― ― ― ― ― 

(*1) CPUおよび DIMMは、ハードウェアとしての物理的な交換はできません。CPUおよび DIMM交換時には、SBの活性削除で SBを
切り離す、またはパーティションを停止します。 

(*2) 搭載されている PCI Express カードが全て PCI Hot Plugに対応している必要があります。 
(*3) PCIボックスは IOUE と連動します。PCIボックス単体の DRは未サポートです。 
(*4) kernel-3.10.0-514.10.2.el7.x86_64 以降が必要です。 
(*5) Xen を使用する場合、DR 機能はサポート対象外です。 

●dr コマンドパッケージの確認方法 

以下のコマンドを実行して dr コマンドパッケージがインストールしてあるか確認します。 

rpm – qa | grep FJSVdr-util 

RHEL7の例: 

# rpm -qa | grep  FJSVdr-util 
FJSVdr-util-RHEL7-1.0.0-1.noarch 

インストールされていない場合は「4.1.2 Dynamic Reconfiguration utilityのインストール・アンインストール」、「5.1.2 Dynamic 
Reconfiguration utilityのインストール・アンインストール」を参照してインストールしてください。 
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●DRでのメモリの種類 

DRのメモリは、使用状況により以下の 3種類が存在します。 
- カーネルメモリ 

OSが内部的に使用するメモリです。カーネルメモリは SBホットプラグ操作によりシステムから切り離すことはできません。カーネルメ
モリは、起動時に Home SBのメモリから確保します。 

- ユーザーメモリ 
カーネルメモリがロードされないメモリです。ユーザーメモリは、SBホットプラグ操作によりシステムから活性削除できます。 

- 特殊メモリ 
hugetlbfsの特殊なメモリです。hugetlbfsは SBホットプラグ操作によりシステムから切り離しできません。そのため、このメモリは
Home SB上だけに存在します。 
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■ Dynamic Reconfiguration 機能の留意事項／制限事項 

 SB/IOUE hotadd/ hot removeに共通する事項 
 設定に関する事項 

- DRが有効なパーティションでは、Memory Operation Modeの Normal Mode & Lockstep Disableのみサポートし
ます。 

- DR機能を使用する場合、パーティション内の DIMM と追加する SBの DIMMはすべて同じモデルにしてください。 
- SB活性増設する場合は、パーティション内の SBの DIMM枚数と SBに搭載する DIMM枚数を同じにしてください。

パーティション内の Home SBが DIMM縮退状態であるところに SBを活性増設する場合、追加する SBの構成は、
DIMM縮退前の Home SB と同じ構成にしてください。追加する SBにおいて、Home SBの縮退した DIMMの分を
外して未搭載にする必要はありません。 

- DRが有効なパーティションでは強制的に UEFI mode で起動するため、Legacy OS が起動できません。Legacy OS
を起動したい場合は、DR disable に変更します。 

- DR機能と TPM/ TXT機能および Secure Boot機能を同時に有効にできません。 
- Memory Scale-up Boardの活性増設はできません。 
- Memory Scale-up Boardを含むパーティションに対して DR操作を行うことはできません。 
- Dynamic Reconfiguration機能と Extended Partitioning機能を同時に有効にすることはできません。 
- RHEL7で DR機能を使用する場合は、KSM機能(ksm, ksmtuned)を無効にします。 
- DR機能が有効なパーティションでは Patrol Scrub機能はサポートしません。 

BIOS メニュー上で、Enableにしても有効になりません。 
- DR機能が有効なパーティションでは Post Package Repair機能はサポートしません。 

BIOS メニュー上で、Enableにしても有効になりません。 
- DR機能が有効なパーティションでは Sub NUMA Clustering機能はサポートしません。 

BIOS メニュー上で、Enableにしても有効になりません。 
- DR機能が有効なパーティションでは Uncore Frequency Scaling機能はサポートしません。 

BIOS メニュー上で、Enableにしても有効になりません。 
 運用中に関する事項 

- DR機能（SB活性増設/SB活性削除, IOUE活性増設/活性削除）は、MMBのコマンドインターフェース（CLI）
の DR操作コマンドを使用して手動で操作します。予兆監視などと連動した自動的な処理は行ないません。メンテナン
スモードでは、DR操作はできません。 

- DR操作（SB活性増設／SB活性削除／IOUE活性増設／IOUE活性削除／PCI Express カードの活性増設
／PCI Express カードの活性削除）は筐体内で同時に 1つしか実行できません。 

- SB/IOUEの活性増設／活性削除操作は複数の SB/IOUEを同時に指定できません。複数の SB/IOUEを増設／
削除する場合は 1つずつ DR操作を実施します。 

- DR実行中は業務処理で TIMEOUTが発生する可能性があるため、負荷が低い状態で DRを実行します。
TIMEOUTが発生した場合の対処については、「4.2.4 OSの SB活性増設処理での TIMEOUT発生時の対処」を
参照してください。 

- DR操作は EFI Shell上では実行できません。OS上から実行します。 
- パーティションの停止またはリセット以外で DRの実行のキャンセルはできません。 
- クラスタ構成で DRを実行する場合、当該パーティションをクラスタグループから外した状態で実施します。詳しくは

「PRIMECLUSTER 導入運用手引書(J2UZ-5274-08Z2(00) HTML, J2UZ-5274-08Z0 (00) PDF」を参照してく
ださい。 

- SB活性増設および IOUE活性増設の際に、追加する SBおよび IOUEに warningまたは errorがある場合は、
DR操作はできません。保守交換を行ってから DR操作を行います。 

- SB/IOUEの活性増設/活性削除中に「BIOS Error Code =0xXXXX」のメッセージが表示された場合、組み込み先
または組み込み元のパーティションの電源オフを行わないと再度、活性増設/活性削除の実行はできません。 

- ビデオリダイレクションを起動したまま DRを行わないでください。DR操作は、コンソールリダイレクションから telnetなどを
使って行ってください。 

- DR中にビデオリダイレクションを起動しないでください。 
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- RHEL7/SLES12で DR機能を使用する場合は、非 Home SB上のノードのメモリのみをプロセスにバインドすることは
できません。 

 IOUE hotadd/ hot removeに関する事項 
 運用中に関する事項 

- kdump/sadumpが機能しなくなるため、kdump/sadump用ディスクがある IOUEの活性増設、活性削除、活性交
換は行わないでください。IOUEの活性増設、活性削除、活性交換はダンプディスクが接続されていないことを確認して
から行います。 

- 活性交換または活性増設した IOUEに搭載した PCI Express カードについて、OSおよびアプリケーションで行った設
定が、パーティション再起動後に初期状態に戻ることがあります。（*1）IOUEの活性交換または活性増設後の初回
のパーティション再起動後は、OSおよびアプリケーションにおいて PCI Express カードの設定を確認し、初期状態であ
れば、再度設定を行ってください。 
（*1）PCI Express カードのドライバやアプリケーションに依存します。 
設定が初期状態に戻らないことが確認できている PCI Express カードおよびドライバを以下に示します。 

表 3.13設定が初期状態に戻らないことが確認できている PCI Express カードおよびドライバ 

PCI Express カード名 
(Vendor ID/ Device ID/ Subsystem ID) 

ドライバ 

クアッドチャネル LAN カード (1000BASE-T) 
(8086/1521/00A1) 

NVM 1.55 

デュアルチャネル LAN カード (10G BASE-T) 
(8086/1563/001A) 

NVM 1.55 

シングルチャネルファイバーチャネルカード (16Gbps) 
(10DF/E300/E311) 

11.2.210.8 

シングルチャネルファイバーチャネルカード (32Gbps) 
(1077/2261/0299) 

MultiBoot (Flash Image): 01.60.15 
BIOS: 3.51 
Firmware: 8.03.07 
UEFI: 6.03 

- DU_SAS/ DU_PCIEA/ DU_Mが接続されている IOUEの活性増設・活性削除・活性交換はできません。 
- IOUE活性増設中は追加した IOの異常検出ができない場合があります。 

 SB hotadd/ hot removeに関する事項 
 設定に関する事項 

- SB活性増設により当該パーティションの CPU数が増加する場合には、当該パーティション上で動作するソフトウェアに
対する CPU ライセンスの追加購入が必要。 

- SB活性増設により追加される SB上にある CPUの TSC（Time Stamp Counter）は、稼動しているシステムと同
期しません。TSCで時刻調整処理や同期処理などをしているプログラムは HPETへの変更が必要となります。 

- kernel カーネルオプションに nmi_watchdog=0を指定します。 
 運用中に関する事項 

- SB活性増設する先のパーティションは SBに CPU2個を搭載します。1CPUのみ搭載している SBをパーティションに
含んでいる場合は SBの活性増設は出来ません。 

- カーネルメモリは Home SBにだけ存在します。そのため、Home SBは活性削除できません。 
- Home SBはパーティション起動中に別の SBに変更できません。Home SBの変更をする場合は、パーティションを停

止してから変更します。 
- Reserved SBを活性増設でパーティションに組み込んだあとは、Reserved SBの設定が解除されます。 
- パーティションに属している Reserved SBを活性削除した場合、Reserved SBの設定は解除されません。 
- SB活性増設中または SB活性削除中は、sadump機能は動作しません。 
- CPUバインドを使用して特定の CPUにプロセスを割り当てている場合、SB活性削除を実施すると、 意図しない別の

CPU上に該当プロセスが移動されます。SB活性削除を行う前に、CPUバインドの影響を検討します。 
- SB活性増設の場合、Power Off、reset、Power Cycle などのパワー制御、または異常が発生する場合、test 

phase の処理が完了したかによってパーティション構成が変わります: 
- test phase 処理が完了する前：現在のパーテョション構成(追加 SBは含まない) 
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- test phase処理が完了した後：DRによって指定したパーテョション構成(現在＋追加 SBの構成) 
追加 SBの CPU/メモリに異常が発生した場合、故障 CPU/メモリは
縮退されます。 
活性増設に失敗した SBを当該パーティションから外す場合は、当該パーティ
ションの Power Offが必要。 

- SB活性増設にかかる時間はメモリの搭載量や CPUの負荷、IO負荷等によって異なります。メモリの搭載量が多い場
合は、SB 活性増設には時間がかかります。SB hot addにかかる時間はシステム設計時に事前に実施し見積もりま
す。例として、384GBのメモリを搭載した SB 1枚と IOUE 1台で構成されるパーティションに対して、同容量のメモリを
搭載した SB を活性増設した場合、必要な時間は 60分程度です。(他の負荷がない状態で計測) 

- SB活性増設中または活性削除中、活性処理のために、少なくとも一つの論理 CPUを 100%使用します。 
- SB活性増設または活性削除後は、OSからの再起動およびMMBの reset操作は 1回だけ Power Cycleになる

可能性があります。 
- RHEL7/SLES12では SB活性削除の"Offlining removed Memory/CPU"phase 実行中に NMI などによる

kdumpが実行できません。 
- RHEL7で DR実行中に"WARNING: at arch/x86/kernel/cpu/perf_event_intel_uncore.c:XXXX 

uncore_change_context+0xYYYY/0xZZZZ()"というメッセージとともに、コールトレースが出力されることがあるが、運
用上問題ありません。(XXXX:10進数、YYYY,ZZZZ:16進数) 

- RHEL7/SLES12では SB活性増設によって追加された CPUの Turbo Boost機能が働かない場合があります。 
- SB 活性増設または活性削除操作中に、対象パーティションのパワーオフやリセット、リブートの操作を行なわないでくだ

さい。 
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3.2.4  Reserved SB 
Reserved SB機能とは、あらかじめ筺体内に予備の SBを実装しておき、故障した SBを自動的に切り離し、予備 SBを組み込んでパー
ティションを再起動する機能です。特に、障害発生時の切替え目的の予備 SBを Reserved SB と呼びます。PRIMEQUEST 3000シリ
ーズは、すべてのモデルで Reserved SB機能をサポートします。 
Reserved SB機能を利用すると、SB上でハードウェア故障が発生したとき、以下のような利点があります。 

- SB資源の減少がなく、早期復旧が可能です。 
- SB1個のパーティションで、SBが故障（SB縮退）しても復旧可能です。 

また、運用中のパーティション内の SBも Reserved SB として指定できます。この場合の SBを Active Reserved SB と呼びます。この機
能を使用すると、Reserved SBをより有効に活用できます。 
 
テスト系パーティションの SBを Reserved SB とした運用例を以下に示します。 本番系のパーティションで SB故障が発生すると、ファームウ
ェアがテスト系のパーティションにシャットダウン指示を出し、シャットダウンが完了後、本番系の SB として組み込みます。ただし、本設定はテス
ト系のシャットダウン時間が許容できる場合にだけ適用できます。 

図 3.23テスト系パーティションの SBを Reserved SB とした運用例 

 

番号 説明 

（1） 本番系 

（2） テスト系 

（3） Partition#1がシャットダウン 

備考 

- SBは SBの Reserved SB としてのみ機能し、Memory Scale-up Boardの Reserved SB として機能しません。 
- Memory Scale-up BoardはMemory Scale-up Boardの Reserved SB としてのみ機能し、SBの Reserved SB として機

能しません。 
- Reserved SBはハード的な障害が起きた場合に使用します。Reserved SBに切り替わった理由をメモリダンプ情報から調べるこ

とはできません。Reserved SBに切り替わった理由は、MMBのシステムイベントログを参照します。なお、メモリダンプの情報はソフ
ト的な障害を調べるために使用します。 

- Windowsがインストールされたパーティションでは、Reserved SBに切り替わった後の初回起動時に、パーティションの再起動が
要求されます。指示に従って再起動します。 

- Windowsがインストールされたパーティションの場合、SB故障時の業務停止時間に、再起動にかかる時間を考慮します。 
Reserved SBに切り替わる際のリブート時と初回起動時、合計 2回分の再起動時間が必要になります。なお、初回起動時の
再起動は、事前に回避策を実施しておくことにより、障害発生時の再起動を 1回にできます。回避策について詳しくは「■
Windows再起動回避手順」を参照してください。 
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■ Reserved SBの定義情報 

Reserved SBの定義情報は、Reserved SB動作後には自動解除されます。 

注意 

Reserved SB動作後の保守時に復旧する場合、故障部品の交換と、Web-UIから Reserved SB情報の再設定を行ってください。 

■ Reserved SBの設定ルール 

以下に、Reserved SBの設定条件を示します。 
- 下記の条件を満たす自パーティションに属していないすべての SBを Reserved SB として設定できます。（ただし、Memory 

Scale-up Boardの Reserved SB としては機能しません。） 
【パーティションが 1SB構成の場合】 

- SB内で CPUおよび DIMMの搭載ルールが守られていること。(*1) 

 
【パーティションが 2SB以上で構成されている場合】 

- CPUが 2個搭載されていること。 
- CPU混載条件を満たすこと。 
- DIMM混載条件を満たすこと。 
- DIMM構成が切替元の SB と同じMemory Operation modeの搭載条件を満たすこと。 
- PRIMEQUEST 3800E2/3800L2において、Gold 62xx CPUを搭載した SBを含まないこと。 

- Memory Scale-up Boardは Reserved SB として設定できません。 
- 1つの SBを複数のパーティションの Reserved SB として設定できます。 
- 1つのパーティションに対して、複数の SBを Reserved SB として設定できます。 
- Reserved SBに設定している SBを、MMB Web-UIから設定して、任意のパーティションに組み込むことができます。この際、組

み込んだ先のパーティションに対する Reserved SB設定は解除されます。その他のパーティションに対する Reserved SB設定は
持続されます。 

- PRIMEQUEST 3400S2 Lite/3400S2/3400E2/3400L2/3800E2/3800L2において、Intel(R) Optane(TM) DC 
persistent memoryを搭載した SBを Reserved SBに設定することはできません。 

- PRIMEQUEST 3400S2 Lite/3400S2/3400E2/3400L2/3800E2/3800L2において、Intel(R) Optane(TM) DC 
persistent memoryを搭載した SBを含むパーティションに対して Reserved SBを設定することはできません。 

(*1) パーティションが 1 SBで構成されている場合、DIMM構成は Reserved SB設定先のパーティションの Memory operation 
Modeの条件を満たさなくても設定できます。ただし、Reserved SBの DIMM構成が切替え元の SB と異なる場合、
Reserved SB切替え後の Memory Operation Modeが切り替え前の Memory Operation Modeから変わる場合がありま
す。Reserved SB切り替え前後の Memory Operation Modeの変化を以下に示します。 

表 3.14 パーティションを 1SBで構成時の Reserved SB切替え前後における Memory Operation Mode 

元のSB Reserved SB用のSBのDIMM構成 
(*1) 

Reserved SB切替え後 
Memory Operation Mode Lockstep Memory Operation Mode Lockstep 

Normal Disabled Normal& Lockstep Disabled Normal Disabled 
Normal& Lockstep Enabled 
Spare 

Normal Enabled 

Mirror Full Mirror Disabled 
Mirror 
Normal& Lockstep Disabled 

Normal Disabled 

Mirror 
Normal& Lockstep Enabled 
Spare 

Normal Enabled 

All mode Normal Disabled 
Enabled Normal& Lockstep Disabled Normal Disabled 

Normal& Lockstep Enabled 
Spare 

Normal Enabled 

Mirror Full Mirror Disabled 
Mirror 
Normal& Lockstep Disabled 

Normal Disabled 

Full Mirror 
Normal& Lockstep Enabled 

Normal Enabled 
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元のSB Reserved SB用のSBのDIMM構成 
(*1) 

Reserved SB切替え後 
Memory Operation Mode Lockstep Memory Operation Mode Lockstep 

Spare 
All mode Normal Enabled 

Full Mirror Disabled Normal& Lockstep Disabled Normal Disabled 
Normal& Lockstep Enabled 
Spare 

Normal Enabled 

Mirror Full Mirror Disabled 
Mirror 
Normal& Lockstep Disabled 

Full Mirror Disabled 

Mirror 
Normal& Lockstep Enabled 
Spare 

Full Mirror Disabled 

All mode Full Mirror Disabled 
Address Range Mirror Disabled Normal& Lockstep Disabled Normal Disabled 

Normal& Lockstep Enabled 
Spare 

Normal Enabled 

Mirror Address Range Mirror Disabled 
Mirror 
Normal& Lockstep Disabled 

Address Range Mirror Disabled 

Mirror 
Normal& Lockstep Enabled 
Spare 

Address Range Mirror Disabled 

All mode Address Range Mirror Disabled 
Spare Disabled Normal& Lockstep Disabled Normal Disabled 

Normal& Lockstep Enabled 
Spare 

Spare Disabled 

Mirror Full Mirror Disabled 
Mirror 
Normal& Lockstep Disabled 

Normal Disabled 

Mirror 
Normal& Lockstep Enabled 
Spare 

Spare Disabled 

All mode Spare Disabled 

(*1) 複数の Memory Operation Modeが記載されている箇所は、記載されている全ての Memory Operation Modeを満たす
DIMM構成の場合ということを意味しています。 

■ Windows留意事項 

Windowsが動作しているパーティションで Reserved SBに切り替わる動作が発生した場合、切替え後の初回起動時に、Windows OS
が起動しないことがあります。 
Windowsが動作しているパーティションに Reserved SBを設定するには、Windowsが自動的に再起動するように設定してください。設定
について詳しくは「11.4.3 ダンプ環境の設定（Windows）」を参照し、「図 11.14 [起動と回復] ダイアログボックス」の[自動的に再起動す
る] チェックボックスをオンにしてください。SB故障時の業務停止時間には、再起動にかかる時間を考慮してください。Reserved SBに切り
替えられるときと初回起動時で、合計 2回分の再起動時間が必要です。 
ただし、以下に説明する回避手順を実行すれば、再起動の要求を抑止できます。 

■ Windows再起動回避手順 

PRIMEQUEST 3000シリーズにあらかじめ Reserved SBを認識させておくことによって、再起動の要求を抑止できます。 
以下の手順を、すべてのWindowsパーティションについて実行してください。この回避手順を行うと、SB故障のため Reserved SBへの切
替えが発生したときに、再起動が要求されなくなります。 

1. Windowsのインストールが完了したら、パーティションをシャットダウンします。 
2. MMB Web-UIを使用して、パーティションから SBを 1つ外します。SBが複数搭載されている場合は、どの SBでもかまいません。 

詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「3.4.1   パーティションの構成設定」の「■ SBお
よび IOUEの切離し」を参照してください。 

3. Reserved SB用の SBを、パーティションに追加します。 
詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「3.4.1   パーティションの構成設定」の「■
 SB/IOUEの組込み」を参照してください。 

4. パーティションの電源をオンし、Windowsを起動します。 
5. Administrator権限でログインします。再起動を要求するメッセージが表示されたら、指示に従って再起動してください。 
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6. Windowsが再起動したら、シャットダウンします。 
7. MMB Web-UIを使用して、手順 3で追加した Reserved SB用の SBをパーティションから外します。 
8. 手順 2で外した SBを、パーティションに追加します。 

■ VMware 留意事項 

VMwareが動作しているパーティションで Reserved SBに切り替わる動作が発生した場合、切替え後の初回起動時に、ゲスト OSが起
動しないことがあります。 
VMwareが動作しているパーティションに Reserved SBを設定する際は、ゲスト OSの自動起動と BlueScreenTimeoutの項目を設定
してください。 設定について詳しくは、VMwareのマニュアルを参照してください。 

■ 切替えルール 

以下に、Reserved SBの切替えルールを示します。 
- 切替え元の SB決定 

- ある SBが複数パーティションの Reserved SB として設定されており、複数のパーティションが同時に故障した場合には、番
号が小さいパーティションの SBを優先して切り替える（例 1）。 

- あるパーティション内の複数の SBが故障した場合は、SB番号が小さい SBを優先して切り替える（例 2）。 

- 切替え先の SB決定 
- あるパーティションに複数の Reserved SBを設定した場合、どのパーティションにも属さない Reserved SBがある場合にはそ
の中の SB番号が大きい Reserved SBを優先して切り替える（例 3）。 

- あるパーティションに複数の Reserved SBを設定した場合、パーティションに組み込まれた Reserved SB しか存在しない場
合には、その中でパーティションの電源がオフ状態であるパーティションの、SB番号が大きい Reserved SBを優先して切り
替える（例 4）。もし、パーティションの電源がすべてオン状態である場合は、SB番号が大きい Reserved SBを優先して切
り替える（例 5）。 

図 3.24例 1-a．2つのパーティションにそれぞれ 2つの SBを Reserved SB として設定した例（同時に SB#0 と SB#1が
故障した場合） 

 

図 3.25例 1-b．2つのパーティションにそれぞれ 1つの SBを Reserved SB として設定した例（同時に SB#0 と SB#2が
故障した場合） 

 

番号 説 明 
（1） Reserved SB切替えなし 
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図 3.26例 2. 1つのパーティション内で複数の SBが故障した場合 

 

番号 説 明 
（1） Reserved SB切替えなし 

図 3.27例 3. フリー状態の複数の SB（#2,#3）が Reserved SB として Partition#0に設定されたときの例 

 

図 3.28例 4. Partition#0の Reserved SB（#1,#2,#3）がほかのパーティションに属しているときの例 

 
 
例 4では、パーティションの電源がオフ状態の SB#1、SB#2が使用できるので、SB番号の大きい SB#2が切替え先として選択されます。 
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図 3.29例 5. Partition#0の Reserved SB（#1,#2,#3）がほかの Partitionに属しているときの例 

 
 
例 5では、パーティションの電源がオフ状態である SBはないため、パーティションの電源がオン状態である SB#1、SB#2、SB#3の中で SB
番号の大きい SB#3が切替え先として選択されます。 
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次に、Reserved SBに切り替わるときの Home SBの扱いについて説明します。 
Home SBを Reserved SBに切り替える場合、Reserved SBを含めて最も小さい番号の SBを Home SBにします（例 6）。 
Home SB以外を縮退する場合、Home SBの変更はしません（例 7）。 

図 3.30例 6．Reserved SBが SB#0に設定されていたときの例（Home SBが故障した場合） 

 

番号 説 明 

（1） Partition#0は SB#0,SB#2の構成になるので、最も小さい番
号の SB#0が Homeになります。 

図 3.31例 7．Reserved SBが SB#0に設定されていたときの例（Home SB以外が故障した場合） 

 

番号 説明 

（1） Home以外が故障した場合は Home SBは変更されません。 

 
次に、パーティションに Memory Scale-up Boardが含まれる場合の切替ルールについて説明します。 
Memory Scale-up Boardを含むパーティションにおいても、SBは Reserved SB切り替え可能です。その際の SBの切替ルールは、
Memory Scale-up Boardを含まない場合と同じです。Memory Scale-up Boardが故障した場合は、Reserved SB切り替えされませ
ん。（例 8-a、例 8-b） 

- 例 8-aは、Memory Scale-up Board (SB#1)を含むパーティションに Reserved SB (SB#3)を設定しているときに、SB (SB#0)
が故障した場合の例です。当該 SB (SB#0)が Reserved SB (SB#3)に切り替わります。 

- 例 8-bは、Memory Scale-up Board (SB#1)を含むパーティションに Reserved SB (SB#3)を設定していると きに、Memory 
Scale-up Board (SB#1)が故障した場合の例です。Memory Scale-up Boardは Reserved SBには切り替わらないため、当
該 Memory Scale-up Boardが縮退されます。 
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図 3.32 例 8-a. Memory Scale-up Boardを含むパーティションにおいて、Reserved SBが設定された ときの例（SB が故
障した場合） 

 
 

図 3.33 例 8-b. Memory Scale-up Boardを含むパーティションにおいて、Reserved SBが設定された ときの例（Memory 
Scale-up Board が故障した場合） 

 
 

■ 切替えポリシー 

Reserved SBの切替え契機を以下に示します。 
なお、Reserved SBに切り替えるタイミングは、パーティション起動時です。ここに記述しているのは、パーティション起動時に Reserved SB
に切り替える条件（契機）です。 

- SB縮退 
- DIMM縮退（1枚の DIMM縮退でも） 
- Memory Mirror崩れ検出時 
- UPI Lane縮退検出時 
- SB上の PCI Express Lane/Speed縮退検出時 
- CPU コア縮退検出時 
- CPU CEの閾値超過検出時 
- DIMM CEの閾値超過検出時 

備考 

- Reserved SB機能を使用する場合は、[ASR Control] 画面で[Number of Restart Tries] を 1以上に設定してください。[ASR 
Control] 画面について詳しくは「9.4 パーティションの自動再起動」を参照してください。 

- [ASR Control]画面で[Number of Restart Tries]を 1以上に設定している場合は、パーティションの最初の自動再起動時に
Reserved SBへ切り替わります。 
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■ Active Reserved SBの切替え処理 

以下に、Active Reserved SB（*1）の切替え処理について説明します。 

*1: あるパーティションに組み込まれていて、かつ、ほかのパーティションの Reserved SB としても設定されている SB。 

- Reserved SBが含まれるパーティションが電源オフ状態の場合は、当該 SBを切り離します。 
- Reserved SBが含まれるパーティションが電源オン状態の場合は、当該パーティションに対してファームウェアがパーティションの OS

シャットダウンを指示します。ファームウェアがパーティションに OSシャットダウンを指示したあと、強制シャットダウン時間経過後にパー
ティションの OSがシャットダウンされていない場合には、強制的にパーティションの電源をオフして当該 SBを切り離します。強制シ
ャットダウン時間は、MMB Web-UIから 0～99分で設定できます。 

- SBが複数のパーティションに Reserved SB として設定されている場合、Reserved SB として切り離されたあとは、ほかのパーティ
ションに対する Reserved SB設定は自動解除されます。 

■ Reserved SB機能の留意事項／制限事項 

Reserved SB機能には、以下の制限があります。 
- Home SBの USBポートまたは VGAポートに I/O機器を接続していた場合、Home SBが Reserved SBに切り替わったとき、

接続していた I/O機器を手作業で接続し直します。 
- Reserved SB切替え時には必ず再起動されます。 
- Reserved SB を設定する際は、パーティションの優先順位を考慮した上で設定します。相互・ループは絶対に設定しないでくださ

い。 
- Reserved SB切替え後にメモリ容量が減少する場合、その分の性能ダウンが許容範囲であることを確認します。 
- 他パーティションで使用中である Reserved SBへ切り替えるためのシャットダウン待ち時間は MMB Web-UIで設定した値（0 

～ 99分）で、初期値は 10分。また、シャットダウン待ち時間の設定はシステム（筐体内）で 1つ。指定した時間より早くシャッ
トダウンが完了した場合には、すぐに切替えを開始します。切替え時間が許容できる場合にだけ設定します。 

- Trusted Platform Module（TPM）機能を使用する場合は、Reserved SB機能を使用できません。 
- SB上の M.2または UFDをブートディスクあるいはデータディスクとして使用しているパーティションに対して、Reserved SBを設定

しないでください。 
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■ Home SBの切替え方法 

Home SB故障時に、Reserved SBに切り替える場合の各種設定情報の引き継ぎ方法を以下に示します。 

注意 

ボリュームライセンスまたはパッケージ製品をお使いの場合や、enable kit と同時に購入された SBを使用されていない場合、Reserved SB
に切り替わった後、ライセンス認証を求められることがあります。 

表 3.15 Reserved SBに切り替える場合の運用制限項目 

項目 運用制限項目 

USBポート USBポートに接続していた場合、切り替え後は手作業で Reserved SBの USBポートへ接続変更
が必要。 

VGAポート VGAポートに接続していた場合、切り替え後は手作業で Reserved SBの VGAポートへ接続変更
が必要。 

時刻設定 NTPを使用しない場合、切り替え後に時刻がずれている可能性があるため、OS上で時刻の確認・
設定が必要。 

備考 

以下の場合は、Reserved SBに切り替わった後、ライセンス認証を求められることがあります。 
- ボリュームライセンスまたはパッケージ製品を使用している場合 
- enable kit と同時に購入した SBを使用していない場合 

詳しくは「3.4 コンポーネントの増設」の「■ SB と enable kitの組合わせによるライセンス認証」を参照してください。 
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3.2.5  Memory Operation Mode 
Memory Operation Modeは、MMB Web-UIから物理パーティションごとに設定できます。 
Memory Operation Mode として以下の 4つのモードをサポートします。 

- Normal Mode 
- Full Mirror Mode 
- Address Range Mirror Mode 
- Spare Mode 

Normal Modeおよび Address Range Mirror Modeでは、さらに Lockstepの有効/無効をMMB Web-UIから設定できます。 
初期値は Normal Mode (Lockstep Enable)です。 各モードの概要を以下に示します。 

表 3.16 Memory Operation Modeの概要 

Memory Operation Mode Lockstep 説明 
Normal Mode Disable メモリの性能を最大限引き出すモードです。 

ただし、SDDCを除くすべてのメモリに関する RAS機能がサポートされません。 
Enable Memory MirrorおよびMemory Spareを使用しないモードです。メモリに関する RAS

機能として、SDDCに加え ADDDCがサポートされます。初期値として設定されていま
す。 

Full Mirror Mode Disable パーティションに含まれるすべての SBおよびMemory Scale-up Boardで Memory 
Mirrorを使用するモードです。 
このモードでは、さらにMemory Mirror RASモードとして、ミラー維持モードまたは容量
維持モードを選択します。 
Memory Mirrorについては「3.2.6 Memory Mirror」を参照してください。 
Memory Mirror RASについては「3.2.6 Memory Mirror」の「■ Memory Mirror 
RAS」を参照してください。 

Address Range Mirror Mode Disable パーティションに搭載されているメモリを部分的にミラーリングするモードです。非ミラー領域
において SDDCがサポートされます。 
Address Range Mirror Modeについて詳しくは、「3.2.6 Memory Mirror」を参照して
ください。 

Spare Mode Disable Memory Spareを使用するモード。 

注意 

- Memory Mirror を設定している場合は、Memory Spareを設定できません。 
- Memory Spareモード時に OSから認識される容量は、メモリの物理搭載量の 1/5

から 7/8程度に減少します。 
- PRIMEQUEST 3400S2 Lite/3400S2/3400E2/3400L2/3800E2/3800L2に

おいて、パーティション内に Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryを搭載
している場合、Spareモードは非サポートです。 

 

注意 

DIMMの搭載数が最小であり、かつ、構成とメモリオペレーションモードが以下の場合に、DIMM故障後にパーティションが再起動できません。 

- パーティションを 1SBで構成していて、メモリオペレーションモードを、Normal& Lockstep Enabled、Full Mirror、Address 
Range Mirror、Spareモードに設定している場合。 

- Memory Scale-up Boardを含むパーティションを構成していてパーティションに含まれる SB数が 1で、 
メモリオペレーションモードを Normal& Lockstep Enabled、Full Mirror、Address Range Mirror、Spareモードに設定してい
る場合。 
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3.2.6  Memory Mirror 
PRIMEQUEST 3000シリーズでは、Full Mirror Modeおよび Address Range Mirror Modeをサポートします。Full Mirror/ Address 
Range Mirrorは、MMB Web-UIから選択できます。 

表 3.17 Memory Mirror Mode 

ミラー種別 説明 
Full Mirror パーティションに含まれるすべての SBおよびMemory Scale-up Board上のメモリに対し

てミラーリングします。 
Address Range Mirror パーティションに含まれるメモリ容量の一部をミラーリングします。 

ミラーリングする容量は OS上から指定します。 

 

注意 

パーティションを 1 SBで構成時には、Reserved SB用の SBの DIMM構成によって、Reserved SB前後でミラーリングが解除される場
合があります。詳細は「3.2.4 Reserved SB」の「■ Reserved SBの設定ルール」を参照してください。 

■ Memory Mirror条件 

「G.2.1 DIMM搭載パターン」に沿って DIMMを搭載してください。 

■ Memory Mirror動作 

Memory Mirrorは同一 SBおよびMemory Scale-up Board上のメモリをミラーリングします。異なる SBおよびMemory Scale-up 
Board間のメモリはミラーリングしません。 

注意 

- PRIMEQUEST 3400S2 Lite/3400S2/3400E2/3400L2/3800E2/3800L2において、パーティション内に Intel(R) Optane(TM) 
DC persistent memoryを搭載していてMemoryモードおよびMixedモードで使用している場合、Memory Mirrorは動作しません。 

- PRIMEQUEST 3400S2 Lite/3400S2/3400E2/3400L2/3800E2/3800L2において、パーティション内に Intel(R) Optane(TM) 
DC persistent memoryを搭載していて Application directモードで使用している場合、DDR4 DIMMのメモリ領域のみミラーリングさ
れます。 

 

■ Address Range Mirror動作 

Address Range Mirrorを有効にすると、パーティション内のメモリを部分的にミラーリングします。MMB Web-UI上で有効化し、OS上から
メモリ容量の割合を設定することで、当該パーティションに対して有効になります。 
OS上からの設定に関しては、「■ Red Hat Enterprise Linux/SUSE Linux Enterprise Serverでの利用について」を参照してください。 
 

■ ミラーリングできる最大値 

パーティション内の全搭載メモリ容量の半分 

■ Extended Partitioning有効時の Address Range Mirror動作 

Extended Partitioning有効時は、Extended Partitioning ファームウェアが使用するメモリ領域のみミラーリングし、OSが使用するメ
モリ領域はミラーリングしません。 

■ Address Range Mirror状態で DIMMに異常が発生した場合の動作 

- DIMM故障後のパーティションは、故障前に OS上から指定したミラーリングするメモリ容量、または、メモリ容量の割合で、残りの
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正常な DIMMをミラーリングして起動します。 

■ Red Hat Enterprise Linux/SUSE Linux Enterprise Serverでの利用について 

Red Hat Enterprise Linux/SUSE Linux Enterprise Serverの場合に、Address Range Mirrorを利用する方法について説明し
ます。BIOS メニューにおいてミラーリングするメモリ容量の指定を”OS Request”に指定する必要があります。 

■ ミラーリングする割合 
「■ 設定手順」の<ミラーリングする割合>には、%単位で設定します。設定可能な値の最小値を以下に示します。(*1) 

(*1) 下記計算では、1GB = 1024 x 1024 x 1024Bで計算してください。 

 
- 最小値 

以下の 2つの条件を満たす必要があります。 
1. ミラーリングするメモリ容量が、16GB以上 

例）1SBで搭載メモリが 128GBの場合：16GB + 2×3GB = 19GB ミラーするよう 15%を指定します。 
       2SBで 256GBの場合：16GB + 4×3GB = 28GB ミラーするよう 11％を指定します。 

2. ミラーリングする割合が、3％以上 
例）4SBで搭載メモリが 1TBの場合： 
          1TBの 3％は 30GB、30GB + 8×3GB = 54GB ミラーするよう 6%を指定します。+ 
       4SBで搭載メモリが 2TBの場合： 
          2TBの 3％は 60GB、60GB + 8×3GB = 84GB ミラーするよう 5%を指定します。 
備考 
ミラーするパーセントの計算において、小数点以下は切り上げてください。 

■ 設定手順 
1. 対象のパーティションを停止します。 
2. MMB Web-UIの Partition->[対象の Partition]->Mode画面から、Memory Operationを選択し、Address Range 

Mirror Modeに変更します。 
3. 対象のパーティションを起動します。 
4. 以下のコマンドを実行します。 

# efibootmgr -m t -M <ミラーリングする割合> 

ミラーリングする割合は、「■ ミラーリングする割合」を参照してください。 
5. 対象のパーティションを再起動します。 

# systemctl reboot 

6. /var/log/messageに以下のメッセージが出力されていることを確認します。 

efi: Memory: XXXM/YYYM mirrored memory 

XXX, YYY には数字が入ります。 
7. /etc/default/grubを以下のように修正します。 
- RHEL7の場合 

GRUB_CMDLINE_LINUXの行に"kernelcore=mirror numa_zonelist_order=zone"を追加します。 
- RHEL8/ RHEL9の場合 

GRUB_CMDLINE_LINUXの行に"kernelcore=mirror"を追加します。 

8. 以下のコマンドを実行します。  
- RHEL7/ RHEL8の場合 

# grub2-mkconfig -o /boot/efi/EFI/redhat/grub.cfg 

- RHEL9の場合 
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- RHEL9.2以前 

# grub2-mkconfig -o /boot/grub2/grub.cfg 

- RHEL9.3以降 

# grub2-mkconfig -o /boot/grub2/grub.cfg --update-bls-cmdline 

- SUSE Linux Enterprise Serverの場合 

# grub2-mkconfig -o /boot/grub2/grub.cfg 

9. 対象のパーティションを再起動します。 

# systemctl reboot 

 

■ 注意事項 

- 指定したミラー容量よりも、CPU搭載数×3GB最大で小さくなる可能性があります。ミラーしたい容量+CPU数×3GB ミラーする
ように、ミラー容量またはパーセントを指定してください。ミラーしたい容量+CPU数×3GBがパーティションに搭載している全メモリ容
量の半分以上になる場合は、パーティションに搭載している全メモリ容量の半分または 50％を指定してください。 

- Address Range Mirror Modeを使用する際は、OSを UEFIブートします。OSを Legacyブートした場合、OSは Address 
Range Mirror Modeを認識しないため、使用できません。 

- Address Range Mirror Modeには、Memory Mirror RASの設定はありません。 
- ミラーリング可能なメモリ容量を超えた値を OS上から指定した場合は、パーティションはメモリミラーリングされない状態で起動しま

す。 
- SBの増減設、メモリの増減設を行った場合、OSからのミラーリング容量の設定値は増減設前と同じままです。 

SBの減設、メモリの減設を行う場合は、Address Range Mirrorのメモリ容量の設定がミラーリングできる最大値を超えていない
か確認します。 

- Dynamic Reconfigurationを有効にしている場合は、Address Range Mirrorは使用できません。 
- Extended Partitioningを有効にしている場合、OSからのミラーリングするメモリ容量の設定は反映されません。 
- PRIMEQUEST 3400S2 Lite/3400S2/3400E2/3400L2/3800E2/3800L2において、パーティション内に Intel(R) 

Optane(TM) DC persistent memoryを搭載していてMemoryモードおよびMixedモードで使用している場合、Memory 
Mirrorは動作しません。 

- PRIMEQUEST 3400S2 Lite/3400S2/3400E2/3400L2/3800E2/3800L2において、パーティション内に Intel(R) 
Optane(TM) DC persistent memoryを搭載していて Application directモードで使用している場合、DDR4 DIMMのメモリ
領域のみミラーリングされます。 

■ Red Hat Enterprise Linux/ SUSE Linux Enterprise Serverでの注意事項 

- ミラーリングする割合が最小値を下回ると、OSの起動に失敗する可能性があります。 
- カーネルが使用するメモリは、ミラーリングしたメモリの範囲のみになります。 
- システムの運用によっては、カーネルが使用できるメモリが不足し、システムが正常に動作しない可能性があります。その場合は、ミラ

ーリングするメモリ容量を増やします。 

■ Memory Mirror RAS 

Memory Mirror状態で DIMMに異常が発生した場合の動作について説明します。 
MMB Web-UIから Memory Mirror使用時の Memory動作を選択します。 

- ミラー維持モード（初期値） 
パーティションの再起動時には、故障した DIMMを含むメモリミラーグループの 6枚の DIMM（DIMM#NNMの NNが同じ番号の
DIMM）は組み込みません。その他の正常な DIMMは、Memory Mirrorを維持します。故障した DIMMの領域が縮退するた
め、OSから見えるメモリ容量が減少します。 
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- メモリ容量維持モード 
パーティション再起動後には、故障した DIMMを含むメモリミラーグループの 6枚の DIMM（DIMM#NNMの NNが同じ番号の
DIMM）は組み込みません。残りの正常な DIMMでメモリ容量が同じになるようにミラーリングを行います。パーティションの再起動
前後でメモリ容量を減少させません。 

メモリミラーグループについて詳しくは「表 3.18 メモリミラーグループ」を参照してください。 

表 3.18 メモリミラーグループ 

メモリミラーグループ 1 メモリミラーグループ 2 メモリミラーグループ 3 メモリミラーグループ 4 
DIMM#0A0 DIMM#0D0 DIMM#1A0 DIMM#1D0 
DIMM#0A1 DIMM#0D1 DIMM#1A1 DIMM#1D1 
DIMM#0B0 DIMM#0E0 DIMM#1B0 DIMM#1E0 
DIMM#0B1 DIMM#0E1 DIMM#1B1 DIMM#1E1 
DIMM#0C0 DIMM#0F0 DIMM#1C0 DIMM#1F0 
DIMM#0C1 DIMM#0F1 DIMM#1C1 DIMM#1F1 
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以下にパーティション再起動前後のメモリの組込み状態について示します。 

図 3.34 メモリ異常発生時の状態（ミラー維持モード） 
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図 3.35 メモリ異常発生後に再起動した後の状態（ミラー維持モード） 
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図 3.36 メモリ異常発生時の状態（メモリ容量維持モード） 
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図 3.37 メモリ異常発生後に再起動した後の状態（メモリ容量維持モード） 
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以下に、メモリのミラー状態と故障 DIMMの組合せにおいて、リブート後のメモリ容量の変化を示します。 

表 3.19 メモリのミラー状態と故障 DIMMの組合せ 

Mirror RAS Mode リブート後のメモリ容量 
Mirror Keep Mode 減少（*1） 
Capacity Keep Mode 減少なし（*1）（*2） 

*1: Reserved SBが設定されている場合には、リブート後に Reserved SBに切り替わります。 
*2: 再起動後に OS上から見えるメモリ容量が増えることがあります。 

注意 

PRIMEQUEST 3400S2 Lite/3400S2/3400E2/3400L2/3800E2/3800L2において、パーティション内に Intel(R) Optane(TM) DC 
persistent memoryを搭載していて Application directモードで使用している場合、DDR4 DIMMのメモリ領域は、Memory Mirror 
RAS非サポートです。 

3.2.7  ハードウェア RAID 
PRIMEQUEST 3000シリーズではハードウェア RAIDをサポートします。 
ハードウェア RAID とは、SASアレイコントローラカードを用いて実現する RAID機能のことです。SASアレイコントローラカードは、専用の
RAID コントローラーチップおよびファームウェアを持ち、単体でアレイの制御（異常 HDDの切離し、組込み、LED制御）が可能な PCI 
Expressカードです。 

 
DU_SAS, DU_M上の SAS HDD/SSDでサポートする RAIDレベルは、RAID0、RAID1、RAID5、RAID6、RAID1E、RAID10で
す。 
ハードウェア RAIDの設定については、『ServerView RAID Management User Manual』を参照してください。 
ハードウェア RAID構成の SAS HDD/SSD交換については、「6.3 活性交換できない場合の故障 HDD/SSD/PCIe SSD SFFの交換」
を参照してください。 

注意 

- 同一パーティション内において、RAID 0を除くハード RAIDで構成された論理ボリュームを Software RAID(GDS)で使用できま
せん。 

- ハードウェア RAIDを使用する場合、電源故障の発生時にもお客様のデータを保護するために、次の 2つのどちらかの条件を考
慮します。 
- FBUを搭載すること。 
- 冗長電源機構や二系統受電機構、あるいは UPSにより、AC電源の安定性が確保されていること。 

3.2.8  ServerView RAID 
ServerView RAIDの詳細については、『ServerView RAID Management User Manual』を参照してください。 
 

3.2.9  クラスタ構成 
- 筐体間クラスタでは、PRIMEQUEST 3000シリーズ間のクラスタのみをサポートします。異機種間のクラスタはサポートしません。 
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3.3  コンポーネントの交換 
交換対象のコンポーネントは、交換ボードおよび OPLの LED表示で確認できます。 
LEDについて詳しくは「付録 F LEDによる状態の確認」を参照してください。 

3.3.1  交換可能なコンポーネント 
交換可能なコンポーネントの一覧とその条件を以下に示します。 

表 3.20交換可能なコンポーネントの一覧 

コンポーネント名称 AC電源オフ状態 
（装置停止） 

AC電源オン状態 
 全パーティションオフ状態 

（活電保守） 

AC電源オン状態 
対象パーティションオフ状態 

（活電保守） 

AC電源オン状態 
 対象パーティションオン状態 

（活性保守） 
PSU_P/ PSU_T 交換可 交換可 (*2) 交換可 (*1) 交換可 (*1) 
FANU 交換可 交換可 交換可 交換可 
SB 交換可 交換可 交換可 交換可 (*6)  

CPU 交換可 交換可 交換可 交換不可 
DIMM/ DCPMM (*8) 交換可 交換可 交換可 交換不可 

BMMボード 交換可 交換可 交換可 交換不可 
 TPM 交換可 交換可 交換可 交換不可 

M.2 交換可 交換可 交換可 交換不可 

USBフラッシュデバイス 交換可 交換可 交換可 交換不可 
microSD_eLCM 交換可 交換可 交換可 交換不可 

DU_SAS 交換可 交換可 交換可 交換不可 
 SASアレイコントローラカード(*6) 交換可 交換可 交換可 交換不可 

SAS HDD/SSD 交換可 交換可 交換可 交換可 (*3) 
FBU 交換可 交換可 交換可 交換不可 

DU_PCIEA 交換可 交換可 交換可 交換不可 
 PCI Expressカード (*6) 交換可 交換可 交換可 交換不可 

PCIe SSD SFF 交換可 交換可 交換可 交換可 (*3) 
IOUE 交換可 交換可 交換可 交換可 (*6) 
 PCI Expressカード (*6) 交換可 交換可 交換可 交換不可 

PCNC 交換可 交換可 交換可 交換不可 
MGMT_IFU_E 交換可 交換可 交換可 交換可 
OPUE 交換可 交換不可 交換不可 交換不可 
 FBU 交換可 交換可 交換可 交換不可 
MPE 交換可 交換不可 交換不可 交換不可 
Memory Scale-up Board 交換可 交換可 交換可 交換不可 
 DIMM 交換可 交換可 交換可 交換不可 

BMMボード 交換可 交換可 交換可 交換不可 

Management Interfaceケーブル 交換可 交換可 交換可 交換可 

PCIe Interfaceケーブル 交換可 交換可 交換可 交換不可 
DU_M 交換可 交換可 交換可 交換不可 
 SASアレイコントローラカード(*6) 交換可 交換可 交換可 交換不可 

SAS HDD/SSD 交換可 交換可 交換可 交換可 (*3) 
FBU 交換可 交換可 交換可 交換不可 
DU_M_FAN 交換可 交換可 交換可 交換可 

MMB 交換可 交換可 (*4) 交換可 (*4) 交換可 (*4) 
PSU_M 交換可 交換可 (*1) 交換可 (*1) 交換可 (*1) 
MGMT_IFU_M 交換可 交換可 交換可 交換可 
PCI_IFU_M 交換可 交換可 交換可 交換不可 
MPM 交換可 交換不可 交換不可 交換不可 

PCIeケーブル 交換可 交換可 交換可 交換不可 
PCI_Box 交換可 交換可 交換可 交換不可  

IO_PSU 交換可 交換可 交換可 (*1) 交換可 (*1) 
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コンポーネント名称 AC電源オフ状態 
（装置停止） 

AC電源オン状態 
 全パーティションオフ状態 

（活電保守） 

AC電源オン状態 
対象パーティションオフ状態 

（活電保守） 

AC電源オン状態 
 対象パーティションオン状態 

（活性保守） 
IO_FAN 交換可 交換可 交換可 (*1) 交換可 (*1) 
PEXU 交換可 交換可 交換可 交換不可 
 PCI Expressカード(*6) 交換可 交換可 交換可 交換可 (*5) 

*1: 冗長構成時だけ可能です。 
*2: 非冗長構成かつ PSUの搭載台数が 3の場合のみ可能です。非冗長構成かつ PSUの搭載台数が 2の場合は、装置停止が必要

です。 
*3: RAIDにより冗長化されている場合だけ可能です。 
*4: MMB二重化構成時だけ可能です。 
*5: PCIホットプラグ機能が必要です。 
*6: DR機能が必要です。 
*7: SASアレイコントローラカードを交換した場合、コントローラーの設定が初期値に戻ります。 

初期値より設定を変更する場合は、必ずその設定を控えます。 
故障などにより SASアレイコントローラを交換した場合は、変更した設定を元に戻ります。 
また、設定については別紙「SASアレイコントローラの設定について」（CA97232-0152）も併せて参照してください。 

*8: DCPMMは、Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryの略称です。 

備考 

保守作業時に ISO イメージから保守用のツールを起動する場合があります。 
次の設定を工場出荷設定から以下のように変更している場合、UEFIの[Boot Override]メニューに、保守作業員がマウントした ISO イメ
ージが表示されず、保守用のツールが起動できません。 

- [Boot Maintenance Manager] -> [Legacy Boot Options Menu]の Set Legacy DVD/CDROM Orderにおいて、ATAPI 
CDROM DRIVE #Nのいずれかに Fujitsu Virtual CDROM0 1.00が割り当たっていない。（*1） 

(*1)[CSM Configuration]において Launch CSMが disableの場合は表示されません。  
ISO イメージを使用可能とするため、システム管理者に一時的に設定を変更していただき、装置の再起動が必要となるため保守作業時間
が通常より長くなります。 

 

3.3.2  各コンポーネントの交換条件 
各コンポーネントの交換条件について、以下に説明します。 

■ PSU_P/ PSU_T 

PSU冗長構成時は、パーティション運用を継続したまま PSU単体で交換できます。 
PSU冗長なし構成は、装置に搭載されている PSU数によって交換条件が異なります。 

- PSUが 3台搭載されている場合、PSUは全パーティションを電源オフすることで交換できます。 
- PSUが 2台搭載されている場合、PSUは全パーティションを電源オフし装置を停止することで交換できます。 

 

PRIMEQUEST 入力電圧 冗長 PSU搭載数 交換条件 

3400S2 Lite/ 
3400S Lite 

100V 冗長 3+1 パーティション運用継続したまま交換可能。 

非冗長 3 全パーティションの電源オフ。 

200V 冗長 2+2, 2+1 パーティション運用継続したまま交換可能。 

非冗長 2 全パーティションの電源オフし、装置停止。 

3400S2/ 
3400S 

100V 冗長 3+1 パーティション運用継続したまま交換可能。 

非冗長 3 全パーティションの電源オフ。 

200V 冗長 2+2, 2+1 パーティション運用継続したまま交換可能。 

非冗長 2 全パーティションの電源オフし、装置停止。 

3400E2/3400L2/ 100V 冗長 3+1 パーティション運用継続したまま交換可能。 
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PRIMEQUEST 入力電圧 冗長 PSU搭載数 交換条件 

3400E/3400L 非冗長 3 全パーティションの電源オフ。 

200V 冗長 2+2, 2+1, 
3+1 

パーティション運用継続したまま交換可能。 

非冗長 3 全パーティションの電源オフ。 

2 全パーティションの電源オフし、装置停止。 

3800E2/3800L2/ 
3800E/3800L 

100V ― ― ― 

― ― ― 

200V 冗長 2+2, 2+1, 
3+1 

パーティション運用継続したまま交換可能。 

非冗長 3 全パーティションの電源オフ。 

2 全パーティションの電源オフし、装置停止。 

備考 

PSUの構成に関して詳しくは、『PRIMEQUEST 3000シリーズ製品概説』（CA92344-1653）の「4.5.1 PSU構成」を参照してくださ
い。 

■ PSU_M 

PSU_M冗長構成時は、システム運用を継続したまま PSU_M単体で交換できます。 
冗長なし構成時は、PSU_M交換は全パーティションを電源オフし装置を停止することで交換できます。 

■ FANU 

FANは、システム運用を継続したまま FAN単体で交換できます。 

備考 

FANにエラーが発生した際に、FANを取り外すとサーマルスロットリングが発生することがあります。サーマルスロットリング発生中は性能が低
下します。正常な FAN と交換すると性能は元に戻ります。詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ制限・留意事項一覧』（CA92344-
1932）を参照してください。 

■ SB 

SBは、DR機能（SB活性削除および SB活性増設）を使用すれば、SBを使用しているパーティションに電源がオンされていても交換で
きます。DR機能を使用しない場合は、SBを使用しているパーティションを電源オフすれば交換できます。 

備考 

SBに搭載される CPU/DIMM/BMMボードは、SBを装置から取り外してから交換するため、SB と同じ条件で交換できます。 
BMMボード上の搭載物である、M.2, microSD_eLCMは BMMボードを SBに取り付けたまま単体で交換可能です。 
BMMボード上の搭載物である、TPM, UFDは BMMボードを SBから取り外して単体で交換可能です。 

注意 

- Home SB交換後は時刻がずれている可能性があるため、NTPを使用しない場合は OS上で時刻を設定してください。 
- Intel(R) Optane(TM) DC persistent memory を搭載する場合、Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryのファーム

ウェアおよび統合ファームウェアを常に最新に保つ必要があります。 
- Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryのファームウェアおよび統合ファームウェアが最新版でない場合、以下の注意点

があります。 
- Intel(R) Optane(TM) DC persistent memory を交換する際、Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryのファー
ムウェアおよび統合ファームウェアを最新版にアップデートします。ファームウェアのアップデート作業は最大４時間程度かかりま
す。 

- 筐体内に複数のパーティションを構築している場合、すべてのパーティションを停止させる必要があります。 

- Intel(R) Optane(TM) DC persistent memory を交換後、Memory mode, Appdirect modeにおける使用領域などの再設
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定が必要です。【お客様作業】 
設定方法については、「Intel(R) Optane(TM) DC persistent memory（DCPMM）ユーザーズガイド」を参照してください。 

- VMWareにおいて Intel(R) Optane(TM) DC persistent memory使用している場合、Intel(R) Optane(TM) DC 
persistent memoryを交換後、EFI メニューでMWait for Memory Mode on 4/8 socket を Enableに設定してください。詳
しくは、『PRIMEQUEST 3000 シリーズ 運用管理ツールリファレンス(UEFI)』（CA92344-1658）の「2.2.3[CPU 
Configuration]メニュー」を参照してください。 

 

■ Memory Scale-up Board 

Memory Scale-up Boardは、Memory Scale-up Boardを使用しているパーティションが電源オフ状態のときに、交換できます。 

備考 

Memory Scale-up Boardに搭載される DIMMは、Memory Scale-up Boardを装置から取り外してから交換するため、Memory 
Scale-up Board と同じ条件で交換できます。 

■ IOUE 

IOUEは、DR機能（IOUE活性削除および IOUE活性増設）を使用すれば、IOUEを使用しているパーティションに電源がオンされてい
ても交換できます。DR機能を使用しない場合は、IOUEを使用しているパーティションの電源がオフされているときに交換できます。 
PXEブートの場合、IOUE交換後は、ブートオーダの再設定が必要です。 
再設定方法について詳しくは、『PRIMEQUEST 3000 シリーズ 運用管理ツールリファレンス(UEFI)』（CA92344-1658）の「2.4.1[Boot 
Maintenance Manager]メニュー」を参照してください。 

■ DU_SAS/ DU_PCIEA/ DU_M 

DUは交換する DUを使用しているパーティションの電源がオフ状態のとき、交換できます。 

■ MMB 

MMBは、2枚実装のときシステム運用を継続したまま活性交換できます。故障 MMBは基本的に Standby MMBに切り替わっているの
で、そのまま故障MMB（Standby MMB）を交換します。Active MMBを交換したい場合は、Standby MMB と切り替えてから保守交
換します。システム内の制御・監視に影響はありません。 

3.3.3  活電保守時の交換の手順 
活電保守時の交換前、交換後の手順について説明します。 

■ 交換前の手順 

『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.2   パーティションの電源オフ」を参照し、パーティションを停止
させてください。 

■ 交換後の手順 

『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.1   パーティションの電源オン」を参照してください。 

3.3.4  装置停止保守時の交換の手順 
装置停止保守時の交換前、交換後の手順について説明します。 

■ 交換前の手順 

全パーティションを停止します 
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■ 交換後の手順 

必要なパーティションを起動します。 

3.3.5  無停電電源装置（UPS）のバッテリーバックアップユニット交換 
ここでは、無停電電源装置（UPS）のバッテリーバックアップユニットの交換手順について説明します。 
UPSのバッテリーは定期交換部品で、OS標準の監視機能により寿命監視を行います。OS標準の監視機能の詳細については、以下の
URLから「定期交換部品の交換予告／交換時期通知を行う方法」を参照してください。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/products/3000/catalog/ 

■ バッテリーの交換 

バッテリーを交換する際の、流れを説明します。 

1. システムを全停止し担当保守員に引き継ぎます。 
※担当保守員が手順 2の作業を行います。 

2. UPSのバッテリーを交換します。 
3. 担当保守員より作業を引き継ぎます。UPSのバッテリー寿命監視設定を行っているパーティションにおいて OS標準の監視機能の設定

を行います。 

3.3.6  PCI Expressスロット搭載 SSDの交換 
ここでは、PCI Expressスロット搭載 SSDの交換手順について説明します。 

注意 

- PCI Expressスロット搭載 SSDは活性交換非対応です。パーティションを停止して交換してください。 
- SSD製品の保守部品については、ご購入時の搭載された部品の終息等により、代替品として同等の互換品を使用する場合が

あり、ServerView RAID Manager または ServerView Agentless Service の旧版をお使いの場合、保守作業で交換後に
SSD 寿命監視機能正しく動作しない場合があります。ServerView RAID Manager または ServerView Agentless Service 
は、常に最新版を適用いただきますようお願いします。適用作業につきましては、お客様作業となります。 
最新版は、以下のダウンロードサイトにて提供しております。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/ 

■ RAID構成時（Linux ソフトウェア RAID） 

1. 故障した PCI Expressカードをオフラインにして、取り外します。 

（例）#  mdadm  /dev/md0  --fail /dev/nvme 
（例）#  mdadm  /dev/md0  --remove  /dev/nvme 

2. パーティションの電源をオフします。 
パーティションの電源オフについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.2   パーティショ
ンの電源オフ」を参照してください。 

3. 故障した PCI Expressカードを交換します。 
4. パーティションの電源をオンします。 

パーティションの電源オンについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.1   パーティショ
ンの電源オン」を参照してください。 

5. デバイスを追加します。 

備考 

デバイスを追加する操作により、リビルド動作が発生します。 

（例）# mdadm /dev/md0 --add /dev/nvme 

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/products/3000/catalog/
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/
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3.3.7  M.2の交換 
ここでは、M.2の交換手順について説明します。 

注意 

- M.2は活性交換非対応です。パーティションを停止して交換してください。 
- M.2の交換には、以下をインストールする必要があります。 

- RHEL、SLES、Windows Serverの場合 
ServerView RAID Manager 

- VMwareの場合 
ServerView RAID core provider 

ServerView RAID Manager、ServerView RAID core providerは以下のWebサイトからダウンロードできます。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000/ 

 

■ 非 RAID構成時（SATA Modeが AHCI） 

1. パーティションの電源をオフします。 
パーティションの電源オフについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.2   パーティショ
ンの電源オフ」を参照してください。 

2. 故障したM.2を交換します。 
3. OSの再インストールやデータのリストアを行ってください。 

 
BIOS設定の SATA Modeが AHCIであることの確認方法は以下です。 
UEFI メニューの[Configuration] -> [SATA Configuration] -> [SATA Mode]の設定が[AHCI]であることです。 
詳しくは、『PRIMEQUEST 3000 シリーズ 運用管理ツールリファレンス(UEFI)』（CA92344-1658）の「2.2.5 [SATA Configuration]メ
ニュー」を参照してください。 
 

■ RAID構成時（ハードウェア RAID）（SATA Modeが RAID） 

1. パーティションの電源をオフします。 
パーティションの電源オフについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.2   パーティショ
ンの電源オフ」を参照してください。 

2. 故障したM.2を交換します。 
3. M.2のリビルドを行います。 

M.2のリビルドの方法に関しては、『Embedded MegaRAIDユーザーズガイド』を参照してください。 
 

BIOS設定の SATA Modeが RAIDであることの確認方法は以下です。 
UEFI メニューの[Configuration] -> [SATA Configuration] -> [SATA Mode]の設定が[RAID]であることです。 
詳しくは、『PRIMEQUEST 3000 シリーズ 運用管理ツールリファレンス(UEFI)』（CA92344-1658）の「2.2.5 [SATA Configuration]メ
ニュー」を参照してください。 

 

■ RAID構成時（Linux ソフトウェア RAID、SATA Modeが AHCI） 

1. 故障したM.2をオフラインにして、取り外します。 

（例）#  mdadm  /dev/md0  --fail /dev/sda 
（例）#  mdadm  /dev/md0  --remove  /dev/sda 

2. パーティションの電源をオフします。 

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000/
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パーティションの電源オフについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.2   パーティショ
ンの電源オフ」を参照してください。 

3. 故障したM.2を交換します。 
4. パーティションの電源をオンします。 

パーティションの電源オンについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.1   パーティショ
ンの電源オン」を参照してください。 

5. デバイスを追加します。 

備考 

- デバイスを追加する操作により、リビルド動作が発生します。 

（例）# mdadm /dev/md0 --add /dev/sda 

- BIOS設定の SATA Modeが AHCIであることの確認方法は以下です。 
UEFI メニューの[Configuration] -> [SATA Configuration] -> [SATA Mode]の設定が[AHCI]であることです。 
詳しくは、『PRIMEQUEST 3000 シリーズ 運用管理ツールリファレンス(UEFI)』（CA92344-1658）の「2.2.5 [SATA 
Configuration]メニュー」を参照してください。 

 

■ RAID構成時（Linux ソフトウェア RAID、SATA Modeが RAID） 

1. 故障したM.2をオフラインにして、取り外します。 

（例）#  mdadm  /dev/md0  --fail /dev/sda 
（例）#  mdadm  /dev/md0  --remove  /dev/sda 

2. パーティションの電源をオフします。 
パーティションの電源オフについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.2   パーティショ
ンの電源オフ」を参照してください。 

3. 故障したM.2を交換します。 
4. M.2のリビルドを行います。 

M.2のリビルドの方法に関しては、『Embedded MegaRAIDユーザーズガイド』を参照してください。 
5. パーティションの電源をオンします。 

パーティションの電源オンについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.1   パーティショ
ンの電源オン」を参照してください。 

6. デバイスを追加します。 

備考 

- デバイスを追加する操作により、リビルド動作が発生します。 

（例）# mdadm /dev/md0 --add /dev/sda 

- BIOS設定の SATA Modeが RAIDであることの確認方法は以下です。 
UEFI メニューの[Configuration] -> [SATA Configuration] -> [SATA Mode]の設定が[RAID]であることです。 
詳しくは、『PRIMEQUEST 3000 シリーズ 運用管理ツールリファレンス(UEFI)』（CA92344-1658）の「2.2.5 [SATA 
Configuration]メニュー」を参照してください。 

 

3.3.8  UFDの交換 
ここでは、UFDの交換手順について説明します。 
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注意 

UFDは活性交換非対応です。パーティションを停止して交換してください。 
 

1. パーティションの電源をオフします。 
パーティションの電源オフについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000 シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.2 パーティション
の電源オフ」を参照してください。 

2. 故障した UFD本体、または UFDに搭載された故障したmicroSDカードを交換します。【担当保守員作業】 
3. パーティションの電源をオンします。 

パーティションの電源オンについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000 シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.1 パーティショ
ンの電源オン」を参照してください。 

4. UFDのリビルド完了を確認します。 
UFDに搭載されたmicroSD カードを交換した場合、パーティションの電源をオンすると、UFDにリビルド動作が自動的に行われます。 
MMB Web-UIの[System]-[SB]-[SB#x]画面の[UFD Physical Drives]において、microSDカードの Slot#1および Slot#2の
[Status]が「Operational」になっていることを確認します。 
[SB#x]画面に関して詳しくは、『PRIMEQUEST 3000 シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.3.13 
[SB]メニュー」を参照してください。 

 

3.3.9  microSD_eLCMの交換 
ここでは、microSD_eLCMの交換手順について説明します。 
 

注意 

microSD_eLCMは活性交換非対応です。パーティションを停止して交換してください。 
 

1. パーティションの電源をオフします。 
パーティションの電源オフについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000 シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.2 パーティション
の電源オフ」を参照してください。 

2. 故障したmicroSD_eLCMを交換します。【担当保守員作業】 
3. パーティションの電源をオンします。 

パーティションの電源オンについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000 シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.1 パーティショ
ンの電源オン」を参照してください。 

4. eLCMのイメージ管理機能で、ISOイメージファイルをmicroSD_eLCMに格納して使用していた場合、 
交換したmicroSD_eLCMの方に再度 ISOイメージファイルを格納し直してください。 

3.3.10  OmniPathカードの交換 
ここでは、OmniPath カードの交換手順について説明します。 
 

注意 

OmniPath カードは活性交換非対応です。パーティションを停止して交換してください。 

 
1. HPCシステム上の管理ツール(サブネットマネージャー)で 、故障した OmniPath カードが搭載されたノード(筐体)まで特定します。 
2. 特定されたノード(筐体)に搭載された OmniPath カードの中で、LEDが消灯している OmniPathカードを確認することにより、リンクダウ

ンしている故障 OmniPath カードを特定します。【担当保守員作業】 
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3. パーティションの電源をオフします。 
パーティションの電源オフについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000 シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.2 パーティション
の電源オフ」を参照してください。 

4. 故障した OmniPathカードを交換します。【担当保守員作業】 
5. パーティションの電源をオンします。 

パーティションの電源オンについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000 シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.1 パーティショ
ンの電源オン」を参照してください。  
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3.4  コンポーネントの増設 
ここでは、各コンポーネントの増設について説明します。 保守コンポーネントの一覧と各コンポーネントに対する増設保守の条件を以下に示
します。コンポーネントによっては、増設ができないものもあります。 

表 3.21増設可能なコンポーネントの一覧 

コンポーネント名称 AC電源オフ状態 
（装置停止） 

AC電源オン状態 
 全パーティションオフ状態 

（活電保守） 

AC電源オン状態 
対象パーティションオフ状態 

（活電保守） 

AC電源オン状態 
 対象パーティションオン状態 

（活性保守） 
PSU_P/ PSU_T 増設可 増設可 増設可 増設可 
FANU ― ― ― ― 
SB 増設可 増設可 増設可 増設可 (*2)  

CPU 増設可 増設可 増設可 増設不可 
DIMM/ DCPMM (*4) (*5) 増設可 増設可 増設可 増設不可 

BMMボード 増設可 増設可 増設可 増設不可 
 TPM 増設可 増設可 増設可 増設不可 

M.2 増設可 増設可 増設可 増設不可 

USBフラッシュデバイス 増設可 増設可 増設可 増設不可 
microSD_eLCM 増設可 増設可 増設可 増設不可 

DU_SAS 増設可 増設可 増設可 増設不可 
 SASアレイコントローラカード(*3) 増設可 増設可 増設可 増設不可 

SAS HDD/SSD 増設可 増設可 増設可 増設可 
FBU 増設可 増設可 増設可 増設不可 

DU_PCIEA 増設可 増設可 増設可 増設不可 
 PCI Expressカード (*3) 増設可 増設可 増設可 増設不可 

PCIe SSD SFF 増設可 増設可 増設可 増設可 
IOUE 増設可 増設可 増設可 増設可 (*2) 
 PCI Expressカード (*3) 増設可 増設可 増設可 増設不可 

PCNC 増設可 増設可 増設可 増設不可 
MGMT_IFU_E 増設可 増設可 増設可 増設可 
OPUE ― ― ― ― 
 FBU 増設可 増設可 増設可 増設不可 
MPE ― ― ― ― 
Memory Scale-up Board 増設可 増設可 増設可 増設不可 
 DIMM 増設可 増設可 増設可 増設不可 

BMMボード 増設可 増設可 増設可 増設不可 

Management Interfaceケーブル 増設可 増設可 増設可 増設可 

PCIe Interfaceケーブル 増設可 増設可 増設可 増設不可 
DU_M 増設可 増設可 増設可 増設不可 
 SASアレイコントローラカード(*3) 増設可 増設可 増設可 増設不可 

SAS HDD/SSD 増設可 増設可 増設可 増設可 (*2) 
FBU 増設可 増設可 増設可 増設不可 
DU_M_FAN ― ― ― ― 

MMB 増設可 増設可 増設可 増設可 
PSU_M 増設可 増設可 増設可 増設可 
MGMT_IFU_M 増設可 増設可 増設可 増設可 
PCI_IFU_M 増設可 増設可 増設可 増設不可 
MPM ― ― ― ― 

PCI_Box用PCIeケーブル 増設可 増設可 増設可 増設可 (*2) 
PCI_Box 増設可 増設可 増設可 増設可 (*2)  

IO_PSU 増設可 増設可 増設可 増設可 
IO_FAN ― ― ― ― 
PEXU ― ― ― ― 
 PCI Expressカード(*3) 増設可 増設可 増設可 増設可 (*1) 

- : 増設対象外 
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*1: PCIホットプラグ機能が必要 
*2: DR機能が必要 
*3: LAN カード、および CNA カードで Option ROM機能（拡張 BIOS、UEFI ドライバ）(*1)を設定して使用する場合は、各カードの

「環境設定シート」に設定内容を控えて保管してください。 
故障による交換が発生した場合等、再度設定を行う必要があります。(*2) 
「環境設定シート」は以下のサイトから閲覧・ダウンロードできます。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/products/3000/catalog/ 
(*1) 拡張 BIOS機能 
・SR-IOV設定, UMC(Universal Multi-Channel)機能設定, 各種ブート設定など。 
(*2) LAN/CNA カード故障交換時の再設定作業について 

LAN カードについては、予め控えておいた「環境設定シート」を担当保守員にお渡しください。担当保守員にて再設定を行いま
す。 
CNA カードについては、CNA カードだけでなく、接続先のストレージ装置の設定変更を必要とする場合があります。接続先のスト
レージ装置の再設定と合わせて、予め控えておいた「環境設定シート」を使用し、CNA カードの再設定をシステム管理者が実施
してください。 

*4: DCPMMは、Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryの略称です。 
*5: VMWareにおいて Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryを増設する場合、EFI メニューで MWait for Memory Mode on 

4/8 socket を Enableに設定してください。詳しくは、『PRIMEQUEST 3000 シリーズ 運用管理ツールリファレンス(UEFI)』
（CA92344-1658）の「2.2.3[CPU Configuration]メニュー」を参照してください。 

■ SB とイネーブルキットの組合わせによるライセンス認証 

SBをWindows Server 2016/2019/2022 イネーブルキットと同時に購入した場合は、Windows ライセンス認証の手続きは不要です。
別途購入した SBを Home SB とする場合は、Windows Server 2016/2019/2022 イネーブルキットを使用していてもライセンス認証の手
続きが必要になります。その場合は、Windowsの画面の指示に従ってライセンス認証を行ってください。 
ライセンス認証は、Windows画面の指示に従って実施してください。 

- Windows ライセンス認証（以下の手順は例です。） 

1. コントロールパネルから「システム」を開き、「プロダクト キーの変更または Windows のエディションをアップグレード」を選択
します。 

2. 「Windows を今すぐライセンス認証する」の「プロダクト キーの変更」をクリックし、筐体の側板後方に貼付されている
COA ラベルに記載されているプロダクトキーを入力します。 

3. インターネット経由または Microsoft社のカスタマーサービス窓口に電話をして、ライセンス認証を行います。 

■ HDD/SSDの活性増設手順 

HDD/SSDの活性増設手順については、「第 6章 HDD/SSD/PCIe SSD SFFの交換」を参照してください。 

■ コンポーネント増設時のファームウェア変更 

コンポーネントを増設する場合、ファームウェアの変更が必要になる場合があります。 
FC（Fibre Channel）カードについては、同一パーティション内では、同じファームウェア版数にそろえて使用してください。 

- FC カード（PCI Expressカード）： 
現在利用しているファームウェアの版数と同じ版数にそろえて使用してください。 

■ ファームウェアの版数確認方法 

カードを増設、パーティションを立ち上げ後、下記の方法でファームウェアの版数を確認します。 
- FC カードのファームウェアの版数確認方法 

『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.3.14   [IOUE]メニュー」または
「2.3.16   [PCI_Box] メニュー」で確認してください。 

■ ファームウェアの変更 

ファームウェアの版数がそろっていない場合、ファームウェアを変更してください。 ファームウェアの情報は手順とともに、以下のWebサイトにて
提供します。 

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/products/3000/catalog/
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PRIMEQUEST 3000シリーズドライバおよび添付ソフトウェアのダウンロード： 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/ 

備考 

PRIMEQUEST 3000シリーズでは、一部ファームウェアの変更についてお客様の作業となります。 

3.4.1  活電保守時の増設の手順 
活電保守時の増設前、増設後の手順について説明します。 

■ 増設前の手順 

『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.2   パーティションの電源オフ」を参照し、パーティションを停止
してください。 

■ 増設後の手順 

『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.1   パーティションの電源オン」を参照し、パーティションを起動
してください。 

3.4.2  装置停止保守時の増設の手順 
装置停止保守時の増設前、増設後の手順について説明します。 

■ 増設前の手順 

『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.2   パーティションの電源オフ」を参照し、全パーティションを停
止してください。 

■ 増設後の手順 

『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.1   パーティションの電源オン」を参照し、必要なパーティション
を起動してください。 

3.4.3  PCI Expressスロット内蔵 SSDの増設 
ここでは、PCI Expressスロット内蔵 SSD（PCI Expressスロット用 785GB内蔵 SSD／PCI Expressスロット用 1.2TB内蔵
SSD）の増設手順について説明します。 

注意 

PCI Expressスロット内蔵 SSDは活性交換非対応です。パーティションを停止して増設してください。 

■ RAID構成時（Linux ソフトウェア RAID） 

1. パーティションの電源をオフします。 
パーティションの電源オフについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.2   パーティショ
ンの電源オフ」を参照してください。 

2. PCI Expressカードを増設します。 
3. パーティションの電源をオンします。 

パーティションの電源オンについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.1   パーティショ
ンの電源オン」を参照してください。 

4. 増設した PCI Expressカードの環境設定を行います。 

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/
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3.4.4  M.2の増設 
ここでは、M.2の増設手順について説明します。 

注意 

M.2は活性増設非対応です。パーティションを停止して増設してください。 

3.4.5  UFDの増設 
ここでは、UFDの増設手順について説明します。 
 

注意 

UFDは活性増設非対応です。パーティションを停止して増設してください。 
 

1. パーティションの電源をオフします。 
パーティションの電源オフについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000 シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.2 パーティション
の電源オフ」を参照してください。 

2. UFDを増設します。【担当保守員作業】 
3. パーティションの電源をオンします。 

パーティションの電源オンについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000 シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.1 パーティショ
ンの電源オン」を参照してください。 

3.4.6  microSD_eLCMの増設 
ここでは、microSD_eLCMの増設手順について説明します。 
 

注意 

microSD_eLCMは活性増設非対応です。パーティションを停止して増設してください。 
 

1. パーティションの電源をオフします。 
パーティションの電源オフについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000 シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.2 パーティション
の電源オフ」を参照してください。 

2. microSD_eLCMを増設します。【担当保守員作業】 
3. パーティションの電源をオンします。 

パーティションの電源オンについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000 シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.1 パーティショ
ンの電源オン」を参照してください。 

4. eLCM ライセンスをMMBに登録します。 
eLCM ライセンスの登録に関しては、「1.6.4 eLCM (embedded Life Cycle Management)」を参照してください。 

3.4.7  OmniPathカードの増設 
ここでは、OmniPath カードの増設手順について説明します。 

注意 

OmniPath カードは活性増設非対応です。パーティションを停止して増設してください。 
 

1. パーティションの電源をオフします。 
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パーティションの電源オフについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000 シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.2 パーティション
の電源オフ」を参照してください。 

2. OmniPath カードを増設します。【担当保守員作業】 

3. パーティションの電源をオンします。 
パーティションの電源オンについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000 シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「7.1.1 パーティショ
ンの電源オン」を参照してください。 

3.5  Reserved SB に切り替わり、パーティションが自動的にリブート

した後の処理について 
ここでは、Reserved SBに切り替わりパーティションが自動的にリブートした後の処理（状態確認、再設定など）について説明します。 

3.5.1  Reserved SB に切り替わりパーティションが自動的にリブートした後の状態確認 
リブート後の状態は、MMB Web-UIの[Partition Configuration]画面、[System Status]画面、[SB#x]画面で確認します。 
Reserved SBに切り替わり、パーティションが立ち上がった直後は、下記の状態になっています。 

- Reserved SBが、故障した SBの代わりにパーティションに組み込まれています。 
- 故障した SBの代わりにパーティションに組み込まれた Reserved SBが、組み込まれる前に複数パーティションの Reserved SB

になっていた場合、複数パーティションの Reserved SBの設定が解除されています。 
- 故障した SBはパーティションの構成から切り離され、フリー状態になっています。 

3.5.2  故障した SBを保守交換した後の処理 
故障した SBを交換した後、再度 Reserved SBを設定する方法について説明します。現状の構成や運用状況を考慮し、必要に応じて
設定してください。 
Reserved SBに切り替わって立ち上げた後は、下記の 1 と 2の処理が必要です。また、新たに Reserved SBを設定しないで運用を継
続する場合以外は、パーティション構成に対する処理が必要です。 

1. 故障した SBの代わりにパーティションに組み込まれた Reserved SBを、再度 Reserved SBに戻します。 
2. 保守交換した SBを、Reserved SBに設定します。 

 
ここでは、上記 1の場合の操作手順を説明します。 

1. 故障した SBの代わりにリブートしたパーティションに組み込まれた Reserved SB（以下、元 Reserved SB という）を、Reserved 
SB として設定していた全パーティションをログから解析します。解析手順については、「3.5.3 Reserved SB切替え発生時の元パーティ
ション設定情報の確認」を参照してください。 

2. 状態を確認します。 
[System] - [System Status] をクリックします。 [System Status] 画面で、状態を確認します。 

3. パーティションを停止します。 

a. [Partition] - [Power Control] をクリックします。[Power Control] 画面が表示されます。 
b. 該当するパーティションの[Power Control] で[Power Off] を選択し、[Apply] ボタンをクリックします。 

4. パーティションの構成状態を確認します。 
[Partition] - [Partition Configuration] をクリックします。 [Partition Configuration] 画面でパーティションの構成状態を確認します。 

5. 元 Reserved SBを Reserved SBに戻します。 

a. [Partition] - [Partition Configuration] - [Remove Unit] ボタンをクリックします。[Remove SB/IOUE from Partition] 画面が
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表示されます。 
b. 元 Reserved SBのラジオボタンをクリックして[Apply] ボタンをクリックします。元 Reserved SBがパーティションから切り離され、

フリー状態になります。 
c. [Partition] - [Reserved SB Configuration] をクリックします。[Reserved SB Configuration] 画面で、上記 2）でフリー状態

に設定した SBのチェックボックスをオンにして、予備対象にするパーティションを選択し、[Apply] ボタンをクリックします。予備対象
にするパーティションが複数ある場合は同時に選択して[Apply] ボタンをクリックします。 

6. 交換した SBをパーティションに組み込みます。 

a. [Partition] - [Partition Configuration] - [Add Unit] ボタンをクリックします。[Add SB/IOUE to Partition] 画面が表示されま
す。 

b. 交換した SBのラジオボタンをクリックして、[Apply] ボタンをクリックします。交換した SBがパーティションに組み込まれます。 

7. パーティションを起動します。 
[Partition] - [Power Control] をクリックします。[Power Control] 画面で、該当パーティションの[Power Control] で[Power on] を選
択し、[Apply] ボタンをクリックします。パーティションが起動します。 

■ 保守交換した SBを Reserved SBに設定する場合 

交換した SBに対して、以下の手順を行います。 

1. 故障した SBの代わりにリブートしたパーティションに組み込まれた Reserved SBを、Reserved SB として設定していた全パーティション
をログから解析します。 
解析手順については、「3.5.3 Reserved SB切替え発生時の元パーティション設定情報の確認」を参照してください。 

2. 状態を確認します。 
[System] - [System Status] をクリックします。 [System Status] 画面で、状態を確認します。 

3. パーティションの構成状態を確認します。 
[Partition] - [Partition Configuration] をクリックします。 
[Partition Configuration] 画面でパーティションの構成状態を確認します。 

4. 交換した SBを Reserved SBに設定します。 

a. [Partition]-[Reserved SB Configuration] をクリックします。[Reserved SB Configuration] 画面が表示されます。 
b. 保守交換した SBのチェックボックスをオンにします。 予備対象にするパーティションを選択し、[Apply] ボタンをクリックします。 予備

対象にするパーティションが複数ある場合は、同時に選択して[Apply] ボタンをクリックします。 
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3.5.3  Reserved SB切替え発生時の元パーティション設定情報の確認 
ここでは、Reserved SB切替え発生時の元パーティション設定情報を確認する方法について説明します。 

注意 

元パーティション設定情報の確認は、基本的には MMBの出力する SELの情報から推定しますが、必ずしも一意に決まるわけではありませ
ん。Reserved SB切替え時のパーティションの稼動状況から判断する必要があります。 
以下のようにパーティションおよび Reserved SBを設定したケースで説明します。Partition#Rの SB#cを、Partition#Pおよび
Partition#Qの Reserved SBに設定しています。 

表 3.22パーティションの設定（切替え前） 

パーティション SB 
a b C 

Partition#P O   
Partition#Q  O  
Partition#R   O 
O：パーティションの設定状態を表します 

表 3.23 Reserved SB の設定（切替え前） 

パーティション SB 
a b C 

Partition#P   O 
Partition#Q   O 
Partition#R    
O：Reserved SBの設定状態を表します 

 
SB#aで障害が発生し、SB#aが Reserved SB#cに切り替えられた場合、パーティションを構成する SBは以下のとおり変化します。 

Partition#P:SB#a  Partition#P:SB#c 
Partition#Q:SB#b 
Partition#R:SB#c 

→ Partition#Q:SB#b 
Partition#R:---- 

以下の「パーティションの状態遷移」の（1）から（4）で各パーティションの状態遷移を示します。 

表 3.24パーティションの状態遷移 

パーティション 状態遷移（時系列：左から右） 

（1） （2） （3） （4） 
Partition#P 稼動中 障害発生 リセット／SB切替え 電源オン→稼動中 
Partition#Q 稼動中 稼動中 稼動中 稼動中 
Partition#R 稼動中 稼動中 電源オフ 電源オフ 

 
Partition#P、Partition#Q、Partition#Rがどちらも稼動中であった場合、パーティションの状態は表の（1） です。 
この後、SB#0に障害が発生し、切り離され、Reserved SBに設定されている SB#2に切り替わるまでの説明を以下に示します。 

表 3.25パーティションの状態遷移の説明 

番号 説明（番号は状態遷移と対応） 

（1） Partition#P、Partition#Q、Partition#Rは稼動中。 

（2） Partition#Pの SB#aに障害が発生。 

（3） Partition#Pの SB#aを切り離して停止します。続いて Partition#Rの電源がオフされます。この後、SB#cは
Partition#Rの構成から外され、Partition#Qの Reserved SBの指定が解除されます。 

（4） Partition#Qの構成から外された SB#cが、Partition#Pの SB として組み込まれます。Partition#Pの電源が自
動的にオンされ、パーティションが稼動します。 
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状態遷移（1）から（4）で、Partition#Pには、故障した SB#aの変わりに SB#cが組み込まれ、再起動されて稼動します。
Partition#Qは影響を受けません。Partition#Rでは、停止して SB#cが構成から外されました。SB#cが（1）で Reserved SBに設定
されていた状態から解除されています。この結果の状態を「パーティションの設定（切替え後）」と「Reserved SBの設定（切替え後）」に示
します。Reserved SB切替え後の設定は、MMBにより以下のように変更されます。 

表 3.26パーティションの設定（切替え後） 

パーティション SB 
a b c 

Partition#P   O 
Partition#Q  O  
Partition#R    
O：パーティションの設定状態を表します 

表 3.27 Reserved SB の設定（切替え後） 

パーティション SB 
a b c 

Partition#P    
Partition#Q    
Partition#R    
O：Reserved SBの設定状態を表します（ただし、すべて空白） 

 
上記のような Reserved SBの切替えが発生した際、MMBは以下の SELを表示します。 

SEL-1. SB#a was replaced with Reserved SB#c in Partition#P 
SEL-2. Reserved SB#c was removed from Partition#Q 
SEL-3. Reserved SB#c was removed from Partition#R 

SEL-1から、Partition#Pの SB#aが Reserved SB#cに切り替えられたことがわかります。 
SEL-2、SEL-3のメッセージは、Reserved SB#cによる切替え動作が発生した際に、SB#cの Reserved SB設定が解除されたか、ある
いは SB#cが稼動中のパーティションから削除されたかのどちらかであることを示しています。切替え動作が発生した前後のパーティション動作
から、どちらの状態になっているかを判断します。 上記の場合では、SB#cが削除される直前に Partition#Rが電源オフされているため、
SB#cが稼動中の Partition#Rから削除されたことがわかります。 
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第4章 Red Hat Enterprise Linux 7以降における活性保

守およびパーティション停止保守 

ここでは、PRIMEQUEST 3000シリーズの Red Hat Enterprise Linux 7以降における活性保守およびパーティション停止保守について
説明します。 

4.1  Dynamic Reconfiguration（DR）機能 
ここでは、Dynamic Reconfiguration（DR）機能について説明します。 
SB と IOUEの活性保守を行うためには、MMBで DR機能を有効にし、かつ、パーティションに Dynamic Reconfiguration utilityパッケー
ジをインストールする必要があります。PCI Express カードの活性保守を行う場合は、必ずしも DR機能を有効にする必要も、Dynamic 
Reconfiguration Utilityパッケージをインストールする必要もありません。 
DRの機能概要、適用ルール、対応一覧および留意事項／制限事項について詳しくは「3.2.3 Dynamic Reconfiguration（DR）」を参
照してください。 
MMB Web-UI/CLIについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の各章を
参照してください。 
OS CLIについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(sadump, Dynamic Reconfiguration)』
（CA92344-1659）の「1.1 DRのコマンド操作」を参照してください。 

注意 

Red Hat Enterprise Linux 8以降は、Dynamic Reconfigurationを未サポートです。 
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4.1.1  DR機能のコンフィグ設定 
MMB Web-UIの Partition->Partition#x->Mode画面から、パーティションごとの DR機能の有効／無効を設定します。対象のパーティシ
ョンの電源をオンした場合は、次回パーティション起動時に設定が反映されます。 
以下に [Mode] 画面の[Dynamic Reconfiguration] の項目について示します。 

図 4.1 [Mode] 画面（Dynamic Reconfiguration） 

 

 
項目 説明 

Dynamic 
Reconfiguration 

current status 現在の DR機能の設定状況（Enable/Disable） 
setting Dynamic Reconfiguration機能の有効／無効を設定します。 

- Enable：有効 
- Disable：無効（初期値） 
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4.1.2  Dynamic Reconfiguration utilityのインストール・アンインストール 
Dynamic Reconfiguration utilityのインストール・アンインストールについて説明します。 
Dynamic Reconfiguration utility のインストールは、MMB で DR 機能が有効である状態で行ってください。 
Dynamic Reconfiguration utilityは、SVIMのアプリケーションウィザードで適用できます。システム構築後にインストールする場合は、富士
通Webのダウンロードサイトからパッケージを入手して、以下の手順でインストールしてください。 
＜インストール／アンインストール共通＞ 

FJSVdr-util-RHEL7-x.x.x-x-x86_64.tar.gz を展開します。 以下のファイルが格納されています。 

FJSVdr-util/RPMS/FJSVdr-util-RHEL7-x.x.x-x.noarch.rpm  

FJSVdr-util/SRPMS/FJSVdr-util-RHEL7-x.x.x-x.noarch.rpm  

FJSVdr-util/DOC/README.ja_JP.EUC.txt 

FJSVdr-util/DOC/README.ja_JP.SJIS.txt  

FJSVdr-util/DOC/README.ja_JP.UTF-8.txt  

FJSVdr-util/DOC/README.txt 

FJSVdr-util/INSTALL.sh 

FJSVdr-util/UNINSTALL.sh 
＜インストールの場合＞ 

FJSVdr-util-RHEL7-x.x.x-x.noarch.rpmを、以下に示す手順でインストールします。 

1. スーパーユーザーになります。 

$ su - 

2. FJSVdr-utilディレクトリにある INSTALL.shを実行します。 
状況に応じて rpmパッケージがインストールまたはアップグレードされます。 

# FJSVdr-util/INSTALL.sh 

3. パーティションを再起動します。 

# /sbin/shutdown -r now 

＜アンインストールの場合＞ 
以下に示す手順でアンインストールします。 

1. スーパーユーザーになります。 

$ su - 

2. FJSVdr-utilディレクトリにある UNSTALL.shを実行します。 

# FJSVdr-util/UNINSTALL.sh 

3. パーティションを再起動します。 

# /sbin/shutdown -r now 
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4.2  SBの活性増設 
ここでは、SBの活性増設について説明します。 

4.2.1  SB活性増設の事前準備 
事前準備の流れを以下に説明します。 

1. 追加用 SBを手配します。 
追加用 SBは以下を満たす必要があります。 

- 追加用 SB と CPUは対象パーティション内で同じ品名であること。 
- 追加用 SBには CPUが 2個搭載されていること。 
- 追加用 SBの DIMMは対象パーティションの Home SBの DIMM と同じモデルであること。 
- 追加用 SBの DIMM枚数が対象パーティションの Home SB と同じであること。 

2. 手配した追加用 SBの CPUおよび DIMMの構成が対象パーティションの Home SB と同じであることを確認します。 
3. 手配した追加用 SBを空き SBスロットに搭載します。【保守員作業】 
4. DR機能の導入を以下の手順で確認します。 

a. ダンプディスクの退避領域のサイズが、追加するメモリ量に充足するか確認します。必要サイズの見積もり方について詳しくは
『Linuxユーザーズマニュアル』を参照してください。 

b. 留意事項／制限事項をクリアしているか確認します。詳しくは「3.2.3 Dynamic Reconfiguration（DR）」を参照してくださ
い。 

5. 追加用 SBに異常がないか確認します。 
例：MMB Web-UIから確認する方法 

a. System >SB >SB#n画面を開きます。 
b. [Board Information]の Statusが「OK」であるか確認します。 
c. そのほかの Statusが「OK」であるか確認します。 
d. Partition >Partition Configuration画面を開きます。 
e. 追加用 SBが FreeSBまたは Reserved SB状態になっているか確認します。追加用 SB番号をメモしておきます。 

4.2.2  SB活性増設前の状態の確認 
1. SB活性増設前の資源量の確認 

追加後の状態と追加前の状態を比較するために、あらかじめ SB活性増設前の状態を確認します。追加前の資源の数や量は、以下
のファイルを参照することで確認できます。 

- CPU：/proc/cpuinfo 
このファイルを参照した時点の、OSが認識している各 CPUの情報を出力します。 以下のように入力することで、CPU数を取得
できます。 

# grep -c processor /proc/cpuinfo 
120 

- メモリ：/proc/meminfo 
このファイルを参照した時点の、OSが認識しているメモリ量を出力します。 

#  cat /proc/meminfo 
MemTotal:             65169992 kB  
MemFree:              63382120 kB  
Buffers:                 30034 kB 
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： 
： 

MemTotal行の出力から、このパーティションの物理メモリ量を参照することができます。 

4.2.3  SB活性増設の DR操作 
ここでは、SB活性増設を行うための DR操作について説明します。 

1. Administrator権限でMMBのコンソールにログインします。 
2. hotadd コマンドを実行します。 

例：パーティション 1に SB2を追加する場合 

Administrator > hotadd partition 1 SB 2 
Are you sure to continue adding SB#2 to partition#1? [Y/N] Y  
DR operation start (1/5) 
Assigning SB#2 to partition#1 (2/5)  
Testing SB#2 (3/5) 
Reconfiguring partition#1 (4/5)  
Onlining added Memory/CPU (5/5) 
Adding SB#2 to Partition#1 has been completed successfully. 
Administrator > 

3. Operation Log画面または"show dynamic_reconfiguration status"コマンドにて以下のメッセージが表示されることを確認します。 
 
例：パーティション 1に SB2を追加する場合 

- Operation Log画面 
「I_10110 Partition1 : Hot-add SB#2 Completed.」 

- show dynamic_reconfiguration status 
「Adding SB#2 to Partition#1, completed」 

4.2.4  OSの SB活性増設処理での TIMEOUT発生時の対処 
OSの SB活性増設処理が所定時間内に完了しない場合、MMB CLIに" DR sequence timeout: SB hot-add 
OS failure"という TIMEOUTのメッセージが表示されます。これは、OSの DR完了通知が MMBに届いていないことを意味します。この
際、DRは OS上では処理を継続中となっていますが、連携プログラム等がハングしている可能性もあり、終了時間の予測も困難であるた
め、パーティションの再起動を推奨します。 
SB活性増設の OS処理は主に 3つの処理に分けることが出来ます。/var/log/messageを確認し、どの処理に時間がかかっているのか分
析できます。 

- 連携プログラムの事前処理 
- 追加する資源の有効化 
- 連携プログラムの事後処理 

1. 連携プログラムの事前処理の確認 
/var/log/messagesより以下で表示されたメッセージ内の処理が事前処理になります。 

Dec 17 00:15:33 xxx dr-util[4457]: INFO : 800 : Detected SB hot-add 
Dec 17 00:15:33 xxx dr-util[4457]: INFO : 801 : Added SB3, Node6,7 
Dec 17 00:15:33 xxx dr-util[4457]: INFO : 807 : Execute 1 user programs at ADD_PRE timing 
... 
Dec 17 00:15:34 xxx dr-util[4457]: 10-FJSVdr-util-kdump-restart  : INFO : start 
... 
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Dec 17 00:15:34 xxx dr-util[4457]: 10-FJSVdr-util-kdump-restart  : INFO : result: 0 
... 
Dec 17 00:15:34 xxx dr-util[4457]: INFO : 808  : Executed user  programs at ADD_PRE timing 

/var/log/messagesに"INFO : 808 : Executed user programs at ADD_PRE timing"が出力されていない場合、この処理で遅延
が発生しています。/var/log/messagesおよび連携プログラムの設定によっては/opt/FJSVdr-util/var/logディレクトリ内に作成される
「連携プログラム名.log」ファイルから、どの連携プログラムに時間がかかっているのかを確認してください。以下の rpm コマンドで遅延が発
生している連携プログラムの情報を取得し、当社技術員に遅延原因を確認してください。 
 
(例) 連携プログラム「10-FJSVdr-util-kdump-restart」の開発元の確認 

$ rpm -qif /opt/FJSVdr-util/user_command/10-FJSVdr-util-kdump- 
restart 
... 

活性増設処理が不完全な状態になっていますので、パーティションの再起動を推奨します。 

2. 追加されたデバイスの有効化処理時間の確認 
/var/log/messagesより以下で表示されたメッセージ内の処理が有効化処理になります。 

Dec 17 00:15:34 xxx dr-util[4457]: INFO : 802 : Add CPU30-59 (total30) 
Dec 17 00:15:34 xxx dr-util[4457]: INFO : 804 : Add MEM98304-98559,114688-114943 (total 67108864 kiB) 
... 
Dec 17 00:15:47 xxx dr-util[4457]: INFO : 809 : Added SB3 

/var/log/messagesに"INFO : 809 : Added SBX"が出力されていない場合、追加されたデバイスの有効化処理で遅延が発生して
います。以下コマンドを数秒間隔で実行し CPUまたは、メモリの追加処理が行われていることを確認してください。 

・CPU数の確認 

$ grep -c processor /proc/cpuinfo 
30 

・メモリ量の確認 

$ cat /proc/meminfo |grep MemTotal 
MemTotal: 65271964 kB 

CPU数または、メモリ量が継続的に増加している場合： 

システム負荷による遅延と予想されます。システム負荷を減らすことで早期に活性増設処理を完了させることができます。 
CPU数または、メモリ量が期待する量に達していないにも関わらず増加しない場合：  

CPUまたは、メモリの有効化処理が止まっていることが考えられます。パーティションが異常な状態になっていると考えられますの
で、カーネルダンプを採取しパーティションを再起動してください。 

3. 連携プログラムの事後処理の確認 
/var/log/messagesより以下で表示されたメッセージ内の処理が事後処理になります。 

Dec 17 00:15:47 xxx dr-util[4457]: INFO : 807 : Execute 1 user programs at ADD_POST timing 
... 
Dec 17 00:15:48 SB-hotplug dr-util[4457]: 10-FJSVdr-util-kdump- restart : INFO : start 
... 
Dec 17 00:15:49 SB-hotplug dr-util[4457]: 10-FJSVdr-util-kdump- restart : INFO : result: 0 
... 
Dec 17 00:15:49 xxx dr-util[4457]: INFO : 808 : Executed  user  
programs at ADD_POST timing 



第 4章 Red Hat Enterprise Linux 7以降における活性保守およびパーティション停止保守 
  

 

139 CA92344-1656-30 

/var/log/messagesに"INFO : 808 : Executed user programs at ADD_POST timing"が出力されていない場合、この処理で遅
延が発生しています。/var/log/messagesおよび連携プログラムの設定によっては/opt/FJSVdr-util/var/logディレクトリ内に作成され
る「連携プログラム名.log」ファイルから、どの連携プログラムに時間がかかっているのかを確認してください。連携プログラムの作成元は、
以下の rpm コマンドで確認できます。開発元に遅延原因を確認してください。 
(例) 連携プログラム「10-FJSVdr-util-kdump-restart」の開発元の確認 

$ rpm -qif /opt/FJSVdr-util/user_command/10-FJSVdr-util-kdump-resta rt 
... 

活性増設処理が不完全な状態ですので、パーティションを再起動してください。 

4.2.5  SB活性増設後の操作 
ここでは、SB活性増設後の操作について説明します。 DR操作コマンドが完了後、追加前の確認と同様に、以下のファイルを参照し、追
加された資源量が正しいことを確認してください。 

- CPU：/proc/cpuinfo 
（追加された CPUの情報が増えています。） 

# grep -c processor /proc/cpuinfo 
180 

- メモリ：/proc/meminfo 
（追加されたメモリ量が MemTotalの値に反映されています。） 

# cat /proc/meminfo 
MemTotal:             98724424 kB 
MemFree:              96825552 kB 
Buffers:                 30804 kB 

： 
： 

下記コマンドを継続実行している場合は、追加された資源が反映されません。追加した資源を反映するために、コマンドを再起動してくださ
い。 

- sar 
- iostat 
- mpstat 

 
SV Agentsがインストールされている場合は、以下のコマンドをルート権限で実行してください。 

# /usr/sbin/srvmagt restart 

活性増設した SBの CPUやメモリを KVMで使用する場合は、以下の手順で machine.slice コントロールグループのパラメータを変更して
ください。 

1. machine.slice コントロールグループの有無を確認します。 

# find /sys/fs/cgroup/cpuset/ -name  "machine.slice" 
/sys/fs/cgroup/cpuset/machine.slice 

machine.slice コントロールグループがない場合、新たにゲスト VMを起動した際に、machine.slice コントロールグループが作成されま
す。その際、machine.slice コントロールグループは SB活性増設で追加した CPUおよびメモリが反映されていますので、
machine.slice コントロールグループのパラメータを変更する必要はありません。 

2. machine.slice コントロールグループのパラメータを変更します。 

# cgset -r cpuset.cpus=xxx-yyy machine.slice 
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# cgset -r cpuset.mems=X-Y machine.slice 

備考 

machine.slice コントロールグループのパラメータを変更した後、新たに起動したゲスト VMは活性増設した SBも含めてパーティション
上の全ての CPUおよびメモリを使用できます。 使用する CPUなどのリソースを固定しているゲスト VMの場合、リソースを追加すること
で KVMシステム全体のバランスが崩れる可能性があります。この場合、KVMシステムにおける CPUおよびメモリの使用方法を再設
計することを推奨します。 
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4.3  SBの活性削除 
ここでは、SBの活性削除について説明します。 

4.3.1  SB活性削除の事前準備 
1. 削除する SBを確認します。 

MMB Web UIから以下の手順で確認します。 

1-1. Partition->Partition Configuration画面を開きます。 
1-2. 削除する SBが「H」(homeSB)になっていないことを確認します。 

2. OS上のプロセスが削除する SBの CPUやノードに固定されている場合、その設定を変更します。 

2-1. 削除する SBの資源を確認します。 
例：SB2の資源を確認する場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr show SB 

2CPU: 60-119: 6 

0MEM: 32768-33023,49152-49407: 67108864 kiB 

Node: 2,3 

2-2. 削除する SBの CPUやノードに固定されている OS上のサービスの設定を変更します。 
例：ゲスト VM（KVM）の設定の変更 
① ゲスト VMの VCPUに固定している CPUを確認します。 

# virsh vcpupin RHEL7GA 
VCPU: CPU アフィニティー 
---------------------------------- 
   0: 0-119 
   1: 0-119 
... 
   N-1: 0-119 

②ゲスト VMの全ての VCPUに対する CPU固定の設定を変更します。 

例：CPU番号 0から 59の CPUをゲスト VMに固定します 

# virsh vcpupin <ゲスト VM名> <0> 0-59 
# virsh vcpupin <ゲスト VM名> <1> 0-59 
... 
# virsh vcpupin <ゲスト VM名> <N-1> 0-59 

3. KSMサービスが停止／無効になっていることを確認します。 

3-1. KSMサービスの状態を確認します。 

3-1-1. ksm.serviceの状態を確認します。 

# systemctl status ksm.service 

3-1-2. ksmtuned.serviceの状態を確認します。 

# systemctl status ksmtuned.service 

3-2. KSMサービスが動作している場合、KSMサービスを停止します。 

3-2-1. ksm.serviceを停止します。 
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# systemctl stop ksm.service 

3-2-2. ksmtuned.serviceを停止します。 

# systemctl stop ksmtuned.service 

4.3.2  SB活性削除前の状態の確認 
以下の手順でスワップ領域・空きメモリ量を確認します。 

1. スワップ領域の free量を確認します。 

# free 

             Total        used        free      shared    buffers     cached 

Mem:     132364204    25165476   107198728       10140   14647644     319328 

-/+ buffers/cache:    10198504   122165700 

Swap:      4194300           0     4194300 

2. システム上に空きメモリが十分にあるか確認します。 

2-1. 削除する SBのメモリ量を求めます。 
例：SB2を削除する場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr show SB2 | grep MEM 
MEM: 32768-33023, 49152-49407: 67108864 kiB 

2-2. SB削除後の空きメモリ量を求めます。 

# cat /proc/meminfo 
MemTotal:         132364204 kB 
MemFree:          107200452 kB 
MemAvailable:     122518540 kB 
Buffers:           14647644 kB 
Cached:              329468 kB 
SwapCached:               0 kB 
Active:             7652860 kB 
Inactive:          14910268 kB 
Active(anon):       7587292 kB 
Inactive(anon):        8864 kB 
Active(file):         65568 kB 
Inactive(file):    14901404 kB 

空きメモリ量= MemFree + Inactive(anon) + Active(file) + Inactive(file) 
= 107200452KB + 8864KB + 65568KB + 14901404KB 

= 122176288KB 

2-3. SB削除後の空きメモリを求めます。 

SB削除後の空きメモリ= 「空きメモリ量」-「削除する SBのメモリ量」 
= 122176288KB - 67108864KB 

= 55067424KB 

SB削除後の空きメモリが 0より大きい場合、SB活性削除ができます。なお、0より小さい場合、 SB削除後の空きメモリがスワ
ップ領域の free量に収まれば、SB活性削除は可能ですが、スワップアウトが発生し、システムが著しく遅くなります。 
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4.3.3  SB活性削除の DR操作 
ここでは、SB活性削除を行うための DR操作について説明します。 

1. Administrator権限でMMBのコンソールにログインします。 
2. hotremove コマンドを実行します。 

例：パーティション#1から SB#2を削除する場合 

# hotremove partition 1 SB 2 

3. show dynamic_reconfiguration statusのコマンドを実行し、以下のメッセージが表示されることを確認します。例：パーティション#1
から SB#2を削除する場合 
「Removing SB#2 from Partition#1, completed」 

4.3.4  SB活性削除後の操作 
ここでは、SB活性削除後の操作について説明します。 

1. SBが削除されたことを確認してください。 
例：  SB#2を削除した場合。 

# /opt/FJSVdr-util//sbin/dr stat SB  
SB0: online 
SB1: empty 
SB2: empty 
SB3: empty 

下記コマンドを継続実行している場合は、追加された資源が反映されません。追加した資源を反映するために、コマンドを再起動してく
ださい。 
- sar 
- iostat 
- mpstat 

2. SV Agentsがインストールされている場合は、以下のコマンドをルート権限で実行してください。 

# /usr/sbin/srvmagt restart 

3. 事前準備にて KSMサービスを停止した場合、KSMサービスを起動させてください。 

3-1. ksmtuned.serviceを起動します。 

# systemctl start ksmtuned.service 

3-2. ksm.serviceを起動します。 

# systemctl start ksm.service 

4. MMB Web-UIから、削除した SBが power offになっていることを確認してください。 

4-1. System->SB->SB#n画面を開きます。 
4-2. 「Board Information」の「Power Status」が「Standby」であるか確認します。 
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4.4  IOUEの活性交換 
ここでは、IOUEの活性交換について説明します。IOUEの活性交換には、以下のパターンがあります。手順は、ほぼ同じですが、違いにつ
いては、その都度述べます。 

- IOUE本体の故障、もしくはオンボードの NICの故障などで、IOUEそのものを交換する場合 
- IOUEの PCIeスロット上の PCI Express カードを交換、増設、削除する場合 

後者では、IOUEそのものは交換されませんが、IOUEの構造上、一旦 IOUEを筐体から、取り外して PCI Expressカードの増設、交
換、削除を行う必要があります。このため、パーティションには、IOUEの交換と同じ影響があるので、IOUEの交換の手順をふまなければなり
ません。 

注意 

- IOUEそのものの活性交換を行うと、IOUEのオンボードの I/O資源（オンボード NIC）も交換されます。IOUE交換後、オンボ
ード NICの MACアドレスが交換後に変更されます。 

- IOUEの活性交換後、IOUE上 PCI Expressカードの PCIアドレス（バスアドレス）は変更される可能性があります。これは、
IOUEそのものは交換せず、交換前と同じものを使用した場合を含みます。 

- IOUE上に iSCSI(NIC) が搭載されている場合、以下の前提条件を満たす場合のみ、IOUEの活性交換が可能です。 
- ストレージ接続に関しては DM-MP（Device-Mapper Multipath）または ETERNUSマルチドライバ（EMPD）を利用
し、交換対象の IOUE とは別の IOUE上の NIC とマルチパス化した状態で動作している場合。 

- 複数の iSCSI カードを交換する場合、１枚ずつ作業を実施すること。 
- 1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用の場合。 

 

以下に単独インターフェースの例を示します。 

 

- SANブートに使用している FC カードが IOUE上に搭載されている場合、IOUEの活性交換はできません。 
 以降、活性交換手順を、順に説明していきます。 

4.4.1  IOUE活性交換の事前準備 
事前準備の流れを以下に説明します。 

1. 交換用の IOUEを手配します。 

注意 

PCI Express カードの増設、交換、削除をする場合で、IOUEを再利用する場合は不要です。手配する場合は、あらかじめ空きパー
ティションで I/Oデバイスが正常に動作することを確認してください。 増設時には、I/Oの事前診断処理は行われません。 

2. IOUEを交換、もしくは IOUE内の PCI Express カードを増設、交換、削除する場合には、一旦、IOUEを削除する必要があります。
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IOUEを削除すると削除される IOUEに搭載の PCI Expressカード、ならびにオンボード NICも一時的に削除されます。削除される
PCI Expressカードを利用しているソフトウェアが存在しないことを確認し、以下のいずれかの対処を実施します。詳細は後述します。 

a. 削除する前に削除される PCI Express カード、オンボード NICを利用しているソフトウェアを停止します。 
b. PCI Express カード、オンボード NICをソフトウェアの操作対象外にします。 

 
対象の IOUEに搭載されている資源を確認するには、OSのシェルから/opt/FJSVdr-util/sbin/dr show IOUE コマンドを実行します。 
例：IOUE3を確認する場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr show IOU3 
0000:82:00.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:83:09.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:84:00.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:85:02.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:85:08.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:85:09.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:85:10.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:85:11.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:89:00.0 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:89:00.1 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:8c:00.0 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:8c:00.1 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:8f:00.0 Fibre Channel: Emulex Corporation Saturn-X: LightPulse Fibre Channel Host Adapter (rev 03) 
0000:8f:00.1 Fibre Channel: Emulex Corporation Saturn-X: LightPulse Fibre Channel Host Adapter (rev 03) 

■ IOUE上の NIC (オンボード NICを含む) 

IOUEそのものの交換（自動的にオンボード NICの交換となります）、または、IOUE上の NICの増設、交換、 削除を行う場合、
IOUE共通の交換手順に加え、IOUEの電源オフ・オンの前後に、固有の処理が必要となります。ここでは、IOUEそのものの交換を
念頭に記述します。（そうでないケースについては注を付します） また、1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用に加え、
複数の NICを束ねて 1つのインターフェースを構成している場合（bonding構成）の手順についても説明します。ここでの説明は、
NICの制御を Networkサービスで行うことを前提にしています。NetworkManager を使う手順については、言及しておりません。 
なお、複数の NICを PRIMECLUSTER Global Link Services（GLS）で束ねている場合は、PRIMECLUSTER Global Link 
Services のマニュアルを参照してください。RHEL7では、NICに与えられる名前の形式が、NICの実装位置により異なりますが、ここ
では伝統的な ethX を用いて説明します。適宜、実際の NICの名前と読み替えてください。 

 

注意 

- bondingデバイスを導入したシステムで活性交換を行う場合は、交換対象 NICが bondingデバイスの構成インターフェースであ
るなしにかかわらず、すべてのインターフェース設定ファイル（/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth*ファイル、
/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-bond*ファイル）で ONBOOT=YES とするシステム設計を行います。 
ここで、未使用インターフェースに対して、IPアドレスを付与する必要はありません。この措置は、交換対象 NICのデバイス名が活
性交換前後で変わらないようにするためのもの。仮に ONBOOT=NO が混在した場合、ここで説明する手順が正しく動作しない
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ことがあります。 

1. NICが搭載されている位置を確認します。 
上述の"dr show IOUEE"コマンドで確認した、当該 IOUE上に搭載されている NICの PCIアドレスとインターフェース名の対応
を確認します。以下のコマンドを実行してください。 
 
例：PCIアドレスが" 0000:89:00.0"の場合 

# ls -l /sys/class/net/*/device | grep "0000:89:00.0" 
lrwxrwxrwx. 1 root root 0  Aug 27 16:06 2013 /sys/class/net/eth0/device \ 
-> ../../../ 0000:89:00.0 

行末の\は、改行しないことを表します。 
この場合は、eth0が PCIバスアドレス" 0000:89:00.0" に対応するインターフェース名です。 

注意 

ここで得られた PCIバスアドレスは、手順 2.および IOUE交換後の手順でも使用します。PCIバスアドレスを記録して、後ほど
参照できるようにしてください。 

 

次に、この PCIバスアドレスに対応する物理位置を確認します。 
ethtool -p コマンドを実行し、NICの LEDを点滅させてください。実際に、IOUEあるいは IOUEの先についている PCIボックス
を確認し、NICがどの場所にささっているかを確認し、その位置（PCI#0など） を確認します。 
 

例：インターフェース eth0に対応する NICの LEDを 10秒間点滅させます 

# /sbin/ethtool – p eth0 10 

2. 交換しようとしている IOUEに搭載されている NICの、インターフェース名／ハードウェアアドレス／PCIバスアドレス／物理位置の
情報を表にまとめます。 
手順 1で取得した情報のうち、交換しようとしている IOUE上のものを以下のような表にまとめます。 

表 4.1 PCIバスアドレスとインターフェース名の対応 

インターフェース名 ハードウェアアドレス PCIバスアドレス 物理位置 
eth0  0000:89:00.0 オンボード 0 
eth1  0000:89:00.1 オンボード 1 
eth2  0000:8c:00.0 PCI#0 
...  ... ... 

注意 

表に記載するバスアドレスは、ファンクション番号（ピリオド以降の番号）も含めて記載してください。 
- インターフェース名とハードウェアアドレスの対応確認 
以下のコマンドを実行し、インターフェース名とハードウェアアドレスの対応を確認します。この操作は、IOUE上のすべての
NICについて行います。 

例：eth0（単独インターフェースの場合） 

# cat /sys/class/net/eth0/address 
2c:d4:44:f1:44:f0 

例：eth0の場合（bonding インターフェースの場合） 
bondingの slave インターフェースの場合は、bonding ドライバにより値が書き換えられているため、 以下のコマンドを実行してハ
ードウェアアドレスを確認します。 

# cat /proc/net/bonding/bond 
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YEthernet Channel Bonding Driver ......... 
. 
. 
Slave interface:  eth0 
. 
Permanent HW addr: 2c:d4:44:f1:44:f0 
. 
. 

ただしこの方法は、bondingデバイスが活性化済みの場合の方法です。bondingデバイスが非活性の場合や、slaveが未組込
みの場合は、単独インターフェースの場合と同じ方法を使ってください。 

他のインターフェースについても同様のコマンド操作を実施し、ハードウェアアドレスを確認します。  

以下は表への記載例です。 

表 4.2ハードウェアアドレスの記載例 

インターフェース名 ハードウェアアドレス PCIバスアドレス 物理位置 
eth0 2c:d4:44:f1:44:f0 0000:89:00.0 オンボード 0 
eth1 2c:d4:44:f1:44:f1 0000:89:00.1 オンボード 1 
eth2 00:19:99:d7:36:5f 0000:8c:00.0 PCI#0 
...  ... ... 

3. NIC交換前に必要な、上位アプリケーションの処理を行います。手順 2.で確認したすべてのインターフェースを利用しているアプリ
ケーションを、すべて停止または利用対象から除外するよう設定を変更し、インターフェースへのアクセスを停止します。 

4. NICを非活性化します。 
以下のコマンドを実行し、手順 2.で確認したすべてのインターフェースを非活性化してください。使用するコマンドは、対象のインタ
ーフェースが単独のインターフェースか、bondingデバイスの SLAVE インターフェースであるかによって異なります。 
 
単独インターフェースの場合： 

# /sbin/ifdown ethX 

単独インターフェースが VLANデバイスを従えている場合、VLAN インターフェースも削除する必要があります。以下のように操作
をしてください（実インターフェースの非活性化の前に行ってください）。 

# /sbin/ifdown ethX.Y 

bondingデバイスの SLAVE インターフェースの場合： 
bondingデバイスを mode1で運用している場合は、安全のため、以下の手順で交換対象の SLAVEを運用から外してくださ
い。他の modeの場合は、すぐに取り外しの手順を行って問題ありません。 交換対象である SLAVE インターフェースが、現在
通信に用いられているインターフェースか否かを確認します。まず、現在通信に用いられているインターフェースを、以下のコマンドを
実行して確認します。 

# cat /sys/class/net/bondY/bonding/active_slave 

表示されたインターフェース名が、交換対象の SLAVE インターフェースと一致した場合は、以下のコマンドを実行して、現在の通
信を他の SLAVE インターフェースに切り替えます。 

# /sbin/ifenslave -c bondY ethZ 
（ethZ：bondYを構成する、活性交換を行わないインターフェース） 

最後に、交換対象の SLAVE インターフェースを bonding構成から取り外します。インターフェースは取り外しと同時に自動的に
未使用の状態になります。 

# /sbin/ifenslave -d bondY ethX 
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5. 以下のコマンドを実行し、手順 2.で確認したすべてのインターフェースの設定ファイルを退避してください。 
設定スクリプトと udevdが/etc/sysconfig/network-scripts配下のファイルの内容を参照する場合があるので、参照対象となら
ないよう、退避ディレクトリを作成して退避します。 

# cd /etc/sysconfig/network-scripts 
# mkdir temp 
# mv ifcfg-ethX temp 
[bonding構成の場合は以下も実行] 
# mv ifcfg-bondX temp 

■ IOUE上の iSCSI (NIC) 

iSCSI接続に利用している NICの場合は、「■ IOUE上の NIC(オンボードを含む)」とほとんど同じ交換手順となりますが、「■ IOUE上の
NIC(オンボードを含む)」の手順 3において、以下の追加作業が必要です。 

1. iSCSIの利用を停止させるために、以下を実施します。 

a. DM-MPまたは EMPDにより、現時点でのパスの状態を確認しておきます。 
b. iscsiadm コマンドにより、交換する iSCSI カード(NIC)を経由するパス（iqn）を logout し、セッションを切断します。 

表示例 
［実施前のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 
tcp: [2] 192.168.2.66:3260,3 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 
［交換する NICを経由するパスを logout します］ 
# /sbin/iscsiadm -m node -T iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- 
system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 -p 192.168.2.66:3260 --logout 

c. iscsiadm コマンドにより、対象のセッションが切断されていることを確認します。 

表示例 
［実施後のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 

d. DM-MP（*1）または ETERNUSマルチドライバ（*2）により、実施後のパスの状態を確認します。 

*1: DM-MPの利用パスが切断されていることを確認します。以下にパスの状態変化の表示例を示します。 
表示例(DM-MPの表示例) 
［実施前］ 
#  /sbin/multipath -ll 
mpath1  (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin 0 [prio=2][active] 
\_ 3:0:0:0 sdb 8:16 [active][ready] 
\_ 4:0:0:0 sdc 8:32 [active][ready] 

 

［実施後］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin 0 [prio=1][enabled] 
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\_ 3:0:0:0 sdb 8:16 [active][ready] 

*2: ETERNUSマルチパスドライバ（Linux版）ユーザーズガイドを参照してください。 

■ FCカード 

1. アプリケーションを停止するなどの方法で IOUE上に存在する FC カードへのアクセスを停止します。 

4.4.2  IOUE活性交換の DR操作 
ここでは、IOUEの活性交換を行うための DR操作について説明します。 

1. OSのシェルで/opt/FJSVdr-util/sbin/dr rm IOUE コマンドを実行します。 削除する IOUEが OSから切り離されます。 
例：IOUE3を切り離す場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr rm IOU3 
# 

2. OSのシェルで/opt/FJSVdr-util/sbin/dr stat IOU コマンドを実行します。 
パーティションに接続されている IOUEの一覧が表示されます。切り離した IOUEが'offline'と表示されることを確認します。 
例：IOUE3を切り離した場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr stat IOU 
IOU0: empty 
IOU1: empty 
IOU2: empty 
IOU3: offline 

3. Administrator権限でMMBのコンソールにログインします。 
4. MMBのコンソールで、hotremove コマンドを実行します。 

例：パーティション 1から IOUE3を削除する場合 

Administrator > hotremove  partition  1 IOU  3 
Are you sure to continue removing IOU#3 from Partition#1? [Y/N]: Y 
DR operation start (1/3) 
Remove IOU#3 (2/3) 
IOU#3 power-off (3/3) 
Removing IOU#3 from partition#1 has been completed successfully. 
Administrator > 

5. Operation Log画面または"show dynamic_reconfiguration status"コマンドにて以下のメッセージが表示されることを確認します。 
例：パーティション 1から IOUE3を削除する場合 

- Operation Log画面 
「I_10110 Partition1 : Hot-remove IOU#3 Completed.」 

- show dynamic_reconfiguration status 
「Removing IOU#3 from Partition#1, completed」 

6. IOUEに接続されているすべてのケーブル(LAN/FCケーブル等)を取りはずしてください。【保守員作業】 
7. IOUEをスロットから引き抜きます。【保守員作業】 

IOUEそのものを交換する場合は、古い IOUE上の PCI Express カードを、新しい IOUEへ差し替えます。IOUE上の PCI Express
カードを交換、増設、削除する場合は、ここで PCI Express カードを交換、増設、 削除を行います。 

8. IOUEをスロットに挿入します。【保守員作業】 
9. LANケーブル以外のケーブルを取り付けます。 
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備考 

GLS構成で NIC切り替え方式の場合、LANケーブルも取り付けます。 

10.  MMBのコンソールで、hotadd コマンドを実行します。 
例：パーティション 1に IOUE3を追加する場合 

Administrator > hotadd partition 1 IOU 3 
Are you sure to continue adding IOU#3 to Partition#1? [Y/N] Y DR operation start (1/3) 
Assigning IOU#3 to partition#1 (2/3) Power on IOU#3 (3/3) 
Adding IOU#3 to Partition#1 has been completed successfully. 
Administrator > 

11.  Operation Log画面または"show dynamic_reconfiguration status"コマンドにて以下のメッセージが表示されることを確認します。 
例：パーティション 1に IOUE3を追加する場合 

- Operation Log画面 
「I_10110 Partition1 : Hot-add IOU#3 Completed.」 

- show dynamic_reconfiguration status 
「Adding IOU#3 to Partition#1, completed」 

12.  OSのシェルで/opt/FJSVdr-util/sbin/dr stat IOU コマンドを実行します。 パーティションに接続されている IOUEの一覧が表示されま
す。追加した IOUEが表示されることを確認します。 
例：IOUE3を追加した場合 

#  /opt/FJSVdr-util/sbin/dr stat IOU 
IOU0: empty 
IOU1: empty 
IOU2: empty 
IOU3: offline 

新たにパーティションに追加した IOUEは、この時点では OSから認識されていないため、offline と表示されます。 

13.  OSのシェルで/opt/FJSVdr-util/sbin/dr add IOU コマンドを実行します。 新たにパーティションに追加した IOUEが電源オン状態にな
ります。 
例：IOUE3を電源オン状態にする場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr add IOU3 
# 

4.4.3  IOUE活性交換後の操作 
備考 

SV Agentsがインストールされている場合は、以下のコマンドをルート権限で実行してください。 

# /usr/sbin/srvmagt restart 

■ IOUE上の NIC（オンボードを含む） 

1. 交換した IOUE上の NICに関する情報を収集します。 交換した NICに対してインターフェース（ethX）が作成されています。 
事前準備の NICの節の手順 1.、手順 2.に従い、IOUE交換後の NICに対して作成されたインターフェースのインターフェース名
／ハードウェアアドレス／PCIバスアドレス／物理位置の情報を、以下のように表にまとめます。 
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表 4.3 PCIバスアドレスとインターフェース名の対応(交換後) 

インターフェース名 ハードウェアアドレス PCIバスアドレス 物理位置 
eth0 2c:d4:44:f1:44:d2 0000:86:00.0 オンボード 0 
eth1 2c:d4:44:f1:44:d3 0000:86:00.1 オンボード 1 
eth2 00:19:99:d7:36:5f 0000:87:00.0 PCI#0 
...  ... ... 

注意 

標準的なインターフェース名を採用したパーティションの場合、以下のことを考慮に入れる必要があります。 
- BIOS と OSでは、PCIバスアドレスの割り当ての論理が異なります。従って、活性保守時には、交換前と異なる PCIバスア
ドレスが割り当てられ、インターフェース名も変更されます。 

- 活性保守後パーティションをリブートすると、PCIバスアドレスは再割り当てられます。ハードウェアアドレスによる対応付けは働く
ので、活性保守時の新しいインターフェース名は有効になるが、PCI バスアドレスとは一致しない名前になります。 

- 上位ドライバまたは、ネットワーク系の script等のインターフェース名が変化しないようにする場合は、インストール後に、予め
ethX形式で名前が割り当てられる設定を行っておきます。詳しくは、Red Hat社の networking guideを参照してくださ
い。 

2. 退避したインターフェース設定ファイルを編集します。 
新しいハードウェアアドレスに書き換えます。"HWADDR" には、「表 4.3 PCIバスアドレスとインターフェース名の対応(交換後)」に
記載されている、交換した NICのハードウェアアドレスを設定してください。また、インターフェース名が変更された場合は、インター
フェース名も変更します。（この場合はファイル名そのものも変更します）。bondingの slaveの場合も、ファイルの内容は一部
異なりますが、設定する行は同じです。 

例） 
DEVICE=eth0 
NM_CONTROLLED=no 
BOOTPROTO=static 
HWADDR=2c:d4:44:f1:44:d2 
BROADCAST=192.168.16.255 
IPADDR=192.168.16.1 
NETMASK=255.255.255.0 
NETWORK=192.168.16.0 
ONBOOT=yes 
TYPE=Ethernet 

この編集を、退避したインターフェースのうち、実際に交換を行ったすべてのインターフェースに対して実施してください。ハードウェア
アドレス、インターフェース名のいずれにも変化のないインターフェースは変更不要です。 

3. 退避したインターフェース設定ファイルを元に戻します。 
以下のコマンドを実行し、退避ディレクトリに退避したインターフェース設定ファイルを元に戻します。 

# cd /etc/sysconfig/network-scripts/temp 
# mv ifcfg-ethX .. 
[bonding構成の場合は以下も実行] 
# mv ifcfg-bondX .. 

4. 交換したインターフェースを活性化します。 
単独インターフェースの場合と、bonding配下の SLAVEの場合とでは方法が異なります。 単独インターフェースの場合： 以下
のコマンドを実行して、インターフェースを活性化します。必要なインターフェースをすべて活性化してください。 

# /sbin/ifup ethX 

さらに、単独インターフェースが VLANデバイスを従えている場合で、一時的に VLAN インターフェースを削除した場合は、復旧を
行います。優先度オプションを変更していた場合などでは、それらも再設定します。 
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# /sbin/ifup ethX.Y 
（さらに、必要であれば VLANの option設定のためのコマンドを入力します。） 

bonding配下の SLAVEの場合： 
以下のコマンドを実行して、既存の bonding構成に組み込みます。必要な SLAVE インターフェースをすべて組み込んでくださ
い。 

# /sbin/ifenslave bondY  ethX 

VLANは bondingデバイス上に作成されているので、VLAN関連の作業は、通常必要ありません。 

5. IOUEに接続されていた全ての LANケーブルを取り付けます。【保守員作業】 

備考 

GLS構成(NIC切り替え方式)の場合は、本手順を行う必要はありません。 

6. インターフェース設定ファイルを退避したディレクトリを削除します。 交換対象インターフェースのすべてが交換を完了した後、以下の
コマンドを実行し、交換の事前準備の手順 5で作成した退避ディレクトリを削除します。 

# rmdir /etc/sysconfig/network-scripts/temp 

7. NIC交換後に必要な、上位アプリケーションの処理を行います。交換の事前準備の手順 3.で実施した上位アプリケーションの対
処に対して、必要な後処理を行います（アプリケーションの起動、設定変更の復旧など）。 

■ IOUE上の iSCSI (NIC) 

iSCSI接続に利用している NICの場合は、「■ IOUE上の NIC(オンボードを含む)」とほとんど同じ交換手順となりますが、「■ IOUE上の
NIC(オンボードを含む)」の手順 8において、以下の追加作業が必要です。 

1. iSCSIの利用を再開させるために、以下を実施します。 

a. DM-MPまたは EMPDにより、現時点でのパスの状態を確認しておきます。 
b. iscsiadm コマンドにより、交換した iSCSI カード(NIC)を経由するパス（iqn）を login し、セッションを接続します。 

表示例 
［実施前のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1  iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 
［交換する NICを経由するパスに login します］ 
# /sbin/iscsiadm -m node -T iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- 
system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 -p 192.168.2.66:3260 –-login 

c. iscsiadm コマンドにより、対象のセッションが接続されていることを確認します。 

表示例 
［実施後のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 
tcp: [3] 192.168.2.66:3260,3 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- 
system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 

d. DM-MP(*3)または EMPD(*4)により、実施後のパスの状態を確認します。 

*3: DM-MPの利用パスが接続されていることを確認します。以下にパスの状態変化の表示例を示します。 

表示例(DM-MPの表示例) 
［実施前］ 
# /sbin/multipath -ll 
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mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin 0 [prio=1][active] 
\_ 3:0:0:0 sdb   8:16  [active][ready] 

 

［実施後］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin  0  [prio=2][enabled] 
\_ 3:0:0:0 sdb   8:16  [active][ready] 
\_ 5:0:0:0 sdc   8:32  [active][ready] 

*4: ETERNUSマルチパスドライバ（Linux版）ユーザーズガイドを参照してください。 

■ FCカード 

1. 周辺装置のマニュアルに従って設定を行います。 
例として、ストレージ装置に ETERNUSを用い、かつホストアフィニティ機能（サーバ機ごとのアクセス可否の設定）を用いている
場合は、FC カードの交換にともない、設定の追加が必要となります。 

2. ファームウェアを確認します。 
FC カードは、運用されていたファームウェア版数に合わせる必要があります。 交換部品のファームウェア版数が、交換前の FC カー
ドのファームウェア版数（現行ファームウェア版数）と一致する場合、ファームウェア更新の必要はありません。 交換部品のファーム
ウェア版数が、現行ファームウェア版数と不一致する場合、現行ファームウェア版数へ交換部品のファームウェア版数を合わせる必
要があります。 
ファームウェア確認・更新手順については、以下の URLから、該当のファイバーチャネルカードに対応する活性保守交換後の
Firmwareアップデート手順書とモジュールを入手し、インストールしてください。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html 

備考 

FC カードのファームウェアを更新したときに、システムのリブートを要求された場合は、以下の「IOUEの Offline/Online」処理を
行ってください。 

対象 IOUEを Offline/Onlineすることにより、対象 IOUEに搭載された PCI Express カードが電源 Off/On され（つまり、
PCI Express カードが再起動され）、対象カードについて、ファームウェアが Activate されます。 

注意： 

- 対象カードの再起動が行われ、ファームウェアが Activate されれば、システムのリブートを行う必要はありません。 
- 以下の IOUEの Offline/Online手順中、物理的に IOUEの挿抜を行う必要はありません。 

 
IOUEの Offline/Online 
1. IOUEに搭載されている全ての FC カードに関連するアプリケーションを停止します。 

「4.4.1 IOUE活性交換の事前準備」「■ FC カード」を参照して、アプリケーションを停止してください。 
2. 対象 IOUEを Offline します。 

「4.4.2 IOUE活性交換の DR操作」を参照して、対象 IOUEを Offline してください。 
3. 対象 IOUEを Online します。 

「4.4.2 IOUE活性交換の DR操作」を参照して、対象 IOUEを Online してください。 
4. 手順 1で停止した FC カードに関連するアプリケーションを起動します。 

「4.4.3 IOUE活性交換後の操作」「■ FC カード」を参照して、アプリケーションを再起動してください。 
5. 対象 FC カードのファームウェアを確認します。 

3. 組込み結果を確認します。 

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html
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確認方法は、FC カードの交換手順で実施する内容と同じです。「4.7.3 FC（Fibre Channel）カードの交換手順」の「■ FC カ
ードの組込み結果の確認方法」を参照してください。 

4. 事前準備の際、停止したアプリケーションを再起動します。 

■全 PCI  Expressカード共通で IOUE活性交換後に行う操作 

MMB CLIから pciinfo コマンドを実行します。パーティション#1の IOUE#2を活性交換した場合の例を以下に示します。 

Administrator > pciinfo partition 1 iou 2 
Are you sure to continue updating IOU#2 in Partition#1? [Y/N]: y 
Update IOU#2 PCI information in Partition#1 has been completed successfully. 
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4.5  IOUEの活性増設 
ここでは、IOUEの活性増設について説明します。 

4.5.1  IOUE活性増設の事前準備 
事前準備の流れを以下に説明します。 

1. 追加用の IOUEを手配します。 
2. 追加用の IOUEが必要数あるか確認します。 
3. 追加用の IOUEを空き IOUEスロットに挿入します。【保守員作業】 
4. PCI Expressカードも増設する場合は、LANケーブル以外のケーブルを接続します。【保守員作業】 

注意 

- PCI Express カードも増設する場合は、IOUEに PCI Express カードを挿入してからスロットに IOUEを挿します。 
PCI Expressスロットのスロット番号の確認方法は、「4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」 の「■PCI Expressスロット
のスロット番号確認」を参照してください。 

- あらかじめ空きパーティションで I/Oデバイスが正常に動作することを確認します。増設時には、I/Oの事前診断処理は行われませ
ん。 

4.5.2  IOUE活性増設の DR操作 
ここでは、IOUE活性増設を行うための DR操作について説明します。 

1. Administrator権限でMMBのコンソールにログインします。 
2. hotadd コマンドを実行します。 

例：パーティション 1に IOUE1を追加する場合 

Administrator > hotadd  partition 1 IOU 1 
Are you sure to continue adding IOU#1 to Partition#1? [Y/N] Y 
DR operation start (1/3) 
Assigning IOU#1 to partition#1 (2/3) 
Power on IOU#1 (3/3) 
Adding IOU#1 to Partition#1 has been completed successfully. 
Administrator > 

3. Operation Log画面または"show dynamic_reconfiguration status"コマンドにて以下のメッセージが表示されることを確認します。 
 
例：パーティション 1に IOUE1を追加する場合 

- Operation Log画面 
「I_10110 Partition1 : Hot-add IOU#1 Completed.」 

- show dynamic_reconfiguration status 
「Adding IOU#1 to Partition#1, completed」 

4. OSのシェルで/opt/FJSVdr-util/sbin/dr stat IOU コマンドを実行します。 パーティションに接続されている IOUEの一覧が表示されま
す。追加した IOUEが表示されることを確認します。 
例：IOUE1を追加した場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr stat IOU 
IOU0: online 
IOU1: offline 



第 4章 Red Hat Enterprise Linux 7以降における活性保守およびパーティション停止保守 
  

 

156 CA92344-1656-30 

IOU2: empty 
IOU3: empty 

新たにパーティションに追加した IOUEは、この時点では OSから認識されていないため、offline と表示されます。 

5. OSのシェルで/opt/FJSVdr-util/sbin/dr add IOU1 コマンドを実行します。 新たにパーティションに追加した IOUEが電源オン状態にな
ります。 
例：IOUE1を電源オン状態にする場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr add IOU1 
# 

4.5.3  IOUE活性増設後の操作 
ここでは、IOUE活性増設後の処理および操作について説明します。 

備考 

SV Agentsがインストールされている場合は、以下のコマンドをルート権限で実行してください。 

# /usr/sbin/srvmagt restart 

1. 追加された資源を確認します。 
OSのシェルで/opt/FJSVdr-util/sbin/dr show IOU コマンドを実行します。 
例：IOUE1を追加した場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr show IOU1 
0000:03:00.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:04:09.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:05:00.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:06:02.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:06:08.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:06:09.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:06:10.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:06:11.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:0a:00.0 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:0a:00.1 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:0d:00.0 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:0d:00.1 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:10:00.0 Fibre Channel:  Emulex   Corporation Saturn-X: LightPulse Fibre Channel Host Adapter (rev 03) 
0000:10:00.1 Fibre Channel:  Emulex   Corporation Saturn-X: LightPulse Fibre Channel Host Adapter (rev 03) 
0000:27:00.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc.  Device 8764 (rev aa) 
0000:28:01.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc.  Device 8764 (rev aa) 
0000:28:04.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc.  Device 8764 (rev aa) 
0000:28:05.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc.  Device 8764 (rev aa) 
0000:28:08.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc.  Device 8764 (rev aa) 
0000:28:09.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc.  Device 8764 (rev aa) 
0000:28:0c.0 CI bridge: PLX Technology, Inc.  Device 8764 (rev aa) 
0000:28:0d.0 CI bridge: PLX Technology, Inc.  Device 8764 (rev aa) 

2. 追加された資源を OSから利用するための設定ファイルを作成します。 

- FC カードの設定 
1. 周辺装置のマニュアルに従って設定を行います。 
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例として、ストレージ装置に ETERNUSを用い、かつホストアフィニティ機能（サーバ機ごとのアクセス可否の設定）を用いて
いる場合は、FC カードの増設にともない、設定の追加が必要となります。 

2. ファームウェアを確認します。 
FC カードは、既に運用されているファームウェア版数に合わせる必要があります。増設部品のファームウェア版数が、既に運
用されている FC カードのファームウェア版数（現行ファームウェア版数） と一致する場合、ファームウェア更新の必要はありま
せん。 増設部品のファームウェア版数が、既に運用されているファームウェア版数と不一致する場合、現行ファームウェア版数
へ増設部品のファームウェア版数を合わせる必要があります。 
ファームウェア確認・更新手順については、以下の URLから、該当のファイバーチャネルカードに対応する活性保守交換後の
Firmwareアップデート手順書とモジュールを入手し、インストールしてください。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html 

備考 

FC カードのファームウェアを更新したときに、システムのリブートを要求された場合は、以下の「IOUEの Offline/Online」処理
を行ってください。 
対象 IOUEを Offline/Onlineすることにより、対象 IOUEに搭載された PCI Express カードが電源 Off/On され（つま
り、PCI Express カードが再起動され）、対象カードについて、ファームウェアが Activate されます。 
注意： 
- 対象カードの再起動が行われ、ファームウェアが Activate されれば、システムのリブートを行う必要はありません。 
- 以下の IOUEの Offline/Online手順中、物理的に IOUEの挿抜を行う必要はありません。 
 
IOUEの Offline/Online 
1. IOUEに搭載されている全ての FC カードに関連するアプリケーションを停止します。 

「4.4.1 IOUE活性交換の事前準備」「■ FC カード」を参照して、アプリケーションを停止してください。 
2. 対象 IOUEを Offline します。 

「4.4.2 IOUE活性交換の DR操作」を参照して、対象 IOUEを Offline してください。 
3. 対象 IOUEを Online します。 

「4.4.2 IOUE活性交換の DR操作」を参照して、対象 IOUEを Online してください。 
4. 手順 1で停止した FC カードに関連するアプリケーションを起動します。 

「4.4.3 IOUE活性交換後の操作」「■ FC カード」を参照して、アプリケーションを再起動してください。 
5. 対象 FC カードのファームウェアを確認します。 

3. 組込み結果を確認します。 
確認方法は、FC カードの交換手順で実施する内容と同じです。「4.7.3 FC（Fibre Channel）カードの交換手順」の「■ 
FC カードの組込み結果の確認方法」を参照してください。 

- NIC (IOUE上のオンボード NICを含む)の設定 
「4.8.4 NICの増設手順」の手順 4.以降を行ってください。 

■ 全 PCI Expressカード共通で IOUE活性増設後に行う操作 

MMB CLIから pciinfo コマンドを実行します。 
パーティション#1へ IOUE#2を活性増設した場合の例を以下に示します。 

Administrator > pciinfo partition 1 iou 2 
Are you sure to continue updating IOU#2 in Partition#1? [Y/N]:  y 
Update IOU#2 PCI information in Partition#1 has been completed successfully. 
Administrator > 

  

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html
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4.6  IOUEの活性削除 
ここでは、IOUEの活性削除について説明します。 

注意 

IOUE上に iSCSI(NIC) が搭載されている場合、以下の前提条件を満たす場合のみ、IOUEの活性削除が可能です。 
- ストレージ接続に関しては、DM-MP（Device-Mapper Multipath）または ETERNUSマルチドライバ（EMPD）を利用し、

交換対象の IOUE とは別の IOUE上の NIC とマルチパス化した状態で動作している場合。 
- 複数の iSCSI カードを交換する場合、１枚ずつ作業を実施すること。 
- 1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用の場合。 

 
以下に単独インターフェースの例を示します。 

 

- SANブートに使用している FC カードが IOUE上に搭載されている場合、IOUEの活性削除はできません。 

4.6.1  IOUE活性削除の事前準備 
事前準備の流れを以下に説明します。 

注意 

削除する IOUEを経由して接続されているディスクを kdumpのダンプ退避域として使用している場合は、別のディスクを使用するようにダン
プ環境を変更します。変更方法について詳しくは『Linuxユーザーズマニュアル』のメモリダンプ機能に関する章を参照してください。 

1. IOUEを削除すると削除される IOUEに搭載の PCI Expressカードも削除されます。削除される PCI Express カードを利用している
ソフトウェアが存在しないことを確認し、以下のいずれかの対処を実施します。 

a. 削除する前に削除される PCI Express カードを利用しているソフトウェアを停止します。 
b. PCI Express カードをソフトウェアの操作対象外にする 

対象の IOUEに搭載されている資源を確認するには、OSのシェルから/opt/FJSVdr-util/sbin/dr show IOU コマンドを実行しま
す。 
例：IOUE3を確認する場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr show IOU3 
0000:82:00.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:83:09.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:84:00.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:85:02.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:85:08.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
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0000:85:09.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:85:10.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:85:11.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:89:00.0 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:89:00.1 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:8c:00.0 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:8c:00.1 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:8f:00.0 Fibre Channel: Emulex Corporation Saturn-X: LightPulse Fibre Channel Host Adapter (rev 03) 
0000:8f:00.1 Fibre Channel: Emulex Corporation Saturn-X: LightPulse Fibre Channel Host Adapter (rev 03) 

■ IOUE上の NIC（オンボード NICを含む） 

1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用に加え、複数の NICを束ねて 1つのインターフェースを構成している場合
（bonding構成）の手順についても説明します。ここでの説明は、NIC の制御を Networkサービスで行うことを前提にしています。
NetworkManagerを使う手順については、 言及しておりません。 
なお、複数の NICを PRIMECLUSTER Global Link Services（GLS）で束ねている場合は、PRIMECLUSTER Global Link 
Services のマニュアルを参照してください。RHELでは、NICに与えられる名前の形式が、NICの実装位置により異なりますが、ここでは伝
統的な ethX を用いて説明します。適宜、実際の NICの名前と読み替えてください。 
 

 

注意 

- bondingデバイスを導入したシステムで活性削除を行う場合は、削除対象 NICが bondingデバイスの構成インターフェースであ
るなしにかかわらず、すべてのインターフェース設定ファイル（/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth*ファイル、
/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-bond*ファイル）で ONBOOT=YES とするシステム設計を行います。 
ここで、未使用インターフェースに対して、IPアドレスを付与する必要はありません。この措置は、 削除対象 NICのデバイス名が活
性交換前後で変わらないようにするためのものです。仮に ONBOOT= NOが混在した場合、ここで説明する手順が正しく動作し
ないことがあります。 

1. NICが搭載されている位置を確認します。 
上述の"dr show IOU"コマンドで確認した、当該 IOUE上に搭載されている NICの PCIアドレスとインターフェース名の対応を確認しま
す。以下のコマンドを実行してください。 
 
例：PCIアドレスが" 0000:89:00.0"の場合 

# ls -l /sys/class/net/*/device | grep "0000:89:00.0" 
lrwxrwxrwx. 1 root root 0  Aug 27 16:06 2013 /sys/class/net/eth0/device \ 
-> ../../../ 0000:89:00.0 

行末の\は、改行しないことを表します。 
この場合は、eth0が PCIバスアドレス" 0000:89:00.0" に対応するインターフェース名です。 

注意 

ここで得られた PCIバスアドレスは、手順 2.および IOUE交換後の手順でも使用します。PCIバスアドレスを記録して、後ほど参照で
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きるようにしてください。 
 
次に、この PCIバスアドレスに対応する物理位置を確認します。 
ethtool -p コマンドを実行し、NICの LEDを点滅させてください。実際に、IOUEあるいは IOUEの先についている PCIボックスを確認
し、NICがどの場所にささっているかを確認し、その位置（PCI#0など） を確認します。 
 
例：インターフェース eth0に対応する NICの LEDを 10秒間点滅させます。 

# /sbin/ethtool – p eth0 10 

2. 交換しようとしている IOUEに搭載されている NICの、インターフェース名／ハードウェアアドレス／ 
PCIバスアドレス／物理位置の情報を表にまとめます。 
手順 1で取得した情報のうち、交換しようとしている IOUE上のものを以下のような表にまとめます。 

表 4.4 PCIバスアドレスとインターフェース名の対応 

インターフェース名 ハードウェアアドレス PCIバスアドレス 物理位置 
eth0  0000:89:00.0 オンボード 0 
eth1  0000:89:00.1 オンボード 1 
eth2  0000:8f:00.0 PCI#0 
...  ... ... 

注意 

表に記載するバスアドレスは、ファンクション番号（ピリオド以降の番号）も含めて記載してください。 
- インターフェース名とハードウェアアドレスの対応確認 

以下のコマンドを実行し、インターフェース名とハードウェアアドレスの対応を確認します。この操作は、IOUE上のすべての NICにつ
いて行います。 

例：eth0(単独インターフェースの場合） 

# cat /sys/class/net/eth0/address 
2c:d4:44:f1:44:f0 

例：eth0の場合（bonding インターフェースの場合） 

bondingの slave インターフェースの場合は、bonding ドライバにより値が書き換えられているため、以下のコマンドを実行してハ
ードウェアアドレスを確認します。 

# cat /proc/net/bonding/bondY 
 
Ethernet Channel Bonding Driver ......... 
. 
. 
Slave interface: eth0 
. 
Permanent HW addr: 2c:d4:44:f1:44:f0 
. 
. 

ただしこの方法は、bondingデバイスが活性化済みの場合の方法です。bondingデバイスが非活性の場合や、slaveが未組込
みの場合は、単独インターフェースの場合と同じ方法を使ってください。 

 

他のインターフェースについても同様のコマンド操作を実施し、ハードウェアアドレスを確認します。以下は表への記載例です。 
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表 4.5ハードウェアアドレスの記載例 

インターフェース名 ハードウェアアドレス PCIバスアドレス 物理位置 
eth0 2c:d4:44:f1:44:f0 0000:89:00.0 オンボード 0 
eth1 2c:d4:44:f1:44:f1 0000:89:00.1 オンボード 1 
eth2 00:19:99:d7:36:5f 0000:8f:00.0 PCI#0 
...  ... ... 

 

3. NIC削除前に必要な、上位アプリケーションの処理を行います。手順 2で確認したすべてのインターフェースを利用しているアプリケーショ
ンを、すべて停止または利用対象から除外するよう設定を変更し、インターフェースへのアクセスを停止します。 

4. NICを非活性化します。 
以下のコマンドを実行し、手順 2で確認したすべてのインターフェースを非活性化してください。使用するコマンドは、対象のインターフェー
スが単独のインターフェースか、bondingデバイスの SLAVEインターフェースであるかによって異なります。 
 
単独インターフェースの場合： 

# /sbin/ifdown ethX 

単独インターフェースが VLANデバイスを従えている場合、VLAN インターフェースも削除する必要があります。以下のように操作をして
ください（実インターフェースの非活性化の前に行ってください）。 

# /sbin/ifdown ethX.Y 

bondingデバイスの SLAVE インターフェースの場合： 
bondingデバイスを mode1で運用している場合は、安全のため、以下の手順で交換対象の SLAVEを運用から外してください。他
の modeの場合は、すぐに取り外しの手順を行って問題ありません。 交換対象である SLAVE インターフェースが、現在通信に用いら
れているインターフェースか否かを確認します。まず、現在通信に用いられているインターフェースを、以下のコマンドを実行して確認しま
す。 

# cat /sys/class/net/bondY/bonding/active_slave 

表示されたインターフェース名が、交換対象の SLAVE インターフェースと一致した場合は、以下のコマンドを実行して、現在の通信を他
の SLAVE インターフェースに切り替えます。 

# /sbin/ifenslave -c bondY ethZ 
（ethZ：bondYを構成する、活性交換を行わないインターフェース） 

最後に、交換対象の SLAVE インターフェースを bonding構成から取り外します。インターフェースは取り外しと同時に自動的に未使
用の状態になります。 

# /sbin/ifenslave -d bondY ethX 

5. インターフェース設定ファイルを削除します。 
以下のコマンドを実行し、手順 2で確認したすべてのインターフェースの設定ファイルを削除してください。 

■ IOUE上の iSCSI (NIC) 

iSCSI接続に利用している NICの場合は、「■      IOUE上の NIC(オンボードを含む)」とほとんど同じ交換手順となりますが、「■      IOUE上の
NIC(オンボードを含む)」の手順 3において、以下の追加作業が必要です。 

1. iSCSIの利用を停止させるために、以下を実施します。 

a. DM-MPまたは EMPDにより、現時点でのパスの状態を確認しておきます。 
b. iscsiadm コマンドにより、交換する iSCSI カード(NIC)を経由するパス（iqn）を logout し、セッションを切断します。 

表示例 
［実施前のセッションの状態を確認します］ 
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# /sbin/iscsiadm -m session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- 
 
 
system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 
tcp: [2] 192.168.2.66:3260,3  iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 
［交換する NICを経由するパスを logout します］ 
# /sbin/iscsiadm -m node -T iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- 
system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 -p 192.168.2.66:3260 --logout 

c. iscsiadm コマンドにより、対象のセッションが切断されていることを確認します。 

表示例 
［実施後のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 

d. DM-MP（*1）または ETERNUSマルチドライバ（*2）により、実施後のパスの状態を確認します。 

*1: DM-MPの利用パスが切断されていることを確認します。以下にパスの状態変化の表示例を示します。 

表示例(DM-MPの表示例) 
［実施前］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin 0 [prio=2][active] 
\_ 3:0:0:0 sdb   8:16  [active][ready] 
\_ 4:0:0:0 sdc   8:32  [active][ready] 

 

［実施後］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin 0 [prio=1][enabled] 
\_ 3:0:0:0 sdb 8:16 [active][ready] 

*2: ETERNUSマルチパスドライバ（Linux版）ユーザーズガイドを参照してください。 

■ FCカード 

1. アプリケーションを停止するなどの方法で IOUE上に存在する FC カードへのアクセスを停止します。 

4.6.2  IOUE活性削除の DR操作 
ここでは、IOUEの活性削除を行うための DR操作について説明します。 

1. OSのシェルで/opt/FJSVdr-util/sbin/dr rm IOU コマンドを実行します。 削除する IOUEが OSから切り離されます。 
例：IOUE3を切り離す場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr rm IOU3 
# 

2. OSのシェルで/opt/FJSVdr-util/sbin/dr stat IOU コマンドを実行します。 
パーティションに接続されている IOUEの一覧が表示されます。切り離した IOUEが'offline'と表示されることを確認します。 
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例：IOUE3を切り離した場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr stat IOU 
IOU0: empty 
IOU1: empty 
IOU2: empty 
IOU3: offline 

3. Administrator権限でMMBのコンソールにログインします。 
4. hotremove コマンドを実行します。 

例：パーティション 1から IOUE3を削除する場合 

Administrator > hotremove partition 1 IOU 3 
Are you sure to continue removing IOU#3 from Partition#1? [Y/N]: Y 
DR operation start (1/3) 
RemoveIOU#3 (2/3) 
IOU#3 power-off (3/3) 
Removing IOU#3 from partition#1 has been completed successfully. 
Administrator > 

5. Operation Log画面または"show dynamic_reconfiguration status"コマンドにて以下のメッセージが表示されることを確認します。 
例：パーティション 1から IOUE3を削除する場合 

- Operation Log画面 
「I_10110 Partition1 : Hot-remove IOU#3 Completed.」 

- show dynamic_reconfiguration status 
「Removing IOU#3 from Partition#1, completed」 

4.6.3  IOUE活性削除後の操作 
ここでは、IOUE活性削除後の処理および操作について説明します。 

備考 

SV Agentsがインストールされている場合は、以下のコマンドをルート権限で実行してください。 

# /usr/sbin/srvmagt restart 

パーティションから削除した IOUEは、どのパーティションにも属さない Free状態になっています。 以下の操作が可能です。 
- 物理的に IOUEを抜きます。 
- 他の停止中のパーティションに IOUEを割り当てます。 
- 他の稼働中のパーティションに IOUEを活性増設します。 

 
「4.6.1 IOUE活性削除の事前準備」の事前準備で実施したソフトウェアの対処に対して、必要な後処理を行います。（停止したアプリケ
ーションの再起動など） 

■ IOUE上の NIC（オンボードを含む） 

1. 事前準備の際、停止したアプリケーションを再起動します。 

■ FCカード 

1. 事前準備の際、停止したアプリケーションを再起動します。 
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4.7  PCI Expressカードの活性交換 
ここでは、PCIホットプラグ機能を用いた、以下の PCI Expressカードの交換手順を説明します。 

- 電源操作などのすべての PCI Express カードの交換に共通する操作 
- 特定のカードの機能、および導入するドライバによって手順が追加される固有の操作 

PCI ホットプラグの方法は以下の 2通りあります： 

1. sysfs経由の操作方法(従来方法) 
2. DR コマンド方法 

DR コマンド方法は Dynamic Reconfiguration utilityを導入したパーティションで使用できます。 
Dynamic Reconfiguration utilityを導入していないパーティションでは sysfs経由の操作方法を使用してください。Dynamic 
Reconfiguration utilityを導入したパーティションでも sysfs経由の操作方法を使うことはできますが、誤操作防止のため DR コマンド方法
を使うことを推奨しています。 
以降の説明では、DR コマンド方法を"Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されている場合"として記述し、sysfs経由
の操作方法を"Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されていない場合"として記述しています。 

注意 

- IOUE上の PCI Expressカードを交換する場合は、本節の手順とは異なります。「4.4 IOUEの活性交換」を参照してください。 
- PCI Express カードを活性交換する場合、活性削除コマンドを実行した後、同じ PCI Expressスロットに対して PCI カードを活

性増設せずに OS上からリブートすると、一度そのパーティションの電源オフするまで当該 PCI Expressスロットに PCI カードを活
性増設できません。 
活性増設する前に OS上からリブートした場合には、該当パーティションの停止交換により該当カードを交換します。 

- Extended Partitionでは DR コマンドによる方法をサポートしていません。 
- 保守作業でネットワーク等の拡張カードを交換した場合、お客様が設定された設定値はご購入時の値に戻ります。交換後のアド

レスの変更等諸設定作業はお客様作業となります。 

備考 

本章に記述のないカードの交換手順については、個々の製品マニュアルを参照してください。 

4.7.1  PCI Expressカードすべてに共通する交換手順の概要 
PCI Express カードすべてに共通する交換手順の概要は以下のとおりです。 

1. PCI Expressカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作 
2. PCI Expressスロットの電源オフ 
3. PCI Expressカードの交換【担当保守員作業】 
4. PCI Expressスロットの電源オン 
5. PCI Expressカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作 

注意 

本章で説明する OS、サブシステムへの指示（コマンド、設定ファイルの編集）については、必ず各製品のマニュアルを参照してコマンドのシ
ンタックスやシステムに与える影響を確認してから作業を行ってください。カードの追加、削除、交換の際に必要となる、OS、サブシステムへの
指示（コマンド、設定ファイルの編集）と、実際のハードウェアの操作について「4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」以降に説明
します。交換手順 3の作業は主に担当保守員が実施します。 
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4.7.2  PCI Expressカードの交換手順の詳細 
以下に、PCI Express カードの交換手順を示します。 

■ PCI Expressカードを利用しているソフトウェアへの事前対処 

PCI Express カードを交換または削除する際、その PCI Express カードを利用中のソフトウェアが存在しないことが必須です。そのために
は、PCI Express カードの交換・削除前に、交換・削除対象の PCI Express カードを利用しているソフトウェアを停止するか、ソフトウェアの
操作対象外にしてください 

■ PCI Expressスロットのスロット番号の確認 

PCI Express カードを交換、増設および削除する場合には、OS経由でスロットの電源を操作する必要があります。まず、電源を操作する
カードの PCI Expressスロット実装位置から、スロット番号を以下の手順で求めます。 

1. PCI Expressカードの実装位置を特定します。 
「B.1  コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、交換する PCI Express カードの実装位置（ボード、スロット）を確認し
てください。 

2. 実装位置に対するスロット番号を求めます。 
「  
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D.2 PCI Expressスロット実装位置とスロット番号の対応」の表に照らし合わせ、確認した実装位置に割り当てられている、筐体内で一意
であるスロット番号を求めます。このスロット番号が、交換する PCI Expressカードのスロットを操作するための識別情報となります。 

■ PCI Expressスロットの電源状態の確認 

- Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されている場合 
OSのシェルで/opt/FJSVdr-util/sbin/dr stat pcie コマンドを実行します。 
PCI Expressスロットの電源状態の一覧が表示されますので、「■      PCI Expressスロットのスロット番号の確認」で確認したスロッ
ト番号のスロットの電源状態を確認します。pciexx と表示される xx部分がスロット番号です。 
例： 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr stat pcie 
pcie20: online 
pcie21: offline 
pcie22: empty 

- Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されていない場合 
「■      PCI Expressスロットのスロット番号の確認」で確認したスロット番号から、/sys/bus/pci/slots ディレクトリ配下に、そのスロッ
トの情報を参照・操作するためのディレクトリが存在することを確認します。以下の形式で表されるディレクトリパスの<スロット番号> 
の位置に「PCI Expressスロットのスロット番号の確認」で確認したスロット番号が表れているディレクトリが、操作対象のディレクト
リとなります。 

/sys/bus/pci/slots/<スロット番号> 

スロットの PCI Express カードが、有効であるか無効であるかは、このディレクトリ配下のファイル"power" の内容を表示して確認
します。 

# cat /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power 

「0」が表示されれば無効、「1」が表示されれば有効です。 

■ PCI Expressスロットの電源オン・オフ 
RHEL7/RHEL8の版数によっては、対象のスロットにカードを挿入すると自動で電源がオンされます。「■ PCI Express スロットの電源状
態の確認」の手順により、電源状態を確認し、電源がオンされていた場合、以降の電源オンの操作は不要です。 
 

- 電源オンの方法： 
- Dynamic Reconfiguration utilityがパーティションに導入されている場合 

/opt/FJSVdr-util/sbin/dr add pcie<スロット番号> コマンドを実行すると、対象スロットの PCI Express カードが電源オン
状態となり、LEDが点灯します。  
例：スロット番号 20の PCI Expressスロットを電源オン状態にする場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr add pcie20 

- Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されていない場合 
対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル"power" に「1」を書き込むと、そのスロットの PCI Express カードが電源オ
ン状態となり、LEDが点灯します。  
例：スロット番号 20の PCI Expressスロットを電源オン状態にする場合 

# echo 1 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power 

この操作により、該当デバイスをシステムに導入できます。 

注意 
カードおよびドライバが正しく導入されたことを確認する必要があります。確認する手順は、導入するカードおよびドライバの仕様によ
り異なりますので、個別のマニュアルを参照してください。 

- 電源オフの方法: 
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- Dynamic Reconfiguration utilityがパーティションに導入されている場合  
/opt/FJSVdr-util/sbin/dr rm pcie<スロット番号> コマンドを実行すると、対象スロットの PCI Express カードが電源オフ状
態となり、LEDは消灯します。  
例：スロット番号 20の PCI Expressスロットを電源オフ状態にする場合  

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr rm pcie20 

- Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されていない場合  
対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル"power" に「0」を書き込むと、そのスロットの PCI Express カードが電源オ
フ状態となり、LEDは消灯します。  
例：スロット番号 20の PCI Expressスロットを電源オフ状態にする場合 

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power 

この操作により、該当デバイスをシステムから取り外せます。 

■ Maintenance Wizard による PCI Expressカードの活性交換手順【担当保守員作業】 

Maintenance Wizard を利用して PCI Expressカード(PCIC)の活性交換する作業手順を説明します。なお、 本作業は主に担当保守
員が実施します。 

1. MMB Web-UI から[Maintenance Wizard] メニューを起動し、[Maintenance Wizard] 画面を表示させます。 
2. [Replace Unit] ラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 

 

3. [PCI_Box(PCIC)] ラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 
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4. 該当 PCI_Box番号のラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 
例では PCI_Box#0に搭載された PCIC#1の PCI Express カードを活性交換する手順となります。 

 

5. 該当 PCIC番号のラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 

 

6. [Hot Partition Maintenance (Target unit in a running partition.)] ラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 
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7. 保守モードが設定(インフォメーション領域：グレー表示)され、該当 PCICの交換指示が表示されます。 
本画面が表示された状態のまま、該当 PCICに接続されているすべてのケーブル(LAN/FCケーブル等)を取り外し、該当 PCICを交換
してください。 
 
「B.1  コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、交換する PCI カードの実装位置(ボード、 スロット) を確認してくださ
い。 

 

注意 

PCICを交換する前に[Next] ボタンをクリックしないでください。 

8. 該当 PCICを交換し、LANケーブル以外のケーブルを取り付けます。 

備考 

GLS構成で NIC切り替え方式の場合、LANケーブルも取り付けます。 

9. 該当 PCICの交換し、該当 PCICスロット電源オン後に[Next] ボタンをクリックします。 
PCICスロットの電源オンについては、「4.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■      PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を
参照してください。なお、該当 PCICスロットの電源オン作業についてはシステム管理者が実施します。 
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注意 

該当 PCICスロットの電源オン作業についてはシステム管理者が実施してください。 

10.  ステータス更新画面が表示されます。 

 

11.  交換した該当 PCICの状態を確認後に[Next] ボタンをクリックします。 

 

12.  保守モードが解除されていることを確認し(インフォメーション領域：グレー表示なし)、 [OK] ボタンをクリックします。 
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■ PCI Expressカードを利用するソフトウェアの事後対処 

PCI Express カードの交換後、必要に応じて、PCI Express カードの交換前に停止したソフトウェアを再開するか、ソフトウェアの操作対象
として組み込んでください。 

4.7.3  FC（Fibre Channel）カードの交換手順 
FC（Fibre Channel）カードの交換手順を説明します。 

注意 

- SANブートに使用している FC カードは、ホットプラグに対応していません。 
- sadumpのダンプデバイスに使用される FC カードを活性交換することはできるが、FC カードを交換した後、システム停止状態で

の HBA UEFI／拡張 BIOSを再設定するまでは、sadumpのダンプの採取に失敗します。 
- 周辺機器内の構成変更（SANディスク装置の UNIT増設、削除など）については、ここでは扱いません。 
- FC カードを活性交換することにより全パスが見えなくなるディスクをマウントしている場合は、そのディスクをアンマウントしてから PCI

ホットプラグを実行します。 

■ FCカードの交換手順 

周辺装置はそのままで、故障した FC カードだけを交換する手順を説明します。 

1. 必要な前処理を行います。【システム管理者作業】 
アプリケーションを停止するなどの方法で、当該 FC カードへのアクセスを停止します。 

2. PCI Expressスロットのスロット番号を確認します。【システム管理者作業】 
「4.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■PCI Expressスロットのスロット番号の確認」 を参照してください。 

3. PCI Expressスロットの電源をオフします。【システム管理者作業】 
「4.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照してください。 

4. 目的のカードを MMB Maintenance Wizardを使用して実際に交換します。【担当保守員作業】 
交換手順について詳しくは「4.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■      Maintenance Wizardによる PCI Expressカード
の活性交換手順」の 1～7を参照してください。 

5. 周辺装置のマニュアルに従って再設定を行います。【システム管理者作業】 
例として、ストレージ装置に ETERNUSを用い、かつホストアフィニティ機能（サーバ機ごとのアクセス可否の設定）を用いている場合
は、FC カードの交換にともない、設定の変更が必要となります。 

6. PCI Expressスロットに電源をオンします。【システム管理者作業】 
「4.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照してください。 

7. MMB Maintenance Wizardを使用して、交換した FCカードに異常がないか確認します。【担当保守員作業】 
確認手順については詳しくは「4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」の「■      Maintenance  Wizardによる PCI Expressカ
ードの活性交換手順の手順」の 8～11を参照してください。 

8. ファームウェアを確認します。【システム管理者作業】 
FC カードは、運用されていたファームウェア版数に合わせる必要があります。 交換部品のファームウェア版数が、交換前の FC カードのフ
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ァームウェア版数（現行ファームウェア版数）と一致する場合、ファームウェア更新の必要はありません。 交換部品のファームウェア版数
が、現行ファームウェア版数と不一致する場合、現行ファームウェア版数へ交換部品のファームウェア版数を合わせる必要があります。 

ファームウェア確認・更新手順については、以下の URLから、該当のファイバーチャネルカードに対応する活性保守交換後の
Firmwareアップデート手順書とモジュールを入手し、インストールしてください。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html 

備考 

FC カードのファームウェアを更新したときに、システムのリブートを要求された場合は、以下の「PCI Express カードの電源 Off/On」処
理を行ってください。 
対象カードの電源を Off/Onすることにより（つまり、対象カードを再起動することにより）、ファームウェアが Activate されます。 

注意： 

- 対象カードの再起動が行われ、ファームウェアが Activate されれば、システムのリブートを行う必要はありません。 
- 以下の PCI Express カードの電源 Off/On手順中、物理的に PCI Express カードの挿抜を行う必要はありません。 
 
PCI Express カードの電源の Off/On 
1. 対象 FC カードに関連するアプリケーションを停止します。【システム管理者作業】 

「4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」「■ PCI Express カードを利用しているソフトウェアへの事前対処」を参照して、
対象 FC カードに関連するアプリケーションを停止してください。 

2. 対象 FC カードのスロットの電源を Off します。【システム管理者作業】 
「4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」「■ PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照して、対象 FC カードのスロッ
トの電源を Off してください。【システム管理者作業】 
「4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」「■ PCI Expressスロットのスロット番号の確認」で特定した対象 FC カードの
物理位置(PCI-Box番号、スロット番号)を指定してください。 

3. 対象 FC カードのスロットの電源を On します。【システム管理者作業】 
「4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」「■ PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照して、対象 FC カードのスロッ
トの電源を On してください。 

4. 対象 FC カードに関連するアプリケーションを起動します。【システム管理者作業】 
「4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」「■ PCI Express カードを利用するソフトウェアの事後対処」を参照して、対象
FC カードに関連するアプリケーションを起動してください。 

5. 対象 FC カードのファームウェアを確認します。【担当保守員作業】 

9. 組込み結果を確認します。【システム管理者作業】 
確認方法について詳しくは「FC カードの組込み結果の確認方法」で説明します。 必要に応じて、アプリケーションを再起動するなどの方
法で当該 FC カードの使用を再開します。 

10.  必要な後処理を行います。【システム管理者作業】 
手順 1でその他アプリケーションを停止した場合は、必要であればここで再開してください。 

■ FCカードの組込み結果の確認方法 

FC カードや対応するドライバの組込み結果を次のように確認し、必要な対処を行ってください。 ログを確認します。以下は、FC カードのホッ
トプラグの実施例です。 
/var/log/messages中に、FC カードを搭載した PCI Expressスロットを有効にした時刻以降のログ出力として、以下のような FC カード
組込みのメッセージとデバイス発見のメッセージが表示されていれば成功です。 

scsi10:Emulex LPe1250-F8 8Gb PCIe Fibre Channel ¥ 
       Adapter on PCI bus 0f device 08 irq 59   ...(*1) 
       lpfc 0000:0d:00.0:0:1303 Link Up Event x1 received ¥ 
       Data: x1 x0 x10 x0 x0 x0 0   ...(*2) 
       scsi 2:0:0:0: Direct-Access     FUJITSU E4000 ¥ 
         0000 PQ: 1 ANSI: 5   ...(*3) 

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html


第 4章 Red Hat Enterprise Linux 7以降における活性保守およびパーティション停止保守 
  

 

173 CA92344-1656-30 

行末の¥は、改行しないことを表します。 
（*1）のようなメッセージだけが表示されて次の行が表示されない場合、または（*1）のメッセージも表示されない場合、FC カードの交換
そのものに失敗しています（後述の注意事項も参照してください）。 
この場合、いったんスロットの電源をオフし、以下の点を再確認してください。 

- FC カードが正しく PCI Expressスロットに挿入されているか 
- ラッチが正しくセットされているか 

問題を取り除いて、再度電源をオンし、ログを確認します。 
（*1）のメッセージは出力されるが、（*2）のような FC リンクアップのメッセージが出力されない場合、FCケーブル抜けもしくは FC経路が
正しく確立できていない可能性があります。いったんスロットの電源をオフし、以下の点を再確認してください。 

- FC ドライバの設定を確認します。 
FC ドライバ（lpfc）のドライバオプションが記載された定義ファイルは以下のコマンドで特定します。 
例：/etc/modprobe.d/lpfc.conf ファイルに記述されている場合 

# grep –l lpfc /etc/modprobe.d/* 
/etc/modprobe.d/lpfc.conf 

FC ドライバ（lpfc）のドライバオプションが正しく設定されていることを確認してください。詳しくは『Linuxユーザーズマニュアル』の
「ファイバーチャネルカード用ドライバ使用時の設定」を参照してください。 

- FCケーブルの接続状況を確認します。 
- ストレージの FC設定を確認します。 

実際の接続形態（Fabric接続または Arbitrated Loop接続）に一致する設定がなされているか、確認してください。（*1）お
よび（*2）のメッセージは出力されたが、（*3）のようなメッセージが出力されない場合、ストレージが見つかっていません。以下の
点を再確認してください。これらはカード側の問題ではないので、スロットの電源をオフして作業する必要はありません。 

- FC-Switchのゾーニングの設定 
- ストレージのゾーニングの設定 
- ストレージの LUN Mappingの設定 

さらに、LUN0から正しく見えるようになっているかを確認してください。 
問題を取り除いたら、次の手順で確認とシステムへの認識を行います。 

1. （*1）のメッセージから組み込んだ FCカードのホスト番号を調べます。 
（*1）のメッセージ中で scsixx（xxは数値）となっている部分の xxがホスト番号になります。上記の例では、ホスト番号は 10 となり
ます。 

2. 以下のコマンドを実行し、デバイスのスキャンを行います。 

# echo "-" "-" "-" > /sys/class/scsi_host/hostxx/scan 
(#はコマンドプロンプト) 
 
(hostxxの xxには、手順 1で求めたホスト番号が入ります。) 

上記の例では、以下のコマンドを実行することになります。 

# echo "-" "-" "-" > /sys/class/scsi_host/host10/scan 

3. （*3）のようなメッセージが/var/log/messagesに出力されたことを確認します。 
このメッセージが表示されない場合には、再度設定を確認してください。  

注意 

RHELの特定のリリースでは、FC カードの組込みを確認する（*1）のようなメッセージが、カード名の情報が欠落した以下の書式で出
力される場合があります。 

scsi10 : on PCI bus 0f device 08 irq 59 

a. ホスト番号を確認します。 
メッセージの中で scsixx（xxは数値）となっている部分の xxがホスト番号になります。上記の例ではホスト番号は 10 となりま
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す。 
b. ホスト番号をもとに、以下のファイルの有無を確認します。 

/sys/class/scsi_host/hostxx/modeldesc 
(hostxxの xxには手順 aで求めたホスト番号が入ります。) 

ファイルが存在しない場合は、FC カードが出力したメッセージではないと判定されます。 

c. ファイルが存在した場合、以下の操作でファイルの内容を確認します。 

# cat /sys/class/scsi_host/hostxx/modeldesc 
Emulex LPe1250-F8 8Gb  PCIe Fibre Channel Adapter 
 
(hostxxの xxには手順 aで求めたホスト番号が入ります。) 

上記のように出力された場合、当該メッセージは FC カードの組込みによって出力されたものと判定されます。 

4.7.4  NIC（Network Interface Card）の交換手順 
NICのホットプラグによる交換を行う場合、PCI Express カード共通の交換手順に加え、PCI Expressスロットの電源オフ・オンの前後に、固
有の処理が必要となります。また、1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用に加え、複数の NICを束ねて 1つのインターフェ
ースを構成している場合（bonding構成）の手順についても説明します。ここでの説明は、RHEL7については、NICの制御を Network
サービスで行うことを前提にしています。NetworkManagerを使う手順については、RHEL8の手順を参照してください。 
なお、複数の NICを PRIMECLUSTER Global Link Services（GLS）で束ねている場合は PRIMECLUSTER Global Link 
Servicesのマニュアルを参照してください。RHEL7/RHEL8/RHEL9では、NICに与えられる名前の形式が、NICの実装位置により異なり
ますが、ここでは伝統的な ethX を用いて説明している箇所があります。適宜、実際の NICの名前と読み替えてください。 

図 4.2単独インターフェースと bonding構成インターフェース 

 

■ NICの交換手順 

NICの交換手順を説明します。 

注意 

- 複数枚の NICを交換する場合は、必ず 1枚ずつ交換します。複数枚同時に交換すると、設定が正しく行えない場合がありま
す。 

- RHEL7/RHEL8では、bondingデバイスを導入したシステムで活性交換を行う場合は、交換対象 NICが bondingデバイスの
構成インターフェースであるなしにかかわらず、すべてのインターフェース設定ファイル（/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth*
ファイル、/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-bond*ファイル）で ONBOOT=YES とするシステム設計を行います。 
ここで、未使用インターフェースに対して、IPアドレスを付与する必要はありません。この措置は、 交換対象 NICのデバイス名が活
性交換前後で変わらないようにするためのものです。仮に ONBOOT= NOが混在した場合、ここで説明する手順が正しく動作し
ないことがあります。 

- RHEL9では、すべてのインターフェースが connection.autoconnect yes となるようにシステム設計を行います。 
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1. インターフェースが搭載されている PCI Expressスロットのスロット番号を確認します。 設定ファイルの情報と OSが持っている情報を用
いて、インターフェースの搭載位置を確認します。 
まず、交換対象となるインターフェースが搭載されている PCI Expressスロットの、バスアドレスを確認します。 
 
例：eth0 インターフェースの場合 

# ls -l /sys/class/net/eth0/device 
lrwxrwxrwx 1 root root 0 Sep 29 10:17 /sys/class/net/eth0/device 
->../../../0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:01.0 

出力された結果のシンボリックリンク先ファイルにおいて、ディレクトリパスを除いた、ファイル名に相当する部分を確認します。このうち、下
線で示された部分がバスアドレスになります（例では"0000:0b:01"）。 

注意 

ここで得られたバスアドレスは、手順 2.および手順 11.で使用します。バスアドレスを記録して、後ほど参照できるようにしてください。 
 
次に、このバスアドレスに対する PCI Expressスロット番号を確認します。 

# grep -il 0000:0b:01  /sys/bus/pci/slots/*/address 
/sys/bus/pci/slots/20/address 

ここで出力されるファイルパスを以下のように読み取り、PCI Expressスロット番号が確認できます。 

/sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/address 

注意 

上記のファイルパスが出力されなかった場合は、PCI Expressスロットに実装された NICではないことを意味します。また、ここで確認し
た PCI Expressスロット番号をもとに、「  
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D.2 PCI Expressスロット実装位置とスロット番号の対応」を参照して実装位置を確認し、さらに「B.1  コンポーネントの
物理実装位置」を参照して、PCI Expressスロット番号に対応する物理実装位置を特定してください。操作対象 NICの実装位置と
一致していることが確認されます。 

2. 同一 NIC上のインターフェースの情報を収集します。 
1つの NICが複数インターフェースを有している場合は、交換対象となる NIC上のすべてのインターフェースを、手順 4.で非活性化する
必要があります。以下の手順を用いて、手順 1.で調べたバスアドレスと同じバスアドレスを持つインターフェースを確認し、インターフェース
名／ハードウェアアドレス／バスアドレスの情報を表にまとめます。 

注意 

1つの NICが 1つのインターフェースしか有していない場合も含め、以下の情報収集は実施してください。 
- バスアドレスとインターフェース名の対応確認以下のコマンドを実行し、バスアドレスとインターフェース名の対応を確認します。 

例：バスアドレスが"0000:0b:01" の場合 

# ls -l /sys/class/net/*/device | grep "0000:0b:01" 
lrwxrwxrwx  1  root root 0 Sep 29 10:17 /sys/class/net/eth0/device 
->../../../0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:01.0 
lrwxrwxrwx 1 root root 0 Sep 29 10:17 /sys/class/net/eth1/device 
->../../../0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:01.1 

上記の出力例からは、バスアドレスとインターフェース名の対応は以下のようになります。 

表 4.6バスアドレスとインターフェース名の対応 

インターフェース名 ハードウェアアドレス バスアドレス スロット番号 
eth0  0000:0b:01.0 20 
eth1  0000:0b:01.1 20 
...  ... ... 

注意 

表に記載するバスアドレスは、ファンクション番号（ピリオド以降の番号）も含めて記載してください。 

 
- インターフェース名とハードウェアアドレスの対応確認以下のコマンドを実行し、インターフェース名とハードウェアアドレスの対応を確

認します。 

 

例：eth0 インターフェースの場合 

# cat /sys/class/net/eth0/address 
00:0e:0c:70:c3:38 

例：eth0の場合（bonding インターフェースの場合） 
bondingの slave インターフェースの場合は、bonding ドライバにより値が書き換えられているため、 以下のコマンドを実行してハ
ードウェアアドレスを確認します。 

# cat /proc/net/bonding/bondY 
  
Ethernet Channel Bonding Driver ......... 
. 
. 
Slave interface:  eth0 
. 
Permanent HW addr: 00:0e:0c:70:c3:38 
. 
. 
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ただしこの方法は、bondingデバイスが活性化済みの場合の方法です。bondingデバイスが非活性の場合や、slaveが未組込
みの場合は、単独インターフェースの場合と同じ方法を使ってください。 

 

他のインターフェースについても同様のコマンド操作を実施し、ハードウェアアドレスを確認します。 以下は表への記載例です。 

表 4.7ハードウェアアドレスの記載例 

インターフェース名 ハードウェアアドレス バスアドレス スロット番号 
eth0 00:0e:0c:70:c3:38 0000:0b:01.0 20 
eth1 00:0e:0c:70:c3:39 0000:0b:01.1 20 
... ... ... ... 
上記手順で作成した対応表は手順 12.で使用します。後ほど参照できるようにしてください。 

注意 

装置故障による交換の場合、故障の状態によってはインターフェースとハードウェアアドレス・バスアドレス・スロット番号の対応表の情報
が取得できないことがあります。システム導入時にすべてのインターフェースに対して、インターフェースとハードウェアアドレス・バスアドレス・
スロット番号の対応表をあらかじめ作成しておくことを強く推奨します。 

3. NIC交換前に必要な、上位アプリケーションの処理を行います。  
手順 2.で確認したインターフェースを利用しているアプリケーションを、停止または利用対象から除外するよう設定を変更し、インターフェ
ースへのアクセスを停止します。 

4. NICを非活性化します。 
以下のコマンドを実行し、手順 2で確認したすべてのインターフェースを非活性化してください。使用するコマンドは、対象のインターフェー
スが単独のインターフェースか、bondingデバイスの SLAVEインターフェースであるかによって異なります。 
 
単独インターフェースの場合： 

- RHEL7 

# /sbin/ifdown ethX 

- RHEL8/ RHEL9 

# nmcli connection down ethX 

単独インターフェースが VLANデバイスを従えている場合、VLAN インターフェースも削除する必要があります。以下のように操作
をしてください（実インターフェースの非活性化の前に行ってください）。 

- RHEL7 

# /sbin/ifdown ethX.Y 

- RHEL8/ RHEL9 

# nmcli connection down ethX.Y 

bondingデバイスの SLAVE インターフェースの場合： 

bondingデバイスを mode1で運用している場合は、安全のため、以下の手順で交換対象の SLAVEを運用から外してくださ
い。他の modeの場合は、すぐに取り外しの手順を行って問題ありません。 交換対象である SLAVE インターフェースが、現在
通信に用いられているインターフェースか否かを確認します。まず、現在通信に用いられているインターフェースを、以下のコマンドを
実行して確認します。 

# cat /sys/class/net/bondY/bonding/active_slave 

表示されたインターフェース名が、交換対象の SLAVE インターフェースと一致した場合は、以下のコマンドを実行して、現在の通
信を他の SLAVE インターフェースに切り替えます。 

# /sbin/ifenslave -c bondY ethZ 
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（ethZ：bondYを構成する、活性交換を行わないインターフェース） 

最後に、交換対象の SLAVE インターフェースを bonding構成から取り外します。インターフェースは取り外しと同時に自動的に
未使用の状態になります。 

# /sbin/ifenslave -d bondY ethX 

5. PCI Expressスロットの電源をオフします。 

- Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されている場合 
/opt/FJSVdr-util/sbin/dr rm pcie<スロット番号> コマンドを実行します。そのスロットの PCI Express カードは無効化され、抜い
てよい状態になります。LEDは消灯します。 インターフェース（ethX）が削除されます。 
 
例：スロット番号 20の PCI Expressスロットを電源オフ状態にする場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr rm pcie20 

- Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されていない場合 
/sys/bus/pci/slotsディレクトリ配下に、対象スロットの情報を参照・操作するためのディレクトリが存在することを確認します。以下
の形式で表されるディレクトリパスの<スロット番号> の位置に手順 2.で確認したスロット番号が表れているディレクトリが、操作対
象のディレクトリとなります。 

/sys/bus/pci/slots/<スロット番号> 

対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル"power" に「0」を書き込むと、そのスロットの PCI Express カードは無効化さ
れ、抜いてよい状態になります。LEDは消灯します。またこれにともない、インターフェース（ethX）が削除されます。 

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power 

6. この手順では、RHEL7の場合と RHEL8/ RHEL9の場合とで異なる作業を行います。 

- RHEL7の場合、インターフェース設定ファイルを退避します。 
以下のコマンドを実行し、手順 2で確認したすべてのインターフェースの設定ファイルを退避してください。設定スクリプトと udevdが
/etc/sysconfig/network-scripts配下のファイルの内容を参照する場合があるので、参照対象とならないよう、退避ディレクトリを
作成して退避します。 

# cd /etc/sysconfig/network-scripts 
# mkdir temp 
# mv ifcfg-ethX temp 
[bonding構成の場合は以下も実行] 
# mv ifcfg-bondX temp 

- RHEL8/ RHEL9の場合、交換する NICのプロファイル情報を削除します。 
本手順は RHEL8/RHEL9標準のシステムによりスロット位置に応じて自動的に付けられるインターフェース名を使用している場合
は、交換後も同じインターフェース名となり、プロファイル情報も引き継がれるため不要です。 
ハードウェアアドレスで識別する方法でインターフェース名を管理している場合は、交換後に再度プロファイル情報の登録が必要と
なるため、本手順により nmcli connection delete コマンドで交換する NICのプロファイル情報を削除します。削除後は nmcli 
connection show コマンドでプロファイル情報が削除されていることを確認します。 

# nmcli connection show 
NAME    UUID                                 TYPE     DEVICE 
eno1    xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-xxxxxxxxxxxx ethernet eth0 
: 
id_eno2 yyyyyyyy-yyyy-yyyy-yyyy-yyyyyyyyyyyy ethernet eth1 ->交換対象 
# nmcli connection delete id_eno2 
接続 'id_eno2' (yyyyyyyy-yyyy-yyyy-yyyy-yyyyyyyyyyyy) が正常に削除されました。 
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# nmcli connection show 
NAME UUID                                 TYPE     DEVICE 
eno1 xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-xxxxxxxxxxxx ethernet eth0 

なお、インターフェース名をハードウェアアドレスで識別する方法で管理しているか不明な場合は、以下のように nmcli connection 
show コマンドで MACアドレス(ハードウェアアドレス)の表示を確認します。 

■MACアドレス(ハードウェアアドレス)の設定がない場合 
# nmcli connection show id_eno2 | grep 802-3-ethernet.mac-address  
802-3-ethernet.mac-address:             -- 
: 
 
■MACアドレス(ハードウェアアドレス)の設定がある場合 
# nmcli connection show id_eno2 | grep 802-3-ethernet.mac-address  
802-3-ethernet.mac-address:             XX:XX:XX:XX:XX:XX 
: 

7. NICをMMB Maintenance Wizardを使用して実際に交換します。【担当保守員作業】 
交換手順について詳しくは「4.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■ Maintenance Wizardによる PCI Express カードの
活性交換手順」の 1～7を参照してください。 

8.  PCI Expressスロットに電源をオンします。 
「4.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照してください。 

9.  MMB Maintenance Wizardを使用して、交換した NICに異常がないか確認します。【担当保守員作業】 
確認手順については詳しくは「4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」の「■  Maintenance Wizardによる PCI Expressカード
の活性交換手順の手順」の 8～12を参照してください。 

10.  交換した NIC上のインターフェースに関する情報を収集します。 電源のオンにより、交換した NICに対してインターフェース（ethX）が
作成されます。手順 1で調べたバスアドレスを用いて、交換後の NICに対して作成されたインターフェースのインターフェース名／ハードウ
ェアアドレス／バスアドレスの情報を、手順 2 と同じ手順を実施して、以下のように表にまとめます。 

表 4.8 NICのインターフェース情報の例（交換後） 

インターフェース名 ハードウェアアドレス バスアドレス スロット番号 
eth1 00:0e:0c:70:c3:40 0000:0b:01.0 20 
eth0 00:0e:0c:70:c3:41 0000:0b:01.1 20 
... ...   

 
バスアドレスに対して、新たなハードウェアアドレスが定義されていることを確認してください。また、NIC交換前に利用していたインターフェ
ース名が再割り当てされていることを確認してください。 

注意 

バスアドレスとインターフェース名の対応が、NIC交換前とは異なる場合があります。手順 12で対応しますので、そのまま作業を進めてく
ださい。 

11.  新たに作成されたインターフェースを非活性化します。 交換した NICに対して作成されたインターフェースは、PCI Expressスロットの電
源オンにより活性化している場合があります。この場合、インターフェース設定ファイルの変更を実施する前に、非活性状態にする必要が
あります。 
手順 10.で確認したすべてのインターフェース名に対して、以下のコマンドを実行してください。 
 
例：eth0の場合 

# /sbin/ifconfig eth0 down 

12.  NIC交換前後のインターフェース名の対応を確認します。 
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手順 2 と手順 10で作成した、NIC交換前後のインターフェース情報の表をもとに、以下の手順で、新たなインターフェース名と交換前
のインターフェース名の対応を確認してください。 

a. 手順 2で作成した表の各行において、バスアドレスとインターフェース名の対応を確認します。  
b. 手順 10で作成した表において、同じくバスアドレスとインターフェース名の対応を確認します。  
c. NIC交換前後で、同じバスアドレスを持つインターフェース名を対応させます。 
d. 手順 10で作成した表に、NIC交換前後のインターフェース名の対応を記入します。 

表 4.9 NICのインターフェース名対応の記入例（交換前後） 

インターフェース名交換後 
（→交換前） 

ハードウェアアドレス バスアドレス スロット番号 

eth1（→eth0） 00:0e:0c:70:c3:40 0000:0b:01.0 20 

eth0（→eth1） 00:0e:0c:70:c3:41 0000:0b:01.1 20 

... ... ... ... 
 

13. この手順では、RHEL7の場合と RHEL8/ RHEL9の場合とで異なる作業を行います。 

- RHEL7の場合、退避したインターフェース設定ファイルを編集します。 
新しいハードウェアアドレスに書き換えます。"HWADDR" には、「表 4.9 NICのインターフェース名対応の記入例（交換前後）」に
記載されている、交換した NICのハードウェアアドレスを設定してください。bondingの slaveの場合も、ファイルの内容は一部異
なりますが、設定する行は同じです。 

例) 
DEVICE=eth0 
NM_CONTROLLED=no 
BOOTPROTO=static 
HWADDR=00:0E:0C:70:C3:40 
BROADCAST=192.168.16.255 
IPADDR=192.168.16.1 
NETMASK=255.255.255.0 
NETWORK=192.168.16.0 
ONBOOT=yes 
TYPE=Ethernet 

この編集を、退避したすべてのインターフェースに対して実施してください。 

- RHEL8/ RHEL9の場合、交換したインターフェースを新たに NetworkManagerの接続プロファイルに登録します。 
本手順は RHEL8/ RHEL9標準のシステムによりスロット位置に応じて自動的に付けられるインターフェース名を使用している場
合は交換後も同じインターフェース名となっており、プロファイル情報も引き継がれており、活性化まで完了しているため不要です。 
ハードウェアアドレスで識別する方法でインターフェース名を管理している場合は、nmcli connection add コマンドで
NetworkManagerの接続プロファイルに、追加されたインターフェースと対応するハードウェアアドレスを登録します。
NetworkManagerの接続プロファイルに、交換したすべてのインターフェースを登録します。まず、交換した NICのハードウェアアド
レスを確認します。 

# cd /sys/class/net 
# cat eno1/address 

<ハードウェアアドレス> 

確認したハードウェアアドレス（MACアドレス）を、802-3-ethernet.mac-addressプロパティに設定します。また、
connection.interfacenameプロパティには追加されたインターフェース名を、connection.idプロパティには NetworkManagerの
接続プロファイルに使用する名前を指定します。次の例では、交換されたインターフェース eno1のハードウェアアドレス（MACアド
レス）を、id_eno1 という接続プロファイル名で登録します。 
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# nmcli connection add type ethernet connection.interface-name "eno1" connection.id "id_eno1" 802-3-
ethernet.mac-address "<ハードウェアアドレス>" 

なお、同時に ipアドレスなどのネットワーク設定も行う場合は、下記のマニュアルをお読みください。 
設定後は、接続プロファイルの autoconnect 変数に falseを設定した場合など、必要に応じて、nmcli connection up <インタ
ーフェース名> コマンドでインターフェースを活性化してください。 
- RHEL8の場合、 

Red Hat社のマニュアル『RHEL8ネットワークの設定および管理』の「ifcfg ファイルで IPネットワークの設定」 
- RHEL9の場合、 

Red Hat社のマニュアル『RHEL8 ネットワークの設定および管理』の「キーファイル形式で NetworkManager プロファイルを
手動で作成」 

次のように nmcli connection show コマンドで交換されたインターフェースの接続プロファイルにハードウェアアドレスが登録されてい
ることを確認します。 

nmcli connection show "id_eno1" | grep 802-3-ethernet.mac-address 802-3-ethernet.mac-address: <ハードウェア
アドレス> 

インターフェース名にシステムが付けた以外の名前を使用したい場合は、上記の手順により、いったんシステムが付けたインターフェ
ース名で NetworkManagerの接続プロファイルに登録し、RHELシステムの再起動後に下記のマニュアルを参照してインターフェ
ース名を変更してください。 
- RHEL8の場合、 
『Red Hat Enterprise Linux 8 Linuxユーザーズマニュアル』の「デバイス名の変更手順」 

- RHEL9の場合、 
『Red Hat Enterprise Linux 9 Linuxユーザーズマニュアル』の「デバイス名の変更手順」 

bonding インターフェースに slave インターフェースを追加する場合は、上記の手順により追加したインターフェースを
NetworkManagerの接続プロファイルに登録後、nmcli connection add コマンドで bonding インターフェースのマスターに追加し
てください。 
手順は Red Hat社のマニュアル『RHEL8 ネットワークの設定および管理』の「ネットワークボンディングの設定」をお読みください。 
RHEL8/ RHEL9の場合、手順 16に進みます。 

14. 退避したインターフェース設定ファイルを元に戻します。(RHEL7のみ) 
以下のコマンドを実行し、退避ディレクトリに退避したインターフェース設定ファイルを元に戻します。 

# cd /etc/sysconfig/network-scripts/temp 
# mv ifcfg-ethX .. 
[bonding構成の場合は以下も実行] 
# mv ifcfg-bondX .. 

15. 交換したインターフェースを活性化します。(RHEL7のみ) 
単独インターフェースの場合と、bonding配下の SLAVEの場合とでは方法が異なります。 単独インターフェースの場合： 以下のコマン
ドを実行して、インターフェースを活性化します。必要なインターフェースをすべて活性化してください。 

# /sbin/ifup ethX 

さらに、単独インターフェースが VLANデバイスを従えている場合で、一時的に VLAN インターフェースを削除した場合は、復旧を行いま
す。優先度オプションを変更していた場合などでは、それらも再設定します。 

# /sbin/ifup ethX.Y 
(さらに、必要であれば VLANの option設定のためのコマンドを入力します。) 

bonding配下の SLAVEの場合： 

以下のコマンドを実行して、既存の bonding構成に組み込みます。必要な SLAVE インターフェースをすべて組み込んでくださ
い。 
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# /sbin/ifenslave bondY ethX 

VLANは bondingデバイス上に作成されているので、VLAN関連の作業は、通常必要ありません。 

16. 該当 PCICに接続されていた、すべての LANケーブルを取り付けます。【保守員作業】 

備考 

GLS構成(NIC切り替え方式)の場合は、本手順を行う必要はありません。 

17. インターフェース設定ファイルを退避したディレクトリを削除します。(RHEL7のみ) 
交換対象インターフェースのすべてが交換を完了した後、以下のコマンドを実行し、手順 6で作成した退避ディレクトリを削除します。 

# rmdir /etc/sysconfig/network-scripts/temp 

18. NIC交換後に必要な、上位アプリケーションの処理を行います。 
手順 3で実施した上位アプリケーションの対処に対して、必要な後処理を行います（アプリケーションの起動、設定変更の復旧など）。 
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4.7.5  iSCSI（NIC）の活性交換 
iSCSI接続に利用している NICを活性交換する場合は、以下の手順に従います。 

4.7.1 PCI Express カードすべてに共通する交換手順の概要 
4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細 
4.7.4 NIC（Network Interface Card）の交換手順 
手順の補足説明について説明します。 

■ iSCSI（NIC）活性交換の前提条件 

iSCSI（NIC）を活性交換する場合の、前提条件は以下のとおりです。 
- ストレージ接続に関しては DM-MP（Device-Mapper Multipath）または ETERNUSマルチドライバ（EMPD）を利用し、マ

ルチパス形態で動作している場合。 
- 複数の iSCSI カードを交換する場合、１枚ずつ作業を実施すること。 
- 1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用である場合。 

図 4.3単独インターフェースの例 

 

■ NIC交換前に実施する作業 

iSCSI（NIC）活性交換の場合、「4.7.4 NIC（Network Interface Card）の交換手順」の「■NICの交換手順」の手順 3に以下の作
業が必要です。 

1. iSCSIの利用を停止させるために、以下を実施します。 

a. DM-MPまたは EMPDにより、現時点でのパスの状態を確認しておきます。 
b. iscsiadm コマンドにより、交換する iSCSI カード(NIC)を経由するパス（iqn）を logout し、セッションを切断します。 

表示例 
［実施前のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m  session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage-system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 
tcp: [2] 192.168.2.66:3260,3 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage-system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 
［交換する NICを経由するパスを logout します］ 
# /sbin/iscsiadm -m node -T iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- 
system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 -p 192.168.2.66:3260 --logout 

c. iscsiadm コマンドにより、対象のセッションが切断されていることを確認します。 

表示例 
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［実施後のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 

d. DM-MP（*1）または ETERNUSマルチドライバ（*2）により、実施後のパスの状態を確認します。 

*1: DM-MPの利用パスが切断されていることを確認します。以下にパスの状態変化の表示例を示します。 

表示例(DM-MPの表示例) 
［実施前］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin  0  [prio=2][active] 
\_ 3:0:0:0 sdb 8:16  [active][ready] 
\_ 4:0:0:0 sdc 8:32  [active][ready] 

 

［実施後］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin 0 [prio=1][enabled] 
\_ 3:0:0:0 sdb 8:16  [active][ready] 

*2: ETERNUSマルチパスドライバ（Linux版）ユーザーズガイドを参照してください。 

■ NIC交換後に実施する作業 

「4.7.4 NIC（Network Interface Card）の交換手順」の「■NICの交換手順」の手順 19に以下の作業が必要です。 

1. iSCSIの利用を再開させるために、以下を実施します。 

a. DM-MPまたは EMPDにより、現時点でのパスの状態を確認しておきます。 
b. iscsiadm コマンドにより、交換した iSCSI カード(NIC)を経由するパス（iqn）を login し、セッションを接続します。 

表示例 
［実施前のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 
［交換する NICを経由するパスに login します］ 
# /sbin/iscsiadm -m node -T iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- 
system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 -p 192.168.2.66:3260 –-login 

c. iscsiadm コマンドにより、対象のセッションが接続されていることを確認します。 

表示例 
［実施後のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 
tcp: [3] 192.168.2.66:3260,3 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 

d. DM-MP(*3)または EMPD(*4)により、実施後のパスの状態を確認します。 

*3: DM-MPの利用 

パスが接続されていることを確認します。以下にパスの状態変化の表示例を示します。 
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表示例(DM-MPの表示例) 
［実施前］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin 0 [prio=1][active] 
\_ 3:0:0:0 sdb   8:16  [active][ready] 

 

［実施後］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin  0 [prio=2][enabled] 
\_ 3:0:0:0 sdb   8:16  [active][ready] 
\_ 5:0:0:0 sdc   8:32  [active][ready] 

*4: ETERNUSマルチパスドライバ（Linux版）ユーザーズガイドを参照してください。 
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4.8  PCI Expressカードの活性増設 
ここでは、PCIホットプラグ機能を用いた PCI Expressカードの増設手順を説明します。 
PCI Express カードすべてに共通な部分と、特定のカードの機能や使用するドライバによって手順が追加される部分があります。よって、すべ
てのカードに必要な操作（電源操作など）と、特定の種類のカードに固有の操作が必要となる場合の両方の説明を行います。本章で説
明しないカードの増設に関しては、個々の製品マニュアルを参照して作業してください。 
 
PCI ホットプラグの方法は以下の 2通りあります： 

1. sysfs経由の操作方法(従来方法) 
2. DR コマンド方法 

DR コマンド方法は Dynamic Reconfiguration utilityを導入したパーティションで使用できます。Dynamic Reconfiguration utilityを導
入していないパーティションでは sysfs経由の操作方法を使用してください。Dynamic Reconfiguration utilityを導入したパーティションでも
sysfs経由の操作方法を使うことはできますが、誤操作防止のため DR コマンド方法を使うことを推奨しています。以降の説明では、DR コ
マンド方法を"Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されている場合"として記述し、sysfs経由の操作方法を
"Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されていない場合"として記述しています。 

注意 

- IOUEに PCI Expressカードを活性増設する場合は、本節の手順とは異なります。「4.4 IOUEの活性交換」を参照してください。 
- Extended Partitionでは DR コマンドによる方法をサポートしていません。 

4.8.1  PCI Expressカードすべてに共通する増設手順 
PCI カードすべてに共通する増設手順は以下のとおりです。 

1. PCI Expressカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作 
2. PCI Expressスロットの電源オフの確認 
3. PCI Expressカードの増設の実施【担当保守員作業】 
4. PCI Expressスロットの電源オン 
5. PCI Expressカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作 

注意 

ここに記述する OS、サブシステムへの指示（コマンド、設定ファイルの編集）については、必ず各製品マニュアルを参照してコマンドのシンタッ
クスやシステムに与える影響を確認して作業を行ってください。 カード増設の際に必要となる、OS、サブシステムへの指示（コマンド、設定フ
ァイルの編集）と、実際のハードウェアの操作を以下に示します。増設手順 3の作業は主に担当保守員が実施します。 

4.8.2  PCI Expressカードの増設手順の詳細 
PCI Express カードの増設手順において実施が必要な手順を説明します。 

■ PCI Expressスロットのスロット番号の確認 

「4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」の「■     PCI Expressスロットのスロット番号の確認」 を参照してください。 

■ PCI Expressスロットの電源状態の確認 

「4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」の「■  PCI Expressスロットの電源状態の確認」を参照してください。 

■ PCI Expressスロットの電源オン・オフ 

「4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」の「■ PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照してください。 
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■ Maintenance Wizard による PCI Expressカードの活性増設手順【担当保守員作業】 

Maintenance Wizard を利用して PCI Expressカード(PCIC)の活性増設する作業手順を説明します。なお、 本作業は主に担当保守
員が実施します。 
1. MMB Web-UI から[Maintenance Wizard] メニューを起動し、[Maintenance Wizard] 画面を表示させます。 
2. [Replace Unit] ラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 

 

3. [PCI_Box(PCIC)] ラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 

 

4. 該当 PCI_Box番号のラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 
例では PCI_Box#0の PCIC#1に PCI Express カードを活性増設する手順となります。 
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5. 増設する該当 PCIC番号のラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 

 

6. [Hot Partition Maintenance (Target unit in a running partition.)] ラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 

 

7. 保守モードが設定(インフォメーション領域：グレー表示)され、該当 PCICの増設指示が表示されます。 
本画面が表示された状態のまま、該当 PCICを増設してください。「B.1  コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、増設す
る PCI カードの実装位置(ボード、 スロット) を確認してください。 
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注意 

PCICを増設する前に[Next] ボタンをクリックしないでください。 
8. 該当 PCICを増設し、LANケーブル以外のケーブルを取り付けます。 

備考 

GLS構成で NIC切り替え方式の場合は、LANケーブルも取り付けます。 

9. 該当 PCICスロット電源オン後に[Next] ボタンをクリックします。 
PCICスロットの電源オンについては、「4.8.2 PCI Express カードの増設手順の詳細」の「■PCI Expressスロットの電源オン」を参照し
てください。なお、該当 PCICスロットの電源オン作業についてはシステム管理者が実施します。 

 

注意 

該当 PCICスロットの電源オン作業についてはシステム管理者が実施してください。 
10.  ステータス更新画面が表示されます。 
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11.  増設した該当 PCICの状態を確認後に[Next] ボタンをクリックします。 

 

12.  保守モードが解除されていることを確認し(インフォメーション領域：グレー表示なし)、 [OK] ボタンをクリックします。 

 

4.8.3  FC（Fibre Channel）カードの増設手順 
FC（Fibre Channel）カードの増設手順を説明します。 

注意 

- SANブートに使用する FC カードは、ホットプラグに対応していません。 
- sadumpのダンプデバイスに使用される FC カードを活性追加することはできるが、FC カードを追加した後、システム停止状態で

の HBA UEFI／拡張 BIOSを設定するまでは、追加した FC カードでは sadump機能を使用してダンプ採取できません。 
- 周辺機器内の構成変更（SANディスク装置の UNIT増設、削除など）については、ここでは扱いません。 

■ FCカードの増設手順 

FC カードと周辺装置を新たに増設する場合の手順を説明します。 

1. PCI Expressスロットのスロット番号を以下の手順で確認します。 
「4.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■      PCI Expressスロットのスロット番号確認」 を参照してください。 

2. PCI Expressスロットの電源がオフされていることを確認します。 
「4.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■      PCI Expressスロットの電源状態の確認」を参照してください。 

3. 目的のカードを MMB Maintenance Wizardを使用して実際に増設します。【担当保守員作業】 
増設手順について詳しくは「4.8.2 PCI Expressカードの増設手順の詳細」の「■      Maintenance Wizardによる PCI Expressカード
の活性増設手順」の 1～7を参照してください。 

4. 周辺装置のマニュアルに従って設定を行います。 
例として、ストレージ装置に ETERNUSを用い、かつホストアフィニティ機能（サーバ機ごとのアクセス可否の設定）を用いている場合
は、FC カードの増設にともない、設定の追加が必要となります。 
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5. FC カードケーブルを接続します。 
6. PCI Expressスロットに電源をオンします。 

「4.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■      PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照してください。 
7. MMB Maintenance Wizardを使用して、増設した FCカードに異常がないか確認します。【担当保守員作業】 

確認手順については詳しくは「4.8.2 PCI Express カードの増設手順の詳細」の「■      Maintenance Wizardによる PCI Expressカー
ドの活性増設手順の手順」の 8～11を参照してください。 

8. ファームウェアを確認します。 
FC カードは、既に運用されているファームウェア版数に合わせる必要があります。増設部品のファームウェア版数が、既に運用されている
FC カードのファームウェア版数（現行ファームウェア版数） と一致する場合、ファームウェア更新の必要はありません。 増設部品のファー
ムウェア版数が、既に運用されているファームウェア版数と不一致する場合、現行ファームウェア版数へ増設部品のファームウェア版数を
合わせる必要があります。 

ファームウェア確認・更新手順については、以下の URLから、該当のファイバーチャネルカードに対応する活性保守交換後の
Firmwareアップデート手順書とモジュールを入手し、インストールしてください。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html 

備考 

FC カードのファームウェアを更新したときに、システムのリブートを要求された場合は、以下の「PCI Express カードの電源 Off/On」処
理を行ってください。 
対象カードの電源を Off/Onすることにより（つまり、対象カードを再起動することにより）、ファームウェアが Activate されます。注意： 
- 対象カードの再起動が行われ、ファームウェアが Activate されれば、システムのリブートを行う必要はありません。 
- 以下の PCI Express カードの電源 Off/On手順中、物理的に PCI Express カードの挿抜を行う必要はありません。 
 
PCI Express カードの電源の Off/On 
1. 対象 FC カードに関連するアプリケーションを停止します。 

「4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」「■ PCI Express カードを利用しているソフトウェアへの事前対処」を参照して、
対象 FC カードに関連するアプリケーションを停止してください。 

2. 対象 FC カードのスロットの電源を Off します。 
「4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」「■ PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照して、対象 FC カードのスロッ
トの電源を Off してください。 
「4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」「■ PCI Expressスロットのスロット番号の確認」で特定した対象 FC カードの
物理位置(PCI-Box番号、スロット番号)を指定してください。 

3. 対象 FC カードのスロットの電源を On します。 
「4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」「■ PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照して、対象 FC カードのスロッ
トの電源を On してください。 

4. 対象 FC カードに関連するアプリケーションを起動します。 
「4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」「■ PCI Express カードを利用するソフトウェアの事後対処」を参照して、対象
FC カードに関連するアプリケーションを起動してください。 

5. 対象 FC カードのファームウェアを確認します。 

9. 組込み結果を確認します。 
確認方法は、FC カードの交換手順で実施する内容と同じです。「4.7.3 FC（Fibre Channel）カードの交換手順」の「■ FC カードの
組込み結果の確認方法」を参照してください。 

  

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html
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4.8.4  NICの増設手順 
NICのホットプラグによる増設を行う場合、PCI Express カード共通の増設手順に加え、PCI Expressスロットの電源オフ／オンの前後に、
固有の処理が必要となります。 また、1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用に加え、複数の NICを束ねて 1つのインターフ
ェースを構成している場合（bonding構成）の手順についても説明します。ここでの説明は、RHEL7については、NICの制御を Network
サービスで行うことを前提にしています。NetworkManagerを使う手順については、RHEL8の手順を参照してください。 
なお、複数の NICを PRIMECLUSTER Global Link Services（GLS）で束ねている場合は PRIMECLUSTER Global Link 
Servicesのマニュアルを参照してください。RHEL7/RHEL8/RHEL9では、NICに与えられる名前の形式が、NICの実装位置により異なり
ますが、ここでは伝統的な ethX を用いて説明している箇所があります。適宜、実際の NICの名前と読み替えてください。 

図 4.4単独インターフェースと bonding構成インターフェース 

 

■ NICの増設手順 

NIC単独のホットプラグの増設手順を説明します。 注意複数枚の NICを増設する場合は、必ず 1枚ずつ増設を行ってください。複数枚
同時に行うと、設定が正しく行えない場合があります。 

1. 存在するインターフェース名を確認します。 以下のコマンドを実行し、インターフェース名を確認してください。例：NICのインターフェース
が eth0のみの場合 

# /sbin/ifconfig -a 
 
eth0 Link encap:Ethernet HWaddr 00:0E:0C:70:C3:38 
BROADCAST MULTICAST MTU:1500 Metric:1 
RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0 
TX  packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0 collisions:0 txqueuelen:1000 
RXbytes:0 (0.0  b)  TX  bytes:0 (0.0  b) 
 
lo  Link encap:Local Loopback 
inet  addr:127.0.0.1 Mask:255.0.0.0 
UP LOOPBACK  RUNNING  MTU:16436 Metric:1 
RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0 
TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0 collisions:0 txqueuelen:0 
RXbytes:0 (0.0  b)  TX  bytes:0 (0.0  b) 

2. インターフェースを搭載する PCI Expressスロットのスロット番号を以下の手順で確認します。 
「4.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■PCI Expressスロットのスロット番号の確認」を参照してください。 

3. PCI Expressスロットの電源がオフされていることを確認します。 
「4.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■PCI Expressスロットの電源状態の確認」を参照してください。 

4. PCI Expressスロットに NICをMMB Maintenance Wizardを使用して実際に増設します。【担当保守員作業】 
交換手順について詳しくは「4.8.2 PCI Expressカードの増設手順の詳細」の「■Maintenance Wizardによる PCI Express カードの
活性増設手順」の 1～7を参照してください。 

5. PCI Expressスロットに電源をオンします。 
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「4.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照してください。 
6. MMB Maintenance Wizardを使用して、増設した NICに異常がないか確認します。【担当保守員作業】 

確認手順については詳しくは「4.8.2 PCI Express カードの増設手順の詳細」の「■Maintenance Wizardによる PCI Expressカード
の増設手順の手順」の 8～11を参照してください。 

7. 新規に増設されたインターフェース名を確認します。 電源のオンにより、増設した NICに対してインターフェース（ethX）が作成されま
す。以下のコマンドを実行し、その結果と手順 1.の結果を比較し、作成されたインターフェース名を確認します。 

# /sbin/ifconfig -a 

8. 新規に増設されたインターフェースのハードウェアアドレスを確認します。 
ifconfig コマンドで、作成されたインターフェースと、そのハードウェアアドレス（HWaddr）を確認してください。1枚の NICにインターフェー
スが複数存在する場合は、作成されたすべてのインターフェースのハードウェアアドレスを確認してください。 
例：増設した NICのインターフェースとして新たに eth1が作成された場合 

# /sbin/ifconfig -a 
 
eth0 Link encap:Ethernet HWaddr 00:0E:0C:70:C3:38 
BROADCAST MULTICAST MTU:1500 Metric:1 
RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0 
TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0 collisions:0 txqueuelen:1000 
RXbytes:0 (0.0 b) TX bytes:0 (0.0  b) 
 
eth1 Link encap:Ethernet HWaddr 00:0E:0C:70:C3:40 
BROADCAST MULTICAST MTU:1500 Metric:1 
RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0 
TX  packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0 collisions:0 txqueuelen:1000 
RXbytes:0 (0.0 b) TX bytes:0 (0.0 b) 
 
lo  Link encap:Local Loopback 
inet addr:127.0.0.1 Mask:255.0.0.0 
UP LOOPBACK  RUNNING  MTU:16436 Metric:1 
RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0 
TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0 collisions:0 
txqueuelen:0 
RXbytes:0 (0.0 b) TX bytes:0 (0.0 b) 

9. この手順では、RHEL7の場合と RHEL8/ RHEL9の場合とで異なる作業を行います。 

- RHEL7の場合、インターフェース設定ファイルを作成します。 
新規に作成されたインターフェースに対して、インターフェース設定ファイル（/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-ethX）を以
下のように作成してください。ここでは、"HWADDR" には、手順 7.で確認したハードウェアアドレスを設定します。複数枚の NIC
を増設した、または、インターフェースが複数存在する NICを増設した場合は、すべてのインターフェースに対してファイルを作成して
ください。 
 
ここでは、システムが自動で割り当てた名前を採用する例で説明します。 システムが自動で割り当てた名前とは異なるインターフェ
ース名で新しいインターフェースを導入することもできますが、通常、新規のインターフェースに特別な名前をつける必要はありませ
ん。 システムが割り当てた名前以外のインターフェース名を採用したい場合は「4.7.4 NIC（Network Interface Card）の交換
手順」の「■      NICの交換手順」の手順 14.に従ってください。 
 
内容は、単独のインターフェースの場合と、bondingの SLAVEの場合で若干異なります。 
単独インターフェースの場合： 
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(例) 
DEVICE=eth1  ←手順 6.で確認したインターフェース名を指定 
NM_CONTROLLED=no 
BOOTPROTO=static 
HWADDR=00:0E:0C:70:C3:40 
BROADCAST=192.168.16.255 
IPADDR=192.168.16.1 
NETMASK=255.255.255.0 
NETWORK=192.168.16.0 
ONBOOT=yes 
TYPE=Ethernet 

bondingの SLAVEの場合： 

(例) 
DEVICE=eth1 ←手順 6.で確認したインターフェース名を指定 
NM_CONTROLLED=no 
BOOTPROTO=static 
HWADDR=00:0E:0C:70:C3:40 
MASTER=bondY SLAVE=yes 
ONBOOT=yes 

注意 

bonding インターフェースそのものを追加する場合には、bondingの MASTER インターフェースの設定ファイルも必要となります。 
- RHEL8/ RHEL9の場合、追加した NICのプロファイル情報の登録。 

RHEL8/ RHEL9標準のシステムによりスロット位置に応じて自動的に付けられるインターフェース名を使用している場合は、本手
順は不要です。下記のマニュアルをお読みのうえ ipアドレスなどのネットワーク設定を行ってください。 
設定後は、接続プロファイルの autoconnect 変数に falseを設定した場合など、必要に応じて、nmcli connection up <インタ
ーフェース名> コマンドでインターフェースを活性化してください。 
- RHEL8の場合、 

Red Hat社のマニュアル『RHEL8ネットワークの設定および管理』の「ifcfg ファイルで IPネットワークの設定」 
- RHEL9の場合、 

Red Hat社のマニュアル『RHEL8 ネットワークの設定および管理』の「キーファイル形式で NetworkManager プロファイルを
手動で作成」 

ハードウェアアドレスで識別する方法でインターフェース名を管理する場合は、nmcli connection add コマンドで
NetworkManagerの接続プロファイルに、追加されたインターフェースと対応するすべてのハードウェアアドレスを登録します。まず、
追加した NICのハードウェアアドレス（MACアドレス）を確認します。 

# cd /sys/class/net 
# cat eno1/address 
<ハードウェアアドレス> 

確認したハードウェアアドレス（MACアドレス）を、802-3-ethernet.mac-addressプロパティに設定します。また、
connection.interfacenameプロパティには追加されたインターフェース名を、connection.idプロパティには NetworkManagerの
接続プロファイルに使用する名前を指定します。次の例では、追加されたインターフェース eno1のハードウェアアドレス（MACアド
レス）を、id_eno1 という接続プロファイル名で登録します。 

# nmcli connection add type ethernet connection.interface-name "eno1" connection.id "id_eno1" 802-3-
ethernet.mac-address "<ハードウェアアドレス>" 

なお、同時に ipアドレスなどのネットワーク設定も行う場合は、下記のマニュアルをお読みください。 
- RHEL8の場合、 
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Red Hat社のマニュアル『RHEL8ネットワークの設定および管理』の「ifcfg ファイルで IPネットワークの設定」 
- RHEL9の場合、 

Red Hat社のマニュアル『RHEL8 ネットワークの設定および管理』の「キーファイル形式で NetworkManager プロファイルを
手動で作成」 

次のように nmcli connection show コマンドで追加されたインターフェースの接続プロファイルにハードウェアアドレスが登録されてい
ることを確認します。 

nmcli connection show "id_eno1" | grep 802-3-ethernet.mac-address 802-3-ethernet.mac-address: <ハードウェア
アドレス> 

インターフェース名にシステムが付けた以外の名前を使用したい場合は、上記の手順により、いったんシステムが付けたインターフェ
ース名で NetworkManagerの接続プロファイルに登録し、RHELシステムの再起動後に下記のマニュアルを参照してインターフェ
ース名を変更してください。 
- RHEL8の場合、 
『Red Hat Enterprise Linux 8 Linuxユーザーズマニュアル』の「デバイス名の変更手順」 

- RHEL9の場合、 
『Red Hat Enterprise Linux 9 Linuxユーザーズマニュアル』の「デバイス名の変更手順」 

bonding インターフェースに slave インターフェースを追加する場合は、上記の手順により追加したインターフェースを 
NetworkManagerの接続プロファイルに登録後、nmcli connection add コマンドで bonding インターフェースのマスターに追加し
てください。 
手順は Red Hat社のマニュアル『RHEL8 ネットワークの設定および管理』の「ネットワークボンディングの設定」をお読みください。 
RHEL8/ RHEL9の場合は、手順 12に進みます。 

10.  bonding インターフェース（Master）を追加する場合、bonding インターフェースのドライバ設定を行います。(RHEL7のみ) 
すでに bonding インターフェースを導入している場合、以下のコマンドを実行し、bonding インターフェースとドライバの対応設定が記述さ
れている設定ファイルを確認してください。 
 
例：/etc/modprobe.d/bonding.conf ファイルに記述されている場合 

# grep -l bonding /etc/modprobe.d/* 
/etc/modprobe.d/bonding.conf 

注意 

設定ファイルが見つからない場合や、bondingインターフェースを初めて導入する場合は、/etc/modprobe.dディレクトリ配下に、
".conf" を拡張子とする任意のファイル名で設定ファイルを作成してください。 
 
例：/etc/modprobe.d/bonding.conf 
対象となる設定ファイルを特定後、新たに作成する bonding インターフェースの設定を追加します。 

alias bondY bonding ←追加する(bondY：新たに追加する bonding インターフェースの名前) 

このファイルで、bondingドライバに対して、オプションを指定することも可能ですが、通常は各 ifcfg-bondY ファイルの
BONDING_OPTS行を使用します。 

 

11.  追加したインターフェースを活性化します。以下のコマンドを実行して、インターフェースを活性化します。(RHEL7のみ) 
必要なインターフェースをすべて活性化してください。活性化の方法は、構成により異なります。 単独インターフェースの場合:以下のコマ
ンドを実行して、インターフェースを活性化します。必要なインターフェースをすべて活性化してください。 

# /sbin/ifup ethX 

bonding構成の場合： 
すでに存在する bonding構成に SLAVEを追加する場合は、以下のコマンドを実行して、bonding構成への組込みを行います。 
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例：bonding インターフェース名が bondY、組み込むインターフェース名が ethXの場合 

# /sbin/ifenslave bondY ethX 

bonding インターフェースを、SLAVE とともに新たに追加する場合は、以下のコマンドを実行して、 インターフェースを活性化します。
個々の SLAVEに対する ifenslave コマンドは不要です。 

# /sbin/ifup bondY 

12.  該当 PCICに接続されていた、すべての LANケーブルを取り付けます。【保守員作業】 

  



第 4章 Red Hat Enterprise Linux 7以降における活性保守およびパーティション停止保守 
  

 

197 CA92344-1656-30 

4.9  PCI Expressカードの活性削除 
ここでは、PCIホットプラグ機能を用いた PCI Expressカードの削除手順を説明します。 
PCI Express カードすべてに共通な部分と、特定のカードの機能や使用するドライバによって手順が追加される部分があります。 よって、す
べてのカードに必要な操作（電源を操作など）と、特定の種類のカードに固有の操作が必要となる場合の両方の説明を行います。本章で
説明しないカードの削除手順に関しては、個々の製品マニュアルを参照して作業してください。 
 
PCI ホットプラグの方法は以下の 2通りあります： 

1. sysfs経由の操作方法(従来方法) 
2. DR コマンド方法 

DR コマンド方法は Dynamic Reconfiguration utilityを導入したパーティションで使用できます。Dynamic Reconfiguration utilityを導
入していないパーティションでは sysfs経由の操作方法を使用してください。Dynamic Reconfiguration utilityを導入したパーティションでも
sysfs経由の操作方法を使うことはできますが、誤操作防止のため DR コマンド方法を使うことを推奨しています。 
 
以降の説明では、DR コマンド方法を"Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されている場合"として記述し、sysfs経由
の操作方法を"Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されていない場合"として記述しています。 

注意 

- IOUE上の PCI Expressカードを削除する場合は、本節の手順とは異なります。「4.6 IOUEの活性削除」を参照してください。 
- PCI Express カードを活性削除する場合、活性削除コマンドを実行した後、同じ PCI Expressスロットに対して PCI カードを活

性増設せずに OS上からリブートすると、一度そのパーティションの電源オフするまで当該 PCI Expressスロットに PCI カードを活
性増設できません。 
活性増設する前に OS上からリブートした場合には、該当パーティションの停止交換により該当カードを交換します。 

- Extended Partitionでは DR コマンドによる方法をサポートしていません。 

4.9.1  PCI Expressカードすべてに共通する削除手順 
PCI カードすべてに共通する削除手順は以下のとおりです。 

1. PCI Expressカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作 
2. PCI Expressスロットの電源オフ 
3. PCI Expressカードの取り外しの実施【担当保守員作業】 
4. PCI Expressカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作 

注意 

ここに記述する OS、サブシステムへの指示（コマンド、設定ファイルの編集）については、必ず各製品マニュアルを参照してコマンドのシンタッ
クスやシステムに与える影響を確認して作業を行ってください。カード増設の際に必要となる、OS、サブシステムへの指示（コマンド、設定ファ
イルの編集）と、実際のハードウェアの操作を以下に示します。削除手順 3の作業は主に担当保守員が実施します。 

4.9.2  PCI Expressカードの削除手順の詳細 
PCI Express カードの削除手順において実施が必要な手順を説明します。 

■ PCI Expressカードを利用しているソフトウェアの事前対処 

PCI Express カードを削除する際、その PCI Express カードを利用中のソフトウェアが存在しないことが必要です。そのためには、PCI 
Express カードの削除前に、削除対象 PCI Express カードを利用しているソフトウェアを停止するか、もしくはソフトウェアの操作対象外に
する措置を実施してください。 
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■ PCI Expressスロットのスロット番号の確認 

「4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」の「■PCI Expressスロットのスロット番号の確認」を参照してください。 

■ PCI Expressスロットの電源状態の確認 

「4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」の「■PCI Expressスロットの電源状態の確認」を参照してください。 

■ PCI Expressスロットの電源オフ 

「4.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」の「■PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照してください。 

4.9.3  FC（Fibre Channel）カードの削除手順 
FC（Fibre Channel）カードの削除手順を説明します。 

注意 

- SANブートに使用している FC カードは、ホットプラグに対応していません。 
- 周辺機器内の構成変更（SANディスク装置の UNIT増設、削除など）については、ここでは扱いません。 

■ FCカードの削除手順 

FC カードと周辺装置を削除する場合の手順は以下のとおりです。 

1. 必要な前処理を行います。 
アプリケーションを停止するなどの方法で当該 FC カードへのアクセスを停止します。 

2. PCI Expressスロットのスロット番号を以下の手順で確認します。 
「4.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■      PCI Expressスロットのスロット番号の確認」 を参照してください。 

3. PCI Expressスロットに電源をオフします。 
「4.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■      PCI Expressスロットの電源・オフ」を参照してください。 

4. 目的のカードに接続されているすべてのケーブルを取り外し後、カードを実際に取り外します。 

4.9.4  NICの削除手順 
NICのホットプラグによる削除を行う場合、PCI Express カード共通の削除手順に加え、PCI Expressスロットの電源オフ・オンの前後に、固
有の処理が必要となります。 また、1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用に加え、複数の NICを束ねて 1つのインターフェ
ースを構成している場合（bonding構成）の手順について説明します。ここでの説明は、RHEL7については、NICの制御を Networkサ
ービスで行うことを前提にしています。NetworkManagerを使う手順については、RHEL8の手順を参照してください。 
なお、複数の NICを PRIMECLUSTER Global Link Services（GLS）で束ねている場合は PRIMECLUSTER Global Link 
Servicesのマニュアルを参照してください。RHEL7/RHEL8/RHEL9では、NICに与えられる名前の形式が、NICの実装位置により異なり
ますが、ここでは伝統的な ethX を用いて説明している箇所があります。適宜、実際の NICの名前と読み替えてください。 

図 4.5単独インターフェースと bonding構成インターフェース 

 



第 4章 Red Hat Enterprise Linux 7以降における活性保守およびパーティション停止保守 
  

 

199 CA92344-1656-30 

■ NICの削除手順 

NIC単独のホットプラグの削除手順を説明します。 注意複数枚の NICを削除する場合は、必ず 1枚ずつ削除を行ってください。複数枚
同時に行うと、設定が正しく行えない場合があります。 

1. インターフェースが搭載されている PCI Expressスロットのスロット番号を確認します。 設定ファイルの情報と OSが持っている情報を用
いてインターフェースの搭載位置を確認します。 
まず、削除対象となるインターフェースが搭載されている PCI Expressスロットの、バスアドレスを確認します。 

# ls -l /sys/class/net/eth0/device 
lrwxrwxrwx 1 root root 0 Sep 29 09:26 /sys/class/net  \ 
/eth0/device 
->../../../0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:01.0 

行末の\は、改行しないことを表します。 
 
出力された結果のシンボリックリンク先ファイルにおいて、ディレクトリパスを除いた、ファイル名に相当する部分を確認します。このうち、下
線で示された部分がバスアドレスになります（例では"0000:0b:01"）。 
 
次に、バスアドレスに対する、PCI Expressスロット番号を確認します。 

# grep -il 0000:0b:01 /sys/bus/pci/slots/*/address 
/sys/bus/pci/slots/20/address 

ここで出力されるファイルパスを以下のように読み取り、PCI Expressスロット番号が確認できます。 

/sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/address 

注意 

上記のファイルパスが出力されなかった場合は、PCI Expressスロットに実装された NICではないことを意味します。 
 
また、ここで確認した PCI Expressスロット番号をもとに、「  
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D.2 PCI Expressスロット実装位置とスロット番号の対応」を参照して実装位置を確認し、さらに「B.1  コンポーネントの
物理実装位置」を参照して、PCI Expressスロット番号に対応する物理実装位置を特定してください。操作対象 NICの実装位置と
一致していることが確認されます。 

2. 同一 NIC上のインターフェースを確認します。 
インターフェースが複数存在する NICの場合、NIC上のすべてのインターフェースを削除する必要があります。以下のコマンドで、同じバス
アドレスを持つインターフェースをすべて確認してください。 

# ls -l /sys/class/net/*/device | grep "0000:0b:01" 
lrwxrwxrwx 1 root root 0  Sep 29 09:26 /sys/class/net /eth0/device 
->../../../0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:01.0 
lrwxrwxrwx 1 root root 0  Sep 29 09:26 /sys/class/net /eth1/device 
->../../../0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:01.1 

行末の\は、改行しないことを表します。 
 
例のように 2つ以上表示されている場合、それらはすべて同じ NIC上にあることを示します。 

3. NIC削除前に必要な、上位アプリケーションの処理を行います。 手順 2.で確認したインターフェースを利用しているアプリケーションを、停
止または利用対象から除外するよう設定変更を行い、インターフェースへのアクセスを停止します。 

4. NICを非活性化します。 以下のコマンドを実行し、手順 2.で確認したすべてのインターフェースを非活性化してください。使用するコマン
ドは、対象のインターフェースが、単独のインターフェースか、bondingデバイスの SLAVEインターフェースであるかによって異なります。 

 
単独インターフェースの場合： 

- RHEL7の場合、 

# /sbin/ifdown ethX 

- RHEL8/ RHEL9の場合、 

# nmcli connection down ethX 

単独インターフェースが VLANデバイスを従えている場合、VLAN インターフェースも削除する必要があります。以下のように操作をしてく
ださい（この操作は、物理インターフェースの非活性化前に行います）。 

- RHEL7の場合、 

# /sbin/ifdown ethX.Y 

- RHEL8/ RHEL9の場合、 

# nmcli connection down ethX.Y 

bonding配下のインターフェースの場合： 
bondingデバイスを mode1で運用している場合は、安全のため、以下の手順で削除対象の SLAVEを運用から外してください。他
の modeの場合は、すぐに取り外しの手順を行って問題ありません。SLAVE インターフェースが、現在通信に用いられているインターフェ
ースか否かを確認します。 

# cat /sys/class/net/bondY/bonding/active_slave 

表示されたインターフェース名が、削除対象の SLAVE インターフェースと一致した場合は、以下のコマンドを実行して、現在の通信をほ
かの SLAVE インターフェースに切り替えます。 

# /sbin/ifenslave -c bondY ethZ 
(ethZ:bondYを構成する、活性削除を行わないインターフェース) 

最後に、削除対象の SLAVE インターフェースを bonding構成から取り外します。インターフェースは取り外しと同時に自動的に未使
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用の状態になります。 

# /sbin/ifenslave -d bondY ethX 

bondingデバイスも含めて削除の場合は、以下のコマンドで一括して非活性にします。bondingデバイス上に VLANデバイスを従えて
いる場合、VLAN インターフェースも削除してください。 

- RHEL7の場合、 

# /sbin/ifdown bondY 

- RHEL8/ RHEL9の場合、 

# nmcli connection down bondY 

5. PCI Expressスロットの電源をオフします。 
「4.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照してください。 

6. NICに接続されているすべてのケーブルを取り外し後、NICを実際に取り外します。 
7. この手順では、RHEL7の場合と RHEL8/ RHEL9の場合とで異なる作業を行います。 

- RHEL7の場合、インターフェース設定ファイルを削除します。 
手順 2.で確認したすべてのインターフェースの設定ファイルを、以下のコマンドを実行して削除してください。 

# rm /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-ethX 

bondingデバイスを削除するときは bonding関連（ifcfg-bondY ファイル）も削除します。 
- RHEL8/ RHEL9の場合、削除する NICのプロファイル情報を削除します。 

本手順により nmcli connection delete コマンドで削除する NICのプロファイル情報を削除します。削除後は nmcli 
connection show コマンドでプロファイル情報が削除されていることを確認します。 

# nmcli connection show 
NAME    UUID                                 TYPE     DEVICE 
eno1    xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-xxxxxxxxxxxx ethernet eth0 
: 
id_eno2 yyyyyyyy-yyyy-yyyy-yyyy-yyyyyyyyyyyy ethernet eth1 ->削除対象 
# nmcli connection delete id_eno2 
接続 'id_eno2' (yyyyyyyy-yyyy-yyyy-yyyy-yyyyyyyyyyyy) が正常に削除されました。 
# nmcli connection show 
NAME UUID                                 TYPE     DEVICE 
eno1 xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-xxxxxxxxxxxx ethernet eth0 

RHEL8/ RHEL9の場合は、手順 9に進みます。 

8. 削除したインターフェースに bondingインターフェースが含まれている場合、インターフェースのドライバ設定を削除します。(RHEL7のみ) 
bondingインターフェースを削除した場合、bondingインターフェースとドライバの対応設定も削除します。以下のコマンドを実行し、
bondingインターフェースとドライバの対応設定が記述されている設定ファイルを確認してください。 
 
例：/etc/modprobe.d/bonding.conf ファイルに記述されている場合 

# grep -l bonding /etc/modprobe.d/* 
 
/etc/modprobe.d/bonding.conf 

設定が記述されているファイルを編集し、削除した bonding インターフェースに対する設定を除去します。 

alias bondY bonding ←削除する(bondY：削除した bonding インターフェースの名前) 

bondingの MASTER インターフェース（bondY）を削除します。 
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echo – bondY > /sys/class/net/bonding_masters 

bondingドライバ自体を除去する方法は、reboot以外ありませんが、特に問題はありません。 

9. NIC削除後に必要な上位アプリケーションの処理を行います。 
 手順 3で実施した上位アプリケーションの対処に対して、必要な後処理を行います（アプリケーションの設定変更、再起動など）。 

4.9.5  iSCSI（NIC）の削除手順 
iSCSI接続に利用している NICを活性削除する場合は、以下の手順に従います。 
iSCSI接続に利用している NICを活性削除する場合は、以下の手順に従います。 

4.9.1 PCI Express カードすべてに共通する削除手順 
4.9.2 PCI Express カードの削除手順の詳細 
4.9.4 NICの削除手順 

について説明します。 

■  iSCSI（NIC）活性削除の前提条件 

iSCSI（NIC）を活性削除する場合の、前提条件は以下のとおりです。 
- ストレージ接続に関しては、DM-MP（Device-Mapper Multipath）または ETERNUSマルチドライバ（EMPD）を利用し、マ

ルチパス形態で動作している場合。 
- 複数の iSCSI カードを交換する場合、１枚ずつ作業を実施すること。 
- 1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用である場合。 

 

■ iSCSI (NIC) 削除前に実施する作業 

iSCSI（NIC）活性削除の場合、「4.9.4 NICの削除手順」の「■      NICの削除手順」の手順 3に以下の作業が必要です。 

1. iSCSIの利用を停止させるために、以下を実施します。 

a. DM-MPまたは EMPDにより、現時点でのパスの状態を確認しておきます。 
b. scsiadm コマンドにより、交換する iSCSI カード(NIC) を経由するパス（iqn）を logoutし、セッションを切断します。 

表示例 
［実施前のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m  session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 
tcp: [2] 192.168.2.66:3260,3 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 
［交換する NICを経由するパスを logout します］ 
# /sbin/iscsiadm -m  node -T iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- 
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system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 -p 192.168.2.66:3260 --logout 

c. iscsiadm コマンドにより、対象のセッションが切断されていることを確認します。 

表示例 
［実施後のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m  session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 

d. DM-MP（*1）または ETERNUSマルチドライバ（*2）により、実施後のパスの状態を確認します。 

*1: DM-MPの利用パスが切断されていることを確認します。以下にパスの状態変化の表示例を示します。 

［実施前］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0  FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin  0  [prio=2][active] 
\_ 3:0:0:0 sdb 8:16  [active][ready] 
\_ 4:0:0:0 sdc 8:32  [active][ready] 

 

［実施後］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin  0  [prio=1][enabled] 
\_ 3:0:0:0 sdb   8:16  [active][ready] 

*2: ETERNUSマルチパスドライバ（Linux版）ユーザーズガイドを参照してください。 
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4.10  PCI Expressカードのパーティション停止交換 
ここでは、以下の PCI Expressカードのパーティション停止交換手順を説明します。 

- 電源操作などのすべての PCI Express カードの交換に共通する操作 
- 特定のカードの機能、および導入するドライバによって手順が追加される固有の操作 

注意 

- 保守作業でネットワーク等の拡張カードを交換した場合、お客様が設定された設定値はご購入時の値に戻ります。交換後のアド
レスの変更等諸設定作業はお客様作業となります。 

備考 

- 本章に記述のないカードの交換手順については、個々の製品マニュアルを参照してください。 
- パーティション停止交換とは、交換する PCI Express カードを含むパーティションの電源をオフして、PCI Express カードを交換す

ることを指します。 

4.10.1  PCI Expressカードすべてに共通するパーティション停止交換手順の概要 
PCI Express カードすべてに共通するパーティション停止交換手順の概要は以下のとおりです。 

1. パーティションの電源オフ【システム管理者作業】 
2. PCI Expressカードの交換【担当保守員作業】 
3. パーティションの電源オン【システム管理者作業】 
4. PCI Expressカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作【システム管理者作業】 

4.10.2  FC（Fibre Channel）カードの交換手順 
FC（Fibre Channel）カードの交換手順を説明します。 

■ FCカードのパーティション停止交換手順 

周辺装置はそのままで、故障した FC カードだけを交換する手順を説明します。 

注意 

- SANブートや sadumpのダンプデバイスに使用される FC カードは、交換後 HBA UEFI／拡張 BIOSを再設定してください。 

1. パーティションの電源をオフします。【システム管理者作業】 
2. 目的のカードを交換します。【担当保守員作業】 
3. ファームウェアを確認します。【担当保守員作業】 

FC カードは、運用されていたファームウェア版数に合わせる必要があります。 交換部品のファームウェア版数が、交換前の FC カードのフ
ァームウェア版数（現行ファームウェア版数）と一致する場合、ファームウェア更新の必要はありません。 交換部品のファームウェア版数
が、現行ファームウェア版数と不一致する場合、現行ファームウェア版数へ交換部品のファームウェア版数を合わせる必要があります。 

ファームウェア確認・更新手順については、 
- 「PQ3000 Broadcom Fibre Channel Card Firmware Update Tool」（CA92344-2121） 
- 「PQ3000 QLogic Fibre Channel Card Firmware Update Tool」（CA92344-2122） 
を参照してください。 

4. パーティションの電源をオンします。【システム管理者作業】 
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4.10.3  NIC（Network Interface Card）の交換手順 
NICの交換を行う場合、PCI Express カード共通の交換手順に加え、パーティションの電源をオン後に、固有の処理が必要となります。ま
た、1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用に加え、複数の NICを束ねて 1つのインターフェースを構成している場合
（bonding構成）の手順についても説明します。ここでの説明は、RHEL7については、NICの制御を Networkサービスで行うことを前提
にしています。NetworkManager を使う手順については、RHEL8の手順を参照してください。 
なお、複数の NICを PRIMECLUSTER Global Link Services（GLS）で束ねている場合は PRIMECLUSTER Global Link 
Servicesのマニュアルを参照してください。RHEL7/RHEL8/RHEL9では、NICに与えられる名前の形式が、NICの実装位置により異なり
ますが、ここでは伝統的な ethX を用いて説明している箇所があります。適宜、実際の NICの名前と読み替えてください。 

図 4.6単独インターフェースと bonding構成インターフェース 

 

■ NICの交換手順 

NICの交換手順を説明します。 
1. あらかじめ、インターフェース名とハードウェアアドレス、バスアドレス、スロット番号の対応表を作成しておきます。 

表 4.10 NICのインターフェース情報の例（交換前） 

インターフェース名 ハードウェアアドレス バスアドレス スロット番号 
eth0 00:0e:0c:70:c3:38 0000:0b:01.0 20 
eth1 00:0e:0c:70:c3:39 0000:0b:01.1 20 
... ... ... ... 

注意 

対応表の作成方法は、「4.7.4 NIC（Network Interface Card）の交換手順」を参照してください。 

2. 交換する NICのプロファイル情報を削除します。(RHEL8/ RHEL9) 
本手順は RHEL8/RHEL9標準のシステムによりスロット位置に応じて自動的に付けられるインターフェース名を使用している場合は、
交換後も同じインターフェース名となり、プロファイル情報も引き継がれるため不要です。 
ハードウェアアドレスで識別する方法でインターフェース名を管理している場合は、交換後に再度プロファイル情報の登録が必要となるた
め、本手順により nmcli connection delete コマンドで交換する NICのプロファイル情報を削除します。削除後は nmcli connection 
show コマンドでプロファイル情報が削除されていることを確認します。 

# nmcli connection show 
NAME    UUID                                 TYPE     DEVICE 
eno1    xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-xxxxxxxxxxxx ethernet eth0 
: 
id_eno2 yyyyyyyy-yyyy-yyyy-yyyy-yyyyyyyyyyyy ethernet eth1 ->交換対象 
# nmcli connection delete id_eno2 
接続 'id_eno2' (yyyyyyyy-yyyy-yyyy-yyyy-yyyyyyyyyyyy) が正常に削除されました。 
# nmcli connection show 
NAME UUID                                 TYPE     DEVICE 

eno1 xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-xxxxxxxxxxxx ethernet eth0 
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なお、インターフェース名をハードウェアアドレスで識別する方法で管理しているか不明な場合は、以下のように nmcli connection 
show コマンドで MACアドレス(ハードウェアアドレス)の表示を確認します。 

■MACアドレス(ハードウェアアドレス)の設定がない場合 
# nmcli connection show id_eno2 | grep 802-3-ethernet.mac-address  
802-3-ethernet.mac-address:             -- 
: 
 
■MACアドレス(ハードウェアアドレス)の設定がある場合 
# nmcli connection show id_eno2 | grep 802-3-ethernet.mac-address  
802-3-ethernet.mac-address:             XX:XX:XX:XX:XX:XX 
: 

3. NICをMMB Maintenance Wizardを使用して実際に交換します。【担当保守員作業】 
交換手順について詳しくは「4.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■      Maintenance Wizardによる PCI Expressカード
の活性交換手順」の 1～7を参照してください。 

4. パーティションの電源をオンします。 
5. 交換した NIC上のインターフェースに関する情報を収集します。交換した NICに対してインターフェース（ethX）が作成されます。手順

1で調べたバスアドレスを用いて、交換後の NICに対して作成されたインターフェースのインターフェース名／ハードウェアアドレス／バスア
ドレスの情報を、手順 1 と同じ手順を実施して、以下のように表にまとめます。 

表 4.11 NICのインターフェース情報の例（交換後） 

インターフェース名 ハードウェアアドレス バスアドレス スロット番号 
eth1 00:0e:0c:70:c3:40 0000:0b:01.0 20 
eth0 00:0e:0c:70:c3:41 0000:0b:01.1 20 
... ...   

 
バスアドレスに対して、新たなハードウェアアドレスが定義されていることを確認してください。また、NIC交換前に利用していたインターフェ
ース名が再割り当てされていることを確認してください。 

注意 

バスアドレスとインターフェース名の対応が、NIC交換前とは異なる場合があります。手順 6で対応しますので、そのまま作業を進めてく
ださい。 

6. 新たに作成されたインターフェースを非活性化します。交換した NICに対して作成されたインターフェースは、PCI Expressスロットの電
源オンにより活性化している場合があります。この場合、インターフェース設定ファイルの変更を実施する前に、非活性状態にする必要が
あります。 
手順 1.で確認したすべてのインターフェース名に対して、以下のコマンドを実行してください。 
 
例：eth0の場合 

# /sbin/ifconfig eth0 down 

7. NIC交換前後のインターフェース名の対応を確認します。 
手順 1 と手順 5で作成した、NIC交換前後のインターフェース情報の表をもとに、以下の手順で、新たなインターフェース名と交換前の
インターフェース名の対応を確認してください。 

a. 手順 1で作成した表の各行において、バスアドレスとインターフェース名の対応を確認します。  
b. 手順 5で作成した表において、同じくバスアドレスとインターフェース名の対応を確認します。  
c. NIC交換前後で、同じバスアドレスを持つインターフェース名を対応させます。 
d. 手順 5で作成した表に、NIC交換前後のインターフェース名の対応を記入します。 
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表 4.12 NICのインターフェース名対応の記入例（交換前後） 

インターフェース名交換後 
（→交換前） 

ハードウェアアドレス バスアドレス スロット番号 

eth1（→eth0） 00:0e:0c:70:c3:40 0000:0b:01.0 20 

eth0（→eth1） 00:0e:0c:70:c3:41 0000:0b:01.1 20 

... ... ... ... 
 

8. この手順では、RHEL7の場合と RHEL8/ RHEL9の場合とで異なる作業を行います。 

- RHEL7の場合、インターフェース設定ファイルを編集します。 
インターフェース設定ファイルは、/etc/sysconfig/network-scripts配下の ifcfg-ethXです。bonding構成の場合は、ifcfg-
bondXです。 
新しいハードウェアアドレスに書き換えます。"HWADDR" には、「表 4.9 NICのインターフェース名対応の記入例（交換前後）」に
記載されている、交換した NICのハードウェアアドレスを設定してください。bondingの slaveの場合も、ファイルの内容は一部異
なりますが、設定する行は同じです。 

例) 
DEVICE=eth0 
NM_CONTROLLED=no 
BOOTPROTO=static 
HWADDR=00:0E:0C:70:C3:40 
BROADCAST=192.168.16.255 
IPADDR=192.168.16.1 
NETMASK=255.255.255.0 
NETWORK=192.168.16.0 
ONBOOT=yes 
TYPE=Ethernet 

この編集を、すべてのインターフェースに対して実施してください。 
- RHEL8/ RHEL9の場合、交換したインターフェースを新たに NetworkManagerの接続プロファイルに登録します。 

本手順は RHEL8/ RHEL9標準のシステムによりスロット位置に応じて自動的に付けられるインターフェース名を使用している場
合は交換後も同じインターフェース名となっており、プロファイル情報も引き継がれており、活性化まで完了しているため不要です。 
ハードウェアアドレスで識別する方法でインターフェース名を管理している場合は、nmcli connection add コマンドで
NetworkManagerの接続プロファイルに、交換されたインターフェースと対応するハードウェアアドレスを登録します。
NetworkManagerの接続プロファイルに、交換したすべてのインターフェースを登録します。まず、交換した NICのハードウェアアド
レスを確認します。 

# cd /sys/class/net 
# cat eno1/address 

<ハードウェアアドレス> 

確認したハードウェアアドレス（MACアドレス）を、802-3-ethernet.mac-addressプロパティに設定します。また、
connection.interfacenameプロパティには交換されたインターフェース名を、connection.idプロパティには NetworkManagerの
接続プロファイルに使用する名前を指定します。次の例では、交換されたインターフェース eno1のハードウェアアドレス（MACアド
レス）を、id_eno1 という接続プロファイル名で登録します。 

# nmcli connection add type ethernet connection.interface-name "eno1" connection.id "id_eno1" 802-3-
ethernet.mac-address "<ハードウェアアドレス>" 

なお、同時に ipアドレスなどのネットワーク設定も行う場合は、下記のマニュアルをお読みください。 
設定後は、接続プロファイルの autoconnect 変数に falseを設定した場合など、必要に応じて、nmcli connection up <インタ
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ーフェース名> コマンドでインターフェースを活性化してください。 
- [RHEL8] 

Red Hat社のマニュアル『RHEL8ネットワークの設定および管理』の「ifcfg ファイルで IPネットワークの設定」 
- [RHEL9] 

Red Hat社のマニュアル『RHEL8 ネットワークの設定および管理』の「キーファイル形式で NetworkManager プロファイルを
手動で作成」 

次のように nmcli connection show コマンドで交換されたインターフェースの接続プロファイルにハードウェアアドレスが登録されてい
ることを確認します。 

nmcli connection show "id_eno1" | grep 802-3-ethernet.mac-address 802-3-ethernet.mac-address: <ハードウェア
アドレス> 

インターフェース名にシステムが付けた以外の名前を使用したい場合は、上記の手順により、いったんシステムが付けたインターフェ
ース名で NetworkManagerの接続プロファイルに登録し、RHELシステムの再起動後に下記のマニュアルを参照してインターフェ
ース名を変更してください。 
- [RHEL8] 
『Red Hat Enterprise Linux 8 Linuxユーザーズマニュアル』の「デバイス名の変更手順」 

- [RHEL9] 
『Red Hat Enterprise Linux 9 Linuxユーザーズマニュアル』の「デバイス名の変更手順」 

bonding インターフェースに slave インターフェースを追加する場合は、上記の手順により追加したインターフェースを 
NetworkManagerの接続プロファイルに登録後、nmcli connection add コマンドで bonding インターフェースのマスターに追加し
てください。 
手順は Red Hat社のマニュアル『RHEL8 ネットワークの設定および管理』の「ネットワークボンディングの設定」をお読みください。 
RHEL8/ RHEL9の場合、手順 10に進みます。 

9. 交換したインターフェースを活性化します。(RHEL7のみ) 
単独インターフェースの場合と、bonding配下の SLAVEの場合とでは方法が異なります。 単独インターフェースの場合： 以下のコマン
ドを実行して、インターフェースを活性化します。必要なインターフェースをすべて活性化してください。 

# /sbin/ifup ethX 

さらに、単独インターフェースが VLANデバイスを従えている場合で、一時的に VLAN インターフェースを削除した場合は、復旧を行いま
す。優先度オプションを変更していた場合などでは、それらも再設定します。 

# /sbin/ifup ethX.Y 
(さらに、必要であれば VLANの option設定のためのコマンドを入力します。) 

bonding配下の SLAVEの場合： 

以下のコマンドを実行して、既存の bonding構成に組み込みます。必要な SLAVE インターフェースをすべて組み込んでくださ
い。 

# /sbin/ifenslave bondY ethX 

VLANは bondingデバイス上に作成されているので、VLAN関連の作業は、通常必要ありません。 

10. 該当 PCICに接続されていた、すべての LANケーブルを取り付けます。【保守員作業】 

備考 

GLS構成(NIC切り替え方式)の場合は、本手順を行う必要はありません。 
11. NIC交換後に必要な、上位アプリケーションの処理を行います。 

（アプリケーションの起動、設定変更の復旧など）。 
  



第 4章 Red Hat Enterprise Linux 7以降における活性保守およびパーティション停止保守 
  

 

209 CA92344-1656-30 

4.10.4  iSCSI（NIC）の活性交換 
iSCSI接続に利用している NICを活性交換する場合は、以下の手順に従います。 

4.10.1 PCI Express カードすべてに共通するパーティション停止交換手順の概要 
4.10.3 NIC（Network Interface Card）の交換手順 
手順の補足説明について説明します。 

■ NIC交換後に実施する作業 

「4.10.3 NIC（Network Interface Card）の交換手順」の「■NICの交換手順」の手順 10に以下の作業が必要です。 

1. iSCSIの利用を再開させるために、以下を実施します。 

a. DM-MPまたは EMPDにより、現時点でのパスの状態を確認しておきます。 
b. iscsiadm コマンドにより、交換した iSCSI カード(NIC)を経由するパス（iqn）を login し、セッションを接続します。 

表示例 
［実施前のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 
［交換する NICを経由するパスに login します］ 
# /sbin/iscsiadm -m node -T iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- 
system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 -p 192.168.2.66:3260 –-login 

c. iscsiadm コマンドにより、対象のセッションが接続されていることを確認します。 

表示例 
［実施後のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 
tcp: [3] 192.168.2.66:3260,3 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 

d. DM-MP(*1)または EMPD(*2)により、実施後のパスの状態を確認します。 

*1: DM-MPの利用 

パスが接続されていることを確認します。以下にパスの状態変化の表示例を示します。 

表示例(DM-MPの表示例) 
［実施前］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin 0 [prio=1][active] 
\_ 3:0:0:0 sdb   8:16  [active][ready] 

 

［実施後］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin  0 [prio=2][enabled] 
\_ 3:0:0:0 sdb   8:16  [active][ready] 
\_ 5:0:0:0 sdc   8:32  [active][ready] 

*2: ETERNUSマルチパスドライバ（Linux版）ユーザーズガイドを参照してください。 
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第5章 SUSE Linux Enterprise Server 12以降に

おける活性保守およびパーティション停止保守 

ここでは、PRIMEQUEST 3000シリーズの SUSE Linux Enterprise Server 12以降における活性保守およびパーティション停止保守に
ついて説明します。 

5.1  Dynamic Reconfiguration（DR）機能 
ここでは、Dynamic Reconfiguration（DR）機能について説明します。 
SB と IOUEの活性保守を行うためには、MMBで DR機能を有効にし、かつ、パーティションに Dynamic Reconfiguration utilityパッケー
ジをインストールする必要があります。PCI Express カードの活性保守を行う場合は、必ずしも DR機能を有効にする必要も、Dynamic 
Reconfiguration Utilityパッケージをインストールする必要もありません。 
DRの機能概要、適用ルール、対応一覧および留意事項／制限事項について詳しくは「3.2.3 Dynamic Reconfiguration（DR）」を参
照してください。 
MMB Web-UI/CLIについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の各章を
参照してください。 
OS CLIについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(sadump, Dynamic Reconfiguration)』
（CA92344-1659）の「1.1 DRのコマンド操作」を参照してください。 

注意 

SUSE Linux Enterprise Server 15以降は、Dynamic Reconfigurationを未サポートです。 
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5.1.1  DR機能のコンフィグ設定 
MMB Web-UIの Partition->Partition#x->Mode画面から、パーティションごとの DR機能の有効／無効を設定します。対象のパーティシ
ョンの電源をオンした場合は、次回パーティション起動時に設定が反映されます。 
以下に [Mode] 画面の[Dynamic Reconfiguration] の項目について示します。 

図 5.1 [Mode] 画面（Dynamic Reconfiguration） 

 

 
項目 説明 

Dynamic 
Reconfiguration 

current status 現在の DR機能の設定状況（Enable/Disable） 
setting Dynamic Reconfiguration機能の有効／無効を設定します。 

- Enable：有効 
- Disable：無効（初期値） 
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5.1.2  Dynamic Reconfiguration utilityのインストール・アンインストール 
Dynamic Reconfiguration utilityのインストール・アンインストールについて説明します。 
Dynamic Reconfiguration utility のインストールは、MMB で DR 機能が有効である状態で行ってください。 
Dynamic Reconfiguration utilityは、SVIMのアプリケーションウィザードで適用できます。システム構築後にインストールする場合は、富士
通Webのダウンロードサイトからパッケージを入手して、以下の手順でインストールしてください。 
 
＜インストール／アンインストール共通＞ 

FJSVdr-util-SLES12-x.x.x-x-x86_64.tar.gz を展開します。 以下のファイルが格納されています。 

FJSVdr-util/RPMS/FJSVdr-util-SLES12-x.x.x-x.noarch.rpm  

FJSVdr-util/SRPMS/FJSVdr-util-SLES12-x.x.x-x.noarch.rpm  

FJSVdr-util/DOC/README.ja_JP.EUC.txt 

FJSVdr-util/DOC/README.ja_JP.SJIS.txt  

FJSVdr-util/DOC/README.ja_JP.UTF-8.txt  

FJSVdr-util/DOC/README.txt 

FJSVdr-util/INSTALL.sh 

FJSVdr-util/UNINSTALL.sh 
＜インストールの場合＞ 

FJSVdr-util-SLES12-x.x.x-x.noarch.rpmを、以下に示す手順でインストールします。 

1. スーパーユーザーになります。 

$ su - 

2. FJSVdr-utilディレクトリにある INSTALL.shを実行します。 
状況に応じて rpmパッケージがインストールまたはアップグレードされます。 

# FJSVdr-util/INSTALL.sh 

3. パーティションを再起動します。 

# /sbin/shutdown -r now 

＜アンインストールの場合＞ 
以下に示す手順でアンインストールします。 

1. スーパーユーザーになります。 

$ su - 

2. FJSVdr-utilディレクトリにある UNSTALL.shを実行します。 

# FJSVdr-util/UNINSTALL.sh 

3. パーティションを再起動します。 

# /sbin/shutdown -r now 
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5.2  SBの活性増設 
ここでは、SBの活性増設について説明します。 

5.2.1  SB活性増設の事前準備 
事前準備の流れを以下に説明します。 

1. 追加用 SBを手配します。 
追加用 SBは以下を満たす必要があります。 

- 追加用 SB と CPUは対象パーティション内で同じ品名であること。 
- 追加用 SBには CPUが 2個搭載されていること。 
- 追加用 SBの DIMMは対象パーティションの Home SBの DIMM と同じモデルであること。 
- 追加用 SBの DIMM枚数が対象パーティションの Home SB と同じであること。 

2. 手配した追加用 SBの CPUおよび DIMMの構成が対象パーティションの Home SB と同じであることを確認します。 
3. 手配した追加用 SBを空き SBスロットに搭載します。【保守員作業】 
4. DR機能の導入を以下の手順で確認します。 

a. ダンプディスクの退避領域のサイズが、追加するメモリ量に充足するか確認します。必要サイズの見積もり方について詳しくは
『Linuxユーザーズマニュアル』を参照してください。 

b. 留意事項／制限事項をクリアしているか確認します。詳しくは「3.2.3 Dynamic Reconfiguration（DR）」を参照してくださ
い。 

5. 追加用 SBに異常がないか確認します。 
例：MMB Web-UIから確認する方法 

a. System >SB >SB#n画面を開きます。 
b. [Board Information]の Statusが「OK」であるか確認します。 
c. そのほかの Statusが「OK」であるか確認します。 
d. Partition >Partition Configuration画面を開きます。 
e. 追加用 SBが FreeSBまたは Reserved SB状態になっているか確認します。追加用 SB番号をメモしておきます。 

5.2.2  SB活性増設前の状態の確認 
1. SB活性増設前の資源量の確認 

追加後の状態と追加前の状態を比較するために、あらかじめ SB活性増設前の状態を確認します。追加前の資源の数や量は、以下
のファイルを参照することで確認できます。 

- CPU：/proc/cpuinfo 
このファイルを参照した時点の、OSが認識している各 CPUの情報を出力します。 以下のように入力することで、CPU数を取得
できます。 

# grep -c processor /proc/cpuinfo 
120 

- メモリ：/proc/meminfo 
このファイルを参照した時点の、OSが認識しているメモリ量を出力します。 

#  cat /proc/meminfo 
MemTotal:             65169992 kB  
MemFree:              63382120 kB  
Buffers:                 30034 kB 



第 5章 SUSE Linux Enterprise Server 12以降における活性保守およびパーティション停止保守 
  

 

214 CA92344-1656-30 

： 
： 

MemTotal行の出力から、このパーティションの物理メモリ量を参照することができます。 

5.2.3  SB活性増設の DR操作 
ここでは、SB活性増設を行うための DR操作について説明します。 

1. Administrator権限でMMBのコンソールにログインします。 
2. hotadd コマンドを実行します。 

例：パーティション 1に SB2を追加する場合 

Administrator > hotadd partition 1 SB 2 
Are you sure to continue adding SB#2 to partition#1? [Y/N] Y  
DR operation start (1/5) 
Assigning SB#2 to partition#1 (2/5)  
Testing SB#2 (3/5) 
Reconfiguring partition#1 (4/5)  
Onlining added Memory/CPU (5/5) 
Adding SB#2 to Partition#1 has been completed successfully. 
Administrator > 

3. Operation Log画面または"show dynamic_reconfiguration status"コマンドにて以下のメッセージが表示されることを確認します。 
 
例：パーティション 1に SB2を追加する場合 

- Operation Log画面 
「I_10110 Partition1 : Hot-add SB#2 Completed.」 

- show dynamic_reconfiguration status 
「Adding SB#2 to Partition#1, completed」 

5.2.4  OSの SB活性増設処理での TIMEOUT発生時の対処 
OSの SB活性増設処理が所定時間内に完了しない場合、MMB CLIに" DR sequence timeout: SB hot-add 
OS failure"という TIMEOUTのメッセージが表示されます。これは、OSの DR完了通知が MMBに届いていないことを意味します。この
際、DRは OS上では処理を継続中となっていますが、連携プログラム等がハングしている可能性もあり、終了時間の予測も困難であるた
め、パーティションの再起動を推奨します。 
SB活性増設の OS処理は主に 3つの処理に分けることが出来ます。/var/log/messageを確認し、どの処理に時間がかかっているのか分
析できます。 

- 連携プログラムの事前処理 
- 追加する資源の有効化 
- 連携プログラムの事後処理 

1. 連携プログラムの事前処理の確認 
/var/log/messagesより以下で表示されたメッセージ内の処理が事前処理になります。 

Dec 17 00:15:33 xxx dr-util[4457]: INFO : 800 : Detected SB hot-add 
Dec 17 00:15:33 xxx dr-util[4457]: INFO : 801 : Added SB3, Node6,7 
Dec 17 00:15:33 xxx dr-util[4457]: INFO : 807 : Execute 1 user programs at ADD_PRE timing 
... 
Dec 17 00:15:34 xxx dr-util[4457]: 10-FJSVdr-util-kdump-restart  : INFO : start 
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... 
Dec 17 00:15:34 xxx dr-util[4457]: 10-FJSVdr-util-kdump-restart  : INFO : result: 0 
... 
Dec 17 00:15:34 xxx dr-util[4457]: INFO : 808  : Executed user  programs at ADD_PRE timing 

/var/log/messagesに"INFO : 808 : Executed user programs at ADD_PRE timing"が出力されていない場合、この処理で遅延
が発生しています。/var/log/messagesおよび連携プログラムの設定によっては/opt/FJSVdr-util/var/logディレクトリ内に作成される
「連携プログラム名.log」ファイルから、どの連携プログラムに時間がかかっているのかを確認してください。以下の rpm コマンドで遅延が発
生している連携プログラムの情報を取得し、当社技術員に遅延原因を確認してください。 
 
(例) 連携プログラム「10-FJSVdr-util-kdump-restart」の開発元の確認 

$ rpm -qif /opt/FJSVdr-util/user_command/10-FJSVdr-util-kdump- 
restart 
... 

活性増設処理が不完全な状態になっていますので、パーティションの再起動を推奨します。 

2. 追加されたデバイスの有効化処理時間の確認 
/var/log/messagesより以下で表示されたメッセージ内の処理が有効化処理になります。 

Dec 17 00:15:34 xxx dr-util[4457]: INFO : 802 : Add CPU30-59 (total30) 
Dec 17 00:15:34 xxx dr-util[4457]: INFO : 804 : Add MEM98304-98559,114688-114943 (total 67108864 kiB) 
... 
Dec 17 00:15:47 xxx dr-util[4457]: INFO : 809 : Added SB3 

/var/log/messagesに"INFO : 809 : Added SBX"が出力されていない場合、追加されたデバイスの有効化処理で遅延が発生して
います。以下コマンドを数秒間隔で実行し CPUまたは、メモリの追加処理が行われていることを確認してください。 

・CPU数の確認 

$ grep -c processor /proc/cpuinfo 
30 

・メモリ量の確認 

$ cat /proc/meminfo |grep MemTotal 
MemTotal: 65271964 kB 

CPU数または、メモリ量が継続的に増加している場合： 

システム負荷による遅延と予想されます。システム負荷を減らすことで早期に活性増設処理を完了させることができます。 
CPU数または、メモリ量が期待する量に達していないにも関わらず増加しない場合：  

CPUまたは、メモリの有効化処理が止まっていることが考えられます。パーティションが異常な状態になっていると考えられますの
で、カーネルダンプを採取しパーティションを再起動してください。 

3. 連携プログラムの事後処理の確認 
/var/log/messagesより以下で表示されたメッセージ内の処理が事後処理になります。 

Dec 17 00:15:47 xxx dr-util[4457]: INFO : 807 : Execute 1 user programs at ADD_POST timing 
... 
Dec 17 00:15:48 SB-hotplug dr-util[4457]: 10-FJSVdr-util-kdump- restart : INFO : start 
... 
Dec 17 00:15:49 SB-hotplug dr-util[4457]: 10-FJSVdr-util-kdump- restart : INFO : result: 0 
... 
Dec 17 00:15:49 xxx dr-util[4457]: INFO : 808 : Executed  user  
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programs at ADD_POST timing 

/var/log/messagesに"INFO : 808 : Executed user programs at ADD_POST timing"が出力されていない場合、この処理で遅
延が発生しています。/var/log/messagesおよび連携プログラムの設定によっては/opt/FJSVdr-util/var/logディレクトリ内に作成され
る「連携プログラム名.log」ファイルから、どの連携プログラムに時間がかかっているのかを確認してください。連携プログラムの作成元は、
以下の rpm コマンドで確認できます。開発元に遅延原因を確認してください。 
(例) 連携プログラム「10-FJSVdr-util-kdump-restart」の開発元の確認 

$ rpm -qif /opt/FJSVdr-util/user_command/10-FJSVdr-util-kdump-resta rt 
... 

活性増設処理が不完全な状態ですので、パーティションを再起動してください。 

5.2.5  SB活性増設後の操作 
ここでは、SB活性増設後の操作について説明します。 DR操作コマンドが完了後、追加前の確認と同様に、以下のファイルを参照し、追
加された資源量が正しいことを確認してください。 

- CPU：/proc/cpuinfo 
（追加された CPUの情報が増えています。） 

# grep -c processor /proc/cpuinfo 
180 

- メモリ：/proc/meminfo 
（追加されたメモリ量が MemTotalの値に反映されています。） 

# cat /proc/meminfo 
MemTotal:             98724424 kB 
MemFree:              96825552 kB 
Buffers:                 30804 kB 

： 
： 

下記コマンドを継続実行している場合は、追加された資源が反映されません。追加した資源を反映するために、コマンドを再起動してくださ
い。 

- sar 
- iostat 
- mpstat 

 
SV Agentsがインストールされている場合は、以下のコマンドをルート権限で実行してください。 

# /usr/sbin/srvmagt restart 

活性増設した SBの CPUやメモリを KVMで使用する場合は、以下の手順を行ってください。 

1. libvirt、qemu コントロールグループのパラメータを変更します。 

1-1. /（ルート）コントロールグループのパラメータを確認します。 

# cgget -r cpuset.cpus -r cpuset.mems / 
/: 
cpuset.cpus: xxx-yyy 
cpuset.mems: X-Y 

(xxx-yyy：論理 CPU番号、X-Y：ノード番号) 

1-2. libvirt、qemu コントロールグループのパラメータを変更します。 
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# cgset -r cpuset.cpus=xxx-yyy libvirt 
# cgset -r cpuset.mems=X-Y libvirt 
# cgset -r cpuset.cpus=xxx-yyy libvirt/qemu 
# cgset -r cpuset.mems=X-Y libvirt/qemu 

備考 

libvirt、qemu コントロールグループのパラメータを変更した後、新たに起動したゲスト VMは活性増設した SBも含めてパーティ
ション上の全ての CPUおよびメモリを使用できます。 

2. すでに起動しているゲスト VMで活性増設により追加した SBも含めてパーティション上の全ての CPUおよびメモリを使用する場合、ゲ
スト VMのコントロールグループのパラメータを変更します。 

2-1.  該当するゲスト VMのコントロールグループのパラメータを変更します。 

# cgset -r cpuset.cpus=xxx-yyy libvirt/qemu/<ゲスト VM名> 
# cgset -r cpuset.mems=X-Y libvirt/qemu/<ゲスト VM名> 

2-2. 該当するゲストに定義されている vcpu数を表示します。 

# env LANG=C virsh vcpucount <ゲスト VM名> | egrep 'current.*live' 
current  live N 

(N: vcpu数) 

2-3. ゲスト VMの vcpuを SB活性増設で追加した CPUを含むすべての CPUに対応させます。 

# virsh vcpupin <ゲスト VM名> <0> xxx-yyy 
# virsh vcpupin <ゲスト VM名> <1> xxx-yyy 
... 
# virsh vcpupin <ゲスト VM名> <N-1> xxx-yyy 

備考 

使用する CPUなどのリソースを固定しているゲスト VMの場合、リソースを追加することで KVMシステム全体のバランスが崩れ
る可能性があります。この場合、KVMシステムにおける CPUおよびメモリの使用方法を再設計することを推奨します。 
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5.3  SBの活性削除 
ここでは、SBの活性削除について説明します。 

5.3.1  SB活性削除の事前準備 
1. 削除する SBを確認します。 

MMB Web UIから以下の手順で確認します。 

1-1. Partition->Partition Configuration画面を開きます。 
1-2. 削除する SBが「H」(homeSB)になっていないことを確認します。 

2. OS上のプロセスが削除する SBの CPUやノードに固定されている場合、その設定を変更します。 

2-1. 削除する SBの資源を確認します。 
例：SB2の資源を確認する場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr show SB 
2CPU: 60-119: 6 
0MEM: 32768-33023,49152-49407: 67108864 kiB 
Node: 2,3 

2-2. 削除する SBの CPUやノードに固定されている OS上のサービスの設定を変更します。 
例：ゲスト VM（KVM）の設定の変更 
① ゲスト VMの VCPUに固定している CPUを確認します。 

# virsh vcpupin SLES12GA 
VCPU: CPU アフィニティー 
---------------------------------- 
   0: 0-119 
   1: 0-119 
... 
   N-1: 0-119 

②ゲスト VMの全ての VCPUに対する CPU固定の設定を変更します。 

例：CPU番号 0から 59の CPUをゲスト VMに固定します 

# virsh vcpupin <ゲスト VM名> <0> 0-59 
# virsh vcpupin <ゲスト VM名> <1> 0-59 
... 
# virsh vcpupin <ゲスト VM名> <N-1> 0-59 

5.3.2  SB活性削除前の状態の確認 
以下の手順でスワップ領域・空きメモリ量を確認します。 

1. スワップ領域の free量を確認します。 

# free 

             Total        used        free      shared    buffers     cached 

Mem:     132364204    25165476   107198728       10140   14647644     319328 

-/+ buffers/cache:    10198504   122165700 

Swap:      4194300           0     4194300 
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2. システム上に空きメモリが十分にあるか確認します。 

2-1. 削除する SBのメモリ量を求めます。 
例：SB2を削除する場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr show SB2 | grep MEM 
MEM: 32768-33023, 49152-49407: 67108864 kiB 

2-2. SB削除後の空きメモリ量を求めます。 

# cat /proc/meminfo 
MemTotal:         132364204 kB 
MemFree:          107200452 kB 
MemAvailable:     122518540 kB 
Buffers:           14647644 kB 
Cached:              329468 kB 
SwapCached:               0 kB 
Active:             7652860 kB 
Inactive:          14910268 kB 
Active(anon):       7587292 kB 
Inactive(anon):        8864 kB 
Active(file):         65568 kB 
Inactive(file):    14901404 kB 

空きメモリ量= MemFree + Inactive(anon) + Active(file) + Inactive(file) 
= 107200452KB + 8864KB + 65568KB + 14901404KB 

= 122176288KB 

2-3. SB削除後の空きメモリを求めます。 

SB削除後の空きメモリ= 「空きメモリ量」-「削除する SBのメモリ量」 
= 122176288KB - 67108864KB 

= 55067424KB 

SB削除後の空きメモリが 0より大きい場合、SB活性削除ができます。なお、0より小さい場合、 SB削除後の空きメモリがスワ
ップ領域の free量に収まれば、SB活性削除は可能ですが、スワップアウトが発生し、システムが著しく遅くなります。 

5.3.3  SB活性削除の DR操作 
ここでは、SB活性削除を行うための DR操作について説明します。 

1. Administrator権限でMMBのコンソールにログインします。 
2. hotremove コマンドを実行します。 

例：パーティション#1から SB#2を削除する場合 

# hotremove partition 1 SB 2 

3. show dynamic_reconfiguration statusのコマンドを実行し、以下のメッセージが表示されることを確認します。例：パーティション#1
から SB#2を削除する場合 
「Removing SB#2 from Partition#1, completed」 

5.3.4  SB活性削除後の操作 
ここでは、SB活性削除後の操作について説明します。 

1. SBが削除されたことを確認してください。 
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例：  SB#2を削除した場合。 

# /opt/FJSVdr-util//sbin/dr stat SB  
SB0: online 
SB1: empty 
SB2: empty 
SB3: empty 

下記コマンドを継続実行している場合は、追加された資源が反映されません。追加した資源を反映するために、コマンドを再起動してく
ださい。 
- sar 
- iostat 
- mpstat 

2. SV Agentsがインストールされている場合は、以下のコマンドをルート権限で実行してください。 

# /usr/sbin/srvmagt restart 

3. MMB Web-UIから、削除した SBが power offになっていることを確認してください。 

4-1. System->SB->SB#n画面を開きます。 
4-2. 「Board Information」の「Power Status」が「Standby」であるか確認します。 
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5.4  IOUEの活性交換 
ここでは、IOUEの活性交換について説明します。IOUEの活性交換には、以下のパターンがあります。手順は、ほぼ同じですが、違いにつ
いては、その都度述べます。 

- IOUE本体の故障、もしくはオンボードの NICの故障などで、IOUEそのものを交換する場合 
- IOUEの PCIeスロット上の PCI Express カードを交換、増設、削除する場合 

後者では、IOUEそのものは交換されませんが、IOUEの構造上、一旦 IOUEを筐体から、取り外して PCI Expressカードの増設、交
換、削除を行う必要があります。このため、パーティションには、IOUEの交換と同じ影響があるので、IOUEの交換の手順をふまなければなり
ません。 

注意 

- IOUEそのものの活性交換を行うと、IOUEのオンボードの I/O資源（オンボード NIC）も交換されます。IOUE交換後、オンボ
ード NICの MACアドレスが交換後に変更されます。 

- IOUEの活性交換後、IOUE上 PCI Expressカードの PCIアドレス（バスアドレス）は変更される可能性があります。これは、
IOUEそのものは交換せず、交換前と同じものを使用した場合を含みます。 

- IOUE上に iSCSI(NIC) が搭載されている場合、以下の前提条件を満たす場合のみ、IOUEの活性交換が可能です。 
- ストレージ接続に関しては DM-MP（Device-Mapper Multipath）または ETERNUSマルチドライバ（EMPD）を利用
し、交換対象の IOUE とは別の IOUE上の NIC とマルチパス化した状態で動作している場合。 

- 複数の iSCSI カードを交換する場合、１枚ずつ作業を実施すること。 
- 1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用の場合。 

 

以下に単独インターフェースの例を示します。 

 

- SANブートに使用している FC カードが IOUE上に搭載されている場合、IOUEの活性交換はできません。 
 以降、活性交換手順を、順に説明していきます。 

5.4.1  IOUE活性交換の事前準備 
事前準備の流れを以下に説明します。 

1. 交換用の IOUEを手配します。 

注意 

PCI Express カードの増設、交換、削除をする場合で、IOUEを再利用する場合は不要です。手配する場合は、あらかじめ空きパー
ティションで I/Oデバイスが正常に動作することを確認してください。 増設時には、I/Oの事前診断処理は行われません。 

2. IOUEを交換、もしくは IOUE内の PCI Express カードを増設、交換、削除する場合には、一旦、IOUEを削除する必要があります。
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IOUEを削除すると削除される IOUEに搭載の PCI Expressカード、ならびにオンボード NICも一時的に削除されます。削除される
PCI Expressカードを利用しているソフトウェアが存在しないことを確認し、以下のいずれかの対処を実施します。詳細は後述します。 

a. 削除する前に削除される PCI Express カード、オンボード NICを利用しているソフトウェアを停止します。 
b. PCI Express カード、オンボード NICをソフトウェアの操作対象外にします。 

 
対象の IOUEに搭載されている資源を確認するには、OSのシェルから/opt/FJSVdr-util/sbin/dr show IOU コマンドを実行します。 
例：IOUE3を確認する場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr show IOU3 
0000:82:00.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:83:09.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:84:00.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:85:02.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:85:08.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:85:09.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:85:10.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:85:11.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:89:00.0 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:89:00.1 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:8c:00.0 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:8c:00.1 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:8f:00.0 Fibre Channel: Emulex Corporation Saturn-X: LightPulse Fibre Channel Host Adapter (rev 03) 
0000:8f:00.1 Fibre Channel: Emulex Corporation Saturn-X: LightPulse Fibre Channel Host Adapter (rev 03) 

■ IOUE上の NIC (オンボード NICを含む) 

IOUEそのものの交換（自動的にオンボード NICの交換となります）、または、IOUE上の NICの増設、交換、 削除を行う場合、
IOUE共通の交換手順に加え、IOUEの電源オフ・オンの前後に、固有の処理が必要となります。ここでは、IOUEそのものの交換を
念頭に記述します。（そうでないケースについては注を付します） また、1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用に加え、
複数の NICを束ねて 1つのインターフェースを構成している場合（bonding構成）の手順についても説明します。ここでの説明は、
NICの制御を Networkサービスで行うことを前提にしています。NetworkManager を使う手順については、言及しておりません。 
SLES12/SLES15では、NICに与えられる名前の形式が、NICの実装位置により異なりますが、ここでは伝統的な ethX を用いて説
明します。適宜、実際の NICの名前と読み替えてください。 

 

注意 

- bondingデバイスを導入したシステムで活性交換を行う場合は、交換対象 NICが bondingデバイスの構成インターフェースであ
るなしにかかわらず、すべてのインターフェース設定ファイル（/etc/sysconfig/network/ifcfg-eth*ファイル、
/etc/sysconfig/network/ifcfg-bond*ファイル）で ONBOOT=YES とするシステム設計を行います。 
ここで、未使用インターフェースに対して、IPアドレスを付与する必要はありません。この措置は、交換対象 NICのデバイス名が活
性交換前後で変わらないようにするためのもの。仮に ONBOOT=NO が混在した場合、ここで説明する手順が正しく動作しない
ことがあります。 
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1. NICが搭載されている位置を確認します。 
上述の"dr show IOU"コマンドで確認した、当該 IOUE上に搭載されている NICの PCIアドレスとインターフェース名の対応を確
認します。以下のコマンドを実行してください。 
 
例：PCIアドレスが" 0000:89:00.0"の場合 

# ls -l /sys/class/net/*/device | grep "0000:89:00.0" 
lrwxrwxrwx. 1 root root 0  Aug 27 16:06 2013 /sys/class/net/eth0/device \ 
-> ../../../ 0000:89:00.0 

行末の\は、改行しないことを表します。 
この場合は、eth0が PCIバスアドレス" 0000:89:00.0" に対応するインターフェース名です。 
注意 
ここで得られた PCIバスアドレスは、手順 2.および IOUE交換後の手順でも使用します。PCIバスアドレスを記録して、後ほど
参照できるようにしてください。 

 

次に、この PCIバスアドレスに対応する物理位置を確認します。 
ethtool -p コマンドを実行し、NICの LEDを点滅させてください。実際に、IOUEあるいは IOUEの先についている PCIボックス
を確認し、NICがどの場所にささっているかを確認し、その位置（PCI#0など） を確認します。 
 

例：インターフェース eth0に対応する NICの LEDを 10秒間点滅させる 

# /sbin/ethtool – p eth0 10 

2. 交換しようとしている IOUEに搭載されている NICの、インターフェース名／ハードウェアアドレス／PCIバスアドレス／物理位置の
情報を表にまとめます。 
手順 1で取得した情報のうち、交換しようとしている IOUE上のものを以下のような表にまとめます。 

表 5.1 PCIバスアドレスとインターフェース名の対応 

インターフェース名 ハードウェアアドレス PCIバスアドレス 物理位置 
eth0  0000:89:00.0 オンボード 0 
eth1  0000:89:00.1 オンボード 1 
eth2  0000:8c:00.0 PCI#0 
...  ... ... 

注意 

表に記載するバスアドレスは、ファンクション番号（ピリオド以降の番号）も含めて記載してください。 
- インターフェース名とハードウェアアドレスの対応確認 
以下のコマンドを実行し、インターフェース名とハードウェアアドレスの対応を確認します。この操作は、IOUE上のすべての
NICについて行います。 

例：eth0（単独インターフェースの場合） 

# cat /sys/class/net/eth0/address 
2c:d4:44:f1:44:f0 

例：eth0の場合（bonding インターフェースの場合） 
bondingの slave インターフェースの場合は、bonding ドライバにより値が書き換えられているため、 以下のコマンドを実行してハ
ードウェアアドレスを確認します。 

# cat /proc/net/bonding/bond 
YEthernet Channel Bonding Driver ......... 
. 
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. 
Slave interface:  eth0 
. 
Permanent HW addr: 2c:d4:44:f1:44:f0 
. 
. 

ただしこの方法は、bondingデバイスが活性化済みの場合の方法です。bondingデバイスが非活性の場合や、slaveが未組込
みの場合は、単独インターフェースの場合と同じ方法を使ってください。 

また、インターフェース名とハードウェアアドレスの対応は、システムによって自動的に、udev機能のルールファイル
/etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rulesに登録されています。 以下のコマンドを実行し、ATTR{address} の項目と
NAMEの項目が上記出力と同じ対応で定義されていることを確認してください。 

例：eth0 インターフェースの場合 

grep eth0 /etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rules 
 
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*", \ 
ATTR{address}=="2c:d4:44:f1:44:f0", ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth0" 

行末の\は、改行しないことを表します。 

 

/etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rulesの記述は、インターフェースが bondingに組み込まれているか否かには関係なく、
常に正しいハードウェアアドレスが得られます。 

 

他のインターフェースについても同様のコマンド操作を実施し、ハードウェアアドレスを確認します。  

以下は表への記載例です。 

表 5.2ハードウェアアドレスの記載例 

インターフェース名 ハードウェアアドレス PCIバスアドレス 物理位置 
eth0 2c:d4:44:f1:44:f0 0000:89:00.0 オンボード 0 
eth1 2c:d4:44:f1:44:f1 0000:89:00.1 オンボード 1 
eth2 00:19:99:d7:36:5f 0000:8c:00.0 PCI#0 
...  ... ... 

3. NIC交換前に必要な、上位アプリケーションの処理を行います。手順 2.で確認したすべてのインターフェースを利用しているアプリ
ケーションを、すべて停止または利用対象から除外するよう設定を変更し、インターフェースへのアクセスを停止します。 

4. NICを非活性化します。 
以下のコマンドを実行し、手順 2.で確認したすべてのインターフェースを非活性化してください。使用するコマンドは、対象のインタ
ーフェースが単独のインターフェースか、bondingデバイスの SLAVE インターフェースであるかによって異なります。 
 
単独インターフェースの場合： 

# /sbin/ifdown ethX 

単独インターフェースが VLANデバイスを従えている場合、VLAN インターフェースも削除する必要があります。以下のように操作
をしてください（実インターフェースの非活性化の前に行ってください）。 

# /sbin/ifdown ethX.Y 

bondingデバイスの SLAVE インターフェースの場合： 
bondingデバイスを mode1で運用している場合は、安全のため、以下の手順で交換対象の SLAVEを運用から外してくださ
い。他の modeの場合は、すぐに取り外しの手順を行って問題ありません。 交換対象である SLAVE インターフェースが、現在
通信に用いられているインターフェースか否かを確認します。まず、現在通信に用いられているインターフェースを、以下のコマンドを
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実行して確認します。 

# cat /sys/class/net/bondY/bonding/active_slave 

表示されたインターフェース名が、交換対象の SLAVE インターフェースと一致した場合は、以下のコマンドを実行して、現在の通
信を他の SLAVE インターフェースに切り替えます。 

# /sbin/ifenslave -c bondY ethZ 
（ethZ：bondYを構成する、活性交換を行わないインターフェース） 

最後に、交換対象の SLAVE インターフェースを bonding構成から取り外します。インターフェースは取り外しと同時に自動的に
未使用の状態になります。 

# /sbin/ifenslave -d bondY ethX 

5. 以下のコマンドを実行し、手順 2.で確認したすべてのインターフェースの設定ファイルを退避してください。 
設定スクリプトと udevdが/etc/sysconfig/network配下のファイルの内容を参照する場合があるので、参照対象とならないよう、
退避ディレクトリを作成して退避します。 

# cd /etc/sysconfig/network 
# mkdir temp 
# mv ifcfg-ethX temp 
[bonding構成の場合は以下も実行] 
# mv ifcfg-bondX temp 

■ IOUE上の iSCSI (NIC) 

iSCSI接続に利用している NICの場合は、「■      IOUE上の NIC(オンボードを含む)」とほとんど同じ交換手順となりますが、「■      IOUE
上の NIC(オンボードを含む)」の手順 3において、以下の追加作業が必要です。 

1. iSCSIの利用を停止させるために、以下を実施します。 

a. DM-MPまたは EMPDにより、現時点でのパスの状態を確認しておきます。 
b. iscsiadm コマンドにより、交換する iSCSI カード(NIC)を経由するパス（iqn）を logout し、セッションを切断します。 

表示例 
［実施前のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 
tcp: [2] 192.168.2.66:3260,3 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 
［交換する NICを経由するパスを logout します］ 
# /sbin/iscsiadm -m node -T iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- 
system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 -p 192.168.2.66:3260 --logout 

c. iscsiadm コマンドにより、対象のセッションが切断されていることを確認します。 

表示例 
［実施後のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 

d. DM-MP（*1）または ETERNUSマルチドライバ（*2）により、実施後のパスの状態を確認します。 

*1: DM-MPの利用パスが切断されていることを確認します。以下にパスの状態変化の表示例を示します。 
表示例(DM-MPの表示例) 
［実施前］ 
#  /sbin/multipath -ll 
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mpath1  (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin 0 [prio=2][active] 
\_ 3:0:0:0 sdb 8:16 [active][ready] 
\_ 4:0:0:0 sdc 8:32 [active][ready] 

 

［実施後］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin 0 [prio=1][enabled] 
\_ 3:0:0:0 sdb 8:16 [active][ready] 

*2: ETERNUSマルチパスドライバ（Linux版）ユーザーズガイドを参照してください。 

■ FCカード 

1. アプリケーションを停止するなどの方法で IOUE上に存在する FC カードへのアクセスを停止します。 

5.4.2  IOUE活性交換の DR操作 
ここでは、IOUEの活性交換を行うための DR操作について説明します。 

1. OSのシェルで/opt/FJSVdr-util/sbin/dr rm IOU コマンドを実行します。 削除する IOUEが OSから切り離されます。 
例：IOUE3を切り離す場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr rm IOU3 
# 

2. OSのシェルで/opt/FJSVdr-util/sbin/dr stat IOU コマンドを実行します。 
パーティションに接続されている IOUEの一覧が表示されます。切り離した IOUEが'offline'と表示されることを確認します。 
例：IOUE3を切り離した場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr stat IOU 
IOU0: empty 
IOU1: empty 
IOU2: empty 
IOU3: offline 

3. Administrator権限でMMBのコンソールにログインします。 
4. MMBのコンソールで、hotremove コマンドを実行します。 

例：パーティション 1から IOUE3を削除する場合 

Administrator > hotremove  partition  1 IOU  3 
Are you sure to continue removing IOU#3 from Partition#1? [Y/N]: Y 
DR operation start (1/3) 
Remove IOU#3 (2/3) 
IOU#3 power-off (3/3) 
Removing IOU#3 from partition#1 has been completed successfully. 
Administrator > 

5. Operation Log画面または"show dynamic_reconfiguration status"コマンドにて以下のメッセージが表示されることを確認します。 
例：パーティション 1から IOUE3を削除する場合 
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- Operation Log画面 
「I_10110 Partition1 : Hot-remove IOU#3 Completed.」 

- show dynamic_reconfiguration status 
「Removing IOU#3 from Partition#1, completed」 

6. IOUEに接続されているすべてのケーブル(LAN/FCケーブル等)を取りはずしてください。【保守員作業】 
7. IOUEをスロットから引き抜きます。【保守員作業】 

IOUEそのものを交換する場合は、古い IOUE上の PCI Express カードを、新しい IOUEへ差し替えます。IOUE上の PCI Express
カードを交換、増設、削除する場合は、ここで PCI Express カードを交換、増設、 削除を行います。 

8. IOUEをスロットに挿入します。【保守員作業】 
9. LANケーブル以外のケーブルを取り付けます。 
10.  MMBのコンソールで、hotadd コマンドを実行します。 

例：パーティション 1に IOUE3を追加する場合 

Administrator > hotadd partition 1 IOU 3 
Are you sure to continue adding IOU#3 to Partition#1? [Y/N] Y DR operation start (1/3) 
Assigning IOU#3 to partition#1 (2/3) Power on IOU#3 (3/3) 
Adding IOU#3 to Partition#1 has been completed successfully. 
Administrator > 

11.  Operation Log画面または"show dynamic_reconfiguration status"コマンドにて以下のメッセージが表示されることを確認します。 
例：パーティション 1に IOUE3を追加する場合 

- Operation Log画面 
「I_10110 Partition1 : Hot-add IOU#3 Completed.」 

- show dynamic_reconfiguration status 
「Adding IOU#3 to Partition#1, completed」 

12.  OSのシェルで/opt/FJSVdr-util/sbin/dr stat IOU コマンドを実行します。 パーティションに接続されている IOUEの一覧が表示されま
す。追加した IOUEが表示されることを確認します。 
例：IOUE3を追加した場合 

#  /opt/FJSVdr-util/sbin/dr stat IOU 
IOU0: empty 
IOU1: empty 
IOU2: empty 
IOU3: offline 

新たにパーティションに追加した IOUEは、この時点では OSから認識されていないため、offline と表示されます。 

13.  OSのシェルで/opt/FJSVdr-util/sbin/dr add IOU コマンドを実行します。 新たにパーティションに追加した IOUEが電源オン状態にな
ります。 
例：IOUE3を電源オン状態にする場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr add IOU3 
# 

 
  



第 5章 SUSE Linux Enterprise Server 12以降における活性保守およびパーティション停止保守 
  

 

228 CA92344-1656-30 

5.4.3  IOUE活性交換後の操作 
備考 

SV Agentsがインストールされている場合は、以下のコマンドをルート権限で実行してください。 

# /usr/sbin/srvmagt restart 

■ IOUE上の NIC（オンボードを含む） 

1. 交換した IOUE上の NICに関する情報を収集します。 交換した NICに対してインターフェース（ethX）が作成されています。 
事前準備の NICの節の手順 1.、手順 2.に従い、IOUE交換後の NICに対して作成されたインターフェースのインターフェース名
／ハードウェアアドレス／PCIバスアドレス／物理位置の情報を、以下のように表にまとめます。 

表 5.3 PCIバスアドレスとインターフェース名の対応(交換後) 

インターフェース名 ハードウェアアドレス PCIバスアドレス 物理位置 
eth0 2c:d4:44:f1:44:d2 0000:86:00.0 オンボード 0 
eth1 2c:d4:44:f1:44:d3 0000:86:00.1 オンボード 1 
eth2 00:19:99:d7:36:5f 0000:87:00.0 PCI#0 
...  ... ... 

注意 

標準的なインターフェース名を採用したパーティションの場合、以下のことを考慮に入れる必要があります。 
- BIOS と OSでは、PCIバスアドレスの割り当ての論理が異なります。従って、活性保守時には、交換前と異なる PCIバスア
ドレスが割り当てられ、インターフェース名も変更されます。 

- 活性保守後パーティションをリブートすると、PCIバスアドレスは再割り当てられます。ハードウェアアドレスによる対応付けは働く
ので、活性保守時の新しいインターフェース名は有効になるが、PCI バスアドレスとは一致しない名前になります。 

- 上位ドライバまたは、ネットワーク系の script等のインターフェース名が変化しないようにする場合は、インストール後に、予め
ethX形式で名前が割り当てられる設定を行っておきます。詳しくは、SUSE社の”Administration Guide”のネットワークの
手動環境設定を参照してください。 

2. 退避したインターフェース設定ファイルを編集します。 
新しいハードウェアアドレスに書き換えます。"HWADDR" には、「表 5.3 PCIバスアドレスとインターフェース名の対応(交換後)」に
記載されている、交換した NICのハードウェアアドレスを設定してください。また、インターフェース名が変更された場合は、インター
フェース名も変更します。（この場合はファイル名そのものも変更します）。bondingの slaveの場合も、ファイルの内容は一部
異なりますが、設定する行は同じです。 

例） 
DEVICE=eth0 
NM_CONTROLLED=no 
BOOTPROTO=static 
HWADDR=2c:d4:44:f1:44:d2 
BROADCAST=192.168.16.255 
IPADDR=192.168.16.1 
NETMASK=255.255.255.0 
NETWORK=192.168.16.0 
ONBOOT=yes 
TYPE=Ethernet 

この編集を、退避したインターフェースのうち、実際に交換を行ったすべてのインターフェースに対して実施してください。ハードウェア
アドレス、インターフェース名のいずれにも変化のないインターフェースは変更不要です。 

3. 退避したインターフェース設定ファイルを元に戻します。 
以下のコマンドを実行し、退避ディレクトリに退避したインターフェース設定ファイルを元に戻します。 



第 5章 SUSE Linux Enterprise Server 12以降における活性保守およびパーティション停止保守 
  

 

229 CA92344-1656-30 

# cd /etc/sysconfig/network/temp 
# mv ifcfg-ethX .. 
[bonding構成の場合は以下も実行] 
# mv ifcfg-bondX .. 

4. 交換したインターフェースを活性化します。 
単独インターフェースの場合と、bonding配下の SLAVEの場合とでは方法が異なります。 単独インターフェースの場合： 以下
のコマンドを実行して、インターフェースを活性化します。必要なインターフェースをすべて活性化してください。 

# /sbin/ifup ethX 

さらに、単独インターフェースが VLANデバイスを従えている場合で、一時的に VLAN インターフェースを削除した場合は、復旧を
行います。優先度オプションを変更していた場合などでは、それらも再設定します。 

# /sbin/ifup ethX.Y 
（さらに、必要であれば VLANの option設定のためのコマンドを入力します。） 

bonding配下の SLAVEの場合： 
以下のコマンドを実行して、既存の bonding構成に組み込みます。必要な SLAVE インターフェースをすべて組み込んでくださ
い。 

# /sbin/ifenslave bondY  ethX 

VLANは bondingデバイス上に作成されているので、VLAN関連の作業は、通常必要ありません。 

5. IOUEに接続されていた全ての LANケーブルを取り付けます。【保守員作業】 
6. インターフェース設定ファイルを退避したディレクトリを削除します。 交換対象インターフェースのすべてが交換を完了した後、以下の

コマンドを実行し、交換の事前準備の手順 5で作成した退避ディレクトリを削除します。 

# rmdir /etc/sysconfig/network/temp 

7. NIC交換後に必要な、上位アプリケーションの処理を行います。交換の事前準備の手順 3.で実施した上位アプリケーションの対
処に対して、必要な後処理を行います（アプリケーションの起動、設定変更の復旧など）。 

■ IOUE上の iSCSI (NIC) 

iSCSI接続に利用している NICの場合は、「■ IOUE上の NIC(オンボードを含む)」とほとんど同じ交換手順となりますが、「■ IOUE上の
NIC(オンボードを含む)」の手順 8において、以下の追加作業が必要です。 

1. iSCSIの利用を再開させるために、以下を実施します。 

a. DM-MPまたは EMPDにより、現時点でのパスの状態を確認しておきます。 
b. iscsiadm コマンドにより、交換した iSCSI カード(NIC)を経由するパス（iqn）を login し、セッションを接続します。 

表示例 
［実施前のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1  iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 
［交換する NICを経由するパスに login します］ 
# /sbin/iscsiadm -m node -T iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- 
system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 -p 192.168.2.66:3260 – login 

c. iscsiadm コマンドにより、対象のセッションが接続されていることを確認します。 

表示例 
［実施後のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
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tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 
tcp: [3] 192.168.2.66:3260,3 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- 
system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 

d. DM-MP(*3)または EMPD(*4)により、実施後のパスの状態を確認します。 

*3: DM-MPの利用パスが接続されていることを確認します。以下にパスの状態変化の表示例を示します。 

表示例(DM-MPの表示例) 
［実施前］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin 0 [prio=1][active] 
\_ 3:0:0:0 sdb   8:16  [active][ready] 

 

［実施後］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin  0  [prio=2][enabled] 
\_ 3:0:0:0 sdb   8:16  [active][ready] 
\_ 5:0:0:0 sdc   8:32  [active][ready] 

*4: ETERNUSマルチパスドライバ（Linux版）ユーザーズガイドを参照してください。 

■ FCカード 

1. 周辺装置のマニュアルに従って設定を行います。 
例として、ストレージ装置に ETERNUSを用い、かつホストアフィニティ機能（サーバ機ごとのアクセス可否の設定）を用いている
場合は、FCカードの交換にともない、設定の追加が必要となります。 

2. ファームウェアを確認します。 
FC カードは、運用されていたファームウェア版数に合わせる必要があります。 交換部品のファームウェア版数が、交換前の FC カ
ードのファームウェア版数（現行ファームウェア版数）と一致する場合、ファームウェア更新の必要はありません。 交換部品のファー
ムウェア版数が、現行ファームウェア版数と不一致する場合、現行ファームウェア版数へ交換部品のファームウェア版数を合わせる
必要があります。 

ファームウェア確認・更新手順については、以下の URLから、該当のファイバーチャネルカードに対応する活性保守交換後の
Firmwareアップデート手順書とモジュールを入手し、インストールしてください。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html 

備考 

FC カードのファームウェアを更新したときに、システムのリブートを要求された場合は、以下の「IOUEの Offline/Online」処理を
行ってください。 

対象 IOUEを Offline/Onlineすることにより、対象 IOUEに搭載された PCI Express カードが電源 Off/On され（つまり、
PCI Express カードが再起動され）、対象カードについて、ファームウェアが Activate されます。 

注意： 

- 対象カードの再起動が行われ、ファームウェアが Activate されれば、システムのリブートを行う必要はありません。 
- 以下の IOUEの Offline/Online手順中、物理的に IOUEの挿抜を行う必要はありません。 

 
IOUEの Offline/Online 

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html
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1. IOUEに搭載されている全ての FC カードに関連するアプリケーションを停止します。 
「5.4.1 IOUE活性交換の事前準備」「■ FC カード」を参照して、アプリケーションを停止してください。 

2. 対象 IOUEを Offline します。 
「5.4.2 IOUE活性交換の DR操作」を参照して、対象 IOUEを Offline してください。 

3. 対象 IOUEを Online します。 
「5.4.2 IOUE活性交換の DR操作」を参照して、対象 IOUEを Online してください。 

4. 手順 1で停止した FC カードに関連するアプリケーションを起動します。 
「0 
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5. IOUE活性交換後の操作」「■ FC カード」を参照して、アプリケーションを再起動してください。 
6. 対象 FC カードのファームウェアを確認します。 

3. 組込み結果を確認します。 
確認方法は、FCカードの交換手順で実施する内容と同じです。「5.7.3 FC（Fibre Channel）カードの交換手順」の「■ FC
カードの組込み結果の確認方法」を参照してください。 

4. 事前準備の際、停止したアプリケーションを再起動します。 

■全 PCI  Expressカード共通で IOUE活性交換後に行う操作 

MMB CLIから pciinfo コマンドを実行します。パーティション#1の IOUE#2を活性交換した場合の例を以下に示します。 

Administrator > pciinfo partition 1 iou 2 
Are you sure to continue updating IOU#2 in Partition#1? [Y/N]: y 
Update IOU#2 PCI information in Partition#1 has been completed successfully. 
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5.5  IOUEの活性増設 
ここでは、IOUEの活性増設について説明します。 

5.5.1  IOUE活性増設の事前準備 
事前準備の流れを以下に説明します。 

1. 追加用の IOUEを手配します。 
2. 追加用の IOUEが必要数あるか確認します。 
3. 追加用の IOUEを空き IOUEスロットに挿入します。【保守員作業】 
4. PCI Expressカードも増設する場合は、LANケーブル以外のケーブルを接続します。【保守員作業】 

注意 

- PCI Express カードも増設する場合は、IOUEに PCI Express カードを挿入してからスロットに IOUEを挿す。 
PCI Expressスロットのスロット番号の確認方法は、「5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」 の「■PCI Expressスロット
のスロット番号確認」を参照してください。 

- あらかじめ空きパーティションで I/Oデバイスが正常に動作することを確認します。増設時には、I/Oの事前診断処理は行われませ
ん。 

5.5.2  IOUE活性増設の DR操作 
ここでは、IOUE活性増設を行うための DR操作について説明します。 

1. Administrator権限でMMBのコンソールにログインします。 
2. hotadd コマンドを実行します。 

例：パーティション 1に IOUE1を追加する場合 

Administrator > hotadd  partition 1 IOU 1 
Are you sure to continue adding IOU#1 to Partition#1? [Y/N] Y 
DR operation start (1/3) 
Assigning IOU#1 to partition#1 (2/3) 
Power on IOU#1 (3/3) 
Adding IOU#1 to Partition#1 has been completed successfully. 
Administrator > 

3. Operation Log画面または"show dynamic_reconfiguration status"コマンドにて以下のメッセージが表示されることを確認します。 
 
例：パーティション 1に IOUE1を追加する場合 

- Operation Log画面 
「I_10110 Partition1 : Hot-add IOU#1 Completed.」 

- show dynamic_reconfiguration status 
「Adding IOU#1 to Partition#1, completed」 

4. OSのシェルで/opt/FJSVdr-util/sbin/dr stat IOU コマンドを実行します。 パーティションに接続されている IOUEの一覧が表示されま
す。追加した IOUEが表示されることを確認します。 
例：IOUE1を追加した場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr stat IOU 
IOU0: online 
IOU1: offline 
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IOU2: empty 
IOU3: empty 

新たにパーティションに追加した IOUEは、この時点では OSから認識されていないため、offline と表示されます。 

5. OSのシェルで/opt/FJSVdr-util/sbin/dr add IOU1 コマンドを実行します。 新たにパーティションに追加した IOUEが電源オン状態にな
ります。 
例：IOUE1を電源オン状態にする場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr add IOU1 
# 

5.5.3  IOUE活性増設後の操作 
ここでは、IOUE活性増設後の処理および操作について説明します。 

備考 

SV Agentsがインストールされている場合は、以下のコマンドをルート権限で実行してください。 

# /usr/sbin/srvmagt restart 

1. 追加された資源を確認します。 
OSのシェルで/opt/FJSVdr-util/sbin/dr show IOU コマンドを実行します。 
例：IOUE1を追加した場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr show IOU1 
0000:03:00.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:04:09.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:05:00.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:06:02.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:06:08.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:06:09.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:06:10.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:06:11.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:0a:00.0 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:0a:00.1 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:0d:00.0 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:0d:00.1 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:10:00.0 Fibre Channel:  Emulex   Corporation Saturn-X: LightPulse Fibre Channel Host Adapter (rev 03) 
0000:10:00.1 Fibre Channel:  Emulex   Corporation Saturn-X: LightPulse Fibre Channel Host Adapter (rev 03) 
0000:27:00.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc.  Device 8764 (rev aa) 
0000:28:01.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc.  Device 8764 (rev aa) 
0000:28:04.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc.  Device 8764 (rev aa) 
0000:28:05.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc.  Device 8764 (rev aa) 
0000:28:08.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc.  Device 8764 (rev aa) 
0000:28:09.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc.  Device 8764 (rev aa) 
0000:28:0c.0 CI bridge: PLX Technology, Inc.  Device 8764 (rev aa) 
0000:28:0d.0 CI bridge: PLX Technology, Inc.  Device 8764 (rev aa) 

2. 追加された資源を OSから利用するための設定ファイルを作成します。 

- FC カードの設定 
1. 周辺装置のマニュアルに従って設定を行います。 
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例として、ストレージ装置に ETERNUSを用い、かつホストアフィニティ機能（サーバ機ごとのアクセス可否の設定）を用いて
いる場合は、FC カードの増設にともない、設定の追加が必要となります。 

2. ファームウェアを確認します。 
FC カードは、既に運用されているファームウェア版数に合わせる必要があります。増設部品のファームウェア版数が、既に運
用されている FC カードのファームウェア版数（現行ファームウェア版数） と一致する場合、ファームウェア更新の必要はありま
せん。 増設部品のファームウェア版数が、既に運用されているファームウェア版数と不一致する場合、現行ファームウェア版数
へ増設部品のファームウェア版数を合わせる必要があります。 
ファームウェア確認・更新手順については、以下の URLから、該当のファイバーチャネルカードに対応する活性保守交換後の
Firmwareアップデート手順書とモジュールを入手し、インストールしてください。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html 

備考 

FC カードのファームウェアを更新したときに、システムのリブートを要求された場合は、以下の「IOUEの Offline/Online」処理
を行ってください。 
対象 IOUEを Offline/Onlineすることにより、対象 IOUEに搭載された PCI Express カードが電源 Off/On され（つま
り、PCI Express カードが再起動され）、対象カードについて、ファームウェアが Activate されます。 
注意： 
- 対象カードの再起動が行われ、ファームウェアが Activate されれば、システムのリブートを行う必要はありません。 
- 以下の IOUEの Offline/Online手順中、物理的に IOUEの挿抜を行う必要はありません。 
 
IOUEの Offline/Online 
1. IOUEに搭載されている全ての FC カードに関連するアプリケーションを停止します。 

「5.4.1 IOUE活性交換の事前準備」「■ FC カード」を参照して、アプリケーションを停止してください。 
2. 対象 IOUEを Offline します。 

「5.4.2 IOUE活性交換の DR操作」を参照して、対象 IOUEを Offline してください。 
3. 対象 IOUEを Online します。 

「5.4.2 IOUE活性交換の DR操作」を参照して、対象 IOUEを Online してください。 
4. 手順 1で停止した FC カードに関連するアプリケーションを起動します。 

「0 
  

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html
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5. IOUE活性交換後の操作」「■ FC カード」を参照して、アプリケーションを再起動してください。 
6. 対象 FC カードのファームウェアを確認します。 

3. 組込み結果を確認します。 
確認方法は、FC カードの交換手順で実施する内容と同じです。「5.7.3 FC（Fibre Channel）カードの交換手順」の「■ 
FC カードの組込み結果の確認方法」を参照してください。 

- NIC (IOUE上のオンボード NICを含む)の設定 
「5.8.4 NICの増設手順」の手順 4.以降を行ってください。 

■ 全 PCI Expressカード共通で IOUE活性増設後に行う操作 

MMB CLIから pciinfo コマンドを実行します。 
パーティション#1へ IOUE#2を活性増設した場合の例を以下に示します。 

Administrator > pciinfo partition 1 iou 2 
Are you sure to continue updating IOU#2 in Partition#1? [Y/N]:  y 
Update IOU#2 PCI information in Partition#1 has been completed successfully. 
Administrator > 
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5.6  IOUEの活性削除 
ここでは、IOUEの活性削除について説明します。 

注意 

IOUE上に iSCSI(NIC) が搭載されている場合、以下の前提条件を満たす場合のみ、IOUEの活性削除が可能です。 
- ストレージ接続に関しては、DM-MP（Device-Mapper Multipath）または ETERNUSマルチドライバ（EMPD）を利用し、

交換対象の IOUE とは別の IOUE上の NIC とマルチパス化した状態で動作している場合。 
- 複数の iSCSI カードを交換する場合、１枚ずつ作業を実施すること。 
- 1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用の場合。 

 
以下に単独インターフェースの例を示します。 

 

- SANブートに使用している FC カードが IOUE上に搭載されている場合、IOUEの活性削除はできません。 

5.6.1  IOUE活性削除の事前準備 
事前準備の流れを以下に説明します。 

注意 

削除する IOUEを経由して接続されているディスクを kdumpのダンプ退避域として使用している場合は、別のディスクを使用するようにダン
プ環境を変更します。変更方法について詳しくは『Linuxユーザーズマニュアル』のメモリダンプ機能に関する章を参照してください。 

1. IOUEを削除すると削除される IOUEに搭載の PCI Expressカードも削除されます。削除される PCI Express カードを利用している
ソフトウェアが存在しないことを確認し、以下のいずれかの対処を実施します。 

a. 削除する前に削除される PCI Express カードを利用しているソフトウェアを停止します。 
b. PCI Express カードをソフトウェアの操作対象外にする 

対象の IOUEに搭載されている資源を確認するには、OSのシェルから/opt/FJSVdr-util/sbin/dr show IOU コマンドを実行しま
す。 
例：IOUE3を確認する場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr show IOU3 
0000:82:00.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:83:09.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:84:00.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:85:02.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:85:08.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
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0000:85:09.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:85:10.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:85:11.0 PCI bridge: PLX Technology, Inc. Device 8748 (rev ca) 
0000:89:00.0 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:89:00.1 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:8c:00.0 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:8c:00.1 Ethernet controller: Intel Corporation I350 Gigabit Network Connection (rev 01) 
0000:8f:00.0 Fibre Channel: Emulex Corporation Saturn-X: LightPulse Fibre Channel Host Adapter (rev 03) 

0000:8f:00.1 Fibre Channel: Emulex Corporation Saturn-X: LightPulse Fibre Channel Host Adapter (rev 03) 

■ IOUE上の NIC（オンボード NICを含む） 

1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用に加え、複数の NICを束ねて 1つのインターフェースを構成している場合
（bonding構成）の手順についても説明します。ここでの説明は、NIC の制御を Networkサービスで行うことを前提にしています。
NetworkManagerを使う手順については、 言及しておりません。 
SLES12/SLES15では、NICに与えられる名前の形式が、NICの実装位置により異なりますが、ここでは伝統的な ethX を用いて説明し
ます。適宜、実際の NICの名前と読み替えてください。 
 

 

注意 

- bondingデバイスを導入したシステムで活性削除を行う場合は、削除対象 NICが bondingデバイスの構成インターフェースであ
るなしにかかわらず、すべてのインターフェース設定ファイル（/etc/sysconfig/network/ifcfg-eth*ファイル、
/etc/sysconfig/network/ifcfg-bond*ファイル）で ONBOOT=YES とするシステム設計を行います。 
ここで、未使用インターフェースに対して、IPアドレスを付与する必要はありません。この措置は、 削除対象 NICのデバイス名が活
性交換前後で変わらないようにするためのものです。仮に ONBOOT= NOが混在した場合、ここで説明する手順が正しく動作し
ないことがあります。 

1. NICが搭載されている位置を確認します。 
上述の"dr show IOU"コマンドで確認した、当該 IOUE上に搭載されている NICの PCIアドレスとインターフェース名の対応を確認しま
す。以下のコマンドを実行してください。 
 
例：PCIアドレスが" 0000:89:00.0"の場合 

# ls -l /sys/class/net/*/device | grep "0000:89:00.0" 
lrwxrwxrwx. 1 root root 0  Aug 27 16:06 2013 /sys/class/net/eth0/device \ 
-> ../../../ 0000:89:00.0 

行末の\は、改行しないことを表します。 
この場合は、eth0が PCIバスアドレス" 0000:89:00.0" に対応するインターフェース名です。 

注意 

ここで得られた PCIバスアドレスは、手順 2.および IOUE交換後の手順でも使用します。PCIバスアドレスを記録して、後ほど参照で
きるようにしてください。 
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次に、この PCIバスアドレスに対応する物理位置を確認します。 
ethtool -p コマンドを実行し、NICの LEDを点滅させてください。実際に、IOUEあるいは IOUEの先についている PCIボックスを確認
し、NICがどの場所にささっているかを確認し、その位置（PCI#0など） を確認します。 
 
例：インターフェース eth0に対応する NICの LEDを 10秒間点滅させます。 

# /sbin/ethtool – p eth0 10 

2. 交換しようとしている IOUEに搭載されている NICの、インターフェース名／ハードウェアアドレス／ 
PCIバスアドレス／物理位置の情報を表にまとめます。 
手順 1で取得した情報のうち、交換しようとしている IOUE上のものを以下のような表にまとめます。 

表 5.4 PCIバスアドレスとインターフェース名の対応 

インターフェース名 ハードウェアアドレス PCIバスアドレス 物理位置 
eth0  0000:89:00.0 オンボード 0 
eth1  0000:89:00.1 オンボード 1 
eth2  0000:8f:00.0 PCI#0 
...  ... ... 

注意 

表に記載するバスアドレスは、ファンクション番号（ピリオド以降の番号）も含めて記載してください。 
- インターフェース名とハードウェアアドレスの対応確認 

以下のコマンドを実行し、インターフェース名とハードウェアアドレスの対応を確認します。この操作は、IOUE上のすべての NICにつ
いて行います。 

例：eth0(単独インターフェースの場合） 

# cat /sys/class/net/eth0/address 
2c:d4:44:f1:44:f0 

例：eth0の場合（bonding インターフェースの場合） 

bondingの slave インターフェースの場合は、bonding ドライバにより値が書き換えられているため、以下のコマンドを実行してハ
ードウェアアドレスを確認します。 

# cat /proc/net/bonding/bondY 
 
Ethernet Channel Bonding Driver ......... 
. 
. 
Slave interface: eth0 
. 
Permanent HW addr: 2c:d4:44:f1:44:f0 
. 
. 

ただしこの方法は、bondingデバイスが活性化済みの場合の方法です。bondingデバイスが非活性の場合や、slaveが未組込
みの場合は、単独インターフェースの場合と同じ方法を使ってください。 

 

また、インターフェース名とハードウェアアドレスの対応は、システムによって自動的に、udev機能のルールファイル
/etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rulesに登録されています。 以下のコマンドを実行し、ATTR{address} の項目と
NAMEの項目が上記出力と同じ対応で定義されていることを確認してください。 
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例：eth0 インターフェースの場合 

grepeth0 /etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rules 
 
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*", \ 
ATTR{address}=="2c:d4:44:f1:44:f0", ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth0" 

/etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rulesの記述は、インターフェースが bondingに組み込まれているか否かには関係なく、
常に正しいハードウェアアドレスが得られます。 

 

他のインターフェースについても同様のコマンド操作を実施し、ハードウェアアドレスを確認します。以下は表への記載例です。 

表 5.5ハードウェアアドレスの記載例 

インターフェース名 ハードウェアアドレス PCIバスアドレス 物理位置 
eth0 2c:d4:44:f1:44:f0 0000:89:00.0 オンボード 0 
eth1 2c:d4:44:f1:44:f1 0000:89:00.1 オンボード 1 
eth2 00:19:99:d7:36:5f 0000:8f:00.0 PCI#0 
...  ... ... 

 

3. NIC削除前に必要な、上位アプリケーションの処理を行います。手順 2で確認したすべてのインターフェースを利用しているアプリケーショ
ンを、すべて停止または利用対象から除外するよう設定を変更し、インターフェースへのアクセスを停止します。 

4. NICを非活性化します。 
以下のコマンドを実行し、手順 2で確認したすべてのインターフェースを非活性化してください。使用するコマンドは、対象のインターフェー
スが単独のインターフェースか、bondingデバイスの SLAVEインターフェースであるかによって異なります。 
 
単独インターフェースの場合： 

# /sbin/ifdown ethX 

単独インターフェースが VLANデバイスを従えている場合、VLAN インターフェースも削除する必要があります。以下のように操作をして
ください（実インターフェースの非活性化の前に行ってください）。 

# /sbin/ifdown ethX.Y 

bondingデバイスの SLAVE インターフェースの場合： 
bondingデバイスを mode1で運用している場合は、安全のため、以下の手順で交換対象の SLAVEを運用から外してください。他
の modeの場合は、すぐに取り外しの手順を行って問題ありません。 交換対象である SLAVE インターフェースが、現在通信に用いら
れているインターフェースか否かを確認します。まず、現在通信に用いられているインターフェースを、以下のコマンドを実行して確認しま
す。 

# cat /sys/class/net/bondY/bonding/active_slave 

表示されたインターフェース名が、交換対象の SLAVE インターフェースと一致した場合は、以下のコマンドを実行して、現在の通信を他
の SLAVE インターフェースに切り替えます。 

# /sbin/ifenslave -c bondY ethZ 
（ethZ：bondYを構成する、活性交換を行わないインターフェース） 

最後に、交換対象の SLAVE インターフェースを bonding構成から取り外します。インターフェースは取り外しと同時に自動的に未使
用の状態になります。 

# /sbin/ifenslave -d bondY ethX 

5. インターフェース設定ファイルを削除します。 
以下のコマンドを実行し、手順 2で確認したすべてのインターフェースの設定ファイルを削除してください。 
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■ IOUE上の iSCSI (NIC) 

iSCSI接続に利用している NICの場合は、「■      IOUE上の NIC(オンボードを含む)」とほとんど同じ交換手順となりますが、「■      IOUE上の
NIC(オンボードを含む)」の手順 3において、以下の追加作業が必要です。 

1. iSCSIの利用を停止させるために、以下を実施します。 

a. DM-MPまたは EMPDにより、現時点でのパスの状態を確認しておきます。 
b. iscsiadm コマンドにより、交換する iSCSI カード(NIC)を経由するパス（iqn）を logout し、セッションを切断します。 

表示例 
［実施前のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- 
 
 
system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 
tcp: [2] 192.168.2.66:3260,3  iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 
［交換する NICを経由するパスを logout します］ 
# /sbin/iscsiadm -m node -T iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- 
system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 -p 192.168.2.66:3260 --logout 

c. iscsiadm コマンドにより、対象のセッションが切断されていることを確認します。 

表示例 
［実施後のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 

d. DM-MP（*1）または ETERNUSマルチドライバ（*2）により、実施後のパスの状態を確認します。 

*1: DM-MPの利用パスが切断されていることを確認します。以下にパスの状態変化の表示例を示します。 

表示例(DM-MPの表示例) 
［実施前］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin 0 [prio=2][active] 
\_ 3:0:0:0 sdb   8:16  [active][ready] 
\_ 4:0:0:0 sdc   8:32  [active][ready] 

 

［実施後］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin 0 [prio=1][enabled] 
\_ 3:0:0:0 sdb 8:16 [active][ready] 

*2: ETERNUSマルチパスドライバ（Linux版）ユーザーズガイドを参照してください。 

■ FCカード 

1. アプリケーションを停止するなどの方法で IOUE上に存在する FC カードへのアクセスを停止します。 
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5.6.2  IOUE活性削除の DR操作 
ここでは、IOUEの活性削除を行うための DR操作について説明します。 

1. OSのシェルで/opt/FJSVdr-util/sbin/dr rm IOUE コマンドを実行します。 削除する IOUEが OSから切り離されます。 
例：IOUE3を切り離す場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr rm IOU3 
# 

2. OSのシェルで/opt/FJSVdr-util/sbin/dr stat IOU コマンドを実行します。 
パーティションに接続されている IOUEの一覧が表示されます。切り離した IOUEが'offline'と表示されることを確認します。 
例：IOUE3を切り離した場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr stat IOU 
IOU0: empty 
IOU1: empty 
IOU2: empty 
IOU3: offline 

3. Administrator権限でMMBのコンソールにログインします。 
4. hotremove コマンドを実行します。 

例：パーティション 1から IOUE3を削除する場合 

Administrator > hotremove partition 1 IOU 3 
Are you sure to continue removing IOU#3 from Partition#1? [Y/N]: Y 
DR operation start (1/3) 
RemoveIOU#3 (2/3) 
IOU#3 power-off (3/3) 
Removing IOU#3 from partition#1 has been completed successfully. 
Administrator > 

5. Operation Log画面または"show dynamic_reconfiguration status"コマンドにて以下のメッセージが表示されることを確認します。 
例：パーティション 1から IOUE3を削除する場合 

- Operation Log画面 
「I_10110 Partition1 : Hot-remove IOU#3 Completed.」 

- show dynamic_reconfiguration status 
「Removing IOU#3 from Partition#1, completed」 

5.6.3  IOUE活性削除後の操作 
ここでは、IOUE活性削除後の処理および操作について説明します。 

備考 

SV Agentsがインストールされている場合は、以下のコマンドをルート権限で実行してください。 

# /usr/sbin/srvmagt restart 

パーティションから削除した IOUEは、どのパーティションにも属さない Free状態になっています。 以下の操作が可能です。 
- 物理的に IOUEを抜く。 
- 他の停止中のパーティションに IOUEを割り当てる。 
- 他の稼働中のパーティションに IOUEを活性増設します。 

 
「5.6.1 IOUE活性削除の事前準備」の事前準備で実施したソフトウェアの対処に対して、必要な後処理を行います。（停止したアプリケ
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ーションの再起動など） 

■ IOUE上の NIC（オンボードを含む） 

1. 事前準備の際、停止したアプリケーションを再起動します。 

■ FCカード 

1. 事前準備の際、停止したアプリケーションを再起動します。 
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5.7  PCI Expressカードの活性交換 
ここでは、PCIホットプラグ機能を用いた、以下の PCI Expressカードの交換手順を説明します。 

- 電源操作などのすべての PCI Express カードの交換に共通する操作 
- 特定のカードの機能、および導入するドライバによって手順が追加される固有の操作 

PCI ホットプラグの方法は以下の 2通りあります： 

1. sysfs経由の操作方法(従来方法) 
2. DR コマンド方法 

DR コマンド方法は Dynamic Reconfiguration utilityを導入したパーティションで使用できます。 
Dynamic Reconfiguration utilityを導入していないパーティションでは sysfs経由の操作方法を使用してください。Dynamic 
Reconfiguration utilityを導入したパーティションでも sysfs経由の操作方法を使うことはできますが、誤操作防止のため DR コマンド方法
を使うことを推奨しています。 
以降の説明では、DR コマンド方法を"Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されている場合"として記述し、sysfs経由
の操作方法を"Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されていない場合"として記述しています。 

注意 

- IOUE上の PCI Expressカードを交換する場合は、本節の手順とは異なります。「5.4 IOUEの活性交換」を参照してください。 
- PCI Express カードを活性交換する場合、活性削除コマンドを実行した後、同じ PCI Expressスロットに対して PCI カードを活

性増設せずに OS上からリブートすると、一度そのパーティションの電源オフするまで当該 PCI Expressスロットに PCI カードを活
性増設できません。 
活性増設する前に OS上からリブートした場合には、該当パーティションの停止交換により該当カードを交換します。 

- 保守作業でネットワーク等の拡張カードを交換した場合、お客様が設定された設定値はご購入時の値に戻ります。交換後のアド
レスの変更等諸設定作業はお客様作業となります。 

備考 

本章に記述のないカードの交換手順については、個々の製品マニュアルを参照してください。 

5.7.1  PCI Expressカードすべてに共通する交換手順の概要 
PCI Express カードすべてに共通する交換手順の概要は以下のとおりです。 

1. PCI Expressカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作 
2. PCI Expressスロットの電源オフ 
3. PCI Expressカードの交換【担当保守員作業】 
4. PCI Expressスロットの電源オン 
5. PCI Expressカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作 

注意 

本章で説明する OS、サブシステムへの指示（コマンド、設定ファイルの編集）については、必ず各製品のマニュアルを参照してコマンドのシ
ンタックスやシステムに与える影響を確認してから作業を行ってください。カードの追加、削除、交換の際に必要となる、OS、サブシステムへの
指示（コマンド、設定ファイルの編集）と、実際のハードウェアの操作について「5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」以降に説明
します。交換手順 3の作業は主に担当保守員が実施します。 

5.7.2  PCI Expressカードの交換手順の詳細 
以下に、PCI Express カードの交換手順を示します。 

■ PCI Expressカードを利用しているソフトウェアへの事前対処 

PCI Express カードを交換または削除する際、その PCI Express カードを利用中のソフトウェアが存在しないことが必須です。そのために
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は、PCI Express カードの交換・削除前に、交換・削除対象の PCI Express カードを利用しているソフトウェアを停止するか、ソフトウェアの
操作対象外にしてください 

■ PCI Expressスロットのスロット番号の確認 

PCI Express カードを交換、増設および削除する場合には、OS経由でスロットの電源を操作する必要があります。まず、電源を操作する
カードの PCI Expressスロット実装位置から、スロット番号を以下の手順で求めます。 

1. PCI Expressカードの実装位置を特定します。 
「B.1  コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、交換する PCI Express カードの実装位置（ボード、スロット）を確認し
てください。 

2. 実装位置に対するスロット番号を求めます。 
「  
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D.2 PCI Expressスロット実装位置とスロット番号の対応」の表に照らし合わせ、確認した実装位置に割り当てられている、筐体内で一意
であるスロット番号を求めます。このスロット番号が、交換する PCI Expressカードのスロットを操作するための識別情報となります。 

■ PCI Expressスロットの電源状態の確認 

- Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されている場合 
OSのシェルで/opt/FJSVdr-util/sbin/dr stat pcie コマンドを実行します。 
PCI Expressスロットの電源状態の一覧が表示されますので、「■      PCI Expressスロットのスロット番号の確認」で確認したスロッ
ト番号のスロットの電源状態を確認します。pciexx と表示される xx部分がスロット番号です。 
例： 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr stat pcie 
pcie20: online 
pcie21: offline 
pcie22: empty 

- Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されていない場合 
「■      PCI Expressスロットのスロット番号の確認」で確認したスロット番号から、/sys/bus/pci/slots ディレクトリ配下に、そのスロッ
トの情報を参照・操作するためのディレクトリが存在することを確認します。以下の形式で表されるディレクトリパスの<スロット番号> 
の位置に「PCI Expressスロットのスロット番号の確認」で確認したスロット番号が表れているディレクトリが、操作対象のディレクト
リとなります。 

/sys/bus/pci/slots/<スロット番号> 

スロットの PCI Express カードが、有効であるか無効であるかは、このディレクトリ配下のファイル"power" の内容を表示して確認
します。 

# cat /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power 

「0」が表示されれば無効、「1」が表示されれば有効です。 

■ PCI Expressスロットの電源オン・オフ 

SLES 12/SLES15の版数によっては、対象のスロットにカードを挿入すると自動で電源がオンされます。「■ PCI Express スロットの電源
状態の確認」の手順により、電源状態を確認し、電源がオンされていた場合、以降の電源オンの操作は不要です。 
 

- 電源オンの方法： 
- Dynamic Reconfiguration utilityがパーティションに導入されている場合 

/opt/FJSVdr-util/sbin/dr add pcie<スロット番号> コマンドを実行すると、対象スロットの PCI Express カードが電源オン
状態となり、LEDが点灯します。  
例：スロット番号 20の PCI Expressスロットを電源オン状態にする場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr add pcie20 

- Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されていない場合 
対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル"power" に「1」を書き込むと、そのスロットの PCI Express カードが電源オ
ン状態となり、LEDが点灯します。  
例：スロット番号 20の PCI Expressスロットを電源オン状態にする場合 

# echo 1 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power 

この操作により、該当デバイスをシステムに導入できます。 

注意 
カードおよびドライバが正しく導入されたことを確認する必要があります。確認する手順は、導入するカードおよびドライバの仕様によ
り異なりますので、個別のマニュアルを参照してください。 

- 電源オフの方法: 
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- Dynamic Reconfiguration utilityがパーティションに導入されている場合  
/opt/FJSVdr-util/sbin/dr rm pcie<スロット番号> コマンドを実行すると、対象スロットの PCI Express カードが電源オフ状
態となり、LEDは消灯します。  
例：スロット番号 20の PCI Expressスロットを電源オフ状態にする場合  

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr rm pcie20 

- Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されていない場合  
対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル"power" に「0」を書き込むと、そのスロットの PCI Express カードが電源オ
フ状態となり、LEDは消灯します。  
例：スロット番号 20の PCI Expressスロットを電源オフ状態にする場合 

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power 

この操作により、該当デバイスをシステムから取り外せます。 

■ Maintenance Wizard による PCI Expressカードの活性交換手順【担当保守員作業】 

Maintenance Wizard を利用して PCI Expressカード(PCIC)の活性交換する作業手順を説明します。なお、 本作業は主に担当保守
員が実施します。 

1. MMB Web-UI から[Maintenance Wizard] メニューを起動し、[Maintenance Wizard] 画面を表示させます。 
2. [Replace Unit] ラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 

 

3. [PCI_Box(PCIC)] ラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 

 



第 5章 SUSE Linux Enterprise Server 12以降における活性保守およびパーティション停止保守 
  

 

248 CA92344-1656-30 

 

4. 該当 PCI_Box番号のラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 
例では PCI_Box#0に搭載された PCIC#1の PCI Express カードを活性交換する手順となります。 

 

5. 該当 PCIC番号のラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 

 

6. [Hot Partition Maintenance (Target unit in a running partition.)] ラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 

 

7. 保守モードが設定(インフォメーション領域：グレー表示)され、該当 PCICの交換指示が表示されます。 
本画面が表示された状態のまま、該当 PCICに接続されているすべてのケーブル(LAN/FCケーブル等)を取り外し、該当 PCICを交換
してください。 
 
「B.1  コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、交換する PCI カードの実装位置(ボード、 スロット) を確認してくださ
い。 
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注意 

PCICを交換する前に[Next] ボタンをクリックしないでください。 

8. 該当 PCICを交換し、LANケーブル以外のケーブルを取り付けます。 
9. 該当 PCICの交換し、該当 PCICスロット電源オン後に[Next] ボタンをクリックします。 

PCICスロットの電源オンについては、「5.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■      PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を
参照してください。なお、該当 PCICスロットの電源オン作業についてはシステム管理者が実施します。 

 

注意 

該当 PCICスロットの電源オン作業についてはシステム管理者が実施してください。 

10.  ステータス更新画面が表示されます。 

 

11.  交換した該当 PCICの状態を確認後に[Next] ボタンをクリックします。 
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12.  保守モードが解除されていることを確認し(インフォメーション領域：グレー表示なし)、 [OK] ボタンをクリックします。 

 

■ PCI Expressカードを利用するソフトウェアの事後対処 

PCI Express カードの交換後、必要に応じて、PCI Express カードの交換前に停止したソフトウェアを再開するか、ソフトウェアの操作対象
として組み込んでください。 

5.7.3  FC（Fibre Channel）カードの交換手順 
FC（Fibre Channel）カードの交換手順を説明します。 

注意 

- SANブートに使用している FC カードは、ホットプラグに対応していません。 
- sadumpのダンプデバイスに使用される FC カードを活性交換することはできるが、FC カードを交換した後、システム停止状態で

の HBA UEFI／拡張 BIOSを再設定するまでは、sadumpのダンプの採取に失敗します。 
- 周辺機器内の構成変更（SANディスク装置の UNIT増設、削除など）については、ここでは扱いません。 
- FC カードを活性交換することにより全パスが見えなくなるディスクをマウントしている場合は、そのディスクをアンマウントしてから PCI

ホットプラグを実行します。 

■ FCカードの交換手順 

周辺装置はそのままで、故障した FC カードだけを交換する手順を説明します。 

1. 必要な前処理を行います。【システム管理者作業】 
アプリケーションを停止するなどの方法で、当該 FC カードへのアクセスを停止します。 

2. PCI Expressスロットのスロット番号を確認します。【システム管理者作業】 
「5.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■PCI Expressスロットのスロット番号の確認」 を参照してください。 

3. PCI Expressスロットの電源をオフします。【システム管理者作業】 
「5.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照してください。 
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4. 目的のカードを MMB Maintenance Wizardを使用して実際に交換します。【担当保守員作業】 
交換手順について詳しくは「5.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■      Maintenance Wizardによる PCI Expressカード
の活性交換手順」の 1～7を参照してください。 

5. 周辺装置のマニュアルに従って再設定を行います。【システム管理者作業】 
例として、ストレージ装置に ETERNUSを用い、かつホストアフィニティ機能（サーバ機ごとのアクセス可否の設定）を用いている場合
は、FC カードの交換にともない、設定の変更が必要となります。 

6. PCI Expressスロットに電源をオンします。【システム管理者作業】 
「5.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照してください。 

7. MMB Maintenance Wizardを使用して、交換した FCカードに異常がないか確認します。【担当保守員作業】 
確認手順については詳しくは「5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」の「■      Maintenance  Wizardによる PCI Expressカ
ードの活性交換手順の手順」の 8～11を参照してください。 

8. ファームウェアを確認します。【システム管理者作業】 
FC カードは、運用されていたファームウェア版数に合わせる必要があります。 交換部品のファームウェア版数が、交換前の FC カードの
ファームウェア版数（現行ファームウェア版数）と一致する場合、ファームウェア更新の必要はありません。 交換部品のファームウェア版
数が、現行ファームウェア版数と不一致する場合、現行ファームウェア版数へ交換部品のファームウェア版数を合わせる必要があります。 
 
ファームウェア確認・更新手順については、以下の URLから、該当のファイバーチャネルカードに対応する活性保守交換後の
Firmwareアップデート手順書とモジュールを入手し、インストールしてください。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html 

備考 

FC カードのファームウェアを更新したときに、システムのリブートを要求された場合は、以下の「PCI Express カードの電源 Off/On」処
理を行ってください。 
対象カードの電源を Off/Onすることにより（つまり、対象カードを再起動することにより）、ファームウェアが Activate されます。注意： 
- 対象カードの再起動が行われ、ファームウェアが Activate されれば、システムのリブートを行う必要はありません。 
- 以下の PCI Express カードの電源 Off/On手順中、物理的に PCI Express カードの挿抜を行う必要はありません。 
 
PCI Express カードの電源の Off/On 
1. 対象 FC カードに関連するアプリケーションを停止します。【システム管理者作業】 

「5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」「■ PCI Express カードを利用しているソフトウェアへの事前対処」を参照して、
対象 FC カードに関連するアプリケーションを停止してください。 

2. 対象 FC カードのスロットの電源を Off します。【システム管理者作業】 
「5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」「■ PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照して、対象 FC カードのスロッ
トの電源を Off してください。【システム管理者作業】 
「5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」「■ PCI Expressスロットのスロット番号の確認」で特定した対象 FC カードの
物理位置(PCI-Box番号、スロット番号)を指定してください。 

3. 対象 FC カードのスロットの電源を On します。【システム管理者作業】 
「5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」「■ PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照して、対象 FC カードのスロッ
トの電源を On してください。 

4. 対象 FC カードに関連するアプリケーションを起動します。【システム管理者作業】 
「5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」「■ PCI Express カードを利用するソフトウェアの事後対処」を参照して、対象
FC カードに関連するアプリケーションを起動してください。 

5. 対象 FC カードのファームウェアを確認します。【担当保守員作業】 

9. 組込み結果を確認します。 
確認方法について詳しくは「FC カードの組込み結果の確認方法」で説明します。 必要に応じて、アプリケーションを再起動するなどの方
法で当該 FC カードの使用を再開します。 

10.  必要な後処理を行います。 
手順 1でその他アプリケーションを停止した場合は、必要であればここで再開してください。 

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html
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■ FCカードの組込み結果の確認方法 

FC カードや対応するドライバの組込み結果を次のように確認し、必要な対処を行ってください。 ログを確認します。以下は、FC カードのホッ
トプラグの実施例です。 
/var/log/messages中に、FC カードを搭載した PCI Expressスロットを有効にした時刻以降のログ出力として、以下のような FC カード
組込みのメッセージとデバイス発見のメッセージが表示されていれば成功です。 

scsi10:Emulex LPe1250-F8 8Gb PCIe Fibre Channel ¥ 
       Adapter on PCI bus 0f device 08 irq 59   ...(*1) 
       lpfc 0000:0d:00.0:0:1303 Link Up Event x1 received ¥ 
       Data: x1 x0 x10 x0 x0 x0 0   ...(*2) 
       scsi 2:0:0:0: Direct-Access     FUJITSU E4000 ¥ 
         0000 PQ: 1 ANSI: 5   ...(*3) 

行末の¥は、改行しないことを表します。 
（*1）のようなメッセージだけが表示されて次の行が表示されない場合、または（*1）のメッセージも表示されない場合、FC カードの交換
そのものに失敗しています（後述の注意事項も参照してください）。 
この場合、いったんスロットの電源をオフし、以下の点を再確認してください。 

- FC カードが正しく PCI Expressスロットに挿入されているか 
- ラッチが正しくセットされているか 

問題を取り除いて、再度電源をオンし、ログを確認します。 
（*1）のメッセージは出力されるが、（*2）のような FC リンクアップのメッセージが出力されない場合、FCケーブル抜けもしくは FC経路が
正しく確立できていない可能性があります。いったんスロットの電源をオフし、以下の点を再確認してください。 

- FC ドライバの設定を確認します。 
FC ドライバ（lpfc）のドライバオプションが記載された定義ファイルは以下のコマンドで特定します。 
例：/etc/modprobe.d/lpfc.conf ファイルに記述されている場合 

# grep –l lpfc /etc/modprobe.d/* 
/etc/modprobe.d/lpfc.conf 

- FCケーブルの接続状況を確認します。 
- ストレージの FC設定を確認します。 

実際の接続形態（Fabric接続または Arbitrated Loop接続）に一致する設定がなされているか、確認してください。（*1）お
よび（*2）のメッセージは出力されたが、（*3）のようなメッセージが出力されない場合、ストレージが見つかっていません。以下の
点を再確認してください。これらはカード側の問題ではないので、スロットの電源をオフして作業する必要はありません。 

- FC-Switchのゾーニングの設定 
- ストレージのゾーニングの設定 
- ストレージの LUN Mappingの設定 

さらに、LUN0から正しく見えるようになっているかを確認してください。 
問題を取り除いたら、次の手順で確認とシステムへの認識を行います。 

1. （*1）のメッセージから組み込んだ FCカードのホスト番号を調べます。 
（*1）のメッセージ中で scsixx（xxは数値）となっている部分の xxがホスト番号になります。上記の例では、ホスト番号は 10 となり
ます。 

2. 以下のコマンドを実行し、デバイスのスキャンを行います。 

# echo "-" "-" "-" > /sys/class/scsi_host/hostxx/scan 
(#はコマンドプロンプト) 
 
(hostxxの xxには、手順 1で求めたホスト番号が入ります。) 

上記の例では、以下のコマンドを実行することになります。 

# echo "-" "-" "-" > /sys/class/scsi_host/host10/scan 
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3. （*3）のようなメッセージが/var/log/messagesに出力されたことを確認します。 
このメッセージが表示されない場合には、再度設定を確認してください。 

注意 

SLESの特定のリリースでは、FC カードの組込みを確認する（*1）のようなメッセージが、カード名の情報が欠落した以下の書式で出
力される場合があります。 

scsi10 : on PCI bus 0f device 08 irq 59 

a. ホスト番号を確認します。 
メッセージの中で scsixx（xxは数値）となっている部分の xxがホスト番号になります。上記の例ではホスト番号は 10 となりま
す。 

b. ホスト番号をもとに、以下のファイルの有無を確認します。 

/sys/class/scsi_host/hostxx/modeldesc 
(hostxxの xxには手順 aで求めたホスト番号が入ります。) 

ファイルが存在しない場合は、FC カードが出力したメッセージではないと判定されます。 

c. ファイルが存在した場合、以下の操作でファイルの内容を確認します。 

# cat /sys/class/scsi_host/hostxx/modeldesc 
Emulex LPe1250-F8 8Gb  PCIe Fibre Channel Adapter 
 
(hostxxの xxには手順 aで求めたホスト番号が入ります。) 

上記のように出力された場合、当該メッセージは FC カードの組込みによって出力されたものと判定されます。 

5.7.4  NIC（Network Interface Card）の交換手順 
NICのホットプラグによる交換を行う場合、PCI Express カード共通の交換手順に加え、PCI Expressスロットの電源オフ・オンの前後に、固
有の処理が必要となります。また、1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用に加え、複数の NICを束ねて 1つのインターフェ
ースを構成している場合（bonding構成）の手順についても説明します。ここでの説明は、NICの制御を Networkサービスで行うことを前
提にしています。NetworkManagerを使う手順については、言及しておりません。 
SLES12/SLES15では、NICに与えられる名前の形式が、NICの実装位置により異なりますが、ここでは伝統的な ethX を用いて説明し
ます。適宜、実際の NICの名前と読み替えてください。 

図 5.2単独インターフェースと bonding構成インターフェース 

 

■ NICの交換手順 

NICの交換手順を説明します。 

注意 

- 複数枚の NICを交換する場合は、必ず 1枚ずつ交換します。複数枚同時に交換すると、設定が正しく行えない場合がありま
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す。 
- bondingデバイスを導入したシステムで活性交換を行う場合は、交換対象 NICが bondingデバイスの構成インターフェースであ

るなしにかかわらず、すべてのインターフェース設定ファイル（/etc/sysconfig/network/ifcfg-eth*ファイル、
/etc/sysconfig/network/ifcfg-bond*ファイル）で ONBOOT=YES とするシステム設計を行います。 
ここで、未使用インターフェースに対して、IPアドレスを付与する必要はありません。この措置は、 交換対象 NICのデバイス名が活
性交換前後で変わらないようにするためのものです。仮に ONBOOT= NOが混在した場合、ここで説明する手順が正しく動作し
ないことがあります。 

1. インターフェースが搭載されている PCI Expressスロットのスロット番号を確認します。 設定ファイルの情報と OSが持っている情報を用
いて、インターフェースの搭載位置を確認します。 
まず、交換対象となるインターフェースが搭載されている PCI Expressスロットの、バスアドレスを確認します。 
 
例：eth0 インターフェースの場合 

# ls -l /sys/class/net/eth0/device 
lrwxrwxrwx 1 root root 0 Sep 29 10:17 /sys/class/net/eth0/device 
->../../../0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:01.0 

出力された結果のシンボリックリンク先ファイルにおいて、ディレクトリパスを除いた、ファイル名に相当する部分を確認します。このうち、下
線で示された部分がバスアドレスになります（例では"0000:0b:01"）。 

注意 

ここで得られたバスアドレスは、手順 2.および手順 11.で使用します。バスアドレスを記録して、後ほど参照できるようにしてください。 
 
次に、このバスアドレスに対する PCI Expressスロット番号を確認します。 

# grep -il 0000:0b:01  /sys/bus/pci/slots/*/address 
/sys/bus/pci/slots/20/address 

ここで出力されるファイルパスを以下のように読み取り、PCI Expressスロット番号が確認できます。 

/sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/address 

注意 

上記のファイルパスが出力されなかった場合は、PCI Expressスロットに実装された NICではないことを意味します。また、ここで確認し
た PCI Expressスロット番号をもとに、「  
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D.2 PCI Expressスロット実装位置とスロット番号の対応」を参照して実装位置を確認し、さらに「B.1  コンポーネントの
物理実装位置」を参照して、PCI Expressスロット番号に対応する物理実装位置を特定してください。操作対象 NICの実装位置と
一致していることが確認されます。 

2. 同一 NIC上のインターフェースの情報を収集します。 
1つの NICが複数インターフェースを有している場合は、交換対象となる NIC上のすべてのインターフェースを、手順 4.で非活性化する
必要があります。以下の手順を用いて、手順 1.で調べたバスアドレスと同じバスアドレスを持つインターフェースを確認し、インターフェース
名／ハードウェアアドレス／バスアドレスの情報を表にまとめます。 

注意 

1つの NICが 1つのインターフェースしか有していない場合も含め、以下の情報収集は実施してください。 
- バスアドレスとインターフェース名の対応確認以下のコマンドを実行し、バスアドレスとインターフェース名の対応を確認します。 

例：バスアドレスが"0000:0b:01" の場合 

# ls -l /sys/class/net/*/device | grep "0000:0b:01" 
lrwxrwxrwx  1  root root 0 Sep 29 10:17 /sys/class/net/eth0/device 
->../../../0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:01.0 
lrwxrwxrwx 1 root root 0 Sep 29 10:17 /sys/class/net/eth1/device 
->../../../0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:01.1 

上記の出力例からは、バスアドレスとインターフェース名の対応は以下のようになります。 

表 5.6バスアドレスとインターフェース名の対応 

インターフェース名 ハードウェアアドレス バスアドレス スロット番号 
eth0  0000:0b:01.0 20 
eth1  0000:0b:01.1 20 
...  ... ... 

注意 

表に記載するバスアドレスは、ファンクション番号（ピリオド以降の番号）も含めて記載してください。 

 
- インターフェース名とハードウェアアドレスの対応確認以下のコマンドを実行し、インターフェース名とハードウェアアドレスの対応を確

認します。 

 

例：eth0 インターフェースの場合 

# cat /sys/class/net/eth0/address 
00:0e:0c:70:c3:38 

例：eth0の場合（bonding インターフェースの場合） 
bondingの slave インターフェースの場合は、bonding ドライバにより値が書き換えられているため、 以下のコマンドを実行してハ
ードウェアアドレスを確認します。 

# cat /proc/net/bonding/bondY 
  
Ethernet Channel Bonding Driver ......... 
. 
. 
Slave interface:  eth0 
. 
Permanent HW addr: 00:0e:0c:70:c3:38 
. 
. 
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ただしこの方法は、bondingデバイスが活性化済みの場合の方法です。bondingデバイスが非活性の場合や、slaveが未組込
みの場合は、単独インターフェースの場合と同じ方法を使ってください。 

 

また、インターフェース名とハードウェアアドレスの対応は、システムによって自動的に、udev機能のルールファイル
/etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rulesに登録されています。 以下のコマンドを実行し、ATTR{address} の項目と
NAMEの項目が上記出力と同じ対応で定義されていることを確認してください。 

 

例：eth0 インターフェースの場合 

grep eth0 /etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rules 
 
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*", \ 
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:38", ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth0" 

行末の\は、改行しないことを表します。 

/etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rulesの記述は、インターフェースが bondingに組み込まれているか否かには関係なく、
常に正しいハードウェアアドレスが得られます。他のインターフェースについても同様のコマンド操作を実施し、ハードウェアアドレスを
確認します。 以下は表への記載例です。 

表 5.7ハードウェアアドレスの記載例 

インターフェース名 ハードウェアアドレス バスアドレス スロット番号 
eth0 00:0e:0c:70:c3:38 0000:0b:01.0 20 
eth1 00:0e:0c:70:c3:39 0000:0b:01.1 20 
... ... ... ... 
上記手順で作成した対応表は手順 12.で使用します。後ほど参照できるようにしてください。 

注意 

装置故障による交換の場合、故障の状態によってはインターフェースとハードウェアアドレス・バスアドレス・スロット番号の対応表の情報
が取得できないことがあります。システム導入時にすべてのインターフェースに対して、インターフェースとハードウェアアドレス・バスアドレス・
スロット番号の対応表をあらかじめ作成しておくことを強く推奨します。 

3. NIC交換前に必要な、上位アプリケーションの処理を行います。  
手順 2.で確認したインターフェースを利用しているアプリケーションを、停止または利用対象から除外するよう設定を変更し、インターフェ
ースへのアクセスを停止します。 

4. NICを非活性化します。 
以下のコマンドを実行し、手順 2で確認したすべてのインターフェースを非活性化してください。使用するコマンドは、対象のインターフェー
スが単独のインターフェースか、bondingデバイスの SLAVEインターフェースであるかによって異なります。 
 
単独インターフェースの場合： 

# /sbin/ifdown ethX 

単独インターフェースが VLANデバイスを従えている場合、VLAN インターフェースも削除する必要があります。以下のように操作
をしてください（実インターフェースの非活性化の前に行ってください）。 

# /sbin/ifdown ethX.Y 

bondingデバイスの SLAVE インターフェースの場合： 

bondingデバイスを mode1で運用している場合は、安全のため、以下の手順で交換対象の SLAVEを運用から外してくださ
い。他の modeの場合は、すぐに取り外しの手順を行って問題ありません。 交換対象である SLAVE インターフェースが、現在
通信に用いられているインターフェースか否かを確認します。まず、現在通信に用いられているインターフェースを、以下のコマンドを
実行して確認します。 
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# cat /sys/class/net/bondY/bonding/active_slave 

表示されたインターフェース名が、交換対象の SLAVE インターフェースと一致した場合は、以下のコマンドを実行して、現在の通
信を他の SLAVE インターフェースに切り替えます。 

# /sbin/ifenslave -c bondY ethZ 
（ethZ：bondYを構成する、活性交換を行わないインターフェース） 

最後に、交換対象の SLAVE インターフェースを bonding構成から取り外します。インターフェースは取り外しと同時に自動的に
未使用の状態になります。 

# /sbin/ifenslave -d bondY ethX 

5. PCI Expressスロットの電源をオフします。 

- Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されている場合 
/opt/FJSVdr-util/sbin/dr rm pcie<スロット番号> コマンドを実行します。そのスロットの PCI Express カードは無効化され、抜い
てよい状態になります。LEDは消灯します。 インターフェース（ethX）が削除されます。 
 
例：スロット番号 20の PCI Expressスロットを電源オフ状態にする場合 

# /opt/FJSVdr-util/sbin/dr rm pcie20 

- Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されていない場合 
/sys/bus/pci/slotsディレクトリ配下に、対象スロットの情報を参照・操作するためのディレクトリが存在することを確認します。以下
の形式で表されるディレクトリパスの<スロット番号> の位置に手順 2.で確認したスロット番号が表れているディレクトリが、操作対
象のディレクトリとなります。 

/sys/bus/pci/slots/<スロット番号> 

対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル"power" に「0」を書き込むと、そのスロットの PCI Express カードは無効化さ
れ、抜いてよい状態になります。LEDは消灯します。またこれにともない、インターフェース（ethX）が削除されます。 

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power 

6. インターフェース設定ファイルを退避します。 
以下のコマンドを実行し、手順 2で確認したすべてのインターフェースの設定ファイルを退避してください。設定スクリプトと udevdが
/etc/sysconfig/network配下のファイルの内容を参照する場合があるので、参照対象とならないよう、退避ディレクトリを作成して退避
します。 

# cd /etc/sysconfig/network 
# mkdir temp 
# mv ifcfg-ethX temp 
[bonding構成の場合は以下も実行] 
# mv ifcfg-bondX temp 

7. NICをMMB Maintenance Wizardを使用して実際に交換します。【担当保守員作業】 
交換手順について詳しくは「5.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■ Maintenance Wizardによる PCI Expressカードの
活性交換手順」の 1～7を参照してください。 

8. udev機能のルールファイルから、交換前の NICに関連するエントリーを削除します。 
udev機能のルールファイル/etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rulesの各エントリーは、新しい NICを検出した際に自動的に追加
されますが、NICを削除しても自動削除されません。削除された NICのエントリーをそのまま残した場合、以下の影響が出ます。 

- 削除された NICのエントリーに定義されているインターフェース名が、交換・増設された NICに対して割り当てられません。 
そのため以下の手順で、削除した NICのエントリーを udev機能のルールファイルから削除またはコメントアウトします。 

a. 手順 2で作成した表にある、インターフェース名とハードウェアアドレスの対応を確認します。 
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b. udev機能のルールファイル/etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rules を編集し、上記の手順 aで確認したすべての
インターフェース名とハードウェアアドレスのエントリー行を、削除またはコメントアウトします。 

以下に、udev機能のルールファイルの編集例を示します。 

例：ファイルの編集前の記述 

# PCI device 0x****:0x**** (e1000) 
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*", \ 
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:38", ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth0" 

 
# PCI device  0x****:0x**** (e1000) 
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*",  \ 
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:39", ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth1" 

   ： 
   ： 

行末の\は、改行しないことを表します。 

 

例：ファイルの編集後の記述（eth0は削除、eth1はコメントアウトした例） 

# PCI device 0x****:0x**** (e1000) 
# SUBSYSTEM=="net",  ACTION=="add", DRIVERS=="?*",  \ 
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:39", ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth1" 
 ： 
 ： 

この編集作業を、手順 1で作成した表にある、すべてのインターフェースに対して実施してください。 

9. 編集した ruleを udevに反映します。 
udevdは起動時にルールファイルに記述された ruleを読み込むとメモリに保持するため、ルールファイルの変更のみでは、rule として反映
されません。よって、新しい ruleを udevに反映します。 

# udevadm control --reload-rules 

 
10.  PCI Expressスロットに電源をオンします。 

「5.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照してください。 
11.  MMB Maintenance Wizardを使用して、交換した FCカードに異常がないか確認します。【担当保守員作業】 

確認手順については詳しくは「5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」の「■ Maintenance Wizardによる PCI Expressカー
ドの活性交換手順の手順」の 8～12を参照してください。 

12.  交換した NIC上のインターフェースに関する情報を収集します。 電源のオンにより、交換した NICに対してインターフェース（ethX）が
作成されます。手順 1で調べたバスアドレスを用いて、交換後の NICに対して作成されたインターフェースのインターフェース名／ハードウ
ェアアドレス／バスアドレスの情報を、手順 2 と同じ手順を実施して、以下のように表にまとめます。 

表 5.8 NICのインターフェース情報の例（交換後） 

インターフェース名 ハードウェアアドレス バスアドレス スロット番号 
eth1 00:0e:0c:70:c3:40 0000:0b:01.0 20 
eth0 00:0e:0c:70:c3:41 0000:0b:01.1 20 
... ...   

 
バスアドレスに対して、新たなハードウェアアドレスが定義されていることを確認してください。また、NIC交換前に利用していたインターフェ
ース名が再割り当てされていることを確認してください。 
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注意 

バスアドレスとインターフェース名の対応が、NIC交換前とは異なる場合があります。手順 15で対応しますので、そのまま作業を進めてく
ださい。 

13.  新たに作成されたインターフェースを非活性化します。 交換した NICに対して作成されたインターフェースは、PCI Expressスロットの電
源オンにより活性化している場合があります。この場合、インターフェース設定ファイルの変更を実施する前に、非活性状態にする必要が
あります。 
手順 10.で確認したすべてのインターフェース名に対して、以下のコマンドを実行してください。 
 
例：eth0の場合 

# /sbin/ifconfig eth0 down 

14.  NIC交換前後のインターフェース名の対応を確認します。 
手順 2 と手順 10で作成した、NIC交換前後のインターフェース情報の表をもとに、以下の手順で、新たなインターフェース名と交換前
のインターフェース名の対応を確認してください。 

a. 手順 2で作成した表の各行において、バスアドレスとインターフェース名の対応を確認します。  
b. 手順 10で作成した表において、同じくバスアドレスとインターフェース名の対応を確認します。  
c. NIC交換前後で、同じバスアドレスを持つインターフェース名を対応させます。 
d. 手順 10で作成した表に、NIC交換前後のインターフェース名の対応を記入します。 

表 5.9 NICのインターフェース名対応の記入例（交換前後） 

インターフェース名交換後 
（→交換前） 

ハードウェアアドレス バスアドレス スロット番号 

eth1（→eth0） 00:0e:0c:70:c3:40 0000:0b:01.0 20 

eth0（→eth1） 00:0e:0c:70:c3:41 0000:0b:01.1 20 

... ... ... ... 

15.  NIC交換前後でインターフェース名の入れ替わりが発生している場合、以下の手順で、バスアドレスとインターフェース名の対応を、NIC
交換前と同一にします。 

注意 

NIC交換前後で、インターフェース名が一致している場合は、手順 16に進んでください。 

a. 再度、PCI Expressスロットの電源をオフします。 
手順 5で実施した PCI Expressスロットの電源オフ処理を、再度実施してください。 

b. udev機能のルールファイル/etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rulesのエントリーのうち、インターフェー名が NIC交換前後で
異なっているエントリーのインターフェース名を、NIC交換前のインターフェース名に修正します。 
 
例：ファイルの編集前の記述 

# PCI device 0x****:0x**** (e1000) 
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*", \ 
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:40", ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth1" 

 
# PCI device 0x****:0x**** (e1000) 
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*",  \ 
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:41", ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth0" 

   ： 
   ： 

行末の\は、改行しないことを表します。 
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例：ファイルの編集後の記述（交換後の eth1を、交換前の名前 eth0に修正） 

# PCI device 0x****:0x**** (e1000) 
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*", \ 
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:40", ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth0" 

 
# PCI device 0x****:0x**** (e1000) 
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*",  \ 
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:41", ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth1" 

   ： 
   ： 

行末の\は、改行しないことを表します。 

c. 編集した ruleを再度反映します。 手順 9.で実施した rule反映処理を、再度実施してください。 

# udevadm control --reload-rules 

d. PCI Expressスロットの電源をオンします。 
手順 10で実施した PCI Expressスロットの電源オン処理を、再度実施してください。 
この PCI Expressスロットの電源オンによって、交換した NICに対して作成されたインターフェースが活性化する場合があります。
この段階では、交換した NIC上のインターフェースは非活性状態で作業を進めるため、 
再度、手順 13の操作を実施してください。 

e. NIC上のインターフェースの情報を、再度収集し、表を作成します。 手順 2 と同じ手順を実施し、手順 14で NIC交換前後の
インターフェースの対応を記した表のインターフェース名の情報を更新します。 
注意 
インターフェース名が、NIC交換前のインターフェース名に設定されていることを確認してください。 

表 5.10 インターフェース名の確認 

インターフェース名 ハードウェアアドレス バスアドレス スロット番号 
eth0 00:0e:0c:70:c3:40 0000:0b:01.0 20 
eth1 00:0e:0c:70:c3:41 0000:0b:01.1 20 
... ... ... ... 

 

16. 退避したインターフェース設定ファイルを編集します。 
新しいハードウェアアドレスに書き換えます。"HWADDR" には、「表 5.9 NICのインターフェース名対応の記入例（交換前後）」に記載
されている、交換した NICのハードウェアアドレスを設定してください。bondingの slaveの場合も、ファイルの内容は一部異なりますが、
設定する行は同じです。 

例) 
DEVICE=eth0 
NM_CONTROLLED=no 
BOOTPROTO=static 
HWADDR=00:0E:0C:70:C3:40 
BROADCAST=192.168.16.255 
IPADDR=192.168.16.1 
NETMASK=255.255.255.0 
NETWORK=192.168.16.0 
ONBOOT=yes 
TYPE=Ethernet 
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この編集を、退避したすべてのインターフェースに対して実施してください。 

17. 退避したインターフェース設定ファイルを元に戻します。 
以下のコマンドを実行し、退避ディレクトリに退避したインターフェース設定ファイルを元に戻します。 

# cd /etc/sysconfig/network/temp 
# mv ifcfg-ethX .. 
[bonding構成の場合は以下も実行] 
# mv ifcfg-bondX .. 

 
18. 交換したインターフェースを活性化します。 

単独インターフェースの場合と、bonding配下の SLAVEの場合とでは方法が異なります。 単独インターフェースの場合： 以下のコマン
ドを実行して、インターフェースを活性化します。必要なインターフェースをすべて活性化してください。 

# /sbin/ifup ethX 

さらに、単独インターフェースが VLANデバイスを従えている場合で、一時的に VLAN インターフェースを削除した場合は、復旧を行いま
す。優先度オプションを変更していた場合などでは、それらも再設定します。 

# /sbin/ifup ethX.Y 
(さらに、必要であれば VLANの option設定のためのコマンドを入力します。) 

bonding配下の SLAVEの場合： 

以下のコマンドを実行して、既存の bonding構成に組み込みます。必要な SLAVE インターフェースをすべて組み込んでくださ
い。 

# /sbin/ifenslave bondY ethX 

VLANは bondingデバイス上に作成されているので、VLAN関連の作業は、通常必要ありません。 

19. 該当 PCICに接続されていた、すべての LANケーブルを取り付けます。【保守員作業】 
20. インターフェース設定ファイルを退避したディレクトリを削除します。  

交換対象インターフェースのすべてが交換を完了した後、以下のコマンドを実行し、手順 6で作成した退避ディレクトリを削除します。 

# rmdir /etc/sysconfig/network/temp 

21. NIC交換後に必要な、上位アプリケーションの処理を行います。 
手順 3で実施した上位アプリケーションの対処に対して、必要な後処理を行います（アプリケーションの起動、設定変更の復旧など）。 

5.7.5  iSCSI（NIC）の活性交換 
iSCSI接続に利用している NICを活性交換する場合は、以下の手順に従います。 

- 5.7.1 PCI Express カードすべてに共通する交換手順の概要 
- 5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細 
- 5.7.4 NIC（Network Interface Card）の交換手順 

手順の補足説明について説明します。 

■ iSCSI（NIC）活性交換の前提条件 

iSCSI（NIC）を活性交換する場合の、前提条件は以下のとおりです。 
- ストレージ接続に関しては DM-MP（Device-Mapper Multipath）または ETERNUSマルチドライバ（EMPD）を利用し、マ

ルチパス形態で動作している場合。 
- 複数の iSCSI カードを交換する場合、１枚ずつ作業を実施すること。 
- 1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用である場合。 



第 5章 SUSE Linux Enterprise Server 12以降における活性保守およびパーティション停止保守 
  

 

262 CA92344-1656-30 

図 5.3単独インターフェースの例 

 

■ NIC交換前に実施する作業 

iSCSI（NIC）活性交換の場合、「5.7.4 NIC（Network Interface Card）の交換手順」の「■NICの交換手順」の手順 3に以下の作
業が必要です。 

1. iSCSIの利用を停止させるために、以下を実施します。 

a. DM-MPまたは EMPDにより、現時点でのパスの状態を確認しておきます。 
b. iscsiadm コマンドにより、交換する iSCSI カード(NIC)を経由するパス（iqn）を logout し、セッションを切断します。 

表示例 
［実施前のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m  session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage-system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 
tcp: [2] 192.168.2.66:3260,3 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage-system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 
［交換する NICを経由するパスを logout します］ 
# /sbin/iscsiadm -m node -T iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- 
system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 -p 192.168.2.66:3260 --logout 

c. iscsiadm コマンドにより、対象のセッションが切断されていることを確認します。 

表示例 
［実施後のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 

d. DM-MP（*1）または ETERNUSマルチドライバ（*2）により、実施後のパスの状態を確認します。 

*1: DM-MPの利用パスが切断されていることを確認します。以下にパスの状態変化の表示例を示します。 

表示例(DM-MPの表示例) 
［実施前］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin  0  [prio=2][active] 
\_ 3:0:0:0 sdb 8:16  [active][ready] 
\_ 4:0:0:0 sdc 8:32  [active][ready] 
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［実施後］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin 0 [prio=1][enabled] 
\_ 3:0:0:0 sdb 8:16  [active][ready] 

*2: ETERNUSマルチパスドライバ（Linux版）ユーザーズガイドを参照してください。 

■ NIC交換後に実施する作業 

「5.7.4 NIC（Network Interface Card）の交換手順」の「■NICの交換手順」の手順 19に以下の作業が必要です。 

1. iSCSIの利用を再開させるために、以下を実施します。 

a. DM-MPまたは EMPDにより、現時点でのパスの状態を確認しておきます。 
b. iscsiadm コマンドにより、交換した iSCSI カード(NIC)を経由するパス（iqn）を login し、セッションを接続します。 

表示例 
［実施前のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 
［交換する NICを経由するパスに login します］ 
# /sbin/iscsiadm -m node -T iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- 
system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 -p 192.168.2.66:3260 – login 

c. iscsiadm コマンドにより、対象のセッションが接続されていることを確認します。 

表示例 
［実施後のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 
tcp: [3] 192.168.2.66:3260,3 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 

d. DM-MP(*3)または EMPD(*4)により、実施後のパスの状態を確認します。 

*3: DM-MPの利用 

パスが接続されていることを確認します。以下にパスの状態変化の表示例を示します。 

表示例(DM-MPの表示例) 
［実施前］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin 0 [prio=1][active] 
\_ 3:0:0:0 sdb   8:16  [active][ready] 

 

［実施後］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin  0 [prio=2][enabled] 
\_ 3:0:0:0 sdb   8:16  [active][ready] 
\_ 5:0:0:0 sdc   8:32  [active][ready] 
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*4: ETERNUSマルチパスドライバ（Linux版）ユーザーズガイドを参照してください。 
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5.8  PCI Expressカードの活性増設 
ここでは、PCIホットプラグ機能を用いた PCI Expressカードの増設手順を説明します。 
PCI Express カードすべてに共通な部分と、特定のカードの機能や使用するドライバによって手順が追加される部分があります。よって、すべ
てのカードに必要な操作（電源操作など）と、特定の種類のカードに固有の操作が必要となる場合の両方の説明を行います。本章で説
明しないカードの増設に関しては、個々の製品マニュアルを参照して作業してください。 
 
PCI ホットプラグの方法は以下の 2通りあります： 

1. sysfs経由の操作方法(従来方法) 
2. DR コマンド方法 

DR コマンド方法は Dynamic Reconfiguration utilityを導入したパーティションで使用できます。Dynamic Reconfiguration utilityを導
入していないパーティションでは sysfs経由の操作方法を使用してください。Dynamic Reconfiguration utilityを導入したパーティションでも
sysfs経由の操作方法を使うことはできますが、誤操作防止のため DR コマンド方法を使うことを推奨しています。以降の説明では、DR コ
マンド方法を"Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されている場合"として記述し、sysfs経由の操作方法を
"Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されていない場合"として記述しています。 

注意 

IOUEに PCI Expressカードを活性増設する場合は、本節の手順とは異なります。「5.5 IOUEの活性増設」を参照してください。 

5.8.1  PCI Expressカードすべてに共通する増設手順 
PCI カードすべてに共通する増設手順は以下のとおりです。 

1. PCI Expressカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作 
2. PCI Expressスロットの電源オフの確認 
3. PCI Expressカードの増設の実施【担当保守員作業】 
4. PCI Expressスロットの電源オン 
5. PCI Expressカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作 

注意 

ここに記述する OS、サブシステムへの指示（コマンド、設定ファイルの編集）については、必ず各製品マニュアルを参照してコマンドのシンタッ
クスやシステムに与える影響を確認して作業を行ってください。 カード増設の際に必要となる、OS、サブシステムへの指示（コマンド、設定フ
ァイルの編集）と、実際のハードウェアの操作を以下に示します。増設手順 3の作業は主に担当保守員が実施します。 

5.8.2  PCI Expressカードの増設手順の詳細 
PCI Express カードの増設手順において実施が必要な手順を説明します。 

■ PCI Expressスロットのスロット番号の確認 

「5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」の「■     PCI Expressスロットのスロット番号の確認」 を参照してください。 

■ PCI Expressスロットの電源状態の確認 

「5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」の「■  PCI Expressスロットの電源状態の確認」を参照してください。 

■ PCI Expressスロットの電源オン・オフ 

「5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」の「■ PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照してください。 

■ Maintenance Wizard による PCI Expressカードの活性増設手順【担当保守員作業】 
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Maintenance Wizard を利用して PCI Expressカード(PCIC)の活性増設する作業手順を説明します。なお、 本作業は主に担当保守
員が実施します。 
1. MMB Web-UI から[Maintenance Wizard] メニューを起動し、[Maintenance Wizard] 画面を表示させます。 
2. [Replace Unit] ラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 

 

3. [PCI_Box(PCIC)] ラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 

 

4. 該当 PCI_Box番号のラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 
例では PCI_Box#0の PCIC#1に PCI Express カードを活性増設する手順となります。 
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5. 増設する該当 PCIC番号のラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 

 

6. [Hot Partition Maintenance (Target unit in a running partition.)] ラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 

 

7. 保守モードが設定(インフォメーション領域：グレー表示)され、該当 PCICの増設指示が表示されます。 
本画面が表示された状態のまま、該当 PCICを増設してください。「B.1  コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、増設す
る PCI カードの実装位置(ボード、 スロット) を確認してください。 

 

注意 

PCICを増設する前に[Next] ボタンをクリックしないでください。 
8. 該当 PCICを増設し、LANケーブル以外のケーブルを取り付けます。 

備考 

GLS構成で NIC切り替え方式の場合は、LANケーブルも取り付けます。 

9. 該当 PCICスロット電源オン後に[Next] ボタンをクリックします。 
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PCICスロットの電源オンについては、「5.8.2 PCI Express カードの増設手順の詳細」の「■PCI Expressスロットの電源オン」を参照し
てください。なお、該当 PCICスロットの電源オン作業についてはシステム管理者が実施します。 

 

注意 

該当 PCICスロットの電源オン作業についてはシステム管理者が実施してください。 
10.  ステータス更新画面が表示されます。 

 

11.  増設した該当 PCICの状態を確認後に[Next] ボタンをクリックします。 

 

12.  保守モードが解除されていることを確認し(インフォメーション領域：グレー表示なし)、 [OK] ボタンをクリックします。 



第 5章 SUSE Linux Enterprise Server 12以降における活性保守およびパーティション停止保守 
  

 

269 CA92344-1656-30 

 

5.8.3  FC（Fibre Channel）カードの増設手順 
FC（Fibre Channel）カードの増設手順を説明します。 

注意 

- SANブートに使用する FC カードは、ホットプラグに対応していません。 
- sadumpのダンプデバイスに使用される FC カードを活性追加することはできるが、FC カードを追加した後、システム停止状態で

の HBA UEFI／拡張 BIOSを設定するまでは、追加した FC カードでは sadump機能を使用してダンプ採取できません。 
- 周辺機器内の構成変更（SANディスク装置の UNIT増設、削除など）については、ここでは扱いません。 

■ FCカードの増設手順 

FC カードと周辺装置を新たに増設する場合の手順を説明します。 

1. PCI Expressスロットのスロット番号を以下の手順で確認します。 
「5.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■      PCI Expressスロットのスロット番号確認」 を参照してください。 

2. PCI Expressスロットの電源がオフされていることを確認します。 
「5.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■      PCI Expressスロットの電源状態の確認」を参照してください。 

3. 目的のカードを MMB Maintenance Wizardを使用して実際に増設します。【担当保守員作業】 
増設手順について詳しくは「5.8.2 PCI Express カードの増設手順の詳細」の「■      Maintenance Wizardによる PCI Expressカード
の活性増設手順」の 1～7を参照してください。 

4. 周辺装置のマニュアルに従って設定を行います。 
例として、ストレージ装置に ETERNUSを用い、かつホストアフィニティ機能（サーバ機ごとのアクセス可否の設定）を用いている場合
は、FC カードの増設にともない、設定の追加が必要となります。 

5. FC カードケーブルを接続します。 
6. PCI Expressスロットに電源をオンします。 

「5.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■      PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照してください。 
7. MMB Maintenance Wizardを使用して、増設した FCカードに異常がないか確認します。【担当保守員作業】 

確認手順については詳しくは「5.8.2 PCI Express カードの増設手順の詳細」の「■      Maintenance Wizardによる PCI Expressカー
ドの活性増設手順の手順」の 8～11を参照してください。 

8. ファームウェアを確認します。 
FC カードは、既に運用されているファームウェア版数に合わせる必要があります。増設部品のファームウェア版数が、既に運用されている
FC カードのファームウェア版数（現行ファームウェア版数） と一致する場合、ファームウェア更新の必要はありません。 増設部品のファー
ムウェア版数が、既に運用されているファームウェア版数と不一致する場合、現行ファームウェア版数へ増設部品のファームウェア版数を
合わせる必要があります。 ファームウェア更新手順については『ファイバーチャネルカードのファームウェアアップデート手順書』を参照してくだ
さい。 
ファームウェア確認・更新手順については、以下の URLから、該当のファイバーチャネルカードに対応する活性保守交換後の Firmware
アップデート手順書とモジュールを入手し、インストールしてください。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html 

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html
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備考 

FC カードのファームウェアを更新したときに、システムのリブートを要求された場合は、以下の「PCI Express カードの電源 Off/On」処
理を行ってください。 
対象カードの電源を Off/Onすることにより（つまり、対象カードを再起動することにより）、ファームウェアが Activate されます。注意： 
- 対象カードの再起動が行われ、ファームウェアが Activate されれば、システムのリブートを行う必要はありません。 
- 以下の PCI Express カードの電源 Off/On手順中、物理的に PCI Express カードの挿抜を行う必要はありません。 
 
PCI Express カードの電源の Off/On 
1. 対象 FC カードに関連するアプリケーションを停止します。【システム管理者作業】 

「5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」「■ PCI Express カードを利用しているソフトウェアへの事前対処」を参照して、
対象 FC カードに関連するアプリケーションを停止してください。 

2. 対象 FC カードのスロットの電源を Off します。【システム管理者作業】 
「5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」「■ PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照して、対象 FC カードのスロッ
トの電源を Off してください。【システム管理者作業】 
「5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」「■ PCI Expressスロットのスロット番号の確認」で特定した対象 FC カードの
物理位置(PCI-Box番号、スロット番号)を指定してください。 

3. 対象 FC カードのスロットの電源を On します。【システム管理者作業】 
「5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」「■ PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照して、対象 FC カードのスロッ
トの電源を On してください。 

4. 対象 FC カードに関連するアプリケーションを起動します。【システム管理者作業】 
「5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」「■ PCI Express カードを利用するソフトウェアの事後対処」を参照して、対象
FC カードに関連するアプリケーションを起動してください。 

対象 FC カードのファームウェアを確認します。【担当保守員作業】 

9. 組込み結果を確認します。 
確認方法は、FC カードの交換手順で実施する内容と同じです。「5.7.3 FC（Fibre Channel）カードの交換手順」の「■ FC カードの
組込み結果の確認方法」を参照してください。 

5.8.4  NICの増設手順 
NICのホットプラグによる増設を行う場合、PCI Express カード共通の増設手順に加え、PCI Expressスロットの電源オフ／オンの前後に、
固有の処理が必要となります。 また、1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用に加え、複数の NICを束ねて 1つのインターフ
ェースを構成している場合（bonding構成）の手順についても説明します。ここでの説明は、NICの制御を Networkサービスで行うことを
前提にしています。NetworkManagerを使う手順については、言及しておりません。 
SLES12/SLES15では、NICに与えられる名前の形式が、NICの実装位置により異なりますが、ここでは伝統的な ethX を用いて説明し
ます。適宜、実際の NICの名前と読み替えてください。 

図 5.4単独インターフェースと bonding構成インターフェース 

 

■ NICの増設手順 

NIC単独のホットプラグの増設手順を説明します。 注意複数枚の NICを増設する場合は、必ず 1枚ずつ増設を行ってください。複数枚
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同時に行うと、設定が正しく行えない場合があります。 

1. 存在するインターフェース名を確認します。 以下のコマンドを実行し、インターフェース名を確認してください。例：NICのインターフェース
が eth0のみの場合 

# /sbin/ifconfig -a 
 
eth0 Link encap:Ethernet HWaddr 00:0E:0C:70:C3:38 
BROADCAST MULTICAST MTU:1500 Metric:1 
RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0 
TX  packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0 collisions:0 txqueuelen:1000 
RXbytes:0 (0.0  b)  TX  bytes:0 (0.0  b) 
 
lo  Link encap:Local Loopback 
inet  addr:127.0.0.1 Mask:255.0.0.0 
UP LOOPBACK  RUNNING  MTU:16436 Metric:1 
RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0 
TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0 collisions:0 txqueuelen:0 
RXbytes:0 (0.0  b)  TX  bytes:0 (0.0  b) 

2. インターフェースを搭載する PCI Expressスロットのスロット番号を以下の手順で確認します。 
「5.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■PCI Expressスロットのスロット番号の確認」を参照してください。 

3. PCI Expressスロットの電源がオフされていることを確認します。 
「5.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■PCI Expressスロットの電源状態の確認」を参照してください。 

4. PCI Expressスロットに NICをMMB Maintenance Wizardを使用して実際に増設します。【担当保守員作業】 
交換手順について詳しくは「5.8.2 PCI Express カードの増設手順の詳細」の「■Maintenance Wizardによる PCI Express カードの
活性増設手順」の 1～7を参照してください。 

5. PCI Expressスロットに電源をオンします。 
「5.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照してください。 

6. MMB Maintenance Wizardを使用して、増設した NICに異常がないか確認します。【担当保守員作業】 
確認手順については詳しくは「5.8.2 PCI Express カードの増設手順の詳細」の「■Maintenance Wizardによる PCI Expressカード
の増設手順の手順」の 8～11を参照してください。 

7. 新規に増設されたインターフェース名を確認します。 電源のオンにより、増設した NICに対してインターフェース（ethX）が作成されま
す。以下のコマンドを実行し、その結果と手順 1.の結果を比較し、作成されたインターフェース名を確認します。 

# /sbin/ifconfig -a 

8. 新規に増設されたインターフェースのハードウェアアドレスを確認します。 
ifconfig コマンドで、作成されたインターフェースと、そのハードウェアアドレス（HWaddr）を確認してください。1枚の NICにインターフェー
スが複数存在する場合は、作成されたすべてのインターフェースのハードウェアアドレスを確認してください。 
例：増設した NICのインターフェースとして新たに eth1が作成された場合 

# /sbin/ifconfig -a 
 
eth0 Link encap:Ethernet HWaddr 00:0E:0C:70:C3:38 
BROADCAST MULTICAST MTU:1500 Metric:1 
RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0 
TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0 collisions:0 txqueuelen:1000 
RXbytes:0 (0.0 b) TX bytes:0 (0.0  b) 
 
eth1 Link encap:Ethernet HWaddr 00:0E:0C:70:C3:40 
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BROADCAST MULTICAST MTU:1500 Metric:1 
RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0 
TX  packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0 collisions:0 txqueuelen:1000 
RXbytes:0 (0.0 b) TX bytes:0 (0.0 b) 
 
lo  Link encap:Local Loopback 
inet addr:127.0.0.1 Mask:255.0.0.0 
UP LOOPBACK  RUNNING  MTU:16436 Metric:1 
RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0 
TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0 collisions:0 
txqueuelen:0 
RXbytes:0 (0.0 b) TX bytes:0 (0.0 b) 

9. インターフェース設定ファイルを作成します。 
新規に作成されたインターフェースに対して、インターフェース設定ファイル（/etc/sysconfig/network/ifcfg-ethX）を以下のように作成
してください。ここでは、"HWADDR" には、手順 7.で確認したハードウェアアドレスを設定します。複数枚の NICを増設した、または、イ
ンターフェースが複数存在する NICを増設した場合は、すべてのインターフェースに対してファイルを作成してください。 
 
ここでは、システムが自動で割り当てた名前を採用する例で説明します。 システムが自動で割り当てた名前とは異なるインターフェース名
で新しいインターフェースを導入することもできますが、通常、新規のインターフェースに特別な名前をつける必要はありません。 システムが
割り当てた名前以外のインターフェース名を採用したい場合は「5.7.4 NIC（Network Interface Card）の交換手順」の「■      NICの
交換手順」の手順 14.に従ってください。 
 
内容は、単独のインターフェースの場合と、bondingの SLAVEの場合で若干異なります。 
単独インターフェースの場合： 

(例) 
DEVICE=eth1  ←手順 6.で確認したインターフェース名を指定 
NM_CONTROLLED=no 
BOOTPROTO=static 
HWADDR=00:0E:0C:70:C3:40 
BROADCAST=192.168.16.255 
IPADDR=192.168.16.1 
NETMASK=255.255.255.0 
NETWORK=192.168.16.0 
ONBOOT=yes 
TYPE=Ethernet 

bondingの SLAVEの場合： 

(例) 
DEVICE=eth1 ←手順 6.で確認したインターフェース名を指定 
NM_CONTROLLED=no 
BOOTPROTO=static 
HWADDR=00:0E:0C:70:C3:40 
MASTER=bondY SLAVE=yes 
ONBOOT=yes 

注意 

bonding インターフェースそのものを追加する場合には、bondingの MASTER インターフェースの設定ファイルも必要となります。 
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10.  bonding インターフェース（Master）を追加する場合、bonding インターフェースのドライバ設定を行います。 
すでに bonding インターフェースを導入している場合、以下のコマンドを実行し、bonding インターフェースとドライバの対応設定が記述さ
れている設定ファイルを確認してください。 
 
例：/etc/modprobe.d/bonding.conf ファイルに記述されている場合 

# grep -l bonding /etc/modprobe.d/* 
/etc/modprobe.d/bonding.conf 

注意 

設定ファイルが見つからない場合や、bondingインターフェースを初めて導入する場合は、/etc/modprobe.dディレクトリ配下に、
".conf" を拡張子とする任意のファイル名で設定ファイルを作成してください。 
 
例：/etc/modprobe.d/bonding.conf 
対象となる設定ファイルを特定後、新たに作成する bonding インターフェースの設定を追加します。 

alias bondY bonding ←追加する(bondY：新たに追加する bonding インターフェースの名前) 

このファイルで、bondingドライバに対して、オプションを指定することも可能ですが、通常は各 ifcfg-bondY ファイルの
BONDING_OPTS行を使用します。 

 

11.  追加したインターフェースを活性化します。以下のコマンドを実行して、インターフェースを活性化します。 
必要なインターフェースをすべて活性化してください。活性化の方法は、構成により異なります。 単独インターフェースの場合:以下のコマ
ンドを実行して、インターフェースを活性化します。必要なインターフェースをすべて活性化してください。 

# /sbin/ifup ethX 

bonding構成の場合： 
すでに存在する bonding構成に SLAVEを追加する場合は、以下のコマンドを実行して、bonding構成への組込みを行います。 
 
例：bonding インターフェース名が bondY、組み込むインターフェース名が ethXの場合 

# /sbin/ifenslave bondY ethX 

bonding インターフェースを、SLAVE とともに新たに追加する場合は、以下のコマンドを実行して、 インターフェースを活性化します。
個々の SLAVEに対する ifenslave コマンドは不要です。 

# /sbin/ifup bondY 

12.  該当 PCICに接続されていた、すべての LANケーブルを取り付けます。【保守員作業】 
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5.9  PCI Expressカードの活性削除 
ここでは、PCIホットプラグ機能を用いた PCI Expressカードの削除手順を説明します。 
PCI Express カードすべてに共通な部分と、特定のカードの機能や使用するドライバによって手順が追加される部分があります。 よって、す
べてのカードに必要な操作（電源を操作など）と、特定の種類のカードに固有の操作が必要となる場合の両方の説明を行います。本章で
説明しないカードの削除手順に関しては、個々の製品マニュアルを参照して作業してください。 
 
PCI ホットプラグの方法は以下の 2通りあります： 

1. sysfs経由の操作方法(従来方法) 
2. DR コマンド方法 

DR コマンド方法は Dynamic Reconfiguration utilityを導入したパーティションで使用できます。Dynamic Reconfiguration utilityを導
入していないパーティションでは sysfs経由の操作方法を使用してください。Dynamic Reconfiguration utilityを導入したパーティションでも
sysfs経由の操作方法を使うことはできますが、誤操作防止のため DR コマンド方法を使うことを推奨しています。 
 
以降の説明では、DR コマンド方法を"Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されている場合"として記述し、sysfs経由
の操作方法を"Dynamic Reconfiguration utility がパーティションに導入されていない場合"として記述しています。 

注意 

- IOUE上の PCI Expressカードを削除する場合は、本節の手順とは異なります。「5.6 IOUEの活性削除」を参照してください。 
- PCI Express カードを活性削除する場合、活性削除コマンドを実行した後、同じ PCI Expressスロットに対して PCI カードを活

性増設せずに OS上からリブートすると、一度そのパーティションの電源オフするまで当該 PCI Expressスロットに PCI カードを活
性増設できません。 
活性増設する前に OS上からリブートした場合には、該当パーティションの停止交換により該当カードを交換します。 

5.9.1  PCI Expressカードすべてに共通する削除手順 
PCI カードすべてに共通する削除手順は以下のとおりです。 

1. PCI Expressカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作 
2. PCI Expressスロットの電源オフ 
3. PCI Expressカードの取り外しの実施【担当保守員作業】 
4. PCI Expressカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作 

注意 

ここに記述する OS、サブシステムへの指示（コマンド、設定ファイルの編集）については、必ず各製品マニュアルを参照してコマンドのシンタッ
クスやシステムに与える影響を確認して作業を行ってください。カード増設の際に必要となる、OS、サブシステムへの指示（コマンド、設定ファ
イルの編集）と、実際のハードウェアの操作を以下に示します。削除手順 3の作業は主に担当保守員が実施します。 

5.9.2  PCI Expressカードの削除手順の詳細 
PCI Express カードの削除手順において実施が必要な手順を説明します。 

■ PCI Expressカードを利用しているソフトウェアの事前対処 

PCI Express カードを削除する際、その PCI Express カードを利用中のソフトウェアが存在しないことが必要です。そのためには、PCI 
Express カードの削除前に、削除対象 PCI Express カードを利用しているソフトウェアを停止するか、もしくはソフトウェアの操作対象外に
する措置を実施してください。 
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■ PCI Expressスロットのスロット番号の確認 

「5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」の「■PCI Expressスロットのスロット番号確認」を参照してください。 

■ PCI Expressスロットの電源状態の確認 

「5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」の「■PCI Expressスロットの電源状態の確認」を参照してください。 

■ PCI Expressスロットの電源オフ 

「5.7.2 PCI Express カードの交換手順の詳細」の「■PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照してください。 

5.9.3  FC（Fibre Channel）カードの削除手順 
FC（Fibre Channel）カードの削除手順を説明します。 

注意 

- SANブートに使用している FC カードは、ホットプラグに対応していません。 
- 周辺機器内の構成変更（SANディスク装置の UNIT増設、削除など）については、ここでは扱いません。 

■ FCカードの削除手順 

FC カードと周辺装置を削除する場合の手順は以下のとおりです。 

1. 必要な前処理を行います。 
アプリケーションを停止するなどの方法で当該 FC カードへのアクセスを停止します。 

2. PCI Expressスロットのスロット番号を以下の手順で確認します。 
「5.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■      PCI Expressスロットのスロット番号の確認」 を参照してください。 

3. PCI Expressスロットに電源をオフします。 
「5.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■      PCI Expressスロットの電源・オフ」を参照してください。 

4. 目的のカードに接続されているすべてのケーブルを取り外し後、カードを実際に取り外します。 

5.9.4  NICの削除手順 
NICのホットプラグによる削除を行う場合、PCI Express カード共通の削除手順に加え、PCI Expressスロットの電源オフ・オンの前後に、固
有の処理が必要となります。 また、1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用に加え、複数の NICを束ねて 1つのインターフェ
ースを構成している場合（bonding構成）の手順について説明します。ここでの説明は、NICの制御を Networkサービスで行うことを前
提にしています。NetworkManagerを使う手順については、言及しておりません。 
SLES12/SLES15では、NICに与えられる名前の形式が、NICの実装位置により異なりますが、ここでは伝統的な ethX を用いて説明し
ます。適宜、実際の NICの名前と読み替えてください。 

図 5.5単独インターフェースと bonding構成インターフェース 

 

■ NICの削除手順 

NIC単独のホットプラグの削除手順を説明します。 注意複数枚の NICを削除する場合は、必ず 1枚ずつ削除を行ってください。複数枚
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同時に行うと、設定が正しく行えない場合があります。 

1. インターフェースが搭載されている PCI Expressスロットのスロット番号を確認します。 設定ファイルの情報と OSが持っている情報を用
いてインターフェースの搭載位置を確認します。 
まず、削除対象となるインターフェースが搭載されている PCI Expressスロットの、バスアドレスを確認します。 

# ls -l /sys/class/net/eth0/device 
lrwxrwxrwx 1 root root 0 Sep 29 09:26 /sys/class/net  \ 
/eth0/device 
->../../../0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:01.0 

行末の\は、改行しないことを表します。 
 
出力された結果のシンボリックリンク先ファイルにおいて、ディレクトリパスを除いた、ファイル名に相当する部分を確認します。このうち、下
線で示された部分がバスアドレスになります（例では"0000:0b:01"）。 
 
次に、バスアドレスに対する、PCI Expressスロット番号を確認します。 

# grep -il 0000:0b:01 /sys/bus/pci/slots/*/address 
/sys/bus/pci/slots/20/address 

ここで出力されるファイルパスを以下のように読み取り、PCI Expressスロット番号が確認できます。 

/sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/address 

注意 

上記のファイルパスが出力されなかった場合は、PCI Expressスロットに実装された NICではないことを意味します。 
 
また、ここで確認した PCI Expressスロット番号をもとに、「  
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D.2 PCI Expressスロット実装位置とスロット番号の対応」を参照して実装位置を確認し、さらに「B.1  コンポーネントの
物理実装位置」を参照して、PCI Expressスロット番号に対応する物理実装位置を特定してください。操作対象 NICの実装位置と
一致していることが確認されます。 

2. 同一 NIC上のインターフェースを確認します。 
インターフェースが複数存在する NICの場合、NIC上のすべてのインターフェースを削除する必要があります。以下のコマンドで、同じバス
アドレスを持つインターフェースをすべて確認してください。 

# ls -l /sys/class/net/*/device | grep "0000:0b:01" 
lrwxrwxrwx 1 root root 0  Sep 29 09:26 /sys/class/net /eth0/device 
->../../../0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:01.0 
lrwxrwxrwx 1 root root 0  Sep 29 09:26 /sys/class/net /eth1/device 
->../../../0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:01.1 

行末の\は、改行しないことを表します。 
 
例のように 2つ以上表示されている場合、それらはすべて同じ NIC上にあることを示します。 

3. NIC削除前に必要な、上位アプリケーションの処理を行います。 手順 2.で確認したインターフェースを利用しているアプリケーションを、停
止または利用対象から除外するよう設定変更を行い、インターフェースへのアクセスを停止します。 

4. NICを非活性化します。 以下のコマンドを実行し、手順 2.で確認したすべてのインターフェースを非活性化してください。使用するコマン
ドは、対象のインターフェースが、単独のインターフェースか、bondingデバイスの SLAVEインターフェースであるかによって異なります。 

 
単独インターフェースの場合： 

# /sbin/ifdown ethX 

単独インターフェースが VLANデバイスを従えている場合、VLAN インターフェースも削除する必要があります。以下のように操作をしてく
ださい（この操作は、物理インターフェースの非活性化前に行います）。 

# /sbin/ifdown ethX.Y 

bonding配下のインターフェースの場合： 
bondingデバイスを mode1で運用している場合は、安全のため、以下の手順で削除対象の SLAVEを運用から外してください。他
の modeの場合は、すぐに取り外しの手順を行って問題ありません。SLAVE インターフェースが、現在通信に用いられているインターフェ
ースか否かを確認します。 

# cat /sys/class/net/bondY/bonding/active_slave 

表示されたインターフェース名が、削除対象の SLAVE インターフェースと一致した場合は、以下のコマンドを実行して、現在の通信をほ
かの SLAVE インターフェースに切り替えます。 

# /sbin/ifenslave -c bondY ethZ 
(ethZ:bondYを構成する、活性削除を行わないインターフェース) 

最後に、削除対象の SLAVE インターフェースを bonding構成から取り外します。インターフェースは取り外しと同時に自動的に未使
用の状態になります。 

# /sbin/ifenslave -d bondY ethX 

bondingデバイスも含めて削除の場合は、以下のコマンドで一括して非活性にします。bondingデバイス上に VLANデバイスを従えて
いる場合、VLAN インターフェースも削除してください。 

# /sbin/ifdown bondY 

5. PCI Expressスロットの電源をオフします。 
「5.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照してください。 
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6. NICに接続されているすべてのケーブルを取り外し後、NICを実際に取り外します。 
7. インターフェース設定ファイルを削除します。 

手順 2.で確認したすべてのインターフェースの設定ファイルを、以下のコマンドを実行して削除してください。 

# rm /etc/sysconfig/network/ifcfg-ethX 

bondingデバイスを削除するときは bonding関連（ifcfg-bondY ファイル）も削除します。 

8. udev機能のルールファイルの設定を編集します。 
udev機能のルールファイル/etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rulesには、削除された NICに割り当てられていたインターフェースの
エントリーが残ったままになっています。エントリーが残ったままになっていると、今後のカード交換・増設時のインターフェース名の決定に影響
しますので、エントリーを削除またはコメントアウトしてください。以下に、udev機能のルールファイル/etc/udev/rules.d/70-persistent-
net.rulesの編集例を示します。 
 
例：ファイルの編集前の記述（eth10インターフェースが削除された場合） 

SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*", \ 
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:38", ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth0" 
   ： 
   ： 
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*",  \ 
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:40", ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth10" 

行末の\は、改行しないことを表します。 

例：ファイルの編集後の記述 

eth10 インターフェースのエントリーをコメントアウトします。 

SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*", \ 
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:38", ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth0" 
： 
： 
# SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*", \ 
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:40", ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth10" 

この編集作業を、手順 2で確認したすべてのインターフェースに対して実施してください。 

9. udev機能のルールを反映します。 
削除時には、ruleは自動的には反映されないため、新しい ruleを udevに反映します。 

# udevadm control --reload-rules 

 

10. 削除したインターフェースに bondingインターフェースが含まれている場合、インターフェースのドライバ設定を削除します。 
bondingインターフェースを削除した場合、bondingインターフェースとドライバの対応設定も削除します。以下のコマンドを実行し、
bondingインターフェースとドライバの対応設定が記述されている設定ファイルを確認してください。 
 
例：/etc/modprobe.d/bonding.conf ファイルに記述されている場合 

# grep -l bonding /etc/modprobe.d/* 
 
/etc/modprobe.d/bonding.conf 

設定が記述されているファイルを編集し、削除した bonding インターフェースに対する設定を除去します。 

alias bondY bonding ←削除する(bondY：削除した bonding インターフェースの名前) 
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bondingの MASTER インターフェース（bondY）を削除します。 

echo – bondY > /sys/class/net/bonding_masters 

bondingドライバ自体を除去する方法は、reboot以外ありませんが、特に問題はありません。 

11. NIC削除後に必要な上位アプリケーションの処理を行います。 
 手順 3で実施した上位アプリケーションの対処に対して、必要な後処理を行います（アプリケーションの設定変更、再起動など）。 

5.9.5  iSCSI（NIC）の削除手順 
iSCSI接続に利用している NICを活性削除する場合は、以下の手順に従います。 

iSCSI接続に利用している NICを活性削除する場合は、以下の手順に従います。 
- 5.9.1 PCI Express カードすべてに共通する削除手順 
- 5.9.2 PCI Express カードの削除手順の詳細 
- 5.9.4 NICの削除手順 

について説明します。 

■  iSCSI（NIC）活性削除の前提条件 

iSCSI（NIC）を活性削除する場合の、前提条件は以下のとおりです。 
- ストレージ接続に関しては、DM-MP（Device-Mapper Multipath）または ETERNUSマルチドライバ（EMPD）を利用し、マ

ルチパス形態で動作している場合。 
- 複数の iSCSI カードを交換する場合、１枚ずつ作業を実施すること。 
- 1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用である場合。 

 

■ iSCSI (NIC) 削除前に実施する作業 

iSCSI（NIC）活性削除の場合、「5.9.4 NICの削除手順」の「■      NICの削除手順」の手順 3に以下の作業が必要です。 

1. iSCSIの利用を停止させるために、以下を実施します。 

a. DM-MPまたは EMPDにより、現時点でのパスの状態を確認しておきます。 
b. scsiadm コマンドにより、交換する iSCSI カード(NIC)を経由するパス（iqn）を logoutし、セッションをオフします。 

表示例 
［実施前のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m  session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 
tcp: [2] 192.168.2.66:3260,3 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 
［交換する NICを経由するパスを logout します］ 
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# /sbin/iscsiadm -m  node -T iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- 
system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 -p 192.168.2.66:3260 --logout 

c. iscsiadm コマンドにより、対象のセッションがオフされていることを確認します。 

表示例 
［実施後のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m  session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 

d. DM-MP（*1）または ETERNUSマルチドライバ（*2）により、実施後のパスの状態を確認します。 

*1: DM-MPの利用パスがオフされていることを確認します。以下にパスの状態変化の表示例を示します。 

［実施前］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0  FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin  0  [prio=2][active] 
\_ 3:0:0:0 sdb 8:16  [active][ready] 
\_ 4:0:0:0 sdc 8:32  [active][ready] 

 

［実施後］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin  0  [prio=1][enabled] 
\_ 3:0:0:0 sdb   8:16  [active][ready] 

*2: ETERNUSマルチパスドライバ（Linux版）ユーザーズガイドを参照してください。 

5.10  PCI Expressカードのパーティション停止交換 
ここでは、以下の PCI Expressカードのパーティション停止交換手順を説明します。 

- 電源操作などのすべての PCI Express カードの交換に共通する操作 
- 特定のカードの機能、および導入するドライバによって手順が追加される固有の操作 

注意 

- 保守作業でネットワーク等の拡張カードを交換した場合、お客様が設定された設定値はご購入時の値に戻ります。交換後のアド
レスの変更等諸設定作業はお客様作業となります。 

備考 

- 本章に記述のないカードの交換手順については、個々の製品マニュアルを参照してください。 
- パーティション停止交換とは、交換する PCI Express カードを含むパーティションの電源をオフして、PCI Express カードを交換す

ることを指します。 

5.10.1  PCI Expressカードすべてに共通するパーティション停止交換手順の概要 
PCI Express カードすべてに共通するパーティション停止交換手順の概要は以下のとおりです。 

1. パーティションの電源オフ【システム管理者作業】 
2. PCI Expressカードの交換【担当保守員作業】 
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3. パーティションの電源オン【システム管理者作業】 
4. PCI Expressカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作【システム管理者作業】 

5.10.2  FC（Fibre Channel）カードの交換手順 
FC（Fibre Channel）カードの交換手順を説明します。 

■ FCカードのパーティション停止交換手順 

周辺装置はそのままで、故障した FC カードだけを交換する手順を説明します。 

注意 

- SANブートや sadumpのダンプデバイスに使用される FC カードは、交換後 HBA UEFI／拡張 BIOSを再設定してください。 

1. パーティションの電源をオフします。【システム管理者作業】 
2. 目的のカードを交換します。【担当保守員作業】 
3. ファームウェアを確認します。【担当保守員作業】 

FC カードは、運用されていたファームウェア版数に合わせる必要があります。 交換部品のファームウェア版数が、交換前の FC カードのフ
ァームウェア版数（現行ファームウェア版数）と一致する場合、ファームウェア更新の必要はありません。 交換部品のファームウェア版数
が、現行ファームウェア版数と不一致する場合、現行ファームウェア版数へ交換部品のファームウェア版数を合わせる必要があります。 

ファームウェア確認・更新手順については、 
-  「PQ3000 Broadcom Fibre Channel Card Firmware Update Tool」（CA92344-2121） 
-  「PQ3000 QLogic Fibre Channel Card Firmware Update Tool」（CA92344-2122） 
を参照してください。 

4. パーティションの電源をオンします。【システム管理者作業】  
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5.10.3  NIC（Network Interface Card）の交換手順 
NICの交換を行う場合、PCI Express カード共通の交換手順に加え、パーティションの電源をオン後に、固有の処理が必要となります。ま
た、1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用に加え、複数の NICを束ねて 1つのインターフェースを構成している場合
（bonding構成）の手順についても説明します。ここでの説明は、NICの制御を Networkサービスで行うことを前提にしています。
NetworkManagerを使う手順については、言及しておりません。 

図 5.6単独インターフェースと bonding構成インターフェース 

 

■ NICの交換手順 

NICの交換手順を説明します。 

1. あらかじめ、インターフェース名とハードウェアアドレス、バスアドレス、スロット番号の対応表を作成しておきます。 

表 5.11 NICのインターフェース情報の例（交換前） 

インターフェース名 ハードウェアアドレス バスアドレス スロット番号 
eth0 00:0e:0c:70:c3:38 0000:0b:01.0 20 
eth1 00:0e:0c:70:c3:39 0000:0b:01.1 20 
... ... ... ... 

注意 

対応表の作成方法は、「5.7.4 NIC（Network Interface Card）の交換手順」を参照してください。 

2. NICをMMB Maintenance Wizardを使用して実際に交換します。【担当保守員作業】 
交換手順について詳しくは「5.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「■      Maintenance Wizardによる PCI Expressカード
の活性交換手順」の 1～7を参照してください。 

3. パーティションの電源をオンします。 
4. 交換した NIC上のインターフェースに関する情報を収集します。交換した NICに対してインターフェース（ethX）が作成されます。手順

1で調べたバスアドレスを用いて、交換後の NICに対して作成されたインターフェースのインターフェース名／ハードウェアアドレス／バスア
ドレスの情報を、手順 1 と同じ手順を実施して、以下のように表にまとめます。 

表 5.12 NICのインターフェース情報の例（交換後） 

インターフェース名 ハードウェアアドレス バスアドレス スロット番号 
eth1 00:0e:0c:70:c3:40 0000:0b:01.0 20 
eth0 00:0e:0c:70:c3:41 0000:0b:01.1 20 
... ...   

 
バスアドレスに対して、新たなハードウェアアドレスが定義されていることを確認してください。また、NIC交換前に利用していたインターフェ
ース名が再割り当てされていることを確認してください。 

注意 

バスアドレスとインターフェース名の対応が、NIC交換前とは異なる場合があります。手順 7で対応しますので、そのまま作業を進めてく
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ださい。 

5. 新たに作成されたインターフェースを非活性化します。交換した NICに対して作成されたインターフェースは、PCI Expressスロットの電
源オンにより活性化している場合があります。この場合、インターフェース設定ファイルの変更を実施する前に、非活性状態にする必要が
あります。 
手順 1.で確認したすべてのインターフェース名に対して、以下のコマンドを実行してください。 
 
例：eth0の場合 

# /sbin/ifconfig eth0 down 

6. NIC交換前後のインターフェース名の対応を確認します。 
手順 1 と手順 4で作成した、NIC交換前後のインターフェース情報の表をもとに、以下の手順で、新たなインターフェース名と交換前の
インターフェース名の対応を確認してください。 

a. 手順 1で作成した表の各行において、バスアドレスとインターフェース名の対応を確認します。  
b. 手順 4で作成した表において、同じくバスアドレスとインターフェース名の対応を確認します。  
c. NIC交換前後で、同じバスアドレスを持つインターフェース名を対応させます。 
d. 手順 4で作成した表に、NIC交換前後のインターフェース名の対応を記入します。 

表 5.13 NICのインターフェース名対応の記入例（交換前後） 

インターフェース名交換後 
（→交換前） 

ハードウェアアドレス バスアドレス スロット番号 

eth1（→eth0） 00:0e:0c:70:c3:40 0000:0b:01.0 20 

eth0（→eth1） 00:0e:0c:70:c3:41 0000:0b:01.1 20 

... ... ... ... 
 

7. NIC交換前後でインターフェース名の入れ替わりが発生している場合、以下の手順で、バスアドレスとインターフェース名の対応を、NIC
交換前と同一にします。 

注意 

NIC交換前後で、インターフェース名が一致している場合は、手順 8に進んでください。 

a. 再度、PCI Expressスロットの電源をオフします。 
「5.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照してください。 

b. udev機能のルールファイル/etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rulesのエントリーのうち、インターフェー名が NIC交換前後で
異なっているエントリーのインターフェース名を、NIC交換前のインターフェース名に修正します。 
 
例：ファイルの編集前の記述 

# PCI device 0x****:0x**** (e1000) 
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*", \ 
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:40", ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth1" 

 
# PCI device 0x****:0x**** (e1000) 
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*",  \ 
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:41", ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth0" 

   ： 
   ： 

行末の\は、改行しないことを表します。 
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例：ファイルの編集後の記述（交換後の eth1を、交換前の名前 eth0に修正） 

# PCI device 0x****:0x**** (e1000) 
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*", \ 
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:40", ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth0" 

 
# PCI device 0x****:0x**** (e1000) 
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*",  \ 
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:41", ATTR{type}=="1", KERNEL=="eth*", NAME="eth1" 

   ： 
   ： 

行末の\は、改行しないことを表します。 

c. 編集した ruleを再度反映します。  

# udevadm control --reload-rules 

d. PCI Expressスロットの電源をオンします。 
「5.7.2 PCI Expressカードの交換手順の詳細」の「PCI Expressスロットの電源オン・オフ」を参照してください。 
この PCI Expressスロットの電源オンによって、交換した NICに対して作成されたインターフェースが活性化する場合があります。
この段階では、交換した NIC上のインターフェースは非活性状態で作業を進めるため、 
再度、手順 5の操作を実施してください。 

e. NIC上のインターフェースの情報を、再度収集し、表を作成します。 
対応表の作成方法は、「5.7.4 NIC（Network Interface Card）の交換手順」を参照してください。手順 6で NIC交換前
後のインターフェースの対応を記した表のインターフェース名の情報を更新します。 
注意 
インターフェース名が、NIC交換前のインターフェース名に設定されていることを確認してください。 

表 5.14 インターフェース名の確認 

インターフェース名 ハードウェアアドレス バスアドレス スロット番号 
eth0 00:0e:0c:70:c3:40 0000:0b:01.0 20 
eth1 00:0e:0c:70:c3:41 0000:0b:01.1 20 
... ... ... ... 

 

8. インターフェース設定ファイルを編集します。 
インターフェース設定ファイルは、/etc/sysconfig/network-scripts配下の ifcfg-ethXです。bonding構成の場合は、ifcfg-bondXで
す。 
新しいハードウェアアドレスに書き換えます。"HWADDR" には、「表 5.13 NICのインターフェース名対応の記入例（交換前後）」に記
載されている、交換した NICのハードウェアアドレスを設定してください。bondingの slaveの場合も、ファイルの内容は一部異なります
が、設定する行は同じです。 

例) 
DEVICE=eth0 
NM_CONTROLLED=no 
BOOTPROTO=static 
HWADDR=00:0E:0C:70:C3:40 
BROADCAST=192.168.16.255 
IPADDR=192.168.16.1 
NETMASK=255.255.255.0 
NETWORK=192.168.16.0 
ONBOOT=yes 
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TYPE=Ethernet 

この編集を、すべてのインターフェースに対して実施してください。 

9. 交換したインターフェースを活性化します。 
単独インターフェースの場合と、bonding配下の SLAVEの場合とでは方法が異なります。 単独インターフェースの場合： 以下のコマン
ドを実行して、インターフェースを活性化します。必要なインターフェースをすべて活性化してください。 

# /sbin/ifup ethX 

さらに、単独インターフェースが VLANデバイスを従えている場合で、一時的に VLAN インターフェースを削除した場合は、復旧を行いま
す。優先度オプションを変更していた場合などでは、それらも再設定します。 

# /sbin/ifup ethX.Y 
(さらに、必要であれば VLANの option設定のためのコマンドを入力します。) 

bonding配下の SLAVEの場合： 

以下のコマンドを実行して、既存の bonding構成に組み込みます。必要な SLAVE インターフェースをすべて組み込んでくださ
い。 

# /sbin/ifenslave bondY ethX 

VLANは bondingデバイス上に作成されているので、VLAN関連の作業は、通常必要ありません。 

10. 該当 PCICに接続されていた、すべての LANケーブルを取り付けます。【保守員作業】 
11. NIC交換後に必要な、上位アプリケーションの処理を行います。 

（アプリケーションの起動、設定変更の復旧など）。 

5.10.4  iSCSI（NIC）の活性交換 
iSCSI接続に利用している NICを活性交換する場合は、以下の手順に従います。 

5.10.1 PCI Express カードすべてに共通するパーティション停止交換手順の概要 
5.10.3 NIC（Network Interface Card）の交換手順 
手順の補足説明について説明します。 

■ NIC交換後に実施する作業 

「5.10.3 NIC（Network Interface Card）の交換手順」の「■NICの交換手順」の手順 10に以下の作業が必要です。 

1. iSCSIの利用を再開させるために、以下を実施します。 

a. DM-MPまたは EMPDにより、現時点でのパスの状態を確認しておきます。 
b. iscsiadm コマンドにより、交換した iSCSI カード(NIC)を経由するパス（iqn）を login し、セッションを接続します。 

表示例 
［実施前のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 
［交換する NICを経由するパスに login します］ 
# /sbin/iscsiadm -m node -T iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- 
system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 -p 192.168.2.66:3260 –-login 

c. iscsiadm コマンドにより、対象のセッションが接続されていることを確認します。 

表示例 
［実施後のセッションの状態を確認します］ 
# /sbin/iscsiadm -m session 
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tcp: [1] 192.168.1.64:3260,1 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm0ca0p0 
tcp: [3] 192.168.2.66:3260,3 iqn.3000-09.com.fujitsu:storage- system.eternus-dx400:00001049.cm1ca0p0 

d. DM-MP(*1)または EMPD(*2)により、実施後のパスの状態を確認します。 

*1: DM-MPの利用 

パスが接続されていることを確認します。以下にパスの状態変化の表示例を示します。 

表示例(DM-MPの表示例) 
［実施前］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin 0 [prio=1][active] 
\_ 3:0:0:0 sdb   8:16  [active][ready] 

 

［実施後］ 
# /sbin/multipath -ll 
mpath1 (36000b5d0006a0000006a104900000000) dm-0 FUJITSU,ETERNUS_DX400 
[size=50G][features=0][hwhandler=0][rw] 
\_ round-robin  0 [prio=2][enabled] 
\_ 3:0:0:0 sdb   8:16  [active][ready] 
\_ 5:0:0:0 sdc   8:32  [active][ready] 

*2: ETERNUSマルチパスドライバ（Linux版）ユーザーズガイドを参照してください。 
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第6章 HDD/SSD/PCIe SSD SFFの交換 

ここでは、HDD（ハードディスクドライブ）/SSD（ソリッドステートドライブ）/PCIe SSD SFFの交換について説明します。 
HDD/SSD/PCIe SSD SFFの交換時に使用する HII Configuration Utilityについて詳しくは、『MegaRAID SAS 12G Software』を
参照してください。HII Configuration Utilityの起動方法に関しては、『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-
1655）を参照してください。 

注意 

SSD製品の保守部品については、ご購入時の搭載された部品の終息等により、代替品として同等の互換品を使用する場合があり、
ServerView RAID Manager または ServerView Agentless Service の旧版をお使いの場合、保守作業で交換後に SSD 寿命監視
機能正しく動作しない場合があります。ServerView RAID Manager または ServerView Agentless Service は、常に最新版を適用い
ただきますようお願いします。適用作業につきましては、お客様作業となります。 
最新版は、以下のダウンロードサイトにて提供しております。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/ 
 

6.1  Hardware RAID構成時の活性交換 
ここでは、Hardware RAID構成の HDD/SSD/PCIe SSD SFFの交換について説明します。 

6.1.1  RAID0構成時の故障 HDD/SSD/PCIe SSD SFFの活性交換 
RAID0構成時に、HDD/SSD/PCIe SSD SFFが 1台故障した場合の活性交換作業の流れを説明します。 

備考 

- PRIMECLUSTER GDSなどによりMirror構成を組んでいる場合は、活性交換できます。 
- 手順 1および手順 2は担当保守員が行います。 

1. Maintenance Wizardで、Alarm LEDが点灯している HDD/SSD/PCIe SSD SFFを交換します。 
2. Maintenance Wizardで、RAID0の論理ドライブを作成します。 
3. MMB Web-UIの[System] - [DU] - [DU#x] 画面で、HDD/SSD/PCIe SSD SFFの[Status] が「Operational」になっていることを確

認します。[DU#x] 画面について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の
「2.3.15   [DU] メニュー」を参照してください。 

6.1.2  RAID1、5、6、10、1E構成時の故障 HDD/SSD/PCIe SSD SFFの活性交換 
RAID1、5、6、10、1E構成時の故障 HDD/SSD/PCIe SSD SFFの活性交換作業の流れを説明します。 

備考 

- 手順 1は担当保守員が行います。 
- リビルド完了後には、コピーバックが動作する場合があります。 

1. Maintenance Wizardで、Alarm LEDが点灯している HDD/SSD/PCIe SSD SFFを交換します。 

備考 

スペアディスクが設定されている場合に交換した HDD/SSD/PCIe SSD SFFの Statusが「Available」になっている場合は、
Maintenance Wizardでスペアディスクに設定します。 

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/
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2. HDD/SSD/PCIe SSD SFFのリビルド完了を確認します。確認方法は、スペアディスクの有無により以下のように異なります。 

- スペアディスクが設定されていない場合 
交換した HDD/SSD/PCIe SSD SFFに、自動的にリビルドが実行されます。HDD/SSD/PCIe SSD SFFの Alarm LEDは
点滅を開始します。 
リビルドの完了後、MMB Web-UIの[System] - [DU] - [DU#x] 画面で、HDD/SSD/PCIe SSD SFFの[Status]が
「Operational」になっていることを確認します。[DU#x] 画面について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリフ
ァレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.3.15 [DU] メニュー」を参照してください。 

- スペアディスクが設定されている場合 

スペアディスクとして設定した HDD/SSD/PCIe SSD SFFに、自動的にリビルドが実行されています。交換した
HDD/SSD/PCIe SSD SFFの Alarm LEDは消灯します。 

MMB Web-UIの[System] メニューにおける[DU] メニューの[DU#x] 画面において、HDD/SSD/PCIe SSD SFFの Statusが
「Hot Spare」になっていることを確認します。[DU#x] 画面について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリフ
ァレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.3.15 [DU] メニュー」を参照してください。 

6.2  Hardware RAID構成時の HDD/SSD/PCIe SSD SFFの予

防交換 
ここでは、Hardware RAID構成の HDD/SSD/PCIe SSD SFFの予防交換について説明します。 

6.2.1  RAID0構成時の HDD/SSD/PCIe SSD SFFの予防交換 
RAID0構成時の故障 HDD/SSD/PCIe SSD SFFの予防交換作業の流れを説明します。 

■ Mirror構成を組んでいる場合 

PRIMECLUSTER GDSなどによりMirror構成を組んでいる場合は、活性で予防交換できます。 

備考 

- 手順 1、手順 2は担当保守員が行います。 
- 手順 3においてほかの HDD/SSD/PCIe SSD SFFが故障している場合は、担当保守員が故障している HDD/SSD/PCIe 

SSD SFF を交換します。 

1. Maintenance Wizardで、Alarm LEDが点灯している HDD/SSD/PCIe SSD SFFを交換します。 
2. Maintenance Wizardで、RAID0の論理ドライブを作成します。 
3. MMB Web-UIの[System] - [DU] - [DU#x] 画面で、HDD/SSD/PCIe SSD SFFの[Status] が「Operational」になっていることを確

認します。[DU#x] 画面について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の
「2.3.15 [DU] メニュー」を参照してください。 

■ Mirror構成を組んでいない場合（パーティション停止交換） 
Mirror構成を組んでいない場合は、パーティション停止保守になります。 

備考 

- 手順 3においてほかの HDD/SSD/PCIe SSD SFFが故障している場合は、担当保守員が故障している HDD/SSD/PCIe 
SSD SFF を交換します。 

- 手順 7は担当保守員が行います。 

1. 予防交換対象の HDD/SSD/PCIe SSD SFFが接続されている、SASアレイコントローラカード配下にあるすべての HDD/SSD/PCIe 
SSD SFFのデータをバックアップします。 

2. MMB Web-UIで S.M.A.R.T.による故障予測が発生している HDD/SSD/PCIe SSD SFF を確認して、搭載位置を確認します。 
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MMB Web-UIの[System] - [DU] - [DU#x] 画面で、HDD/SSD/PCIe SSD SFFの[Status] が「SMART error」になっている
HDD/SSD/PCIe SSD SFFに故障予測が発生しています。[DU#x] 画面について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管
理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.3.15 [DU] メニュー」を参照してください。 

3. ほかの HDD/SSD/PCIe SSD SFFが故障していないかを確認します。故障している場合は先に交換します。 
4. パーティションを再起動します。 

HII Configuration Utilityを起動します。起動方法は、『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「付
録 F HII Configuration Utilityの起動方法」を参照してください。 

5. Clear Configurationの実施または、VDの削除を行います。 
【RAID0 VDが 1つのみで構成されている場合】 
・「HII Configuration Utility」―「Configuration Utility」―「Clear Configuration」を選択します。 

注意 

Clear Configurationを実行すると、全てのデータが消去されます。 

 
【複数の RAID0 VDが構成されている場合】 
・該当の VDを選択し、削除します。 

6. データの消去が完了したら、HII Configuration Utilityを終了しパーティションの電源をオフします。 
7. 故障予測が検出された HDD/SSD/PCIe SSD SFFを交換します。 
8. パーティションを起動します。 

HII Configuration Utilityを起動します。起動方法は、『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「付
録 F HII Configuration Utilityの起動方法」を参照してください。 

9. アレイ構成を作成します。 
HII Configuration Utilityでアレイ構成を作成します。 

10. バックアップデータのリストアおよび OSを再インストールします。 

6.2.2  RAID1、5、6、10、1E構成時の HDD/SSD/PCIe SSD SFFの予防交換 
RAID1、5、6、10、1E構成時の HDD/SSD/PCIe SSD SFFの予防交換作業の流れを説明します。 

備考 

- 手順 1 ～ 手順 6は担当保守員が行います。 
- リビルド完了後には、コピーバックが動作する場合があります。 

1. Maintenance Wizardで、整合性の確保を行い HDD/SSD/PCIe SSD SFFにエラーのない状態にします。 
2. Maintenance Wizardで、S.M.A.R.T.による故障予測が発生している HDD/SSD/PCIe SSD SFFの Alarm LEDを点灯させま

す。 
3. HDD/SSD/PCIe SSD SFFの位置を確認後、Maintenance Wizardで Alarm LEDを消灯します。 
4. Maintenance Wizardで対象の HDD/SSD/PCIe SSD SFFをオフラインにします。 
5. Maintenance Wizardで対象の HDD/SSD/PCIe SSD SFFの[Status] が「Failed」、「Offline」、「Available」になっていることを確認し

ます。 
6. 手順 2で Alarm LEDが点灯することを確認した HDD/SSD/PCIe SSD SFF を交換します。 

備考 

スペアディスクが設定されている場合に、交換した HDD/SSD/PCIe SSD SFFの Statusが「Available」になっている場合は、
Maintenance Wizardでスペアディスクに設定します。 

7. HDD/SSD/PCIe SSD SFFのリビルド完了を確認します。確認方法は、スペアディスクの有無により以下のように異なります。 

- スペアディスクが設定されていない場合 
交換した HDD/SSD/PCIe SSD SFFに、自動的にリビルドが実行されます。HDD/SSD/PCIe SSD SFFの Alarm LEDは
点滅を開始します。 
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リビルドの完了後、MMB Web-UIの[System] - [DU] - [DU#x] 画面で、HDD/SSD/PCIe SSD SFFの[Status] が
「Operational」になっていることを確認します。[DU#x] 画面について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリフ
ァレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.3.15 [DU] メニュー」を参照してください。 

- スペアディスクが設定されている場合 

スペアディスクとして設定した HDD/SSD/PCIe SSD SFFに、自動的にリビルドが実行されています。交換した
HDD/SSD/PCIe SSD SFFの Alarm LEDは消灯します。 
MMB Web-UIの[System] メニューにおける[DU] メニューの[DU#x] 画面において、HDD/SSD/PCIe SSD SFFの Statusが
「Hot Spare」になっていることを確認します。[DU#x] 画面について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリフ
ァレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.3.15 [DU] メニュー」を参照してください。 

6.3  活性交換できない場合の故障 HDD/SSD/PCIe SSD SFFの

交換 
以下の場合は、故障 HDD/SSD/PCIe SSD SFFを活性交換できません。 

- マルチデッドが発生した場合 
マルチデッドは HDD/SSD/PCIe SSD SFFが複数同時に認識できなくなった状態です。 

- RAID0構成かつ PRIMECLUSTER GDSで Mirror構成を組んでいない場合 
この故障が発生した場合は、HDD/SSD/PCIe SSD SFFを交換後 Hardware RAIDを再構成します。データは保証されない
ため、バックアップから復旧します。 

 
HDD/SSD/PCIe SSD SFF交換を行う場合は、パーティション停止保守となります。以下に作業の流れを説明します。 

備考 

手順 2は担当保守員が行います。 

1. パーティションの電源をオフします。 
2. HDD/SSD/PCIe SSD SFFを交換します。 
3. パーティションを起動します。 

Boot Manager フロントページから HII Configuration Utilityを起動します。 
4. アレイ構成を作成します。 

HII Configuration Utilityでアレイ構成を作成します。 
5. バックアップデータをリストアします。 
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第7章 Windowsにおける PCI Expressカードの活

性保守およびパーティション停止保守 

本章では、Windowsにおける PCI カードのホットプラグ手順およびパーティション停止保守について説明します。 

7.1  活性保守の概要 
ホットプラグの手順には、すべてのカードに共通な部分と、そのカードの機能や使用するドライバによって手順が追加される部分があります。こ
こでは、すべてのカードに必要な操作と、特定の種類のカードを特定のソフトウェアと組み合わせた場合の両方について説明します。 

■ ホットプラグの概要 

Windowsでサポートするホットプラグはカードの追加・交換です。カードの交換の際に必要となる OS上のコマンドと、実際のハードウェアの
操作を示します。全体の流れについては、「7.1.1 全体の流れ」を参照してください。 

■ ホットプラグの共通手順 

すべての PCI カードについて、共通に必要な交換の手順を具体的に示します。PCI カードのホットプラグの共通手順については、「7.2 PCIカ
ードのホットプラグの共通手順」を参照してください。 

■ 個別のカードのホットプラグの手順 

追加の手順が必要なカードに関する手順を示します。ここでは、ネットワークカード（以降、NIC と表記）と、ファイバーチャネルカード(以降
FC カードと表記) の手順を記述しています。NICのホットプラグについては、「7.3 NICのホットプラグ」を参照してください。FC カードのホットプ
ラグについては、「7.4 FCカードのホットプラグ」を参照してください。 上記以外のカードで個別の手順を必要とする場合には、関連するハードウェ
ア、ソフトウェアのマニュアル、ならびに本章を参考にして作業してください。また、通常、これらのカード（NIC、FC カード）は、二重化ソフトウ
ェア（Intel PROSET/ETERNUSマルチパスドライバ）と組み合わせて使用します。本章では、これらの二重化ソフトウェアと組み合わせた
場合と単独で運用する場合の両方の手順を説明します。 

 

注意 

- 手順には、関連ソフトウェアに対する操作を記述しています。構成によっては手順が異なったり、追加の操作が必要になったりする
場合があります。実際に作業をする場合には、必ず関連製品のマニュアルを参照してください。 

- 保守作業でネットワーク等の拡張カードを交換した場合、お客様が設定された設定値はご購入時の値に戻ります。交換後のアド
レスの変更等諸設定作業はお客様作業となります。 

7.1.1  全体の流れ 
ホットプラグの全体の流れを示します。 
以下の手順はWindowsの PCIホットプラグサポートにおける、すべての種類のカードにおいて必要な手順です。特定の種類の PCI カード
で必要となる操作があるときは、手順の中で説明します。操作の内容は、カードの種類と組み合わせるソフトウェアによって異なります。 
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■ PCI Expressカードを利用しているソフトウェアへの事前対処 

PCI Express カードを交換する際、その PCI Express カードを利用中のソフトウェアおよびサービスが存在しないことが必須です。そのために
は、PCI Express カードの交換前に、交換対象の PCI Expressカードを利用しているソフトウェアおよびサービスを停止するか、ソフトウェア
およびサービスの操作対象外にしてください。 

■ 交換の手順 

1. 交換する PCI カードの実装位置、セグメント番号およびバス番号を特定します。 
2. デバイスマネージャーを利用して、交換する PCI カードを無効にします。 
3. ハードウェアの安全な取り外しを利用して、交換する PCI カードを停止します。 
4. MMB Maintenance Wizardを利用して、PCI カードを交換します。【担当保守員作業】 
5. デバイスマネージャーを利用して、交換した PCI カードを確認します。 

備考 

マルチファンクションカードの場合、デバイスマネージャーで同じセグメント番号かつバス番号で機能(ファンクション)番号のみが異なるものが複数
存在します。 この場合は、それぞれについて、以降の手順 2.から 3.を実施します。 

■ 追加の手順 

1. 追加する PCI カードの実装位置を特定します。 
2. MMB Maintenance Wizardを利用して、PCI カードを追加します。【担当保守員作業】 
3. デバイスマネージャーを利用して、追加した PCI カードを確認します。 

注意 

交換の手順 4および追加の手順 2の作業は担当保守員が実施します。 

7.2  PCIカードのホットプラグの共通手順 
付加手順がない場合（二重化アプリケーションを使用していないなど）の PCI カードの交換手順は、以下のとおりです。 

注意 

PCI カードを挿入する際は、確実に挿入してください。 

7.2.1  交換の手順 
1. 交換する PCI カードの実装位置、セグメント番号およびバス番号を特定します。 

1-1. 交換する PCI カードの実装位置を特定します。 
「B.1  コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、交換する PCI Express カードの実装位置（ボード、スロット）を確
認してください。 

1-2. 交換する PCI カードのセグメント番号およびバス番号を求めます。 
MMB Web-UIを操作して手順 1-1.で特定した実装位置に対応するコンポーネント情報を開きます。 ここでは、例として
PCI_Box#0 の PCIスロット#1のセグメント番号およびバス番号の確認方法を説明します。 
MMB Web-UIから[System] - [PCI_Box] - [PCI_Box#0]の順に選択して[PCI_Box#0] 画面の PCI-Express Slotsで
PCIC#1の Seg/Bus/Dev を確認します。 
上記の Seg/Bus/Dev 情報から Segがセグメント番号、Busがバス番号となります。 
このセグメント番号およびバス番号が、デバイスマネージャーでデバイス特定するための識別情報となります。 
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備考 

この例では、PCIスロット#1のセグメント番号は、"0" 、バス番号は、"25" となります。 マルチファンクションカードの場合、デバイス
マネージャーで同じセグメント番号かつバス番号で機能(ファンクション)番号のみが異なるものが複数存在します。この場合は、そ
れぞれについて、以降の手順 2.から 3.を実施します。 

2. デバイスマネージャーを利用して、交換する PCI カードを無効にします。 

2-1. デバイスマネージャーから交換する PCI カードを特定します。 
デバイスマネージャーを開き、手順 1-2で確認したセグメント番号およびバス番号をもとにして該当するデバイスを特定します。 
交換する PCI カード種類のインターフェースを選択し、プロパティを参照します。 
[全般] タブを選択し、"場所" を確認し、セグメント番号およびバス番号が該当するデバイスか否かを確認します。 また、手順 3で
該当デバイス名が必要になるため、事前に確認しておきます。 

 

2-2. デバイスマネージャーから交換する PCI カードを無効にします。 
デバイスマネージャーを使用し、上記手順 2-1で特定した該当のデバイスを選択し、無効にします。 
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下記のメッセージが表示されるので、[はい] ボタンをクリックします。 

 

3. ハードウェアの安全な取り外しを利用して、交換する PCI カードを停止します。 

3-1. デスクトップ画面の右下の通知領域にあるハードウェアの安全な取り外しアイコンをクリックしてください。 
3-2. 表示された一覧から上記手順 2-1で特定した該当デバイス名をクリックして、交換する PCI カード停止します。 

備考 

デバイス名が同じで該当デバイスが特定できない場合、ハードウェアの安全な取り外しの[デバイスとプリンターを開く]または[コントロ
ールパネル] の[デバイスとプリンターの表示] から[デバイスとプリンター]ウィンドウを利用して、以下の手順で特定し、該当デバイスを
削除してください。 

1. 対象デバイスを選択して右クリックし、[プロパティ]を開きます。 
2. [ハードウェア]タブを開き、[プロパティ]を選択して該当デバイスか特定します。 
3. 該当デバイスを選択して右クリックし、[デバイスの削除]をクリックします。 

4. MMB Maintenance Wizardを利用して、PCI カードを交換します。【担当保守員作業】 
Maintenance Wizardを利用して PCI カード(PCIC)の活性交換する作業手順を説明します。 なお、本作業は担当保守員が実施し
ます。 

4-1. MMB Web-UIから[Maintenance] メニューを起動し、[Maintenance Wizard] 画面を表示させます。 
4-2. [Replace Unit] ラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 

 

4-3. [PCI_Box(PCIC)] ラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 
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4-4. 該当 PCI_Box番号のラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 
例では PCI_Box#0に搭載された PCIC#1の PCI カードを活性交換する手順となります。 

 

4-5. 該当 PCI カード(PCIC)番号のラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 

 

 

4-6. [Hot Partition Maintenance (Target unit in a running partition.)] ラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 
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4-7. 保守モードが設定(インフォメーション領域：グレー表示)され、該当 PCI カード(PCIC)の交換指示が表示されます。 
本画面が表示された状態のまま、該当 PCI カード(PCIC)に接続されているすべてのケーブル(LAN/FCケーブル等)を取り外し、
該当 PCI カード(PCIC)を交換してください。 

 

注意 

PCI カード(PCIC)を交換する前に[Next] ボタンをクリックしないでください。 

4-8. 該当 PCI カード(PCIC)を交換し、LANケーブル以外のケーブルを取り付け、[Next]ボタンをクリックします。 

 

4-9. ステータス更新画面が表示されます。 



第 7章 Windowsにおける PCI Express カードの活性保守およびパーティション停止保守 
  

 

297 CA92344-1656-30 

 

4-10. 交換した該当 PCI カード(PCIC)の状態を確認後に[Next] ボタンをクリックします。 

 

4-11. 保守モードが解除されていることを確認し(インフォメーション領域：グレー表示なし)、[OK] ボタンをクリックします。 

 

5. デバイスマネージャーを利用して、交換した PCI カードを確認します。 
該当 PCI カードを交換完了後、デバイスマネージャーを開いて、該当デバイスが正常に認識されていることを確認してください。 

備考 

下図のように、デバイスマネージャーで該当のデバイスを右クリックし、表示されるメニューに[有効]がある場合は有効にします( [無効] の
場合、本作業は不要です)。 
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6. 該当 PCI カードに接続されていた、すべての LANケーブルを取り付けます。【保守員作業】 

7.2.2  追加の手順 
1. 追加する PCI カードの実装位置を特定します。 

「B.1  コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、交換する PCI Express カードの実装位置（ボード、スロット）を確認し
てください。 

2. MMB Maintenance Wizardを利用して、PCI カードを追加します。【担当保守員作業】 
Maintenance Wizardを利用して PCI カード(PCIC)の活性追加する作業手順を説明します。 なお、本作業は担当保守員が実施し
ます。 

2-1. MMB Web-UIから[Maintenance] メニューを起動し、[Maintenance Wizard] 画面を表示させます。 
2-2. [Replace Unit] ラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 

 

2-3. [PCI_Box(PCIC)] ラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 
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2-4. 該当 PCI_Box番号のラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 
例では PCI_Box#0の PCIC#1に PCI カードを活性追加する手順となります。 

 

2-5. 追加する該当 PCI カード(PCIC)番号のラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 

 

2-6. [Hot Partition Maintenance (Target unit in a running partition.)] ラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 
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2-7. 保守モードが設定(インフォメーション領域：グレー表示)され、 該当 PCI カード(PCIC)の追加指示が表示されます。本画面が表
示された状態のまま、 該当 PCI カード(PCIC)を追加してください。 

 

注意 

PCI カード(PCIC)を追加する前に[Next] ボタンをクリックしないでください。 

2-8. 該当 PCI カード(PCIC)を追加後に[Next] ボタンをクリックします。 

 

2-9. ステータス更新画面が表示されます。 
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2-10. 追加した該当 PCI カード(PCIC)の状態を確認後に[Next] ボタンをクリックします。 

 

2-11. 保守モードが解除されていることを確認し(インフォメーション領域：グレー表示なし)、[OK] ボタンをクリックします。 

 
 

3. デバイスマネージャーを利用して、追加した PCI カードを確認します。 
該当 PCI カードを追加完了後、デバイスマネージャーを開いて、該当デバイスが正常に認識されていることを確認してください。 

備考 

下図のように、デバイスマネージャーで該当のデバイスを右クリックし、表示されるメニューに[有効] がある場合は有効にします( [無効] の
場合、本作業は不要です)。 
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7.2.3  削除について 
注意 

Windowsでは PCI カードの削除をサポートしていません。 

7.3  NICのホットプラグ 
NICのホットプラグ(交換) をする場合、「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」で記述した手順に加えて、さらに特別に考慮する点がありま
す。 以下、チーミングと組み合わせる場合について説明します。 

7.3.1  チーミングに組み込まれている NICのホットプラグ 
ここでは、NICがチーミングに組み込まれている場合のホットプラグの手順を説明します。 
 

■ Intel PROSet (R) を使用したチーミングの場合の NICのホットプラグ手順 

注意 

- 必ず切り離し操作後にホットプラグを実行してください。切り離しをしない場合、OSが停止することがあります。 
- Intel PROSet (R) を使用したチーミングに関して、留意事項があります。 

留意事項については、「G.7 NIC（ネットワークインターフェースカード）」を参照してください。 

1. 交換する NICの実装位置、セグメント番号およびバス番号を特定します。 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 1を参照して、NICの実装位置、セグメント番号およびバス
番号を特定します。 

備考 

 マルチファンクションカードの場合、デバイスマネージャーで同じセグメント番号かつバス番号で機能(ファンクション)番号のみが異なるもの
が複数存在します。 この場合は、それぞれについて、以降の手順 2.から 7.を実施します。 

2. デバイスマネージャーから交換する NICを特定します。 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 2-1を参照して、NICを特定します。 

3. デバイスマネージャーから交換するインターフェースを選択し、プロパティを開きます。 
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4. [チーム化] タブを選択し、"このアダプタを他のアダプタとチーム化する" チェックボックスを外し、[OK] ボタンをクリックします。 

 

5. 下記のメッセージが表示されるので、[はい] ボタンをクリックします。 

 

6. デバイスマネージャーから交換する NICを無効にします。 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 2-2を参照して、NICを無効にします。 

7. ハードウェアの安全な取り外しを利用して、交換する NICを停止します。 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 3を参照して、NICを停止します。 

8. MMB Maintenance Wizardを利用して、NIC を交換します。【担当保守員作業】 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 4を参照して、NICを交換します。 

9. デバイスマネージャーを利用して、交換した NICを確認します。 
NICを交換完了後、デバイスマネージャーを開いて、該当デバイスが正常に認識されていることを確認してください。 

10.  デバイスマネージャーを開いて、チーミングに組み込む NICのプロパティを開きます。 



第 7章 Windowsにおける PCI Express カードの活性保守およびパーティション停止保守 
  

 

304 CA92344-1656-30 

 

11.  [チーム化] タブで"このアダプタを他のアダプタとチーム化する" を選択し、交換前に組み込まれていたチームを選択して[OK] ボタンをクリッ
クします。 

 

12.  デバイスマネージャー上でチームに組み込まれていることを確認します。 

 

備考 

下図のように、デバイスマネージャーで該当のデバイスを右クリックし、表示されるメニューに[有効]がある場合は有効にします( [無効] の
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場合、本作業は不要です)。 

 

13. 該当 PCI カード(PCIC)に接続されていたすべての LANケーブルを取り付けます。【保守員作業】 
 

■ OS標準機能を使用したチーミングの場合の NICのホットプラグ手順 

注意 

- 必ず切り離し操作後にホットプラグを実行してください。切り離しをしない場合、OSが停止することがあります。 

1. 交換する NICの実装位置、セグメント番号およびバス番号を特定します。 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 1を参照して、NICの実装位置、セグメント番号およびバス
番号を特定します。 

備考 

マルチファンクションカードの場合、デバイスマネージャーで同じセグメント番号かつバス番号で機能(ファンクション)番号のみが異なるもの
が複数存在します。 この場合は、それぞれについて、以降の手順 2.から 7.を実施します。 

2. デバイスマネージャーから交換する NICを特定します。 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 2-1を参照して、NICを特定します。 

3. 交換するインターフェースのチームを削除します。 
削除の方法に関しては、以下を参照してください。 

- 「Windows Server 2022/2019/2016/2012 R2 OS標準 NICチーミング(LBFO)設定ガイド」 
公開場所は以下です。 
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/technical/construct/ 

4. デバイスマネージャーから交換する NICを無効にします。 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 2-2を参照して、NICを無効にします。 

5. ハードウェアの安全な取り外しを利用して、交換する NICを停止します。 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 3を参照して、NICを停止します。 

6. MMB Maintenance Wizardを利用して、NIC を交換します。【担当保守員作業】 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 4を参照して、NICを交換します。 

7. デバイスマネージャーを利用して、交換した NICを確認します。 
NICを交換完了後、デバイスマネージャーを開いて、該当デバイスが正常に認識されていることを確認してください。 

8. 交換した NICをチーミングに組み込みます。 
チーミングに組み込む方法に関しては、以下を参照してください。 

- 「Windows Server 2022/2019/2016/2012 R2 OS標準 NICチーミング(LBFO)設定ガイド」 
公開場所は以下です。 
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/technical/construct/ 

9. 該当 PCI カード(PCIC)に接続されていたすべての LANケーブルを取り付けます。【保守員作業】 

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/technical/construct/
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/technical/construct/
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7.3.2  冗長化されていない NICのホットプラグ 
ここでは、ネットワークが冗長化されていない(NICがチーミングに組み込まれていない) 場合の、ホットプラグの手順を説明します。 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」を参照して、NICを交換します。 

7.3.3  NICの追加手順 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.2 追加の手順」を参照して、NICを追加します。 

7.4  FCカードのホットプラグ 
FC カードのホットプラグ（交換）をする場合「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」で記述した手順に加えて、さらに特別に考慮する点
があります。 
FC カードのWWNを FCスイッチや RAID装置（ETERNUS）に設定している場合、ホットプラグをすることにより FC カードのWWNが
変わります。 新しいカードのWWNの再設定の方法は、各装置のマニュアルを参照ください。また、FC カードは、運用されていたファームウェ
ア版数に合わせる必要があります。 交換部品のファームウェア版数が、交換前の FC カードのファームウェア版数（現行ファームウェア版数）
と一致する場合、ファームウェア更新の必要はありません。交換部品のファームウェア版数が、現行ファームウェア版数と不一致する場合、現
行ファームウェア版数へ交換部品のファームウェア版数を合わせる必要があります。 
以下、ETERNUS マルチパスドライバ(MultiPath Driver: MPD) と組み合わせる場合について説明します。 

注意 

- SANブートのパスは対象外。 
- LTO ライブラリ装置はサポート対象外。 
- Windowsの仕様により、PageFileなどが FC カードの接続先に存在する場合は対象外。 
- SVAS または SVAgent を導入している場合、交換手順の途中で、イベントログに、ソース：SVASまたは SVAgent、ID：

25004のエラーメッセージが出力されることがあるが問題ありません。また、同様にMMBのシステムイベントログにも、Driver 
Monitor Error (Message ID: 25004)のエラーメッセージが記録されることがあるが問題ありません。 

7.4.1  ETERNUS マルチパスドライバに組み込まれている FCカードのホットプラグ 
ここでは、FC カードが ETERNUSマルチパスドライバに組み込まれている場合の、ホットプラグ手順を説明します。 

1. 必要な前処理を行います。 
アプリケーションおよびサービスを停止するなどの方法で当該 FC カードへのアクセスを停止します。 

注意 

専用管理マネージャー等のアプリケーションを停止していない場合、本手順を実施中に OSの再起動を促すメッセージが表示されること
がありますが、再起動はせずに、該当のアプリケーションを停止してから進めてください。 

2. MMB Maintenance WizardにてMaintenance Modeに移行します。 
※ 本作業は、Administrator権限で実施する必要があります。Administrator権限のアカウントでMMBへログインしてください。 

2-1. Maintenance Modeに移行します。 
MMB Web-UI から[Maintenance Wizard] メニューを起動し、[Maintenance Wizard] 画面を表示させ、Maintenance 
Typeから、[Enter Maintenance Mode] ラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 
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2-2. Maintenance Areaを選択します。 
例として PCIスロットをホットプラグする対象が Partiton#0 の場合について説明します。 [Partition] ラジオボタンを選択し、次に
該当 Partition#0のチェックボックスをオンし、[Next] ボタンをクリックします。 

 

2-3. Maintenance System Modeを選択します。 
[Hot Partition Maintenance] ラジオボタンを選択し、 [Next] ボタンをクリックします。 
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2-4. Maintenance Modeの移行を確認します。 
保守モードが設定(インフォメーション領域：グレー表示)されます。 

 

 

3. 交換する FC カードの実装位置、セグメント番号およびバス番号を特定します。 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 1を参照して、FC カードの実装位置、セグメント番号および
バス番号を特定します。 

備考 

マルチファンクションカードの場合、デバイスマネージャーで同じセグメント番号かつバス番号で機能(ファンクション)番号のみが異なるもの
が複数存在します。 この場合は、それぞれについて、以降の手順 4.から 8.を実施します。 

4. FC カードの専用管理マネージャーから交換デバイスを特定し、WWN、ポート番号、ファームウェア版数を確認します。 
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■ Emulex製 FCカードの場合 

4-1. OneCommand Managerを起動し、手順 3.で求めたバス番号をもとにして、交換デバイスを特定します。 
左ペインから該当する FC カードと同一種の Port WWNを選択し、右ペインで[Port Information] タブを選択します。[Port 
Attributes] の"PCI Bus Number" を確認し、手順 3.で特定したバス番号と一致するデバイスを求めます。 

 
 

4-2. 交換デバイスのWWN とポート番号を求めます。 左ペインから該当する FCカードの Port WWNを選択し、 右ペインで[Port 
Information] タブを選択します。 
[Port Attributes] の"Port WWN:" に記載されている情報がWWNです。 

 

4-3. 交換デバイスのファームウェア版数を確認します。 
左ペインから該当する FC カードのデバイス名を選択し、右ペインで[Port Information] を確認します。 
[Port Attributes] の"Boot Version:" および"Firmware Version:" に記載されている情報がファームウェア版数です。 
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4-4. OneCommand Managerを終了します。 

■ Qlogic製 FCカードの場合 

4-1. QConverge Console CLIを起動し、手順 3.で求めたバス番号をもとにして、交換デバイスを 
特定します。 
[Main Menu] の"1: Adapter Information" を選択します。 

 

 

4-2. [FC Adapter Information] の"1: FC Adapter Information" を選択します。 
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4-3. [Adapter Information] で該当する FC カードと同一種のデバイスを選択します。 

 

4-4. FC カードの"PCI Bus Number" を確認し、手順 3で特定したバス番号と一致するデバイスを求めます。 

 
 

4-5. 交換デバイスのWWN とポート番号を求めます。 
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[Adapter Information] にて該当する FC カードの"WWPN:" に記載されている情報がWWNです。 

 

4-6. 交換デバイスのファームウェア版数を確認します。QConverge Console GUIを起動し、左ペインから該当する FCカードのデバイ
ス名を選択し、 
右ペインで[Port Info]を確認します。 
[Port Attribute Name] の"BIOS Version: " に記載されている情報がファームウェア版数です。 

 
4-7. QConverge Console CLI/GUIを終了します。 

5. ETERNUSマルチパスマネージャを起動し、交換するすべてのデバイスをオフラインにします。 
 手順 4.で求めたポート番号と一致するすべてのデバイスをオフラインにして、ETERNUSマルチパスマネージャを終了します。 
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6. デバイスマネージャーから交換する FC カードを特定します。 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 2-1を参照して、FC カードを特定します。 

■ Emulex製 FC カードの場合 

手順 7へ進みます。 

 
■ Qlogic製 FC カードの場合 

[コンピュータの管理]の[サービス]ウィンドウを利用して、「QLogic Management Suite Java Agent」を一旦停止します。 

手順 8へ進みます。 

注意 

手順 7は実施しないでください。 

7. デバイスマネージャーを利用して、交換する FC カードを無効にします。 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 2-2を参照して、FC カードを無効にします。 

8. ハードウェアの安全な取り外しを利用して、交換する FC カードを停止します。 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 3を参照して、FC カードを停止します。 

 
9. MMB Maintenance WizardにてMaintenance Modeを解除します。 

9-1. Maintenance Modeの解除を開始します。 
MMB Web-UI から[Maintenance Wizard] メニューを起動し、[Maintenance Wizard] 画面を表示させ、Maintenance 
Typeから、[Exit Maintenance Mode] ラジオボタンを選択し、[Next] ボタンをクリックします。 
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9-2. Maintenance Modeを解除します。 
Maintenance Modeを解除する Partition情報が表示されます。該当 Partitionかを確認し、[Next] ボタンをクリックします。次
に確認ポップアップが表示され、[OK] ボタンをクリックします。 

 

9-3. Maintenance Modeの解除を確認します。 
保守モードが解除されていることを確認(インフォメーション領域：グレー表示なし)します。 
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10. MMB Maintenance Wizardを利用して、FCカードを交換します。【担当保守員作業】 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 4を参照して、FC カードを交換します。 

11. 交換した FC カードのファームウェアを確認します。 
FC カードは交換完了後、運用されていたファームウェア版数に合わせる必要があります。 交換部品のファームウェア版数が、手順 3で
確認した交換前の FCカードのファームウェア版数（現行ファームウェア版数）と一致する場合、ファームウェア更新の必要はありません。 
交換部品のファームウェア版数が、現行ファームウェア版数と不一致な場合、現行ファームウェア版数へ交換部品のファームウェア版数を
合わせる必要があります。 

ファームウェア確認・更新手順については、以下の URLから、該当のファイバーチャネルカードに対応する活性保守交換後の
Firmwareアップデート手順書とモジュールを入手し、インストールしてください。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html 
FC カードのファームウェアを更新したときに、システムのリブートを要求された場合は、以下の「PCI Express カードの電源 Off/On」処
理を行ってください。対象カードの再起動を行えば、システムのリブートを行う必要はありません。 

PCI Express カードの電源の Off/On 
1. 対象 FC カードのスロットの電源を Off します。 

対象 FC カードの物理実装位置は、「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 1で確認した物理
実装位置を使用してください。 
1.1 デバイスマネージャーを利用して、交換する FC カードを無効にします。 

「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 2を参照して、FC カードを無効にします。 
1.2 ハードウェアの安全な取り外しを利用して、交換する FC カードを停止します。 

「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 3を参照して、FC カードを停止します。 
2. 対象 FC カードのスロットの電源を On します。 

「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 4を参照して、対象スロットの電源を On してください。本
手順は、保守員作業となります。 

3. 対象 FC カードのファームウェアを確認します。 

備考 

- 故障等で交換前の FC カードのファームウェア版数を確認できない場合は、同一種の FC カードのファームウェア版数を確認して、
現行ファームウェア版数に合わせてください。 

- 対象カードの電源を Off/Onすることにより（つまり、対象カードを再起動することにより）、ファームウェアが Activate されます。 
- PCI Express カードの電源 Off/On手順中、物理的に PCI Express カードの挿抜を行う必要はありません。 

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html
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12.  ETERNUSマルチパスマネージャを起動し、交換したすべてのデバイスをオンラインにします。デバイスが正常にマルチパスドライバに組み
込まれていることを確認します。 

 

13.  デバイスマネージャーを利用して、交換した FC カードを確認します。 デバイスマネージャーを開いて、該当デバイスが正常に認識されて
いることを確認してください。 

備考 

下図のように、デバイスマネージャーで該当のデバイスを右クリックし、表示されるメニューに[有効]がある場合は有効にします( [無効] の
場合、本作業は不要です)。 

 

14.  一時的に停止したサービスを開始させます。(Qlogic製 FC カードの場合のみ) 
[コンピュータの管理]の[サービス]ウィンドウを利用して、「QLogic Management Suite Java Agent」 を開始します。 

7.4.2  FCカードの追加手順 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.2 追加の手順」を参照して、FC カードを追加します。 
上記手順後、増設した FC カードのファームウェアを確認します。 

FC カードは増設完了後、既に運用されているファームウェア版数に合わせる必要があります。 増設部品のファームウェア版数が、既に運用さ
れている FCカードのファームウェア版数（現行ファームウェア版数）と一致する場合、ファームウェア更新の必要はありません。 増設部品のフ
ァームウェア版数が、現行ファームウェア版数と不一致な場合、現行ファームウェア版数へ増設部品のファームウェア版数を合わせる必要があり
ます。 

ファームウェア確認・更新手順については、以下の URLから、該当のファイバーチャネルカードに対応する活性保守交換後の Firmwareアッ
プデート手順書とモジュールを入手し、インストールしてください。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html 
FC カードのファームウェアを更新したときに、システムのリブートを要求された場合は、以下の「PCI Express カードの電源 Off/On」処理を行
ってください。対象カードの再起動を行えば、システムのリブートを行う必要はありません。 

PCI Express カードの電源の Off/On 

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000-bios/peripheral.html
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1. 対象 FC カードのスロットの電源を Off します。 
対象 FC カードの物理実装位置は、「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 1で確認した物理実装
位置を使用してください。 
1.1 デバイスマネージャーを利用して、交換する FC カードを無効にします。 

「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 2を参照して、FC カードを無効にします。 
1.2 ハードウェアの安全な取り外しを利用して、交換する FC カードを停止します。 

「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 3を参照して、FC カードを停止します。 
2. 対象 FC カードのスロットの電源を On します。 

「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 4を参照して、対象スロットの電源を On してください。本手
順は、保守員作業となります。 

3. 対象 FC カードのファームウェアを確認します。 

備考 

- 対象カードの電源を Off/Onすることにより（つまり、対象カードを再起動することにより）、ファームウェアが Activate されます。 
- PCI Express カードの電源 Off/On手順中、物理的に PCI Express カードの挿抜を行う必要はありません。 

7.5  Windowsの iSCSI (NIC)の活性交換 
iSCSI (NIC)の活性交換をする場合、以下が前提条件となります。 

- 作業の実施には Administrator 権限が必要。 
- ETERNUSマルチパスドライバ(MPD) を適用していること。 
- 複数のカードを交換する場合、1 枚ずつ作業を実施すること。 

7.5.1  MPDの組込み確認 
ここでは、MPDの組込みを確認する手順を説明します。 

1. 交換する NICの実装位置、セグメント番号およびバス番号を特定します。 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 1を参照して、NICの実装位置、セグメント番号およびバス
番号を特定します。 

備考 

マルチファンクションカードの場合、デバイスマネージャーで同じセグメント番号かつバス番号で機能(ファンクション)番号のみが異なるもの
が複数存在します。 この場合は、それぞれについて、以降の手順 2.から 7.を実施します。 

2. デバイスマネージャーから交換する NICを特定します。 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 2-1を参照して、NICを特定します。 

3. 交換する NICの IPアドレスを記録します。 
コマンドプロンプト画面を開き、 "ipconfig /all" コマンドを実行し、交換する NICの IPアドレスおよびサブネットマスク等の交換後の再設
定に必要な情報を記録しておきます。 

4. iSCSIイニシエーターを起動します。 
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5. [iSCSIイニシエーターのプロパティ] ウィンドウの[ターゲット] タブをクリックします。 
[ターゲット(T)] に表示されているターゲットのうち、交換対象の NIC と接続しているターゲットがわかっている場合はそのターゲットを選択
し、[詳細(D)] ボタンをクリックして手順 10へ進みます。 交換対象の NIC と接続しているターゲットがわからない場合は任意のターゲット
を選択し、[詳細(D)] ボタンをクリックして手順 7へ進みます。 

 

6. [プロパティ] ウィンドウの[セッション] タブをクリックし、[MCS(M)] ボタンをクリックします。 

 

7. [複数接続セッション(MCS)] ウィンドウの[ソースポータル] に表示されている IPアドレスが、手順 3で記録しておいた IPアドレスと一致す
るか確認します。 
一致した場合は、このターゲットに結び付けられているデバイスが交換対象であることがわかります(例では、192.168.3.150)。 

 

8. [キャンセル(C)] ボタンをクリックして手順 5の[プロパティ] ウィンドウへ戻ります。 
さらに [キャンセル] ボタンをクリックして手順 5の[iSCSIイニシエーターのプロパティ] ウィンドウに戻ります。 

9. 手順 6で IPアドレスが一致しなかった場合は、次のターゲットを選択して手順 4以降の作業を繰り返します。 
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一致した場合は、[デバイス(V)] ボタンをクリックします。 

 

10.  [デバイス] ウィンドウの[アドレス] 欄に表示されている値(例では Port 2: Bus 0: Target 0: LUN 0) を記録しておきます。 

 

7.5.2  MPDの切離し作業 
ここでは、MPDの切離し作業の手順を説明します。 

1. ETERNUSマルチパスマネージャを起動します。 
2. 「7.5.1 MPDの組込み確認」の手順 10で記録しておいたアドレス値を確認して、交換対象のデバイスをオフラインにします。マルチファン

クションの場合には複数のデバイスをオフラインにする必要があります。 

 

備考 

 マルチファンクションカードの場合、デバイスマネージャーで同じセグメント番号かつバス番号で機能(ファンクション)番号のみが異なるもの
が複数存在します。 この場合は、それぞれについて、以降の手順 3.から 5.を実施します。 

3. デバイスマネージャーから交換する NICを特定します。 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 2-1を参照して、NICを特定します。 
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4. デバイスマネージャーを利用して、交換する NICを無効にします。 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 2-2を参照して、NICを無効にします。 

5. ハードウェアの安全な取り外しを利用して、交換する NICを停止します。 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 3を参照して、NICを停止します。 

6. MMB Maintenance Wizardを利用して、NIC を交換します。【担当保守員作業】 
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 4を参照して、NICを交換します。 

備考 

SV Agents を導入している場合、NICの交換手順の途中で、イベントログに、ソース：SV Agents、ID： 
25004のエラーメッセージが出力されることがありますが、問題ありません。 

7. 交換したデバイスに、IPを設定しなおします。 
手順 2で記録しておいた IPアドレスおよびサブネットマスクを設定しなおします。 

備考 

IPを設定しなおすさいに、以下のメッセージが表示される場合は、[はい(Y)] ボタンをクリックしてください。 

 

8. [iSCSIイニシエーターのプロパティ] ウィンドウの[ターゲット] タブの、[最新の情報に更新] ボタンをクリックします。ターゲットの状態が[接続
完了] になることを確認します。 

 

7.6  PCI Express カードのパーティション停止保守 
ここでは、以下の PCI Expressカードのパーティション停止交換手順を説明します。 
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注意 

- 保守作業でネットワーク等の拡張カードを交換した場合、お客様が設定された設定値はご購入時の値に戻ります。交換後のアド
レスの変更等諸設定作業はお客様作業となります。 

備考 

- パーティション停止交換とは、交換する PCI Express カードを含むパーティションの電源をオフして、PCI Express カードを交換す
ることを指します。 

 

7.6.1  PCI Expressカードすべてに共通するパーティション停止交換手順の概要 
1. パーティションの電源オフ【システム管理者作業】 
2. PCI Expressカードの交換【担当保守員作業】 
3. パーティションの電源オン【システム管理者作業】 
4. デバイスマネージャーを利用して、交換した PCI カードを確認します。【システム管理者作業】 

7.6.2  FC（Fibre Channel）カードの交換手順 
周辺装置はそのままで、故障した FC カードだけを交換する手順を説明します。 

注意 

- SANブートや sadumpのダンプデバイスに使用される FC カードは、交換後 HBA UEFI／拡張 BIOSを再設定してください。 

1. パーティションの電源をオフします。【システム管理者作業】 
2. 目的のカードを交換します。【担当保守員作業】 
3. ファームウェアを確認します。【担当保守員作業】 

FC カードは、運用されていたファームウェア版数に合わせる必要があります。 交換部品のファームウェア版数が、交換前の FC カードのフ
ァームウェア版数（現行ファームウェア版数）と一致する場合、ファームウェア更新の必要はありません。 交換部品のファームウェア版数
が、現行ファームウェア版数と不一致する場合、現行ファームウェア版数へ交換部品のファームウェア版数を合わせる必要があります。 

ファームウェア確認・更新手順については、 
-  「PQ3000 Broadcom Fibre Channel Card Firmware Update Tool」（CA92344-2121） 
- 「PQ3000 QLogic Fibre Channel Card Firmware Update Tool」（CA92344-2122） 
を参照してください。 

4. パーティションの電源をオンします。【システム管理者作業】 
5. デバイスマネージャーを利用して、交換した FC カードを確認します。 デバイスマネージャーを開いて、該当デバイスが正常に認識されてい

ることを確認してください。 

備考 

下図のように、デバイスマネージャーで該当のデバイスを右クリックし、表示されるメニューに[有効]がある場合は有効にします( [無効] の
場合、本作業は不要です)。 
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7.6.3  チーミングに組み込まれている NICの交換手順 
ここでは、NICがチーミングに組み込まれている場合の交換手順を説明します。 

■ Intel PROSet (R) を使用したチーミングの場合の NICの手順 

注意 

- Intel PROSet (R) を使用したチーミングに関して、留意事項があります。 
留意事項については、「G.7 NIC（ネットワークインターフェースカード）」を参照してください。 

1. パーティションの電源をオフします。 
2. MMB Maintenance Wizardを利用して、NIC を交換します。【担当保守員作業】 

「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 4を参照して、NICを交換します。 
3. パーティションの電源をオンします。 
4. デバイスマネージャーを利用して、交換した NICを確認します。 

NICを交換完了後、デバイスマネージャーを開いて、該当デバイスが正常に認識されていることを確認してください。 
5. デバイスマネージャーを開いて、チーミングに組み込む NICのプロパティを開きます。 

 

6. [チーム化] タブで"このアダプタを他のアダプタとチーム化する" を選択し、交換前に組み込まれていたチームを選択して[OK] ボタンをクリッ
クします。 
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7. デバイスマネージャー上でチームに組み込まれていることを確認します。 

 

備考 

下図のように、デバイスマネージャーで該当のデバイスを右クリックし、表示されるメニューに[有効]がある場合は有効にします( [無効] の
場合、本作業は不要です)。 

 

8. 該当 PCI カード(PCIC)に接続されていたすべての LANケーブルを取り付けます。【保守員作業】 
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■ OS標準機能を使用したチーミングの場合の NICの交換手順 

1. パーティションの電源をオフします。 
2. MMB Maintenance Wizardを利用して、NIC を交換します。【担当保守員作業】 

「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 4を参照して、NICを交換します。 
3. パーティションの電源をオンします。 
4. デバイスマネージャーを利用して、交換した NICを確認します。 

NICを交換完了後、デバイスマネージャーを開いて、該当デバイスが正常に認識されていることを確認してください。 
5. 交換した NICをチーミングに組み込みます。 

チーミングに組み込む方法に関しては、以下を参照してください。 

- 「Windows Server 2022/2019/2016/2012 R2 OS標準 NICチーミング(LBFO)設定ガイド」 
公開場所は以下です。 
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/technical/construct/ 

6. 該当 PCI カード(PCIC)に接続されていたすべての LANケーブルを取り付けます。【保守員作業】 

7.6.4  冗長化されていない NICの交換手順 
ここでは、ネットワークが冗長化されていない（NICがチーミングに組み込まれていない）場合の、交換手順を説明します。 
「7.6.1 PCI Express カードすべてに共通するパーティション停止交換手順の概要」を参照して、NICを交換します。 

7.6.5  iSCSI (NIC)の交換手順 
ここでは、iSCSI (NIC)のパーティション停止保守手順を説明します。 

1. 交換する NICの IPアドレスおよびサブネットマスクを、あらかじめ記録します。 
IPアドレスおよびサブネットマスクの確認方法は、「7.5.1 MPDの組込み確認」を参照してください。 

2. パーティションの電源をオフします。【システム管理者作業】 
3. MMB Maintenance Wizardを利用して、NIC を交換します。【担当保守員作業】 

「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」の「7.2.1 交換の手順」の手順 4を参照して、NICを交換します。 
4. 交換したデバイスに、IPを設定しなおします。 

手順 1で記録しておいた IPアドレスおよびサブネットマスクを設定しなおします。 

備考 

IPを設定しなおすさいに、以下のメッセージが表示される場合は、[はい(Y)] ボタンをクリックしてください。 

 

5. [iSCSIイニシエーターのプロパティ] ウィンドウの[ターゲット] タブの、[最新の情報に更新] ボタンをクリックします。ターゲットの状態が[接続
完了] になることを確認します。 

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/technical/construct/
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第8章 バックアップ・リストア 

ここでは、サーバのデータを元の状態に復旧するために必要な、バックアップ・リストアを説明します。 

8.1  構成情報のバックアップ・リストア 
PRIMEQUEST 3000シリーズはパーティション機能を持っています。これにより、パーティションとして独立したサーバをユーザーに提供しま
す。ユーザーは、パーティションごとに UEFIで設定する必要があります。この設定は MMBで操作できます。MMBには、各パーティションの
UEFI構成情報、およびMMBの構成情報のバックアップ・リストア機能を備えています。 

注意 

- システムが損傷した場合、または操作ミスなどによりサーバ内のデータが消去された場合など、サーバ内の構成情報を元の状態に
復旧するには、サーバ内の構成情報がバックアップされている必要があります。万一の場合に備えて、UEFI設定変更や、MMB
設定変更後にバックアップを必ず実施します。 

ここでは、UEFI構成情報および MMB構成情報のバックアップ・リストアについて説明します。 バックアップ・リストア画面について詳しくは
『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「第 2章MMBのWeb-UI (Webユーザーイ
ンターフェース) 操作」を参照してください。 

8.1.1  UEFI構成情報のバックアップ・リストア 
ユーザーは、UEFI構成情報のバックアップ・リストア機能を使用して以下を実行できます。 

- 1つのパーティションにおいて UEFI画面で設定した後、OSが起動していることを確認してから、MMBから、そのパーティションの
UEFI構成情報をバックアップします。 

- SBの故障が発生して SBを交換した場合に、バックアップしてある UEFI構成情報を復元できます。 

備考 

あるパーティションのバックアップ情報を他のパーティションに適用することはできません。 
 
退避した情報は、リモート端末上に格納できます。また、退避してあるリモート端末上のデータも復元できます。 
MMB Web-UIの[Backup BIOS Configuration] 画面では、UEFIの構成情報を、ブラウザが動作している PC上にバックアップします。手
順を以下に示します。 
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図 8.1 [Backup BIOS Configuration] 画面 

 

■ UEFI構成情報のバックアップ 

1. 構成情報をバックアップするパーティションをラジオボタンで選択し、[Backup] ボタンをクリックします。 
ブラウザの格納先ダイアログボックスが表示されます。 

2. 格納パスを選択して[OK] ボタンをクリックします。 ファイルのダウンロードが開始されます。 
バックアップする BIOS Configuration ファイル名の初期値は、以下のとおりです。 
Partition番号_バックアップした日付_BIOSバージョン.dat 

■ UEFI構成情報のリストア 
[Restore BIOS Configuration] 画面では、BIOS構成情報をリストアします。 

図 8.2 [Restore BIOS Configuration] 画面 

 

1. リモート PCに格納されているバックアップした BIOS Configuration ファイルを選択して、[Upload] ボタンをクリックします。 
MMBへのファイル転送が開始されます。 
転送が完了すると、以下の画面が表示されます。 
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図 8.3 [Restore BIOS Configuration] 画面（パーティションの選択） 

 

2. 復元するパーティションを選択して[Restore] ボタンをクリックします。 

備考 

拡張パーティションの UEFI構成情報をバックアップ・リストアする場合は、分割元の物理パーティションの UEFI構成情報も一緒にバッ
クアップ・リストアしてください。 

8.1.2  MMB構成情報のバックアップ・リストア 
[Backup/Restore MMB Configuration] 画面では、MMBの構成情報をバックアップ・リストアできます。 手順を以下に示します。 

図 8.4 [Backup/Restore MMB Configuration] 画面 

 

■ MMB構成情報のバックアップ 

1. [Backup] ボタンをクリックします。 
ブラウザの格納先を選択するダイアログボックスが表示されます。 

2. 格納パスを選択して[OK] ボタンをクリックします。 ファイルのダウンロードが開始されます。 
バックアップする MMB Configuration ファイル名の初期値は、以下のとおりです。 
MMB_（バックアップした日付）_（MMBバージョン）.dat 
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■ MMB構成情報のリストア 

1. すべてのパーティションが停止していることを確認してください。 
2. リモート PCに格納されているバックアップした MMB Configuration ファイルを選択して、[Restore]ボタンをクリックします。 

MMBへのファイルの転送が開始されます。 
完了すると、復元を確認するためのダイアログボックスが表示されます。 

図 8.5復元を確認するためのダイアログボックス 

 

3. 復元する場合は[OK] ボタンを、中止する場合は[Cancel] ボタンをクリックします。 

8.2  RAIDカードの設定情報のバックアップ・リストア 
ここでは、RAIDカードの設定情報のバックアップ・リストアについて説明します。 
PRIMEQUEST 3000シリーズでは、curl コマンドを使用した RAID カードの設定情報のバックアップ・リストアをサポートします。 
 

備考 

- ここでは、curlを用いた方法を説明いたします。 
以下で説明する方法を実施するためには、あらかじめ、管理用端末に curlをインストールしておく必要があります。curlは以下の
Webサイトから入手できます。 
https://curl.haxx.se/download.html 

- RAID カードに関する全ての設定情報がバックアップできるわけではありません。 
バックアップできるものに関しては、「PRIMEQUESTシリーズ iRMC S5 RESTful API」（CA92344-1674-01）の「6.3 Out-
of-band RAID コンフィグレーションプロファイル」を参照してください。 

8.2.1  RAIDカードの設定情報のバックアップ 

1. MMB CLI コマンドの set irmc user コマンドで、iRMCアカウントとパスワードを設定します。 
set irmc user コマンドの詳細に関しては、「PRIMEQUEST 3000シリーズ Enterprise Modelツールリファレンス (MMB)」
(CA92344-1658)の「第 3章MMBの CLI（コマンドラインインターフェース）操作」を参照してください。 

2. 以下のコマンドを実行し、RAIDに関するサブプロファイルを作成します。 

備考 

以下はコマンドの実行例です。 
 

C:\curl –u admin:admin –H “Accept: application/json” –X POST –i 
http://172.17.167.219/rest/v1/Oem/eLCM/ProfileManagement/get?PARAM_PATH=Server/HWConfigurationIrmc/Adapte
rs/RAIDAdapter 
 

https://curl.haxx.se/download.html
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HTTP/1.1 202 Accepted 
rest/v1/Oem/eLCM/ProfileManagement/RAIDAdapter 
Data: Tue, 08 Dec 2015 09:18:49 GMT 
Server: iRMC S4 Webserver 
Content-Length: 139 
Content-Type: application/json; charset=UTF-8 
 
{ 
 “Session”:{ 
  “id”:5, 
  “WorkSequence”:”obtainProfileParameters”, 
  “Start”:””, 
  “Duration”:0, 
  “Status”:”activated” 
 } 
} 

- 上記例の http://172.17.167.219の部分に、対象のパーティションの IPv4 Console Redirection Setupで設定した IPアドレス
を指定します。 

- 上記例の admin:adminの部分に、step1で作成した iRMCアカウントを指定します。 

備考 

本章の説明において、http://～の部分に入力するものは全て、対象のパーティションの IPv4 Console Redirection Setupで
設定した IPアドレスです。 

- 上記例の C:/ ～ RAIDAdapter までが入力するコマンドです。HTTP ～ }が、コマンドを実行したことによる応答です。 

注意 

コマンドの打ち間違いに注意してください。特に、大文字と小文字を間違えないように気を付けてください。 
 

3. プロファイルストアにサブプロファイルが作成されます。 
以下のコマンドを入力し、RAIDに関するサブプロファイルを取得します。 

備考 

- 以下はコマンドの実行例です。 
- プロファイルに、RAID カードの構成情報が記載されています。 
 

C:\>curl –u admin:admin –H “Accept: application/json” –X GET –i 
http://172.17.167.219/rest/v1/Oem/eLCM/ProfileManagement/RAIDAdapter 
 
HTTP/1.1 200 OK 
Data: Tue, 08 Dec 2015 09:28:54 GMT 
Server: iRMC S4 Webserver 
Content-Length: 865 
Content-Type: application/json; charset=UTF-8 
Content-disposition: attachment; filename=”rest/v1/Oem/eLCM/ProfileManagement/RAIDAdapter” 
{ 
 “Server”:{ 
  “HWConfigurationIrmc”:{ 
   “Adapters”:{ 

http://172.17.167.219%E3%81%AE%E9%83%A8%E5%88%86%E3%81%AB%E3%80%81%E5%AF%BE%E8%B1%A1%E3%81%AE%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%81%AEipv4/
http://172.17.167.219%E3%81%AE%E9%83%A8%E5%88%86%E3%81%AB%E3%80%81%E5%AF%BE%E8%B1%A1%E3%81%AE%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%81%AEipv4/
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    “RAIDAdapter”:[ 
      { 
“@AdapterId”:”RAIDAdapter1”, 
“@ConfigurationType”:”Addressing”, 
. 
. 
PhysicalDisks:{ 
  PhysicalDisk:[ 
    { 
      “@Number”:”0”, 
      “Slot”:”0”, 
      “PDStatus”:”Available”, 
      “Interface”:”SAS”, 
     . 
     . 
   } 

- 上記例の C:/ ～ RAIDAdapter までが入力するコマンドです。HTTP ～ }が、コマンドを実行したことによる応答です。 

4. RAIDに関するサブプロファイルをファイルに保存します。 
手順 3で表示されている応答メッセージの中の、{ … }をテキストファイルにコピーして、拡張子を json形式にしてテキストファイルを保存
します。 

備考 

- プロファイルをコピーしたテキストファイルは設定情報をリストアする際に使用しますので、大切に保存してください。 
- ファイル名は、識別できるようにつけてください。 

例：RAIDconfiguration_P0_20170912.json 

5. 後処理を行います。 

1. 以下のコマンドを実施し、セッションを削除します。 

備考 

以下はコマンドの実行例です。 

 

C:\>curl –u admin:admin –H “Accept: application/json” –X DELETE –i http://172.17.167.219/session 
Information/5/remove 
 
HTTP/1.1 200 OK 
Date: Tue, 08 Dec 2015 09:18:55 GMT 
Server: iRMC S4 Webserver 
Transfer-Encoding: chunked 
Content-Type: application/json; charset=UTF-8 

- http://xxx.xx.xxx.xxx/session Information/5/removeの”5”の部分には、手順 1の時に表示されていた”Session”:{...}
内の”id”の部分に記載されている数字を指定します。 

2. 以下のコマンドを実施し、プロファイルストアから RAIDに関するプロファイルを削除します。 

備考 

以下はコマンドの実行例です。 
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C:\>curl –u admin:admin –H “Accept: application/json” –X DELETE –i 
http://172.17.167.219/rest/v1/Oem/eLCM/ProfileManagement/RAIDAdapter 
 
HTTP/1.1 200 OK 
Date: Tue, 08 Dec 2015 09:18:56 GMT 
Server: iRMC S4 Webserver 
Transfer-Encoding: chunked 
Content-Type: application/json; charset=UTF-8 

 

8.2.2  RAIDカードの設定情報のリストア 
1. 「8.2.1 RAID カードの設定情報のバックアップ」の手順 4で保存した RAIDに関するサブプロファイルを用意します。 
2. 以下のコマンドを実施して、RAID カードに関するサブプロファイルを適用します。 

備考 

以下はコマンドの実行例です。 
 

C:\>curl –u admin:admin –H “Accept:application/json” –X POST –i 
http://172.17.167.219/rest/v1/Oem/eLCM/ProfileManagement/set -data@C:\RAIDconfiguration_P0_20170912.json 
 
HTTP/1.1 202 Accepted 
Data: Tue, 08 Dec 2015 09:18:59 GMT 
Server: iRMC S4 Webserver 
Content-Length: 128 
Content-Type: application/json; charset=UTF-8 
 
{ 
 “Session”:{ 
  “id”:5, 
  “WorkSequence”:”applyProfile”, 
  “Start”:””, 
  “Duration”:0, 
  “Status”:”activated” 
 } 
} 

- 上記例の http://172.17.167.219の部分に、対象のパーティションの IPv4 Console Redirection Setupで設定した IPアドレス
を指定します。 

- 上記例の C:/ ～ C:\RAIDconfiguration_P0_20170912.json までが入力するコマンドです。HTTP ～ }が、コマンドを実行した
ことによる応答です。 

- C:\RAIDconfiguration_P0_20170912.jsonの部分に、「8.2.1 RAID カードの設定情報のバックアップ」の手順 4で保存した
RAIDに関するサブプロファイルのファイル名を、ファイルのパスを含めて指定します。上記の例では、C ドライブ直下に保存してある
場合の指定です。 

  

http://172.17.167.219%E3%81%AE%E9%83%A8%E5%88%86%E3%81%AB%E3%80%81%E5%AF%BE%E8%B1%A1%E3%81%AE%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%81%AEipv4/
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第9章 システムの起動・停止と電源制御 

 

ここでは、PRIMEQUEST 3000シリーズの起動・停止および電源制御を説明します。 

9.1  システム全体の電源オン／オフ 
ここでは、システムでサポートする電源オンとオフを説明します。 システム全体の電源制御は、MMBの[System Power Control] 画面で操
作します。 

図 9.1 [System Power Control] 画面 

 

[System Power Control] 画面について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-
1657）の「2.3.8   [System Power Control] 画面」を参照してください。 
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9.2  パーティションの電源オンとオフ 
ここでは、パーティションに対する電源オンとオフの種類や手順、電源確認の方法を説明します。 

9.2.1  パーティションの電源オン方法の種類 
パーティションの電源オンには次の 3種類の方法があります。 

1. MMB Web-UI、MMB CLIでの操作 
MMB Web-UIまたは MMB CLI操作による電源オンができます。これらの電源オンでは全パーティションの電源オン、またはパーティショ
ン単位での電源オンが指定できます。 

2. スケジュール運転（スケジュール設定による自動運転） スケジュール運転（自動運転機能）による電源オンができます。スケジュール
運転機能によりあらかじめ電源オン時刻を登録しておくことで、パーティション単位での電源自動オンができます。 

3. Wake On LAN（WOL） 
による電源オンができます。WOLでの電源オンでは、IOUEが含まれる該当パーティション単位での電源オンが指定できます。 

注意 

- 下記の操作を実施後、初回のパーティション起動時に、当該パーティションのリセットが入り起動する場合があります。この時、当該
パーティションの起動時間は通常時より長くなります。 
- 当該パーティションに SBを追加 
- 当該パーティションに拡張パーティションを追加 
- 当該パーティションの Home SB を変更 
- 当該パーティションに Home SB設定された SBを挿入 
- MMB Web-UIから Restore BIOS Configurationを実行 
- AC電源オン 
この時、SELに登録されるパーティションステータスは以下のように遷移します。 
「Power On In Progress」「Reset」「Power Off In Progress」「Power On In Progress」「Reset」「Boot」… 

備考 

「Reset」が 2回入る場合もあります。その際は、SELに登録されるパーティションステータスは以下のように遷移します。 
「Power on in progress」「Reset」「Power off in progress」「Power on in progress」「Reset」「Power off in 
progress」「Power on in progress」「Reset」「Boot」… 

- IOUE上の LAN Portは、MMBのWeb-UIから IOUE単位にWOLを有効／無効を設定できます。初期値はWOL無効で
す。IOUE上の LAN PortからWOLを使用する場合は、PPARパーティションの[Mode]画面で On board LAN Modeを
Enabled(WOL enabled)に設定します。[Mode]画面についてくわしくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレ
ンス(MMB)』（CA92344-1657）の「■         [Mode] 画面」を参照してください。 

- AC電源オフ（装置停止）後、IOUE挿抜後は、WOLの設定が初期状態に戻ります。OSを起動し、WOLの設定を復元し
ます。 

- WOLの有効/無効は、BIOS上、OS上双方で設定します。 
WindowsでWOLを有効にする場合、デバイスマネージャーの各ポートにおいて、以下の設定をする必要があります。[デバイスマ
ネージャー] - [ネットワークアダプター] - [INTEL（R）82576Gigabit Dual Port Network Connection] - [プロパティ] - [電力の
管理] で[電源オフ状態からのWake On Magic Packet] チェックボックスをオンにします。Windowsでの設定の場合は、添付ドラ
イバの「Intel PROSet」がインストールされている必要があります。 
BIOSでWOLを有効にする場合、[Configuration] - [Power Configuration] - [Wake-Up Resources]で[LAN]を
<Enabled>にします。各ポートにおいて、[Configuration]-[Network Device List]-[各 LAN カードのメニュー]-[NIC 
Configuration]で[Wake On LAN]を<Enabled>にします。 
備考 
[Network Device List]のメニューを表示するには、以下を行います。 
[Configuration]-[UEFI Network Stack Configuration]-[Network Stack]を<Enabled>にします。 
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- IOUE上の Onboard LANの場合 
[Configuration]-[Onboard Devices Configuration]-[IOU#x-LAN#y Oprom]を<PXE> or <iSCSI>にします。 

- IOUE、PCI_Box上の PCI Expressスロットの場合 
[Configuration]-[PCI Subsystem Configuration]-[OpROM Scan Configuration]-[IOU#x-Slot#y OpROM] または 
[PCI Box#x-Slot#y OpROM]を<Enabled>にします。 

- Home SB以外の SB内蔵 M.2, UFDから OS起動することはできません。OSをインストール済みの M.2, UFD を Home SB
に移す、または、OSをインストール済み M.2, UFD を搭載している SBを Home SBに設定します。 
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9.2.2  パーティションの電源オン単位 
電源オン方法によってオンできる単位は以下のとおりです。パーティションの電源オン操作の権限について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シ
リーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「1.1 Web-UIのメニュー一覧」を参照してください。 

表 9.1電源オン方法と電源オン単位 

オン方法 オン単位：全パーティ
ション 

オン単位：単一パーテ
ィション 

備考 

MMB Web-UI、MMB CLI オン可能 オン可能  

スケジュール運転 オン不可能 オン可能 自動運転 

Wake On LAN（WOL） オン不可能 オン可能 IOUEが含まれる該当パーティション単位 

9.2.3  パーティションの電源オフ方法の種類 
電源オフには次の 3種類の方法があります。 

1. OS上からのシャットダウン（推奨） 
OSのコマンドなどを使って OSをシャットダウンします。パーティションの電源をオフする場合、通常は OS上からシャットダウンしてください。
OSのシャットダウンコマンドなどについては、各 OS のマニュアルを参照してください。 

2. [MMB Web-UI] 画面、MMB CLIによるパーティションの電源オフ 
外部端末のWeb画面操作、MMB CLIの操作による電源オフができます。これらの電源オフでは、すべてのパーティションの電源オフ、
またはパーティション単位での電源オフができます。 

3. スケジュール運転によるパーティションの電源オフ 
スケジュール運転（自動運転機能）による電源オフができます。スケジュール運転機能によりあらかじめ電源オフ時刻を登録しておくこと
で、パーティション単位での電源自動オフができます。 

9.2.4  パーティションの電源オフ単位 
電源オフ方法によってオフできる単位は以下のとおりです。パーティションの電源オフ操作の権限について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シ
リーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.1 Web-UIのメニュー一覧」を参照してください。 

表 9.2電源オン方法と電源オン単位 

オン方法 オン単位：全パーティ
ション 

オン単位：単一パーテ
ィション 

備考 

MMB Web-UI、MMB CLI オフ可能 オフ可能  

スケジュール運転 オフ不可能 オフ可能 自動運転 

注意 

以下のような状態の場合は、「11.2 トラブル対応」を参照して、内容を確認してください。それでも解決できない異常については、担当営業
員または修理相談窓口に連絡してください。 連絡するときは、本体装置に貼付のラベルで記載の型名、および製造番号を確認し、伝えてく
ださい。また、障害が復旧するまでの間、パーティションの[Reset]、[Force Power Off] をしないでください。 

- パーティションの[Power Off]、[Reset]、[Force Power Off]、OSからのシャットダウンをしたとき、MMB Web-UI（インフォメーショ
ン領域）の Statusが「Error」となった。 

- MMB Web-UIで各コンポーネントの状態を表示すると Part Number、Serial Numberが「Read Error」 と表示されます。 

9.2.5  パーティションの電源オンとオフの手順 
パーティションは、単一の場合と複数の場合があります。パーティションの電源オン／オフの操作は複数パーティションの場合でも相違はありま
せん。複数のパーティションで 1つの外部装置を共有している場合は、複数のパーティションの電源を先にオフし、そのあとに外部装置の電源
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をオフします。 電源オン・オフに関する権限は以下のとおりです。 

表 9.3電源オン／オフに関する権限 

ユーザー権限 電源オン／オフに関する権限 
Administrator すべてのパーティション可 
Operator すべてのパーティション可 
Partition Operator そのユーザーに許可されたパーティションだけ可 
User すべてのパーティション不可 
CE すべてのパーティション不可 

 
MMB Web-UI メニューのユーザー権限について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-
1657）の「2.1 Web-UIのメニュー一覧」を参照してください。 

9.2.6  MMBによるパーティションの電源オン 
MMBによるパーティションの電源オンの手順を説明します。 

1. MMB Web-UIにログインします。 
→  [MMB Web-UI] 画面が表示されます。 

2. [Partition] - [Power Control] をクリックします。 
→  [Power Control] 画面が表示されます。この画面には、SB/Memory Scale-up Boardまたは IOUEを持つパーティションだけが表
示されます。 

図 9.2 [Power Control] 画面 

 

「#」の列がパーティション番号です。 
[Power Control] 画面について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の
「2.4.1   [Power Control] 画面] 画面」を参照してください。 

3. 電源をオンするパーティション番号の[Power Control] を[Power On] にし、[Apply] ボタンをクリックします。 
→確認のダイアログボックスが表示されます。 
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4. 実行する場合は[OK] ボタンを、キャンセルする場合は[Cancel] ボタンをクリックします。 

備考 

 パーティションの電源がすでにオンされていたり、電源がオフされているため指定した制御が失敗したりした場合は、警告が表示されま
す。[Power Control] 画面の表示・設定項目について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』
（CA92344-1657）の「2.4.1   [Power Control] 画面」を参照してください。 

9.2.7  MMBによるパーティションの起動制御 
パーティションのブート制御は、Administrators/Operator権限のユーザーだけ設定できます。MMBによるパーティションの起動制御の手順
を説明します。 

1. [Partition] - [Power Control] をクリックします。 
→  [Power Control] 画面が表示されます。 

図 9.3 [Power Control] 画面 

 

[Power Control] 画面の内容・設定項目について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』
（CA92344-1657）の「2.4.1   [Power Control] 画面」を参照してください。 

9.2.8  MMB によるパーティションの電源確認 
パーティションの電源状態を確認する手順を説明します。 

1. MMB Web-UIにログインします。 
→MMB Web-UI画面が表示されます。 

2. Web-UIのメニューから[Partition] - [Partition#x] - [Information] をクリックします。 
→  [Information] 画面が表示されます。 
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図 9.4 [Information] 画面 

 

[Power Status] にパーティションの電源状態が表示されます。 
[Information] 画面の内容・設定項目について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』
（CA92344-1657）の「2.4.9 [Partition#x] メニュー」を参照してください。 

9.2.9  MMBによるパーティションの電源オフ 
[MMB Web-UI] 画面による電源オフの手順を説明します。 

1. MMB Web-UIにログインします。 
→  [MMB Web-UI] 画面が表示されます。 

2. Web-UIのメニューから[Partition] - [Power Control] をクリックします。 
→  [Power Control] 画面が表示されます。 

図 9.5 [Power Control] 画面 

 

「#」の列がパーティション番号です。 
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[Power Control] 画面について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の
「2.4.1   [Power Control] 画面」を参照してください。 

3. 電源をオフするパーティション番号の「Power Control」を[Power Off] にし、[Apply] ボタンをクリックします。 
→指定したパーティションの電源がオフされます。 

備考 

Windowsでは、MMB Web-UIからシャットダウンを行う場合、ServerView Agents/ SVASが必要です。ServerView Agentの設
定方法について詳しくは『ServerView Operations Manager Installation ServerView Agents for Windows』の「システムシャット
ダウン」タブの説明を参照してください。VMwareでは、MMB Web-UIからシャットダウンを行えません。VMware上でシャットダウンを行
ってください。 
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9.3  スケジュール運転 
ここでは、スケジュール運転を説明します。 

9.3.1  スケジュール運転によるパーティションの電源オン 
パーティションに対してスケジュール運転をするように設定している場合は、設定された時間になると電源がオンになります。 スケジュールは日
単位、週単位、月単位、特定の日、または組み合わせの設定ができます。 

注意 

以下のように、SELに記録される時間は、スケジュール運転の予約時間より遅れる場合があります。 
- 構成のチェックおよび起動の準備処理を行ったあと、電源がオンされ、開始するまで時間がかかることがあります。この場合、スケジ

ュール運転の予約時間より、SEL表示が 6秒から 8秒程度遅れます。 
- MMBから OSへのシャットダウン指示は、設定時刻から数秒以内に実行されます。しかし、以下の時間が、設定および構成など

さまざまな条件で変わることがあります。 
- MMBから OSに到達するまでの時間 
- OSがシャットダウンを開始し、MMBへシャットダウンの開始を SELに通知するまでの時間 

- [Power on Delay] を 0秒にしても電源がオンされ、実行開始からリセットまでに、30秒から 70秒程度かかることがあります。 
スケジュールの設定について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.4.2   
[Schedule] メニュー」を参照してください。 

9.3.2  スケジュール運転によるパーティションの電源オフ 
パーティションに対してスケジュール運転をするように設定している場合は、設定された時間になると電源がオフされます。 スケジュールは日単
位、週単位、月単位、特定の日、または組み合わせの設定ができます。 スケジュールの設定について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリ
ーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.4.2   [Schedule] メニュー」を参照してください。 

9.3.3  スケジュール運転と復電機能の関係 
PRIMEQUEST 3000シリーズでは、スケジュール運転と復電機能は復電モードを「Schedule Sync」に設定したときに連動します。 

表 9.4 スケジュール運転とパーティション復電動作モードの関係 

No. 停電時 復電時 Always OFF 
（*1） 

Always ON
（*1） 

Restore 
（*1） 

Schedule 
Sync 
（*1） 

1 運用時間外 運用時間内 OFF ON OFF ON 

2 運用時間内 運用時間内 OFF ON ON ON 

3 運用時間外 運用時間外 OFF ON OFF OFF 

4 運用時間内 運用時間外 OFF ON ON OFF 

ON：Partition Power On、OFF：Partition Power Off 

注意 

表内に示す（*1）の動作は、停電時に正常にシャットダウンされていることが前提です。UPS未使用などによる異常電源オフが
発生した場合の復電時動作は、動作の設定にかかわらず、パーティションの自動起動はしません（=OFFモード動作）。 

9.3.4  スケジュール運転のサポート状況 
電源オン／オフの項目とスケジュール運転のサポート状況およびメニュー項目の説明を以下に示します。 
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表 9.5電源オン／オフ 

メニュー項目 スケジュール運転 説明 
All Partition Power On サポートしない 全パーティションを電源オンします。 
All Partition Power Off サポートしない 電源オン状態のパーティションはすべて、OSのシャットダウンを

伴って電源オフします。 
Partition Power On サポートする 任意のパーティションを電源オンします。 
Partition Power Off サポートする 任意のパーティションを OSのシャットダウンを伴って電源オフし

ます。 
Partition Force Power Off サポートしない 任意のパーティションを OSのシャットダウンを伴わずに強制的

に電源オフします。OSからシャットダウンが不可能になった場合
など、強制的に電源オフするときに使用します。 

Power Cycle サポートしない 任意のパーティションを電源オフし、電源オンします。 
電源オフは、OSのシャットダウンを伴わずに強制的に電源オフ
します。 

Reset サポートしない 任意のパーティションをリセットします。OSのリブートは伴いませ
ん。 

NMI サポートしない 任意のパーティションに対して NMI割込みをします。 
sadump サポートしない パーティションに対して、sadumpを指示します。 

 
スケジュール運転の設定について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の
「2.4.2   [Schedule] メニュー」を参照してください。Windowsシャットダウンの設定について詳しくは「付録 I  Windowsシャットダウンの
設定」を参照してください。 
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9.4  パーティションの自動再起動設定 
ここでは、パーティションの自動再起動設定を説明します。 
Administrators/Operator権限のユーザーはすべてのパーティションを設定できますが、Partition Operator 
権限のユーザーは許可されたパーティションだけ設定できます。 

注意 

- 下記の操作を行う場合は、Boot Watchdogを Disableにして実行します。 
- OSのインストール 
- シングルユーザーモードでの起動 
- SystemcastWizard Professionalによるバックアップ／リストア 

Boot Watchdogを[Enable] のまま上記の操作を実施してしまった場合には、パーティションの自動再起動を指定回数繰り返したあと
に、指定したアクション（Stop rebooting and Power Offまたは Stop rebootingまたは Diagnostic Interrupt assert）が実施され
ます。パーティションを自動再起動させるリトライ回数と実施されるアクションは、MMBの[ASR（Automatic Server Restart）
Control] 画面の設定に従います。 
 

パーティションの自動再起動設定の手順は以下のとおりです。 

1. [Partition] - [Partition#x] - [ASR Control] をクリックします。 
→  [ASR Control] 画面が表示されます。 

図 9.6 [ASR（Automatic Server Restart）Control] 画面 

 

2. 自動再起動の条件を設定します。 
[ASR Control] 画面の設定項目を以下に示します。 

  



第 9章 システムの起動・停止と電源制御 
  

 

344 CA92344-1656-30 

表 9.6 [ASR Control] 画面の表示・設定項目 

項目 内容 
ASR 
Number of Restart 
Tries 

Boot Watchdogや、SVASの Software Watchdogによってタイムアウトが発生した場合、あるいは、ハ
ードウェアエラーが発生し OSがシャットダウンした場合に、パーティションを自動再起動するリトライ回数を
設定します。 
回数は 0～10回まで設定できます。0が指定された場合はパーティションを自動再起動させず、’Action 
After exceeding Restart tries’で設定した動作が実行されます。 
デフォルトは 5回。 

注意 
 Reserved SB機能を使用する場合は、1以上に設定してください。 
 Reserved SB機能を有効にしていて本設定値を 1以上に設定している場合、パーティションの最

初の自動再起動時に Reserved SBへ切り替わります。 
Action after exceeding 
Restart tries 

Watchdog Timeoutなどでリスタートを繰り返し、上記のリトライ回数を超えた場合の動作を設定します。
以下の動作があります。 
 ・Stop rebooting and Power Off：リブート処理を止め、パーティションの電源をオフします。 
 ・Stop rebooting：リブート処理を止め、パーティションを停止します。 
 ・Diagnostic Interrupt assert：リブート処理を止め、パーティションに対して NMI割込みを指示しま

す。停止しているパーティションに対して、停止の原因調査のための調査資料(ダンプ) 採取を試みま
す。 

 
デフォルトは Stop rebooting and Power Off。 

Retry Counter 現状のリトライ可能な回数を表示します。 
Boot Watchdog 
Boot Watchdog ServerView の Boot Watchdog 機能の enable/disable を設定します。 

 
Enable に設定すると、OS の起動を監視します。OS 起動後に ServerView によって Boot Watchdog 
を停止します。 デフォルトは Disable 

Timeout time 
(seconds) 

Boot Watchdog が timeout するまでの時間を設定します。 
1~6000 の範囲を設定可能です。 

 
デフォルトは 6000 秒（=100 分） 

Action when 
watchdog expires 

Boot Watchdog が timeout した場合に、どういう Action を取るかを設定します。 
Action には、以下があります。 
 ・Continue 
 ・Reset 
 ・Power Cycle 

Software Watchdog 
Software Watchdog ServerView の Software Watchdog 機能の enable/disable を設定します。 

 

 
Enable に設定すると、OS 起動後に ServerView によって OS の運用を監視します。 
デフォルトは Disable 

Timeout time 
(seconds) 

Software Watchdog が timeout するまでの時間を設定します。 
1~6000 の範囲を設定可能です。（Linux、Windowsの場合） 
240~6000の範囲を設定可能です。（VMwareの場合） 

 
デフォルトは 300 秒（= 5 分） 

Action when 
watchdog expires 

Software Watchdog が timeout した場合に、どういう Action を取るかを設定します。 
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項目 内容 

Action には、以下があります。 
 ・Continue 
 ・Reset 
 ・Power Cycle 
 ・NMI 
備考 
VMwareの場合は、Continueのみ選択可。 

 

3. Boot Watchdog機能を解除する場合は、Boot Watchdogを Disableにします。 
4. [Apply] ボタンをクリックします。 

OS Boot監視解除が設定されます。 
[ASR Control] 画面の操作について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-
1657）の「2.4.9 [Partition#x] メニュー」を参照してください。 

9.5  復電 
PRIMEQUEST 3000シリーズでは、復電時のシステムの動作を筐体単位で設定できます。 
これらの設定は MMB Web-UIから実行します。 

9.5.1  復電のための設定 
UPSを使用している場合、停電検出時に以下の設定が可能です。初期値は「Restore」です。 

表 9.7復電ポリシー 

項目 システムの動作 
Always Off 復電後、電源オフ状態を継続します。 
Always On 停電したときの状態にかかわらず、復電後はパーティションの電源オンを実施

します。 
Restore 停電したときの状態に戻す。停電したときにオン状態であったパーティションは

電源オンを実施し、オフ状態であったパーティションは電源オフのままとしま
す。 

Schedule Sync 復電時にスケジュール運転設定により運用時間帯であれば自動的にパーテ
ィションの電源オンを実施します。（*1） 

*1: スケジュール運転について詳しくは「9.3 スケジュール運転」を参照してください。 
 
また、外付け SAN装置も UPSなどに接続されていた場合、復電時に SAN装置の起動が遅いと、サーバがパーティションの電源をオンにし
ても SAN装置が使用可能状態になりません。このため、SANブートに失敗することがあります。この場合は、上記の設定に加えて
「Partition Power On Delay」（秒単位：0～9999秒、初期値=0秒）を設定します。停電・復電時の設定方法について詳しくは
『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.3.7   [System Setup] 画面」を参照して
ください。 

9.6  リモートシャットダウン（Windows） 
Windowsには、「shutdown.exe」コマンドが付属しています。これを使って、管理端末からリモートシャットダウンできます。 
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9.6.1  リモートシャットダウンの前提条件 
リモートシャットダウン（Windows）を利用するには以下の前提条件があります。 

- 管理端末の OSが以下のどれかであること。 
- Windows Server 2022 
- Windows Server 2019 
- Windows Server 2016 
- Windows Server 2012 R2 
- Windows Server 2012 
- Windows 11 
- Windows 10 
- Windows 8.1 
- Windows 7 

- 管理端末がシャットダウンするWindows とネットワークで接続されていること。 

- シャットダウン対象のWindowsのファイアーウォール設定 
- ファイアーウォールの[例外] の設定で、[ファイルとプリンターの共有] のチェックボックスがオンになっていること。 

- シャットダウン対象のWindowsがワークグループ環境の場合 

- 管理端末とシャットダウンするWindowsのユーザー名とパスワードが一致していること。 

- シャットダウン対象のWindowsが Active Directory環境の場合 

- シャットダウンするWindowsの管理権限を持つユーザーで管理端末にログインしていること。 

9.6.2  リモートシャットダウンの使い方 
リモートシャットダウンするには、管理端末にログインし、管理者として起動したコマンドプロンプトで shutdown コマンドを実行
します。 

shutdown /s /m \\<Server Name> 

<Server Name> には、シャットダウンするWindowsのコンピュータ名を指定してください。 
shutdown コマンドのそのほかのオプションについては、ヘルプを参照してください。 
/?オプションを付けて実行すると、簡易ヘルプが表示されます。 

図 9.7 shutdown コマンドの簡易ヘルプ 
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第10章 構成、状態の確認（内容、方法、および手順） 

ここでは、PRIMEQUEST 3000シリーズのシステムの構成や状態を確認する機能について、ファームウェアなどのツールごとに一覧にして示し
ます。 

10.1  MMB Web-UI 
PRIMEQUEST 3000シリーズでは、MMBのWeb-UIによって、サーバ全体に対する管理を一元化しています。MMB Web-UIが提供す
る機能を以下に示します。詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の参照先をご
確認ください。 

表 10.1 MMB Web-UIで提供する機能 

機能 『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファ
レンス(MMB)』（CA92344-1657）の参照先 

システム全体の状態を表示します。 「2.3.1 [System Status] 画面」 
MMBのシステムイベントログ（SEL）に保管されているイベントを表示しま
す。 

「2.3.2 [System Event Log] 画面」 

Web-UIおよび CLIの設定や操作に関するログを表示します。 「2.3.3 [Operation Log] 画面」 
ハード異常情報（REMCS通報対象メッセージ）が表示されます。 「2.3.4 [Partition Event Log] 画面」 
PRIMEQUEST 3000シリーズシステムに関する情報を表示します。 
PRIMEQUEST 3000シリーズシステム（筐体）に対する名前を設定しま
す。Asset Tag（財産管理番号）を設定します。 

「2.3.5 [System Information] 画面」 

ファームウェアのバージョンを表示します。 「2.3.6 [Firmware Information] 画面」 
システムの構成を設定します。 「2.3.7 [System Setup] 画面」 
電源を制御します。 「2.3.8 [System Power Control] 画面」 
LEDの状態を表示します。 「2.3.9 [LEDs] 画面」 
PSUの状態を表示します。PSU故障時のリアクションを表示します。 「2.3.10 [Power Supply] 画面」 
FANの状態を表示します。FAN故障時のリアクションを表示します。 「2.3.11 [Fans] 画面」 
システム内の温度センサーの温度を表示します。温度異常時のリアクションを
表示します。 

「2.3.12 [Temperature] 画面」 

SB#xボードの状態を表示および設定します。 「2.3.13 [SB] メニュー」 
IOUE#xボードの状態を表示および設定します。 「2.3.14 [IOU] メニュー」 
SASディスクユニット#xの状態を表示および設定します。 「2.3.15 [DU] メニュー」 
システムに接続している PCIボックスの状態を表示します。 「2.3.16 [PCI_Box] メニュー」 
OPLの状態を表示します。 「2.3.17 [OPL] 画面」 
MMBに関する情報を表示します。 「2.3.18 [MMB] メニュー」 
パーティションの電源を制御します。 「2.4.1 [Power Control] 画面」 
各パーティションに対してスケジュールを設定します。 「2.4.2 [Schedule] メニュー」 
IPv4／IPv6用ごとのビデオリダイレクションを設定します。 「1.3.3 [Console Redirection Setup] 画面」 
パーティションを構成する SB、IOUEを設定します。 「2.4.4 [Partition Configuration] 画面」 
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機能 『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファ
レンス(MMB)』（CA92344-1657）の参照先 

Extended Partitionの構成を設定します。 「2.4.5 [Partition #x Extended Partition 
Configuration] 画面」 

Extended Socketを設定します。 「2.4.6 [Extended Socket Configuration] 画面」 
Reserved SB を設定します。 「2.4.7 [Reserved SB Configuration] 画面」 
パーティションごとに、Power Limitingを設定します。 「2.4.8 [Power Management Setup] 画面」 
パーティションのステータス、およびパーティションに関する各種情報を表示しま
す。 

「2.4.9 [Partition#x] メニュー」 

パーティションの自動再起動を実行する条件（ASR（Automatic Server 
Restart）Control）を設定します。 

「2.4.9 [Partition#x] メニュー」 

ビデオリダイレクションを起動します。 「2.4.9 [Partition#x] メニュー」 
パーティションに対する各種モードを設定します。 「2.4.9 [Partition#x] メニュー」 
現在登録されているユーザーアカウントに対する情報を表示します。 「2.5.1 [User List] 画面」 
現在ログインしているユーザーのパスワードを変更します。 「2.5.2 [Change Password] 画面」 
MMBに Serial、Telnet/SSHおよびWeb-UIで接続しているユーザーの一
覧を表示します。 

「2.5.3 [Who] 画面」 

MMBの日付と時刻を設定します。 「2.6.1 [Date/Time] 画面」 
MMBにアクセスするための IPアドレスなどを設定します。 「2.6.2 [Network Interface] メニュー」 
MMBボード上の各ポートの Speed/Duplexを設定します。 「2.6.3 [Management LAN Port Configuration]画

面」 
MMBのネットワークプロトコルを設定します。 「2.6.4 [Network Protocols] 画面」 
Web-UI画面のうち状態が変化する画面の自動更新を設定します。 「2.6.5 [Refresh Rate] 画面」 
SNMPに関する設定をします。 「2.6.6 [SNMP Configuration]メニュー」 
NMP トラップの送信先を設定します。 「2.6.6 [SNMP Configuration]メニュー」 
SNMP v3に固有の Engine IDおよびユーザーを設定します。 「2.6.6 [SNMP Configuration]メニュー」 
秘密鍵と、それに対応する CSR（署名要求）を作成します。 「2.6.7 [SSL] メニュー」 
MMB内に格納されている秘密鍵または CSR（署名要求）を取り出しま
す。 

「2.6.7 [SSL] メニュー」 

認証局から送付されてきた署名済みの電子証明書をMMBにインポートしま
す。 

「2.6.7 [SSL] メニュー」 

自己署名した証明書を作成します。 「2.6.7 [SSL] メニュー」 
SSHサーバのプライベートキーを作成します。 「2.6.8 [SSH] メニュー」 
リモートから RMCPで MMBを制御するために必要なユーザーを設定しま
す。 

「2.6.9 [Remote Server Management] 画面」 

ネットワークプロトコルに対してアクセス制御を操作します。 「2.6.10 [Access Control] 画面」 
イベントが発生したときに E-Mailで通知する設定をします。 「2.6.11 [Alarm E-Mail] 画面」 
ファームウェアアップデートを一括処理します。 「2.7.1 [Firmware Update] メニュー」 
MMB/UEFIのコンフィグレーション情報のバックアップ、リストアを行います。 「2.7.2 [Backup/Restore Configuration] メ 

ニュー」 
ウィザード形式でユニットの保守をサポートします。 「2.7.3 [Maintenance Wizard] 画面」 
REMCSに関する操作や設定をします。 「2.7.4 [REMCS] メニュー」 

10.2  MMB CLI 
MMBのシリアルポート経由、または管理 LAN経由で、MMB CLIにアクセスすることができます。MMB CLIでは、表示用・設定用などのコ
マンドが利用できます。 MMBのコマンドラインについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』
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（CA92344-1657）の「第 3章 MMBの CLI (コマンドラインインターフェース) 操作」を参照してください。MMB CLIで提供する機能につ
いて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の参照先をご確認ください。 

表 10.2 MMB CLIで提供する機能 

機能 『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファ
レンス(MMB)』（CA92344-1657）の参照先 

情報を設定します。 「3.2 設定用コマンド」 
情報を表示します。 「3.3 表示用コマンド」 
ファームウェアをアップデートします。 「3.4.1 update ALL」 
ファームウェアのバージョンおよび進行状態を表示します。 「3.4.2 show update_status」 

10.3  UEFI 
EFIが提供する機能を以下に示します。UEFIで提供するメニューについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレ
ンス(UEFI)』（CA92344-1658）の「第 2章 UEFIのメニュー操作」を参照してください。sadump機能については『PRIMEQUEST 3000
シリーズ運用管理ツールリファレンス(sadump, Dynamic Reconfiguration)』（CA92344-1659）の「第 2 章 sadump環境の設定」を
参照してください。 

表 10.3 UEFIが提供するメニュー 

機能 『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用
管理ツールリファレンス(UEFI)』
（CA92344-1658）の参照先 

『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用
管理ツールリファレンス(sadump, 
Dynamic Reconfiguration)』
（CA92344-1659）の参照先 

システムの情報を表示します。 「2.1[Information]メニュー」 ― 

各 I/Oデバイスに対し I/O空間を割り当てるかどうかの
設定や、CPUの設定、および PXEブートをイネーブル
に設定するかどうか、などを設定します。 

「2.2[Configuration]メニュー」 ― 

Secure Bootの設定を行います。 「2.3[Security] メニュー」 ― 

ブート実行に関する設定を行います。 「2.4[Boot]メニュー」 ― 

設定値の保存、破棄、初期設定値への復元、UEFI
メニュー終了後の準備に関する機能の設定などが行え
ます。 

「2.5[Exit]メニュー」 ― 

sadump環境を設定します。 ― 「第 2章 sadump環境の設定」 

10.4  ServerView Suite 
ServerView Suiteを使用して、PRIMEQUEST 3000シリーズの構成と各部品の状態をグラフィックで確認できます。 
ServerViewの操作方法について詳しくは『ServerView Suite ServerView Operations Manager Server Management』を参照して
ください。 
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第11章 異常通知、保守（内容、方法、および手順） 

ここでは、PRIMEQUEST 3000シリーズが提供する保守機能と、トラブルが発生した場合の対応を説明します。 

11.1  保守 
PRIMEQUEST 3000シリーズでは、システムを運用したまま保守できるように PSUや FANの活性保守をサポートしています。また、DR
機能や PCIホットプラグ機能を利用して、SB、IOUE、HDD/SSD/PCIe SSD SFFおよび PCI Express カードの活性保守もできます。
交換可能なコンポーネントの一覧について詳しくは「第 3章コンポーネントの構成と交換（増設、削除）」 を参照してください。 

備考 

PRIMEQUEST 3000シリーズは担当保守員が保守します。 

11.1.1  MMBによる保守 
MMBでは、Web-UIの[Maintenance] メニューによってシステムの保守機能を提供します。 
[Maintenance] メニューでは、システム構成情報のバックアップ・リストアができます。[Maintenance] メニューについて詳しくは
『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.7   [Maintenance] メニュー」を参照して
ください。MMBの保守手順は「11.1.4 MMBの保守」を参照してください。 

11.1.2  保守方法 
PRIMEQUEST 3000シリーズでは、PCなどの端末をMMBに接続し、MMB Web-UIの Maintenance Wizardを利用して保守作業を
します。担当保守員向けには、MMBに専用の Maintenance LANポートを備えています。担当保守員は、FST（保守者用 PC）を保
守対象システムの MMBの Maintenance LANポートに接続し、Maintenance Wizardを利用して保守作業ができます。 

注意 

PRIMEQUEST 3000シリーズは担当保守員が保守します。 
担当保守員がメンテナンスを実施する際には必ず以下の設定が必要です。 

- Video Redirection と Virtual Mediaが使用可能であること 
「詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.4.3 [Console 
Redirection Setup] 画面」を参照してください。」 

- Telnetもしくは SSHが使用可能であること 
「詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.6.4 [Network 
Protocols]画面」を参照してください。」 

11.1.3  保守モード 
PRIMEQUEST 3000シリーズは保守モードを備えています。 保守モードとは、保守作業者以外の電源操作や保守作業時のエラー通報
を抑止する機能です。保守モードで保守作業をすると以下のメリットがあります。 

- 保守作業者以外による電源操作によって、システムが保守作業者の予期しない状態に遷移することを防ぎます。 
- 保守作業ミスによる（または作業によって発生する）エラー通報を防ぎます。 
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保守モードおよび機能一覧を以下に示します。なお、Operationモードは、保守モードではなく通常運用モードです。 

表 11.1保守モード 

モード 意味 
Operation 
[通常運用] 

通常運用 

Hot System Maintenance 
[活性作業（システム）] 

システム電源オン状態での作業 

Hot Partition Maintenance 
[活性作業（パーティション）] 

保守対象パーティションが電源オン状態での作業 

Warm System Power Off 
[パーティション停止保守] 

システムは電源オン状態、かつ保守対象パーティションは電源オフ状
態での作業 

Cold System Maintenance(breaker on） 
[停止作業（スタンバイ）] 

システム電源オフ状態、かつ ACオン状態での作業 

Cold System Maintenance(breaker off)  
[停止作業（ACオフ）] 

システム電源オフ状態、かつ ACオフ状態での作業 

表 11.2各保守モードの機能一覧 

項目 操作 Hot 
System 

Hot 
Partition 

Warm 
System 

Cold 
System 
（ブレーカオ
ン） 

Cold 
System 
（ブレーカオ
フ） 

電源操作 管理者 許可 許可 抑止（*1） 抑止（*1） 抑止 抑止 

保守者 抑止 抑止 許可（*1） 許可（*1） 許可 許可 

Wake On LAN （WOL） 許可 許可 抑止（*1） 抑止（*1） 抑止 抑止 

カレンダー機能 許可 許可 抑止（*1） 抑止（*1） 抑止 抑止 

OSブート 許可 許可 抑止（*1） 
BIOSで停
止 

抑止（*1） 
BIOSで停
止 

抑止（*1） 
BIOSで停
止 

抑止 
BIOSで停
止 

REMCS通報 許可 抑止
（*2） 

抑止（*1） 抑止（*1） 抑止 抑止 

DR機能 許可 抑止 抑止（*1） 抑止（*1） 抑止 抑止 
*1: 保守対象パーティションにだけ効果があります 
*2: システムの異常時の REMCS 通報を抑止します（パーティションの異常は通知します) 

11.1.4  MMBの保守 
MMB1枚運用時の MMB故障などで MMB操作ができない状態で MMBを保守する場合は、以下の手順で実施します。 

1. OS Shutdown（LAN）など遠隔から実施します。（*1） 
2. 本体装置の電源をオフします。 
3. MMBを交換します。 
4. 本体装置の電源をオンします。 

*1: OSへの接続にMMB Userポートのみを使用する場合は、MMB故障の際に OSへログインできなくなるため、MMBを 2重化すること
を推奨します。 

備考 

MMB1枚構成の場合は、MMBの活性交換はできません。 
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11.1.5  PCIボックス（PEXU）の保守 
ここでは、PCIボックス（PEXU）故障時の保守に関する注意点を説明します。 

1. システム管理者は、保守対象に属すパーティションをすべて停止します。 
2. 保守者は、PCIボックスが属すパーティションがすべて停止していることを確認して、PCIボックス（PEXU）を交換します。 

備考 

Maintenance Wizardを使うと、PCIボックス内の全パーティションが停止しているかどうかを確認できます。Maintenance Wizardを使用し
て交換することを推奨します（担当保守員だけが使用）。 

11.1.6  保守ポリシー・予防保守 
PRIMEQUEST 3000シリーズの保守ポリシー・予防保守については『PRIMEQUEST 3000シリーズ製品概説』（CA92344-1653）の
「9.1   保守ポリシー・予防保守」を参照してください。 

11.1.7  REMCSサービスの概要 
REMCS（リモート顧客サポートシステム）は、ユーザーのサーバと OSCをインターネット経由で接続し、 サーバの構成情報の送信、障害
発生時の自動通知をすることによって、迅速なトラブル対応および解決を目的とするものです。 
PRIMEQUEST 3000シリーズでの REMCS機能は、以下のコンポーネントで実現されます。 

- MMB： 
サーバ全体のハードウェア構成情報収集、異常監視および OSCへの通知 

 
OSC との通信はMMBが行います。各パーティションから情報はMMBに集約し、MMBから OSCへ送信します。なお、REMCSサービス
を受けるためには「SupportDesk Product基本サービス」を契約する必要があります。契約していない場合、OSCへの登録（レジストレー
ション）はできますが、サービスを受けることはできません。「SupportDesk Product基本サービス」については、担当営業員に確認してくださ
い。 

11.1.8  REMCS連携 
パーティション上の資源情報や異常を MMB と連携して OSCに通知する機能です。 REMCSエージェントは、PRIMEQUEST 3000シリ
ーズシステムのエラー情報やログ情報などを、インターネットまたは P-P接続により OSCに通知します。 
PRIMEQUEST 3000シリーズの REMCSエージェントは、MMB ファームウェアと、各パーティションにインストールされる SVSにより構成さ
れます。REMCS連携に示すように、MMB ファームウェアはシステム全体の異常を監視し、異常を検出すると OSCに通知します。SVS
は、パーティション上の OSが検出したハードウェア異常情報およびハードウェア構成情報を、MMB ファームウェア経由で OSCに通知しま
す。 
REMCSについて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ REMCSサービス導入マニュアル』（CA92344-1662）を参照してください。 
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図 11.1 REMCS連携 
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11.2  トラブル対応 
ここでは、システムに異常が発生した場合の対応方法を説明します。 

11.2.1  トラブル対応の概要 
トラブル対応の基本的な作業手順を以下に示します。 

図 11.2 トラブル対応の概要 

 
OPL䈱LED␜䈮䉋䉎ㅢ⍮ 

 
本製品に異常が発生した場合は、メッセージに応じて対処してください。 
それでも解決できない異常については、修理相談窓口または担当営業員に連絡してください。 連絡するときは、Error となっている箇所の
Unit、Source、Part Number、Event ID、Description、本体装置に貼付のラベルで、記載の型名および製造番号を確認し、伝えてくだ
さい。 
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図 11.3 ラベルの貼付位置 

 
 

番号 説明 
（1） 型名 
（2） 製造番号 

11.2.2  修理相談窓口に連絡する前の確認事項 
修理相談窓口に連絡する前に、事前に次の内容について確認してください。 
「付録 L 障害連絡シート」を出力し、必要事項を記入しておきます。 

- 確認事項 
- 本体装置のモデル名と型名 
モデル名と型名は MMB Web-UIで確認できます。また、本体装置に貼付のラベルでも確認できます。 

- ハードウェア構成（取り付けている内蔵オプションの種類や搭載位置） 
- コンフィグレーション設定情報（BIOSセットアップユーティリティの設定値） 
- 使用 OS 
- LAN/WANシステム構成-現象（何をしているときに何が起きたのか、画面に表示されたメッセージなど） 
メッセージの表示例： 
システムイベントログ：「図 11.8システムイベントログ表示」参照 

- 発生日時 
- 本体装置設置環境 
- 各種ランプの状態 

11.2.3  修理相談窓口（連絡先） 
以下の場合は、修理相談窓口に連絡してください。 

- サポートサービス（SupportDeskなど）未契約のお客様 
- 製品保証期間中の保証書による修理 



第 11章 異常通知、保守（内容、方法、および手順） 
  

 

356 CA92344-1656-30 

- 製品保証期間終了後の、サポートサービス（SupportDeskなど）未契約の場合の修理 
- 当社指定のサービスエンジニアによるオンサイト修理をします。サービスエンジニアは、連絡を受けた翌営業日以降に訪問しま
す。 

- サービスの対象製品／作業時間に応じ、技術料／部品代／交通費などのサービス料金をご依頼の都度、申し受けます。 
- なお、サービス対象外となる製品もありますので、窓口で確認してください。 

 
富士通ハードウェア修理相談センター 
電話：0120-422-297（通話料無料） 
※音声ガイダンスに従って、お進みください。 
ご利用時間：月曜日～金曜日 9:00～17:00（祝日および 12月 30日～1月 3日を除く） 
Web受付：ハードウェア修理お申し込みページ https://eservice.fujitsu.com/webrepair/ 

※「富士通ハードウェア修理相談センター」では、お問い合わせ内容の正確な把握、およびお客様サービス向上のため、お客様との会話
を記録・録音させていただいておりますので、あらかじめご了承ください。 

 

11.2.4  異常状況を知る 
システムに異常が発生した場合、装置正面にある LED表示、[MMB Web-UI] 画面による通知、E-Mailによる通知から、異常状態を認
識します。E-Mailによる通知には、あらかじめ運用上の設定が必要です。  

備考 

[MMB Web-UI] 画面（コンテンツ領域、インフォメーション領域）上の[Part Number] [Serial Number] に[Read Error] が表示された場
合は、担当営業員または修理相談窓口に連絡してください。 連絡するときは、本体装置に貼付のラベルで、記載の型名、および製造番号
を確認し、伝えてください。 

■ LED表示 

装置の正面にある LED表示は、以下の図に示す位置にあります。Alarm LED表示および CSS LED表示は、 本体装置内の異常の有
無を通知するものです。 
本体装置内に異常が発生している場合に、Alarm LED表示がオレンジ色にあるいは CSS LED表示が黄色に点灯しています。Alarm 
LED表示および CSS LED表示が消灯している場合は、正常状態です。 

図 11.4装置正面の Alarm LED表示 

 

Alarm LED表示および CSS LED表示は、装置内のどこかの 1か所でも異常である場合に表示され、複数の異常がある場合でも同じよ
うに表示されます。 

https://eservice.fujitsu.com/webrepair/
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■ [MMB Web-UI] 画面 

以下の図に示すように、[MMB Web-UI] 画面からいつでも異常状態の有無を知ることができます。 

図 11.5 [MMB Web-UI] 画面でのシステム状態表示 

 
 

表示箇所 説明 

インフォメーション領域の Status システムの状態を表示 
 

[MMB Web-UI] 画面には、インフォメーション領域が常時表示されています。インフォメーション領域の[Status] に、システムの状態が表示さ
れます。以下の表に示すように、Normalが正常な状態、Warningおよび Errorが異常な状態です。異常箇所がある場合に表示されるア
イコンをクリックすると、システムイベントログ画面にリンクしますので、メッセージ内容を知ることができます。 

表 11.3 システム状態を示すアイコン 

状態 表示色 アイコン 

Normal（通常状態） 緑色 なし 

Warning（警告） 黄色 
 

黄色三角内に黒色！マーク 

Error（重大） 赤色 

 

赤色丸内に白色×マーク 
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備考 
MMB Web-UI（コンテンツ領域、インフォメーション領域）上の[Part Number]、[Serial Number] に[Read Error] が表示された場合は、
担当営業員または修理相談窓口に連絡してください。 連絡するときは、本体装置に貼付のラベルで、記載の型名、および製造番号を確
認し、伝えてください。 

■ Alarm E-Mailによる通知 

Alarm E-Mailによる通知から、システムの異常状態を知ることができます。 
MMB メニュー画面で[Network Configuration] - [Alarm E-Mail] を選択し、異常発生時の Alarm E-Mailによる通知を設定できます。
異常状態の種類、パーティション、対象コンポーネントなど、通知対象を絞ることもできます。 

図 11.6 Alarm E-Mail の設定画面 

 

■ その他 

システム起動時や各種ドライバに関連するトラブルもあります。 
これらについては『PRIMEQUEST 3000シリーズメッセージリファレンス』（CA92344-1660）を参照してください。 
下記の「操作中断の判断条件」のような MMBの異常状態や警告状態などが発生した場合は、操作を止めて担当営業員または修理相
談窓口に連絡してください。 連絡するときには、本体装置に貼付のラベルで、記載の型名、および製造番号を確認し、伝えてください。 

- 操作中断の判断条件 
- MMBの Alarm LEDが点灯している 
- MMB#0、MMB#1のどちらの Active LEDも点灯していない 
- MMB Web-UIに接続できない 
- 本体装置の複数のボードで Alarm LEDが点灯する 
- MMB Web-UIに[Read Error] が表示される 

- MMB Web-UIの[System Status] 画面で、すべてのユニットの状態が[Not-present] と表示される 

11.2.5  異常状況を調査する 
異常箇所を調査します。異常箇所が SB、IOUEなど、どのコンポーネントにあり、どのパーティションで発生しているかを調査します。異常箇
所、異常程度、システム運用形態などにより、対応方法が異なるからです。 

■ 異常コンポーネントの把握 

システム全体のコンポーネント構成、および異常状態にあるコンポーネントを調査します。 MMB メニュー画面で[System] - [System 
Status] を選択すると、以下の画面が表示されます。各コンポーネントの状態が把握できます。 
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図 11.7 システム状態表示 

 

 
異常箇所がある場合に表示されるアイコンをクリックすると、コンポーネントの状態を示す画面が表示されます。MMB Web-UI（コンテンツ領
域、インフォメーション領域）上の[Part Number]、[Serial Number] に[Read Error] が表示された場合は、担当営業員または修理相談
窓口に連絡してください。 
[System] - [System Event Log] を選択して[System Event Log] 画面を開くと、コンポーネントの状態、システムイベントログ（SEL）の
内容を知ることができます。 
この SELの情報は、調査のための大事な情報なので、画面下にある[Download] ボタンをクリックして、まずこの情報を保存してください。担
当営業員または修理相談窓口に連絡するときに重要な資料になります。 
SEL メッセージの見方については『PRIMEQUEST 3000シリーズメッセージリファレンス』（CA92344-1660）の「第 1章  メッセージの概
要」を参照してください。 
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図 11.8システムイベントログ表示 

 

■ 異常パーティションの把握 

システム全体のパーティション構成、および異常状態にあるパーティションを調査します。 MMB メニュー画面で[Partition] - [Partition 
Configuration] を選択します。各パーティションの状態が把握できます。 

図 11.9 [Partition Configuration] 画面 

 

■ パーティションの異常状態の把握 

パーティションの異常状態を調査します。 
MMB メニュー画面で[System] - [Partition Event Log] を選択します。[Partition Event Log] 画面では、ログが表示され、パーティション
内で発生した異常を把握できます。エージェントログメッセージの見方については、『PRIMEQUEST 3000シリーズメッセージリファレンス』
（CA92344-1660）を参照ください。メッセージリファレンスには、Event ID順にメッセージの意味および対処方法が記載されていますので、
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[Partition Event Log] 画面で、[Event ID] およびメッセージ内容を記録し、この記録を手がかりに発生した異常状況を把握します。 

図 11.10 [Partition Event Log] 画面 

 

11.2.6  異常内容を確認する 
メッセージの内容を確認し対処します。 
各種ログ表示に示されるメッセージ IDをもとに、『PRIMEQUEST 3000シリーズメッセージリファレンス』（CA92344-1660）のメッセージ一
覧に記載されているメッセージの内容を確認し、対処します。 

- MMBで検出されるシステムイベントメッセージ：『PRIMEQUEST 3000シリーズメッセージリファレンス』（CA92344-1660）「第 2
章  MMBのメッセージ」 

- パーティションで検出されるメッセージ：『PRIMEQUEST 3000シリーズメッセージリファレンス』（CA92344-1660）「第 4章  
sadumpのメッセージ」 

備考 

- メッセージ IDおよびメッセージ内容は、担当営業員または修理相談窓口に連絡する際の重要な情報になるため、必ずメモを残し
ます。 

- 『PRIMEQUEST 3000シリーズメッセージリファレンス』（CA92344-1660）のメッセージ一覧に記載されていない場合は、担当
営業員または修理相談窓口に連絡します。 

11.2.7  本体装置／PCIボックスに関するトラブル 
本体装置／PCIボックスに関するトラブルとその対処方法について、以下に説明します。 

■ 本体装置の LEDランプが点灯しない、またはオレンジ色のランプが点灯している 

- 原因：本体装置が故障している可能性があります。 
対処：担当営業員または修理相談窓口に連絡します。連絡するときは、本体装置に貼付のラベルで、記載の型名、および製
造番号を確認し、伝えます。 
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■ ディスプレイにエラーメッセージが表示された 

- 原因：装置に何らかのエラーが発生しています。 
対処：エラーメッセージを確認し、エラーの対処方法に従います。 

 

■ キーボード・マウスが機能しない 

- 原因：Home SBの USBポートにキーボード、マウスが正しく接続されていない可能性があります。 
対処：Home SBの USBポートにキーボード、マウスを正しく接続します。 

■ MMB Web-UI上の[Part Number]、[Serial Number] に[Read Error] が表示された 

- 原因：[Part Number]、[Serial Number] が読み込めない障害が発生しています。 
対処：担当営業員または修理相談窓口に連絡してください。障害が復旧するまでの間、パーティションの[Reset]、[Force 
Power Off] をしません。連絡するときには、本体装置に貼付のラベルで、記載の型名および製造番号を確認し、伝えます。 

11.2.8  MMBに関するトラブル 
MMBに関するトラブルとその対処方法について、以下に説明します。 

■ Web-UIを使用して PRIMEQUEST 3000シリーズに接続できない 

- 原因 1：有効な IPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイが設定されていない可能性があります。 
対処：『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「3.3.3   本番運用の接続環境設定」を参照し
て、正しく設定します。 

- 原因 2：MMB コンソール用 PCから MMBの USERポートまでのネットワークに異常が生じている可能性があります。 
対処：故障しているネットワーク機器、または LANケーブルを交換します。 

- 原因 3：MMBの内部のネットワーク（内部ハブなど）に障害が生じている可能性があります。  
対処：以下の手順により、Active MMBを切り替えます。 

1. Standby MMBに telnet/ssh経由でログインします。 
2. set active_mmb コマンドで Active MMBを切り替えます。set active_mmb コマンドについては『PRIMEQUEST 3000シ

リーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「3.2.11   set active_mmb」を参照してください。 

■ MMBの画面が表示されない 

- 原因 1：MMBの LANポートが有効になっていない可能性があります。 
対処：LANポートを有効にします。 

- 原因 2：MMB接続用 PCが、MMBの USERポートに正しく接続されていない可能性があります。  
対処：正しく接続しなおします。 

- 原因 3：ブラウザのバージョンが対応していない可能性があります。  
対処：MMBがサポートするブラウザは、1.6.1 MMBを参照。 

- 原因 4：ブラウザの JavaScriptの設定が有効になっていない可能性があります。 
対処：MMB Web-UIは JavaScriptを使用します。ブラウザの JavaScriptの設定を有効にします。 

11.2.9  パーティション操作時のトラブル 
- パーティションの[Power Off]、[Reset]、[Force Power Off]、OSからのシャットダウンをしたとき、 MMB Web-UIのインフォメーショ

ン領域の Statusが「Error」となった。また、MMB Web-UIで各コンポーネントの状態を表示すると[Part Number]、[Serial 
Number] が[Read Error] となった。 
- 原因：ハードウェアが故障している可能性があります。  
対処：担当営業員または修理相談窓口に連絡します。障害が復旧するまでの間、パーティションの[Reset]、[Force Power 
Off] を行わないでください。連絡するときには、本体装置に貼付のラベルで、記載の型名および製造番号を確認し、伝えま
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す。 

- Power On開始から Reset処理実行までの Power On中（sadump採取後の Power On含む）に別のパーティションがスケ
ジュール運転で Power On された場合、先に Power Onしたパーティションの Bootが完了しない現象が発生する可能性があり
ます。 
- 原因：MMB ファームウェアの制限により発生しています。 
対処：問題発生したパーティションを[Force Power Off] し、再度[Power On] を行います。 

11.3  トラブル対応時の注意点 
ここでは、トラブル対応時の注意点を説明します。 

- PRIMEQUEST 3000シリーズでは、装置スタンバイ時に AC コンセントをすべて抜いた場合、SELに[AC Lost]（Severity：
Info）というログが残ります。これは異常や故障ではありません。正常動作になります。 
以下にメッセージの表示例を示します。 
 
（項目）: Severity Unit Source EventID Description 
--------- : -------------------------------------------------------------- 
（表示）: Info PSU#*** ******** Power Supply input lost during the chassis power off 

11.4  保守用データの採取 
システムの異常事態には、パーティションが異常停止した場合と、パーティションは停止していないがハングアップしている場合があります。どちら
の場合も、異常事態の原因を特定するために調査用データを採取する必要があります。 
PRIMEQUEST 3000シリーズの運用を開始する前に、メモリダンプの設定を行ってください。富士通は、 これらの情報をもとにシステムの異
常原因を特定し、早急に問題を解決します。なお、調査のためには別途サポートデスク契約が必要になります。 

表 11.4システムの異常事態とメモリダンプの採取 

システムの状態 メモリダンプの採取 参照先 

パーティションが異常停止した すでに当該パーティションのメモリ 
ダンプが採取された状態になっています。 

「11.4.2 調査情報の収集（Windows）」 
「11.4.3 ダンプ環境の設定（Windows）」 

パーティションは停止していないがハングアップしている sadumpでメモリダンプを採取します。 「11.4.5 sadump」 

11.4.1  MMBで採取できるイベントログ 
PRIMEQUEST 3000シリーズでは、MMB Web-UIでシステム内に発生したイベントを採取できます。 システムイベントログ（SEL）には
32,000件のイベントを保管することができます。SELのエントリーがいっぱいになった場合、最も古いイベントログが削除されて、新たに発生し
たイベントログが SELに保管されます。 
[System Event Log] 画面では、画面に表示されるイベントログの特定や、SELに格納されているイベントログのダウンロード、および SEL
に格納されているすべてのイベントログのクリアができます。 
SELに対する操作は以下のとおりです。 

■ イベントログの確認 

操作手順 

1. [System] - [System Event Log] をクリックします。 
→  [System Event Log] 画面が表示されます。 
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図 11.11 [System Event Log] 画面 

 

2. 内容を確認します。 
SELに格納されているイベントログをダウンロードする場合は、[Download] ボタンをクリックします。画面に表示するイベントログを絞り込
む場合は、[Filter] ボタンをクリックします。[Detail] ボタンをクリックすると、ボタンに対応するイベントログの詳細画面が表示されます。これ
らの設定を取り消し、前に戻す場合は、[Cancel] ボタンをクリックします。 

注意 

SELに格納されているすべてのイベントログのクリアは、担当保守員に確認してから操作してください。 

備考 

- 運用中に異常が起きたときに、E-Mailで通知できます。通知するかどうかの設定や、通知する場合のエラーの段階、通知先の設
定については、『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.6.11   [Alarm E-
Mail] 画面」を参照してください。 

- [System Event Log] 画面の表示項目の説明は、『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』
（CA92344-1657）の「2.3.2   [System Event Log] 画面」を参照してください。 

- SEL Downloadにより RAID Cardのログ情報を得るには、該当 RAID Cardを搭載している Partitionが Power On されてい
る必要があります。 

■ SELに保管されているイベントログのダウンロード 

SELに保管されているイベントログは、当社技術員がシステムの状態を解析するために必要になります。 イベントログをダウンロードし、担当
保守員へ提出をお願いすることがあります。 
 
操作手順 

1. [System Event Log] 画面の[Download] ボタンをクリックします。 
→格納ファイルパス名指定のダイアログボックスが表示されます。 

2. パス名を入力します。 
→SELに格納されているイベントログが、Web-UI画面が表示されている PC上にダウンロードされます。 
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■ 表示するイベントログの特定 

操作手順 

1. [System Event Log] 画面の[Filter] ボタンをクリックします。 
→  [System Event Log Filtering Condition] 画面が表示されます。 

図 11.12 [System Event Log Filtering Condition] 画面 

 

2. 特定する条件を指定し、[Apply] ボタンをクリックします。 
→  [System Event Log] 画面に戻ります。特定した条件に合致するイベントだけが表示されます。 
[Cancel] ボタンをクリックした場合は、指定した選択を取り消し、[System  Event Log] 画面に戻ります。 [Default Setting] ボタンを
クリックした場合は、全項目の選択していた条件をクリアして、初期値に戻します。 
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表 11.5 [System Event Log Filtering Condition] 画面の表示・設定項目 

項目 説明 
Severity 表示する重大度を以下のチェックボックスから選択します。複数選択可。 

- Error 
- Warning 
- Info 
初期値ではすべてのチェックボックスがオン。 

Partition 表示するパーティションを選択します。ラジオボタンで [All] か[Specified] を選択します。 
[All] を選択した場合は、パーティションによるフィルタリングをしません。この場合、 [Specified] の各パーティショ
ンのチェックボックスはグレーアウトし、選択できません。 
[Specified] を選択した場合、各パーティションを選択するチェックボックスが選択可能となります。[All]、
[Specified] を切り替えても、[Specified] 側のチェックボックスの選択データは保持します。Partition Operator
の場合、[All] はグレーアウトし、選択できません。またパーティションのフィルタリングは管理対象のパーティション
だけ選択可能となります。Partition Operatorの場合、[All] はグレーアウトし、選択できません。またパーティシ
ョンのフィルタリングは管理対象のパーティションだけ選択可能となります。 
初期値は以下のとおり。 
- Partition Operatorでない場合、[All] ラジオボタン。 
- Partition Operatorの場合、[Specified] ラジオボタンと管理対象のパーティション。 

Source 表示する対象ソースを選択します。ラジオボタンで [All] か[Specified] かを選択します。[All]を選択した場合
は、ソースによるフィルタリングをしません。[Specified] を選択した場合、 ソース単位のフィルタリングが設定可
能となります。イベントを表示するソースをチェックボックスで選択します。[All]、[Specified] を切り替えても、
[Specified] 側のチェックボックスの選択データは保持します。初期値は [All]。 

Unit 表示する対象ユニットを選択します。ラジオボタンで [All] か[Specified] かを選択します。 
[All] を選択した場合は、ユニットによるフィルタリングをしません。[Specified] を選択した場合、ユニット単位の
フィルタリングが設定可能となります。イベントを表示するユニットをチェックボックスで選択します。[All]、
[Specified] を切り替えても、[Specified] 側のチェックボックスの選択データは保持されます。[All]、
[Specified] を切り替えても、[Specified] 側のチェックボックスの選択データは保持されます。初期値は[All]。 

Sort by Date/Time 新しい順で表示するか、古い順で表示するかをラジオボタンで選択します。 
初期値は[新しい順]。 

Start Date/Time ラジオボタンで最初のイベントにするか、時間を指定するかを選択します。時間を選択した場合、開始時間を
入力することができます。[First Event]、[Specified Time] を切り替えても[Specified Time] 側の時間データ
は保持されます。初期値は[最初のイベント]です。[Specified Time]の初期値は[2013/01/01 00:00:00]で
す。 

End Date/Time ラジオボタンで最後のイベントにするか、時間を指定するかを選択します。時間を選択した場合、最終時間を
入力することができます。[Last Event]、[Specified Time] を切り替えても、 [Specified Time] 側の時間デ
ータは保持されます。初期値は[最後のイベント]です。[Specified Time] の初期値は[2013/01/01 
00:00:00]です。 

Number of events 
to Display 

表示するイベントログの数を指定します。分母部分は、記録されているイベントログの総数指定最大値は
[3000]で、初期値は[100]です。 

■ イベントログの詳細表示 

操作手順 

1. 詳細を表示するイベントログの[Detail] ボタンをクリックします。 
→  [System Event Log（Detail）] 画面が表示されます。 
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図 11.13 [System Event Log（Detail)] 画面 

 

2. 対応する操作ボタンをクリックします。 

- [Back] ボタン：[System Event Log] 画面に戻ります。 
- [Previous] ボタン：[System Event Log] 画面の表示順で、1つ前のイベントログの詳細情報が表示されます。実際の SEL内

のイベントログ順ではなく、[System Event Log] 画面で表示されているイベントログだけが対象です。 
- [Next] ボタン：[System Event Log] 画面の表示順で、次のイベントログの詳細情報が表示されます。 

表 11.6 [System Event Log（Detail）] 画面の表示・設定項目 

項目 説明 
Severity イベント、エラーの重大度が表示されます。 

- Error：ハードウェア故障などの重大な問題 
- Warning：必ずしも重大ではないが、将来問題になりそうなイベント 
- Info：パーティションの電源オンなど、情報としてのイベント 

Date/Time イベント、エラーが発生した時間がローカルタイムで表示されます。 
フォーマット：YYYY-MM-DD HH:MM:SS 

Source イベント、エラーが発生したセンサーの名前が表示されます。 
Unit イベント、エラーが発生したセンサーを所有するユニットが表示されます。たとえば、SB#0の CPU#0で

エラーが発生した場合は、[SB#0] と表示されます。ユニットの特定は、センサーの[Entity ID] から本セ
ンサーを保有する FRUを検索し、[Entity Association Record] から親エントリーを検索します。親エ
ントリーの FRU Record内に記述されている Board/Unit Nameを表示します。各ユニット情報の画
面（各ユニットのパーツ番号、シリアル番号が参照できる画面）へのリンクがあります。 

Event ID イベントの内容を識別するための ID（16進で 8桁表示）が表示されます。Event ID の割り当てに
ついて詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズメッセージリファレンス』 
（CA92344-1660）の「第 2章  MMBのメッセージ」を参照してください。 
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項目 説明 
Description イベント、エラーの内容が表示されます。また、Event Dataに Trig Offset以外が記されているセンサ

ーは、Event Dataを表示します。たとえば、R、T と記されているセンサーについては、イベント発生時の
Reading Value、Threshold Valueを表示します。ただし、ボードの抜差しに関するイベントについて
は、ボードのパーツ番号、シリアル番号が表示されます。 

Part# SELに格納されているパーツ番号が表示されます。格納されていない場合は[－] が表示されます。 
Serial# SELに格納されているシリアル番号が表示されます。格納されていない場合は[－] が表示されます。 
Event Data [Event Data] が 16進で表示されます。 

11.4.2  調査情報の収集（Windows） 
Windowsでトラブルが発生した場合、正確な調査を迅速にするためにはそれぞれの状況に応じた資料が必要になります。ここでは、調査に
必要とされる頻度の高い資料とその採取方法を説明します。 なお、調査のためには別途サポートデスク契約が必要になります。 

■ ソフトウェアサポートガイド／DSNAP 

ソフトウェアサポートガイド（SSG）および DSNAPは、ソフトウェアトラブル調査の際に必要となる情報採取を確実に実施するサポートツー
ルです。お客様のシステムに問題が発生した際に、当社技術員がお客様のシステム構成（導入しているソフトウェアの一覧や、OSの設定
状況、イベントログなど、そのシステムがどのように構成・運用されているか）を正確に把握し、調査を円滑に進めるために使用します。 ソフ
トウェアサポートガイドおよび DSNAPは、管理者コマンドプロンプトより実行します。 利用方法については、下記を確認してください。 

DSNAP：[OS インストールドライブ]:\DSNAP の README_JP.TXT ファイル 
SSG（QSS収集ツール）：ソフトウェアサポートガイドのヘルプ 

■ メモリダンプ 

メモリダンプは、問題発生時のメモリの内容をそのままファイルに書き出したものです。以下のような現象が発生している場合に、メモリダンプは
非常に有用な情報になります。 

- システム運用中にWindows全体のハングアップ（デスクトップ画面のフリーズ、マウスやキーボードが操作できないなど）が発生し
た場合 

- システム運用中にパフォーマンスが極端に低下し、マウスやキーボードの反応が悪いといった状態が続く場合 
- STOPエラーなど、致命的なエラーが発生した場合 

メモリダンプファイルの設定方法について詳しくは「11.4.3 ダンプ環境の設定（Windows）」を参照してください。 
ダンプを取得するには、MMB Web-UIの[Partition]-[Power Control] 画面で目的のパーティションに対して[NMI] を指定します。 

備考 

- メモリダンプの強制採取は、サーバ運用の停止をともないます。 
- 環境によってはダンプ採取完了までに時間がかかる場合があります。 

11.4.3  ダンプ環境の設定（Windows） 
Windowsでは OS標準機能でダンプを行うことができます。ダンプを実行するためには事前にディスク領域を確保しておく必要があります。 
ここではWindowsでダンプを実行するための環境の設定について説明します。システム障害発生後のシステム復旧のために、運用を開始
する前に以下の項目を参照の上、設定してください。 

■ メモリダンプ 

メモリダンプファイルは、システムで STOPエラー（致命的なシステムエラー）が発生した場合にデバッグ情報が保存されるファイルです。メモリ
ダンプ取得のための設定は、運用に使用する OSやアプリケーションをインストールした後で実施します。 

■ メモリダンプで取得できる情報の違い 

PRIMEQUEST 3000シリーズで設定可能なメモリダンプは以下の 5種類です。それぞれ取得できる情報が異なります。 
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- 完全メモリダンプ 
システムが停止したときの物理メモリの内容をすべて記録します。物理メモリのサイズ+300 MB程度の空き容量が必要です。保存
できるダンプは 1回分だけです。指定した保存先にすでにダンプファイルが存在した場合、上書きします。 

- アクティブメモリダンプ 
Windows Server 2016以降で実装された新機能です。採取対象である OSが使用しているメモリ領域の情報のみが記録され
ます。メモリダンプファイルのサイズは使用されているメモリ状況によって変動します。保存できるメモリダンプは 1回分だけです。指定
した保存先に既にメモリダンプファイルが存在した場合、上書きします。なお、完全メモリダンプに比べてダンプファイルが小さくなるた
め、ディスク使用量が削減され、作成する時間が短くなります。ただし、ごく稀なケースではトラブル原因の調査に必要な情報が足
りない場合があります。 

- カーネルメモリダンプ 
カーネルメモリ空間だけの情報が記録されます。カーネルメモリダンプの最大サイズは、32 ビット版Windowsでは 2GB、64 ビット
版Windowsでは 8TBになります。サイズはメモリ使用状況によって変動します。保存できるダンプは 1回分だけです。指定した
保存先にすでにダンプファイルが存在した場合、上書きします。 

- 最小メモリダンプ 
問題の識別に役立つ最小限の情報が記録されます。1つの最小メモリダンプファイルにつき、128KB または 256KBのメモリダンプ
ファイルが作成されます。このオプションを指定した場合、システムが予期せず停止するごとに、新しいファイルを作成します。 

- 自動メモリダンプ 
カーネルメモリダンプと同様にカーネルメモリ空間のみの情報が記録されます。カーネルメモリダンプとの違いは、ページングファイルの
初期値が搭載されているメモリより小さいサイズで作成できることです。ただし、ページングファイルがカーネルメモリ空間の情報をすべ
て記録できなかった場合、カーネルメモリダンプの作成は失敗しますが、次回起動時にページングファイルサイズが自動で拡張されま
す。 

表 11.7 メモリダンプファイルの種類と既定値 

メモリダンプの種類 メモリダンプファイルサイズ 保存方法 

完全メモリダンプ 物理メモリサイズ＋300 MB（*1） 上書き（*2） 

アクティブメモリダンプ OS稼働時のメモリ空間に依存 
(最大でも完全メモリダンプよりも大きくなることは
ありません) 

上書き（*2） 

カーネルメモリダンプ OS稼動時のメモリ空間に依存（32 ビット版
Windowsは最大 2 GB、64 ビット版Windows
は最大 8 TB） 

上書き（*2） 

最小メモリダンプ 32bit版Windowsは 128 KB、64bit版
Windowsは 256 KB 

新規ファイル作成 

自動メモリダンプ OS稼動時のメモリ空間に依存（最大 8 TB） 上書き（*2） 

*1: Memory Mirror 機能利用時は、搭載している物理メモリサイズの半分のサイズ+300MB となります。 
*2: 上書きしないように設定変更できますが、すでにメモリダンプファイルが存在する場合、新たなメモリダンプファイルを作成できません。

新たなメモリダンプファイルを作成するには、既存のメモリダンプファイルを退避してください。 

注意 

- メモリダンプを取得する前に、HDD/SSD/PCIe SSD SFFの空き容量が十分あるかを確認します。 
- 下記を考慮してシステム運用に最適な設定を選択します。 

- カーネルメモリダンプではユーザーモードの情報がないため、トラブルの原因を特定できない場合があります。 
- 完全メモリダンプは、ダンプを作成するために要する時間が搭載メモリのサイズに比例して長くなり、結果として業務を再開する
までの停止時間が長くなります。また、ダンプファイルを保存するために、ディスク容量も多く必要となります。 

- iSCSI接続先にメモリダンプファイルを格納できません。ただし、iSCSIブートにおいて、ページングファイルを iSCSIブートディス
クに配置した場合だけは格納できます。 
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■ メモリダンプの設定方法 

ここでは、メモリダンプの設定方法を説明します。 

●Windows Server 2012 R2/ 2016/ 2019/ 2022のメモリダンプの設定 

以下の手順に従って、メモリダンプファイルを設定します。 

1. 管理者権限でサーバにログオンします。 
2. メモリダンプファイルを格納するドライブの空き容量を確認します。 
3. [コントロールパネル] - [システムとセキュリティ] - [システム] - [システムの詳細設定] の順にクリックします。 
4. [詳細設定] タブの[起動と回復] の[設定] をクリックします。 

→  [起動と回復] ダイアログボックスが表示されます。 

図 11.14 [起動と回復] ダイアログボックス 

 

5. 以下を設定します。 
[デバッグ情報の書き込み] でメモリダンプファイルの種類を選択し、[ダンプファイル]でダンプファイルの格納先を設定します。 

6. [OK] ボタンをクリックし、[起動／回復] ダイアログボックスを終了します。 
7. [OK] ボタンをクリックし、[システムのプロパティ] ダイアログボックスを終了します。 
8. パーティションを再起動します。 

→パーティション再起動後、設定が有効になります。 

●iSCSIブートにおいてメモリダンプファイルを作成する場合 

IntelPROSetにて「iSCSIブート・クラッシュ・ダンプ」の設定を「オン」に設定してください。 

■ メモリダンプ設定の確認 

事前にダンプを取得し、正常にダンプが作成されることを確認してください。また、この操作によって実際にダンプが出力されるまでの時間や再
起動にかかる時間などを測定し、業務再開までの時間を見積もり、 必要に応じて取得するダンプの種類を再検討してください。 
ダンプを取得するには、MMB Web-UI の[Partition] - [Power Control] で、目的のパーティションに対して「NMI」を指定します。手順につい
て詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「第 2章  MMBのWeb-UI (Web
ユーザーインターフェース) 操作」を参照してください 



第 11章 異常通知、保守（内容、方法、および手順） 
  

 

371 CA92344-1656-30 

■ ページングファイルの設定 

●Windows Server 2012 R2/ 2016/ 2019/ 2022の場合 

以下の手順に従って、ページングファイルを設定します。 

1. 管理者権限でサーバにログオンします。 
2. [コントロールパネル] - [システムとセキュリティ] - [システム] - [システムの詳細設定] の順にクリックします。 
3. [詳細設定] タブの[パフォーマンス] の[設定] をクリックします。 

→  [パフォーマンスオプション] ダイアログボックスが表示されます。 
4. [詳細設定] タブをクリックします。 

図 11.15 [詳細設定] ダイアログボックス 

 

5. [仮想メモリ] の[変更] をクリックします。 
→  [仮想メモリ] ダイアログボックスが表示されます。 
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図 11.16 [仮想メモリ] ダイアログボックス 

 

6. [すべてのドライブのページングファイルのサイズを自動的に管理する] のチェックボックスをオフにし、[ドライブ] でページングファイルを作
成するドライブを指定します。 
→ 選択したドライブが[選択したドライブのページングファイルサイズ] の[ドライブ] に表示されます。 

注意 

- 内蔵ディスクブートおよび SAN（FC）ブートの場合、iSCSI接続先にはダンプファイルおよびページングファイルを格納できま
せん。 

- ファイルシステムが ReFSのボリュームにはページングファイルを格納できません。 

7. [カスタムサイズ] を指定し、[初期サイズ] に値を入力します。 正常にメモリダンプを取得するには、搭載メモリ+1 MB以上のサイズ
を指定する必要があります。搭載メモリの 1.5倍程度のサイズを推奨します。 

注意 

自動メモリダンプを選択して、ページングファイルのサイズを小さくするには下記のどちらかの設定が必要となります。 
- [すべてのドライブのページングファイルのサイズを自動的に管理する]のチェックボックスをオンにすること。 
- [システム管理サイズ]を選択すること。 

8. [最大サイズ]に値を入力します。 
[初期サイズ]と同じサイズか、またはより大きい値を指定します。[初期サイズ] と同じサイズを推奨します。 

9. 設定を保存します。 
[選択したドライブのページングファイルサイズ] の[設定] をクリックします。 設定が保存され、[ドライブ] の[ページングファイルのサイズ] 
に設定した値が表示されます。 

10.  [OK] ボタンをクリックし、[仮想メモリ] ダイアログボックスを閉じます。 
[変更結果はコンピュータを再起動しなければ有効になりません。] とメッセージが表示されます。[OK] ボタンをクリックし、メッセージ
ボックスを閉じます。 

11.  [OK] ボタンをクリックし、[パフォーマンスオプション] ダイアログボックスを閉じます。 
12.  [OK] ボタンをクリックし、[システムのプロパティ] ダイアログボックスを閉じます。 
13.  パーティションを再起動します。 

→パーティション再起動後、設定が有効になります。 
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11.4.4  調査情報の収集（Linux） 
Linuxでトラブルが発生した場合、正確な調査を迅速にするためにはそれぞれの状況に応じた資料が必要になります。ダンプ環境の設定に
ついては OSが RHELの場合は『Linuxユーザーズマニュアル』、OSが SLESの場合は『メモリダンプ機能運用管理マニュアル』を参照して
ください。なお、 調査のためには別途サポートデスク契約が必要になります。 

11.4.5  sadump 
パーティション異常の場合には、「11.4.4 調査情報の収集（Linux）」で説明したように、それぞれの状況に応じた資料としてメモリダンプを調
査用のデータとして採取します。しかし、このメモリダンプの採取に失敗するときがあります。また、パーティションの状態は[OS running] で、異
常を認識できない場合も多くあります。このような場合、PRIMEQUEST 3000シリーズでは、RHELまたは SLESにおいて調査用のデータ
を確実に採取するため、sadumpによりメモリダンプを採取します。 
OSのハングアップなどで、システムが動作しない状況での、sadumpによるメモリダンプ採取手順は以下のとおりです。 

1. MMB Web UIで[Partition] - [Power Control] を選択します。 
→ [Power Control] 画面が表示されます。 

2. この画面で[NMI]を選択し、[Apply]ボタンをクリックします。 
→ OSが panic し、kdumpが動作します。 

3. kdumpが取得できなかった場合に、[sadump] を選択し、[Apply] ボタンをクリックします。 
→sadumpによるメモリダンプ採取が開始されます。 パーティションの状態が[Dumping] に遷移します。 メモリダンプ採取中は、以下の
ような画面が表示されます。 

ACPI(PNP0A03,0)/PCI(7,0)/ACPI(PNP0F03,0): 
#########################      [xx.x%] 

メモリダンプの採取が完了すると、以下のどちらかの状態になります。 
- 自動的にシステム再起動が開始されます。 
- パーティションの状態が[Halt] に遷移し、システムも Halt状態になります。 この場合、手動でシステムをリセットして、システムを
再起動します。 採取が完了すると、以下のような画面が表示されます。 

ACPI(PNP0A03,0)/PCI(7,0)/ACPI(PNP0F03,0): 
         [100.0%] 

Dumping Complete. Waiting for reboot... 

採取したメモリダンプは、各 OSの運用に従って、可搬状態にしてサポート部門に搬送します。この運用については、各 OSのマニュアル
を参照してください。ここでは手動採取による sadumpの運用を説明しましたが、OSによっては自動的に sadumpによるダンプ採取が
開始される場合があります。この運用についても各 OSのマニュアルを参照してください。 

注意 

ダンプデバイスを冗長化している状態で、1本目のディスクに異常が発生した場合、代替する 2本目のディスクにダンプ出力されます。た
だし、1本目のディスクにダンプ採取している間にデバイスの異常を検知すると、ダンプ採取は異常終了します。 

11.5  ログ情報の設定と確認 
ここでは、システムに異常が発生した場合などの、ログ情報の設定と確認方法を説明します。 

11.5.1  ログ情報一覧 
採取できるログ・情報の種類は以下のとおりです。 

- システムイベントログ（System Event Log） 
- シスログ／イベントログ（Syslog/Event Log） 
- エージェントログ（Agent Log） 
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- パーティションイベントログ（Partition Event Log） 
- ハードウェアエラーログ 
- BIOSエラーログ 
- パーティション電源制御要因情報 
- ネットワーク関連の設定・ログ情報 
- NTP クライアントのログ情報 
- REMCSの設定・ログ情報 
- 操作ログ情報 
- 物理インベントリー情報（PCIボックスも含む） 
- システム／パーティション構成、設定情報 
- システム／パーティション構成ファイル 
- 筐体内のセンサー定義情報 

11.6  ファームウェアアップデートについて 
PRIMEQUEST 3000シリーズは、BIOS、iRMC、MMBのファームウェアで構成されています。 ファームウェアの管理は、それぞれの版数を
統合した一式としての総合版数で行います。 ファームウェアアップデートは、MMBから一括アップデート（全ファームウェアをシステム内のすべ
ての格納箇所に一度に適用する）で実施します。 ファームウェアのアップデート方法について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用
管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.7.1 [Firmware Update] メニュー」を参照してください。 

11.6.1  ファームウェアアップデートの留意事項 
MMBあるいは SB/Memory Scale-up Boardが故障している場合は、ファームアップデートの前に保守を行ってください。故障したMMBあ
るいは SB/Memory Scale-up Boardが構成内に存在するときには、ファームアップデートを実施しないでください。 ファームウェアアップデート
はパーティションの電源状態に関わらず実行可能です。 ただし、パーティションが Power Off状態でない場合は新しいファームウェアが適用さ
れるのは Power off 後になります。 

注意 

- ファームウェアアップデートが失敗した場合は、MMB Web-UIの[Firmware Update]メニューよりファームウェアアップデートを再度実
施してください。 

- Intel(R) TXT機能を有効にしている場合は、パーティションの電源状態に関わらず、ファームウェアアップデートを実行することはで
きません。Intel(R) TXT機能を無効後、ファームウェアアップデートを実施してください。 
Intel(R) TXT機能を無効にする方法に関しては、PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(UEFI)』
（CA92344-1658）の「2.2.3 [CPU Configuration] メニュー」を参照してください。 

- パーティションに Reserved SB設定をしている場合、ファームウェアアップデート完了後、以下の場合にパーティションの電源をオン
できません。 
- Reserved SBに設定している SBが他のパーティションで使用されており、そのパーティションの電源がオン状態の場合。 
Reserved SBに設定している SBを使用しているパーティションの電源を落とすと、Reserved SB を設定したパーティションの電
源をオンすることができます。 

- パーティションの電源がオン状態の時にファームウェアアップデートを行っている場合、Reserved SBの設定および解除はできませ
ん。ファームウェアアップデート完了後に Reserved SBの設定および解除を行うことができます。 

- 装置内のいずれかのパーティションにおいて Intel(R) Optane(TM) DC persistent memory を搭載する場合、Intel(R) 
Optane(TM) DC persistent memoryのファームウェアおよび統合ファームウェアは常に最新版にしてください。最新版にしていな
い場合、Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryの保守作業時間が長くなります。Intel(R) Optane(TM) DC 
persistent memoryの保守作業時間に関しては、「3.3.2 各コンポーネントの交換条件」を参照してください。 

- PRIMEQUEST 3400S Lite/3400S/3400E/3400L/3800E/3800Lにおいて、PA19121以降から PA19091以前のファーム
ウェアにダウングレードする場合、ダウングレードする版数のファームウェアのアップデート(*)をさらに 1回実施し、計 2回のアップデート
(*)が完了後、装置を AC OFF/ONする必要があります。詳細は、ファームウェアファイルに添付されている PRIMEQUEST 3000
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シリーズファームウェアアップデート手順書を参照してください。 
(*) オンラインファームウェアアップデートは使用できません。 
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付録 A PRIMEQUEST 3000シリーズが提供する

機能一覧 

ここでは、PRIMEQUEST 3000シリーズが提供する機能の一覧、および管理系ネットワーク仕様の一覧を説明します。 

A.1  機能一覧 
PRIMEQUEST 3000シリーズが提供する機能の一覧を以下に示します。 

A.1.1  操作 

表 A.1操作機能一覧 

機能／操作 小項目 説明 

ユーザー操作 ユーザー操作設定 ユーザーアカウントごとの操作権限設定 

LDAPによる二重化MMB間アカウント同期 
GUI Webユーザーインターフェース 
CLI MMB コマンドラインインターフェース 

外部インターフェース KVM（ローカル） ローカル VGA、USB 

リモートコンソール コンソールリダイレクション シリアルコンソール over LAN 
ビデオリダイレクション 管理 LAN接続 PCをグラフィカルコンソールとする機

能 

バーチャルメディア 管理 LAN接続 PCのドライブなどをパーティション側の
ドライブとする機能 

UEFI UEFI インターフェース UEFIシェル 
Boot Manager 
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A.1.2  運用 

表 A.2運用機能一覧 

機能／操作 小項目 説明 

システム構築 管理 LAN設定 MMB管理 LAN設定 

Maintenance LAN（REMCS/CEポート）設定 

操作権限・範囲設定 ユーザーアカウント管理 

パーティション構築 パーティション作成・編集・削除 

CPU/DIMM構成チェック 
 Memory Operation Mode 

および 
Lockstep mode 
(パーティションごと) 

Normal Mode Lockstep Disable 

Lockstep Enable 
Full Mirror Mode Lockstep Disable 
Address Range Mirror Mode Lockstep Disable 
Spare Mode Lockstep Disable 

PCIボックス制御 PCIボックスの管理、パーティションへの割当て 

システム運転・電源制御 起動 Web-UI/CLI/WOLによる電源オン 

停止 Web-UI/CLI/OSからのシャットダウン、強制電源オフ 

再起動 Web-UI/OSからのリブート、パーティションリセット 

復電処理 停電から復電したときの電源オン制御 

ブートコントロール Web-UIでのブートデバイス選択 

ブート時の診断モード選択 

UEFI Boot Managerのブートデバイス選択、ブートオプション設定 

スケジュール運転 日時指定の自動電源オン／オフ 
Wake On LAN ネットワーク経由での電源オン 

自動復旧・リカバリー 縮退運転 CPU、DIMM、SB、Memory Scale-up Boardなどの自動縮退運転 
Reserved SB 障害 SBから Reserved SBへの SB自動切替え 
ASR 障害発生時のパーティション自動再起動 

継続運転 継続運転 二重化MMB間での処理引継ぎ 

MMB、iRMC リセットによる回復とパーティション継続運転 

エコロジー運転 消費電力管理 筐体消費電力の監視、上位ソフトウェアへの通知 

FAN回転数制御 FAN回転数最適制御 
Dynamic Reconfiguration (DR) Add/Remove OS稼動中のパーティションに対して構成変更可能です 
Extended Partitioning パーティション分割 物理パーティションにより分割されたハードウェア資源をさらに分割 

時刻同期 NTP クライアント NTP クライアント 

A.1.3  監視・通報 

表 A.3監視・通報機能一覧 

機能／操作 小項目 説明 

ハード監視・通報 ハードウェア異常監視 MMB/iRMC/UEFIによるハードウェアの異常監視 

パーティション異常監視 MMB/UEFIによるWatchdog Timer監視 

電源制御異常監視 電源制御シーケンス異常監視 

FAN回転数異常監視 FAN回転数異常監視 

電圧異常監視 電圧異常監視 

温度異常監視 温度異常監視 

ハードウェア予兆監視 CPU、DIMM、HDDハードウェア故障の予兆監視 

外部通報 メール、SNMP、REMCSによる外部通報 

イベント監視 センサー検出イベントの監視 

閾値監視 温度、電源電圧、FAN回転数の閾値監視 

状態表示 LED表示 MMB、システムステータス表示 
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機能／操作 小項目 説明 

位置表示（Location LED） 

故障部品表示 

エコ関連状態表示 筐体消費電力表示 

FAN回転数表示 

PSU/DDC電源オン状態表示 

温度表示 

上位ソフトウェアからのエコ状態取得（SNMP） 

ログ ログ種別 MMB収集ログの内容拡充／履歴情報強化 
- システムイベントログ（SEL） 
- ハードウェア・UEFIエラーログ 
- 電源制御・要因情報 
- ネットワーク設定・ログ 
- MMB操作ログ、ログイン記録 
- ファームウェア版数 
- 実装ユニット情報 
- パーティション構成・設定 
- センサー情報 
- 各種ファームウェアログ・ダンプ 

ログダウンロード MMB収集ログ一括ダウンロード（SELダウンロード 

ハードエラー処理 Fault Location 故障部品指摘 

WHEA対応 Windows Hardware Error Architecture対応 

A.1.4  保守 

表 A.4保守機能一覧 

機能／操作 小項目 説明 
部品交換 交換対象 停止交換、非活性／活電／活性保守 

ホットプラグ/DRによる活性保守サポート 

交換対象部品表示 SEL、LEDによる交換対象部品表示 

ホットプラグ PCI Express カード、HDD/SSD/PCIe SSD SFF 

DRによる SB交換 

FRU管理 FRU管理 FRU管理対象部品の FRU情報管理 
シリアルナンバー／パートナンバー／プロダクト名など 

FRUによるシステム情報の管理・バックアップ 

ログ管理 ログ収集 MMBによるログの収集と世代管理 

ログ消去 MMB ログクリア 

ファームウェア管理 世代管理 1世代管理 

版数表示 総合版数表示 

ファームウェアアップデート Web-UI/CLIでの一括ファームウェアアップデート 

MMBによる SB/Memory Scale-up Board間版数合わせ
（BIOS/iRMC） 

P-off時の SB/Memory Scale-up Board版数確認 

構成設定情報管理 構成設定情報退避・復元 MMB/UEFI/REMCS情報の退避と復元 

保守ガイダンス Maintenance wizard Web-UIによる部品交換手順指示 

障害原因探索 内部ログトレース MMB/iRMC内部ログ取得 

MMB-iRMC間通信障害時の原因切り分け 
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機能／操作 小項目 説明 

ダンプ機能 MMB コアダンプ 

sadump対応 

ハードウェアログ CPU/Chipsetハードウェアログ 

リモート保守 REMCS REMCS 
- ハードウェア障害情報通知 
- システム構成情報通知 
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A.1.5  冗長化 

表 A.5冗長化機能一覧 

機能／操作 小項目 説明 

ネットワーク 管理 LAN二重化 管理 LAN二重化切替え 

電源 二系統受電 二系統受電監視 

PSU冗長化 PSU N+1/N+2冗長監視・制御 

ユニット FAN冗長化 FAN冗長監視・制御 

MMB二重化 MMB二重化制御 

異常検出・切替え後、リセット・二重化復帰 

SB冗長化 Reserved SBによる故障 SB切替え 

部品・モジュール DIMM二重化 Memory Mirror Mode（パーティションごと） 

DIMMスペア化 Memory Spare Mode （パーティションごと） 

システムクロック クロック多重化 SBごとに発振器を持つ。 
Home SBから分配 

システム 筐体内クラスタ パーティションごとに独立クロック 

A.1.6  外部連携 

表 A.6外部連携機能一覧 

機能／操作 小項目 説明 

外部 IF/API IPMI/RMCP IPMI/RMCP インターフェース 
SNMP SNMP インターフェース 
telnet/ssh telnet/sshによるMMB CLIへのアクセス 
http/https http/httpsによるMMB Web-UIへのアクセス 
NTP MMBの NTP クライアントによる時刻同期 

EMS連携 ServerView Suite連携 ServerView Suite との連携 

他管理ソフトウェア連携 各社サーバ管理ソフトウェアウェアとの連携 

クラスタ連携 PRIMECLUSTER連携 PRIMECLUSTERによるクラスタ連携 
UPS連携 停電制御 停電時のシャットダウン処理で UPS装置との連携をサ

ポート 

停電シャットダウン前のユーザースクリプト実行をサポー
ト 

外部ファイル装置連携 増設ファイル装置 増設ファイル装置のサポート 

インストーラ連携 OS インストール支援 ServerView Installation Managerのサポート 

GDS連携 GDS連携 ソフトウェア RAID（RHEL）のサポート 

PXM連携 PXM連携 PXM（XSPエミュレーション）のサポート 
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A.1.7  セキュリティ 

表 A.7セキュリティ機能一覧 

機能／操作 小項目 説明 

セキュリティ設定 外部 IFセキュリティ設定 ネットワークセキュリティ設定（SSL、SSHなど） 

ユーザー管理／認証 ユーザー認証 MMB ログインアカウントの管理 

ユーザー認証連携（LDAP） 二重化MMB間のアカウント同期 

監査証跡 操作ログ MMB操作ログ、ログイン履歴などの記録 
TPM TPM TPM機能のサポート 

A.2  機能一覧とツールの関係 
PRIMEQUEST 3000シリーズが提供する機能とインターフェースの対応を以下に示します。 

A.2.1  システム情報表示 

表 A.8 システム情報表示機能とインターフェースの対応一覧 

機能 MMB Web-UI MMB CLI UEFI 

システム状態表示（Error、Warning） サポート   

システムイベントログ（SEL）表示 サポート   

システムイベントログ（SEL）ダウンロード サポート   

MMB Web-UI/CLI操作ログ表示 サポート   

システム情報表示（P/N、S/N） サポート   

ファームウェア版数表示 サポート サポート  

A.2.2  システム設定 

表 A.9システム設定機能とインターフェースの対応一覧 

機能 MMB Web-UI MMB CLI UEFI 

一系統/二系統受電 サポート サポート  

復電時電源オン設定 サポート サポート  

復電時起動遅延時間 サポート サポート  

設置高度 サポート サポート  

電源ユニット（PSU）冗長化設定 サポート サポート  

Reserved SBへ切替え時の該当 SBを含む
Partitionの Force Power Offを開始するまでの
最大待ち時間設定 

サポート   

System全体としての Power Saving機能の有
効・無効設定 

サポート   

System全体の消費電力閾値（Limit値）設
定 

サポート   
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A.2.3  システム操作 

表 A.10システム操作機能とインターフェースの対応一覧 

機能 MMB Web-UI MMB CLI UEFI 

システム電源制御（On/Off/Force P-off） サポート サポート  

A.2.4  ハードウェア状態表示 

表 A.11ハードウェア状態表示機能とインターフェースの対応一覧 

機能 MMB Web-UI MMB CLI UEFI 

LED状態表示 サポート   

LED操作（点灯、消去、点滅） サポート   

電源ユニット（PSU）オン数・状態表示 サポート   

システム消費電力表示 サポート   

FAN状態監視・回転数表示 サポート   

温度監視・表示 サポート   

電圧監視・表示 サポート   

SB状態表示（CPU、DIMM、 
Chipset、TPM、iRMC、クロック） 

サポート 
 

  

Memory Scale-up Board状態表示
（DIMM、Chipset、iRMC、クロック） 

サポート   

IOUE状態表示 サポート   

DU_SAS、DU_PCIEA、DU_M状態表示 サポート   

OPL状態表示 サポート   

MMB状態表示 サポート   

PCIボックス状態表示 サポート   

A.2.5  パーティション構成情報・状態表示 

表 A.12パーティション構成情報・状態表示機能とインターフェースの対応一覧 

機能 MMB Web-UI MMB CLI UEFI 

パーティション状態表示（CPU数、コア数、メモ
リサイズ、電源状態） 

サポート   

A.2.6  パーティション構築・動作設定 

表 A.13パーティション構築・動作設定機能とインターフェースの対応一覧 

機能 MMB Web-UI MMB CLI UEFI 

パーティション構築 サポート サポート  

Reserved SB割当て サポート サポート  

CPUの設定   サポート 

パーティション自動再起動（ASR）設定 サポート   

I/Oデバイスへの I/O空間割当て   サポート 
Memory Operation Mode サポート サポート  

Memory Mirror RAS Mode サポート サポート  
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機能 MMB Web-UI MMB CLI UEFI 

Dynamic Reconfiguration（DR） サポート サポート  

TPM   サポート 

備考 

- Dynamic Reconfiguration機能は、PRIMEQUEST 3400E/3400L/3800E/3800Lにおいて対応しています。 
- Dynamic Reconfiguration機能は、PRIMEQUEST 3400E2/3400L2/3800E2/3800L2において未対応です。 

A.2.7  パーティション操作 

表 A.14パーティション操作機能とインターフェースの対応一覧 

機能 MMB Web-UI MMB CLI UEFI 

ビデオリダイレクション／バーチャルメディア サポート   

コンソールリダイレクション  サポート  

A.2.8  パーティション電源制御 

表 A.15パーティション電源制御機能とインターフェースの対応一覧 

機能 MMB Web-UI MMB CLI UEFI 

電源オン サポート サポート  

電源オフ（シャットダウン） サポート サポート  

リセット サポート サポート  

NMI サポート サポート  

強制電源オフ サポート サポート  

Sadump サポート サポート  

電源オン時の診断モード選択 サポート   

スケジュール運転 サポート   
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A.2.9  OSブート設定 

表 A.16 OSブート設定機能とインターフェースの対応一覧 

機能 MMB Web-UI MMB CLI UEFI 

OSブートデバイスの選択   サポート 

OSブート優先順位の設定   サポート 

OSブートオプションの設定   サポート 

OSブート遅延時間の設定   サポート 

PXE/iSCSIブートネットワークデバイス設定   サポート 

ブートコントロール（ブート設定のオーバライド） サポート   

A.2.10  MMBユーザーアカウント制御 

表 A.17 MMBユーザーアカウント制御機能とインターフェースの対応一覧 

機能 MMB Web-UI MMB CLI UEFI 

MMBユーザーアカウント設定・表示 サポート サポート  

MMB ログインユーザー表示 サポート サポート  

A.2.11  サーバ管理ネットワーク設定 

表 A.18サーバ管理ネットワーク設定機能とインターフェースの対応一覧 

機能 MMB Web-UI MMB CLI UEFI 

MMBの日付・時刻・timezone設定 サポート サポート  

MMBの時刻同期（NTP）設定 サポート   

MMB管理 LAN設定 サポート サポート  

保守 LAN設定 サポート サポート  

MMB LAN Port設定 サポート   

MMBネットワークプロトコル設定 サポート サポート  

SNMP設定 サポート サポート  

SNMP設定（V3） サポート   

SSL設定 サポート   

SSH設定 サポート サポート  

Remote Server Managementユーザー設定
（RMCP） 

サポート   

アクセスコントロール設定 サポート   

Alarm E-Mail設定 サポート   

MMBネットワーク状態表示コマンド  サポート  

A.2.12  保守 

表 A.19保守機能とインターフェースの対応一覧 

機能 MMB Web-UI MMB CLI UEFI 

一括ファームウェア更新 サポート サポート  

MMB   Configuration情報の退避・復元 サポート   
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機能 MMB Web-UI MMB CLI UEFI 

BIOS   Configuration情報の退避・復元 サポート   

メンテナンスウィザード：部品交換 サポート   

メンテナンスウィザード：保守モードの設定・解除 サポート   

SB活性増設  サポート  

IOUE活性増設  サポート  

A.3  管理系ネットワークの仕様 
PRIMEQUEST 3000シリーズが提供する管理系ネットワーク仕様を以下に示します。 

表 A.20保守機能とインターフェースの対応一覧 

コンポーネント
（A） 

通信 
方向 

コンポーネント
（B） 

User 
ポート 

CE 
ポート 

REMCS 
ポート 

パーティション 
LANポート 

プロトコル 
（ポート番号） 

ポート 
番号 

端末ソフト 双方向 MMB 使用 使用 不使用 不使用 telnet 
（TCP 23） 

変更可 

双方向   ssh（TCP 22） 変更可 

ビデオリダイレクショ
ン 

双方向 MMB/iRMC 使用 使用 不使用 不使用 VNC 
httpの場合： 
 (80) 
httpsの場合： 
 (443) 

 

ビデオリダイレクショ
ン (HTML5) 

双方向 MMB/iRMC 使用 使用 不使用 不使用 httpの場合： 
 (80) 
httpsの場合： 
 (443) 

 

バーチャルメディア 双方向 MMB/iRMC 使用 使用 不使用 不使用 VNC 
httpの場合： 
 (80) 
httpsの場合： 
 (80) 

 

FST 双方向 MMB 使用 使用 不使用 不使用 telnet 
（TCP 23） 

変更可 

双方向 ssh 
（TCP 22） 

変更可 

双方向 RMCP 
（UDP 623） 

 

富士通サポートセ
ンター（OSC） 

Bから A 
方向 

MMB 使用 使用 使用 不使用 SMTP 変更可 

NTPサーバ 
（時計装置） 

双方向 MMB（クラ 
イアント） 

使用 使用 不使用 不使用 NTP 
（UDP 123） 

 

Webブラウザ 双方向 MMB 使用 使用 不使用 不使用 http/https 
（TCP 8081/432） 

変更可 

SVOM 双方向 MMB 使用 使用 不使用 不使用 telnet 
（TCP 23） 

変更可 

双方向 ssh（TCP 22） 変更可 

双方向      Snmp 
（UDP 161） 

変更可 

Bから A 
方向 

snmp trap 
（UDP 162） 

変更可 

双方向 RMCP 
（UDP 623） 

 

双方向 ServerView 
Agents 

不使用 不使用 不使用 使用 Snmp 
（UDP 161） 

 

Bから A 
方向 

snmp trap  
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コンポーネント
（A） 

通信 
方向 

コンポーネント
（B） 

User 
ポート 

CE 
ポート 

REMCS 
ポート 

パーティション 
LANポート 

プロトコル 
（ポート番号） 

ポート 
番号 

双方向 SERVERVIEW- RM
（TCP/UDP 
3172） 

 

双方向 PING 使用 使用 不使用 使用 ICMP  

双方向 SMTP 
Server 

不使用 不使用 不使用 使用 SMTP 
（TCP/UDP 25） 

 

双方向 PostgreSQL DB 不使用 不使用 不使用 使用 PostgreSQL 
（TCP/UDP 
9212） 

 

双方向 MS SQL DB 不使用 不使用 不使用 使用 MS-SQL-S 
（TCP/UDP 
1433） 

 

MS-SQL-M 
（TCP/UDP 
1434） 
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付録 B 物理実装位置、ポート番号 

ここでは、コンポーネントの物理実装位置、およびMMB・IOUEのポート番号を説明します。 

B.1  コンポーネントの物理実装位置 
PRIMEQUEST 3000シリーズのコンポーネントの物理実装位置を以下に示します。 
PRIMEQUEST 3400E2/3400L2では、SBを最大 2枚搭載可能です。 
PRIMEQUEST 3400E/3400Lでは、SB と Memory Scale-up Boardを合わせて 4枚まで搭載可能です。SBは 2枚まで、
Memory Scale-up Boardは最大 3枚搭載可能です。SB、Memory Scale-up Boardを任意のスロットに挿入できます。 
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図 B.1 PRIMEQUEST 3400S2 Lite/ 3400S2/3400S Lite/ 3400Sの物理実装位置 
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図 B.2 PRIMEQUEST 3400E2/ 3400L2の物理実装位置 
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図 B.3 PRIMEQUEST 3800E2/ 3800L2/3400E/ 3400L/ 3800E/ 3800Lの物理実装位置 
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図 B.4 PCIボックスの物理実装位置 

 

 

番号 説明 

(1) 上面 

(2) 正面 

(3) 右側面 

(4) 背面 

B.2  ポート番号 
ポート番号については、『PRIMEQUEST 3000シリーズ設置マニュアル』（CA92344-1654）の「第 2章 接続資料」を参照してくださ
い。 
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付録 C 外部インターフェース一覧 

ここでは、PRIMEQUEST 3000シリーズの外部インターフェースを説明します。 

C.1 システム系の外部インターフェース一覧 
システム系の外部インターフェース一覧を以下に示します。 

表 C.1システム系の外部インターフェース一覧 

IO インターフェース 搭載コンポーネント ポート数 位置 備考 
USB SB 4 正面 USB 3.0 

VGA SB 1 正面 最大 1920×1200 ドット 
65536色 

LAN（IOUE） IOUE 2 背面 10GbE 

SAS HDD/SSD DU_SAS, DU_M 4 正面 2.5 インチ 
SAS HDD/SSD 

PCIe SSD SFF DU_PCIEA 4 正面 2.5 インチ 
PCIe SSD SFF 

PCIボックスインターフェース 
（PCNCを搭載した IOUE） 

IOUE 2（*1） 背面 PCI Express Gen3 
8Lane 

PCIボックスインターフェース 
（PCIボックス） 

PCIボックス 2 背面 PCI Express Gen3 
8Lane 

PCI Expressスロット（IOUE） IOUE 4 背面  

PCI Expressスロット 
（PCIボックス） 

PCIボックス 12 背面  

*1: PCI Expressスロットに PCNCを搭載することで PCIボックスへのインターフェースを備えます。 
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C.2 MMBの外部インターフェース一覧 
MMBの外部インターフェース一覧を以下に示します。 

表 C.2 MMB_Disk_Unitの外部インターフェース一覧 

外部インターフェース 搭載コンポーネント ポート数 位置 備考 

LAN（MMB） 1000Base-T MMB 2 背面 Userポート 
（Management LAN） 

100Base-TX MMB 1 背面 Maintenance LANポート 
100Base-TX MMB 1 背面 REMCSポート 

COM MMB 1 背面 コネクター形状：Dsub 9pin 
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付録 D I/Oの物理位置・BUS番号および PCI 

Expressスロット実装位置・スロット番号 

ここでは、PRIMEQUEST 3000シリーズの I/Oの物理位置と BUS番号、および PCI Expressスロット実装位置とスロット番号対応を説
明します。 

D.1 SB内蔵 USBの物理位置と BUS番号 
I/Oの物理位置と BUS番号を以下に示します。 

表 D.1 I/Oの物理位置と BUS番号 

内蔵 I/O BUS:DEV:FUNC (16進数) 備考 

HomeSB-USB xHCI コントローラー 00:14:0 USB Port#0 
USB Port#1 
USB Port#2 
USB Port#3 
ビデオリダイレクション 

バーチャルメディア 
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D.2 PCI Expressスロット実装位置とスロット番号の対応 
PCI Expressスロット実装位置とスロット番号対応表を以下に示します。 
 

表 D.2 PCI Expressスロット実装位置とスロット番号対応 

実装位置 スロット番号(10進数) 

ボード スロット/ポート PRIMEQUEST  
3400S2 Lite/ 

3400S2/ 
3400S Lite/ 3400S 

PRIMEQUEST  
3400E2/3400L2 
3800E2/3800L2 
3400E/3400L 
3800E/3800L 

SB#0 CPU#0 Port to IOUE#0 (*1) 4097 4097 

Port to IOUE#1 (*1) 4098 4098 

CPU#1 Port to IOUE#2 (*1) ― 4113 

Port to IOUE#3 (*1) ― 4114 

SB#1 CPU#0 Port to IOUE#0 (*1) 4129 4129 

Port to IOUE#1 (*1) 4130 4130 

CPU#1 Port to IOUE#2 (*1) 4145 4145 

Port to IOUE#3 (*1) 4146 4146 

SB#2 CPU#0 Port to IOUE#0 (*1) ― 4161 

Port to IOUE#1 (*1) ― 4162 

CPU#1 Port to IOUE#2 (*1) ― 4177 

Port to IOUE#3 (*1) ― 4178 

SB#3 CPU#0 Port to IOUE#0 (*1) ― 4193 

Port to IOUE#1 (*1) ― 4194 

CPU#1 Port to IOUE#2 (*1) ― 4209 

Port to IOUE#3 (*1) ― 4210 

DU_SAS#0, 
DU_PCIEA#0 

Slot 1 1 

DU_M#0 Slot 6 6 
IOUE#0 Slot#0 7 7 

Slot#1 8 8 
Slot#2 9 9 
Slot#3 10 10 

DU_SAS#1, 
DU_PCIEA#1 

Slot 17 17 

DU_M#1 Slot 22 22 
IOUE#1 Slot#0 23 23 

Slot#1 24 24 
Slot#2 25 25 
Slot#3 26 26 

DU_M#2 Slot 34 34 
IOUE#2 Slot#0 39 39 

Slot#1 40 40 
Slot#2 41 41 
Slot#3 42 42 

DU_M#3 Slot 50 50 
IOUE#3 Slot#0 55 55 

Slot#1 56 56 
Slot#2 57 57 
Slot#3 58 58 

PCI_Box#0 Slot#0 65 65 
Slot#1 66 66 
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実装位置 スロット番号(10進数) 
Slot#2 67 67 
Slot#3 68 68 
Slot#4 69 69 
Slot#5 70 70 
Slot#6 71 71 
Slot#7 72 72 
Slot#8 73 73 
Slot#9 74 74 
Slot#10 75 75 
Slot#11 76 76 

PCI_Box#1 Slot#0 ― 81 

Slot#1 ― 82 

Slot#2 ― 83 

Slot#3 ― 84 

Slot#4 ― 85 

Slot#5 ― 86 

Slot#6 ― 87 

Slot#7 ― 88 

Slot#8 ― 89 

Slot#9 ― 90 
Slot#10 ― 91 

Slot#11 ― 92 

PCI_Box#2 Slot#0 ― 97 

Slot#1 ― 98 

Slot#2 ― 99 

Slot#3 ― 100 

Slot#4 ― 101 

Slot#5 ― 102 

Slot#6 ― 103 

Slot#7 ― 104 

Slot#8 ― 105 

Slot#9 ― 106 

Slot#10 ― 107 

Slot#11 ― 108 

PCI_Box#3 Slot#0 ― 113 

Slot#1 ― 114 

Slot#2 ― 115 

Slot#3 ― 116 

Slot#4 ― 117 

Slot#5 ― 118 

Slot#6 ― 119 

Slot#7 ― 120 

Slot#8 ― 121 

Slot#9 ― 122 

Slot#10 ― 123 

Slot#11 ― 124 

*1: Dynamic Reconfigurationが Disableの場合、スロット番号は割り当てられません。  
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付録 E PRIMEQUEST 3000シリーズの筐体 

PRIMEQUEST 3000シリーズの筐体と構成品、および PCIボックスの筐体と構成品については『PRIMEQUEST 3000シリーズ設置マニ
ュアル』（CA92344-1654）の「第 1章 設置資料」を参照してください。 

  



付録 F LEDによる状態の確認 
 

398 CA92344-1656-30 

 

付録 F LEDによる状態の確認 

ここでは、PRIMEQUEST 3000シリーズに搭載される LEDの種類と、LEDで確認できる状態を説明します。 

F.1 LEDの種類 
PRIMEQUEST 3000シリーズには、筐体の前面に装置全体の故障状態を示す CSS（Customer Self Service）LED、System 
Alarm LED、およびシステムの識別を示す Location LEDを備えています。また、各コンポーネントの電源状態を示す Power LED、異常
有無を示す Alarm LED、および保守を容易にするためのコンポーネント特定用の Location LEDも備えています。 
Location LEDは、ユーザーが点灯／消灯を自由に切り替えることができます。Maintenance Wizardを使用した場合、MMB ファームウェ
アが保守対象コンポーネントの Location LEDを点灯させて保守作業をサポートします。 

F.1.1 PSU 
PSUは、以下の LEDを備えています。 

表 F.1 PSU LED 

LEDの種類 色 機能 
Power/Alarm 緑/オレンジ - 各 PSUへの AC入力の有無、PSUのオン／オフ状態、および

PSUの異常有無を示します。 
- Maintenance Wizard操作中に保守対象コンポーネントを示

します。 
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表 F.2 PSU状態と LED表示 

状態 Power/Alarm OPL CSS 

System Alarm CSS 

PSUの AC入力オフ 消灯 消灯 消灯 

PSUの AC入力オン、かつ、全パーティション電源オフ 緑点滅、 緑点灯 (*1) 消灯 消灯 

PSUの AC入力オン、かつ、パーティション電源オン 緑点灯 消灯 消灯 

PSUの異常 オレンジ点灯 オレンジ点灯 オレンジ点灯 
PSUを特定 
(Maintenance Wizardの操作で点灯します。) 

オレンジ点灯 消灯 消灯 

(*1) AC入力すると緑点滅状態となり、その後、緑点灯状態になります。 

F.1.2 FANU 
FANUは、以下の LEDを備えています。 

表 F.3 FANU LED 

LEDの種類 色 機能 
Alarm オレンジ - FANMに異常が発生したかを示します。 

- Maintenance Wizard操作中に保守対象コンポーネントを示
します。 

表 F.4 FANU状態と LED表示 

状態 Alarm OPL CSS 

System Alarm CSS 

FANUの AC入力オフ 消灯 消灯 消灯 

FANMの異常 オレンジ点灯 オレンジ点灯 オレンジ点灯 

FANUを特定 
(Maintenance Wizardの操作で点灯します。) 

オレンジ点灯  消灯 消灯 

F.1.3 SB 
SBは、以下の LEDを備えています。 

表 F.5 SB LED 

LEDの種類 色 機能 
Power 緑 SBの電源状態を示します。 
Alarm オレンジ SBの異常有無を示します。 
Location 青 SBを特定します。 

- ユーザーが任意に点灯／消灯させることが可能です。 
- Maintenance Wizard操作中に保守対象のコンポーネントを

示します。 

表 F.6 SB状態と LED表示 

状態 Power Alarm Location 

ACオフ、かつパーティションが電源オフ 消灯 消灯 消灯 

SBを含むパーティションが電源オン 緑点灯   
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状態 Power Alarm Location 

SBに異常が発生  オレンジ点灯  

SBを特定 
（Maintenance Wizardの操作で点灯します。） 

  青点灯 

F.1.4 Memory Scale-up Board 
Memory Scale-up Boardは、以下の LEDを備えています。 

表 F.7 Memory Scale-up Board LED 

LEDの種類 色 機能 
Power 緑 Memory Scale-up Boardの電源状態を示します。 
Alarm オレンジ Memory Scale-up Boardの異常有無を示します。 
Location 青 Memory Scale-up Boardを特定します。 

- ユーザーが任意に点灯／消灯させることが可能です 
- Maintenance Wizard操作中に保守対象のコンポーネントを

示します。 

表 F.8 Memory Scale-up Board状態と LED表示 

状態 Power Alarm Location 

ACオフ、かつパーティションが電源オフ 消灯 消灯 消灯 

Memory Scale-up Boardを含むパーティションが電源オン 緑点灯   
Memory Scale-up Boardに異常が発生  オレンジ点灯  
Memory Scale-up Boardを特定 

（Maintenance Wizardの操作で点灯します。） 

  青点灯 

F.1.5 DU_SAS 
DU_SASは、以下の LEDを備えています。 

表 F.9 DU_SAS LED 

LEDの種類 色 機能 
Power 緑 DU_SASの電源状態を示します。 
Alarm オレンジ DU_SASの異常有無を示します。 
Location 青 DU_SASを特定します。 

- ユーザーが任意に点灯／消灯させることが可能です。 
- Maintenance Wizard操作中に保守対象のコンポーネントを

示します。 

表 F.10 DU_SAS状態と LED表示 

状態 Power Alarm Location 

ACオフ、かつパーティションが電源オフ 消灯 消灯 消灯 

DU_SASを含むパーティションが電源オン 緑点灯   

DU_SASに異常が発生  オレンジ点灯  

DU_SASを特定 
（Maintenance Wizardの操作で点灯します。） 

  青点灯 
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F.1.6 DU_PCIEA 
DU_PCIEAは、以下の LEDを備えています。 

表 F.11 DU_PCIEA LED 

LEDの種類 色 機能 
Power 緑 DU_PCIEAの電源状態を示します。 
Alarm オレンジ DU_PCIEAの異常有無を示します。 
Location 青 DU_PCIEAを特定します。 

- ユーザーが任意に点灯／消灯させることが可能です。 
- Maintenance Wizard操作中に保守対象のコンポーネントを

示します。 

表 F.12 DU_PCIEA状態と LED表示 

状態 Power Alarm Location 

ACオフ、かつパーティションが電源オフ 消灯 消灯 消灯 

DU_PCIEAを含むパーティションが電源オン 緑点灯   

DU_PCIEAに異常が発生  オレンジ点灯  

DU_PCIEAを特定 
（Maintenance Wizardの操作で点灯します。） 

  青点灯 

F.1.7 IOUE 
IOUEは、以下の LEDを備えています。 

表 F.13 IOUE LED 

LEDの種類 色 機能 
Power 緑 IOUEの電源状態を示します。 
Alarm オレンジ IOUEの異常有無を示します。 
Location 青 IOUEを特定します。 

- ユーザーが任意に点灯／消灯させることが可能です。 
- Maintenance Wizard操作中に保守対象のコンポーネントを

示します。 

表 F.14 IOUE状態と LED表示 

状態 Power Alarm Location 

ACオフ、かつパーティションが電源オフ 消灯 消灯 消灯 

IOUEを含むパーティションが電源オン 緑点灯   

IOUEに異常が発生  オレンジ点灯  

IOUEを特定 
（Maintenance Wizardの操作で点灯します。） 

  青点灯 

F.1.8 MGMT_IFU_E 
MGMT_IFU_Eは、以下の LEDを備えています。 
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表 F.15 MGMT_IFU_E LED 

LEDの種類 色 機能 
Active 緑 MGMT_IFU_Eの Active/ Standbyを示します。 
Alarm オレンジ MGMT_IFU_Eの異常有無を示します。 
Location 青 MGMT_IFU_Eを特定します。 

- ユーザーが任意に点灯／消灯させることが可能です。 
- Maintenance Wizard操作中に保守対象のコンポーネントを

示します。 

表 F.16 MGMT_IFU_E状態と LED表示 

状態 Active Alarm Location 

MGMT_IFU_Eが Standby状態 消灯 消灯 消灯 

MGMT_IFU_Eが Active状態 緑点灯   

MGMT_IFU_Eに異常が発生  オレンジ点灯  

MGMT_IFU_Eを特定   青点灯 

F.1.9 PCI Expressスロット（IOUE） 
IOUEの PCI Expressスロットには LEDがありません。 
IOUEの PCI Expressスロットに PCI Express カードを着脱するには、IOUEを筐体から抜去する必要があります。 
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F.1.10 OPL 
OPLは、装置全体の状態を示す LEDを備えています。OPLの LED表示では、装置全体の電源状態、異常有無の状態を確認できま
す。また、CSS用および System Alarmの LEDも備えています。 

表 F.17 OPL LED 

LEDの種類 色 機能 
System Power 緑 装置の電源状態を示します。 
System Alarm オレンジ 装置内でコンポーネントにWarningまたは異常（重度）有無を

示します。(*1) 
System Location 青 装置を特定します。 

- ユーザーが任意に点滅／消灯させることが可能です。 
CSS オレンジ 装置内でコンポーネントにWarningまたは異常（重度）有無を示

します。(*1) 
AC-Connected 緑 AC電源に接続されているかを示します。 

(*1) CSS、System Alarmのいずれが点灯した場合も、担当保守員が保守を行います。 

表 F.18装置状態と LED表示 

装置状態 装置用 
System 
Power 

System 
Alarm 

System 
Location 

CSS AC 
Connected 

装置の電源が Standby状態 
（Standby状態：MMBが起動中、かつ全パーティションが電源オフ） 

    緑点灯 

いずれかのパーティションが電源オン状態 緑点灯    消灯 

CSS対象外装置内のコンポーネントでWarningまたは異常（重度）が発生  オレンジ点灯    

CSS対象装置内のコンポーネントでWarningまたは異常（重度）が発生    オレンジ点灯  

装置を特定   青点灯   
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F.1.11 DU_M 
DU_Mは、以下の LEDを備えています。 

表 F.19 DU_M LED 

LEDの種類 色 機能 
Power 緑 DU_Mの電源状態を示します。 
Alarm オレンジ DU_Mの異常有無を示します。 
DU_M FAN#0 Alarm オレンジ DU_M FAN#0の異常有無を示します。 

- Maintenance Wizard操作中に保守対象コンポーネントを示し
ます。 

DU_M FAN#1 Alarm オレンジ DU_M FAN#1の異常有無を示します。 
- Maintenance Wizard操作中に保守対象コンポーネントを示し

ます。 
Location 青 DU_Mを特定します。 

- ユーザーが任意に点灯／消灯させることが可能です。 
- Maintenance Wizard操作中に保守対象のコンポーネントを

示します。 

表 F.20 DU_PCIEA状態と LED表示 

状態 Power Alarm DU_M FAN#0 
Alarm 

DU_M FAN#1 
Alarm 

Location 

ACオフ、かつパーティションが電源オフ 消灯 消灯   消灯 

DU_M を含むパーティションが電源オン 緑点灯     

DU_Mに異常が発生  オレンジ点灯    

DU_M FAN#0に異常が発生  オレンジ点灯 オレンジ点灯   

DU_M FAN#1に異常が発生  オレンジ点灯  オレンジ点灯  

DU_M を特定 
（Maintenance Wizardの操作で点灯します。） 

    青点灯 

DU_M FAN#0 を特定 
（Maintenance Wizardの操作で点灯します。） 

  オレンジ点灯   

DU_M FAN#1 を特定 
（Maintenance Wizardの操作で点灯します。） 

   オレンジ点灯  
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F.1.12 MMB 
MMBは、Active MMBを示す Active LED、MMB ファームウェアの状態を示す Ready LED、およびMMBを特定します。Location LED
を備えています。MMB ファームウェア起動後、Active MMBは Active LEDを点灯します。Ready LEDは、MMB ファームウェア起動中は
点滅し、起動完了すると点灯します。 

表 F.21 MMB LED 

LEDの種類 色 機能 
Ready 緑 MMBの状態を示します。 
Alarm オレンジ MMBの異常有無を示します。 
Active 緑 MMBの Active/Standby を示します。 
Location 青 MMBを特定します。 

表 F.22 MMB状態と LED表示 

MMB状態 Ready Alarm Active Location 

MMBが起動中 点滅    

MMBが正常起動完了（Ready状態） 点灯    

MMBに異常が発生  点灯   

MMBが Standby状態   消灯  

MMBが Active状態   緑点灯  

MMBを特定    青点灯 
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F.1.13 PSU_M 
PSU_Mは、以下の LEDを備えています。 

表 F.23 PSU_M LED 

LEDの種類 色 機能 
Power/Alarm 緑/オレンジ - 各 PSUへの AC入力の有無、PSUのオン／オフ状態、および

PSU_Mの異常有無を示します。 
- Maintenance Wizard操作中に保守対象コンポーネントを示

します。 

表 F.24 PSU状態と LED表示 

状態 Power/Alarm OPL LED 

System Alarm CSS 

PSU_Mの AC入力オフ 消灯 消灯 消灯 

PSU_Mの AC入力オン、かつ、全パーティション電源オフ 緑点滅、 緑点灯 (*1) 消灯 消灯 

PSU_Mの活性交換 緑点滅 消灯 消灯 

PSU_Mの AC入力オン、かつ、パーティション電源オン 緑点灯 消灯 消灯 

PSU_Mの警告 オレンジ点滅 オレンジ点灯 オレンジ点灯 

PSU_Mの異常 オレンジ点灯 オレンジ点灯 オレンジ点灯 

PSU_Mを特定 
(Maintenance Wizardの操作で点灯します。) 

オレンジ点灯 消灯 消灯 

(*1) AC入力すると緑点滅状態となり、その後、緑点灯状態になります。 

F.1.14 MGMT_IFU_M 
MGMT_IFU_Mは、以下の LEDを備えています。 

表 F.25 MGMT_IFU_M LED 

LEDの種類 色 機能 
Active 緑 MGMT_IFU_Mの Active/ Standbyを示します。 
Alarm オレンジ MGMT_IFU_Mの異常有無を示します。 
Location 青 MGMT_IFU_Mを特定します。 

- ユーザーが任意に点灯／消灯させることが可能です。 
- Maintenance Wizard操作中に保守対象のコンポーネントを

示します。 

表 F.26 MGMT_IFU_M状態と LED表示 

状態 Active Alarm Location 

MGMT_IFU_Mが Standby状態 消灯 消灯 消灯 

MGMT_IFU_Mが Active状態 緑点灯   

MGMT_IFU_Mに異常が発生  オレンジ点灯  

MGMT_IFU_Mを特定   青点灯 

F.1.15 PCI_IFU_M 
PCI_IFU_Mは、以下の LEDを備えています。 



付録 F LEDによる状態の確認 
 

407 CA92344-1656-30 

表 F.27 PCI_IFU_M LED 

LEDの種類 色 機能 
Power 緑 PCI_IFU_Mの電源状態を示します。 
Alarm オレンジ PCI_IFU_Mの異常有無を示します。 
Location 青 PCI_IFU_Mを特定します。 

- ユーザーが任意に点灯／消灯させることが可能です。 
- Maintenance Wizard操作中に保守対象のコンポーネントを

示します。 

表 F.28 PCI_IFU_M状態と LED表示 

状態 Power Alarm Location 

ACオフ、かつパーティションが電源オフ 消灯 消灯 消灯 

PCI_IFU_Mを含むパーティションが電源オン 緑点灯   

PCI_IFU_Mに異常が発生  オレンジ点灯  

PCI_IFU_Mを特定 
（Maintenance Wizardの操作で点灯します。） 

  青点灯 

F.1.16 PCIボックス 
PCIボックスは、以下の LEDを備えています。 

表 F.29 PCIボックス LED 

LEDの種類 色 機能 
Power 緑 PCIボックスの電源状態を示します。 
Alarm オレンジ PCIボックスの異常有無を示します。 
Location 青 PCIボックスを特定します。 

- ユーザーが任意に点灯／消灯させることが可能です。 
- - Maintenance Wizard操作中に保守対象コンポーネントを示しま

す。 

表 F.30 PCIボックス状態と LED表示 

状態 Power Alarm Location 

ACオフ、かつパーティションが電源オフ 消灯 消灯 消灯 

PCIボックスを含むパーティションが電源オン 緑点灯   

PCIボックスに異常が発生  オレンジ点灯  

PCIボックスを特定 
（Maintenance Wizardの操作で点灯します。） 

  青点灯 

F.1.17 PCI Expressスロット（PCIボックス） 
PCIボックスの PCI Expressスロットでは、スロットごとに Alarm LEDが点灯します。PCI Expressスロットの LED表示は PCI Express
規格に準拠します。 

表 F.31 PCI Express カード状態と LED表示 

PCI Express カード状態 Power Alarm 

PCI Express カード通電時 点灯 消灯 
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PCI Express カード状態 Power Alarm 

PCI Express カード異常検出時  点灯 

PCI Express カード組込み処理中 点滅  

F.1.18 IO_PSU 
IO_PSUは、以下の LEDを備えています。 

表 F.32 IO_PSU LED 

LEDの種類 色 機能 備考 
AC 緑 各 PSUへの AC入力の有無を示します。 IO_PSU制御 
DC 緑 各 IO_PSUのオン／オフ状態を示します。 IO_PSU制御 
CHECK オレンジ PSUの異常有無を示します。 MMB-FW制御 

表 F.33 IO_PSU状態と LED表示 

状態 AC DC CHECK OPL LED 
System 
Alarm 

CSS 

全 PSUの AC入力オフ 消灯 消灯 消灯   

本 PSUの AC入力オフで、ほかの PSUの AC入力オン 消灯 消灯 消灯   

AC入力オン、かつ PSUオフ（+5 V standby出力中） 点灯 消灯 消灯   

AC入力オン、かつ PSUオン（+5 V standby出力中、+12 V出力中） 点灯 点灯 消灯   

PSU出力異常（+5 V standby出力中、+12 V abnormal出力異常） 点灯 消灯 点灯 オレンジ点灯 オレンジ点灯 

PSU出力異常（+5 V standby出力異常、+12V出力中） 消灯 点灯 点灯 オレンジ点灯 オレンジ点灯 

PSU出力異常（+5 V standby出力異常、+12V 出力異常） 消灯 消灯 点灯 オレンジ点灯 オレンジ点灯 

F.1.19 IO_FAN 
IO_FANは、以下の LEDを備えています 

表 F.34 IO_FAN LED 

LEDの種類 色 機能 備考 
Alarm オレンジ IO_FANの異常有無を示します。  

表 F.35 IO_FAN状態と LED表示 

状態 Alarm 

IO_FANエラー 点灯 

F.1.20 SAS HDD/SSD 
SAS HDD/SSDは、以下の LEDを備えています。 

表 F.36 SAS HDD/SSD LED 

LEDの種類 色 機能 
SAS HDD/SSD Access 緑 SAS HDD/SSDアクセス状態を示します。 
SAS HDD/SSD Alarm オレンジ SAS HDD/SSDの異常有無、および活性操作状態を示します。 



付録 F LEDによる状態の確認 
 

409 CA92344-1656-30 

表 F.37 SAS HDD/SSD状態と LED表示 

SAS HDD/SSD状態 SAS HDD/SSD Access SAS HDD/SSD Alarm 

SAS HDD/SSD アクセス時 点滅 消灯 

SAS HDD/SSDに異常が発生 消灯 点灯 

SAS HDD/SSD Locationを指示 消灯 点灯 

アレイリビルド時（RAID） 点滅 （周期的）点滅（低速：1 Hz） 

F.1.21 PCIe SSD SFF 
PCIe SSD SFFは、以下の LEDを備えています。 

表 F.38 PCIe SSD SFF LED 

LEDの種類 色 機能 
PCIe SSD SFF Access 緑 PCIe SSD SFFアクセス状態を示します。 
PCIe SSD SFF Alarm オレンジ PCIe SSD SFFの異常有無、および活性操作状態を示します。 

表 F.39 PCIe SSD SFF状態と LED表示 

PCIe SSD SFF状態 PCIe SSD SFF Access PCIe SSD SFF Alarm 

PCIe SSD SFFアクセス時 点滅 消灯 

PCIe SSD SFFに異常が発生 消灯 点灯 

PCIe SSD SFF Locationを指示 消灯 点滅 
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F.1.22 LAN 
LANポートは、以下の LEDを備えています。IOUE とMMBの LANポートで共通です。 

表 F.40 LAN LED 

LEDの種類 色 機能 備考 
100M LAN Link/Act 緑 100M LANの Link状態、Activity状態を示します。 MMBだけ実装 
100M LAN Speed 緑 100M LANの通信速度を示します。 MMBだけ実装 
GbE LAN Link/Act (*1) 緑 GbE LANの Link状態、Activity状態を示します。 MMBだけ実装 
GbE LAN Speed 緑／黄 GbE LANの通信速度を示します。 MMBだけ実装 
10GbE LAN Link/Act (*1) 緑 10GbE LANの Link状態、Activity 

状態を示します。 
IOUEだけ実装 

10GbE LAN Speed 緑／黄 10GbE LANの通信速度を示します。 IOUEだけ実装 

(*1) Link LEDの点灯のみでは Link状態の確認はできません。Link LEDが点灯していることと、当該 LAN PortがMMB Web-UI
で Enabled されていることを、併せて確認することで Link状態であることを確認できます。 

表 F.41 LANの Speed LED と Linkup Speedの対応 

NIC 速度 
10M 100M 1G 10G 

GbE 消灯 緑 黄 - 

10GbE 消灯 消灯 黄 緑 
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F.2 LEDの実装位置 
各コンポーネントについての、物理的な LED実装位置を説明します。 

- Power、Alarm、Locationを備えるコンポーネントは、各 LEDが以下のように設置されています。 
- 横並びに設置する場合、左から Power、Alarm、Locationの順に設置しています。 
- 縦並びに設置する場合、上から Power、Alarm、Locationの順に設置しています。 

- LANポートを備えるコンポーネントは、各ポートに対して、外観上、左側に Speed、右側に Link/Actが設置されています。 

図 F.1 LANポートを備えるコンポーネントの LED実装位置 

 

■ LEDの並び 
- MMBは、左または上から Ready、Alarm、Active、Locationの順に設置されています。 

図 F.2 MMBの LED実装位置 

 

- MGMT_IFU_EおよびMGMT_IFU_Mは、左または上から Alarm、Active、Locationの順に設置されています。 

図 F.3 MGMT_IFU_EおよびMGMT_IFU_Mの LED実装位置 
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- OPL上の System LEDは、左から System Location、CSS、System Alarm、System Power、AC-Connectedの順に設
置されています。 

図 F.4 OPLの LED実装位置 

 

- PCIボックスは、左から IO_PSU、IO_FAN#0、IO_FAN#1、Power、Alarm、Locationの順に設置されています。 

図 F.5 PCIボックスの LED実装位置 

 

F.3 LEDの一覧 
PRIMEQUEST 3000シリーズに搭載されている LEDの一覧を以下に示します。 

表 F.42 LED一覧 

コンポーネント LEDの種類 色 数量 状態 説明 
PSU Power/Alarm 緑／オレンジ 1 消灯 PSU AC入力オフ 

緑点滅 PSU AC入力オン、かつ全パーティション電源がオフ 
(F.1.1 PSU を参照してください。) 

緑点灯 PSU AC入力オン、かつ全パーティション電源がオフ 
PSU AC入力オン、かついずれかのパーティション電源がオン 
(F.1.1 PSU を参照してください。) 

オレンジ点灯 PSUに異常あり 
Location指示 
（F.1.1 PSUを参照してください。） 

FANU Alarm オレンジ 1 消灯 FANUに異常なし。 

点灯 FANUに異常あり。 
Location指示 
（F.1.2 FANU を参照してください。） 

SB Power 緑 1 消灯 SB電源オフ 

点灯 SB電源オン 
Alarm オレンジ 1 消灯 SB内に異常なし 

点灯 SB内に異常あり 
Location 青 1 消灯  

点灯 コンポーネント特定 
Memory Scale-up Board Power 緑 1 消灯 Memory Scale-up Board電源オフ 

点灯 Memory Scale-up Board電源オン 
Alarm オレンジ 1 消灯 Memory Scale-up Board内に異常なし 

点灯 Memory Scale-up Board内に異常あり 
Location 青 1 消灯  

点灯 コンポーネント特定 
DU_SAS Power 緑 1 消灯 DU_SAS電源オフ 
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コンポーネント LEDの種類 色 数量 状態 説明 

点灯 DU_SAS電源オン 
Alarm オレンジ 1 消灯 DU_SASに異常なし 

点灯 DU_SASに異常あり 
Location 青 1 消灯  

点灯 コンポーネント特定 
 SAS HDD/SSD Access 緑 1 消灯 非アクティブ 

点滅 アクティブ 
Alarm オレンジ 1 消灯 SAS HDD/SSDに異常なし 

点灯 SAS HDD/SSDに異常あり 
活性交換中 
Location指示 

点滅  低速 
(1 Hz) 

アレイリビルド時（RAID） 

DU_PCIEA Power 緑 1 消灯 DU_PCIEA電源オフ 

点灯 DU_PCIEA電源オン 
Alarm オレンジ 1 消灯 DU_PCIEAに異常なし 

点灯 DU_PCIEAに異常あり 
Location 青 1 消灯  

点灯 コンポーネント特定 
 PCIe SSD SFF Access 緑 1 消灯 非アクティブ 

点滅 アクティブ 
Alarm オレンジ 1 消灯 PCIe SSD SFFに異常なし 

点灯 PCIe SSD SFFに異常あり 
活性交換中 

点滅  Location指示 
IOUE Power 緑 1 消灯 IOUE電源オフ 

点灯 IOUE電源オン 
Alarm オレンジ 1 消灯 IOUEに異常なし 

点灯 IOUEに異常あり 
Location 青 1 消灯  

点灯 コンポーネント特定 
 LAN Link/Act 緑 1 消灯 ネットワークリンクなし 

緑点滅 ネットワークアクティブ 

緑点灯 ネットワークリンク 
Speed 緑／オレンジ 1 消灯 100 Mbps 

黄点灯 1000 Mbps 

緑点灯 10 Gbps 

MGMT_IFU_E Active 緑 1 消灯  

点灯 アクティブMGMT_IFU_E特定 
Alarm オレンジ 1 消灯 MGMT_IFU_Eに異常なし 

点灯 MGMT_IFU_Eに異常あり 
Location 青 1 消灯  

点灯 コンポーネント特定 
OPL System 

Power 
緑 1 消灯 電源オフ 

点灯 いずれかのパーティションが電源オン 
System 
Alarm 

オレンジ 1 消灯  

点灯 CSS対象外コンポーネントにエラー発生 
System 
Location(ID) 

青 1 消灯  

点灯 筐体特定 
CSS オレンジ 1 消灯  

点灯 CSS対象コンポーネントにエラー発生 
AC-Connected 緑 1 消灯  

点灯 AC電源に接続 
DU_M Power 緑 1 消灯 DU_SAS電源オフ 

点灯 DU_SAS電源オン 
Alarm オレンジ 1 消灯 DU_SASに異常なし 

点灯 DU_SASに異常あり 
DU_M FAN#0 
Alarm 

オレンジ 1 消灯 DU_M FAN#0に異常なし 

点灯 DU_M FAN#0に異常あり 
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コンポーネント LEDの種類 色 数量 状態 説明 
DU_M FAN#1 
Alarm 

オレンジ 1 消灯 DU_M FAN#1に異常なし 

点灯 DU_M FAN#1に異常あり 
Location 青 1 消灯  

点灯 コンポーネント特定 
 SAS HDD/SSD Access 緑 1 消灯 非アクティブ 

点滅 アクティブ 
Alarm オレンジ 1 消灯 SAS HDD/SSDに異常なし 

点灯 SAS HDD/SSDに異常あり 
活性交換中 
Location指示 

点滅  低速 
(1 Hz) 

アレイリビルド時（RAID） 

MMB Location 青 1 消灯  

点灯 コンポーネント特定 
Ready 緑 1 消灯 MMB未初期化 

点滅 MMB初期化 

点灯 MMB初期化完了（正常稼動状態） 
Active 緑 1 消灯  

緑点灯 アクティブMMB特定 
Alarm オレンジ 1 消灯  

点灯 MMBにエラー発生 
 LAN 100BASE- TX

（MMB） 
Link/Act(*1) 緑 1 消灯 ネットワークリンクなし 

緑点滅 ネットワークアクティブ 

緑点灯 ネットワークリンク 
Speed 緑 1 消灯 10 Mbps 

緑点灯 100 Mbps 

PSU_M Power/Alarm 緑／オレンジ 1 消灯 PSU_M AC入力オフ 

緑点滅 
(1Hz) 

PSU_M AC入力オン、かつ全パーティション電源がオフ 
(F.1.13 PSU_Mを参照してください。) 

緑点滅 
(0.2Hz) 

PSU_M 活性交換 

緑点灯 PSU AC入力オン、かつ全パーティション電源がオフ 
PSU AC入力オン、かついずれかのパーティション電源がオン 
(F.1.13 PSU_M を参照してください。) 

オレンジ点滅 PSU_Mに警告あり 

オレンジ点灯 PSUに異常あり 
Location指示 
（F.1.13 PSU_M を参照してください。） 

MGMT_IFU_M Active 緑 1 消灯  

点灯 アクティブMGMT_IFU_M特定 
Alarm オレンジ 1 消灯 MGMT_IFU_Mに異常なし 

点灯 MGMT_IFU_Mに異常あり 
Location 青 1 消灯  

点灯 コンポーネント特定 
PCI_IFU_M Power 緑 1 消灯 PCI_IFU_M電源オフ 

点灯 PCI_IFU_M電源オン 
Alarm オレンジ 1 消灯 PCI_IFU_Mに異常なし 

点灯 PCI_IFU_Mに異常あり 
Location 青 1 消灯  

点灯 コンポーネント特定 

PCIボックス Power 緑 1 消灯 PCIボックス電源オフ 

点灯 PCIボックス電源オン 
Alarm オレンジ 1 消灯 PCIボックス内に異常なし 

点灯 PCIボックス内に異常あり 
Location 青 1 消灯  

点灯 Component特定 
IO_PSU_CHEC
K 
（*2） 

オレンジ 1 消灯 IO_PSUに異常なし 

点滅 IO_PSUエラー 

 PCI Express Power 緑 1 消灯 PCI Expressスロットの電源オフ 



付録 F LEDによる状態の確認 
 

415 CA92344-1656-30 

コンポーネント LEDの種類 色 数量 状態 説明 

スロット 点滅 PCI活性交換処理中 

点灯 PCI Expressスロットの電源オン 
Alarm オレンジ 1 消灯 PCI Expressスロットに異常なし 

点灯 PCI Expressスロット内に異常あり 
IO_PSU AC 緑 1 消灯 AC Off または 5 VSB出力停止 

点灯 AC Onまたは 5 VSB出力中 
DC 緑 1 消灯 12V出力停止 

点灯 12V出力中 
CHECK オレンジ 1 消灯 IO_PSUに異常なし 

点灯 IO_PSUエラー 
IO_FAN Alarm オレンジ 1 消灯 IO_FANに異常なし 

点灯 IO_FAN エラー 

*1: MMBから出力する LANは、明示的にポートを閉じることがないため、ポートを閉じた（PortDisable）状態を表示しません。 
*2:   2個の IO_PSUの CHECK LEDの OR出力となります。(IO_PSUが 1個でも CHECK LEDが点灯すれば

IO_PSU_CHECK LEDは点灯します。) 
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F.4 ボタン・スイッチ 
PRIMEQUEST 3000シリーズは、以下のボタンおよびスイッチを備えています。 

- OPL Locationボタン 
OPLの Location LEDはボタン構造になっており、押すことで Location LEDをオン／オフできます。OPLの Locationボタンは、
すべてのモデルにおいて、フロントパネルを装着した状態でも押すことができます。 

- PCIボックス番号スイッチ 
PCIボックス番号は、PCIボックスに用意されたスイッチにより、0～3番に設定できます。なお、PCIボックスを複数台接続する場
合は、PCIボックス番号が重複しないようにしてください。各モデルで使用可能な PCIボックス番号は以下のとおりです。 

表 F.43 PCIボックスのサポート対応 

PCIボックス 
番号 

モデル 
PRIMEQUEST 

3400S2 Lite/3400S2/ 
3400S Lite/3400S 

PRIMEQUEST 
3400E2/3400L2/3800E2/3800L2/ 

3400E/3400L/3800E/3800L 
#0 サポート サポート 
#1 非サポート サポート 
#2 非サポート サポート 
#3 非サポート サポート 
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付録 G コンポーネントの搭載条件 

ここでは、PRIMEQUEST 3000シリーズの各コンポーネントの搭載条件を説明します。 

G.1 CPU 
CPUの搭載数および混在条件は以下のとおりです。 

■ CPU搭載条件 

- PRIMEQUEST 3400S2 Lite/3400S Liteモデルにおいてパーティションを構成する場合は、SBに 1CPU搭載します。 
- PRIMEQUEST 3400S2/3400Sモデルにおいて 1SBでパーティションを構成する場合は、SBに 1CPUまたは 2CPUを搭載し

ます。 
- PRIMEQUEST 3400E2/3400L2/3400E/3400Lモデルにおいてパーティションを構成する場合は、SBに 1CPUまたは 2CPU

を搭載します。 
- PRIMEQUEST 3800E2/3800L2モデルにおいてパーティションを構成する場合は、SBに 1CPUまたは 2CPUを搭載します。 

注意 

- PRIMEQUEST 3400E/3400Lモデルにおいて CPUを 1個搭載した SBを使用するためには、統合ファームウェア版数を
PA18071以降にしてください。 

- PRIMEQUEST 3400E/3400Lにおいて、1CPUを搭載した SB と 2CPUを搭載した SBは筐体内に混在することはでき
ません。 

- PRIMEQUEST 3400E2/3400L2において、1CPUを搭載した SB と 2CPUを搭載した SBはパーティション内に混在する
ことはできません。 

- PRIMEQUEST 3800E/3800Lモデルにおいてパーティションを構成する場合は、SBに 2CPUを搭載します。 
- SBの CPU#0から順に CPUを搭載します。 
- CPUの搭載順序が誤りの場合は、SBはエラーとなります。 

例：CPU#1に搭載、CPU#0に非搭載の場合 
- CPUを搭載していない SBはエラーとなります。 

 
各モデルの 1つのパーティションで構成できる SB数と CPU数の一覧を以下に示します。 

表 G.1 1つのパーティションで構成できる SB数と CPU数（PRIMEQUEST 3400S2 
Lite/3400S2/3400E2/3400L2/3800E2/3800L2） 

パーティション構成 PRIMEQUEST 
3400S2 Lite 

PRIMEQUEST 
3400S2 

PRIMEQUEST 
3400E2/3400L2 

PRIMEQUEST  
3800E2/3800L2 

1SB 1 1または 2 1または 2 1または 2 
2SB 2 2または 4 2または 4 4 

3SB 未サポート 未サポート 未サポート 6 

4SB 未サポート 未サポート 未サポート 8 
 

 

表 G.2 1つのパーティションで構成できる SB数と CPU数（PRIMEQUEST 3400S 
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Lite/3400S/3400E/3400L/3800E/3800L） 

パーティション構成 PRIMEQUEST 
3400S Lite 

PRIMEQUEST 
3400S 

PRIMEQUEST 
3400E/3400L 

PRIMEQUEST  
3800E/3800L 

1SB 1 1または 2 1または 2 2 

2SB 2 2または 4 2または 4 4 

3SB 未サポート 未サポート 未サポート 6 

4SB 未サポート 未サポート 未サポート 8 

1SB+1Memory Scale-up Board 未サポート 未サポート 2 未サポート 
1SB+2Memory Scale-up Board 未サポート 未サポート 2 未サポート 
1SB+3Memory Scale-up Board 未サポート 未サポート 2 未サポート 
2SB+1Memory Scale-up Board 未サポート 未サポート 4 未サポート 
2SB+2Memory Scale-up Board 未サポート 未サポート 4 未サポート 

 

■ CPU混在条件 

- パーティション内では、周波数／キャッシュ／コア数／電力／UPI／scaleが同じ CPUだけ搭載できます。 
- パーティション間では、周波数／キャッシュ／コア数／電力が異なる CPUを混在して搭載できます。  
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G.2 DIMM 
DIMMの搭載数および混載条件は以下のとおりです。 
DIMMの搭載数および混載条件は、SB とMemory Scale-up Boardで同じです。 

■ DIMM搭載条件 

PRIMEQUEST 3400S2 Lite/3400S2/3400E2/3400L2/3800E2/3800L2の DIMM条件は以下です。 
Intel(R) Optane(TM) DC persistent memory を CPU配下に搭載していない場合： 

- DIMMは、1CPUにつき最低 2枚必要です。 
- DIMMは、1CPUにつき最大 12枚搭載可能です。(*1) (*2) 
- DIMMの増設単位は以下です。 

Normalモード時は 2枚単位、Full Mirrorモードまたは Address Range Mirrorモード時は 4枚単位、Spareモード時は 2枚
単位となります。  

(*1) メモリ上限が 1TBの CPUを搭載している場合、CPU配下毎にメモリ容量が 1TBを超えない搭載順序まで、DDR4 DIMM を搭載
可能です。 
メモリ上限が 2TBの CPUを搭載している場合、CPU配下毎にメモリ容量が 2TBを超えない搭載順序まで、DDR4 DIMMを搭載
可能です。 
CPUのメモリ上限に関しては、『PRIMEQUEST 3000シリーズ製品概説』（CA92344-1653）の「2.3.1 サポート CPU一覧」を参
照してください。 

 
Intel(R) Optane(TM) DC persistent memory を CPU配下に搭載している場合： 
「G.2.1 DIMM搭載パターン」の搭載パターンに従って搭載してください。(*3) 

(*2) メモリ上限が 1TBの CPUを搭載している場合、256GB 8R RDIMMおよび 256GB 8R LR DIMMを搭載することはできません。 
(*3) メモリ上限が 1TBの CPUを搭載している場合、DDR4 DIMM と Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryのメモリ容量の合

計が、CPU配下毎に 1TBを超えないように搭載してください。ただし、Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryをMemory
モードとして使用している場合は、メモリ容量の計算から DDR4 DIMMの容量を除外してください。 
メモリ上限が 2TBの CPUを搭載している場合、DDR4 DIMM と Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryのメモリ容量の
合計が、CPU配下毎に 2TBを超えないように搭載してください。ただし、Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryを
Memoryモードとして使用している場合は、メモリ容量の計算から DDR4 DIMMの容量を除外してください。 

 
PRIMEQUEST 3400S Lite/3400S/3400E/3400L/3800E/3800Lの DIMM条件は以下です。 

- DIMMは、1CPUにつき最低 2枚必要です。 
- DIMMは、1CPUにつき最大 12枚搭載可能です。(*1) 
- DIMMの増設単位は以下です。 

Normalモード時は 2枚単位、Full Mirrorモードまたは Address Range Mirrorモード時は 4枚単位、Spareモード時は 2枚
単位となります。(*2)  

(*1) メモリ上限が 1TBの CPUを搭載している場合、256GB 8R RDIMMおよび 256GB 8R LR DIMMを搭載することはできませ
ん。 

(*2) 768GB CPUを搭載し、かつ、128GB DIMMを搭載している場合は、Normalモード時は 2枚単位、Full Mirrorモードまたは
Address Range Mirrorモード時は 2枚単位、Spareモード時は 2枚単位となります。 

 

■ DIMM混在条件 

PRIMEQUEST 3400S2 Lite/3400S2/3400E2/3400L2/3800E2/3800L2の DIMM混在条件は以下です。 
- 同じ種類の異なる容量の DIMM（RDIMM/LRDIMM/3DS RDIMM/ 3DS LRDIMM同士）は、SB内およびパーティション内

で混在可能です。 
- 3DS DIMM以外で、Rank数の異なる DIMM を同一チャネル内に混在する場合、Rank数の大きい DIMMを DIMMスロット

xx0に、Rank数の小さい DIMMを DIMMスロット xx1に搭載します。(*1) 
例）16GB 1R RDIMM と 32GB 2R RDIMMを DIMMスロット 0A0 と 0A1に搭載する場合、0A0に 32GB 2R RDIMM
を、0A1に 16GB 1R RDIMMを搭載します。 
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- 異なる種類の DIMMは、SB内およびパーティション内で混在不可です。 
- 異なる容量の Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryは、SB内およびパーティション内で混在可能です。 
- DDR4 DIMM と Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryは、SB内およびパーティション内で混在可能です。ただし、

DDR4 DIMM間の混在条件は満たす必要があります。 

(*1) チャネル内というのは、同一 DDRチャネル内という意味です。DIMMスロット xx0 と xx1が同一チャネル内の DIMMスロットです。 
例）0A0 と 0A1、1C0 と 1C1等。 

注意 

搭載パターンによっては、DDR4 DIMM と Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryの混在に制限のあるものがありま
す。「G.2.1 DIMM搭載パターン」を参照してください。 

 
チャネル内、SB内、パーティション内、筐体内における各 DIMMの混在可否を以下の表に示します。 

注意 

- Memory operation modeによる混在可否の違いは、「G.2.1 DIMM搭載パターン」を参照してください。 
- 下記の記述において、”DCPMM”は Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryの略称です。 

 

表 G.3 DDR4 DIMMの混在可否（チャネル内混在、SB内混在、パーティション内混在） 
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256G
B 8R
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(3D
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256G
B 8R
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D
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(3D
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16GB 1R RDIMM Y Y Y         

32GB 2R RDIMM Y Y Y         

64GB 2R RDIMM Y Y Y         

64GB 4R LRDIMM    Y   Y     

64GB 4R RDIMM(3DS)     Y   Y  Y  

64GB 4R LRDIMM(3DS)      Y   Y  Y 

128GB 4R LRDIMM    Y   Y     

128GB 8R RDIMM(3DS)     Y   Y  Y  

128GB 8R LRDIMM(3DS)      Y   Y  Y 

256GB 8R RDIMM(3DS)     Y   Y  Y  

256GB 8R LRDIMM(3DS)      Y   Y - Y 

Y: サポート 空欄: 未サポート 

 

表 G.4 Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryの混在可否（チャネル内混在、SB内混在、パーティション内混
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在） 
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128GB DCPMM Y   

256GB DCPMM  Y  

512GB DCPMM   Y 

Y: サポート 空欄: 未サポート 
 

表 G.5 DDR4 DIMMの混在可否（筐体内混在） 
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16GB 1R RDIMM Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y 

32GB 2R RDIMM Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y 

64GB 2R RDIMM Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y 

64GB 4R LRDIMM Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y 

64GB 4R RDIMM(3DS) Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y 

64GB 4R LRDIMM(3DS) Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y 

128GB 4R LRDIMM Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y 

128GB 8R RDIMM(3DS) Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y 

128GB 8R LRDIMM(3DS) Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y 

256GB 8R RDIMM(3DS) Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y 

256GB 8R LRDIMM(3DS) Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y Y 

Y: サポート 空欄: 未サポート 

 

表 G.6 Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryの混在可否（筐体内混在） 
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128GB DCPMM Y Y Y 

256GB DCPMM Y Y Y 
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512GB DCPMM Y Y Y 

Y: サポート 空欄: 未サポート 
 
PRIMEQUEST 3400S Lite/3400S/3400E/3400L/3800E/3800Lの DIMM混在条件は以下です。 

- 8GBの RDIMMは、SB/Memory Scale-up Board内およびパーティション内に他種の DIMMを混在不可です。 
- 16 GB/32 GBの RDIMMは、SB/Memory Scale-up Board内およびパーティション内に混在可能です。 
- 64 GBの LRDIMMは、SB/Memory Scale-up Board内およびパーティション内に他種の DIMMを混在不可です。 
- 64 GBの RDIMMは、128 GBの RDIMM と SB/Memory Scale-up Board内およびパーティション内に混在可能です。 

表 G.7 DIMM容量、DIMM タイプと混在の関係（SB/Memory Scale-up Board内混在） 

DIMM 8 GB 
RDIMM 

16 GB 1R 
RDIMM 

32GB 
RDIMM 

64 GB 
RDIMM 

64 GB 
LRDIMM 

128 GB 
RDIMM 

8 GB 
RDIMM 

サポート 未サポート 未サポート 未サポート 未サポート 未サポート 

16 GB 1R 
RDIMM 

未サポート サポート サポート 未サポート 未サポート 未サポート 

32 GB 
RDIMM 

未サポート サポート サポート 未サポート 未サポート 未サポート 

64 GB 
RDIMM 

未サポート 未サポート 未サポート サポート 未サポート サポート 

64 GB 
LRDIMM 

未サポート 未サポート 未サポート 未サポート サポート 未サポート 

128 GB 
RDIMM 

未サポート 未サポート 未サポート サポート 未サポート サポート 
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表 G.8 DIMM容量、DIMM タイプと混在の関係（パーティション内混在） 

DIMM 8 GB 
RDIMM 

16 GB 1R 
RDIMM 

32GB 
RDIMM 

64 GB 
RDIMM 

64 GB 
LRDIMM 

128 GB 
RDIMM 

8 GB 
RDIMM 

サポート 未サポート 未サポート 未サポート 未サポート 未サポート 

16 GB 1R 
RDIMM 

未サポート サポート サポート 未サポート 未サポート 未サポート 

32GB 
RDIMM 

未サポート サポート サポート 未サポート 未サポート 未サポート 

64 GB 
RDIMM 

未サポート 未サポート 未サポート サポート 未サポート サポート 

64 GB 
LRDIMM 

未サポート 未サポート 未サポート 未サポート サポート 未サポート 

128 GB 
RDIMM 

未サポート 未サポート 未サポート サポート 未サポート サポート 

表 G.9 DIMM容量、DIMM タイプと混在の関係（筐体内混在） 

DIMM容量 8 GB 
RDIMM 

16 GB 1R 
RDIMM 

32GB 
RDIMM 

64 GB 
RDIMM 

64 GB 
LRDIMM 

128 GB 
RDIMM 

8 GB 
RDIMM 

サポート サポート サポート サポート サポート サポート 

16 GB 1R 
RDIMM 

サポート サポート サポート サポート サポート サポート 

32 GB 
RDIMM 

サポート サポート サポート サポート サポート サポート 

64 GB 
RDIMM 

サポート サポート サポート サポート サポート サポート 

64 GB 
LRDIMM 

サポート サポート サポート サポート サポート サポート 

128 GB 
RDIMM 

サポート サポート サポート サポート サポート サポート 
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G.2.1 DIMM搭載パターン 
PRIMEQUEST 3400S2 Lite/3400S2/3400E2/3400L2/3800E2/3800L2の DIMMの搭載パターンを説明します。 
 
DIMM搭載パターンは、Memory Operationモードおよび Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryの搭載有無により変わりま
す。 

注意 

以下、”DCPMM”は Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryの略称です。 
 
パーティション内の SB上に Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryを搭載しない場合、表 G.15から表 G.20までに示す搭載パ
ターンに従って DIMMを搭載してください。 

表 G.10 各 Memory Operation モードにおいて参照する DIMM搭載パターンの表（CPU#0: DDR4のみ、CPU#1: 
DDR4のみ） 

Memory operationモード CPU#0 CPU#1 
Normal (Lockstep Disabled) 表 G.15 表 G.15 
Normal (Lockstep Enabled) 表 G.16  表 G.16  
Full Mirror (Mirror Keep) 表 G.17 表 G.17 
Full Mirror (Capacity Keep) 表 G.18 表 G.18 
Address Range Mirror 表 G.19 表 G.19 
Spare 表 G.20 表 G.20 

 
パーティション内の SB上に Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryを 1枚だけ搭載する場合、表 G.13および表 G.15から表
G.20までに示す搭載パターンに従って DIMMを搭載してください。 

注意 

パーティション内の SB上に Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryを 1枚だけ搭載する場合、1SB構成のパーティションのみ構
成可能です。複数 SBでパーティションを構成し、Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryを搭載する場合は、Intel(R) 
Optane(TM) DC persistent memoryを 2枚以上搭載してください。 

表 G.11パーティション内に DCPMMを 1枚だけ搭載する場合、各 Memory Operation モードにおいて参照する DIMM搭
載パターンの表 

Memory operationモード CPU#0 CPU#1 
Normal (Lockstep Disabled) 表 G.13 表 G.15 
Normal (Lockstep Enabled) 表 G.13 表 G.16  
Full Mirror (Mirror Keep) 表 G.13 表 G.17 
Full Mirror (Capacity Keep) 表 G.13 表 G.18 
Address Range Mirror 表 G.13 表 G.19 
Spare (*1) - - 
(*1) パーティション内に DCPMM を搭載している場合は、Spareモードは非サポートです。 

 
パーティション内の SB上に Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryを 2枚以上搭載する場合、表 G.14に示す搭載パターンに
従って DIMMを搭載し、かつ、パーティション内の全 SBの全 CPU配下の DIMM搭載パターンを同じにしてください。 
 

表 G.12パーティション内に DCPMMを 2枚以上搭載する場合、各 Memory Operation モードにおいて参照する DIMM
搭載パターンの表 
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Memory operationモード CPU#0 CPU#1 
Normal (Lockstep Disabled) 表 G.14 表 G.14 
Normal (Lockstep Enabled) 表 G.14 表 G.14 
Full Mirror (Mirror Keep) 表 G.14 表 G.14 
Full Mirror (Capacity Keep) 表 G.14 表 G.14 
Address Range Mirror 表 G.14 表 G.14 
Spare (*1) - - 
(*1) パーティション内に DCPMM を搭載している場合は、Spareモードは非サポートです。 

 
以下の表において、”D”は、Intel(R) Optane(TM) DC persistent memoryを示します。 
ADは、Application directモード、MMはMemoryモードの略です。 
同じ記号は同一 DDR4 DIMMであることを示します。 
 

表 G.13 パーティション内に DCPMMを 1枚だけ搭載する場合の SBの CPU#0配下の DIMM搭載パターン 

DIMM 
搭載パターン 

Mode CPU#0 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 

#1 AD □ D △  ○  ☆  ▽  ◇  

注意 

表 G.13の搭載パターンの場合、1SB構成のパーティションのみ構成可能です。複数 SBでパーティションを構成する場合は、表 G.14の
搭載パターンのいずれかに従って搭載してください。 
 

表 G.14 パーティション内に DCPMMを 2枚以上搭載する場合の CPU配下の DIMM搭載パターン 

DIMM 
搭載パターン 

Mode CPU#0または CPU#1 DDR4 DIMM搭載に関する留意 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 

#1 AD □ D △ D ○ D ☆ D ▽ D ◇ D  
#2 AD □ D △ D ○  ☆ D ▽ D ◇   
#3 AD □ D △  ○  ☆ D ▽  ◇   
#4 AD □  △  D  ☆  ▽  D   
#5 AD □ ♤ △ ♡ D  ☆ ♙ ▽ ♘ D   
#6 AD □ D △  ○  ☆  ▽  ◇   
#7 MM □ D □ D □ D □ D □ D □ D  
#8 MM □ D △ D ○  ☆ D ▽ D ◇   
#9 MM □ D △  ○  ☆ D ▽  ◇  16GB RDIMMまたは2GB RDIMMのみ。 
#10 MM □  △  D  ☆  ▽  D   
#11 AD+MM □ D △ D ○ D ☆ D ▽ D ◇ D 3DS LRDIMM以外 

#12 AD+MM □ D △ D ○  ☆ D ▽ D ◇  3DS LRDIMM以外 

#13 AD+MM □ D △  ○  ☆ D ▽  ◇  3DS LRDIMM以外 

#14 AD+MM □  △  D  ☆  ▽  D  3DS LRDIMM以外 
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PRIMEQUEST 3400S Lite/3400S/3400E/3400L/3800E/3800Lの DIMMの搭載パターンを説明します。 
同じ記号は同一 DIMMであることを示します。 
768GB CPU搭載かつ、128GB DIMMを搭載している場合は、表 G.21から表 G.26を参照してください。 

表 G.15 SBの DIMMの搭載パターン (Normal& Lockstep Disabled) 

CPU 1個搭載  

DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 

2 □      ☆      
4 □  △    ☆  ▽    
6 □  △  ○  ☆  ▽  ◇  
8 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙ ▽ ♘   
10 □ ♤ △ ♡ ○  ☆ ♙ ▽ ♘ ◇  
12 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘ ◇ ♖ 
 
CPU 2個搭載 
DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 CPU#1 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 1A0 1A1 1B0 1B1 1C0 1C1 1D0 1D1 1E0 1E1 1F0 1F1 

4 □      ☆      ■      ★      
6 □  △    ☆  ▽    ■      ★      
8 □  △    ☆  ▽    ■  ▲    ★  ▼    
10 □  △  ○  ☆  ▽  ◇  ■  ▲    ★  ▼    
12 □  △  ○  ☆  ▽  ◇  ■  ▲  ●  ★  ▼  ◆  
14 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙ ▽ ♘   ■  ▲  ●  ★  ▼  ◆  
16 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙ ▽ ♘   ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟ ▼ ♞   
18 □ ♤ △ ♡ ○  ☆ ♙ ▽ ♘ ◇  ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟ ▼ ♞   
20 □ ♤ △ ♡ ○  ☆ ♙ ▽ ♘ ◇  ■ ♠ ▲ ♥ ●  ★ ♟ ▼ ♞ ◆  
22 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘ ◇ ♖ ■ ♠ ▲ ♥ ●  ★ ♟ ▼ ♞ ◆  
24 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘ ◇ ♖ ■ ♠ ▲ ♥ ● ♣ ★ ♟ ▼ ♞ ◆ ♜ 
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表 G.16 SBの DIMMの搭載パターン (Normal& Lockstep Enabled) 

CPU 1個搭載  

DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 

2 □ ♤           
4 □ ♤     ☆ ♙     
6 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙     
8 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙ ▽ ♘   
10 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘   
12 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘ ◇ ♖ 
 
CPU 2個搭載 
DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 CPU#1 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 1A0 1A1 1B0 1B1 1C0 1C1 1D0 1D1 1E0 1E1 1F0 1F1 

4 □ ♤           ■ ♠           
6 □ ♤     ☆ ♙     ■ ♠           
8 □ ♤     ☆ ♙     ■ ♠     ★ ♟     
10 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙     ■ ♠     ★ ♟     
12 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙     ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟     
14 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙ ▽ ♘   ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟     
16 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙ ▽ ♘   ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟ ▼ ♞   
18 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘   ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟ ▼ ♞   
20 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘   ■ ♠ ▲ ♥ ● ♣ ★ ♟ ▼ ♞   
22 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘ ◇ ♖ ■ ♠ ▲ ♥ ● ♣ ★ ♟ ▼ ♞   
24 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘ ◇ ♖ ■ ♠ ▲ ♥ ● ♣ ★ ♟ ▼ ♞ ◆ ♜ 
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表 G.17 SBの DIMMの搭載パターン (Full Mirror&Mirror keep) 

CPU 1個搭載  

DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 

4 □  □    △  △    
8 □ ○ □ ○   △ ☆ △ ☆   
12 □ ○ □ ○ □ ○ △ ☆ △ ☆ △ ☆ 
 
CPU 2個搭載 
DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 CPU#1 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 1A0 1A1 1B0 1B1 1C0 1C1 1D0 1D1 1E0 1E1 1F0 1F1 

8 □  □    △  △    ■  ■    ▲  ▲    
12 □ ○ □ ○   △ ☆ △ ☆   ■  ■    ▲  ▲    
16 □ ○ □ ○   △ ☆ △ ☆   ■ ● ■ ●   ▲ ★ ▲ ★   
20 □ ○ □ ○ □ ○ △ ☆ △ ☆ △ ☆ ■ ● ■ ●   ▲ ★ ▲ ★   
24 □ ○ □ ○ □ ○ △ ☆ △ ☆ △ ☆ ■ ● ■ ● ■ ● ▲ ★ ▲ ★ ▲ ★ 
 

表 G.18 SBの DIMMの搭載パターン (Full Mirror&Capacity keep) 

CPU 1個搭載  

DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 

4 □  □    □  □    
8 □ □ □ □   □ □ □ □   
12 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 
 
CPU 2個搭載 
DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 CPU#1 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 1A0 1A1 1B0 1B1 1C0 1C1 1D0 1D1 1E0 1E1 1F0 1F1 

8 □  □    □  □    □  □    □  □    
12 □ □ □ □   □ □ □ □   □  □    □  □    
16 □ □ □ □   □ □ □ □   □ □ □ □   □ □ □ □   
20 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □   □ □ □ □   
24 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 
 
 

表 G.19 SBの DIMMの搭載パターン (Address Range Mirror) 

CPU 1個搭載  

DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 

4 □  □    △  △    
8 □ ○ □ ○   △ ☆ △ ☆   
12 □ ○ □ ○ □ ○ △ ☆ △ ☆ △ ☆ 
 
CPU 2個搭載 
DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 CPU#1 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 1A0 1A1 1B0 1B1 1C0 1C1 1D0 1D1 1E0 1E1 1F0 1F1 

8 □  □    △  △    ■  ■    ▲  ▲    
12 □ ○ □ ○   △ ☆ △ ☆   ■  ■    ▲  ▲    
16 □ ○ □ ○   △ ☆ △ ☆   ■ ● ■ ●   ▲ ★ ▲ ★   
20 □ ○ □ ○ □ ○ △ ☆ △ ☆ △ ☆ ■ ● ■ ●   ▲ ★ ▲ ★   
24 □ ○ □ ○ □ ○ △ ☆ △ ☆ △ ☆ ■ ● ■ ● ■ ● ▲ ★ ▲ ★ ▲ ★ 
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表 G.20 SBの DIMMの搭載パターン (Spare) 

CPU 1個搭載  

DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 

2 □ ♤           
4 □ ♤     ☆ ♙     
6 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙     
8 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙ ▽ ♘   
10 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘   
12 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘ ◇ ♖ 
 
CPU 2個搭載 
DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 CPU#1 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 1A0 1A1 1B0 1B1 1C0 1C1 1D0 1D1 1E0 1E1 1F0 1F1 

4 □ ♤           ■ ♠           
6 □ ♤     ☆ ♙     ■ ♠           
8 □ ♤     ☆ ♙     ■ ♠     ★ ♟     
10 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙     ■ ♠     ★ ♟     
12 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙     ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟     
14 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙ ▽ ♘   ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟     
16 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙ ▽ ♘   ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟ ▼ ♞   
18 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘   ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟ ▼ ♞   
20 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘   ■ ♠ ▲ ♥ ● ♣ ★ ♟ ▼ ♞   
22 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘ ◇ ♖ ■ ♠ ▲ ♥ ● ♣ ★ ♟ ▼ ♞   
24 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘ ◇ ♖ ■ ♠ ▲ ♥ ● ♣ ★ ♟ ▼ ♞ ◆ ♜ 
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表 G.21 SBの DIMMの搭載パターン (Normal& Lockstep Disabled) (768GB CPU搭載かつ、128GB DIMM搭載し
ている場合) 

CPU 1個搭載  

DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 

2 □      ☆      
4 □  △    ☆  ▽    
6 □  △  ○  ☆  ▽  ◇  
 
CPU 2個搭載 
DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 CPU#1 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 1A0 1A1 1B0 1B1 1C0 1C1 1D0 1D1 1E0 1E1 1F0 1F1 

4 □      ☆      ■      ★      
6 □  △    ☆  ▽    ■      ★      
8 □  △    ☆  ▽    ■  ▲    ★  ▼    
10 □  △  ○  ☆  ▽  ◇  ■  ▲    ★  ▼    
12 □  △  ○  ☆  ▽  ◇  ■  ▲  ●  ★  ▼  ◆  
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表 G.22 SBの DIMMの搭載パターン (Normal& Lockstep Enabled) (768GB CPU搭載かつ、128GB DIMM搭載して
いる場合) 

CPU 1個搭載  

DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 

2 □ ♤           
4 □ ♤     ☆ ♙     
6 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙     
 
CPU 2個搭載 
DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 CPU#1 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 1A0 1A1 1B0 1B1 1C0 1C1 1D0 1D1 1E0 1E1 1F0 1F1 

4 □ ♤           ■ ♠           
6 □ ♤     ☆ ♙     ■ ♠           
8 □ ♤     ☆ ♙     ■ ♠     ★ ♟     
10 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙     ■ ♠     ★ ♟     
12 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙     ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟     
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表 G.23 SBの DIMMの搭載パターン (Full Mirror&Mirror keep) (768GB CPU搭載かつ、128GB DIMM搭載している
場合) 

CPU 1個搭載  

DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 

4 □  □    △  △    
6 □  □  □  △  △  △  
 
CPU 2個搭載 
DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 CPU#1 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 1A0 1A1 1B0 1B1 1C0 1C1 1D0 1D1 1E0 1E1 1F0 1F1 

8 □  □    △  △    ■  ■    ▲  ▲    
10 □  □  □  △  △  △  ■  ■    ▲  ▲    
12 □  □  □  △  △  △  ■  ■  ■  ▲  ▲  ▲  

表 G.24 SBの DIMMの搭載パターン (Full Mirror&Capacity keep) (768GB CPU搭載かつ、128GB DIMM搭載して
いる場合) 

CPU 1個搭載  

DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 

4 □  □    □  □    
6 □  □  □  □  □  □  
 
CPU 2個搭載 
DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 CPU#1 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 1A0 1A1 1B0 1B1 1C0 1C1 1D0 1D1 1E0 1E1 1F0 1F1 

8 □  □    □  □    □  □    □  □    
10 □  □  □  □  □  □  □  □  □  □  □  □  
12 □  □  □  □  □  □  □  □  □  □  □  □  

 

表 G.25 SBの DIMMの搭載パターン (Address Range Mirror) (768GB CPU搭載かつ、128GB DIMM搭載している
場合) 

CPU 1個搭載  

DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 

4 □  □    △  △    
6 □  □  □  △  △  △  
 
CPU 2個搭載 
DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 CPU#1 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 1A0 1A1 1B0 1B1 1C0 1C1 1D0 1D1 1E0 1E1 1F0 1F1 

8 □  □    △  △    ■  ■    ▲  ▲    
10 □  □  □  △  △  △  ■  ■    ▲  ▲    
12 □  □  □  △  △  △  ■  ■  ■  ▲  ▲  ▲  
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表 G.26 SBの DIMMの搭載パターン (Spare) (768GB CPU搭載かつ、128GB DIMM搭載している場合) 

CPU 1個搭載  

DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 

2 □ ♤           
4 □ ♤     ☆ ♙     
6 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙     
 
CPU 2個搭載 
DIMM 
搭載枚数 

CPU#0 CPU#1 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 1A0 1A1 1B0 1B1 1C0 1C1 1D0 1D1 1E0 1E1 1F0 1F1 

4 □ ♤           ■ ♠           
6 □ ♤     ☆ ♙     ■ ♠           
8 □ ♤     ☆ ♙     ■ ♠     ★ ♟     
10 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙     ■ ♠     ★ ♟     
12 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙     ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟     
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表 G.27 Memory Scale-up Boardの DIMMの搭載パターン (Normal& Lockstep Disabled) 

DIMM 
搭載枚数 

搭載パターン 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 1A0 1A1 1B0 1B1 1C0 1C1 1D0 1D1 1E0 1E1 1F0 1F1 

4 □      ☆      ■      ★      
6 □  △    ☆  ▽    ■      ★      
8 □  △    ☆  ▽    ■  ▲    ★  ▼    
10 □  △  ○  ☆  ▽  ◇  ■  ▲    ★  ▼    
12 □  △  ○  ☆  ▽  ◇  ■  ▲  ●  ★  ▼  ◆  
14 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙ ▽ ♘   ■  ▲  ●  ★  ▼  ◆  
16 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙ ▽ ♘   ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟ ▼ ♞   
18 □ ♤ △ ♡ ○  ☆ ♙ ▽ ♘ ◇  ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟ ▼ ♞   
20 □ ♤ △ ♡ ○  ☆ ♙ ▽ ♘ ◇  ■ ♠ ▲ ♥ ●  ★ ♟ ▼ ♞ ◆  
22 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘ ◇ ♖ ■ ♠ ▲ ♥ ●  ★ ♟ ▼ ♞ ◆  
24 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘ ◇ ♖ ■ ♠ ▲ ♥ ● ♣ ★ ♟ ▼ ♞ ◆ ♜ 

表 G.28 Memory Scale-up Boardの DIMMの搭載パターン (Normal& Lockstep Enabled) 

DIMM 
搭載枚数 

搭載パターン 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 1A0 1A1 1B0 1B1 1C0 1C1 1D0 1D1 1E0 1E1 1F0 1F1 

4 □ ♤           ■ ♠           
6 □ ♤     ☆ ♙     ■ ♠           
8 □ ♤     ☆ ♙     ■ ♠     ★ ♟     
10 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙     ■ ♠     ★ ♟     
12 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙     ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟     
14 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙ ▽ ♘   ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟     
16 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙ ▽ ♘   ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟ ▼ ♞   
18 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘   ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟ ▼ ♞   
20 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘   ■ ♠ ▲ ♥ ● ♣ ★ ♟ ▼ ♞   
22 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘ ◇ ♖ ■ ♠ ▲ ♥ ● ♣ ★ ♟ ▼ ♞   
24 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘ ◇ ♖ ■ ♠ ▲ ▲ ● ● ★ ♟ ▼ ♞ ◆ ♜ 
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表 G.29 Memory Scale-up Boardの DIMMの搭載パターン (Full Mirror&Mirror keep) 

DIMM 
搭載枚数 

搭載パターン 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 1A0 1A1 1B0 1B1 1C0 1C1 1D0 1D1 1E0 1E1 1F0 1F1 

8 □  □    △  △    ■  ■    ▲  ▲    
12 □ ○ □ ○   △ ☆ △ ☆   ■  ■    ▲  ▲    
16 □ ○ □ ○   △ ☆ △ ☆   ■ ● ■ ●   ▲ ★ ▲ ★   
20 □ ○ □ ○ □ ○ △ ☆ △ ☆ △ ☆ ■ ● ■ ●   ▲ ★ ▲ ★   
24 □ ○ □ ○ □ ○ △ ☆ △ ☆ △ ☆ ■ ● ■ ● ■ ● ▲ ★ ▲ ★ ▲ ★ 

表 G.30 Memory Scale-up Boardの DIMMの搭載パターン (Full Mirror&Capacity keep) 

DIMM 
搭載枚数 

搭載パターン 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 1A0 1A1 1B0 1B1 1C0 1C1 1D0 1D1 1E0 1E1 1F0 1F1 

8 □  □    □  □    □  □    □  □    
12 □ □ □ □   □ □ □ □   □  □    □  □    
16 □ □ □ □   □ □ □ □   □ □ □ □   □ □ □ □   
20 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □   □ □ □ □   
24 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 
 

表 G.31 Memory Scale-up Boardの DIMMの搭載パターン (Address Range Mirror) 

DIMM 
搭載枚数 

搭載パターン 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 1A0 1A1 1B0 1B1 1C0 1C1 1D0 1D1 1E0 1E1 1F0 1F1 

8 □  □    △  △    ■  ■    ▲  ▲    
12 □ ○ □ ○   △ ☆ △ ☆   ■  ■    ▲  ▲    
16 □ ○ □ ○   △ ☆ △ ☆   ■ ● ■ ●   ▲ ★ ▲ ★   
20 □ ○ □ ○ □ ○ △ ☆ △ ☆ △ ☆ ■ ● ■ ●   ▲ ★ ▲ ★   
24 □ ○ □ ○ □ ○ △ ☆ △ ☆ △ ☆ ■ ● ■ ● ■ ● ▲ ★ ▲ ★ ▲ ★ 
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表 G.32 Memory Scale-up Boardの DIMMの搭載順序 (Spare) 

DIMM 
搭載枚数 

搭載パターン 
0A0 0A1 0B0 0B1 0C0 0C1 0D0 0D1 0E0 0E1 0F0 0F1 1A0 1A1 1B0 1B1 1C0 1C1 1D0 1D1 1E0 1E1 1F0 1F1 

4 □ ♤           ■ ♠           
6 □ ♤     ☆ ♙     ■ ♠           
8 □ ♤     ☆ ♙     ■ ♠     ★ ♟     
10 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙     ■ ♠     ★ ♟     
12 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙     ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟     
14 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙ ▽ ♘   ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟     
16 □ ♤ △ ♡   ☆ ♙ ▽ ♘   ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟ ▼ ♞   
18 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘   ■ ♠ ▲ ♥   ★ ♟ ▼ ♞   
20 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘   ■ ♠ ▲ ♥ ● ♣ ★ ♟ ▼ ♞   
22 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘ ◇ ♖ ■ ♠ ▲ ♥ ● ♣ ★ ♟ ▼ ♞   
24 □ ♤ △ ♡ ○ ♧ ☆ ♙ ▽ ♘ ◇ ♖ ■ ♠ ▲ ♥ ● ♣ ★ ♟ ▼ ♞ ◆ ♜ 
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G.3 使用可能な内蔵 I/O 
PRIMEQUEST 3000シリーズにおける使用可能な内蔵 I/Oについて説明します。 
使用可能な内蔵 I/O と個数を以下に示します。 

表 G.33使用可能な内蔵 I/O と個数 

内蔵 I/O 個数 備考 
SB USB 4 Home SBだけ使用できます。 

VGA 1 Home SBだけ使用できます。 

BMMボード M.2 2 Home SBだけ使用できます。 

USB フラッシュデバイス 1 Home SBだけ使用できます。 
microSD 1 Home SBだけ使用できます。 

IOUE 10GbE 2  
DU_SAS SAS HDD/SSD 4  
DU_PCIEA PCIe SSD SFF 4  
DU_M SAS HDD/SSD 4  

G.4 レガシーBIOS互換機能（CSM） 
PRIMEQUEST 3000シリーズでは、ファームウェアとして BIOSエミュレーション機能を持つ UEFIを採用しています。 

G.5 ラック搭載 
19 インチラックへの搭載方法について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ設置マニュアル』（CA92344-1656）を参照してください。 

G.6 設置環境 
PRIMEQUEST 3000シリーズ設置環境の条件について詳しくは『PRIMEQUEST 3000シリーズ設置マニュアル』（CA92344-1656）を
参照してください。 

G.7 NIC（ネットワークインターフェースカード） 
NIC（ネットワークインターフェースカード）を搭載する場合の注意事項は、以下のとおりです。 

- チーミングのメンバーは、同じ種類の LANの間で設定することを推奨します。 
（同種カード間、Onboard LAN内でのチーミングを推奨） 

- 同じ種類の LANでチーミングが設定されない場合、スケーリング機能の差異により、受信側スケーリング機能がオフになることがあ
ります。 
これにより、受信トラフィックバランスの最適化ができなくなることがあるが、通常使用においては問題ありません。 

- Intel PROSetのバージョンによっては、チーミング構築時、上記の理由により受信側スケーリングを無効にする警告が表示されるこ
とがあります。そのまま[OK] ボタンをクリックします。受信側スケーリング機能およびその他の注意事項については、Intel PROSetの
ヘルプまたは[デバイスマネージャー] - [該当 LAN のプロパティ] - [詳細設定] - [受信側スケーリング] 参照します。 

- OSのWOL（Wake on LAN）対応状況は、各 OSのマニュアルおよび制限事項を参照します。 
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WOLに対応しない OSでは、遠隔からの電源制御はMMB Web-UIから操作します。 
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付録 H PRIMEQUEST 3000シリーズが提供する

MIBツリー体系 

ここでは、PRIMEQUEST 3000シリーズが提供するMIBツリー体系を説明します。 
なお、SVAgentオプションを導入した場合、パーティション上の SNMPサービスより Agentの MIB情報が取得できます。SVSの MIBツリ
ーについて詳しくは、SVSの MIB ファイルを参照してください。 

備考 

PRIMQUEST 3000シリーズでは、SVAgentからの Trap通知は、CPU温度監視や PCI カードのドライバ監視等、一部のハードウェア
異常のみとなりますのでご注意ください。 

H.1 MIBツリー体系 
MMB ファームウェアへ SNMPアクセスすることで、"mmb（1）" 配下の拡張MIB情報を取得することができます。また、MMB からはmib-
2(1)配下の標準MIB 情報も取得できます。 
MMB ファームウェアは、MIB ファイルの定義に従って、MIB情報を応答します。 
MIB ファイル(テキストファイル)は、下記のWebサイトよりダウンロードすることができます。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000/ 

注意 

PRIMEQUEST 3000シリーズでは、各パーティションの起動時および停止時に、パーティション状態の変更を MMBの SNMP機能が認
識します。この際、一時的に外部マネージャー（Systemwalker Centric Managerなど）からMMBへの MIB リクエストは、エラー応答ま
たは応答タイムアウトとなります。この場合、MIB リクエストを再度発行することで情報を取得することができます。 
MIB ツリー体系を以下に示します。 

  

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000/
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図 H.1 MIBツリー体系 

 

H.2 MIB ファイルの内容 
MIB ファイルの内容を以下に示します。 

表 H.1 MIB ファイルの内容 

 MIB ファイル 用途 内容 
MMB-MIBs/ MMB-COM-MIB.txt 参照系 筐体全体のハード構成などの MIB情報 

MMB-ComTrap-
MIB.txt 

監視系 筐体全体のハード異常監視用の MIB
情報（MMB SEL イベント） 

  



付録 I  Windowsシャットダウンの設定 
 

441 CA92344-1656-30 

 

付録 I  Windowsシャットダウンの設定 

ここでは、Windowsシャットダウンの設定方法（任意）を説明します。 

I.1  MMB Web-UI からのシャットダウン 
Windowsでは、MMB Web-UIからシャットダウンを行う場合、ServerView Agentまたは SVASが必要です。 
ServerView Agentの設定方法について詳しくは『ServerView Operations Manager Installation ServerView Agents for 
Windows』の「システムシャットダウン」タブの説明を参照してください。 
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付録 J  Systemwalker Centric Manager連携 

ここでは、Systemwalker Centric Manager連携を説明します。 

J.1  Systemwalker Centric Manager連携の事前準備 
Systemwalker Centric Manager とは、システム運用のライフサイクルに従って、システムやネットワークの集中管理をするアプリケーションで
す。 
Systemwalker Centric Manager（以下 Systemwalker）連携による PRIMEQUEST 3000シリーズの監視方法を設定するための
事前準備について説明します。 事前に、以下のファイルおよびツール類を用意します。 

表 J.1用意するファイルおよびツール類 

準備物 入手先 備考 

拡張MIB ファイル 
（トラップ用） 

装置添付 DVD-ROM 
『ServerView Suite』 
または、下記のWebサイト 
https://www.fujitsu.com/jp/products/co
mputing/servers/primequest/download
/3000/ 

/SVSLocalTools/Japanese/ PQ-MMB-
MIBs/ 
- MMB-ComTrap-MIB.txt 

TrapMSG変換定義ファイル 装置添付 DVD-ROM 
『ServerView Suite』 
または、下記のWebサイト 
https://www.fujitsu.com/jp/products/co
mputing/servers/primequest/download
/3000/ 

/SVSLocalTools/Japanese/ PQ-MMB-
MIBs/ 
- mmbComTrap.cnf 

SNMP トラップ変換定義適用コ
マンド 

Systemwalker インストール先 Windows運用管理サーバで実行の場合：
（*1） 

Linux/Solaris運用管理サーバで実行の場合：
（*2） 

メニュー登録用コマンド Systemwalker インストール先 [install-
dir]¥mpwalker.dm¥bin¥mpaplreg.exe 
（運用管理クライアント（*3）で実行） 

フィルタリング定義 
テンプレート 

Systemwalker技術情報 
https://www.fujitsu.com/jp/products/sof
tware/middleware/business-
middleware/systemwalker/products/ce
ntricmgr/ 

詳細は、左記の URLから Systemwalker マニ
ュアルを参照してください。 

*1: Windows運用管理サーバで実行の場合： 
[install-dir]¥MpWalker.dm¥MpCNappl¥MpCNmgr¥bin¥CNSetCnfMg.exe 

*2: Linux/Solaris運用管理サーバで実行の場合： 
/opt/FJSVfwntc/MpCNmgr/bin/CNSetCnfMg.exe 

*3: Systemwalker Centric Managerでは、効率的な管理を実施するため、階層構造による運用管理を実施しています。運用管理
クライアントもその 1つです。詳細は、以下の URLから Systemwalkerマニュアルを参照してください。 
https://www.fujitsu.com/jp/products/software/middleware/business-

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000/
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000/
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000/
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000/
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000/
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primequest/download/3000/
https://www.fujitsu.com/jp/products/software/middleware/business-middleware/systemwalker/products/centricmgr/
https://www.fujitsu.com/jp/products/software/middleware/business-middleware/systemwalker/products/centricmgr/
https://www.fujitsu.com/jp/products/software/middleware/business-middleware/systemwalker/products/centricmgr/
https://www.fujitsu.com/jp/products/software/middleware/business-middleware/systemwalker/products/centricmgr/
https://www.fujitsu.com/jp/products/software/middleware/business-middleware/systemwalker/products/centricmgr/
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middleware/systemwalker/products/centricmgr/ 

  

https://www.fujitsu.com/jp/products/software/middleware/business-middleware/systemwalker/products/centricmgr/
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J.2  Systemwalker Centric Manager連携の設定 
Systemwalker連携の各種設定を説明します。 

- MMB ノード登録 
- SNMP トラップ連携 
- イベント監視連携 
- GUI連携 
- PRIMEQUEST 3000シリーズ筐体グルーピング機能連携 
- ServerView Suite との連携 

J.2.1  MMB ノード登録 
MMBは、筐体全体のハードウェアを監視しています。MMB自身が故障した場合でも、継続して監視できるように二重化できます（オプショ
ン）。 
Systemwalkerで MMB二重化構成の PRIMEQUEST 3000シリーズを監視するときは、必ず 2つの MMB ノードを登録して、これら 2
つのノードを監視してください。PRIMEQUEST 3000シリーズの MMB ノード登録の概要、および登録手順について説明します。 

■ MMB二重化構成の場合 

Systemwalker コンソール上にMMB ノードを登録すると、PRIMEQUEST 3000シリーズのハードウェア異常イベント（MMBからの
SNMP トラップ）が監視できるようになります。MMBが二重化されている場合は、2つの MMB ノードを登録し、SNMP トラップの発生した
MMBを区別して監視します。 MMB ノード登録手順について、以下に説明します。 

1. Systemwalker コンソール画面で、機能選択から[編集] を選択し、ノード一覧ツリーを表示します。 
2. MMBのあるネットワークフォルダを選択し、メニューバーから[オブジェクト] - [ノードの作成] を選択します。ネットワークフォルダを未作成の

場合は、作成してから実施します。 
3. ノードプロパティで、表示名やホスト名などの必須項目を入力します。運用管理サーバが Linux（PRIMEQUEST 3000シリーズ）の

場合は、[基本情報] - [追加] をクリックし、一覧からMMBを選択します。また、[インターフェース] - [追加] をクリックし、Active側MMB
の物理 IPアドレスを登録します。 

4. MMBが二重化されている場合は、Standby側のMMBも登録します。再度、[オブジェクト] - [ノードの作成] を選択し、運用管理サー
バが Linux（PRIMEQUEST 3000シリーズ）の場合は、同様にマシン種別に MMBを追加します。インターフェースは、Standby側
MMBの物理 IPアドレスを登録します。 

5. 登録したノードは、Systemwalker コンソール上に、MMBアイコンで表示されます。 なお、MMB ノード登録手順や、MMB自身の故
障によりMMB切替えが発生したときの注意事項などについて詳しくは『Systemwalker Centric Manager 
PRIMERGY/PRIMEQUEST 運用管理ガイド』を参照してください。 

備考 

- 運用管理サーバの OSがWindows、Linux（PRIMERGY）の場合は、MMBのアイコン表示はできませんが、監視に支障は
ありません。 

- ノード検出により MMBのノード登録をした場合は、以下のような状態になることがあります。 
- MMBの仮想 IPアドレスが独立ノードとして認識され、物理 IPアドレスとは、別のノードで登録されます。 
- ノードの代表インターフェースが物理 IPアドレスではなく、MMBの仮想 IPアドレスで登録されます。 
- ノードアイコンが MMBにならず、一般のコンピュータとして見えます。 

これらの場合、ノードの削除やプロパティを変更し、マシン種別を MMBに、代表インターフェースが物理 IPアドレスになるようにします。
次に、メニューバーから[ポリシー] - [ポリシーの配付] を選択します。[ポリシーの配付] 画面で[すぐに適用する] を選択し、[OK] ボタンをク
リックします。 

■ MMB一重化構成の場合 

Systemwalker コンソール上にMMB ノードを登録すると、PRIMEQUEST 3000シリーズのハードウェア異常イベント（MMBからの
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SNMP トラップ）が監視できるようになります。MMBは 1枚のため、1つの MMB ノードを登録し、MMBを監視します。MMB ノード登録
手順について、以下に説明します。 

1.    Systemwalker コンソール画面で、機能選択から[編集] を選択し、ノード一覧ツリーを表示します。 
2. MMBのあるネットワークフォルダを選択し、メニューバーから[オブジェクト] - [ノードの作成] を選択します。 

ネットワークフォルダを未作成の場合は、作成してから実施します。 
3.    ノードプロパティで、表示名やホスト名などの必須項目を入力します。運用管理サーバが Linux（PRIMEQUEST 3000シリーズ）の

場合は、[基本情報] - [追加] をクリックし、一覧からMMBを選択します。また、[インターフェース] - [追加] をクリックし、MMBの物理 IP
アドレスを登録します。 

4.    登録したノードは、Systemwalker コンソール上に、MMBアイコンで表示されます。 
なお、MMB ノード登録手順について詳しくは『Systemwalker Centric Manager PRIMERGY/ PRIMEQUEST 運用管理ガイド』を
参照してください。 

備考 

- 運用管理サーバの OSがWindows、Linux（PRIMERGY）の場合は、MMBのアイコン表示はできませんが、監視に支障は
ありません。 

- ノード検出により MMBのノードを登録した場合は、ノードアイコンが MMBにならず、一般のコンピュータとして見えることがありま
す。この場合、プロパティを変更し、マシン種別を MMBにします。次に、メニューバーから[ポリシー] - [ポリシーの配付] を選択しま
す。[ポリシーの配付] 画面で[すぐに適用する] を選択し、[OK] ボタンをクリックします。 

J.2.2  SNMP トラップ連携 
SNMP トラップ連携の概要と、変換定義の手順について説明します。 

■ 処理の概要 

PRIMEQUEST 3000シリーズからの SNMP トラップを、監視者が解読可能なメッセージにするための変換定義をします。変換後のメッセ
ージテキストは Systemwalker コンソール上に表示されます。 

備考 

変換定義されたメッセージのテキストには、PRIMEQUEST 3000シリーズからのメッセージだと判別できるように、メッセージテキスト内に、
[PRIMEQUEST] のキーワードが埋め込まれます。 
例：PRIMEQUEST 3000シリーズからの SNMP トラップが変換されて表示される場合 

[PRIMEQUEST] FileServer E 14002 SB#0-DIMM#0A0 DIMM: Uncorrectable \ 
ECC Part-no=0x0101 Serial-no=5023 

行末の\は、改行しないことを表します。 
なお、SNMP トラップを受け取るには、あらかじめ PRIMEQUEST 3000シリーズで、SNMP トラップの送信先として運用管理サーバが登録
されている必要があります。SNMP トラップ送信先設定については、以下のマニュアルを参照してください。 

- 『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「6.5.2   SNMPの設定」 
- 『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.6.6   [SNMP Configuration]メ

ニュー」 

■ SNMPトラップ連携の手順 

1. 「表 J.1用意するファイルおよびツール類」で用意した TrapMSG変換定義ファイルを、運用管理サーバ上の任意のディレクトリに配置し
ます。 

2. 「表 J.1用意するファイルおよびツール類」で用意した SNMP トラップ変換定義適用コマンドを実行し、TrapMSG変換定義ファイル
（「表 J.1用意するファイルおよびツール類」参照）を Systemwalkerに取り込みます（運用管理サーバで実行します）。 
コマンド格納先ディレクトリに移動し、下記コマンドを実行します。 運用管理サーバ（Linux）での実行例： 

./CNSetCnfMg.exe -f <TrapMSG変換定義ファイル名(フルパス名)> -c 
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3. トラップ変換で使用される OIDをキャラクタ表記させるために、SystemwalkerのMIB拡張操作機能を利用して、「表 J.1用意するファ
イルおよびツール類」で用意した拡張MIB ファイル（トラップ用） を Systemwalkerに登録します。（運用管理クライアントの
Systemwalker コンソール画面で操作します。） 

a. [機能選択]コンボボックスで[編集]を選択し、編集機能を起動してください。 
メニューバーから[ポリシー] - [監視] - [MIBの拡張] を選択します。 

b. [MIB登録] を行います。このときに拡張 MIB ファイル（トラップ用）（「表 J.1用意するファイルおよびツール類」参照）を指定します。 

4. 次の操作で TrapMSG定義ファイルを Systemwalkerに適用します。 

a. [機能選択]コンボボックスで[編集]を選択し、[編集]画面を表示してください。[ポリシー] - [監視] メニューから[ポリシー配付] 画面に移
行し、[すぐに適用する] を選択し、[OK] ボタンをクリックします。 

備考 

- MMB Web-UIで TestTrap機能を利用してトラップ受信確認をした場合、Systemwalker コンソール画面に TestTrapの
メッセージが表示されます。このとき、コンソール画面上の対象の MMB ノードは異常が発生した状態となるため、下記の手
順で正常状態に戻す。 

a. Systemwalker コンソール画面のイベント表示部で、TestTrap メッセージを選択します。 
b. 右クリックメニューから[監視イベントの対処] を選択し、[対処] をクリックします。 
c. Systemwalker コンソール画面上の対象の MMB ノードが、正常状態に戻ったことを確認します。 

- Infoレベルのメッセージ（Panic/Stop Error）を出力するようにフィルタリング定義を修正する場合は、『Systemwalker 
Centric Manager 使用手引書監視機能編』を参照してください。 

なお、TestTrapのメッセージコンソール画面に表示させるには「J.2.3  イベント監視連携」のイベントフィルタリング定義をあらかじ
め適用しておく必要があります。 
TestTrap機能については、以下の画面を参照してください。 

- 『PRIMEQUEST 3000シリーズ導入マニュアル』（CA92344-1655）の「6.5.2   SNMPの設定」 
- 『PRIMEQUEST 3000シリーズ運用管理ツールリファレンス(MMB)』（CA92344-1657）の「2.6.6   [SNMP 

Configuration]メニュー」 

J.2.3  イベント監視連携 
ここでは、イベント監視連携の概要と修正手順を説明します。 

■ イベント監視連携の概要 

SVSで監視・記録しているイベントアラームを Systemwalkerの Agent と連携して、Systemwalker（本体） が認識しなくてはならない
イベントアラームに関し、運用管理サーバに通知できる状態にします。 機種別に提供されるイベントフィルタリング定義（Systemwalkerテ
ンプレート、「表 J.1用意するファイルおよびツール類」参照）を取り込むことで、より簡単にイベントフィルタリング定義が可能となります。本テン
プレート取込みの詳細手順は、Systemwalkerのマニュアルを参照してください。 また、Systemwalkerテンプレートの定義情報から一部を
変更する場合は、イベント監視の条件定義を変更します。以下に設定方法を説明します。 なお、メッセージの定義内容については、イベン
トフィルタリング定義に添付される『フィルタリング定義説明書』を参照してください。 

■ イベント監視連携の修正手順 

次の操作で、PRIMEQUEST 3000シリーズが格納するイベントログに対するフィルタリング定義をします。 

1. [Systemwalker コンソール] で、[機能選択]コンボボックスで[編集]を選択し、[編集]画面を表示します。 
2. [ポリシー]メニューから[監視]-[監視ポリシー]を選択します。 

→[監視ポリシー[管理]]画面が表示されます。 
3. [オプション]メニューの[カスタムモード表示]を"ON"にします。 
4. [設定対象]の[監視ポリシー]-[ポリシー]-[イベント監視]-[監視条件]を選択します。 
5. [操作]メニューの[新規作成]を選択します。 



付録 J  Systemwalker Centric Manager連携 
 

447 CA92344-1656-30 

→[監視ポリシー[ポリシーの作成]]画面が表示されます。 
6. [ポリシー名]、[コメント]を入力します。 
7. [OK]ボタンをクリックします。→[イベント監視[監視条件]]画面が表示されます。 
8. [製品一覧]の[製品名]から、フィルタリング定義を追加したい PRIMEQUEST 3000シリーズノードに導入した監視対象製品のチェック

ボックスをチェックします。[詳細設定]ボタンをクリックします。 
→[イベント監視の条件定義]画面が表示されます。 

9. 変更するイベントを選択した状態で、[イベント]-[イベントの更新] を選択します。 
→ [イベント定義]ダイアログボックスが表示されます。 

10.  所定の項目を変更して[OK] ボタンをクリックし、[イベント監視の条件定義]画面を閉じます。 
11.  [イベント監視[監視条件]]画面で[OK]ボタンをクリックします。→監視ポリシーが作成されます。 
12.  [監視ポリシー[管理]]画面で、[設定対象]の[ポリシーグループ]を選択し、[操作]メニューの[新規作成]を選択します。 
13.  [ポリシーグループ名]、[コメント]を入力します。 
14.  [イベント監視]-[監視条件]のコンボボックスで、11で作成した監視ポリシーを選択します。 
15.  [監視ポリシー]画面の[配付先]タブをクリックします。→[配付先]画面が表示されます。 
16.  [追加]ボタンをクリックします。 

→[監視ポリシー[配付先の追加]]画面が表示されます。 
17.  [監視ポリシー[配付先の追加]]画面からフィルタリング定義を追加したい PRIMEQUEST 3000シリーズノードを選択し、[追加]ボタン

をクリックします。 
→[配付先一覧]に追加したノードが反映されます。 

18.  [監視ポリシー[配付先の追加]]画面で[OK]ボタンをクリックします。 
19.  [監視ポリシー]画面で[OK]ボタンをクリックします。 

→[監視ポリシー[設定内容の確認]]画面が表示されます。 
20.  [はい]ボタンをクリックします。 

→[監視ポリシー[管理]]画面に戻ります。ポリシーグループが作成されます。 
21.  [監視ポリシー[管理]]画面で、20で作成したポリシーグループを選択し、[操作]メニューの[配付]を選択します。→[監視ポリシー[管理]]

画面が表示されます。 
22.  [はい]ボタンをクリックします。 

→[監視ポリシー[ポリシー配付]]画面が表示されます。 
→ポリシーの配付が完了すると[監視ポリシー[配付結果]]画面が表示されます。 

J.2.4  GUI連携 
GUI連携の概要と、登録の手順を説明します。 

■ GUI連携の概要 

Systemwalkerから PRIMEQUEST 3000シリーズの MMBのログイン画面 URLを起動できるように、操作メニューに登録します。 
MMB二重化構成の場合は、2つの MMB ノードに対して、GUI連携を設定します。 

■ GUI連携の手順 

1. PRIMEQUEST 3000シリーズMMB コンソールを起動するメニューを登録します。運用管理クライアントでコマンドプロンプトを開き、任
意のディレクトリにおいて、以下のコマンド（「表 J.1用意するファイルおよびツール類」参照）を実行します。 

mpaplreg.exe -a -m <メニュー名> -p <ノード名> -c <URL> -w 

メニュー名：Systemwalker コンソール上に表示するメニュー名 

ノード名：登録したいサーバのノード名（ホスト名）[通常は、MMB ノードを選択] 

 URL：http://から始まる PRIMEQUEST 3000シリーズのシステム管理トップ画面 URL 

2. Systemwalker コンソールを再起動します。 
3. 再起動後、指定したノードを右クリックして表示される[操作] に新規メニューが表示され、指定した URLでWebページが表示されるこ

http://%E3%81%8B%E3%82%89%E5%A7%8B%E3%81%BE%E3%82%8Bprimequest/
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とを確認します。 

備考 

上記の設定は、PRIMEQUEST 3000シリーズの登録サーバノード数分必要となります。 

J.2.5  ServerView との連携 
PRIMEQUEST 3000シリーズでは各パーティション上に ServerView Agents（SV Agents）または SVASが搭載され、 
ServerView Operation Manager（SVOM）で構成管理や異常監視が可能となります。Systemwalkerは ServerView と連携するこ
とで、ServerView での監視結果を Systemwalkerの統合管理サーバに送信したり、Systemwalkerから ServerView コンソールを起動
したりすることができます。連携手順については『ServerView Operations Managerユーザーズガイド』を参照してください。 
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付録 K ソフトウェアについて 

 

PRIMEQUEST 3000シリーズのハードウェアに添付されるソフトウェア、ドライバについては『PRIMEQUEST 3000シリーズ製品概説』
（CA92344-1653）の「第 3章  ソフトウェアの構成」を参照してください。 
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付録 L 障害連絡シート 

ここでは、障害連絡シートを説明します。 障害連絡シートは、障害の通知に使用します。 

L.1 障害連絡シート 
モデル名・型名 □PRIMEQUEST（                    ） 

使用 OS □Red  Hat Enterprise Linux（版数：  ） 

□Windows Server（版数：  ） 

□VMware（版数：  ） 

本体装置設置環境  

LAN・WANシステム構成  

ハードウェア構成 【取り付けている内蔵オプションの種類や搭載位置】 
コンフィグレーション設定情報 【UEFIセットアップユーティリティの設定値】 
発生日時 20  年  月  日  時  分 

発生頻度 □常時 

□頻度（  ／回） 

□不明 

発生契機 【現象発生前後に作業していたか】□有 □無 

【現在の状況】 
 
【業務内容】 
 
【業務影響】□有 □無 

発生事象 □ハングアップ 

□スローダウン 

□リブート 

□OS  Panic/Stop 

□OS起動不可 

□通信不可 

□その他（                    ） 

エラーメッセージ システムイベントログ： 

エージェントログ／ドライバログ： 

OS メッセージ： 

その他： 

各種ランプの状態  

添付資料 □有 □無 
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付録M PCI Expressカードの情報 

 

PCI Express カードの情報です。 
Vendor ID と Device IDのみでは一意に特定できない部品は、Subsystem IDも合わせて参照してください。 
 
PRIMEQUEST 3400S2 Lite/3400S2/3400E2/3400L2/3800E2/3800L2 
 

品名 Vendor ID Device ID Subsystem ID 

SASアレイコントローラカード (2GBキャッシュ) 1000 005D 1212 

SASアレイコントローラカード (4GBキャッシュ) 1000 0014 1236 

SASアレイコントローラカード (8GBキャッシュ) 1000 0014 1238 

デュアルチャネル SAS カード 
(12Gbps) 

1000 0097 - 

デュアルチャネル 
SASアレイコントローラカード 
(12Gbps) 

1000 005D 121A 

デュアルチャネル 
SASアレイコントローラカード 
(12Gbps) 

1000 0014 124F 

シングルチャネルファイバーチャネルカード 
(16Gbps) 

10DF E300 E311 

デュアルチャネルファイバーチャネルカード 
(16Gbps) 

10DF E300 E310 

シングルチャネルファイバーチャネルカード 
(16Gbps) 

1077 2261 029B 

デュアルチャネルファイバーチャネルカード 
(16Gbps) 

1077 2261 029C 

シングルチャネルファイバーチャネルカード 
(32Gbps) 

10DF E300 E301 

デュアルチャネルファイバーチャネルカード 
(32Gbps) 

10DF E300 E300 

シングルチャネルファイバーチャネルカード 
(32Gbps) 

1077 2261 0299 

デュアルチャネルファイバーチャネルカード 
(32Gbps) 

1077 2261 029A 

デュアルチャネル LAN カード 
(1000BASE-T) 

8086 1521 00A2 

クアッドチャネル LAN カード 
(1000BASE-T) 

8086 1521 00A1 

デュアルチャネル LAN カード 
(10G BASE-T) 

10DF 0720 E863 

デュアルチャネル LAN カード 
(10G BASE-T) 

8086 1563 001A 

クアッドチャネル LAN カード 
(10G BASE-T) 

8086 1589 0002 
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品名 Vendor ID Device ID Subsystem ID 

デュアルチャネル LAN カード 
(10G BASE-T) 

1077 8070 0052 

クアッドチャネル LAN カード 
(10G BASE-T) 

1077 8070 0061 

デュアルチャネル LAN カード 
(10GBASE) 

10DF 0720 E802 

デュアルチャネル LAN カード 
(10G BASE) 

8086 1572 0008 

クアッドチャネル LAN カード 
(10G BASE) 

8086 1572 0004 

デュアルチャネル LAN カード 
(10G BASE) 

1077 8070 0051 

クアッドチャネル LAN カード 
(10G BASE) 

1077 8070 0064 

デュアルチャネル LAN カード 
(25G BASE) 

8086 158B 0002 

デュアルチャネル LAN カード 
(25G BASE) 

15B3 1015 0092 

デュアルチャネル LAN カード 
(25G BASE) 

1077 8070 0011 

デュアルチャネル LAN カード 
(40G BASE) 

15B3 1013 0089 

シングルチャネル LAN カード 
(100G BASE) 

15B3 1013 0087 

シングルチャネル LAN カード 
(100G BASE) 

1077 1644 E4F8 

デュアルチャネル LAN カード 
(100G BASE) 

15B3 101D 0016 

シングルチャネル IB HCA カード 
(100Gbps) 

15B3 1013 0030 

デュアルチャネル IB HCA カード 
(100Gbps) 

15B3 1013 0032 

シングルチャネル Omni Path カード 
(100Gbps) 

8086 24F0 24F0/2628 

2.0TB PCIスロット内蔵ソリッドステートドライブ(3DWPD) 8086 0A54 4714 

4.0TB PCIスロット内蔵ソリッドステートドライブ(3DWPD) 8086 0A54 4714 

デュアル M.2 アダプタ 1000 005F - 
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PRIMEQUEST 3400S Lite/3400S/3400E/3400L/3800E/3800L 
 

品名 Vendor ID Device ID Subsystem ID 

SASアレイコントローラカード (2GBキャッシュ) 1000 005D 1212 

SASアレイコントローラカード (4GBキャッシュ) 1000 0014 1236 

SASアレイコントローラカード (8GBキャッシュ) 1000 0014 1238 

デュアルチャネル SAS カード 
(12Gbps) 

1000 0097 - 

デュアルチャネル 
SASアレイコントローラカード 
(12Gbps) 

1000 005D 121A 

デュアルチャネル 
SASアレイコントローラカード 
(12Gbps) 

1000 0014 124F 

シングルチャネルファイバーチャネルカード 
(16Gbps) 

10DF E300 E311 

デュアルチャネルファイバーチャネルカード 
(16Gbps) 

10DF E300 E310 

シングルチャネルファイバーチャネルカード 
(16Gbps) 

1077 2261 029B 

デュアルチャネルファイバーチャネルカード 
(16Gbps) 

1077 2261 029C 

シングルチャネルファイバーチャネルカード 
(32Gbps) 

10DF E300 E301 

デュアルチャネルファイバーチャネルカード 
(32Gbps) 

10DF E300 E300 

シングルチャネルファイバーチャネルカード 
(32Gbps) 

1077 2261 0299 

デュアルチャネルファイバーチャネルカード 
(32Gbps) 

1077 2261 029A 

デュアルチャネル LAN カード 
(1000BASE-T) 

8086 1521 00A2 

クアッドチャネル LAN カード 
(1000BASE-T) 

8086 1521 00A1 

デュアルチャネル LAN カード 
(10G BASE-T) 

10DF 0720 E863 

デュアルチャネル LAN カード 
(10G BASE-T) 

8086 1563 001A 

デュアルチャネル LAN カード 
(10G BASE-T) 

8086 1589 0002 

デュアルチャネル LAN カード 
(10G BASE-T) 

1077 8070 0052 

デュアルチャネル LAN カード 
(10GBASE) 

10DF 0720 E802 

デュアルチャネル LAN カード 
(10G BASE) 

8086 1572 0008 

デュアルチャネル LAN カード 
(10G BASE) 

1077 8070 0051 

デュアルチャネル LAN カード 
(25G BASE) 

8086 158B 0002 

デュアルチャネル LAN カード 
(25G BASE) 

15B3 1015 0092 

デュアルチャネル LAN カード 
(25G BASE) 

1077 8070 0011 
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品名 Vendor ID Device ID Subsystem ID 

デュアルチャネル LAN カード 
(40G BASE) 

15B3 1013 0089 

シングルチャネル LAN カード 
(100G BASE) 

15B3 1013 0087 

シングルチャネル LAN カード 
(100G BASE) 

1077 1644 E4F8 

デュアルチャネル 
コンバージドネットワークアダプタ 
(10Gbps) 

10DF 0724 (FCoE) 11FB 

シングルチャネル IB HCA カード 
(56Gbps) 

15B3 1003 0022 

デュアルチャネル IB HCA カード 
(56Gbps) 

15B3 1003 0020 

シングルチャネル IB HCA カード 
(100Gbps) 

15B3 1013 0030 

デュアルチャネル IB HCA カード 
(100Gbps) 

15B3 1013 0032 

シングルチャネル Omni Path カード 
(100Gbps) 

8086 24F0 24F0/2628 

2.0TB PCIスロット内蔵ソリッドステートドライブ(3DWPD) 8086 0A54 4714 

4.0TB PCIスロット内蔵ソリッドステートドライブ(3DWPD) 8086 0A54 4714 

デュアル M.2 アダプタ 1000 005F - 
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付録 N フロントパネルの取り外し方 

 

ここではフロントパネルの取り外し方について説明します。 
 

1. フロントパネルの下部両側(緑ラベル部)に指をかけ、フロントパネルを引き上げて外してください 
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